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J~ff肉院議き

シベリア開発／倉前義男

この「アジアの動向」く国別シリーズ） 1966年は，月千IJ「アジ

アの動向jを各国別に 1冊にまとめ．総、目次， 1966年の回顧、

年表を追録したものです。

アジア諸国の政治・経済の動きを適確に把握する基礎資料と

して，月刊「アジアの動向Jとあわせてご利用ください。
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ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

1966年の同顧

1966年のソ連邦アジア地域をめぐる諸問題，ならびにソ連邦の党と政府の

諸決定は，一言にしてャえば《内を固めて，流動的な世界情勢の変化に対処

しよう》とする方針に貫ぬかれていたといえよう。

そのため，極東ならびに東シベリア地域への投資は大幅に削減または中止

されて，現地の反発が少なくなかった模様である。また，党と政府の方針も

地味で堅実な色彩をますます濃くしているo

一方，党と政府の幹部達は精力的に，国内視察と国外旅行を繰り返し，園

内の引き締めと外交攻勢とを強めた。それは，ベトナム戦乱と，北京の対ソ

強硬姿勢の強化が，クレムリン首脳部に深刻な苦悩を味わせており，それを

打開するための方策を真剣に模索させているからであろう。今年1年間の動

きを詳細に検討してみると，ソ連の党と政府は 8月最高会議を境として，一

時冷却していた米ソ関係を再び温め，種々の接近工作を開始するとともに，

ベトナム戦乱についても，公然，非公然両面にわたって，和平解決への道を

探しはじめたように見うけられる。

本年度はじめからスタートした新5ヵ年計画の最終的な計画案は， 3月末

から 4月はじめにかけて開催された第23回党大会において，一応原案が採択

されたにもかかわらず， 8月最高会議にも12月最高会議にも遂に提出されな

かった。これも，ソ連の党と政府が国際情勢の急転回に備えて，資金資材の

割ふりに関して，応急対処の自由を残しておこうとする態度のあらわれかも

しれない。

しかし，本年度の農業生産は天候に恵まれて農作であり，史上最高の収穫

をあげたと伝えられ，これが66年度の国民経済実績に好影響を与えた。これ

がどのような波及効果をソ連の党と政府の路線におよぼすか注目されてし、た

が， 12月最高会議で示された内外施策は依然として堅実穏健なものであり，
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シベリア開発

若干， 67年度予算の面で国防費の増額（11,(j意ノレーブ、ノレ〉と重工業への投資増

大が見られたのみであった。全体の印象として，やや強硬な路線が年末頃か

ら現われてきたように見うけられたが，これは中ソ国境の緊張が主たる原因

であり，米国のベトナム政策に対する非難は，表面的なものにすぎなかった。

そして米ソ聞には種々の面で歩み寄りと協調がすすめられている。

日ソ聞の諸懸案もいくつか解決され，人事交流も盛んであったが，北樺太

の天然ガス開発問題と日ソ航空路第 1使の就航は67年度にもちこされた。

いずれにせよソ連の党と政府の首脳達は目下のところ，①新経済方式の採

用による国家経済の体質改善，②中国共産党とのイデオロギ一面での深刻な

対立と，中ソ間の国家的利害の対立，③ベトナム戦争一一この 3大問題に直

面しており，これを如何に無事乗り越えるかという事で，きわめて困難な立

場に立たされている白しかも，この 3大問題のうち，どのひとつをもおろそ

かにする事はできない。それゆえ，との難局を乗り越えるためならば，相当

思いきった取引きを西側諸国とおこなう可能性が強くなってきたように思わ

れる。しかし，このような思い切った取引きを西側とおとなうためには，ク

レムリンの内部を一本にまとめて強力な指導権を確立する必要があろう。そ

れゆえ，コスイギン＝ブレジネフ双頭政権は表面的には一応安定したj惑を内

外に与えているが，中ソ関係やベトナム情勢のなりゆき次第では重大な政変

をまきおこす可能性も決して少なくないといえよう。

日ソ間の諸問題

( 1 ) 椎名外相訪ソ

1月16日午後9時15分，椎名外相はモスクワのシェレメチェボ空港にソ連

政府賓客として到着したが， 22日まで 6日間ソ連に滞在してソ連政府当局と

会談接渉した。

その問，日ソ航空協定および日ソ貿易支払協定（昭和41～45年〉に調印し

た。またグロムイコ外相とは 2回にわたって正式に会談し，懸案の諸問題に

ついて意見の交換をおこなったが， く領土問題〉とくベトナム和平問題〉の

2点に関しては，双方の意見がくい違ったまま並行線をたどり，不一致のま

まに終った。
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シベリア開発

また， 21日，クレムリン内でポドゴルヌイ最高会議幹部会議長，コスイギ

ン首相，ミコヤン前副首相らと会談した。

椎名外相の訪ソは一応， 日ソ間の親善ムードを促進するには役立ったが，

航空，貿易支払両協定の調印以外には，これといった具体的な収穫は見られ

なかった。これに関しワシントン筋は椎名訪ソを好感していると伝えたが，

北京放送は早速，この問題をとりあげ，「日ソ協力は米ソ協力の変種であるJ

と論評した。また，椎名外相はこのあと西ドイツを訪問して日独定期協議を

おこなったが，その際，西ドイツ政府首脳は椎名外相の訪ソに異常な関心を

示して，種々質問したと伝えられるロ

(2) 第 1回日ソ経済合同委員会

3月14日，東京 ・丸の内の東京会館で，わが国の財界人約33人，ソ連代表

28人が出席して， 6日間にわたる第 1回日ソ経済合同委員会が開幕した。

この第 1回の会議には日ソ双方とも多大の期待をよせていたが，両国の体

制上の相違が思いの外，両者の経済協力の障害になっている事をあらためて

認識させられた。ソ連側は「1966～70年ソ連国民経済発展5ヵ年計画党指令

草案」について説明し日本に協カを要望した。これに対し，日本側は植村経

団連副会長が「①日本としてはエネノレギ一政策として，石油の輸入先を分散

させる必要から，チュメーニ油田の開発には大きな関心をもっている。②北

樺太天然ガス開発の件は日 ソ経済協力の試金石となるものであり，早期にま

とめたい。③日本としてはウドカン銅山の開発にも大きな興味があるjなど

の点を説明した。

しかし，ノトキン ・ゴスプラン次長が「①西シベリアの油田を開発しでも，

シベリア自身の需要も大きいので，輸出余力がでてくるのは1975年以降にな

ろう。②ノξイプラインの建設はウスチパノレイク＝アンジエロ ・スウジェンス

ク＝アンガノレスク＝ナホトカ間6940km（口径1020mm）と，メギオン＝アレク

サンドロフスク間 820km（口径720mm）のふたつがあるが，これの建設には

20年かかる。Jと卒直に述べ，「これに必要なパイプを日本から輸入し，その

代金を石油で返済したい」と要望したが，日本側は「20年ではとてもJと気

乗り薄の態度を示した。
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シベリア開発

その他，双方問で卒直な意見の交換がおこなわれ， 23日共同コミュニケを

発表して閉会したが，具体的には《北樺太天然ガス開発》と《ワドカン銅山開

発》の両者に当面の狙いをおき，交渉をすすめる事でほぼ意見が一致した。

いずれにせよ，政治体制の異る両国が，このように意見を交換し合って経

済協力の道をさがし求めたことは今後に大きな影響を残すものと思われる。

第 2回会議は来年モスクワで開催の予定である。

(3) ソ連有力人の来日

5月10日， ソ連の作家ミハイノレ ・ショーロホフがパイカノレ号で横浜港へ到

着したのをはじめとして，今年はソ連要人の来日が相ついだ。これは，現下

の世界情勢のもとでソ連指導部が対日工作を重視していることのあらわれで

あろう。

ショ ーロホフは日本文芸家協会の招きで，一私人として来日したものであ

るが， 5月13日付の人民日報は彼を“革命の裏切者”として激しく非難した。

しかしショーロホフは，これに対し「ロシアには“犬が吠えても馬は歩く”

という諺があるJと語り，この言葉に北京は一層いきり立った。

また，ソ連政府の公式の立場から来日した人物としては，イシコフ漁業相

(6月19日〉，グロムイコ外相（7月24日〉があげられよう。

また，ソ連の党の路線で来日した者としては，グリシン全ソ労組議長 ・政

治局員候補（ 6月17日）とパブロフ ・コムソモノレ第 1書記（ 7月4日〉の両

者があげちれる。

このようにソ連は党と政府と民間の 3本立てで，日本朝野に対する外交攻

勢を強力に展開した。このうち，党を代表するグリシン政治局員候補と，政

府を代表するグロムイコ外相が，それぞれ，特別機を日本へ乗り入れてきた

事は，この両者の重みを端的に示していたといえよう。とくにグリシン政治

局員候補が23日午前，ひそかに代々木の日本共産党本部を訪れて， 1時間に

わたり，日共幹部と会談した事は日共と中共との関係が離反の色を見せはじ

めていた折だけに，各方面の注目を集めた。

グロムイコ外相は日本滞在中，椎名外相と日ソ領事条約に調印した。 一方，

．イシコフ漁業相は日ソ技術協力協定に調印したが，日ソ問の漁業上の諸懸案
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はイシコフ漁業相と日本側との交渉でも一向に進展せず，日本側の激しい反

発と失望を買った。

( 4) 日ソ復交10周年

今年10月19日は昭和31年10月19日に日ソ共同宣言が調印され， 日ソ国交が

回復してから10周年の記念日にあたるところから，日ソ両国政府はそれぞれ

メッセージの交換をおこなった。

たしかに日ソの復交以来，この10年間における世界情勢の変化はまことに

隔世の感がある。何よりも大きな変化は，米ソ接近と，中ソ対立という思い

もかけぬ事態の発生であった。この数年来の急激な日ソの親善ムードは，こ

のふたつの要素を抜きにしては考えられぬ事である。それと，いまひとつの

重要な要素は日本の急速な復興と工業力の充実である。ソ連としては，この

数年来経済計画の立案に種々の支障を生じており，経済成長も停滞気味であ

るところから，その打開策に苦しんでおり，その意味からも日本との経済協

力を希望しているのであろう。

しかも，日ソの経済協力はあきらかに中ソの対立と密接な関連を持ってお

り，日ソの接近はすなわち北京への牽制の意味を含んでいる。

それゆえ，日ソ経済協力，あるいはシベリア開発への協力という課題は多

分に国際政治上の効果を狙った色彩が濃く，具体的な面での進展は遅々たる

ものがある。例えば，日ソ航空協定は一応調印され，東京＝モスクワ問に航

空路が開設される筈になっているが，細目にわたる商務交渉が容易に妥結せ

ず，空路の開設は67年度にもちこされた。また，北樺太天然ガス開発に関す

る商談も，具体的な点で意見の不一致が残り，これも67年度にもちこされた。

また例年の日ソ漁業交渉は 4月12日に妥結したが，日本恨ljは年々受け身の

立場に立たされて日本の水産業界の不満の色は濃い。しかも，ソ連の大型ト

ローノレ船団が日本近海，たとえば三陸沖や犬吠岬沖などへ大挙出漁してきて

おり， しかも日本の漁期解禁前 1ヵ月も早く出漁してくる有様に水産業界は

政府に対し強硬な対策を求めている。また領海問題でも日本は事実上，ソ連

の12カイリ以内から締め出されているのに，ソ連船は日本沿岸から 3カイリ

の線まで接近して操業しており，ソ連の一方的な態度は改まっていない。
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このようにソ連は領土，領海，漁業などの面では強硬路線を少しも変えて

いないが，反面，第2次訪ソ経済視察団にチタ州のワドカン銅鉱山をわざわ

ざ視察させるなどの便宜をはかつており，極東やシベリアの開発に日本の資

金や資材を利用しようとする気持には相当強いものが感じられる。

日本としては， Y連側のこのような姿勢と，その真意をよく見きわめた上

で，今後の接渉にあたるべきであろう。

クレムリ ン の 苦 悩

( 1 ) 第23回ソ連共産党大会

65年秋，開催の予定であったが，今年春まで延期されていたソ連共産党大

会は， 3月29日午前10時から，世界86ヵ国諸党代表団（北ベトナム，北朝鮮

を含む。日本，中国，アノレパニア，ニュージーランドを含まず。〉列席のもと

にクレムリン宮殿で開幕した。

この党大会でとくに注目された点は，党中央機構の改組と人事であり，ま

た， 「新5ヵ年計画（1966～70年〉党指令草案」であった。

党中央部の機構改革の要点は次のようなものである。

0党中央委幹部会を党中央委政治局〈ポリトビューロー〉に改称する。

（注，政治局は1952年， Un9回党大会の際，廃止されたが，今回復活した。〉

0全連邦党会議を復活する。（注，これも1941年以後，立消えになっていた。）

o党中央委付属ロシア共和国ピユーローを廃止する。（住，これは1956年，

フルシチョフの発案で設置されたもの。〉

0党中央委第 1書記（ベールヴィ・セクレタリ〉を書記長（ゲネラリヌイ・

セクレタリ〉に名称変更する。

そして，書記長にブレジネフ，エリ．イ．を選んだほか，政治局員11名，

政治局員候補8名，書記局員11名および党中央委員 195名，同候補 165名，

監査委員79名を選出した。この中で政治局員と書記局員を兼ねている者はブ

レジネフ，エリ．イ．とスースロフ，ヱム．ア．およびシェレーピン，ア．

エヌ．とキリレンコ，ア．べ．の 4名のみであり，党中央部の指導勢力がど

のような色彩をおびているかは，この顔ぶれで大よその推察がつきそうであ

るo つまり，党指導部は，やや硬派の路線が主導権を握っており，第23問党
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大会もその線で進められたものと見なし得ょう。また，シェレーピン，キリ

レンコ，ポリヤンスキー（政治局員〉の40才台の 3人の新鋭が，党中枢部に

地位を占めている点は，北京の中共幹部の老齢化と著しい対照をみせている。

また，この大会で採択された「新5カ年計画に関する党指令草案」は，

0農村への大幅投資（5カ年間で710億ルーブル〉。

o国防カの強化と工業生産の大幅増大。

というふたつの面をもっており，そのための“しわょせ”として， 《極東な

らびに東シベリア地域に対する投資が大幅に商ljられた》模様である。そのた

め党大会の席上でも沿海地方党委第 1書記チエノレヌイシェフや，ロシア共和

国ゴスプラン議長ゲラシーモフらが，東部諸地域への投資が少ないことに不

満の意を述べた。

これらの内容を見ても， Y連政府当局が日本に対し3 しきりに協力を求め

ている「サハリンと大陸をむすぶガ、スパイプライン，コムソモリスク ・ナ ・

アムーレの窒素肥料工場，ハバロフスクのセノレローズ ・製紙・コンビナート

など」に対する投資は，新5カ年計画から削られている事が判明する。この

点，今後のシベリア開発への経済協力をすすめる場合，充分に考慮に入れて

おく必要があろう。

今次党大会は“実務的”に議事の運営がすすめられた点でも，ひとつの画

期を示してν、た。イデオロギーの昂揚よりも，冷静で合理的な政策討議を旨

とするようになった事も，中国共産党との著しい差異を示していたといえる。

(2) 党中央委総会

党中央委員会総会は， 2月， 3月， 5月， 8月， 12月の5回にわたって開

かれた。また， 7月末には秘密会議が開かれたという鳴も流れた。

このうち， 2月と 3月の総会は主として，第23回党大会に提案する議事の

内容と，新5カ年計画原案の検討をおこなったが， 2月総会で採択された新

5カ年計画は総花的な羅列で，どこに重点がおかれているのか，はっきりし

ない点があったがp 第23回党大会の席で東部地域の代表が激しい不満を示し

た事などから，この方面への投資計画が思ったより少ないものである事を示

した。
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5月総会は27日から 3日間ひらかれたが，この総会では農業不振を克服す

るための根本的施策を討議して採択した点が注目された。

8月と12月の総会はそれぞれ，最高会議に提出する議事に関する報告をう

け，それを採択するためのものであったが， 12月総会において，とくに「毛

沢東とその一派」と直接の名指しで中共を非難する声明を発表した事は内外

の注目を集めた。

また， 7月30日，党中央委が秘密会議を開いたらしいとの風聞が流れ， 7

月31日，ロンドンではクランクショーがオブ、ザーパー紙上において，モスク

ワの有力筋の情報として，コスイギン退任の可能性を示唆して注目をひいた

が，この時期に党中央部で政変を企図する何等かの動きがあったのかもしれ

ない。

(3) 第7回ソ連邦最高会議 ・

6月12日，第7回ソ連邦最高会議代議員の選挙が全ソにわたって実施され，

連邦会767名，民族会議750名の代議員を選出した。この新しい顔ぶれで，

8月2日午前10時からクレムリン宮殿において第7回最高会議の第 l会期が

招集された。この最高会議でとくに注目すべきは次の諸点であった。

0 コスイギン首相以下，全閣僚が再任された事。（注，コスイギン退任の噂

はこの事実で打消された。〉

0連邦 ・民族両院にそれぞれ3 9常任委員会を設置し，これに今までに

ないような権限をあたえたこと。（注，これによって最高会議は，これまでのよ

うなロボット機関ではなし党中央委の決定した予算や計画案をチェッグしたり，

修正動機を出すことができるようになった。〉

この 2点は，最高会議の新代議員が，コスイギン＝ポドゴノレヌイ路線とい

う平和共存＝民需尊重派によって大勢を占められていた事を示すものかもし

れない。新設の 9常任委員会の委員長は，外交委員長（連邦会議スースロフ，

エム．ア．民族会議ポノマリヨフP ベ．エヌ．〉を除いて，あとは大むね，コ

スイギン路線に近い経済官僚達によって占められている事も見落してはなる

まい。

この最高会議に，さきの第.23回党大会で採択された「新5カ年計画J指令
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が上程されず，見送られた事は，計画案の最終的調整に手間どっていたため

と推察された。

12月15日からは第2会期が幕をあけたが，ここでも「新5カ年計画」の最

終案は提出されなかった。これは，党と政府の内部で資金，資材のわりふり

に関して意見の対立があり調整がつかないためか，それとも，ベトナム戦乱

や中ソ対立などの国際情勢の急転をはらむ問題をかかえて，緊急対処の自由

を残しておこうとする配慮のためか，そのいずれかであろう。 12月最高会議

は，例年どおり，①66年度の決算報告，②67年度国民経済発展計画ならびに

国家予算，③最高会議幹部会令の事後承認一ーの 3点を討議して可決した。

この中でとくに注目すべき点は次の 3項目である。

① 国防費を11億ノレーブノレ（歳入増31億ノレーブ／レのほぼ3分の 1）増加

させる。

② 主要重工業部門への支出を大幅に増大させ，工業全体への投資の42

%とする。

③ 67年度は全産業を新方式に切り替える決定的な年となる。

このほかにも注目すべき点として，＠会議開幕前に常任委員会が予算案を

事前審議したこと，＠外交演説がおこなわれず，外交面の決議もなされなか

ったこと，。ブレジネフ書記長に“ソ連邦英雄”の称号をおくり，権力集中

化のきざしが見えたことーーなどがあげられよう。

全般的な印象として， 8月最高会議でやや柔軟な姿勢をのぞかせたソ連指

導部が， 12月最高会議では，若干，硬い姿勢を示したことを指摘できょう。

(4) 経済改革とその問題点

今年は天候に恵まれて，史上最高の農業生産実績をあげた模様である。も

ちろん，地域的には洪水その他の悪天候も見られたが，全般的にみて好調で

あったものと推測される。この豊作は国民経済実績に少なからぬ好影響をお

よぼした。しかし，豊作といっても，ヘクタールあたり 1.3トンの収穫にす

ぎず， 65年度はヘクターノレあたり， 0.9トンにすぎなかった。これは，ソ連

農業が依然として粗放農業であり，今後の集約化のためには相当な努力が必

要であることを示している。今年の豊作が果して単なる天候上の恵みによる
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ものであったのか，それとも，管理面の改革が農民の意欲を促進させたため

であったのか，今後の経過を見ないと早急な結論は下せない。

いずれ｝こせよ， 65年9月党中央委総会と10月最高会議で決定された「新経

済方式への移行Jが，今着々と進行しており，そのため種々の問題が派生し

つつある。その例として，例えば8月 1日付 Pravda紙『実験の 2側面』と

題する記事によれば，キエフ市の建設企業では新方式に移行した実験企業は

新！日両方式の 2重の規制を受けざるを得ず，非常に不利な立場に立たされ，

むしろ実験企業を返上したいという声もあるという。これに対し，キエフ市

ソビエト執行部（市役所〉も，ウクライナ共和国のゴスストロイ（建設委員

会）幹部も一向に関心を示さず，一度も視察にさえ来ていないと訴えている。

また8月5日付 Pravda紙「改良措置のもたらした半面」によれば，わずか

10ルーブノレの賃金格差のため，幹部労働者が他の企業へ移っていく実例をあ

げ，共産主義的信念の欠如を叱っている。また， 8月8日付 Pravda紙「新

方式の半年Jではレニングラード市15企業体責任者の座談会記事として，実

験企業がいくら努力しても，相手の企業体が旧方式で運営されているため，

その“しわょせ”はすべて実験企業の方へはねかえってくると不満をのべて

いる。

そのほか，利潤方式採用の結果，無駄な人員を整理して生産性を向上させ

なければ，企業の成績が低下するので，各企業体では容赦ない首切りがはじ

まっでいる。 10月23日付 Pravda紙にも，この問題がとりあげられ，現場企

業長や管理部の窓意的専断や個人的感情で、しばしば不当解雇がおこなわれて

いる事を指摘している。しかし，ソ連の労働組合は党や政府の機関の一部に

すぎず，その上「社会主義社会では，使用者側と労働者側との間に紛争がお

こるはずがないJという一種のタブー的体制論理が久しく続いてきた結果，

このような労働紛争を調整し救済する機能がソ連の社会には育っていない。

一方，未成年労働者の採用を忌避する企業体も多くなってきた。それは，

未成年者の就業時聞が法律で短かくされており，教育実習に手間と時間がか

かるため，企業の能率を低下させるためである。このため，未成年労働者の

失業が増大している。

このような問題をはらみながらも， 12月18日付のモスクワ放送は，「700企
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業が新方式で好成績をあげた」と報じている。だが，全企業体が新方式に移

行する67年度あたりに，その反動があらわれてくる可能性も少なくないと思

われる。 4月25日にサイバネティ ックスに功績のあった 3人の学者にレーニ

ン賞が授けられた際にも，保守的なグ、ループの反対が相当にあったと伝えら

れているように，ソ連の経済学派には大別して，古典的なマルクス学派と，

線型計画や経済サイバネティックスを重視する数理経済学派と，手lj潤方式を

唱える派の 3者があり，これらが党や政府と結びついて，微妙な動きを示し

ている。

このうち，古典的なマルクス経済学が， 巨大化したソ連経済の立案と運営

にほとんど役にたたないことは事実が証明したので，数年前から，モスクワ

やノボシビノレスクなどに数理経済研究所が設置され，ここで「経済過程の数

学的モデリング方式」が探求されてきた。しかし，利潤派の学者が指摘する

ように，国民経済全体をおおうようなモデルを作成することは， 1企業や 1

共和国の経済モデ、ノレを作成するように簡単ではない。不幸にして，今までの

ところ，経済サイバネティックスもソ連国民経済の総合的モデ、ノレ作成の万能

薬にはなり得ていないようである。

元来，サイパネティックスのような新しい管理と組織の学問は，電子計算

機システムと不離不即のものであり，ソ連の指導部は，管理者クラスの非能

率をこれによ って是正したいと考えているようである。しかし，電子計算機

システムを使いとなすには，使用する人間の側の論理的思考力の強化と，判

断力や適応能力の高度化が前提になっているのであるから， 「犬は飼主に似

る」という諺どおり， 「電子計算機も飼主に似る」のであって，ソ連の党と

政府の巨大な官僚機構そのものの機能が新鋭化されない以上，電子計算機も

経済サイバネティックスもその効果は期待できない。

かつて，帝制時代のロシア・インテリグンチャが，その進歩的な知識のた

めに，一般ロシア人と遊隊していったように，現在のソ連の数理経済学派も，

党官僚や農民達のおくれた意識との距離が離れすぎているため，浮き上って

しまう可能性は少なくないであろう。
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外交上の諸問題

1月4日に幕をあけたタシケン 卜会談を皮切りに， 66年はクレムリンの要

人達が，きわめて精力的に内外を飛びまわった年であったo

政府路線としては，コスイギン首相が，① 1月，印度（シャストリ首相の

葬儀参列のため〉，②5月，アラブ連合，③6月，フィンランド，④7月，ノレ

ーマニア，③12月上旬，フランス，⑥12月下旬， トルコーーへと席の温まる

ひまもない程であったD

党路線としては，ブレジネフ書記長が，① 1月，モンゴノレ，②5月，ノレー

マニア，③5月，チェコスロパキア，④7月，ノレーマニア，⑤9月，ブルガ

リア，ユーゴスラピア，ハンガリア歴訪，⑥11月，ブノレガリア，⑦11月，ハ

ンガリアーーと，異状と思われる程，足しげく東欧諸国をかけめぐった事は，

よほどの理由があっての事であろう。

外部からソ連を訪れた要人の数も，今年はドゴーノレ大統領をはじめとして

多数にのぼった。このような中で，とくに注目すべきは次の 5項目である。

① 東欧諸国，とくにノレーマニア：の独自の行動をめぐるソ連と東欧諸国

間の調整問題。② フランスとの接近工作。③ 中国との関係悪化。④

米国との接近工作。⑤ ベトナム和平へのひそかな工作。

これらの点を集約すれば，ソ連としては中ソ問題の根本的解決のために，

ヨーロッパ正面の圧力を減少させて後顧の憂をなくしたいという事につきょ

う。それには，西側，とくに米国との接近工作をすすめ，西ドイツを核のひ

きがねから遠ざける事と，東欧諸国の結束を強める事の必要に迫られている

訳である。これは一方では，ベトナム戦争の泥沼にはまりこんで，ヨーロツ

バからカを抜きたいと願っている米国の狙いとも合致しているので，米ソの

接近は予想以上に急速に進んでいると見られる。 65年半ば頃から一時米ソ関

係が冷却したすきに，米中間に接近工作がすすめられていたのではないかと

いう危懐をクレムリン首脳部は，一時真剣に抱いていた様子であったがp そ

の後の経過は，米ソ接近の工作の方がより進んでいる事を示している。

しかし，米ソ，米中，中ソ間の関係は流動的で軽々しい予断はとうてい許

されそうもない。
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（付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向 （1～ 2 R) 

1～2月の概況

新しい年の明けと共に，クレムリン首脳部は国際政治面で活発な活動を見

せはじめた。同時に椎名外相の訪ソが実現し，懸案の 2協定〈航空，貿易〉

の調印も実現した。

2月2日， 1965年のソ連国民経済の実績が中央統計局から発表され，つづ

いて 2月19日の党中央委総会において，きたるべき1966～70年の新5ヵ年経

済計画草案が承認された。この計画草案の中には，シベリア，極東地域の開

発が，とくに大きくとりあげられているが，投資の配分などからみる時，い

ささか誇張の感がしないでもない。これも 3月開催予定の日ソ経済合同会議

を意識しての発表とみることができょう。

3月の第23回党大会が，どのような内外政策を打出すか，クレムリン首脳

部に重要な人事移動がおこなわれる可能性があるか否か，世界の注目を集め

つつある。

新5ヵ年計画草案承認

2月19日，ソ連共産党中央委員会総会が関かれ， 3月29日からの第23回党

大会に提出される新経済5ヵ年計画（1966～70年〉草案を討議，承認した。

総会では，まず①コスイギン首相が「1966～70年新5ヵ年計画草案」を報告

し，②ブレジネフ第一書記が第22回党大会以降の党務報告をおこなったo20 

日付で発表された草案（1966～70年〉の要旨は次のようなものであった。

1. 工業生産を約50%，国民総所得を38～41%, 1人あたり悶民所得を

30%増加させる。

2. 農業への国家投資を 2倍とし，生産を25%増加させる。

3. 工業のAグループ（生産財〉を49～52%, Bグループ（消費財〉を

43～46%増加させる。
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ツベリア開発（ 1～2月）

4. 労働生産性を工業では~33～35%, ）；ミ業では.40～45%増加させる。

5. 1970年における石油生産は年産3億4500万～ 3億5500万トン（65年

比40%増〉，粗鋼生産は年 1億2400万～ 1億2900万トンに増加させる。

6. 自動車は 2倍（乗用車は 4倍〉， テレビは 2倍以上， 家庭用冷蔵庫

は3倍以上に生産を増加させる。

7. 工場労働者，事務労働者の賃金は20%以上，集団農業労働者の現金

収入は；35～40%増加させる。

これらの要旨をみるとき，フルシチヨプ時代の 7ヵ年計画に比べ，現実的

で控え目な点がうかがわれる。そ して，農業面に相当カを入れる模様で，農・

工両部門のパランスをとろうと苦心しているさまが見える。また， 7ヵ年計

画に対する批判も総会の席上でおこなわれ，とくに農業不振が経済全般に与

えた悪影響が強く指摘されたという。

またこの草案によると，

① 西シベリアではチュメ｝ニ油田の開発を急ぎ，年産2000～2500万ト

ンの線まで到達させ，送油用のパイプラインを建設する。

② 東シベリアでは，豊富な水力電気を利用して，イノレクーツク，ブラ

ーツク， クラスノヤノレスクなどのアノレミ工場を新設，もしくは拡充する。

③東シベリアと極東では， 木材，パルプ，化学コンビナートを数工場

建設し，金，ダイアモンド，スズ，タングステンなどの鉱山を開発する。

④ ナホトカ，ウラジポストーク，ソフガワーニなどの極東海域の諸港

湾施設の拡充をはかる

などの諸点が強調されている。

多角的なソ連外交

新年を迎えてクレムリンは，多角的な外受戦略を一斉に展開しはじめた。

それを列記すると，

。ハパナ第 1回 AALA会議（ 1月3日～15日〉

Oタシケント会談（ 1月 4日～10日〉

0シェレーピン書記一行のハノイ訪問（ 1月7日～13日〉

Oブレジネフ第一書記，モンゴノレ訪問（ 1月12日～17日〉
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などがあげられるが，この四者とも中国への積極的な巻き返し策とみなす事

ができょう。

(1) ハパナ第 1回 AALA会議

1月3日に開幕した三大陸人民連帯会議は，予想、どおりモスクワ対北京の

激しい論争の場となった。開幕前夜の 1月2日夜のキューパ革命記念日の席

上，カストロ首相は激しい口調で中共を非難し，キューパが完全にソ連側に

立った事を示した。ソ連の代表はウズベク共和国党第一書記シャリフ・ラシ

ドフ，中国の代表は中国A A連帯委副主席呉学謙で，それぞれ親ソ派，新中

国派をしたがえて論戦をくりひろげたが，ややソ連派が点数をかせいだ形で

15日・に幕となった。出席した国の数は，プラウダは93ヵ国と報じたが，一方

には85ヵ国もしくは77ヵ国という報道もあり，まちまちである。ここにも，

・この会議の混乱ぶりを示す一端がうかがえよう。第 2回の AALA会議は

1968年にカイロで開催される事となったo

（注〉 第 2回AA会議流産の後， モスクワも北京も， この第 1国 AALA会議を重

視していたが，会議の舞台となったキューパが，完全にソ連側になびいた事や，

北京の生硬い態度への反発などから，この会議はソ連側の判定勝ちに終ったとみ

られる。しかし，北京側はあくまで，ハバナ会議は中国路線の勝利であったと主

張している。

(2) タシケント会談

インドとパキスタンの紛争解決のため，ソ連が仲介の役を買って出た結果，

1月4日午後 4時（日本時間午後7時〉から，ウズベク共和国の首府タシケ

ントにおいて，シヤストリ印度首相，アユブ・カーン ・パキスタン大統領の

両者が，それぞれの随員をしたがえて円卓を囲んで会談する事となった。ソ

連側からはコスイギン首相が，グロムイコ外相，マリノフスキー悶防相，ソ

コロフスキー元帥（戦略家として有名〉などをしたがえて出席した。勿論，

18年にもわたる険悪な印 ・パ関係の事ゆえ，会談は難航を続けたが，コスイ

ギン首相の不眠不休の努力の結果， 10日午後， 「両国間の正常かっ平和的な

諸関係の復活と，両国民間の理解と友好関係の促進をはかる確固たる決意」

を誓った《タシケント宣言》を発表して，この会談は閉幕した。

（注〉 このタシケント宣言はクレムリン外交の勝利とされており，とくにこれが，

印 ・パ紛争に便乗して，印度を間喝した北京に対する最も効果的な反撃となった
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事，英米両凶とも手のつけようのなかった向j・パの聞を，ともかくも一応とりし

ずめた点が瀞価されている。

このタシケント会談のーJ,t.の成功によ って，クレムリン内部におけるコスイ ギ

ン首相の紘成が高まり， 今後のクレムリン人事に少なからぬ影響を及ぼすのでは

ないかとも見られている。

この会談の幕切れを，とくに劇的ならしめたのは，シャス トリ首相の急死

であった。シャストリ氏は《タシケント宣言》に署名して数時間後の11日午

前1時すぎ，心臓マヒのため死去したo遺体は空路帰国したが，コスイギン

首相はタシケントからそのままニューデリーへ向い，葬儀に参列した。そと

で，コスイギン首相は同じく葬儀に馳せつけた米国副大統領ノ、ンフリ」氏お

よびラスク国務長官と接触をもったが，何等かの意見の交換がなされたもの

とみられている。これにつき，北京筋は早速， 「米ソの葬儀外交」と皮肉を

とばした。

(3) シェレーピン書記一行のハノイ訪問

1月6日，シエレーピン書記は，ウスチノフ書記はじめトルプコ陸軍大将

などの団員と共にモスクワを出発しハノイへ向ったが，空港にはキリレンコ，

ポリヤンスキー，スースロフなど党，政府の大物達が見送りに出て，この訪

問の重要性を暗示した。とくにシエレ」ピンは，さきにアラブ連合やモンゴ

ルや北朝鮮を訪問して裏口外交の鋭さを見せたキレ者であり，ウスチノフは

重工業専門家で軍需優先派とみられており， トノレプコ大将はソ連戦略ロケッ

ト軍の副司令官である。これらの顔ぶれをみるとき，これがクレムリンにお

ける冷戦強化派を代表しており，同時に，ベトナムへの軍事援助増大を考え

ているグノレーフ。で、ある事は一目瞭然であった。しかも，北ベトナムへの援助

拡大は当然，北ベトナム内におけるソ連派を力づけ，中国派の暴走をチェッ

クする事になろう。そこで北京筋は早速，シエレーピンのハノイ訪問は，「米

ソ共同の行動」であるときめつけ， 「米国の一時北爆停止と，シエレーピン

氏の訪問とは決して偶然の一致ではない」と指摘した。

シエレーピン氏一行は 8日ハノイに到着し，ホー・チ ・ミン大統領以下首

脳部と会談を続け， 13日帰途についた。

（注〉 シエレーピンのハノイ訪問の記事はプラウダ紙に小さく発表されたのみで，

専らタシケント会談と，ブレジネフのモンコソレ訪問だけが大きく取上げ、られてい
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た事は興味採い。

北ベトナム当局は，北京の激しい対ソ非難を無視するかのように，シエ レ

ーピン一行を歓迎し，ソ連の援助に感謝の言葉を述べた。ここにも北ベトナ

ムの微妙な立場がよく示されている。シエレーピンのハノイ訪問が，どのよ

うな成果をあげたかは，今後次第に明らかになってくると思われる。しかし

15日に発表されたコミュニケは，ソ連 ・ベトナムの共同のものではなく，《ソ

連代表の北ベトナム滞在に関するコミュニケ》という形をとっている点，慎

重な検討を要しそうである。

(4) ブレジネフ第一書記のモンゴノレ訪問

ブレジネフ第一書記を団長とする一行は， 1月7日モスクワ発の列車でモ

ンゴノレへ向った。現在の航空路の発達した時代に，何故ブレジネフは列車を

用い，ウランパートルまで 1週間近くの時間をかけて悠長な旅を続けたのか。

この点色々な憶測を生んだ。ブレジネフ第一書記は 1月15日付で， 《ソ連・

モンゴノレ友好 ・協力 ・相互援助条約》に調印し， 17日空路モスクワへ帰った。

シエレーピン書記はイノレクーツクでブレジネフ第一書記と合流し，同じ飛行

機でモスクワへ帰りついた。

この新条約は， 1946年に調印されたソ連 ・モンゴノレ軍事同盟条約の20年の

期限（有効期間10年，延長10年〉が切れたため，あらたに経済 ・軍事双方の

同盟を約したもので， 30年の期限（有効期間20年，延長10年〉をもっている。

争日ソ聞の諸問題 （1月〉

I 佐藤・ビノゲラードフ会談

佐藤首相は10日午後3時半，首相官邸にピノグラードフ駐日ソ連大使を招き，ベト

ナム紛争の平和解決にたいする日本の熱意を表明するとともに，①米側が北爆を停止

している現在とそ，平和解決の好機だと思う，②このためソ連政府も関係国にたいし

積極的に平和解決を働きかけるよう期待する一ーと述べ この旨をコスイギン ・ソ連

首相に伝えてほしいと要請した。これにたいしピノグラードフ大使は， 「佐藤首相の

意向は直ちに本国政府に伝達する」と約し，会談は約1時間で、終わった。

II 日ソ漁業委員会の日程変更か ？

ソ連政府はこのほど，第10囚漁業委員会の日どりを変更したい旨， 非公式に申入れ

てきたと伝えられるが，わが政府＼とくに水産庁としては，予定通り， 3月1日から

n可
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モスクワでひらきたν、と考えている出である。 ソ述政府：がこのような申入れをしてき

た理由として， 3月下旬にひらかれる予定の第23回党大会との関係があげられているυ

IlI 日ソ航空協定仮調印

難航していた日ソ航空交渉は， 14日午前日時， ダニリチェフ ・ソ連代表が外務省を

訪れ，日本側提案（モスクワ以遠3地点までの自由乗り入れ権，2年後自主運航など〉

を全面的にのむと最終回答をおこなったので，急転解決し， 15日午前11時から外務省

で，椎名外相， 中村運輸相， ロザノ フ臨時代理大使立ち合いのうえ， 日本側岡田外務

省欧亜局参事官（局長事務代理〉および佐藤運輸省航空局長， ソ連｛員ljダニ リチェフ民

間航空省国際局長との！剤で行なわれた。木調印は椎名外相がモスクヲで行なう予定。

これによって，日本は世界にさきがけて， シベリア経由の東京＝モスクワ線の運航

を実施する事になった。 日本航空はこの仮調印にともない，重役をモスクワへ派遣し

て，商務協定について折衝をすすめるという。一方，共同運航開始に必要な諸準備と

して，まず，東京＝モスクワ問テレタイプおよび電話回線が必要であり， その他，技

術上解決しなければならない問題がいくつかあるので，運輸省は来月なかばごろ，技

術担当官数名をモスクワへ派遣する。

m 日ソ貿易協定仮調印

難航していた円ソ貿易支払協定（41～45年〉も漸く妥結のメドがつき， 17日午後4

時から外務省で，日本側の中山外務省経済局長とソ連側のスパンダリアン外国貿易省

東南ア・近東諸国貿易局長との聞で仮調印が行なわれた。 同協定には日ソ貿易の品目，

数量など，今後5年間の計画が盛込まれてし、る。 また，との協定に付属する日ソ沿岸

貿易についての交換公文も仮調印された 〈本調印は21日，訪ソ巾の椎名外相がモスク

ワでパトリチzフ外国貿易相との問で行なった〉。

これによると，今後5年間の貿易量は，日本の輸出約11億 ドJレ， 輸入約10億ドノレ，

計21億ドノレとなる予定であるが，北樺太の天然ガス開発その・他が進展すれば， 実際の

貿易量はもっと増大するものとみられる。

日本側の輸出で目立っているものは，船舶（貨物船，木材運搬船，漁船など）99隻，

各種化学設備，紙パノレプ・プラント類などである。ソ連側の主要な品目は木材，石油，

石炭，銑鉄などで，アノレミ地金は日本側の反対によって品目表から除かれた。

仮調印にさきだち，日本側は， ①木材検収員のナホトカ常駐， ②木材の規格統一，

などの改善策を求め，ソ連側も善処を約した。

V 椎名外相訪ソ

1月15日午後10時半羽田を出発して訪ソの途についた椎名外相は， 1月16日午後9
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時15分〈日本時間17日午前3時15分〉モスクワのシエレメーチェボ空港にソ連政府賓

客として到着したが，空港にはクズネツオフ第1外務次官，ピノグラードフ駐日大使，

中川駐ソ大使らが出迎えた。外相はこの日から22Aまで6日間，ソ連に滞在したが，

この間の日程は次のようなものであった。

17日 Oレユングラード市訪問，タービγ工場その他視察。

18日 O午後，モスクワ，ウヌコボ空港帰鷲。

19日 O午前10時から約2時間，ソ連外務省で，グロムイコ外相と第 1回会談。

0午後4時，貿易相パトリチェフ民と会談。

20日 O午前10時半より第 2回日ソ外相会殺。

0午後のイシコフ漁業相との会談は漁業相病気の為，中止。

21日 O午前11時より，クレムリンでポドゴルヌイ最高会議議長と会談。

0午後零時半より，ソ連外務省迎賓館で航空，貿易両協定に調印。

0午後 2時半より，ク レム リンでコスイギソ首相と会談，佐藤首相の書簡手

渡し。

O午後4時より，クレムリンでミコヤ γ氏と会談。

Oグロムイコ外相主催の夕食会出席。

22円 O午前9時55分モスクワ発。

0午後5時〈日本時間午後11時〉，日ソ共同声明文発表。

以上の日程のうち，重要なものは次の諸事項であった。

(1) 第 1四日ソ外相会談

19日のグロムイコ外相との会談内容は，①日ソ航空協定，②領事条約，③安全操

業，④在ソ邦人の帰還，行方不明者の調査，墓参，③対日宣伝放送，⑥領土問題な

どの諸懸案であったが，日ソ双方の出席者は次の顔ぶれであった。

マ日本側I＝推名外相，福井運輸政務次官，中川駐ソ大使，牛場外務省外務審議

官，北原同欧亜局長， iJJ間同東欧課長，佐藤運輸省航空局長。

マソ連銀I］＝グロムイコ外相，クズネツオフ第 1外務次官，スダリコフ極東部長，

ピノグラー ドフ駐日大使，オスエコフ日本課長。

会談は，①，②，③，④に関しては，日ソ問でほぼ意見の一致をみたが， ③と⑥

の問題は結局，何等進展しないままに終り，日本側も深追いしない方針をとった。

しかし，この日の会談でグロムイコ外相が「日ソ親善は第 3固との関係をマイナス

にしない」と強調し，さらに，そのあと昼食会の席上でも，これを再度力説したこ

とは，ソ連が日米間にクサピを打こむ意志のない事を明らかにしたという意味で，

？？：目された。

(2) 第2向日ソ外相｜会談
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20日の会談では次の諸問題がとりあげられた。①核不拡散問題，③反植民地主義，

③国連強化，④ベトナム問題。このうち，①，②，③に関しては意見の一致をみた

が，④のベトナム問題では，ソ連側は， 「米国の一方的なベトナム侵略が止まない

限り，和平工作は無意味で、あるJとの態度を変えず，意見は不一致に終った。

以上2日にわたる会談によって，外相訪ソの主要目的のうち，く領土問題〉とくベ

トナム和平打診〉の 2件は完全に不首尾に終り，今更，問題の深刻さを痛感させた。

(3) 日ソ両協定の調印

21日午後零時半より，ソ連外務省において，ロギノフ.＇.）述民間航空相との間で

《日ソ航空協定と付属香，議定書などの合意文書》に，パトリチェフ・ソ連外国貿

易相との問で 《日ソ貿易支払い協定（1966～70年〉と沿岸貿易に関する交換公文》

に，それぞれ調印がおこなわれた。これによって，今年6月までにシベリア経由で

東京＝モスクワ聞に共同運航空路が開設されることになり，また，日ソ間貿易は今

後5年間に，往復21億ドル（FOB建て〉程度になる見通しとなった。

い）椎名 ・コスイギン会談

21日午後2時半からクレムリ ンでおこなわれたコスイギン首相との会談では，椎

名外相は，再び北方領土問題をとりあげて押したが，グロムイコ外相との会談の域

を一歩も出なかったという。椎名外相はそこで， 「領土問題の解決抜きで日ソ友好

が無限に続くとは考えられない」とクギをさしたと伝えられる。また，ベトナム和

平工作問題も再びとりあげられたが，ここでも何等の進展はみられなかったとU、う。

結局，佐藤首相の親書を手渡し，いささか親善ムードをもりあげた程度の会談にす

ぎ、なかったようである。

(5) 日ソ共同声明文発表

22日午後5時（日本時間の午後1111寺〉日ソ共同コ ミュニケが発表されたが，その

内容には， ①日ソ領事条約の半期締結，②効果的な核拡散防止条約締結の必要， ＠

平等互恵，内政不干渉の原則にもとづく善隣関係， ④経済協力，などの諸点で意見

の一致をみた事がもられている。

（注〉 1. 椎名外相の訪ソに関して，米政府は好感をも って眺めていると伝えら

れた。それは，北京への一種の “けん能lj”としての作用を，日ソの接近に期

待しているからであるという。

2. 椎名外相は訪ソ日程を終ったあと， 間独を訪問し日独定期j協議を行なった

がその際，西独側首脳は椎名外相の訪ソに異常な関心を示し，精々質問した

と伝えられる。

3. 28日の北京放送によると，中間の新輩社は椛名外相の訪ソに！＊Iして， 「円
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ソ協力は米ソ協力の変種である」と非難した。

VI 北樺太および東シベリアの天然ガス問題

来日中のスシューコブ・ソ連外国貿易省輸入局長－を団長とするソ連天然ガス代表団

は，三井，三菱，富士〈丸紅飯田〉，住友〈出光興産〉の各グノレープに対し，北樺太と

東シベリアのレナ河流域での日ソ共同による天然ガス開発計画について具体的構想、を

提示した。それによると，北樺太のオハ一地区でメタン系天然ガスを開発し， 口径80

cm，長さ850kmのパイプラインで南樺太の本斗市（ネベノレスク〉または真岡市（ホノレム

スク〉に送り，そこで液化して専用船で直江津へ輸送しようというもので， これに要

するパイプ約10万トンと，貯蔵タンク，液化設備，積出し設備， LMGタンカーなど

を日本が提供しp その代金は天然ガスで‘決済する事を考えている。現在，帝国石油（窓

口丸紅飯田〉，石油資源開発〈窓口三井物産〉，出光興産の三社がp 激しい導入合戦を

演じているが，通産省としては，過当競争の結果， 日本側に不利な条件をのまされる

ことを憂慮しているので， いずれ，通産省の勧告で窓口を一本にしぼる事になると予

想、される。

（注〉 1. 東シベリアのレナtpJ流域の天然ガス開発は，北樺太のそれに比べ，目下

の所，やや突現の可能性はうすし、。 しかし，ヤクーツク附近からパイプラインを

敷設するとしても，オホーツク海岸までは1000kmたらずで到達し得るので，日本

への輸送コス トは中近東のそれより安いものになろう。そのような意味で，ヤク

ーツク地域に油印開発の可能性があれば，円本としては，原油の供給源分散の意

味からも，極めて有利な計画となろう。

2. 新潟県は輸入ソ連天然ガスのうち， 20筒； msを以で受け入れたいと関係）J面に

折Ht1をはじめたと伝え られる。

3. 電気事業連合会（会長木川田－I堤氏〉 も，火力発電用として北村E太の天然ガス

を受入れる問題で，三井物産を通じてソ連側と折衝している。 とくに電力業界は

公害問題などの点から p 硫黄分のない天然ガスを火ノJ発電用として使用すること

に関心を示していると伝えられる。

4. 一万，米国側からもアラスカの突然、プJ久光込みが積械化しており，米ソ売込み

合戦の今後のなりゆきが注目される。

5. 鉄鋼業界では，高炉に天然、ガスをふきこんで出銑効率を高める問題と結びつけ

て，北樺太天然ガス開発の今後のなりゆきを注Hしている。

6. ソ述側は， nr:和43年から 2年間は年！品no能ma，その後は§f.間20億 rn3の天然ガ

スを白木へ輸出したいと lj:i入れてきている。年間 20億 m3の天然ガスは，カロリ

ー換算：でちょうど，東京における都市ガス年間総供給景に匹敵する最である。

vn 通産省，日ソ貿易に新PS方式を認める

22日，通産省は，原油，天然ガス，原料炭，木材，鉄鉱石などの生産に関連したプ
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ラント類に限って，新PS方式を認めると発表 した。 この新PS方式とは，①輸出し

たプラントなどの資本材は，原則として8年の延べ払いで一応決済する，②この決済

額と同額の同資本材による生産物を， 10年ないし20年間の長期契約で輸入して総合ノξ

ランスをとる一 ーとし、うもので，対ソ貿易に限ってみとめられる長期総合均衡方式で

あるが，当面，北樺太の天然ガス開発に適用される見通しである。

争目ソの諸問題 （2月〉

I 日ソ「領事条約J促進

2月15日午後，ピノグラードフ駐日大使は，外務省に下回外務次官をたずね， 次の

点で意見の一致をみた。

①椎名外相の訪ソは極めて有意議であった。

② 4月中旬，グ、ロムイコ外相が来日するので，その際，東京で日ソ領事条約の

正式調印を実施したい。

③ そのためには，目下，モスクワですすめられている領事条約交渉を急ぎ， 3 

月下旬までには，仮調印にもちこみたい。

II 第10回目ソ漁業委員会近づく

今年の北太平洋のサケ，マス，カニの漁獲量をきめる会議が， モスクワで3月1日

から聞かれる事になった。今年はマスの不漁年にあたるので，ソ連側はきび、しい規制

策をもちだすとみられ，顛U坑が予想されているが，日本の業界としては， サケ，マス

11万トンは確保したいと政府に要望している。 これと関連して， 4月から 6月の問に

イシコフ漁業相の来日が伝えられている。

ill 極東の天然ガス開発協力を政府，正式申入れ

2月7日，政府はソ連側に対し，正式に《北樺太の天然ガス資源の共同開発につい

て》相互の信頼と協力で具体化したいと表明した。 これは通産省を訪れたソ連外国貿

易省スシュコフ機械輸入局長に対し，渡辺通商局長が回答したもので，プラント供給

と決済条件の細目が決まれば， 3年以内に日ソ協力による北樺太天然ガスが新潟経由

で東京へ送りこまれる事になる。

通産省としては，天然ガスに経験の深い帝国石油を中心に参加グループを一本化さ

せ，過当競争をおさえたい意向を示しているので，帝国石油＝丸紅飯間＝石川島播応

重工＝日本鋼管の線に決定するものと予想される。北機太天然ガスの輸入によって，

裏日本にも重化学工業地帯が生れる可能性が強まり， 裏日本とゾ述概東地域との結び

つきは，ますます強化さることになろう。
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シベリア開発（ 1～2月〉

この他，ソ連側が求めているコムソモリスクの尿素工場建設〈約6000万ドノレ〉は，

別件の通常プラントとして取扱う方針を通産省としては決めている。

（注〉 通産省では，ガスの価格として積出し港渡し（FOB)1 m3 1セント以下を希

望し，オハ地区の開発プラントならびにパイプライソには，合計約 1億ドノレの経

済協力を考えている模様で、ある。

IV ソ連向け船舶輸出条件緩和

運輸省は，ソ連向け船舶輸出の延払い条件を，東欧閣と同様，頭金25%，残り75%

7年払いの線まで緩和する方針を決めた。通産省も同じ方針ーであり ，歩調を合わせて

大蔵省と交渉をはじめた。

V シベリア銅鉱山開発問題

ソ連政府は産銅6社（三井金属鉱業，同和鉱業， 日本鉱業，三菱金属鉱業，住友金

属鉱山，古河鉱業〉に対し，パイカノレ湖東方 480km地点にあるウドカン銅鉱山の開発

を，日本が開発資材，消費材を提供し， その見返りとして銅鉱石を引取るという案を

示してきた。

これについては， まだ品位，鉱量等ではっきりしていない点もあるが，世界的にみ

て鍋不足の折から，業界も検討をすすめてみる意向を示している。

VI 農薬業界，対‘ノ輸出専門機関設置へ

農薬業界は，今年からソ連向け輸出を中共向けと同じく国内窓口を一本化して，輸

出折衝の円滑化をはかる意向を閲めた4莫様。

VII 日ソ文化協力計画成立

2月2同，日ソ親善協会で，松本七郎同会理事長とイワノフ ・ソ日協会副会長との

問に，本年度の民間文化交流計画が調印された。これは昨年の第一次文化協力計画に

続くもので，学者，学生の交換，その他の点を取りきめている。

咽沿岸貿易定期協議開催申入れ

外務省は41年度から，ソ連｛日ljと政府ベースの定期協議を年 1回交互に開催し，沿岸

貿易の拡大をはかるべく，申入れすることになった。その理由は，沿岸貿易の実勢が

計画外れで伸び悩んでいることにあるが，ナホトカに設置されたダリイン トルグ〈極

東貿易事務所〉の権限が弱く，実権はウラジポストークの極東漁業総局にあるといわ

れ，それについて，ダリイントノレグ、の強化を申入れる模様である。

IX ベトナム問題をめぐる日ソの覚書応酬

クズネツオフ ・y連第1外務次官は， 17日午後4時，中川大使全招き， ベトナム問

題に関L，日本政府の注意を促す覚書を手渡した。 これにおJ・L, 26 J・I，下旧外務次官
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がピノグラードフ大使を招き， 「Y連似！の指摘は曲解であるJ とJ肯摘し， “中傷より

和平活動をとる事”を要望した。

（注〉 2月22日の国連代表部からの公電によると，ソ連は国連で日本非難の覚書を

配布したという。これに対し，日本担I]も国連で対ソ反論覚書を各国に配布したo

X ジュネーブ18ヵ国軍縮会議をめぐる問題

2月2日イ、J・でコスイギン首相が， 「非核国へは核攻撃しないj 旨のメッセージを18

ヵ国軍縮会議参加国に送った事から， 17日開幕の軍縮会議は世界の注目を集めたが，

13日付のイズベスチャ紙は， 「このコスイギン ・メッセージはとくに日本にとって重

要な意義を持っているJと述べた。 17日の会議は官頭からソ連代表が， 1月17日スペ

イン南部で墜落した米原燥機B52事件をとりあげて米国を非難し， 「核積載機の国外

飛行即時停止j を要求した。しかし，米ソとも「核拡散防止」の点では一致した利害

を有しているので，この会議においても， ほぼ共同歩調で緊張緩和の努カを続けた。

l. 2月18日のユーゴ町陸軍機関誌で，マりノフスキー・ ソ連国防相は， 「ソ連は絞

兵栂生産で米国を追越した」と述べている。

2. 2月21日の軍縮委員会の附でスエーデン代表が，米ソ核散防止案の粗雑さをつ

き， 「まず該保有国がおのれの義務と責任を果たす事が先決であり，核兵2：｝の削

減 ・破棄の方向への努力なしに，他の主権問家の非核装備を要求するのはー｝j的

であるJと《紘兵ゴJをもっ能力がありながら，もたない国》の立場から大除｜の非

現実性をきびしく指摘した。

2月17日，下回外務次官は， 定例記者会見で， 「日本は核保有国の “核の傘”に入

って安全保踏を維持するというような考えを持つべきではないJと発言し，また「非

核保有国への代償として，核保有国に核削減の義務を負わせるべきであるJと述べた。

4争中央統計局，65年の経済統計発表

2月 2日付でソ連中央統計対は， 1965年度の国民経済実績について次のような統計

を発表した。

総生産

工業生産

{Aグ／レ
（生産財）
Bク、．ノレ｝プ

（消費財）

農業生 FV. 

海 外 資 劫
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とれによると，生産財と消費財の増加がほぼ同じになった事と，農業生産は前年比

1%増にしかすぎ、なかった事がわかる。 しかし，消費財の生産について64年の統計は

公表されない程低下していたので， 65年の伸びが大きいとしても，実J質的には大した

事はないといえよう。また農業の憎加率 1%には牧畜などの伸びが加味されているた

めで，穀粒生産は前年より 2～3%低下しているものとみられている。 また主要生産

物の実績を拾ってみると，

1毛 力（100万kwll」f) 507 110% C前年比〉

Zコ． 油 (100万トン〉 243 109% C II 

ガ ス (10｛意mS) 129 117% C II 

石 炭（100万トン〉 578 104% C II 

コークス用炭（100万トン〉 139 104% C II 

銑 鉄（100万トン〉 66.2 106% C II 

粗 鋼（100万トン） 91 101% C II 

というような数字が示されている。

（注〉 ゴスプランは4日次の事実を発表した。 「65年の穀物生産は大千ばつのため

目標を3000万トン下回り， 1憶2050万トン（豆類を合む〉であった。 しかし，家

苗生産が域大したため， 65年の農業生産企体の統計は約 1%の増加となった」

φ新年度より農村物価切下げ

昨年末の12月26日付のプラウダ紙は，全連邦農業技術公団（Selikhozteknika）議長

A・ エジヨアスキーの談話を掲載して次のように述べた。

「1965年の 3月党中央委総会と 9月総会の諸決定にもとづき， 66年の i月 1日か

ら，コノレホーズとソフホーズに対し，農業に使用するトラック， トラクター，農業

機械などを，工業部門に卸される場合と同じ備段で売却する事になった。タ イヤ，

電気設備，乗用車その他についても大巾な値下げ．が実施されよう。例えば，乗用車

を伊jにとると，

GAZ・69 

ボ ノレ ガ

今 までの｛直

3,000ノレーブノレ

5,500 II 

新 しい卸値

1,280；レーブノレ

1,900 II 

となる。また， トラクター，コ ンパインなどの工場側のー責任を拡大し，アフター ・

サーピス期間を900時間から1500～2000時間にまで‘延長－する。J

-217ー 一（ 13 ）一
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⑫利潤方式，43企業に導入

1月29日の発表によると， 3月までに新方式に移る第1グ、ノレープは43企業で， 工業

関係17省にまたがっている。そして各企業における利潤配分率は，管轄各省が企業の

実情にもとづいて適宜決定する事になってヤるとU、う。

争ソ連，独自のカラーテレビ方式開発か

｜昨年，ベーノレフィット仏情報相の訪ソ以来， 具体化しつつあった仏ソ聞のカラーテ

レビ方式の技術提携は， Y速が新しいTV技術を開拓したことによって波らんを生じ

はじめた。ソ連はフランスのSECAM方式の修正を提案したが，フランス政府はこれ

を拒絶した模様である。その理由は，フランス方式のチャンネノレ規格より， ややせま

い規格が東欧で採用されており， これにチャンネノレ ・バンドを合わせるためには，

SECAM方式の修正を必要とするらしい。ソ連はそのため，最近「NIRJ方式という

カラーテレビの技術を開発したと伝えられ， フランス｛日IJはこれを重視し， ドゴーノレ大

統領の下で，関係閣僚会議をひらき，対策を協議していると伝えられる。

⑫日ソ聞の諸取引

0出光興産， 41年度ソ連原油輸入横這い予想一一出光興産は， 日ソ貿易政府間協定

の締結により， 41年度以降の同社のソ連原油輸入契約を，来日中のシュシュパノフ・

ソ連石油輸出公団副総裁との問で具体的に交渉をはじめた。 しかし，価格面でのメリ

ットがうすくなってし、るので，出光側には大量輸入の意欲がなく， 41, 42年度は40年

度とほぼ間程度の170～180万klに抑える考えを図めている由である。

0造船大手各社， ソ連船受注態勢強化－ 1:1ソ新貿易5ヵ年協定の調印によって，

約100隻の船舶が今後5年聞に日本へ発注される見通しとなったため，造船各社は一斉

にその受注態勢を強化しはじめた。 しかし，・各社の競合によって価格が不当に低下す

ることを防ぐため，日本側の協調体制を半急にととのえる必要があろう。

0住友金属，高級ノ々イプ類を大量輸出契約一一数量約7万トン，価格53億円， 全額

ドル建て現金決済。これは日ソ貿易協定の初年度鋼管輸出量14万トンの半分にあたる。

O化 ・合繊維のソ連向け輸出ーーすでに41年度分の80%成約。

0ソ連ノミノレフ。材輸入交渉合意一一数量74万・ma（前年より 6万ma増〉。 1m3あたり

A材〈エゾ， トド松） 1 1：；レ50セント， B材（カラ松など）， C材（広葉樹） 1 Iごノレ

20セントそれぞれ航下げ。

○ソ連向けパルプ・プラント輸出商談――ソ連は1966年から70年までの間に，5系

一（14 ）ー -218-
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列の製紙工場を建設する方針と伝えられ3 目下， パリで欧州3 日本などの各メーカ ー

が受注戦を展開している。 日本の業者としては，極東地域に建設される予定の第4'

第5工場約130億円の受注をねらっている。

。ゴム・ベノレト輸出契約一一ソ連雑貨輸出入公団との問に約15億円の商談成立。

0ネオプレン ・ゴム輸出契約一一ソ連化学品輸出入公団との問に約1000トンの輪「I・¥

契約調印。

。空気分離装置輸出一一神戸製鋼は全ソ機械輸出入公団との聞に，空気分離装置 6

慕の輸出契約をむすんだ。 同装置は 1主主 11時間あたり酸素（99%〕 1万5000トン，窒

素（99.988%) 1万6000トンを附時に発生できる能力をもっているという。

回 世
ロ’ひ

vコムソモリスクイτt；丘アム一jレ河氷上鉄道一 VodnyjTrans 

国家委員会はコムソモリスク付近のアム一／レ河氷上鉄道を検収し，日本海岸のソ

フガワニに至る鉄道が開通された。このアムーノレ河氷上鉄道は1945年の冬から毎

年設けられている。はじめは 500人以上の労働者たちが，人力で氷の上にレー／レ

を敷設していたが，現在は新しい技術によって，フェリー ・ボート2隻の労働者

たちだけで 2倍も早く線路を設けている。この氷上線路の安全を期するため，河

中の数カ所に砂を積み上げている。

V ドゥシャンベ火力発電所出力増強ー－EconomicheskajaGazeta (No.l）によ

れば，タジク共和国最大のドウシャンベ火力発電所の第7号ユニットが工業用電

力を供給しはじめた。このタ｝ボ発電機はタジキスタン最大のもので，出力10万

kwである。 7ヵ年計画期間にこの火力発電所は総同カ21万8000kwに達した。

曹チュメー＝＝スゥ ）（..ゲゥト鉄道建設準備開始一一Gu<lokによれば，アパカン

鉄道建設トラストの労働者と技師たちは，新年早．々チュメーニ＝スクノレグゥト鉄

道建設のためチュ〆ーニ市に到着している。すでに30人のグループは鉄道で輸送

されてきた機械や組立家屋の卸下作業を行なっているが，建設列車1列車の労働

者は約1000人である。

vテイスク鉄鉱山第 l順稼動一一東シベリア南部アバカンに近いテイスク鉄鉱

山の第 1JI頂が稼動をはじめた。とれはシベリアの・.'If:；金工業に大きく寄与するとと
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になる。

2 日 Vシェレホポ・アルミ工場の拡張一一イノレクーツクにi互いシェレホボ ・アルミ

工場は， 1965{1＇・＊に稼動した第5工場で突貫作業を行なっている。工場の製造工

穫は電解連続方式である。今年はさらに第6電解工場が操業にはいることになっ

ている。

3 日 Vトムスクy1lf最北部の，新油田開発一一西シベリアのトムスクチ｜怖を北部オピ河岸

のアレクサンドロフスコエは新しい石油産地として，このほど石油産業局と探査

ポーリング事務所ができた。今年中にここからノボシピ リスクまで数万トンの原

油がオピ河のタンカーで述ばれるであろう。

’ゼーヤ水力発電所建設一一板東アムーノレ州のゼーヤ水力発電所建設者たち

は，第23凶党大会をめざして社会主義競争をくりひろげ，目下住宅建設と基礎工事

は順調に進んでしむ。 含｜間水力は発電機6基で総出カは102～ ］50万kwで，年間

50億kw/h以上の電力を生産することになっている。との電力は，まず鉄道の電化

に用いられるのそのためトクイグダ駅からスワォボードヌイまで送電線がひかれ

る。近くにガリンスコエ鉄鉱山があり，また，鉄道沿線近くに褐炭が発見された。

送電線はライヒチンスクを経てハノ・ミロフスクにのばされ，そこで火力発電所と同

一系になる。ゼーヤ水力発電所建設現場では春までに堤防ができる。発竜機の 1

部が働きはじめるのは1970年と予定されているのプラウダ特派員 S.Bogatko 

4 日 vチムケントg,1,1の新しいオアシス一一Izvestijaによれば，南カザフスタンのチ

ムケント州には新しいオアシスができてν、る。 6kmのダムはスイノレ ・ダリヤの水

を止め，そこに大きなチヤノレダリンスク貯水池ができた。この地域には数十の水

稲，プドー園，野菜っくりのソフホーズが配置されている。これらのオアシスに

は，チヤルダリンスク水力発電所から電力が供給される。

Vサハリン近海の暴風雪一一Vodnyj.Transportによれば，サハリン近海は連

日暴風雪が続き，冷凍船“パルチースク”号は氷にとざされた。 “ユジノサハリ

ンスク”号， “ラザレフ”号もそスカリボから 3哩のところで氷に閉ぢこめられ

ている。救出のため救護船“アトラス”号と曳航船“スワォボードヌイ”号と

“アノレグゥス”号が現地に向ちている。

Vワニノ港とドジョムギ駅の原油の動き－Gudokによれば，日本海にのぞむ

ワニノ港の駅では，極寒にもかかわらずタンカーの荷役は順調に進められている。

コムソモリスクに近い精油工場のあるドジョムギ駅でも仕事がはかどり，計画よ

りも60鞠多く油漕車に石油製品を注入したo
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’パスクゥスカンスク砕石工場の営業開始一－Gudokによれば，ノボシピリス

クに近いノミスクゥスカ ンスク砕石工場の建設が完了 し，国家委員会の検収を受け

て正常運転をはじめた。ここの製品は商シベ リア幹線の補修工事：と地／J建設組織

の需要に向けられる。年間生産高は45万msである。

V プラウダ紙 「中国の反国連政策Jを非難。

5 目 曹ハJtロヲスク地方の新5ヵ年計画一一Gudol王によれば，ハバロフスク地方の

新 5ヵ年百I・阿では，次のような建設が予定されることになろう。アムールスクの

ノ勺レプ製紙コンピナート建設推進。ノ、／ξロフスクではノ勺レフ

設，精油工場に変！王器油生産設備I開設，火力発電所の能力を現在の2倍にする。

コムソモリスクでは“アムーノレ ・スタリ”製鋼所の改造，拡張， J.:E延能力を1970

年までに80%増大，精油工場に電極コークス生産設耐i増設，アムーノレ河に鉄橋を

架設。ソノレネチヌイ錫採鉱富化コンビナート建設推進。ホノレ川上流地区の原木伐

採。 ビキンに火力発電所建設。ピロピジャンにメリヤス工場（複数〉建設。ノ、パ

ロプスク機械製作工場近代化を進め，ディーゼル ・エンジンの生産を 2倍に，電

線類生産を l.7倍に増加する。 コムソモリスクェ ソフガワェ鉄道改修工事。ソフ

ガワニからサハリンのホノレムスクまで，フエリ ー・ ボートによる連絡を設ける。

サハリン＝コムソモリスク問第2パイプラインの建設を進める。

6 日 曹ハバロフスク地方の輸出工場一一一Izvestijaによれば，かつて革命まで、はハパ

ロフスクで大きな工場は煙草工場だけであった。そしてこれに用いられた紙はク

イーンから，吸口はりガから，厚紙はノ、ンブ、ノレク。から，綿はイギリスから輸入さ

れていた。この地方で使用された石けんでさえも外国のレッテノレのついたもので

あった。現在この地方には，ノ、パロフスク“エネノレゴマシ”工場（電気機械製作〉，

コムソモリスクの捲上運搬設備工場，ピロピジャンの“ダリセリマシ”工場〈農

業機械製作〉などの地方工業ができ，その製品は世界の44ヵ国に輪rHされている。

最近は，これらの工場にさらにハパロフスク自動工作機械了．場と“ダリデ、イーゼ

ノレ”了ー場（ディーゼノレ ・エンジン製作〉が加わっている。

V ウラジポストークの巨大な魚類加工船一一lzvestijaによれば，ワラジポスト

ーク漁港の埠頭に新しい大洋加工漁船“スパスク η 号が着いている。とれは板東

最大の船で，排水量は2万2000トンである。この海上工場の能力は，大きな産業

局の漁船（複数〉の全漁獲量を 1昼夜で加工できるほどのものである。

V 極東海運局ディーゼJし船の活動一一VodnyjTransportによると，極東海運

応のディ ーゼノレ船“トウノレウハンスク”号は，昨年チゥコトカ沿岸で，非常によ
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ジベリア開発（ l～2月〉

く働ν、た。チゥコトカ半島の諸港で税込んだ貨物の大部分を自力で加工し， 11月

と12月の航海期間だけでも， 30昼夜以上の営業時間を節約した。

v沿海地方産業の発展一一沿海地方は，このほど国民経済の発展につくした功

績によってレーニン勲章を授与された占

ナホトカの京北方でテチュへの奥地にあるフノレウスグリンスク錫採鉱コンビナ

ートの中央鉱1.L1は，第1級品の錫鉱を生産している。昨年中，ここでは先進的経

験の全連邦ゼミナーノレが2回ひらかれた。

また， ウスリースクの東にあるアノレセニエフは，いまや大工業センターになり，

大きな補強材工場，二つの建設材料工場があり，また，極東工業大学の山張相談

所が設けられている。

vシェレーピン書記ハノイへ出発。

7 日 Vブラーツク林業集団のセルローズ生産開始ー一一StroitelinajaGazetaによれ

ば，東シベリアのブラーツク林業集団の年間12万5000トンの能力をもっセルロ｝

ズ生産設備が稼動しはじめた。

vシャイムの原油をリャザンへ一一年末に操業にはいったシャイム＝チュメー

ニ間石油ノfイプラインは，原油圧送力を強め，現在毎日数百トンを送ってν、る。

昨日はリャザン粘：袖工場向けとして新年から 3回目の原油を送った。シャイムの

労働者たちは，第23回党大会の開催までに12万5000トンの原油を，新5ヵ年計画

の第 1年に100万トンの原油を採取する約束をした。

Vブレジネフ第一書記，モンゴJl,へ出発。

8 日 Vハバロフスク地方産業の発展一一一ハパロフスク地方はとのほどレーニン勲章

を受けた。この地方にできた新しい都市のひとつアムールスクには，大きな木材

化学のセルローズ・厚紙工場がある。空からみるとの付近の樹海は，ノ、パロフス

ク地方全体で50億ma以上の木材資源を有している。林業労働者・たちは7ヵ年計

画期間に32%以上を増産した。アムーノレスクはコムソモリスクの衛星都市である

が，第2の衛星都市としてミャオ ・チャン山脈のなかにゴノレヌイ市があるのここ

には錫採鉱宮化コンビナートがあり，最も安価な錫を国家に供給している。ハノ、t

ロフスク地方の錫は1959年に比べて，現在は 3倍の増産となった。さらに，コム

ソモリスクの第3の衛星都市ソノレネチヌイがあり，ここには 5階と 9階の家が笠

えている。並んで建設される新しい富化コンビナートへは，付近の各錫鉱山から

ロープウェイによって錫鉱が集まってくることになっている。

コムソモリスクの製鋼所“アムーノレ・スタリ”からは数百トンものブリキが列
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車や船舶によッて，カムチャツカ，サノ、リン，沿梅地方，ワラン ・ウデ，アパカ

ン，セミパラチンスクの缶詰工場へ送 りだされている。

曹レショトゥイ＝ボゲチャヌイ鉄道建設一一Gudokによれば，東シベリアのタ

イシェトの東，レショトゥイから北へ，ボグチャヌイに向う森林鉄道建設では，

すでに50kmの路線に沿う伐採を終了し，夏季は通過不能な湿地帯の作業を進めて

いる。新駅ビリュシンスカヤからガレパヤにし、たる30kmの間にはすでに列車が臨

時運転を行なってU、る。

vモスクワ放送，日ソ協力拡大を強調。

9 日 V水力発電所工事中のビリュイ河閉塞一一ヤクート自治共和国のテエノレヌイシ

エプスク付近に建設1t1のピリュイ河水力発電所工事現場では，新年早々，ビリュ

イの本流を閉塞した。このレナ河支流ピリュイ河は，高さ50m以上のダムがつく

られ，人工湖には急速に水が貯えられてU、る。

10日 V マンゲィシラク油田問題の研究会一一カスピー海岸マングィシラク半島の油

国の年間採油盤は， 1970年までに1000～1200万トンに達するであろう。また，と

の半島のガス資源、は有機合成工業を広く発展させることができ，この化学工業発

展の将来は，近くにあるカラ ・ボガズ ・ゴラの医大な鉱泉とも関係がある。この

ほどマングィシラク問題に関する共和国ゴ、スプランと科学アカデミーとの研究会

が行なわれたo

' 「コスモス107号J打上げω

11日 Vワニノ＝ホルムスク問フェリーボート設置計画一一hvestijaによれば，沿海

地方のワニノ港ーからサハリン西岸のホノレムスク港にいたるフェリー ・ボート設置

に関する会議が開かれ，新しい5ヵ年計画が実現されることになった。設計者た

ちはすでに複雑な設計に着手した。このフェリー ・ボートが完成すれば，いかな

る天候でも列車はタターノレ海峡を横断してサハリンのブオノレムスク港に至ること

ができる。

V マガダンに耐寒用自動車 《GAZ-53F》一一極北のマガダン付近では，厳しい寒

さのため自動車のタイヤと鋼鉄製部品が破損することがある。このような気象条

件のもとでは，いわゆる“耐寒用”の自動車だけが長期間の行動を行なうことが

できる。このほどそのような新しい自動車《GAZ・53F》が到着した。これはゴー

リキー自動車工場で製作されたもので，鉄道駅ボリショイ ・ネベノレからヤクート

の1000kmの犠道を走ってコノレイマのヤーゴドノエ部落に来たものである。

Vポドコルヌイ最高会議議長，ローマ法王へ書簡一一タス通信が11日報じたと
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シベリア開発（ 1～ 2月〉

ころによると，ポドゴノレヌイ ・ソ連；最高会議幹部会議長〈元首〉はこのほど i:z〕

マ法王パウロ 6世に書・簡を送り， 「平和の前途はベトナムでの事態によって暗U、

ものになっている。世界平和を脅かしているこのような事態の発展は米帝国主義

によって引起されたものであり，この侵略は停止されねばならない」と述べた。

12日 Vナザロポ火力発電所の建設一一クラスノヤノレスク地方では，カンスコ ・アチ

ンスクの椀炭を用u、で沢山の大きな火力発電所の建設が予定されてν、る。ここの

炭層は地表面－に近く蕗天技iiが可能である。これらの火力発電所のーっとして，ナ

ザロボ市近くのチクノレイマ河岸町に火力発電所の建設がはじめられた。それは6ブ

ロックで総出力90万kw，すでにシベリアの単一電力系に電流を流してヤる。

V ブラーツク木材化学工場一一ブラーツクの木材工業集団の引込線から，毎H

パノレア。の素材を積んだ貨車が発車している。巨大な木材化学工場は5ヵ年計閣の

はじめから工業製品を山している。 2月1日までに硫酸塩ノミノレプの生産に移るこ

とにきめられてヤる。

’ドゴーJI..犬統領，年内訪ソか一一ゾーリ ン・ソ連大使は12尚， ドゴール大統

領と会談したのち， ドゴーノレ大統領が今年中にソ連を訪問する予定であると正式

に発表した。

13日 Vチクシ港の暴風雪一一Volh1yj Transportによれば，北氷洋にのぞむナクシ

港では例年の通り，悪天候をおかして冬期作業が続けられている。自動車：は社i炭

運搬のためソゴに向ャ出発した。 夕刻風速は 50m に達し，自動車群は吹雪にう

づもれ，電線も切断しそうになっている。救援のためプ、ノレドーザーが出動した。

V 米ゾ首脳，ニュー・デリーで会談一一シャストリ印度首相の葬儀に参列した

ソ連のコスイギン首相と，米国のハンフリ ー副大統領およびラスク国務長官は，

13日午後2fl寺半から約 1時間50分にわたり会談した。内容については一切公表さ

れていないが，タシケント会談の成果のほか，ベトナム和平工作に関する意見の

交換がなされたものと信じ られている。

vセミパラチンスクで地下核実験。

V米大統領一般教書の反響一一米大統領の年頭一般教書に対するソ連の反応は

「ワシントンの和平攻勢は偽善的なものであり，依然として戦争の拡大も望んで

いることを証明しているJという観点を変えていないと伝えられる。

14日 ’新しいツェリノゲラード空港駅一一Gudokによれば，カザフスタン北部ツェ

リノグラー ド市の空港に，硝子，ベ トン，金属で作られた美しν、駅ができた。こ

の新しい空港駅は，カザフスタン共和国における大きな空港駅のひとつである。
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vモスクワ放送， 「核拡散防止で日ソ協力をjと呼ひ泊、け。

15日 曹チェレムホポ炭田の発表一一イノレクーツクからの通信によると，国家委員会

は，年間 375万トンの石炭を処理する能力をもっサフロノフスク富化工場を営業

にはいらせるため検収した。この工場は，チェレムホボ炭田の宵ー大な企業のひと

つである。アンガロ ・ウソリスキー化学工場集団はここの高品質原料を受けるこ

とになろう。

V コスイギン首相，モスクワへ帰着

16日 ’ウスチ・イリムに至る鉄道建設工事一一Gudokによれば，イノレクーツク州の

フレプトワヤ駅地区では，零下56° の寒さをものともせず，ウスチ ・イリムに至

る鉄道の新設工事が進められている。アパカン＝タイシェ ト鉄道で働いた労働者

たちが，続々将来のイギノレマ駅の地区に到着している。

17日 Vチャ ｝（...ダリンスキー水力発電所建設者の稲作協力一一カザフスタン共和国の

チムケントに近いチヤノレダリンスキー水力発電所建設者たちは， 5ヵ年計商の第

1年度に予定された開拓面積の 1倍半の米作地を党大会までに準備する決定を行

なった。そのためには，16kmの運河をつくらなければならないととになっている。

18日 ▼ケメロボ州のベロボ火力発電所――Gudokによれば，ケメロフスク州のベロ

ボ国営地区火力発電所では第3ブロックが稼動をはじめ，シベリアの単一電力系

にはいった。この新しいブロックは予定より 3ヵ月早く完成し，各ブロック20万

kwで，これで、総出力60万kwになった。この発電所はすで・に20億kw/hの電力を

出した。

19日 V ソフガワニ市の近況一一日本海に臨むソフガワニは漁夫と船舶修理工たちの

市で，ワニノ港とともに太平洋に出る門である。ここからは数千トンの有名な極

東のマス，カレイ，ニシン，スズキなどが送り出され，また木材が外国に輸出さ

れ，極北地方へは組立家屋が送られている。ソフガワエ市は本日露Jj立25周年を祝

う仕度をした。

Vアム ・ダリヤに新型のしゅんせつ船一一SeliskajaDziznyによれば， トノレク

メン共和国のブ、ノ、ラの西南のチャノレジョウ船舶修理工場でめずらしい河川しゅん

せつ船の建造がはじまった。この船はカタマラン型で二つの部分からなり ，特別

の橋によってつながれている。排水量少なく吃水が浅いカタマランは，アム ・ダ

リヤ河を自由に航行することができる。

vイゲリム＝セーロフ問ガス ・パイプラインの完成近し一一 西シベリアの西部

において建設中のイグリム＝セーロフ問ガス ・バイプラインの建設は最後の最も
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困難なプクンガニコムリモリスキー間j約 200kmの工事を完成しようとしている。

この新しいパイプラインガクラノレに年間数百億 m 3のガスを供給する日は遠くな

いだろう。

20日 Vザハリン湾の氷に閉された船団一ーサノ、リン北端モスカリボ港付近のサハリ

ン湾で氷に閉ざされたデ、イーゼノレ船“ラザレプ：“パノレチースクヘ“ユジノ ・サ

ハリンスクヘ“クラスノゴノレスクレスヘ“ペンジノ”各号は救護船および曳航船

とともに，前例のない冬営作業に努力している。これらの船舶はサハリン北部の

石油労働者たちに荷物を運んできたものである。そこへは釘：1:1ヘリコプターが飛ー

来し，また，強力な砕氷船“モスクワ”号が救援に向っている。

Vクルッブ社，モスクワ支店閉鎖一一西独最大の鉄鋼メーカーのクルップ祉は，

このほどモスクワ支店を閉鎖した。同支店は1963年5月，パイツ総支配人が訪ソ

してフノレシチヨフ首相と会談したとき設置がみとめられたものであったが， 2年

8ヵ月で閉鎖されることになった。 原因は，期待したほどの成果があがらない事

にあると伝えられる。

vモンゴルに借款一一20日のモスクワ放送によると，ソ速はモンゴノレの1966～

70年の第4次5ヵ年計画に6億6000万ルーブノレ（約2640億円）の長期クレジッ！、

を与えることになった。これは同5ヵ年計画中のモンゴノレの全投資額の 3分の l

以上に相当する。

なお， 1970年末までに，モンゴノレの工業生産高は約2倍に，電力生産は5倍に

ふえ， 5ヵ年計画中に，ソ連の援助で50の工業企業が建設または再建されるの

v北ベトナムへの追加援助一一20日夜のモスクワ放送によると， ソ連対外経済

交流国家委員会のベトナム民主共和国（北ベトナム）担当官シャポワーノフ氏は，

ソ連の北ベトナムに対する経済援助につヤて，次のように語った。

1. ソ連は， 1955年いらいこれまで，同国の48工業企業の復興，建設と，約

40の国営農場の開設に援助を与えた。また，北ベトナム最大の大学ノ、ノイ技術

大学の建設や，医療の前でも援助を与えている。

1. 昨年末，北ベトナムに対する無償の経済，技術追加媛助と，クレジット

の提供に関する協定がモスクワで調印され，また，シェレーピン党書記を団長

とするソ連代表団は，今月ハノイで北ベトナムのY連の追加援助に関する新協

定に調印した。現行の協定によって，ソ連は1966年から68年までの期間に，北

ベトナムの100以上の企業と施設の建設と再建に協力する。

21日 ’ハバロフスク＝オホーツク空路に 《AN・24》旅客機就航－Gudokによれば，
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ノ、パロフスク空港から 1月20日，はじめて 《AN-24》型旅客機がオホーックに向

い旅客を乗せて飛ひ、立った。民間航空極東局は，本年からプロペラ機にかわって

48人乗り《AN-24））が運行することになり，ソフガワニ市民，オホーック海岸と

ニコラエフスク・ナ ・アムーレの？魚、民たちは，今まで、よりも半分の時間で長距離

旅行ができるようになるといっている。

Vイルクーツク州の気温零下61°一一イノレクーツク州へは先週の終りごろ北氷

洋から寒冷前線が南下し，気温はこの地方にいまだかつてない零下61°に下った。

そのためすべての輪送機関が停止し，猟師たちは冬小屋に逃れ，伐採労働者は作

業を止めている。

V新しいパブロダール・ユージヌイ駅営業開始一一Gudokによれば，北カザフ

スタンのパブロダーノレの工業は年々発展している。そこにパプ、ロダーノレ・ユージ

ヌイとν、う新しい駅が建設中であったが，構内線および付属建物ができ上り，こ

のほど正常営業を開始した。

’日ソ学者交流第 l陣来日一－21日，横浜入港のソ連定期客船，パイカル号で，

レニングラード大学のトーキン ・ボリス ・ペトローピッチ教授（生物学〉， ノボ

シピ．ノレスク大学ソローヒン ・レム ・イワノピッチ教授〈物理学〉が来日した。官

本からも近く学者3名が訪ソする。

22日－，ゥラJl,のガス圧送タービン一一スベルドロフスクからの通信によれば，本年

ソ連最北のイグリム＝セーロフ＝ニジニー・ タギノレ閑ガス ・パイプラインはブハ

ラ＝ウラノレ問ガス ・パイプラインと接続され，単一ガス系となる。とのガスを圧

送するために必要な強力なガス ・タービンは，ウラノレ・タ｝ビン ・モーター工場

において作られる。工場ではタービン装置 GT・6・750が組立られた。 とれは中央

アジアのガズリのコムプレッサー・ステーシヨンにそなえつけられる予定であり，

その能カは6000kwである。この装置は 1昼夜に1900方m3のガスを圧送するとと

ができる。

，モスクワ放送，スペインでの米原爆機墜落事故を非難。

v 「コスモス105号j打上げ。

23日 ’ベリョゾポのガス・パイプライン建設進む一一StroitelinajaGazetaによれば，

チュメーニ州北部のベリョゾボ地区のガスを送るパイプラインの最後の接続が終

った。新しいパイプラインの延長は 500km以上で，湿地，山地，密林，永久凍土

地帯を通過している。ウラルの工業は予定よりも 2ヵ月早くガスを受けることに

なる。
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V厳寒中のビリュイ水力発電所工事一一ヤク｝トの自治共和図のピリュ fでは

気温零下 60°にもかかわらず，水力発電所建設工事が進められている。ピリュイ

河本流閉築後，物凄u、省どけにそなえて，ヤまから 5万・ma以上のベトンと100):i

m 3の石を積上げ，約40万m3の岩石を取り除く作業を行なわなければならない。

vシェレホフの電線工場建設計画一一SeliskajaDziznyによれば，イノレクーツ

ク州のシェレホフでは現在のアノレミニューム工場とならんで，大きな“イノレクー

ツク ・カーベリ”工場が建設されることになっている。この新しい工場は，アル

ミニュームを使って年間 3万切00kmの電線と 23万トンの裸線を生産する計画で

ある。

24日 ，アムール河の送電線支柱一一ーハパロフスクからピロピジャンに向って，送電

線が走っている。アムーノレ河には 1基300トンの支柱（複数〉が設けられている。

こ寸しらはボイラー補助設備とパイプラインのアンガノレスク工場にお弘、て作られた

ものである。この支柱は円筒形で，このような設備は，ソ連で最初のものである。

25日 ’モスクワ＝ブラック問に 《IL-18》就航一一Gudokによれば，東シベリ アの

ブラック市飛行場に 1月24日，はじめて《IL・18》が着陸した。この旅客機は今

後モスクワ＝ブラック聞の新空路に就航するものであるo

’稚内の底引漁船，公海上でソ連監視船に不当金捕。

26日 vソ連トロール船団，米第7艦隊監視一一トンキン湾では，ソi車の漁船団に仮

装したソ連海軍が，各種の器材を用いて，米第7艦隊の行動を偵察していると米

空母乗組の記者が伝えた。しかし，米ソ間の海上における紛争は，昨年のはじめ

以来おこっていない。

黒海海運局の当局者は， “オデッサその他黒海の諸港から， トンキン湾向けの

大型貨物船が続々，北ベトナムの必要とする物資を積んで出航している”と最近

のモスクワ放送で述べている。これは北京筋が， “ソ連は北ベトナム援助に海路

を利用していない。これはアメリカと対決することを恐れているからである”と

宣伝しているのに対する反論とみられる。

〈注〉 黒海からハイフォン港に入ったソ連船は，一旦ウラジポストーク港へ回

航して修理のうえ，極東，東シベリア地域で生産された北ベトナム援助物資

を積載して再びハイフォン港へ入り，次いで黒海へ向っている模；慌である。

（ウラジポストーク放送〉

27日 vイルトゥイシ河各地に臨時機構建設準備一一VodnyjTransportによれば，

西シベリアのノボシピリスクの専門家たちは，最近デミヤノフスコヱ，カノレカテ
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エフ，ベギシェフおよびカレリノ各地に臨時桟橋を造る設計を終った。これらの

桟橋は， ウスチ・パノレイクからオムスクまで・の石油パイプライン敷設に必要なパ

イプ，設備と材料を陸揚げするためのものである。

28日 Vクラスノヤルスク水力発電所建設工事一一Izvestijaによれば，東シベリアの

クラスノヤノレスク水力発電所建設現場で、は，極寒をおかして昼も夜も作業が続け

られてν、る。 1966年度には，基礎工事に150万m3のベトンを打ちこむことになっ

ている。建設者たちは，第23回党大会の開会までに右岸・地区の第 1・4半期計画

を完成する約束を行なっでいる。

29日 ’ウズベキスタンの春の農作業始まる一一SeliskajaDziznyによれば， 中央ア

ジアのワズベキスタンのタシケント付近農場では，春の仕事がはじめられた。濯

水設備から水が放たれ堆肥が運ばれている。専門化された54のソフホーズの従業

員たちは農薬撒布に着手した。

’北部シベリア鉄道建設計画一－Izvestijaによれば，綜合輸送問題研究所長V.

I. Petrovは北部 シべりア鉄道建設計画について次のように語った。北部シベリ

ア鉄道は，チュメ ーニからスウノレグ、ウトを経てアンガラ河とエニセイ河との合流

点付近を通り，ヴィチム地区でバイカノレ湖の北側を回りコムプモリスクを経て太

平洋岸に達する予定で，この新しい幹線は沿線の銅，鉄鉱石，岩塩を開発し，ヤ

クート自治共和国南部に新しし、冶金基地をつくるために役立つであろう。チュメ

ーニから北東へスウノレクやウトに至る鉄道は，新線の最初の区間ですでに建設に着

手された。 北部シベリア鉄道の完成には15～20年を要するであろ うと。

30日 v中央アジアの野菜作り始まる一－ Izvestijaによれば，中央アジアのタジキス

タンのコルホーズと Yフホーズでは野菜畑が緑になっている。タシケントナMは野

菜の種蒔がはじまった。

Vプラウダ紙スターリンを再評価－＇／連共産党機関紙プラワダは 30日，ク

レムリンが“歴史的真実”の新たな探究にあたって，非スターリン化のキャンペ

ーンのテンポをおとし，場合によってはこれを中止することを示唆した。

31日 ’ 「ルナ－9号J月面軟着陸に成功一一今まで失敗をかさねてきたy連月ロケ

ットの月面軟着陸が， 5凶日に遂に成功した。 「ノレナー9号jは 1月31日打上げ

られ， 2月 3日午後 9時45分30秒（日本時間4日午前3 U-.'j:45分30秒〉月前の「ア

ラシの海Jに軟着陸した。そして，月前の写真を地球へ送｛言してきた。これによ

って， Y速は字市開発で‘丙び米国に水をあけた況で、あるの

v北東地域における多額な修理費一一似東のマガダンiiiにてソ連邦科学アカデ

Q
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2 月

ミー通信会員が語ったところによれば， y連北東地域では，機械の修理に要する

費用は新品を購入するより高くつく。たとえば， トラクター《S-80》のオーバホ

ーノレは， この地方では7000ノレーブ、Jレかかるが，新品の価格は運賃を含めて4700ノレ

ーブノレで、ある。一般的にそこでは，機械の修理！は 1台あたり 2～4000ルーブノレか

かっている。

’モスクワ市長来日。

vモスクワで日ソ経済合同委の準備会一一3月東京でひらかれる予定の第1l忌！

日ソ経済合同委員会の準備として，日本経済の現状とその見通しに関する学術会

議がモスクワの対外親善会館で開かれ，ネステロフ ・ソ日協会会長，ピノグラー

ドフ駐日大使らが発言した。

1 日 Vチウイスキー道路の改修一一西シベリア南部のゴノレノ ・アノレタイスク通信に

よれば，著名なチゥイスキ」道路一一600kmは蛇紋岩の物凄い念、坂である。 一方

は断崖の狭い曲りくねった道で，一歩誤まれば谷底に墜落する。ここを自動車で

通るには非常に高度の技術を必要とする。これはピイースクから外蒙国境にいた

る唯一の道路であり，この地方のソフホーズとコルホーズおよび遊牧民は，これ

を通じて食料と工業製品，燃料などを待っている。チクイスキー道路は目下修迎

申で，次第にアスフアルトで舗装されている。

，ァフガン首相，ソ連公式訪問。

vソ連，全党員に警戒を指示一一2月1日，ロンドンに逮したモスクワ情報に

よると，クレムリン首脳部は，全ソの党員に対し回章を発して，次のように述べ

ているという。

① 中国が，モンゴノレ全域，ハバロフスク州，アムーノレ州，沿海州などの極

東，東シベリアのソ連領土に対して請求をおこない，最悪の場合に備える用意

をととのえてν、ること。

② 中国がベ トナム向けの軍事援助物資の通過を阻止し，もし：本当にベトナ

ムを救援する気があるなら，ベノレリンその他の別の地域で第2戦線の口火を切

るべきだと要求していること。

印章はまた，この要求をソ速が拒否したことを明らかにしてヤると伝えられる。

（注〉 2月25日モスクワ発の外電は， 2～3伺師問のソ連軍が最近モンゴノレに

進駐したという未確認情報を伝え，また，中国も，モンゴノレ周辺および満州

北部，アムーノレ；11f付近の中ソ悶i党に軍隊を集結していると伝えられている。
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2 日 ’ヌゥレク水力発電所建設進む一一Izvestijaによれば，中央アジアのタジク共

和国のヌウレク水力発電所建設の労働者たちは，第23回党大会を目指して困難な

突貫工事をすすめている。彼らは3月20日までに基礎作業を終る計画で，すでに

倉庫内に600トンの爆薬を準備している。これによって38万maの岩石を砕き，い

そいで，世界でもっとも高い320m3のダムを建設することになっている。

' 「人民日報」ソ連を激しく非難。

3 日 ’1965年のシベリアの主なる建設一一ソ連邦中央統計局の発表した1965年国民

経済発展計画の実績によれば，この年聞に操業を開始した大企業のなかには，東

シベリアのコノレシクニハ採鉱富化コンビナート，クズベク共和国のナボイ化学コ

ンビナートがあり，また，ブラ←ツク木材工業集団の最初の工業ラインが製品を

出し，アチンスク工場のセメント生産の二つの大きなラインが操業に入った。さ

らにカザフ共和国のアノレマ ・アタ木綿コンビナート，カラガンダ製靴工場の第l

11頂が建設され，タジク共和国のドゥシャンベ ・コンビナートの新しい紡績工場が

できた。鉄道ではアパカン＝タイ、ンェト間延長700km以上の新設鉄道が正常営業

に入った。

V ドゴーJI.,：大統領，る月訪ソ決定一一フランス政府は， 6月後半， 大統領がソ

連を訪問する旨ソ連政府に伝えたと発表した。

〈注〉 ドゴーノレ大統領の訪ソは22年ぶり。ソ連は，欧州ではフランス，東アジ

アでは日本に接近することによって，間際情勢の局面打開をはかろうとして

いるものと推測される。

4 日 VハJtロヲスク地方に黄色い雪一一SeliskajaDziznyによれば，本日朝，ノ、パ

ロフスク市と同地方南部諸地区の住民は珍らしν、気象の黄色い雪でおおわれた地

面をみた。根東気象局長はこれについてP 西部モンゴリヤの強風が砂墜を送り，

2昼夜で沿海地方に達したものであると述べた。

曹赤旗，ソ連を非難。

5 日 ，ァナドゥイリへの空輸一一極東のチクコト半島のアナドゥイり港に馴鹿飼，

猟自:iii，極北の漁夫たちのため，飛行機で大量の貨物が送られた。合成樹脂製のコ

ンテーナのなかには衣類，防寒被服，靴，ポート，軽くてこわれなν、水筒が入っ

ている。既製服はコムソモリスクで作られたものである。

6 日 Vチェリ ャピンスク鋼管工場とソコロボ・サルパイ採鉱富化コンビナート表賞

せらる一一lzvest.ijaによれば， 2月4fl付ソ辿邦般市会議幹部会令により，ウラ

ルのチェリャビンスク鋼fj；＼；工場はレーニン勲章を，また，カザアスタン商部のソ

--2:31- 一（ 27 ）一
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コロボ ・サノレパイ採鉱富化コンビナートは勤労赤旗主主を授与された。

7 日 vウスチ・パルイク＝オムスク問石油，fイブライン建設一一西シベリアのオム

スクからの通信によると，ウスチ ・パノレイク＝オムスク聞の石油パイプライン建

設はいま盛んに行なわれている。もっとも困難な地区オビ＝イルトゥイシ閑では，

266kmの｜玄関中150kmの膝を設する湿地があり，建設者たちは冬期凍結中にこれを

通過するよう努力している。

vイゲリム＝セーロフ問ガス・ パイプライン完成一一西シベリア北西部のイグ

リム＝セーロフ間ガス ・パイプライン建設は第23回党大会前に505kmの建設を終

りp このほどクラノレに近いセーロフ市街のガス分配ステーションヘオピ河のガス

が到着した。これはいまのところ，ソ連における最－北のガス ・パイプラインであ

る。

8 日 vワこノ港からの木林積出しはじまる一一Gudokによれば，日本海に臨むワニ

ノ港では強風が氷を取りはらい，港内労働者の作業を著しく容易にした。最近l

万maの極東の原木を積んだ海洋船《ポロック》号が日本に向け出港した。また，

ディーゼノレ船《テノレネイ》号は予定より20時間早く出航した。今年ワニノ港から

積出す用材は第 1・4半期だ、けで20万ms以上Jこ増加する見通しである。

夕日 V クラスノヤルスク ・アルミこュウム工場建設一一Izvestijaによれば，東シベ

リアのクラスノヤノレスク・アルミニュウム工場はシベリアに建設中の一連の大き

なアノレミニワウム工場の一つで，世界的にも巨大な工場として大がかりの設備を

もっている。 5ヵ年計画の第1年度にアチンスク ・アノレミニウム建設トラストの

作業員たちには，この工場の操業を準備する重大な任務が与えられている。この

工場の原料にはアチンスク産のアノレミナを使用することになっている。

Vタイシヱト駅の拡張発展－Gudokによれば，タイシェトは東シベリア鉄道

の最も大きな駅になっている。ここへはコノレシクニハの鉄鉱石，ブラーツク工業

集団の木材を積んだ数百楠の貨車が到着している。また，極北の企業のための各

種機敏も送られてくる。

v湯川博士，ソ連科学アカデミー会員に選｛まる。

〈注〉 日本人としては茅誠司氏につぎ2人目である。

10日 ’トプキンスク ・セメント工場一一西シベリアのケメロボ通信－によると，との

ほど国家委員会は年間60万トンのセメン！、を生産する能力をもっトプキンスク ・

セメント工場の第 1JI慎を検収した。その建設成績は良好であった。強力な 185m

の長さの回転炉は最初の製品をだした。現在建設者たちは第2)1債の工事に全力を
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シベリア開発 （1～2月〉

かけている。

vブラウダ紙， 「コプニン論文J掲載一ーウクライナ科学アカデミ ー哲学研究

所長P・コプニン博士の論文が2月10日付のプラウダに掲載されたが，これは，

主として毛沢東思想、に対する批判であった。しかし，世界の共産主義者を充分に

説得するだけの力量はこの論文からは感じられなかった。

11日 V マカト＝マンゲイシラク鉄道建設一一Gudokによれば，カザフスタンのマカ

ト＝マングイシラク鉄道の建設は本年完了の予定である。操業に入る鉄道の延長

は700kmである。現在第23回党大会を目指す各作業班の社会主義競争が行なわれ

ている。

（住〉 マカトは カスピー海の北岸グゥリエフ市の東北方約120切にある。

vソ連・キューパ貿易議定書調印。

12日 ，ゥスチ・力メノゴルスク付近イルトゥイシ河の電力一一カザフ共和国東部ウ

スチ ・カメノゴノレスクに近いカノレピンスキー山脈をこえて， 120kmの送電線には

イノレトクイシ河のプフタノレマ水力発電所から最初のllOkwの電力がサマノレスコエ

に向って流れ，同地区の諸部落に到着した。

V東シベリア鉄道の節約運動不成績一一Gudokによれば，イノレクーツクナト｜党委

員会ピュロ ーは東シベリア鉄道の節約競争の成績を審査し，間鉄道管下60以上の

企業がその社会主義的義務を遂行できず，うち15企業は30万ルーブノレ以上の損失

をだしたこと，さらに企業全体が過剰の労働者を使用していることを指摘した。

，ソ連外務省，西独大使館員 1名と記者2名の退去要求。

' 2作家に求tf!J－反ソ宣伝活動の罪名で裁判中の作家アンドレイ ・シニヤフ

スキーに対し，矯正労働7年，都市追放5年の判決，ユーリ・ダニエノレに対し，

自由奉IJ奪 5年の判決を下した。

（注〉 英国共産党はこの判決を非難する声明を発した。また国際ペンクラブも

抗議の電報をコスイギン首相あてに送った。

v欧E共産党会議招集失敗か一一2月12日のアノレパニア通信は， 「ソ連の提唱

したヨ ーロッパ ・アジア社会主議諸国共産党会議に参加することをアノレパニア勤

労党が拒否した」と伝えた。この招待はポーランド統一労働者党の手を通じてア

ノレパニアにとどけられたものという。これは“ベトナム支援共産党会議”とも銘

打たれていたものであるが，アノレパニア，中共，ノレーマニアはじめ肝心の北ベ ト

ナム自身が不参加を表明したため，クレムリン首脳も，この会議の招集を断念し

たものと見られるの
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13日 vアルマ・アタに早い春の訪れ－Gudokによれば，アルマ ・アタ市の街路に

例年より 2週間早く春を知らせる福寿草の花が売られはじめた。これはザイリー

スキー・アラタワ山脈から採られてきたものである。現在天山山脈の山腹には稀

らしい暖かい春が訪ずれている。寒暖計の水銀柱は15° 以上に上った。このよう

なことは50年来のことである。

Vタイシェト＝レナ鉄道の電化作業進む一一タイシェトニレナ鉄道の電化工事

者たちは今までに，ケジェムスカヤ＝コノレシウニノ、地域で全路程の半分を通過し

た。アンガラ，チゥナ，クゥパ，クゥタ，イリムの各河川｜の地区と谷間を横切り

レナ河の岸にでるとの大密林内の鉄道を，大きな諸建設の動脈と呼んでいる。沿

線にはチゥナ林業集団，ブラーツク水力発電所，プラーツク林業集団とアルミニ

ウム工場，コノレシウニハ採鉱富化コンビナートなどの企業と建設がはじまってい

る。最後の地点にあるシベリアの北門一一レナ河のオセトロボ港にはタワー・ク

レーンが立ってし、る。すでに今年中にコノレシュニハの鉄鉱石は電気汽関車で西シ

ベリアヘ運ばれるととになろう。

Vセミパラチンスクで大型地下核実験。

Vチュイコフ元帥，核戦争の被害を警告－ 'Y連の元地上箪総司令官で，現在

民間防衛総監の地位にあるテュイコフ元副iは13日，ソピ．エツカヤ ・ロシア紙の記

者に次のように語った。

「核戦争になれば， Y連全土が破壊と人命の損失を蒙ろう。現状では民官防

衛はきわめて重要である。

14日 V コルパシヱポ市に写真電送設備一一トムスクの資源調査隊のセンターである

コノレパシェボ市では，このほど写真電送が操業をはじめ，石油とガスの調査を行

なっている地質学者たちに役立っている。今まではコノレバシェボからノボシピノレ

スク地質調査局へボーリンクや検査の資料を送るのに15～20日を要したが，いまは

2～ 3時間しかかからなくなった。間もなくこのような設備は，アレクサンドロ

フスコエ，カノレガソク，ノーブイ ・ワシュガンなどの石油ガス資源地区にも設置

されるであろう。

15日 Vナホトカとチェゲ卜ムゥイン駅の状況－ Gudol王によれば，ナホトカ駅には

外l羽むけの貨物を釆せた列車が連続到着し，労働者たちは昼夜兼行で、働いてヤる。

チェグドムゥイン駅では気温が零下 50。に下がることは珍らしくないが，労働者

たちは休行ことなしに，純東とシベリアの各工場！i'1Jけにl'lJ.レガノレ（ヅゥレーヤ、河

上流〉の石炭を積みだしているu
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Vブハラ・ガス・ パイプライン工事進むーー ウズベク共和国のクゥングラード

からの通信によると， 中央アジア＝欧ソ中央部ガス ・パイプライン工事では，

100km自の大口径ノぞイフ。の埋設を終った。カラクゥムイの砂漠では， 新5ヵ年計

画の第 1年にこのガス・パイプラインの 3分の lの1300km以上が操業に入ること

になっており， 1967年にはフ、ハラのガスはモスクワで使用されることになる。

’中ソ友好同盟相互援助条約16周年記念一一プラウダ紙は， 14日付の紙面で，

「中国とソ連の党と政府の関係を正常化させようJと呼びかけた。また，同日付

のイズベスチヤ紙もフリヤザンツエフ氏の論文を掲げて，ソ連が中国との関係を

調整するために，さまざまな努力をしてきた事実を述ベ，中ソの協調と結集をよ

びかけた。

しかし， 15日付の「人民日報」はソ連指導者を，米国と協力して世界を支配し

ようとしている“共謀者”として非難した。

16日 V ワフルゥシェフ・サハリンスキー発電所建設一一Gudokによれば，サハリン

のユジノ ・サハリンスク通信は，ワフノレウシェフ・サハリンスキー駅近くに，極

東で最も大きい発電所の一つが建設されている。そこには，全国の70の都市から

労働者が集って仕事をしている。また，島内の鉄道従業員も作業を手伝っている。

最近，ユジノ ・サハリンスカヤ国営地区火力発電所は最初の工業電力をだした。

炭坑労働者団地と工場のほか，ワフノレウシェフ・サハリンスキー，ポロナイスク，

ガステノレロなどの各鉄道駅もこの電力を受けていると報じた。

V 力ザフスタンの農業倉庫建設一一アルマ ・アタからの通信によれば，カザフ

スタンの農村に穀物倉庫と小麦収納所を造るための常設列車ができた。その10列

車はカザフ共和国の新しくできた農村建設省に配属されることになる。

17日 Vハバロフスク線区のリレー貨物列車一一最近，ハバロフスクとオプルワチエ 。

の機関庫所属のデ、イーゼノレ機関士たちは， 360のリレー貨物列車を動かし，ウラ

ジボストーク，ナホトカおよびザ・パイカノレ鉄道への貨車の移動を促進した。そ

の結果，ハバロフスクからアノレハラに至る距離452kmを， リレー列車は通常旅客

列車よりも早く走っている。ハパロフスク線区ではじめたとの貨物列車のリレー

移動の方法は次第に他の線区にも普及されつつある。

’TUl 14墜落事故一一ソ連のμ人機TU114機が2月171:l, アフリカのコンゴ

｜台lけモスクワのシエレメチボ空港を離陸した直後，！墜落炎上し，乗客多数が死亡

した模様。そのためシエレメチポ’空港は閉鎖され，外国人は一切遠ざけられた。

しかし，ソ速さrr,；；はが1］の通り，死傷者の数や氏名をIJJらかにしていなし、。
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〈注〉 この事故でアエロフロートのパシキロフ将軍，対外文化交流委員会副議

長ベトロフ氏らが死亡したという。

18日 VクラスノヤJI.,スク絹織物コンビナー卜の拡張一一クラスノヤノレスク絹織物コ

ンピナートの製品は好評を受けている。コンビナートは生産の改善をすすめ，最

近もっとも新しい設備をもっ染色仕上工場の第2J1原が操業に入った。工場の労働

者たちは第23回党大会を目指す社会主義競争に入札今年良質の織物を計画以上

に生産し，原料と材料および半製品を 8万ルーブノレ以上を節約する約束をした。

' jしドJI.,7大佐にレー二ン勲章一一米国でスパイ活動中に逮捕され， U2機の

パワーズと交換に帰国したノレドノレフ・アベノレ大佐に対し，栄誉レーニン主主が授け

られた。

21日 V ウィルソン英首相の訪ソ一一2月21日午後5時半〈日本時間同日午後 11時

半〉，ウイノレソン英首相は， チャノレフォント国務相〈軍縮担当〉カズンズ技術相

を伴い，モスクワのシエレメチェボ空港に到着した。英ソ首脳部は22日からクレ

ムリ ンで会談を開始したが，焦点の 「ベトナムj と 「核」の問題では，ソ連側の

態度は冷く，政治的成果は殆んどあげられなかった。英首相は24日，英ソ共同声

明に署名したのち，同日午後帰途についた。

〈注） チヤノレフ 1ント国務相はウィ ルソン首相の命令で，モスクワの北ベトナ

ム大使館を訪れ， リ・チャン代理大使と会見した。

Vパレリー・タルシスの市民権剥奪一一2月21日付のプラクダは，作家，パレ

リー ・タノレシス（60才〉のソ連市民権を剥奪すると発表した。タノレシス氏は目下

ロンドンに滞在しているが， 西側に亡命季希望している由。

22日 vコスモス 「110号」打上げ一一この衛星には犬2匹をのせているという。

25日 ’ソ連・モンゴル条約批准書交換ーーさきに調印されたソ連 ・モンゴノレ新同盟

条約の批准書が25日，グロムイコ外相とドゥゲルスレン ・モンゴノレ外相立合いの

もとに交換されたの

28日 ，日ソ漁業予備会談一一第10四日ソ漁業交渉を 3月1日からモスクワで開幕す

るが，それに先立ち， 2月28日午前，日ソ両代表の予備会談がおこなわれた。こ

の会談には，日本側から藤田，亀長，岡田の 3代表，ソ連恨I）はモイセーエフ，ク

レンコフ前代表が山町，開会式について打合わせた。

vモスクワ放送，条約修正を主張一一モイセーエフ教授は日ソ漁業条約につい

て， 281=!の放送で「この条約には長所もあるが欠点も自につく。今問の交渉では

この点を十分に分析して修正を加える必要．がある」と詰・った。
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，ソ連，松井書簡を拒否一一一外務省はis日，次の：JJi：失：をl列らかに した。

「国連安保理事会で松井議長がおこなったベトナム問題に関する議長書簡の

配布に対し，ソ連は受理を拒否し， ：書簡をさしもどしてきた」

これについて下回外務事務次官は，

「多数の国が松井議長の努力を評価しているのにソ連代表部が書簡をさしも

どしてきたのは遺憾である」

との見解を述べた。

Vエンクルマ・ガーナ前大統領，モスクワへー－28日午後4時（日本時間午後

5時〉ソ連のアエロフロー トIL18型ターボプロッフ。機で， エンクノレマ氏は北京

空港を出発したが，行先はモスクワであると推測されている。

’ガーナ，ソ連機の乗入れ禁止一一アンクラ ・ガーナ国家解放評議会議長は，

28日の記者会見で， 「ソ連のアエロフロートのアクラ乗入れは禁止された。これ

はアエロフロートの旅客機が北京からモスクワヘエンクルマ前大統領を乗せて飛

び立ったからである」と諾った。
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資料

新5ヵ年計画のシベリア開発

(2月20日付Pravd，αより抜高1;:)

ソ連の新5ヵ年計両草案は，生産力配置改善の基本方針として，東部諸地域（注，

この場合はシベリアと極東だけと解される〉において，次のように予定している。

安価な燃料，活力および原料資源を有するこれらの地域では，燃料採掘，電力生

産，電力消費量；の大きい非鉄冶金と化学工業品の生産ならびに大規模な木材加工工

業を高いテンポで発展させる。 1970年までにウラノレ以東の諸地域の生産力を，全連

邦に対して次の比重に引上げる。 （%〉
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（注〉 このなかに鉄を取りあげていないが，その理由はよくわからない。

シベリア，梅東における開発促進目標。

西シベリアに新たに発見された石油，ガス，木材資源をもって大きな経済集団を

作る。西シベリアの石油採取量を2000～2500万トン，ガス採取最160～260億m3ま

で引き上げる。

ベルフネ ・コンダとタフダの林業集団の建設に着手する。

チュメーニ＝スウノレグゥト鉄道とワスチ ・パ／レイク＝オムスク石油ノξイプライン

を建設する。

イブデリ＝オピ，タフダ＝ソトニク岡鉄道，シャイム＝チュメーニ石、油パイプラ

インおよびベリョーゾフ＝イグリム＝セーロフ＝ニジニー・ タギノレ問ガス ・パイプ
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シベリア開発 C1～2月）

ラインの各組訟aを完成する。

シベリアの電力生産を1410～1430（億kw/h）に増大する。 クラスノヤルスク水

力発電所の全能力を稼動させるο

イルクーツク・アルミニューム工場，アチンスク ・アルミナ土場および“トゥパ

コバルト”コンピナートの建設を完成する。

クラスノヤノレスクおよびブラーツクの両アルミニューム:T.場ならびにクラスノヤ

ルスク ・アルミニューム材工場の建設と操業開始を促進する。

タノレナフの豊富な銅p ニッケル鉱をもってノリリスク ・コンビナートを拡張し，

キヤ ・シヤノレトゥイノレの霞石を開発する。ワドカンの大きな銅鉱山の開発に着手す

る。

商シベリア冶金工場の第 1)II員建設を大部分完成し，コルシウニハ採鉱冨化コンビ

ナートの新しい能力を稼動させ，東シベリアのフエにおける合金鉄工場の建設を開

始する。

オムスクとアンガノレスクの筒精油工場，アンガノレスク， ワジリエ，ケメロボ，オ

ムスクおよびパノレナワノレの各化学工場集団の能力を鳩大する。

クラスノヤノレスク地方の電気化学コンビナートの建設を開始し，シベリアの新じ

い精油工場の建設を予定する。

チェノレノゴノレスク，ケメロボ， レーニンスコ ・クズネッキー，チュメーニ，チタ

の各織物コンビナートの操業を開始する。

プラーツク林業集団の第 1JI頂の建設を終り，第2)1慎の建設を発展させ，アシノ，

ヱエセイスク，チゥナの各林業集団の建設に着手し，マクラコボ＝エニセイスク問

の製材工場グ、ノレープの建設を完成する。

クズパスから出る鉄道（複数〉を強化し，フレプトワヤ＝ウスチ ・イリム，レシ

ヨトゥイ＝ボグゥチャヌイ両鉄道を建設し，これら新しい各地区の工業開発を保障

する。

概東の経済潜在力の成長を促進し，金，錫，タングステン原鉱，水銀，グイヤモ

ンド，雲母の採抑量：の一層の増大を保障すーる。 Y1レネチノエ採鉱寄化コンビナート

の建設，フノレスタリヌイ採鉱冨化コンビナートの拡張工事をそれぞれ完成し，ヤク

ート自治共和国の天然ダイヤモンドおよび沿海地方のタングステン原鉱の新資源の

開発をはじめ，デプゥタトスク錫採鉱冨化コンビナートの建設と沿海地方の採鉱化

学コンビナートの拡張を進める。

地質学調査と探査作業の量を大巾に拡大する。極東における新しい冶金基地建設
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ジベリア開発 C1～2月〉

の設計調査作業を行なう。ヤクート自治共和国のウスチ・ピリュイのガス資源の工

業開発に着手する。

コムソモリスク ・セノレローズ厚紙コンピナート第1)I債の建設を終り，新しい大き

な林業集団の建設を開始し，ゼーヤ水力発電所建設を発展させ，水害対策を実現す

る。

極東の魚類，鯨，海獣の捕獲および海産物の塁を全連邦生産高の35%まで引き上

げる。ウラジポストーク，ナホ トカ，ワニノ各港の受入れ能力を増大する。

ワニノ 1 サハリン問フェリ ー・ ブリッジをっくり，コムソモリスク付近のアムー

jレ河架橋建設に着手する。

〈註〉 以上概観すると，やや総花的な嫌いがあり，多少対日宣伝を考厳していると

思われる点もあるが，重点はやはり西シベリアと東ジベリアにある。極東につい

ては，日本で話題になっているサハリンのガスとガりンスコエ鉄鉱山の開発は取

りあげられていない。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

3月の概況

3月の動向で，最も注目をひいた事項は，第 1回日ソ経済合同会議と，月

末に閉幕したソ連共産党第23回大会のふたつであった。

その他にも，日ソ漁業交渉，領事条約交渉などの諸交渉も除々にすすみつ

つある。しかし，ソ連相手の交渉は，色々と難点が続出して容易にはかどら

ないのが特徴であり，現時点でもそれに変りはない。

日ソ経済合同会議は一応，友好的な雰閤気を， もりあげるのには役立つた

模様である。しかし具体的な問題になると，解決すべき難点が山積している

ことが判ってきた事もひとつの収獲であったといえよう。

第28回党大会も，冒頭のブレジネナ演説には格別，目新しいことはなく，

わずかに，政治局の復活を提議した程度であった。このような党中央部の機

構改革が何を意味するかは，慎：長に検討してみる必要があろう。

-}i，中国共産党がこの大会に出席を拒否した事，日共， アノレパニア，ニ

ュージーランドの党もそれに続いて出席を拒否した事も，ある程度注目をあ

つめた。

シベリア，極東の開発は新5ヵ年計画の開始によって活気を呈するかと思

われたが，案外に低調である。これはいうまでもなく，新5ヵ年計画の投資

重点が欧露とウラノレ，および西シベリア，カザフスタンなどにおかれており，

東シベリアと極東に対する重点投資は差控えられた事の証左であるともいえ

よう。

第 1回日ソ経済合同委員会開幕

3月14日午前3時から，東京 ・丸の内の東京会館で，わが国の財界人約33

人，ソ連代表28人が出席ιて， 行日間にわたる日ソ経済合同委員会の幕が関

かれた。席上，足立日商会頭（日ソ経済委員会委員長），ネステロフ ・ソ連代

表団団長（全ソ商業会議所会頭〉の挨拶につづいて，椎名外相，ビノグラー
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シベリア開発（ 3月〉

ドフ駐日ソ連大使が祝辞を述べた。そのあと，足立氏を議長に，ネステロフ

氏を高lj議長に選んだ。足立会頭の挨拶は次の通り。

「日本財界としては経済体制が違う共産主義国と定期会合をするのは初め

てであり，資本主義国との場合より以上に相互理解を深める必要ーがあるの

で，率直に意見を交換したい」これに対するネステロフ会頭の挨拶は次の

ようなものであった。

「協力には相互理解が何よりも大切であるo とくに長期延べ払いや，チュ

メーニ油田やサハリン開発に関して，経済協力の範囲と方法について十分

に話し合いたいJ

ついで，第 1日の中心議題として， ソ連側が「1966～70年ソ連国民経済発

展5ヵ年計画J党指令草案〈第23回党大会に提出されるべきもの〉について

説明をおこなった。また，シベリア，極東，樺太などの開発についての説明

とそれに関する質疑応答がおこなわれた。

0第2回会議

15日午前10時から疋午まで東京会館で開かれた2日目の議題としては「日

本経済の現状と特質．｜につν、て，植村経団連副会長が説明をおこなった円つ

いで，永野富士製鉄社長が「Hソ経済協力のあり方について」述べた。その

内容は，①日ソ経済協力はあくまで商業採算にもとづくものであり，私企業

のリスクと責任が根底になる。②日本の実力からみて，あまり大規模な協力

は当面困難であり，さしあたり，極東なν、し樺太などに重点をおく事になる。

③延べ払いについては，開発投資の場合は通常の借款供与より弾力的に考え

たい。

O第3回会議

16日午後2時から開かれた3日目の会議の議題は，今回の合同委員会のヤ

マともいうべき重要なものとなった。はじめにオノレジョフ石油採掘工業省次

官が次のように述べた。

『西シベリア低地の油田は，推定埋蔵量400億トンを上まわり， 10～15年

のうちに，ソ連の中心的油田となるであろう。すでに10億トンが発見され，

今後5年間には30億トンが発見されるであろう。これに関連して，パイプ

ライン，鉄道，港湾，電信設備などをつくる必要があり，今後，こうした
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シベリア開発（ 3月〉

投資の需要が多くなろう。』

ついで，ノトキン連邦ゴスプラン部次長が次のような説明をおこなった。

『①シベリアの油田を開発しても，シベリア自身の需要も大きいので，輸

出余力がでてくるのは， 1975年以降になろう。②パイプラインの建設計画

としては， ウスチパノレイク＝アンジエロスウジエンスク＝アノレガノレスク＝

ナホトカ間6940km（口径1020mm）と，メギオン＝アレクサンドロブスク間

820km C口径720mm）のふたつがあるが，その合計7760kmの建設には20年か

かる。ソ連としては日本からパイプを輸入して，その代金を石油で返済し

たい。』

（住）1. メギオソはイル トヮイ ツju[とコンダinfの合流点付近υ プレクサンドロフス

クはトムスク州のオピM・.岸にある小村裕である。

（注）2. シベリアにおけるパイデヲイン建設のスピードは年間 300km｛立が無理のな

い速さであ り，この建設光了までには， 20年はかかるであろう という事は，既に

木i誌1965年9月号 （239～241頁〉に も詳しく 述べておいたが， 果 して今回の日ソ

経済合同会議で，それが裏書き された。 これについて，通産省当局も「20年とい

うそんな条件では問題外であるj と気乗り薄な態度を示 している。

続いて，ゾトフ海洋船舶省次官は次のように述べた。

Wti東の諸港湾を，ナホトカ，ウラジボストーク，ワニノ，マゴの順で整

備したい。これには 1億ルーブノレ必要で、あるが，これについて，港湾設備，

ひき船，クレーンなど日本の協力がほしい。船舶ではp 砕氷船，自動車専

用船などがほしい』

パラクシン林業・紙・ ノミノレプ ・木材加工工業省次官説明。

『シベリアと極東ではブラーツク，ハバロフスク， コムソモノレスク・ナ ・

アムーレの 3ヵ所で木材コンビナートを建設中であるが， これに関連する

企業を近く，沿海地方，アムーノレナトl，サハリン州に設けたい。日本が木材

のl 入をふやしてくれるなら， これに必要なプラントを貿付－ける井！意があ

る』

以上のような内容であったが， 日本側が期待していた北樺太の天然ガスと

東シベリアのウドカン銅山の問題には論及しなかった。

0第4回 ・第 5回会議

18日午前と午後にわかれて，第4回と第 5凶会議が開かれた。午前の会議

に
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シベリア開発心3月〉

では，掘江蒸雄東京銀行会長が次のような点を強調したo

① 輸出入品目の多様化が必要である。

② 現状では日本の入超になっているが，貿易バランスは長期的な均衡

を重視すべきであるo

③ ソ連の公団併のパーター契約方式は改めてほしい。

さらに市川九紅飯111会長，前回三井物産副社長らが次の婆盟を出した。

① モスクワ駐在商社員の滞在条件を改善してほしい。

② 抱き合わせ取り引きは止めてもらいたい。

③ 検査には日本検査機関を使用してほしい。

④沿岸貿易は輸出入同時契約に してほしい。

このほか，河合小松製作所会長，松原目立造船会長らから，

① 対ソ ・プラント輸出などの際， ソ連の現地調査を十分やらせてほし

し、。

② ソ連の貿易公開問の横の連絡をも っとよくしてもらいたい。

③ 両国間の貿易には，日本船をも っと使ってほしい。

などの条件が出された。

これに対し， ソ連側のセミチャストノフ外国貿易省第一次官が次のように

述べた。

① ソ連の貿易構造は新5ヵ年計画で一層高度化される予定であり，対

日貿易の内容も，鉄鉱石や原油などのような原材料ばかりでなく，航空機，

ブノレドーザー， トラクター，採掘機，医療器械，農業機械，工作機械など

も対象にしてもらし、たい。これらの対日輸出にはクレジットを供与する用

意がある。

② 日ソ貿易は今後，量的拡大ばかりでなく，質的向上も必要である。

③ 日本からの対ソ輸出条件を，西欧なみに改善してもらいたい。

これに対し， 日本の財界側としては，高度の技術をとり入れた新製品，た

とえば航空機などの延べ払い輸入なら，検討の余地があるとみている。

午後の会議では，特別懇談会がひらかれ，個々の問題について，双方の見

解が述べられた。その結果，相互の問題点が，ある程度はっきりしたので，

今後，時間をかけて解決してし、く事に合意した。
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シベリア開発（ 3月）

また，この日の会議で，ソ連側がとくに発言を求め，

〈前回の会議で，ノとイプラインの建設に20年もかかると日本側は理解した

ようであるが，実際は 3～4年で、出来る。 20年とν、うのは，決済期間のこ

とである〉

と弁明した。これは，白（f聞の会議の結巣，チュメーニ＝ナホトカ間ノぐイプラ

インの建設に協力することに， n木側が気乗り薄の態度を示したため，ソ連

側が，あわ7ててその印象を訂正しようとこころみたものである。しかし，チ

ュメーエ＝ナホトカ問のパイラインンを 3～4年で建設することは技術的に

も不可能である。

0第 6巨！会議

19日午前10時から正午まで丸の内 ・工業クラフ。で開かれた第 6回目の会議

で，日ソ経済合同会議の実質討議は終了したが，この日の議題は次のような

ものであった。まず植村経団連副会長から，

① 日本はエネノレギ一政策として，石油の輸入先を分散させる必要があ

る。したがってチュメーニ油田の開発には大きな関心を持っているので，

開発協力の研究をしたい。

② 北樺太開発に対する協力に成功する事が，その他各方面の開発に協

力するための試金石となると思われるので，早期にまとまる事を望む。

③ 日本はチグ州のウドカン銅山の開発協力に大きな興味をも ってい

る。これは私案だ、がパイカノレ湖の水力を利用して精錬工場がつくれるので

はないか。ウドカン銅山の開発に日本からの技術調査団を受け入れてもら

'v' f;こい。

このあと，技術協力問題につし、て討議がおこなわれ，安凶UH和電工社長が

次のように要望した。

① ソ連は特許保護の点で問題が残っているのではなし、のか。

② 技術者の入国と滞在をもっと自由にしてもらいたい。

これに対しソ連側はプロンスキー ・科学技術国家委員会部長が立って「新

5ヵ年計画で科学技術を高めることと，外国からすぐれた技術を導入するこ

とを考えており，すでに米，英，仏，伊と技術交流の協定を結んでいるo 今

後は日本とも共同して技術研究，機械の設計，工場建設など具体的な交流を
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進めたい。そのため技術者の滞在期間も 1年に延長することを希望している」

と述べた。続いて，足立，ネステロフ両氏が挨拶し，第 1回日ソ経済合同委

員会の実質上の討議を終了したO

。最終会議

23日，午後，ホテノレ ・ニューオータニで、閃かれた最終会議において共問コ

ミュニケが発表された。

〔共同コミ ュニケ〕 同ソ経済委鈴会の第 i@I合｜司会議は，日ソ聞の経済交

流促進のため広範かっ率直な意見の交換が行なわれ，双方の理解と親善を深

めるうえで画期的な成果をあげた。今会議で日本側lからは日ソ経済協力のあ

り方，日ソ貿易の拡大などについて見解を述べ，極東およびシベリア開発問

題について見解を表明し意見の交換があった。両国の経済交流促進のために

両国政府間で調印された貿易支払い協定を円滑に推進し，双方の立場に合致

する協力のプロジェクトを具体的に進めることが最も肝要であると意見の一

致をみた。

当面の具体的案件として， 日本狽I］はサノ、リンの天然ガス開発，シベリアの

銅開発に関心を示し，このため技術調査団をソ連に派遣したい希望を表明し

た。またソ連側は機械の対日輸出を促進するため，必要に応じてコマーシャ

jレクレジットを供与する用意のあることを表明した。今後，諸問題の解決の

ために双方が努力することを申し合わせた。第2回の合同会議は1967年，双

方の都合のよい時期にモスクワで開かれる。

以上をもって， 14日以来の全日程を終了した。日本倶ljの山席者は，今回の

合同会議によ って， 日ソ間の友好と相互理解が深められたことに，一様に満

足の意を表明してヤると伝え られる。

日ソ漁業交渉開幕

第10回日 ソ漁業委員会は 3月 1日午後3時（日本時間｜同9時〉から，モス

クワのソピエッカヤ ・ホテルの広間で幕をあけた。開会式には，日本倶ljから

首席代表の藤田大日本水産会長，亀長水産庁生産部長，岡田外務省欧亜局参

事官の 3代表と随員および中川大使， ソ連側からはそイセーエフ首席代表以

下3代表と随員，それにシャルチェンコ漁業省次官，スダリコフ外務省極東
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部長らが出席した。

02日の会議

まず昨年と同じように資源科学小委員会と財政運営小委員会とを設けて，

同時に審議が開始された。

との日の資源、科学小委においてソ連側は昨年の漁獲実績を次のように報告

した。（カッコ内は計画量〉ベニザケ 4200トン（3500トン〉 自サケ 31500ト

ン（28600トン〉 マス 47900トン（47400トン〉 多艮ザ、ケ 2900トン（4200ト

ン〉 マスノスケ 1100トン（1300トン〉 合計8万7600トン（ 8万5α)0トン）

これに対し日本の昨年度漁獲高は11万9659トン（計画11万5000トン〉であ

った。このように両国とも計画を上回る実績をあげたことは，農漁年の資源、

状態がかなり順調であることの現れであるとの見解を生んだ。

資源科学小委へは日本側から亀長委員ら 4人， ソ連側からクレンコフ委員

ら4人が出席することになっており，運営財政小委には岡田委員ら 3人とオ

ヨヱシヱヨフ委員ら 3人が双方から参加することになった。

03日の会議

午後3時からオスタンキノ ・ホテノレで第3回本会議がひらかれた。そして

「昨年の両国漁獲実績，規制違反件数とその処理内容，共同調査計画Jの3

議題をそれぞれ通報した。ソ連側はこの会議で， 「ことしも日本船の違反が

あとを絶たない」と非難した由である。

04日の会議

午前と午後の 2回にわたって，資源科学小委員会の第 l回会合がひらかれ

た。そして前日の本会議で報告された共同調査結果について双方から質疑応

答がおとなわれ，資源評価の方法について話し合った。この日の議長はクレ

ンコブ・ソ連代表。

05日， 6日の会議

資源科学小委員会は 5' 6日と続いてひらかれエシンの資源評価を終った

が，カニの資源評価で、双方の主張が喰い違ったまま一致せず， 9日の会議に

持ちこされた。（7, 8日は休日〉

09日の会議

この日，午前中にひらかれた資源科学小委員会では， 「今年のカニ資源は
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保護のため充分注意をはらう必要がある」ということで合意に達した。こσノ

カニの問題ではソ連側が資源の減少を主張したのに対し， 日本側はこれを否

定したので見解の対立を生じ， 3回も会合を続けた結果，このような評価に

おちついたものである。

つづいて午後の合会でU、よいよマスの資源評価に入ったが， ソ連側の資料

に対する質疑応答がおこなわれた。

OH), 11日の会議

資源科学小委はマスと自サケの資源、評価を続けたが，予怨、通りソ連側が強

硬な態度を示し，「史上最低の資源状態Jと主張したのに対し，日本側は「64

年なみの水準Jと反論し会議は難航した。

012日の会議

午前中，本会議が開かれ，さきに資源科学小委員会で、合意したカニとニシ

ンの評価を承認した。カエ資源に関しては「注意を要する状態」ニシンに関

しては「規制措置を緩和せず，さらに調査研究を継続する」という表現が使

用された。

一方，資源科学小委員会も午前中に会合をひらし、たが，白サケの資源評価

では「65年の水準に近い」という評価で合意に達したが，マス資源の評価で

は依然として意見が一致せず， 14日にもちこされた。

014, 15日の会議

ベニザケとマスの資源評価をおこなったが合意に達せず。

016日の会議

この日，資源科学小委員会の第17回目の会合がひらかれ，ベニザケとマス

の資源評価で次のような合意に達した。

1. 本年のマス資源は64年を若干下問る。

2. ベニザケにつし、てはアジア系は64,65年の平均水準にある。米国系

は高い水準にある。

017, 18日の会議

資源科学小委員会は17日の非公式会談でサケ ・マスの一般資源状態の評価

について合意に達し， 18日の科学小委と，そのあとの本会議において，資源

評価の合意文書を一括採択した。これで資源、に関する討議は終了した。
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019日以降の交渉

資源評価が終ったあと，藤田， モイセーエフ両首席代表ら， 両国委員の間

で漁獲規制，漁獲量に関して非公式会談がおこなわれたが，ソ連側は強硬な提

案をおこなった。とくに①B区域への九割j滅船，②48度以南の流し網を45。

以i布とする，③B区域漁期を半月短縮する，④その代りソ連側も禁漁措置を

とる一ーという昨年のモイセーエフ提案を再びもち出してきた。また，モイ

セーエフ代表は「漁業条約の改訂」も提－案したと23日，日本の政府筋から発

表された。一方，専門家会議においてもソ連側は「日本漁船の漁獲量は真実

でなし、」ときびしい態度を示した。またソ連側は新しい禁漁区の設置を提案

して日本側を緊張させた。しかし，交渉は両国委員が黒海沿岸へ保養へ出か

けたため， 26日から 3～4日間休戦状態となった。

しかし，月末から再開された交渉でもソ連側は強硬態度を崩さず， 日本倶lj

も強硬方針を堅持しているため，妥結は 4月まで持ちこされる事になった。

日本政府はサケ・マス漁獲量10万トンの大台は確保する方針を立てていると

伝えられる。

党中央委総会開催

3月26日，ソ連共産党中央委員会総会が関かれ， 29日からの第23回党大会

に提出する中央委報告を審議し，全会一致で承認した。この報告は党大会の

席上，ブレジネフ第一書記が行なうものであるという。

第23回ソ連共産党大会開幕

3月29日午前10時〈日本時間同 U午後4時〉から世界86ヵ国諸党代表団〈北

ベトナム，北朝鮮を含む〉の列席のもとに， ソ連共産党第23回大会がクレム

リン内の大宮殿で開幕した。

開会第 1日目には，ブレジネフ第一書記とムラピヨワ党中央委監査委員会

議長の報告がおとなわれた。

2日目の会議では，モスクワ市党委のエゴノレイチェフ第一書記と， ウクラ

イナ共和国共産党のシエレス ト第一書記の両名がおこなった演説が注目され

た。

A
Hヨワ
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3日目の会議では，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長の発言のあと，出席

した各国党代表の演説がおこなわれた。

3月中の3日間の会議で提起された重要な問題は次の諸点、であった。

0中央委幹部会を中央委政治局（ポリト ・ビ‘ユーロ｝〉に改称する。

〈注〉 政治局は第191副党大会（1952）までは存在していたが，フ／レシチョフ古ij前相

によって廃止された。それが十数年ぶりに復活されたものである U

0中央委総会のほかに全連邦党会議を復活する。

（注〉 この全連邦党会議はレーニン時代から1941年までは聞かれてし、たが，その後，

立消えになっていたもの。

0党中央委付属ロシア共和国ビューローを廃止する。

（注〉 これも1956年，フルシチ ョフの発案で設置されたもの。

0入党の条件を厳格にし，制裁措置は除名処分のようなきびしいものに

宇る。

0党幹部の任期制限の撤廃。

一一以上ブレジネフ報告一一

0第一書記（ベールヴィ・セクレタリ〉を書記長〈ゲネラリヌイ ・セク

レタリ〉に名称変更する。 一一エゴノレイチェフ演説一一一

0「中ソの話し合いJと「世界党会議の開催Jo－ ブレジネフ演説一一

Oスターリ ン主義の復活反対。一一エゴノレイチェフ演説一一

〈注〉 その後の会議は5月にかかったので，次号に掲載する。

。利潤方式の導入，68年までに完了か

3月19日付イズベスチャはパイパコフ ・ソ連副首相兼ゴスプランi議長の発表を掲載

したが，それによると，今年4月に約200の工場が利潤制度を導入し， 7月には全産

業が新制度への転換を開始， 68年 l)=J 1日までに全部の転換を完了する予定であると

いう。

。市ソビエトの選挙を競争制に

アノレメニア共和国最高会議幹部会議長は， 今月はじめのアノレメニア共産党大会で演

説し，市会（ゴル・ソピエト〉議員の責任確立のため，選挙を複数候補者による“競

争制”にするよう提案した。

（注〉 ソ連の選挙はすべて単一候補者公認制による無競争選挙である。
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φ西独紙，ソ連共産党の秘密書簡暴露一一

西独有力紙デ、ィ ・ウエノレトが「ソ連共産党が国内，国外の兄弟党にあてた秘密書簡J

を公表した。この秘密書簡情報は 2月頃から流れていたが， それがはじめて公開され

たものである。それによると，ソ連共産党は「中国共産党は米ソ両国間の戦争突発を

扇動しようと画策しているJと非難している向である。

。中共中央委， 「ソ連党大会に出席せずjと正式通告

3月23日の北京放送は， 中国共産党中央委員会が3月22日付でソ連共産党中央委員

会に返書を送り， 291:1から開かれる第23凶ソ連共産党大会に中国共産党代表団を送ら

ないと正式に通告した旨発表した。 中共はこの通告と共に出席拒否の理由として次の

点をあげ，激しくソ速を非難したとU、う。

① ソ連共産党は中国を招請する一方では， 計画的に反中国文書を各国に配布，

中国共産党を敵視している。

⑦ ソ速共l韮：党新指i尊部は｛彦正主

を追求しつつある。

③ ベトナム問題では坪和会議という陰謀のもとに米国と協力し， 中国の周囲に

封じこめの輪をつくろうと動いてヤる。

。日ソ間の諸問題

I 日ソ航空商務交渉開始

日ソ航空交渉にもとづく日本航空とアエロフロートの商務協定に関する第l回交渉

が， 14日午後からモスクワで開始された。 日本側代表は朝団日航専務，ソ連側代表は

ダニJレイチェフ民間航空省国際局長であったが， 14日の交渉では， ソ連民間航空省の

ソ連機を乗務員つきでチャーターし，契約はソ連民間航空省，アエロフロー ト， 日本

航空で行なうことに同意した。

結局，日航代表は 3月末一応帰国したが今回の交渉は，①責任の分担，②経費の配

分，③保険の 3点で・原則的な合意をみたのみで，＠チャーター料，＠運賃収入の配分

などでは合意に達しなかった。 とれらの点は，第2回の話し合いで審議する予定であ

るという。

II 日ソ領事条約交渉煮つまる

昨年7月末から交渉がすすんでいた日ソ領事条約は 3月末までに実質上の討議を終

わり， 4月中旬，東京で正式調印にもちこまれる見込。残っている対立点は，①領事
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館の管轄区域外での活動範囲，②領事条約が成ftしたあとの大使館の領事部， あるい

は領事館の位置，権限一一一の2点であるの

III 年内にソ連経済使節団来日か

ネステロフ全ソ商業会議所会頭らfly経済合同委員会のソ連側代表団の一行は， 24

日午前零時半， 三木事務所で、開かれた三木通産相招待昼食会に出席したが， その際ネ

ステロフ会頭は 「今年中に大物をリ ーダーとする経済使節団を日本に派遣したい」旨

表明した。三木通産相はこれを歓迎する旨述べると共に， 「北締太の天然ガス開発問

題では，日本としては帝｜詞石油を窓口とする方針を決めてし、るので， それをお含みあ

りたU、Jと要望し，ソ述側もこれを了承した。

なお， 「今秩来日のソ連使節聞の問長はパイパコフ ・ゴスプラン議長もしくはそれ

に匹敵する人物になるであろうj とネステロフ氏が永野原雄笥寸法央社長に語ったと伝

えられる。

IV 日ソ沿岸貿易合同会議開催

日ソ問の沿岸貿易を拡大するためのはじめての悶際会議が22A午前日時30分から新

潟市のイタリア軒で聞かれた。この会議は①沿岸貿易最の拡大，①輸／・I＼入の均衡化，

③定期航路などによる交流ーーなどについて話し合うもので， ソ連側からはネステロ

フ全ソ商業会i議所会頭はじめ沿岸貿易の専門家24名， 口木仰jからは主催者の日木海れ

岸貿易振興会の北村徳太郎会長，関係省庁代表，日本海沿岸B道府県の担当者など約

100名が出席した。会議は5年後の沿岸貿易総額を 2000万ドノレに拡大することで意見

の一致を見，共同声明を採択した。

V 自動車プラントの輸入打診

日ソ経済合同委員会ソ連代表団のセミチャストノ 7・ソ連外国貿易省第1次官ら 13

人は， 29日，愛知県のトヨタ自動車工業をおとずれ，石田会長，中川社長らと懇談し

たが，その際，自動車生産技術，設備の輸入につU、て， トヨタ側の意向を打診したと

伝えられる。

VI 日ソ文化協力計画調印

日ソ交流協会の徳川義親会長と，ソ日協会会長のネステロフ氏の聞に， 29日， 41年

度の両団体の文化協力計画が調印された。内符は次の通り。

マ両団体はそれぞれ数人の代表を園内視察に招待する。マ日ソ交流協会は10月に

トノレストイ展を開催し， ソ日協会はこれに協力する。マ日ソ交流協会は10～11月に

日ソ親善月間を実施，ソ日協会も同様の行事をおこなれ
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日誌 （3月〉

1 日 ' 「金星3号」金星に到着一一タス通信は昨年11月16日に打ち上げられた「金

星3号」が3月 1日午前9時56分〈日本時間同日午後3時56分〉金星表明に到達

したとイ云えた。

，ィシコフ・ソ連漁業相，5月に来日か一一3月 1日， 日ソ漁業交渉のためモ

スクワ滞在中の藤悶首席代表にイシコフ漁業相が「5月に訪日したU、」との意向

を表明したと伝えられる。

v江商，ソ連綿花6000トン輸入契約。

，ァシノ＝ベールイ・ヤール森林鉄道建設－ Gudok紙は西シベリアのトム

スク市東北方約 100km地点のアシノが，遠からず，大きな工業基地になるであろ

うと伝えているのこれは新5ヵ年計画でアシノを林業コンビナートの中心にすべ

く立案してャるからで，すでに昨年トムスクからの高圧送電線支柱が建設され，

またここから北へ向ってアシノ＝ベールイ ・ヤール問200kmの鉄道建設がはじめ

ら才しているという。

’サハリンのコレンドの石油－ (;udol王によれば，サノサン北端の密林内に

あるコレンド部落は島内最北の最も大きく最も新しい石油産地になっている。ま

だ試掘中であるが大きな石油資源が確認されている。ここの地名はいまのところ

地図にもない。コレンドの石油は島内のどこの石油よりも著しく安価で，%にし

かならないとみられている。

3 日 ’酉シベリア冶金工場の生産順調一一プラウダ紙のノボクズネック通信によれ

ば，西シベリア冶金工場から，シベリアの新しい建設地に向って，計画以上の鋼

材を積載した大型貨車が若干発車したという。小型品製作工作機械“250”号の

労働者たちは2月の計画を数千トン超過遂行し，第 1号高炉の労働者たちも 1カ

月間に4000トン多い銑鉄を生産した。

，ァJL.トゥイン・トブカンスク多種金属コンビナート一一Izvestija紙によれば

ウズベク共和国のタシケント市から列車で1時間の距離にある治金都市アルマノレ

イクには， y連邦最大の銅，鉛，亜鉛のカリマキンスク鉱床の原料を利用したア

ルトゥイン ・トプカンスク多種金属コンビナートができているが，目下，その改

造工事が行なわれているとU、う。

4 日 ，ァトパサJI,..＝リサコフ間高圧送電線一一一カザフ共和国のアトパサル＝リサコ
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フカ間延長400kmの高圧送電線の建設が開始された。この送電線はカザフスタン

北部の草原地区を横断して走り，最初アトパサノレ＝エシーリ聞と，ツエリノグラ

ード＝エシーリ聞を操業にはいらせる予定である。すでに大部分の支柱は建設を

終っているという。

曹ブラーツク＝ウスチ ・イリムスク水力発電所高圧送電線工事進む一一Stroi-

telinaja Gazeta紙によれば，イノレクーツク州のプラーツク＝ストボノレ＝ウスチ ・

イリム水力発電所間延長 260kmの高圧送電線建設は，このほど1313本の支柱の最

後の支柱の工事を終った。組立労働者たちは第23閉党大会の前日に，この新しヤ

送電線に電流を通ずることを決めている由。

5 日 ，フレブトワヤ＝ウスチ・イリム問鉄道建設－ Gudok紙によれば，東シベ

リアのフレブトワヤ駅から西方へ25kmの新しい鉄道線路が建設されている。これ

は水力発電所建設中のワスチ ・イリムに向うものである。建設作業は永久凍土帯，

沼沢地，岩石地帯など無人の地域を通って行なわれる非常に困際な作業である口

Vクズパスの炭坑，計画を超過遂行一一本年冬，西シベリアのケメロボチ｜・｜は零

下40° 以上に｜ごがり，吹雪と嵐が多かった。 そのため作業は非常に困難で，銅搾

機，ブノレドーザー，ダンプカーの故障が続出したりしかし運転手たちは 1月と 2

、月の計画を2万トン上向る石炭を掘出した。また“クズパスウゴ！） ”コンビナー

トの坑夫たちは計岡より30万トン以上多い石炭を期間したの

’気象観測船 “ポエイゴ”号ウラジポストクに帰港一一VodnyyTzansport紙

によれば，このほど70日の航海を終えた気象観測船“ボエイゴ”号がウラジポス

トークへ帰港した。航海長で地理学博士の S.Gaygerov氏は「今度の24回目の航

海の主なる目的は高層気象の研究であって，ラジオ ・ゾンデと観測ロケットを打

上げ，対流圏と成層圏に関する多くのデータを集めた」と語った。

V作家アクショーノフら連行さる一一モスクワの消息、筋が伝えるところによる

と，ソ連の作家ワシリー ・アクショーノフ氏ら数人の人々が，スターリ ンの名誉

回復反対のデモをおこなうベく赤の広場に集ったところを，私服官憲に拘禁され

たが，のちに釈放されたという。

（注〉 アクショーノフはエフトシエンコらと共にソ連の若手作家の代表格。ス

ターリンの名誉回復問題ではさきに原子力科学者を含む25人の知識人がプレ

ジネフ第 1書記に対して個人的反対意見を訴えたと伝えられているの

6 日 Vモスクワ駐在外交団，東シベリア視察一一プラウダのイルクーツク通信によ

れば，モスクワ駐在外交団代表者のグ、ループは，このほど 3日間同地に滞在し，
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その問イノレクーツク水カ発電所，アルミニューム工場，外｜農業試験場を訪れ，パ

イカノレ湖を見学し，ソ連邦科学アカデミー ・シベリア支部の湖沼学研究所と博物

館を視察したのち， 3月5日朝，特別機《lL-18》にてブラーツクに飛び，世界

最大のプラ］ツク水力発電所を視察したあと，モスクワに帰った。

7 目 V クラスノヤルスク市の水不足一一クラスノヤノレスク市の建設は急速な発展を

とげ， 7ヵ年計画の間に約 200万m2 の住宅と学校などの公共設備ができた。し

かしエニセイ河の岸－にありながら新しい団地は水不足に閃っている。市当局の対

策が不十分のためエニセイ河の岸にそって発展している工場も給水設備がなく ，

《ジブ．エレク トロスターリ》 （シベリア電気銅）工場やアルミニューム工場の建

設がおくれている。

8 日 ’沿海地方建設者会議一一StroitelinajaGazeta紙によれば， ワラジポストー

クでこのほど沿海地方建設者会議が行なわれた。まず7ヵ年計画期間，同地方では

200以上の企業が建設あるいは根本的に改造されたことが報告された。新しい5

ヵ作計画ではフノレスタリヌイ錫採鉱コンビナートと沿海採鉱化学コンビナートを

拡張し，ウラジポストークとナホトカ港の受入れ能力を噌大させ，北部ではタン

グステン原鉱資源の開発をはじめること，その他概東最大の沿海国営地区火力発

電所，ウ ラジポストーク電力・熱併給火力発電所，ピキンとパパロブスク阿炭坑，

ソ連最大のアノレチョム家具工場を稼動とさせることを予定している。

vソ連室内弦楽団来目。

9 日 Vチムケン卜・セメント工場の設備改善一ーカザフ共和国の南部にあるチムケ

ント ・セメント工場は，ソ連ではじめて生産塵の集箆加工の工学設備を研究開発

し，原料の粉化と煉固めの工程管理を自動化し，とれによってセメントの生産を

年間20万トン増加させることに成功した由である。

10日 Vポヤルコボ港の求人広告一一VodnyyTransport紙によれば，極東のアムー

ノレ航運局のポヤノレコポ港は， 「独身者に対しては寄宿舎を，家族持ちに対しては

1ヵ年の契約で住宅を提供する」という条件をもって，貨物係 ・機械係， トラク

ター ・プノレドーザ運転手，船のボイラーマン若干名を募集している。

V沿海地方功労者にレーニン勲章一一最商会議幹部会令は 3月9日付をもっ

て，沿海地方の国民経済，科学および文化の発展につくした特別の功績により，

キーロフ地区党委員会第1書記 IT. Agapov以下8名の職員に対し， 社会主

義勤労の英雄の称号，レーニン勲章および 《鎌と樋》金メダノレを授与した。

11日 Vオムスク精油工場の拡張工事－ Stroitclinaja Gazeta紙によれば，オムス
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ク精油工場は化学用石油製品と原料の生産を増大させているの今年さらにJi.つの

大きな総合生産設備を稼動させることになっている。

vアム・ダリヤ河を渡る高圧送電線工事一一 Gudok紙によれば， トルクメン

共和国のチャノレジョヴ市とナボイ国営地区火力発電所を結ぶ高圧送電線は最後の

地区の架線工事を終った。高圧送電線はアム ・ダリヤ河鉄橋の大梁の上に組立て

られたプラケッ トに取り付けられている。間もなくアム ・ダリヤ河の岸まで電力

がとどくことになっており，チャノレジョワ市郊外に大変電所が建設された。

12日 Vナホトカ船舶修理工場の成績一一VodnyyTransport紙によれば，ナホトカ

の船舶修理工場の電気組立作業班は，待日平均ノノレマの130～150%を遂行すると

いう好成績をもって第23同党大会を迎えようとしているo

’極東開発計画に関する提案一一 Gu<lok紙によれば， 沿海地方計間議長 M.

Minevich氏は同地方の開発について語ったが， そのなかで彼は次のように述べ

てャる。 「アムー／レ川下流の木材資源開発のため， ピワニ＝ソフガワニ鉄道のセ

リヒン駅から北方チョ ーノレヌイ・ムイスに同！ってし、る支線（延長122km）をデ ・カ

スト リコラザレフ半島た；：.コ ラエフスクまで延長し，デ・カス トリには将来林業

コンビナートをつくるべきであるO またコムソモりスク＝ドクキ文線（延長 2!i0

km）もチェグドムインまで延ばせば、，コークス化の容易なウノレカツレの布炭をコム

ブモリスクの“アムーノレスタリ” 〈アムーノレ製鋼所〉に運び，ユダヤ自治什！のキ

ムカンスクの鉄鉱石を用いて，極東に冶金基地をつくることができる。コムソモ

リスク＝ドヮキzチェグドムイン鉄道は中止になったバム鉄道建設計計画にあっ

たものである。」

曹ノポシピリスク州農業の計画超過遂行一一ノボシピリスク州の農業労働者

は，第23回党大会を目指す社会主義競争で、高産を増大させ，国家に対する第 1・

四半期の売渡し計闘を期限前に遂行した。 3月10日理在牛乳9万円900トン（計蘭

の109.9%），卵1920万個〈計画の142%）を売渡した。

Vウスチ・カメノゴルスクの大きな鉄橋ー一一favestija紙によれば，カザフ共和

国のウスチ ・カメノゴノレスクではイノレトワイシ河に五つの橋脚をもっ新しい橋が

作られる。工事はすでにはじまっている円この橋には歩道と自動車道が設けられ

るばかりでなく，電車のレールもひかれる。また新しし、橋の下をくぐって船はプ

フタノレマ人造湖に航行することができる。

Vタス通信，インドネシアの動きを批判一一スハノレト陸相がイン ドネシアの実

権を撮ったことに関して，クス通信はスノリレト陸相を“好戦的な反共主義者”と
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きめつけ， PKTに対する禁止措置を非難した。

13日 V プラーツク・アルミニューム工場一一StroitelinajaGazeta紙によれば， プ

ラーツクのアノレミニューム工場は，新5ヵ年計両の第 1年度に始動することにな

っている。すでにふたつの電解工場の建震ができた。そのうちのひとつでは両側

に数十の電解槽．がほとんどできあがり，もうひとつでは，それらの組立が行なわ

れている。j'ilij工場は本年中にアノレミニュームを生産することになろう。

’新しい石油の町アレクサンドロフスコヱ一一ー トムスク州最北部のアレクサン

ドロブスコエ村は新しU、前i旧の町になり つつあり，そこへはトムスクやチュメー

ニなど各地から作業隊や機械が連日到着しつつある。

' ハバロフスク地方先進的労働者を表賞一一一ソ連邦最高会議幹部会は 3月12日

付の指令をも ってノ、パロフスク地方の工業と農業の先進的労働者5f，にたいし，

社会主義勤労英雄の称号とレーニン勲章および 《鎌と随》金メダノレを授与した。

14日 ’ノポシピルスク付近の油田一一・ノポシピリスク地質周の調査班はかねて西シ

ベリア低地肢南端付近でU、わゆるメジョフスコ・ベセロプスカヤ平地とよばれる

地域で宿泊調杏ーに判ー「ていたが，このほどボーリング中 1昼夜 2oom:lの原油を

噴出する.JI：戸を椀りミlてたのそのJJt（油は尚品質で，特フラクションを多量に含ん

でいる。この新しい石油ガス資源はシベリア鉄道の近くに存在しており，かつれ

沢が少なく気候がゆるやかであるという点などで他に比べて有・利であるとみられ

てν、る。

’コムニスト誌，西欧かぶれを非難一一 「文学新聞」編集長アレクサンドル ・

チャコフスキーはソ連共産党機関誌、コムニスト 3月号に寄稿し，出版物，映画，

作家などの中に西欧かぶれのものがあると批判した由。

Vネステロフ団長ら一行18人，首相と通産相に挨拶一一第1四日ソ経済合同会

議に出席のため，来日したネフテロフ ・全ソ商業会議所会頭らの一行］8人は， 14

日午前，佐藤首相と三木通産相をそれぞれ訪問して挨拶をのべた。

15日 V サハリンのガスーーサハリンのュジノ・サハリンスクからの通信によるとシ

ブタンナヤ〈北サハリン〉広場において試掘したばかりの井戸からガスが噴/JIし

たn l果夜のガス噴出哉は約200万 maで島内最大のガス井戸とみられている。

vアシノ市の発展一一四シベリアのトムスクの東北方にあるアシノ市ではチワ

ノレイム河の；岸に木材工場，枕木工場，木材加工コンビナートなどができている。

新 5ヵ年計阿では更らに最大のアシノ林業集団ができる予定である。

曹ソ連，東独の国連加盟申請で覚書一一ピノグラードフ駐日ソ連大使は、 15日
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午後，外務省に下回外務事務次官をおとずれ， 「ドイツ民主共和国〈東独〉の国

連加盟申請を日本も支持してもらいたい」との党書を手渡した。これに対し下rn

次官は「日本政府はドイツ連邦共和国（西独）を合法政府とみとめているので，

遺憾ながら東独の国連加盟は支持できないJと回答した。

v伊藤忠商事グループ，ソ連代表団をレセプションに招待。

16日 Vブラーツク林業集団の発展計画一一新5ヵ年計画ではブラーツク林業集団の

第 1期工事を完了し，第2期建設を展開させることになっている。企業は今年の

はじめから作業を開始し，国家委員会では年間12万5000トンのセノレローズを生産

する設備を稼動させる契約に決裁をあたえた。

vソ連の宇宙犬2匹，3週間ぶりに生還。

v三井グループ，ソ連代表と懇談－ 16日，午前，東京・三田の三井クラブで，

．三井クツレーフ。の首脳部は，ネステロフ会頭はじめ約30人のソ連側代表団と会談し

たが，その際，ソ連組ljから， 「ウドカン銅鉱山の開発は新5ヵ年計画には含まれ

ず，調賓のみを実施する方針であるj との表明がおとなわれたという。とれによ

って，ウドカン銅山は探査もまだ十分におこなわれていないという実情が判明し

た。

17日 Vサハリン石油企業合同に勤労赤旗勲章一一ソ連邦最高会議幹部会は3月1G日

付の指令をもって《サハリンネフチ》 （サハリン才7油〉生産企業合同に対し，原

油採取に関する 7ヵ年計両課題を期限前に遂行した事と，高い技術 ・経済指標を

達成したという理由により，勤労赤旗勲章を授与した。

’ 「日本海沿岸貿易振興連合会」設立総会一一北村徳太郎氏を会長とする連合

会は17日，午後6時から東京・丸の内の東京銀行クラブで発会式をひらき，正式

に発足した。

’住友グループ及び三菱グループそれぞれソ連代表団をレセプションに招待。

’ゾーリン駐仏ソ連大使， 「仏ソ同盟の用意ありJと語る一一ゾー リン大使は

フランス外交記者協会で「ブ連はフランスとし、つでも同盟条約ないしは不可侵条

約を締結する用意がある」と述べた。

vソ連，モンゴJJ..にミサイ ）l,.供与一一ソ連がモンゴノレ人民共和国に領土を守る

ための近代的ロケットを供与した事が， 17日のラグワス・モンゴノレ国防相の演説

によって明らかにされた。

18日 ’チュメーニ油田の現状－ Guclok.紙によれば，チュメ ーニ州の原油労働者

たちは今年のはじめから国家に対し，与えられた課題よりも 1万5000トン多く原
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油を供出した。原油は現在シャイムからパイプラインによって州のセンターに送

られてきている。間もなくチュメーニからオムスクとノボシピノレスクへ，タンカ

ーの船団が出発するだろう。西スウ／レグ、ウト，ウスチ ・パノレイクおよびメギオン

の各油田では諸設備が建設され，桟橋も作られることになっているo

Vブラゴベシチェンスク市の建設状況一一hvestija紙によれば，極東のブラゴ

ベシテエンスクiliではアムーノレ出の岸に泊jさ6mのコンクリー トの挺｜妨を建設1-1』

である。その第 L区間］はすでに山米上ったυ アムーノレfriJの岸には 8階建の＊テ

ノレ，ソビ‘エトの家， fiiI川学校の建物ができつつある。

19日 V ナザロボ国営地区火力発電所の増設工事一一束シベリアのクラスノヤノレスク

とナザロボからの通信・によれば，クラスノヤ／レスク地方最大のナザロボ国営地区

火力発電所は現在90万 kwの出力をもっている。新しい5ヵ年計画ではここに全

凶にさきがけて，出力50万 kwのブロックを組立てることになっているo そのユ

ニットはどんな鉄道無義貨車にも乗らないほど巨大なものである。ナザロポ国営

地区火力発電所の建設部長は 「巨大なブロックのターボ発電機の基礎工事は，第

23回党大会前にはじまるJと諮った。

V岩井産業ゲループ，ソ連代表団をレセプションに招待。

V米ソ新文化協定調印一一米ソ両国間の新しい文化協定が，ワシントンの国務

省でドブ、／レイニン ・ソ連大使とレディ欧州担当国務次官補の問で調印された。

20日 ’ブラゴベシチェンスク付近の新しい鉱物資源一一 Gudok紙によれば，アム

一／レ州、！と／、パロフスク地方の境界付近で，この程発見された大きな資源のひとつ

にウドスコ ・セレムジンスク鉄鉱山がある。その埋蔵量は数十億 トンとみられて

いる。そこにはマンガン鉱の豊富な資源、も発見された。またアムーノレ・ゼーヤ低

地には露天掘のできる備炭資源も発見されているυ

21日 V トルクメンの石油労働者にレーニン勲章一一トルクメ ン共和国のネピト ・ダ

グからの電話によると，《トノレク メンネブチ》 （トノレクメ ン石油〉合同にレーニン

勲章が授与された。計画t課題よりも8000トン多くの以油が採取された。これは党

大会を闘指して約束した量の 2倍に当っている。

Vアデナウア一氏，ソ連を論ず一一3月21日午後，ボンでひらかれたキリスト

教民主同盟（CDU）第14回大会において，アデナウアー氏は党首の地位を去り，

エアハノレ ト首相が後任に内定した。この日，アデナクアー氏は演説をおこなった

が，その中で 「ソ連がパキスタンとインドを仲裁したのは驚くべきことで，平和

愛好国の仲間入りしようとしてν、る証拠といえよう jと述べ，会場の聴衆を驚か
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せたと伝えらたる。

VベJI.,ブーヒン，政界復帰か一一21日付の政府機関紙イズベスチャは， ミハイ

ノレ・ベノレプーヒン元中央委幹部会員がゴスプランの一員として復活することを報

じたυ

（注） ベルプーヒンは1957年ニモロトフ元外相 らとともに迫政された反党グルー

プ（）JI人である。

22日 ’極東鉄道従業員の社会主義競争一一司 Guclok紙によれば，極東鉄道モゴチャ

線区のディーゼ／レ機関車の機関土たちは第23恒l党大会を目指す社会主義競争で列

車の正雄な運転と燃料の節約を保証する約束を行っている。ウノレウシャ駅の列車

編成係りはノ ノレマより 351トン上問る列車編成を行すた。ウノレウシャ＝アマザノレ

区間の指令係は重並列車の運行で各運行毎に 126kgのディゼノレ燃料を節約した。

V ベトロパブロフスクの党集会一一VodnyyTransport紙によれば，カムチャ

ッカのペトロパブロフスクにおいてこのほど，極東海運用カムチャッカ支局の第

23回党大会指令案を審議する党集会に約3000人の党員と非党員の職員が参加し

た。彼らは多くの制値ある提案を行なった。

V ヌゥレク水力発電所の突貫工事一一ーグジク共和国のヌワレク水力発電所雄政

現場では作業班は第23回党大会を目指す社会主義競争の工事を行なっている。建

設グノレープは明日ワフシ川急流の 1部を地下トンネノレを通して新しい水路に流す

ことになっているo

Vポリショイ ・サーカス団来日。

VアJI.,パ＝ア，ソ連党大会への出席拒否。

Vニュージーランド共産常，ソ連党大会への出席拒否υ

23日 vフルスタリヌイ採鉱冨化コンビナートの拡張計画一一新しい5ヵ年計画で沿

海地方のフノレスタリヌイ採鉱冨化コンビナー トの拡張工事を完了することになっ

ている。5ヵ年でコンビナー トの能力はYJ以上増大するυ すでに1966年末までに

シリンスキー， 21r1をにはベノレフニーの鉱山が換業に入ることになっている。

vソ連国連代表部，中共の欠席を論評ーーーソ連の凶連代表部情報官アノレドーシ

ン氏は23日凶連本部で記行会見をおこない， 「中共のソ連党大会ボイコツトは世

界平和のため悲しむべきことであるj と述べた。

24日 ，ャクートのダイヤモンド資源へ送電 一一ヤクーツクからの？脳によれば，高

圧送電線建設グノレープはソ連最北の送電線チュノレヌイシェフスキー＝ワダチナヤ

問（500km）の工事を進めている。まもなくビリュイ水力発電所のの電力は，新
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しい 5ヵ年計画で開発をはじめる豊富なダイヤモンド鉱床まで通じるであろう。

25日 ，ヮフシ窒素肥料工場の建設一一タジク共和国のワフシ窒素肥料工場は新しい

5ヵ年計画中に操業開始を予定されている。現在， 土なる建設作業は完了し，ま

もなく大工，石工，ベトン工らに代って組立工が現場に到着することになってい

るυ

v日共， ソ連党大会欠席を通告。

26日 ’チュメーニ航運局の輸送力増大宇一一VodnyyTranspυrl紙によれば，チュメ

ーニの河川航運．局の従業員たちはチュメーニナト｜σ〉油出開発にともなャ，本年だけ

でも貨物輸送車；はも（）万トン増大する。彼らはウスチ ・ノ〈ノレイク ＝オムスク問石油

パイプライン建設用のパイプを運んでャる。テュメ ーニ造船工場は近年中に石油

輸送のため，さらに90隻の伝馬船を造ることになっている。

V英ソ軍縮会談終る一一チヤノレフォント英軍縮担当相と，グロムイコ ・ソ連外

相の2日間にわたる軍縮会談は， 26日，モスクワで終了した。

27日 V クズネック冶金工場の社会主義競争一一酉シベリアケメロポ州クズネック冶

金コンビナートの高炉工場に，同時に優勝赤旗二つが授与された。それは第23回

党大会を目指す社会主義競争で， 2月に5000トン以上， 3月の22日間に約6000ト

ンを計画課題以上に生産したからである。

Vチュメーニニスゥ JI.,ゲート鉄道の建設の状況一一－ Gudok紙によばれ，チユ

メーニ＝スウノレグート鉄道の建設作業は 200km余りにわたってくりひろげられて

かる。六つの機械化作業隊の労働者グループは至るところで土工作業をすすめて

おり，住宅，商店，食堂，幼稚間が建設され，生産基地ができている。

V中共，ソ連の河北地震援助を拒絶一一中国紅十字軍は，ソ連赤十字からの河

北省地震に対する見舞電に感謝しながらも，援助は受諾しない旨断ったと伝えら

れる。

vイタリア共産党，スターリンの再評価に反対一 ・・'27IJ i、J-のイタリア共産党機

関紙ウニタは「第23回ソ連共産党大会において，スターリンのの政治的再評価が

おこなわれ，その結果，第201旦｜党大会の結論が後退するようなことがあれば，イ

タリア共産党はこれを受入れられないことを明織にしておく Jと公表した。

28日 ，レニノゴルスク亜鉛工場一一カザブスタ ンのウスチ ・カノノゴノレスクの近く

のレエノゴノレスク亜鉛工場は操業にはし、り，本日その電解工場で最初Jのilli鉛が生

産された。

29日 Vフレブトワヤ＝ウスチ・イリム鉄道建設－ Gudok紙によれば，東シベリ
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アのフレブトワヤ＝ウスチ ・イリム鉄道建設現場は活気を呈している。毎・l:l数千

の労働者が森林を伐り拓いてν、る。イグリムには団地ができ，第266建設組立列

車の労働者たちは天幕からそこへ移り住んだ。

’カザフタン ・マゲニト力の強力なスラブ・ローJI,.- Isvestija紙によれば，

《カザフスタン ・マグニ トカ》は第23[!;!1党大会直前に強力なスラブロ ーノレ《1150》

の稼動を開始し， 12トンのスラプ120倒を作ったυ これは鋼材肘としてチェレヤ

ビンスクL場に送られる。

30日 ，極東海運局トン・哩の計画遂行一一VoduyyTransport紙によれば，極東海

運局の船員たちは，第23回党大会を目指す義務課題を成功裡に遂行し， 3月25日

予定より早くトン ・1盟の凶半期計画を遂行したと報告，課題を上まわる5140万ト

ン・l盟を遂行した。なお節 i・凶やより］の終りまでにこの数字を 3倍にすると約束

し？ている。

31日 vクズネック・トンネル貫通一－ Gudok紙によれば，山．シベリアのノポクズ

ネック近くで“トンネノレ建設” 第98移動作業｜鍬の労働者グ、／レープは，計画より 1

週間早く 3}J þÿÿ�ÿ�fJアルトウイシタ＝ポドパス鉄ー道のクズネック ・トンネ／レを貫通

させた。

v極東漁業のミンタイ豊漁一一《ダリノレイプイ》 （極東漁業〉放送は，第23凶

党大会への贈り物として，昨日三つのトローノレ漁業を行ない， 90トンのミンタイ

を水揚げした。これは年度計闘に相当する量である。なお間もなく大型冷凍トロ

ール船《サマノレガ》号， 《ナホトカ》号，《タジクスタン》号， 《イテリメン》号，

《ヒンガン》号が漁場に向って出港・する，と報道した。

-( 58）ー -254-



シペりア開昂（3月〉

資料

I ソビエト・モンゴJl,共同声明

(1966年1月18日付ウネン紙〉

ソ連邦の党政府代表団は 1956年 1月12日よ！） 17日までモンゴル人民共和国を訪問し

会談したが，参加した者は次のとりであった。

ソ辿

フ，党中央安．沓記アンドロポフ，グロムイコ外相，国防相マリノアスキー元削I，党

中央委候補ポレキン，党q:1央委調査委員カノレマクチ｜悦i第一書記ゴロドピコフ，カザ

フ党q:1火委候補カザフ共和国文化相ガリムジヤノパ，党中央委員モンゴJレ駐在大使

ソロピエフ

モンゴ／レ代表団：党第ー書記・首相ツエデンパノレ，党中央委政治局員第一副首相

ロプサン，政治局員・党中央委書記モロムジャムツ，政治局員・副首相ジャグノξラ

ノレ，政治局員・副首相マイダノレ， 党中央委員・副首相・国家計函委員長ラグチャ

ー，党中央委員・副首相ゴンポジャブ，外相ドガルスルン，党中央委員・モンl.::11レ

人民軍軍務相上級大将ラノ、ク＋ワスノレン，党中央委員・駐ソ大使ロプサンチュJレトム

この外に会談に同席した者は次のとおPである。

Y連側：党中央委第｝書記補佐（秘書〉アレキサンドロフ，外務省局長ソダリコ

プ，同クレストフ，対外経済協力国家委員会話I！主任パシーユン，党中央委事務長カ

テジエン

モンゴノレ側：党中央委員・中央萎局長シャグダノレスルン，党中央制査委員・第一

副外相：；；ノルパラム国家計回目j委・員長サノレダン，外務省局長エノレトムピレタ

間代表回目lの会談を通じて①両国における共産主義・社会主義の建設，②ソ辿・モ

ンゴJレ関係の発肢，③国際悩勢，＠世界共産主義労働者運動の内部情勢などの主要問

題に関して，意見の交換がおこなわれ，すべての点において双方は完全な意見の一致

をみた。

すなわち， 「マルクス・レーユン主義，社会主義インターナショナノレの原則たる平

等，内政不干渉，兄弟的相互援助2 多面的協力にもとづくソピエト・モンゴノレ問の友

好関係は成功裡に発展し統けてν、る。また世界共産主義運動の現段階，現情勢につい

ても完全な意見の一致を見，世界共産主義運動上に生じた困難の克服， 社会主義友好

F
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諸国の団結強化， 1957年度モスクワ宣言， 1960年度モスクワ声明に打ち出された目的

実現のため，両者はなお一層努力する」という決意を表明しあった。

II モンゴル人民共和国，およびソピエト社会主

義共和国連邦問の友好，協力，相互援助条約

þÿ�(�1�9�6�6^t1月18日付タネン紙〉

モンゴJレ人民共和国人民大会議幹部会およびソピエト社会主義共和国述邦最高会議

幹部会は， 1946年2月27日， モンゴル人民共和国およびソピエト社会主義共和国連邦

．聞に締結された友好相互援助条約， ならびに，モンゴル人民共和国政府およびソビエ

ト社会主義共和国連邦政府間で締結された経済，文化，教育，協力協定に明記された

諸目的と原則に対し，モンゴノレ e Y1車両国人民が忠実であることをあらためて確認す

る。

モンゴル人民共和国およびソピエト社会主義共和国連邦両国間の，伝統的な破れる

ことのない友好ふ全面的協力，兄弟的相互援助を，社会主義インターナショナルの原

則にもとづき．さらに強化すベく，両国人民は心からなる希望を表明するものである。

このような両国関係の発展は， モンゴ／レ・ソ辿－両国人民の死活の利益と，社会主義

共同体の利益に合致するものと確信し， アジアおよび全世界の諸国民の平和と安全の

擁秘と強化に，全面的に貢献する決意であることをここに表明するものであるo

すなわち両国間の不朽の友好と兄弟的協力関係を碗固たるものに発股せしめる上

に，歴史的な役割を果・した1946年2月27日締結の友好相互援助条約および経済，文化，

教育，協力協定の有効期限り完了が近づいたため， モンゴJレ・ソピエト両国間の政治

的，経済的，文化的関係の発展によって得られた豊富な経験にてらし， アジアおよび

全世界に生じた変革をも帯感に入れて， 同条約ならびに協定を更新する必要がみとめ

られ，本条約の締結が決定せられた。

金権代表として，モンゴノレ人民共和国人民大会議幹部会は， ユムジャーギィン・ツ

エデンパJレを，ソピエト社会主義共和国連邦最高会議幹部会は， レオニード・イリー

チ・プレジネフをそれぞれ任命した白これら企織代表は定められた形式と手続きに従

って作製された全権証書を交換し，以下の条項に同意した。

〔第一条〕 双方はモンゴIレ人民共和国，およびソピエト社会主義共和国連邦両国人

民の破れることのない伝統的友好と，両国間の全而的協力，兄弟的相互援助を，

社会主義インターナショナJレの原則に基づいて，一層強化発股せしめる。

【第二条〕 双方は双務的基礎に立ち，また．経済相互援助会議〈コメコン〉を含む
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社会主義諸国の多角的な協力の枠内において，友好的な相互援助，互恵の原則に

もとづき，両国間の経済，科学，技術協力を今後さらに深め，発展させる。

〔第三条］ 双方は教芳，保健，科学，文学，芸術，出版，報道，ラジオ，テレビ，

ならびに体育，スポーツの分野における協力を今後さらに拡大し，阿国の文化的

関係を硝l司として猪股せしめる。

（第四条〕 本条約にもとづき，本条約の遂行を目的として， μlij国政府および関係官

fr・機関の聞で，別仰に条約と協定を締結する。

〔第五条〕 双方は位会主義共同体の！妨ftj.jjJを断乎強イもする使命にそって，阿国の防

術能力確保のため相互依i坊を行なう。双方は阿国の権益，および平和と国際協力

に関する重要なすべての問題について協議し，かつ善意のよき伝統精神と国際

迷合忠章の精神に則って行動し，阿国の安全，独立，領土を全うする目的で，軍

事的措置を含むすべての必要な措置を共同でとる。

〔第六条〕 双方は国際平和と諸国民の安全擁護とその強化，全面的完全獄縮の達成，

植民地主義のナべてのあらわれと形態を一掃するために全力をつくナ。双方はこ

れらの銭高なる目的実現をめざす，あらゆる国際的措憶に，心から，協力的精神

で参加する用意があることを搬認する。

〔第七条〕 双方はアジア諸国間の友好関係と協力を支持じ強化する政策を一貫して

とり，かっ地球上のこの地域における帝国主義侵略の脅威を防止し除去するため

共同してたたかう白

〔第λ条〕 本条約は，現行の2国閉または多国間条約および協定で，阿国がそれぞ

れ負っている義務には抵触しない。

〔第九条〕本条約は批准されたのち，すみやかにモスクワにおいて批准替が交換さ

れ，その日から効力を発生する。

〔第十条〕 本条約は20年の期限で締結され， かっ締約国双方のいずれかー方が，当

談期間終了の 12ヵ月刊lまでに本条約路誕の意向を有することを通告しないなら

ば，その皮釦；に自動的に10年間延長される。

本条約は1966年 l凡15日ウランパートル市で，それぞ札モンゴfレ・ロシア両国語

で2部作成され，阿部は同等の効力を有する。

モンゴル人民共和国人民大会議幹部会会栴委任

ユー・ツエデンパル

ソグィエト社会主義共和国述邦最高会議幹部会全権委任

エリ・イ・プレジネフ
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ウランパートル市 1966年1月15日

〈注〉 ソ連とモ γゴル間の友好相互援防条約は，はじめ， 1936年3月12日，日本

を仮想敵国として10年間の有効期限で締結されたものであったが， 46年2月27

日にあらためて有効期限10年，自動延長10年の条約として再締結された。しか

し，今度の条約は明らかに中共を仮姐敵国として締結されたものであるo

班 カザフスタン共和国開発計画（新5均年計画指令草案〉

カザフスタン共和国における新5ヵ年計画は次のように実施されよう。

非鉄金属，鉄，石炭，石油，化学工業，軽工業，食品工業を急速に拡大させ， その

目標を次のように予定する。

工業総生産 約 1.7倍

司主 カ 約 2.0倍

精 銅 約 1.9f音

鉛 約 1.4倍

亜 鉛 約 1.9倍

石 炭 6,800～6,900万トン

内露天掘 3,200万トン

石 油 1,500万トン

鉄鉱石 400～450万メン

f:!J. 鋼 350～460万トン

鉱物肥料 200～220万トン

セメント 600～630万トン

食 肉 50万5000トン

織 物 1-0留3000方向ぜH患.4300万m2

皮 靴 2500～2600万足

メ日ヤス製品 9500万～l億100万着

次に，ジェズカスガン採鉱治金コンビナー卜とレニノゴノレスク亜鉛工場の建設を完

成し，ティシノ鉛・亜鉱鉛山とサヤク銅鉱山， ニコラエフカ採鉱富他工場とオJレロブ

カ採鉱富化工場の第一期計画， およびパプロダーJレ・アルミナ工場の第二期計画の操

業を開始し，東カザフスタン銅融解・電解工場の建設に若手する。

また，カラガンダ冶金工場の基本的建設を終り， エルマーク特殊鋼工場，リサコフ

採鉱富fじコンピナー・トの第一期計画を稼働させる。 ソコロポ・サIレパイ採鉱富化コン
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ピナートの能力を年産3000万トン（鉄鉱石〉まで憎大させる。 カチヤルイ採鉱富化コ

ンピナートの建設に着手する。

エキバストゥズ炭田の石炭採掘能力を拡大させ， この石炭を手lj用して中央部と北部

の両カザフスタンに必要な電力を確保し， また欧露とウラJレヘ送電するための発電所

〈複数）を建設する。

エノレマークとジャムプウノレの国営地区火力苑電所の第一期計画， ならびにカプチャ

ガイ水力発電所の第一期計画のユニットを稼動させせる。

マングィシラク半島における石油・ガス採掘企業の新規建設を促進し， グゥリエフ

精油工場を拡張する。

ノミブロダーlレとチムケントの精油工場の建設，および， 第｝期計画の操業を開始さ

せる。カラタウの燐鉱資源を使用して化学企業の大集団を創設する。パプログール化

学コンピナートを稼!WJさせる。クスタナイ人造繊維工場の建設を完成し， ゴムーコン

ビナートの建設を開始する。 ジ、ェトゥイガーラ・アスペコヘト・コンピナートの建設を

完成する。

農産物加工と消費物資生産企業を速かに発展させる。アルマ・アグ木綿コンビナー

ト，ジャムプウノレ製本・製靴コンピナート， クスタナイ・スフ繊維服地コンピナート

等の建設を完成する。純物工場7，メリヤス工場5，製靴工場2，食肉ロンピナート

9，カン諮工場3を建設する。悦毛羅紗コンビナート，および，その他一連の軽工業

と食品工業企業の建設をはじめる。

1970年には粒穀2100-2200万トンの生産を確保する。干ばつと土磁の風角的サ策を講

ずるo ジャガイモと野菜の生産を増加させる。 38方ヘクターJレの灘概地の剰村宇をはじ

める。南部カザフスダンにおける綿花，ピート，タパコ，呆物およびプドーの生産を

増加させるロ肉用家畜を増産し，羊肉，羊毛，カラクリく上質の巻毛羊皮〉と羊毛皮

の生産を増大させる（） 3800方ヘクターfレの牧場に給水し，約3200方ヘクタールに及ぶ

既設の牧場用水施設を改造する。

イルトゥイシ＝カラガンダ運河を完成させ，北部カザフスタンの大がかりな水道建

設を続行する。

IV 第23回ソ連共産党大会におけるブレジネフ第ー書記報告要旨

(1966年 3月29日〕

1 .第22回大会と23回大会の問の期間は，わが国内においても国際生活においても，

重要な大事件にみたされていた。わが党は人民をひたすら共産主義建設の道にそって
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導いた。党の金活－動は党綱領の実現に向けられた。すなわち共産主義の物質的，技術

的基礎の創造，国民の福祉の一層の向上，社会的諸関係の改替，高い共産主義的意識

による国民の教育の事業にであるo 党はわが国民の労働に平和的条件を確保するのに

全力を尽し，全世界の平和維持のために積極的に戦ってきた。前大会からの期間は党

の隊例の一層の強化， ソピエト社会における党の政治的，組織者的役割の一層の向上

の時期であった白常内には党生活のレーユン的原則が碓岡として確立された。

1.この時期にソ連と世界社会主義体制の国際的影響力は着々と高まり，一方，資

本主義の全般的112識は一層深化し，資木主義国間の矛盾はますます大きなものとなっ

た。帝国主義がどのような方法や手段に頼ろうとも，それは歴史的発展の道を抑止め

ることはできない。現代の革命勢力は引続き攻勢をとっている。

1.党中央委員会は党と国家の外交路線を作るに当って，国際情勢の複雑さを余す

ことなく考慮に入れイソ述人民の切実な利益を指針として，世界社会主義体制の諸国

の共産主義，社会主義建設に平和な条件を陣保し，新しい世界大l般の発生を許さない

ことを目ざした。 レーニンの党の生活と闘争の法則となるものは，共産主義の事業へ

の忠誠，プロレタリア国際主義，社会主義的迷帯である。

1 .わが党と社会主義国の友党との関係はマ／レタス・レーニン主義，社会主義的国

際主義，平等， 内政不干渉，相互噂敬の原則にtitづく相互支持の基－礎に立って発展し

ており，以前にまして緊密な関係となった。党は今後も兄弟の社会主純国との政治的，

経済的，軍事的協力を強化するために，できる限りのことをしてゆく。

1‘1961年から65年までに社会主義世界体制の工業生産は43%増加したが，資本主

義諸国においては34%増であったo 経済的成長における社会主義的生産方式の優位を

発展させることによって，社会主義諸国はその最も主要な， 3誌に革命的な仕事のひと

つを果している。

1 .資本主義世界に問有の矛mを克服しようとして， プノレジ、ヨア階級は経済の国家

的規制の導入，科学技術の進歩， ill'.!fi：生産の地加にとくに大きな期待をかけいる。 し

かし，これは資本主義の根源的な欠陥を治療することにはならなかったし， またなる

ことができない。現在のプルジョワ世界の最も奇型的な現象は，経済の軍Jl下化である。

北大西洋条約機構（NATO）がつくられて以来，この帝国主義プロックの軍事機構の

創設と改善のために1兆ドル以上が支出されたことを述べれば十分であろう。経済の

軍国主義化は帝国主義列強， まず第一に米国の政策の一般的な侵略主義的路線と切離

しがたく結びついている。歴史の進歩は米帝国主義が人民の自由の凶暴な，略奪的な，

憎むベ抑圧者であるというレーエンの性格規定を， ますます新たなカをもって撒認し
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ている白

l . ＇.／速の共産党員と全国民は，フソレジョア諸国の勤労者に熱烈な述帯を表明する。

ソ連およびその他の社会主義諸国の労働者階級の成果が， 自分の権利，自分の子供た

ちの将来，新しい社会体制をめざして戦う， j司じ階級の兄弟たちにとって支えとなっ

てU、るという自覚は，ソ辿国民を感動させている。

1 .市！大会から今日まで世界の共産党員の数は1400万人瑚大した。国際共産主義運

動は現代のi訟も影響力の大きい政治勢力としてその立場をj周めた。

1 .国際共産主義運動は，このII制切に盛大な困難に遭遇した。われわれの共通の敵

だけが，それから利益を引Hlすような見解の相違がいまだに克服されていないことに，

われわれは深刻な遺憾の怠・を表明する。 これは，どの一つの兄弟党の利益にもなるも

のではなく，世界共産主義運動全体の利益にも反している。 ソ述共産党は，われわれ

の運動の｜味列の団結を促進することが，すべての共産主義者の義務だと考えるo 党中

央委員会は巡励の全隊列の団結が強ければ強いほど， 国際的な反帝国主義戦線は強力

となり， ・I世界革命の過程がより成功裏に発展しうるものと磯信する。

l .外交政策の分担Tではソ述はわが悶の在住；怖そのものからwてくる平和政策を一貫

して取続けている。この政策の創始者はレーニンであり，われわれは国際問題に対す

るレー＝ンの態度を腔持する。

1. 22回大会以後の時期に国際政治においてはこつの対立する方向， つまり平和愛

好的方向と侵略的方向の緊張したi険いが認められたー ソ迎は｛也の社会主義諸国ととも

に国際緊張の緩和，平和強他，社会制度の為る国の平和共存，各国民がその民族的，

社会的進歩の道を自由に歩むことのできるような国際的条件の創設を目標として外交

政策をすすめてきた。

I .しかし一方，この時期はまた帝国主義の侵略的本質を新たなカをもって明らか

にした。帝国主務者は武力干渉も静さず，他悶の内政に露骨に干渉し，その結果国際

緊肢は激化され， 帝国主義とくに米国の侵略的行為によって引起される軍事的危険が

大きくなった。われわれはつねに帝国主義の侵略を受けた諸国人民の側にあり，これ

ら諮問民に政治的，経済的援助，必要とあれば軍事的援助を与え，侵略者の税務な企

闘をあばいてきた。

1 . ＇.／速は他の平和愛好固とともにベトナムに対する米周の侵略の中止， この国か

らのすべての干渉軍の撤退を断闘として要求する。米国軍部が東南アジアの他の国々

にも拡大しようとしているこの侵略の続行は世界平和にとって最も危険な結果をもた

らすおそれをはらんでいる。われわれは侵略者がベトナム人民に対する恥ずべき戦争
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のヱスカレーションを続けるII!i＇には， ソ迎その他の社会主義向の官UJからのベトナムに

対するますます大きな支持に遭遇するであろうことを断固として声明する。ベトナム

人民は，自国の企領域の主人となるであろう。ベトナム氏主共和国が向く泊げた打：会

主義の火を消し去ることは決してだれにもできはしないD

1.ベトナムでの米国の授略， 米帝国主義のその他の侵略的行為と関連してわが悶

と米国の関係はms化したが， この点でJ!i任があるのは米支配者府である。ソl!J:lについ

ていえばわれわれはすべての国と平和に郭す用立をもっているが，決して他悶に対す

る帝国主義的横暴と妥協することはしない。われわれは米同左の悶係を花JNさせる月1

立をもっているととを再三言明してきたが，この点ではいまも阿じ立Jt1をとっているの

しかしこのためには米閃が侵略の政策をやめることが必要・である。

1 .ソ辿は欧州・Iの安全保l昨に切尖な関心をもってし、石。国際緊張を激化するうえで

現在欧州で米間の主要なl司1:nヂ？となっているのは阿ドイツ帝問主義者である。絞らは

原燥を手に入れさえすれば，欧州の地閃を注りかえ，：筋2＇大大 i阪での敗戦の報復をする

かねてのl闘いを尖現できると空想している口 しかし現不正の欧州の力関係は第2次大戦

前とは全く異っている。欧州iの訪問家の同定した悶脱線を変更することはだれにもで

きないだろう。今i=lþÿÿ�:.p: 

7杉成され上うとしてU、る 2国関軍事同盟である。われわれは西ドイツの軍国主義者が

JJR子兵様を手に入れることには決してll'/Lむしないし， またそれに妥協することはしな

い。それでもなおそうし、う事態が起るならば， しかるべき4,w1nがぜられるであろう。

その責任はあげて悶ドイツxi£1Mと彼らをそそのかしたものがれうべきて＇ ;t;)þÿ0‹0 

1 .われわれはf}lllf(t者をf!jrj_1

国際共PI主3安迎；励のi手；；命l立U、まもその；与JJ力をf呆つてし、ると抑iく有＇(fif言しているが， しか

しとの可能性を現実とするためには， このlj住いに広範な人民大衆が参加することが不

可欠である。 ソ辿共産党はわが悶の悶i坊力の強化と他の社会主義国との軍事的問！況の

強化に絶えずなを用いてし、る。われわれは平和の敵の旅f!fdJに対してソビエト人民の向

い幹戒心を保つことを義務と考え， たとえ侵略者が平和を破ろうとする場合でもそれ

が決してわれわれの不立・をつくことがないよう， またそれに対するとりかえしのつか

ぬ報復が遅滞なくかれらを見舞うよう常に全力をつくしている。

l ．ソ連は帝国主義者の侵略政策を暴露するとともに，社会制度の異なる国の平和

共存路線を－－n・して変ることなく遂行してし、るn 資本主義訪問あるいはWi民地で階級

的，氏般的解説闘争の内部（1{Jな；11肢が／lnfi!ITとなってャるところでは平和共存はもちろ

んありえない。
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1 外国領土にある軍事基地を撤廃し， これら侃：｜泊、ら外向軍隊を撤退させること

が必要である。 またソ連は帝国主義者が始めた軍拡競争の制止と完全な停止

野における実際的措置に関する合意の達成をめざして一貫して戦っている。 これらの

措置は全面完全軍縮の方向に進むものである。国際情勢の健全化，諸民間の平和の

強化と平和的協力の発展をめざす闘争の現段階で， ソill!共産党が遂行すべき最も重要

な持！置と考えるものは次の迎りである。

米岡のベトナム侵PJ'ri-を止めさせ，米間およびすべての外国軍隊を南ベトナムから

撤退させ，ベトナム人民がその内政nurmを自分で解決する可能性をベトナム人民に

与えること。

ベトナム問題調離のi，じ礁として北ベトナム政府と市ベトナム民族解放｝険料lが述べ

た立場－を取上げることq

｛山岡の内政への不干渉のmumの厳協な尖行：を研l：保することの

核兵・＊任のゴl!1Jl: I肢にj到する悶i際条約を締結すること。西ドイツの核武装ないしいか

なる形にもせよ凶ドイツが核兵協に近づく llU!越を完全に白紙に返すこと也 l止界のさ

まざまな地域に核非武装地帯をつくるという諸国民の願いを実現させ，核兵器を保

布する悶l土Ri初にそれを使用しti..'v、政治’な義務を負い地下核実験を然ti：する協定を

結ぶこと。核戦争の脅威に対抗するこれらの措置を実現するならば核兵器の完全禁

止とNC!+fIこ＇＂司 『＞て新たな，iiをrmくてJ】ろう円

欧州安1を保障の1/Hf1固についての会談を/JfJ虫hし，欧州のJfP}f-的緊張緩和とmvm削減，

全欧州諸国間の平和的 t.t.立忠の協力に1期して欧州・｜の社会主義訪問その他の悶から／JI

されている挺渠を討議し，このためにしかるべき悶際会議を聞き，また欧州の安全

保附の級幹をなすfHH酒の一つであるドイツ平和利般の解決の辺’の探求を続けるこ

と。この調整に当っては両ドイツ国家を含め欧州に現存する国境線を承認し，第2

次大戦の残存物を完全に一掃することが基礎となる。

1 .ソ辿の悶防力の強化は，わが1'tの不断の関心手］＼：である。 ソ辿の経済，科学技術

の発肢は，ソ述臨海軍を最新型のロケット，核兵探その他の軍事現存材で装耐iすることを

可能にした。ソjfu'.ijIの打峡力と火力は，いかなる侵略者をも峨滅するのに十分である。

われわれは現在の複雑な国際情勢の下て。は， ｝｝として椋戒心をねむらせではならない由

党は岡｜的産業のー府の発民と， ロケット核兵探および他のすべての兵探の改良を必要

と脅える。これは祖国の安全のための要求であるの

1 現：（J：の'i'i1i'ちりの下ではもっとも武要な政治的II日砲を中央委日会よりもより広く代

表された党の会議て予t；議する必要が起っている。 レーエンの存命中にもその後にも

-2G3ー 一（ 67）一



シベりアJ;l・I発（ 3刀）

19;11年まではそのような場合には，全党会議が行なわれたロ党q:1央委．只会は必W5に応

じて全辿1:IS党会J誌を，また共有l{Jヰでは共和悶党会議を招集し得ることを，党規約に：（I}:

込むべきである。

1 .多数の党員からの手紙で党＂1央委幹部会を中央委政治），＂，）と改称するようにとの

舵衆が！日てャる。その動機はレーニン存命Iflもその後も党に政治局があ ＇） たことであ

ろう。政治fみとし、う名称は＂ 1央：妻総会のH¥le7〕!UlHIL 党の活動を指導する党の最高機関

のぞI：協をより完全jこ反映することになろう。

l ．現在中央委にロシア連邦局を在続

1 .各i盤？J全ごとに党のiii'J也！玄委n会， 初級組織のピユーローのメンパーの半数以

上を更新するという規約の要求を再検討することが必要である。そうでないと熟練し

経験ある党活動家の範囲が狭まるおそれがある。

l . 23歳までの青年の新党員への採用は青年共 i?f !11] 盟からに限るべきであり， また

新党rt般的のほ怖は現行・o):-J "I乙でなく [iw以J：の・ttH売をもっ:1・2r iに｜別るべきである内

主た党n1，走者nに栴 F・げナる：IJIJNW¥'置も廃すべきである。党員の名に値しな いものはそ

の除名をmu唱にすべきである”

1. Wl氏ffaj干のj(1jでr:t., 党It共産主義の物質的・技術的 1 J1l 礎をつくるという主要な

経済課題の実現に最大の努力を注いだ。7ヵ年計画の間に社会 :i>f物的総J止1:H尚早（，，

生産財は84％増大した。 わが国では最も発展した資本主義国を人口 1人当りの生産高

で上Ii1 ＼るという党の蛇起したi加凶が若々と併がとされつつある。 ソ連と米国の生産水準

の開きは縮まっている。技術進歩，機械化，オートメ化の発展によって労働生産性は

i品去5:!pl/l] Iこ25%/i'iJJ二した。

1 .・19()41j:,10月， (55｛］三 3)L n J1の党q，央委総会はわが毘｜の経済仏E勢を深く分析し

否定的な現象のJ>i（悶を仰191し，それを克服する道主IY！らかにして特別の立総をも勺た。

経済の行期と；H-nliifr成での欠陥， 1!1l立採t}-t'.I：の過少；1,1叩in. 物1'U1(Jt iWt-1¥1(1当時l]i般の不十

分な利用などが経済成長のテンポに影響した。最近まで行われていた生産管理， ;}l-『！1j

作成の経済的刺激の方式はわが国のより高度に発展した生産力の水準には相応しな

い。 3JL 9 JIの総会では現代の発民に［！[l応した指呼-Ji引がつくられ， 党の経済政策

の原WJ!JtJJ！定された自

l ．新5ヵ年計画では農業の発展が第一議的な意義をもち， 特に重要なのは生産財

と消費の増産テンポを接近させることである。生産の質の向上は最も緊急な課題と

みなされる。

1. m現j九・i!'R物の【1:Ja?f・品it J明大しているが， ここ 5年間におけるその増産テンポは
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そのが！の5年間よりもはるかに｛ほかった。このため7ヵ作；n-阿は伐業而では完遂され

なかった＂ 3月総会以後の諸措置は農業面に積極的な成果をもたらした。1965年には

粒穀を除き大多数の農産物の生産で良好な成績をおさめた。 コルホーズ， Yフホーズ

は1963年に生じた重大な欠陥を克服して乳牛を含む有角獣，豚， 家f!s（かきん〉の珂｛

数のj科大を述－成した円 もっとも）！ま，家1討の頭数はまた62年の水準に達してU、ない。コ

ノレホーズ， ソフホーズ生産の高揚は党の人民の最重要課題である。工業と農業の発展

格差をなくすため， 新5ヵ'ifヲ！・tiliiでは民：業八の資本性下拘’iをがJ2 f；＇.；－にふやすことがマ’

定されている。最重要課題は引続き粒穀生産に増大であり， lヘククーノレ九りの1同時

中をt目めることがj；｝：も前夜となる叶

1 .現代の段i析ではソフホーズ，コルホース”をともに発尽させることが必要であり，

jfi:く新しし、j史浩アノレテリ（協同組合〉泌がjを術｜泌する m・:11司コノレホーズ会i議が招集さ

れろは Jlli/:f;1H, Jl;:f1111qなどにi並行令によるコルホーズ・協同組合機関をつくることも

汚えじれるH これは汀ノレホーズ（！日H誌のー！？？の民主化に役3』正つであろう。

1 ．党と国の生活に重要な段階を画したものに1964年10月に行われた中央委員会

総会（r'l：＝プルシチォフ 1"1{IIが併刊された総会〉があるq この総会i士レ一三：／的な党

生活の規範と指導原則を厳格に発展させ， ぐfろうとする党の｝］：：むを1り・1r）かに示した円

この総会の決定に基づいて党， ソピヱト， 経済諸機関の誤.-Jた己文Nlによる経済，党池

波Hliでの欠陥が改められた円この総会は党の一枚持の［H付と政治的成熟， 九ii；些をさま

たげるものを切敢に除きうる党の能力＆，；｝ち示したの 2:3同党大会に先立って行なわれた

各級党会議では，この10月総会およびその後の中央$総会の決定が一致して支持され，

初級党相織だけでも 230万人の党員， 1・,1・rn夫111iが；N議に参加， 党flの社会的構成では労

働す，コルホーズ泌氏・が大多数を占めている。党内の半数以jニが40tf主以下の年11/ii層で

あるn

1 ．青年共産同盟に2300万人の青年男女が加入している。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

4月の概況

3月末から開幕した第23回党大会は4月8日開幕したが，その経緯を一言

にしていえば，極めて地味で慎重なものであったという事である。フノレシチ

ョフ時代のような芝居がかった大仰さは全く見られず，実務的な大会運営が

自についた。今後もソ連の首脳部は大言壮語を避けて，専ら国家経済の体質

改善と機能化に努力を傾注するものと見られる。

4月21日には 1～3月の第 1・四半期における工業生産の実績が中央統計

局から発表されたが，今年の計画6.7%よりも少し多い 7.9%の成長率を示

している。

日ソ関係では例年の漁業協定が4月14日調印されたが，ソ連は新5ヵ年計

画で漁獲量を飛躍的に増大させようとしており，そのために今後ますます日

本の北洋漁業に対する“しわょせ”と規制が強化されるであろう。この辺で

根本的な対策を考えるべきではなかろうか。

新5ヵ年計画では極東やシベリアに対する投資が各方面で削減されている

らしく，それへの反論があらわれてν、た。ゴスプランとしては不急不要のも

のを切って，重点的に投資をおこなう計画とみられる。

また，興味ある問題としてサイバネティックスの研究に功績のあった3人

の学者にレーニン賞が授与された事があげられよう。昨年度の数理経済学者

3人に対するレーニン賞授与といい，今回の授賞といい，ソ連の指導者の目

指しているものを端的にあらわしているということができょう。

ソ連共産党第23回大会

3月29日からモスクワにおいて開催されていた党大会は4月8日，全日程

を終って閉幕した凸今回の党大会に招待された各国の党のうち，中国，日本，

アノレパニア，ニュージーランドの党を除き，それ以外の党はすべて招待を受

諾して参加した。殊に去就を注目されていた北朝鮮と北ベトナムの党が参加
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した事はソ連党外交の白星であったといえよう。それゆえ今回の党大会は中

国共産党の孤立ぶりを浮彫りにしたような印象を世界に与え，ソ連の党指導

者に一種の自信とゆとりをもたせたもののようである。 3月号にも掲載した

とおり， 3月29,30, 31日の 3日間の会議をすませたのち，大会は 4月に入

った。

大会第4日目の 4月 1日には，マリノフスキー国防相が演説し， 「国防ブ

ノレーベルト」が完成したと述べた。ブノレーベノレトの意味は明確でないが，ソ

連領空防衛のロケット基地網を指すものと推測されている。続いて，作家シ

ョーロホフが演説し，さき頃強制労働の判決をうけたシニャフスキーらの問

題に言及し， 「文学者の恥である」と非難した。その他ケノレデ、ィシ科学アカ

デミー総裁らの発言があって，南ベトナム，ユーゴ，北朝鮮，モンゴノレなど

の党代表が挨拶したが，とくに北朝鮮代表が暗に中共を批判する如き発言を

おこなって注目された。

大会第5日目の4月 2日にはグロムイコ外相が演説し，核兵器と核実験問

題を討議するため適切な国際会議をあらたに開くよう提議した。続いてパブ

ロフ青年共産同盟第一書記らの発言のあと，米国， ｜ごイ 、ソ，アルゼンチン等

の代表が挨拶をおこなった。またこの日の会議はブレジネフ第一書記とムラ

ピヨワ中央監査委員会議長の報告につν、て討議をおこなった。 (4月3日は

日曜日で休会〉

大会第 6日目の 4月 4日にはブレジネフ第一書記が中央委員会活動報告に

関する討議のしめくくり演説をおこなった。この討議には48人が参加した。

また党規約改正草案作成のために 128人からなる委員会がつくられた。また

この日の会場には「／レナー 10号」から送信されてきた「インターナショナ

ノレ」のメロディーの録音が流された。

大会第7日目の 4月5日にはコスイギン首相が『新5ヵ年計画（1966～70

年〉に関する第23回党大会の指令草案』を提出して，その報告をおこなった。

（詳細は末尾の参考資料参照〉コ首相はこの中で，新5ヵ年計画では社会総

生産を40%，国民所得を38～41%, 1人あたりの実質収入を30%ふやす目標

を立てているが，これは充分に科学的な基礎に立った立案であることを強調

した。またこの日の会場で，ブラジノレ，セイロン，スイスなどの党代表が挨
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拶をおこなったが，中でもブラジノレ代表は中共を非難する発言をおこなった。

大会第 8日目の4月6日は前日のコスイギン報告の討議をおこなった。こ

の日，パイパコフ・ゴスプラン議長が発言して次のように述べ注目された。

「①1956～60年の国民所得増加率は年平均8.2%であったが， 1961～1965

年では 6%に低下した。②1970年における国民所得は2650億／レーブソレに達し

よう。一一（以下略〉」

（注〉 1965年の国民所得1900億ループノレ。

またノミイパコフ氏は「近年におけるとのような成長率の低下がなかった

ら，ソ連経済はより大きな成功をかち得たであろう Jと述べ，暗にフノレシチ

ョフ前首相を批判した。

（注〉 近年におけるソ連経済の成長率の鈍化は長年にわたるソ連経済管理方式の

欠陥から生れたもので，フルシチョフひとりの責任にかぶせるのは妥当ではな

いであろう。

大会第9日目の 4月7日は，コスイギン首相の結語演説のあと満場一致で

「新5ヵ年計画」を採択した。これによ って，この計画は正式の党指令とし

て効力を持つことにな った。とのむすびの演説の中でコスイギン首相は新計

画の具体化には，なお数ヵ月かかることを明らかにしたが，これは新5ヵ年

計画にまだ相当な手なおしの必要が生じているためと推測される。この新5

ヵ年計画は完全な形に修正したあと，多分数ヵ月後に招集される最高会議に

提出されることになろう。続いて大会は秘密会に入り，党中央機関の選出を

おこなった。

大会第10日目の 4月8日は最終会議であったが，この日，新しい党幹部の

陣容が発表された。そしてブレジネフ書記長が結びの演説をおこなって10日

間にわたる大会の幕を閉じた。

ところでクレムリンの新しい機構と陣容をみると大略，次のようなものに

なっている。

0幹部会を政治局に改称する。 く相対的に書記局の権限が低下したという

見解もある〉

O第一書記を書記長と改称する。

0党中央委附属ロシア共和国ビュ ーローの廃止。
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V書記長ブレジネフ，エリ．イ．

’政治局員（11名〉

ブレジネフ，エリ．イ．（書記長〉

コスイギン，ア．エヌ．（首相〉

ポドゴノレヌイ，エヌ．グェ．〈最高会議幹部会議長〉

スースロフ，エム．ア．（書記）

ヴオロノフ，ゲ．イ．〈ロシア共和国首相〉

キリレンコ，ア．ベ．〈書記〉

シェレーピン，ア．エヌ．〈書記〉

マズロフ，カ．テ．（第一副首相，工業担当〉

ポリヤンスキー，デ．エス．（第一副首相，農業担当〉

シェレスト，ペ．イエ．（ウクライナ共和国党第一書記〉

ペリシェ，ア．ヤ．（ラトピア共和国党第一書記）〈党統制委員会議長〉

，政治局員候補（ 8名〉

デミチェフ，ペエヌ．（書記）

グリシン，ヴェ．ゲェ．〈ソ連労組中央評議会議長〉

ムジャパワナゼ， ヴェ．ペ．（クツレジア共和国党第一書記〉

ラシドフ，シェ．エノレ．（ウズベク共和国党第一書記〉

ウスチノフ，デ．エ7.（書記〉

シチェノレピツキー，グェ．ヴェ．〈ウクライナ共和国首相〉

クナエフ，デ．ア．〈カザフ共和国党第一書記〉

マシエロフ，ペ．エム．〈白ロシア共和国党第一書記〉

’書記局員（11名〉

ブレジネフ，エリ．イ． 〈兼政治局員〉

スースロフ，エム．ア． ( II ) 

シェレーピン，ア．エヌ．〈 II ) 

キリレンコ，ア．ペ．〈新任〉 （兼政治局員〉

デミチエフ，ペ．ヱヌ．

ウスチノフ，デ．ヱフ．

アンドロポフ，ユ．ゲェ．

ポノマリヨフ，ベ．エヌ．

カピトノフ，イ．ヴェ．
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クラコフ，エフ．デ．

ノレダコフ， ア．ペ．

v中央委員195人（前大会では 175人）

〈注〉 留任139人， 退任36人，新任56人。

’中央委員候補 165人（前大会では 155人〉

シベリア開発（4月〉

〈注〉 留任73人，退任51人， 中央委員への男－格28人，監査委員へ転じた者3人，

新任92人。 （この中には監査委員から転じた者12人が含まれている〉

’中央監査委員79人（前大会では 65人〉

（注〉 留任19人，退任31人，中失委員への昇格3人，中央委員候補へ転じた者12

人，新任60人，監査委議長シーゾフ，ヂ．エフ．。

以上の陣容がこれから次の党大会までの党幹部として働くのであるが，個

人的な移動にふれてみると， ミコヤン，ア．イ．とシュベノレニク，エヌ．エム．

の2人が幹部会員を辞したまま政治局員に任ぜられなかった事は，両名とも

老齢で退いたものとみられている。しかし新任の政治局員ペリシェ，ア．ヤ．

はラトピア共和国第一書記から昇格したのであるが，党歴50年の老ボルシェ

ヴィキであるo ペリシェはシュベノレニクのあとをうけて，党統制委員会を統

括する事になっている。またフノレシチョフ，イリイチョフ，サチュコフ（前

プラウダ編集長〉，アジュベイ（前イズベスチャ編集長〉らが中央委員をとか

れたほかに月刊雑誌「ノーブイ・ミーノレ」 （新世界〉編集長トワノレドフスキ

ーも，余りにリベラノレな傾向から，中央委候補からはずされたと伝えられて

いる。なお，幹部会員を退いたミコヤンとシュベノレニクは依然，中央委員に

は留任している。

さらに注目すべきは今回の政治局員と同候補に各共和国から第一書記を抜

擢して配置し，地域的民族的なバランスを保とうとしていることである。こ

れも現在のクレムリン首脳の慎重さと手がたさのあらわれであろう。

また，政治局員と書記局員の双方を兼ねているのはブレジネフ，スースロ

フ，シェレーピン，キリレンコの 4人だけであり，このメンパーが党を牛耳

る実力者とみなされよう。

また，シェレービン，キリレンコ，ポリャンスキーという40代の若手が，

3人揃って中枢部に地位を占めている点も，北京の幹部の老齢化に比して興

味ある問題であろう。
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全般的にみて，今次大会の特色といい得るものがあったとすれば，ブレジ

ネフ書記長が結びの演説で述べた『現実的でビジネスライクな仕事のスタイ

ノレの創造』という言葉に示されているように，“実務的”（ジェラボイ〉な点

にあったといえよう。これは経済管理、ンステムの能率化というテーマとも結

びつくものであり，ようやくロシア人も近代的なセンスを身につけはじめた

事のしるしであろう。勿論根深い官僚主義と鈍重な非能率さが，そう簡単に

変えられるものではないであろうが，ともかく党大会の運営そのものが，こ

のようにビジネスライクという目標をかかげて実行に移されはじめた事は，

他の何ものにもまして重大な影響を将来に残すであろう。

問題の人物シェレーピンが党内でどのような地位を占めているか注目され

たが，書記局の席次はブレジネフ，スースロフに続いてナンバー・ 3の地位

にあることは確実である。しかし，ナンバー ・2のスースロフは政治的カ量

の薄い人物とみられているので，やはり実質はナンバー・ 2ではないかと推

測されているo 大会の光景をうつしたテレビの画面でも，プレジネフ，コス

イギン，シェレーピンの 3人に焦点を合わせていたと伝えられ，この 3人の

トロイカ制でクレムリンは動いているのではないかという説も有力である。

またこの大会が示した内外政策も今までの路線を一歩も越えない慎重なも

のであった。これはソ連の成長を示していると同時に，経済面での重大な転

換や，クレムリン内部における勢力均衡などが，軽卒な動きを制御している

ものと解してよいであろう。

（注） 注目されていた党国際会議は開かれなかった。しかし，クレムリン幹部と

各国党幹部との間で， 2国間の個別協議はおこなわれた模様である。

（注） 4月23日，ユーゴのチ ト一大統領と，ルーマユアのチャウシェスク党書記

長とストイカ国家評議会議長はブカレストで共同声明に調印したが，その中で

「ユーゴ共産主義者同盟とルーマニア共産党は，あらゆる党はその国の具体的

な条件の中で，独自にその政治路線と活動方式を決定する権利をもっていると

考えるJと述べている。これは共産圏内におけるソ連と中国の指導権を否定し

たものとして注目を集めた。つまり第23回党大会に出席した各国の党の中に

は，中ソいずれにも傾かぬ中立的色彩の党が少なくなかった事を示していると

いえよう。

サイバネティックスの 3学者にレーニン賞
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ソ連の数学者ユーリ・ジュラブリョフ，オレグ ・ノレパノフ，セ／レゲイ・ヤ

ブロンスキーの3氏に 4月25日付でレーニン賞が授けられた。授賞の理由は

サイバネティックスの分野における研究上の功績をみとめられたものであっ

た。

サイバネティックスはいうまでもなく，生物の神経組織の制御機構を研究

解明して，それを電子計算機などの情報処理方式や機械工業のオートメーシ

ョンや化学工業などのプロセス ・オートメーションなどに応用しようとする

極めて新しい科学の分野であるが，この新しい科学分野が戦後，革命的な意

味を帯びて登場してきた事によって，東西両陣営双方といその国家機構の

運営管理面での変革，とくに高度の情報処理機構の発達を促進させられる結

果を招いたのであるo

とくに米国とソ連においては，字市開発， ミサイノレ開発，核兵器体系の管

理，制御という死活の問題をはらんでいるため，この分野においては，巨大

な資金と膨大な人員が投入され，必死の競争がおこなわれてきたのであるが，

その結果，米国においても，ソ連においても，政府のマネイジメントそのも

のに重大な変質をおよぼすことになった。

ソ連共産党の内部でも，保守的な党指導者達や， 2流 3流の党員達の中に

は，旧態依然たるマルクス ・レーニン主義の世界観にしがみついて，おのれ

の権威を保持しようと，はかない“あがき”をみせている者もいるようであ

るが，党の情報中枢を握っている少数のエリート達の中には， ν、ち早く，サ

イパネティックスが国家機構そのものに重大な影響を波及させるであろうこ

とを察知した者もいて，着々とそのための準備をととのえつつあると見られ

る。

過去20年の間，ソ連の遺伝学界，生物学界に君臨して独裁的権力をふる っ

てきた／レイセンコが，昨年2月， 失脚した最も大きな原因も，実は，このサ

イバネティックスの発達にあったと見なしてよいで、あろう。ノレイセンコはメ

ンデ、／レ ・モノレガン学説に反対し，遺伝子の存在をも否定した。彼は突然変異

説や自然淘汰説の根底にある 「偶然性のプロセスJを，弁証法的唯物論に背

くものと見なして否認したのである。そして，環境の影響が遺伝的な素質に

変化を与え，それが子孫に伝わると主張した。しかし，この「後天形質遺伝
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説Jは，イデオロギー的なこじつけが強く ，実験による証明が不備であった

為，世界の学界では相手にされなかった。

だが，ノレイセンコはスタ ーリンの支持を得て，ソ連内のメンデノレ ・モノレガ

ン学派のすぐれた学者を多数，弾圧追放したのである。そのため，最近20年

間に革命的な飛躍をとげた分子生物学や物理生物学の分野で，ソ連の学界は，

世界の水準に比べ，とりかえしのつかぬ程のおくれをと ったといわれている。

しかし，一方では，自動制御システムの急激な発達に刺戟されて，物理学

者や化学者逮が続々と，遺伝子や核酸の高分子構造の解明に乗り出し，それ

が遺伝や記憶という情報の伝達や蓄積のメカニズムと，どのようにかかわり

合っているかという問題にとりくみはじめた事と，とくに党情報部と赤軍，

科学研究活動調整国家委員会などが，高度な情報処理システムの確立と高性

能の人工頭脳の完成を急ぎはじめた事も関連して，サイバネティックスの研

究は，今や，ソ連における最重要分野として脚光を浴びるに到ったのであるo

このような情勢から，旧態依然とした石頭のルイセンコが遺伝学のボス然

として坐っている事に対する風当りが強くなり，遂にノレイセンコ失脚という

事態を生んだのであるo つまり，ノレイセンコはサイパネティックスに追い出

されたといっても過言ではないのである。

このような意味から，今回，サイバネティックスの研究に功績のあった 3

人の学者にレーニン賞がおくられたという事実は，クレムリンの指導者逮が

公式的なイデオロギーを固執して，新しい科学分野における統計的手法と偶

然性のプロセスを無視していては，到底，最新の第2次科学革命についてい

けないと判断したことを示唆するものであろう。

これを裏書きするかのように，最近のソ連共産党の理論指導誌、「コムニス

トJ(1966年 No.2）にソ連の哲学者 I.Frolovの論文が掲載されたが，そ

の中で Frolovは次のように述べているo

「科学は統計学的法則と偶然性の役割に対する理解を必要とするように

なり，今や因果関係の新しいタイプに直面しようとしているo

生活システムを研究する過程において，科学は《客観的偶然のプロセス》

と関係を持っている事が明確にされたj

これと同じような内容の論旨はフノレシチョフ退陣後まもなく「哲学の諸問
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題」誌上で哲学者 Kopninがすでに述べていた事でもあった。

その時， Kopninは『生物学のみならず，その他一般の科e学の分野でも弁

証法的唯物論の《対立の闘争と統一》というプロセスだけでは律しきれない

ものがある』と主張して注目を集めたのであるo ソ連共産党のイデオロギー

担当者達が『サイバネティックスはブノレジョワ観念論の遊戯であり，偽科学

である』と口を極めてこの新しい分野の科学を罵倒し否定していたのは，ほ

んの十年程前のととであった事を想起するとき，ソ連の変化の大きさに今さ

ら驚かざるを得ない。

一昨年8月17日，プラウダ紙上に論文を掲載して「利潤論争J再開の口火

をきったV・トラベズニコフが，自動制御研究所長であり，サイバネティッ

クスに造詣の深い人物である事も忘れてはならない事であろう。今，ソ連内

で実施されようとしつつある大がかりな経済管理方式の転換は，このような

重大なイデオロギー上の変化と密接に関連しているのである。

（注） 一方，党の内部では最近のソ連の青年達が余りにイデオ ロギー を軽視して，

情報やデータにのみ注意をむけすぎるとして，懸念、の意を示す者があると伝え

られている。

第 1・四半期の工業生産発表

中央統計局は新5ヵ年計画の初年度にあたる今年の第 1・四半期（ 1～3

月〉の工業生産実績を発表し， 4月21日付のプラウダ紙に掲載された。その

内容の大要は次のようなものであった。

〈昨年同期対比増加率〉

1）工業生産 7.9% （計画 6.7%)

2) 電力と熱エネノレギー 10% （前年同期 10%)

燃料工業 6% ( ，， 7%) 

鉄と非鉄金属 9% C ，， 7%) 

化学工業 12% C II 14%) 

機械製作と金属加工 11% C ，， 7%) 

林業，木材加工，セルローズ，製紙工業 3% C II 4%) 

建設材料工業 9% C ，， 10%) 

軽工業 7% C I/ 10%) 
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食品工業 6% C前年同期 10%)

日常消費財生産工業 1s% C II 10%) 

〈前年同期比）

3）綿織 物 103% C前年間持]102%)

毛織物 108% ( II 94%) 

縫物製品 101% C II 97%) 

皮 靴 101% C II 100.2%) 

肉 146% C II 115%) 

ソーセージ 107% ( fl 103%) 

海 産物 100.2% ( t』 123%) 

動物性油 106% C II 172%) 

植物性油 101% C II 115%) 

カン詰 88% C II 109%) 

ラジオ，電蓄類 106% ( II 108%) 

テレピ 133% C II 115%) 

冷 蔵庫 143% C II 132%) 

洗 濯機 118% C II 118%) 

家 具類 111% C II 104%) 

4) 合成樹脂，プラスチック， トラクター ・プラウ，建設用煉瓦，モーターパイク

は計画を遂行し得なかった。

5) 労働生産性の伸びは4.6% C計画4.7%）。

6) 第1・四半期に， 30万人以上の労働者を含む一連の企業体が，利潤制度に移行

した。 （以下略〉

第10回目ソ漁業交渉妥結

3月1日来，モスクワで行なわれていた日ソ漁業交渉は12日「サケ・マス

の漁獲量をソ連側5万トン，日本側A区域， B区域それぞれ4万8000トン，

合計9万6000トンとし，許容量としてB区域で，その 1割の4800トンまでを

ふやすことが出来るjなどの合意に達し，同日午後4時半から本会議でこれ

らを採択し，公文を交換した。

そして 4月14日午後6時（日本時間15日午前零時〉からモスクワの外務省

迎賓館で調印式がおこなわれ，その後で共同コミュニケが発表された。出席
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者は日本側代表藤田大日本水産会副会長，ソ連側代表モイセーエフ全ソ海洋

学研究所長代理ら双方の委員，顧問，随員らのほか，中川駐ソ大使，イシコ

フ漁業相などであった。

共同コミュニケの内容は次の通り。

「北太平洋日・ソ漁業委員会は， 1966年 3月 1日から 4月比日までモス

クワで第10回会議を開催し，相互理解と友好の精神のうちに北西太平洋の

公海における漁業に関連する諸問題を審議した。

委員会は審議の結果，次の主要な決定を採択した。

1. 1966年サケ ・マス年間総漁獲量はA区域4万8000トン， B区域4

万8000トンとする。

1. サケ・マス漁業に関するその他の規制措置としては，本年のサケ・

マスの資源状態を考慮し，漁期制限を強化したほかは，おおむね昨年通

りとする。

1. カニ資源の保存のため，カムチャッカ半島西海岸に近接する若干

の区域においては， 1966年において，カニの商業的漁獲を行なわないも

のとするo

1. 双方が樺太・北海道ニシンの資源が衰退状態にあることを認めた

ことに鑑み，その資源の回復のために必要な自然環境要因および措置を

究明するため，科学的調査研究を行なうことを両締約国に対し勧告する。

1. サケ ・マス ・カニおよびニシンについての科学的共同調査計画に

つき合意し， 1966年において，漁業に関する学識経験者の交換を実施す

る必要をみとめ，実施を両締約国に勧告するJ

なお，第11回会議は1667年3月 1日から東京において招集されることに決定

した。

今次の漁業交渉も3 ソ連側の強硬論に押されて，日本側は受け身に立たさ

れた。ソ連側としては，今後もますます日本に対する規制を強化して，ソ連

側の漁獲量を増大させようと圧力をかけてくるであろう。ソ連は新5ヵ年計

凶で， 1970年には総漁獲量を 900万トンまで増大させ，世界一の漁獲高を狙

おうとしている。ソ連側の強硬態度の裏には，このような自国の経済発展政

策の遂行がかけられている事を忘れてはなるまい。
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。シベリアおよび極東開発の投資削減

第23回党大会においておこなわれた演説の中で，極東地域やシベリアにおける建設

の問題点を取りあげて論じたものが若干あった。例えば沿海地方第一書記チェノレヌイ

シェフは要旨次のように述べた。（ 1日付日誌参照）

「沿海地方では船舶修理設備と港湾施設が立おくれている。また年間 100万トン

の石炭を他地域から搬入しているが，これは沿海地方産の石炭より高価で，しかも

劣品質である。ゴスプランは沿海地方の石炭産業の発展に努力してくれない。

また，イマン河とウスリー河の氾濫で年々深刻な被害を蒙っているが，これを解

決して，発電と濯慨に利用すべきである。

沿海地方には干拓して水田稲作の可能な沼沢が 100万ヘクタールもあるのだJ

またロシア共和国ゴスプラン議長ゲラシーモフは4月7日の大会で次のように述べ

た。

「東部諸地域に対する投資額は共和国全体の30%である。しかし，新しい5ヵ年

計画のなかで，ソ連邦ゴスプランは政府の予定した一連の企業の実現を計画してい

ない。例えばサハリンと大陸との聞のガスパイプライン，コムソモリスク ・ナ ・ア

ムーレの窒素肥料工場，ハバロフスクのセノレロ｝ズ・製紙コンビナートの建設など

を計画に入れていなし、し，ライチハとピキンの両炭田の稼動その他一連の建設も予

定に組んでいない。その上，住宅や文化・サービス関係の建設も計画されていない。

ゴスプランはこれらの問題をもう一度再検討して，以前に採択された決定を実行に

移すべきである。そして東部諸地域では全国平均よりも高いテンポで建設をすすめ

るという指令草案を実現させるべきである。J

これらの内容をみると，北樺太のオハ油田からコムソモリスクを結ぶガスパイプラ

インは新5ヵ年計画に入っておらず， またコムソモリスクの肥料工場も予定に組まれ

ていない事が判明しよう。北樺太天然ガス問題でソ連が日本に協力を要望しているの

は，一面では，極東におけるこのような投資削減に結びついているのである。今年の

コムニスト，No.5に掲載されたシベリア科学アカデミー支部の経済学博士B・オノレ

ロフの論文でもこの点が指摘されている（後記の資料参照）。実際のところクレムリン

の指導者達も， ゴスプランの立案者達も，広大な国土と膨大な産業各部門に対して，

どのように資金，資材をわりふるべきか，深刻な苦悩を味わっているのではなかろう

か。

。北樺太天然ガス交渉
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丸紅飯田グ、ノレープは目下モスクワにおいて北樺太の天然ガス問題を交渉中である

が，このほど次のような点が明らかになった。

ソ連の計画によると北樺太のオハから年間，①20｛意maをパイプラインで南樺太の真

岡〈ネベリスク〉まで圧送し，そこから液化して新潟港へ運ぶ，②同じく20億msをノ、

パロフスク地方のコムソモリスク・ナ ・アムーレまで800kmをパイプラインで圧送し，

そこに日産3000トン級の肥料工場をつく って尿素や硫安を製造するーーというもの

で， 日本に対しては2億ドノレ相当の開発資材と技術の提供および6000万ドル相当の消

費物資を求めており， その代金は天然ガスと共にコムソモリスクで生産される肥料を

全量日本で引取るととを要求してきているという。 しかし日本としては尿素，硫安と

もに園内供給過剰の傾向にあり， 市況も弱ふくみであるため，日産3000トンものソ連

製肥料を引取ることは不可能であり，交渉は暗礁に乗り上げた形になっている。

φ3商社の沿岸貿易交渉妥結

丸紅飯田， 日本海貿易，進展実業3社と，全ソ極東貿易事務所〈ダリイントノレグ、〉

の問で， 4月上旬以来おこなわれていた商談は21日にまとまった。ダリイントルグ、の

パジンスキー所長代理は， これについて次のように語ったという。 「本年度の両国間

の沿岸貿易は契約の75%がすでに達成された。極東地域の日本向け輸出製品はワクを

広げており，本年度， 当事務所から輸出されるものには，針葉樹の種，キャビア，薬

草，大理石などがあるJ

⑫日ソ領事条約実質合意

4月11日の記者会見で下回外務事務次官は 「日ソ領事条約の交渉は実質的な合意に

達したので， 2～ 3日中に妥結するだろう。政府はグロムイコ・ソ連外相に調印のた

め来日するように，近く正式の招請状を造ることになろう」と語った。もし，この条

約が調印されたあかつきには，政府は既定方針どおり，来春からナホトカに日本総領

事館を開設する計画である。

φリーベルマン教授，再び問題提起

4月24日付の KomsomoliskαifaPravda紙は，ハリコフ大学教授リーベ／レマン氏と

のインタビュー記事を掲載した。その内容は次のようなものであった。

1. ソ連邦が今，直面しつつある経済改革は客観的な経済法則の要求に添ったも

のである。しかし，付随する問題が沢山あるので，段階的な形で導入してゆかねば
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ならない。

2. 消費物資の生産が充分とはいえないので，労働者の賃金を急に引上げても，

買うべき物資がないのが実情である。しかし，消費物資が豊富に出まわるようにな

った時には，工場は非能率な労働者を整理して，有能な少数の労働者に高賃金を文

払うようにすべきである。

3. 中央集権化されすぎた機構のもとでは，例えば，ひとつのナットやボルトの

類にいたるまで，蓬かな上層部の指令で支給されることになっている。このような

煩わしいやり方を止めるならば，中央部の計画は国民経済の発展に歩調を合わせて，

技術政策や価格体系，財政等の諸問題に努力を集中することができょう。

4. 例えば，モスクワのある自動車工場では，近くのボーノレ・ベアリング工場か

ら製品を入手するのに， 14の手続き過程を通った上，商工場の代表が会談して，ょ

うやく品質と量を決定しているが，このようなわずらわしい中間の過程を省き，直

接企業から企業へ注文する方法をひらくべきである。 （以下略〉

φソ連外相のイタリア訪問

グロムイコ ・ソ連外相は21日からイタリアを訪問し， 23日までファンファーニ外相

と会談したあと， 27日ローマ法王パウロ 6世とも接見した。これは，ソ連とイタリア

との貿易拡大の機運を促進する目的の外に， カトリックとの板ばさみで最近伸び悩ん

でいるイタリア共産党に対して，間接的なテコ入れをする意味も含まれていると推測

される。

また27日ローマでおこなわれた記者会見でグ外相は全ヨーロッバ会議を提唱した

が， この全ヨーロッパ会議がもし開催されるようになれば，東西双方に相当な影響を

与えよう。現在のところ，東西融和のムードは高まりつつあるが，各国間の具体的な

問題の調整は殆んど出来ていない状態であるから， もし，軽卒に会議を招集すれば決

裂は必至であり， その結果，東側ではワノレシャワ機構の強化という逆効果を招くであ

ろうと予想される。そのため，との全ヨーロッバ会議案には，東欧各国は微妙な表情

を示している。西側諸国もフランスを除き，おおむね冷淡な態度を示している。

φソ連邦銀行，スイスに設置か

ソ連の金融当局は最近スイスの銀行委員会に銀行開設の申請を提出したと伝えられ

る。この銀行の資本金払い込みは多分，ソ連邦ゴスパンク（国立銀行）もしくはソ連

邦外国貿易銀行によって行なわれるものと推測されている。もともと永世中立国のス
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イスには為替管理がなく，世界各国から逃避してくる外国資本の安全な“かくれ家”

となっているが，最近スイス政府がインフレ抑圧のため，外国人によるスイス有価証

券の取得を原則的に禁止したので， スイスに逃避している外資は適当な投資の対象を

失ないかけていた。 ソ連はこれに目をつけ，スイス市場でソ連産の金を有利な条件で

売ることを狙ったものと考えられる。 しかも，スイスでは取引上の秘密は厳重に守ら

れる立前になっているので，その点もソ連にとっては魅力であろう。

ソ連は主として極東のチュコトカ民族管区などで採金企業を営んでいるが， 余りに

僻遠の不便な地域のため， コストがかさみ， 1オンス 166ドノレ前後という国際価格の

5倍の高さにも達しているといわれる。それゆえ，少しでも有利な条件で金を売却し

たいのは当然のことであろう。一方，外資や金売買の取扱い手数料の収入で潤おって

いるスイスの当局が，ソ連に銀立設立をみとめるのは，ほぼ確実とみられている。

φソ連トロール船団，大幅増強か

水産庁筋によると， 最近，ソ連の大規模なトローノレ船団が米国西海岸のオレゴン州

ニューポートの沖合約60キロの地点に現われ， めぬけ，おひょう，たらなどを漁獲し

ていると伝えられる。 ソ連は新5ヵ年計画で漁獲量を850～890万トンに増大させる計

画をたてているがp これには国内における農業不振を漁業によってカバーしようとす

る狙いも含まれている。 とくに，極東海域における漁獲高はソ連全量の約35%を占め

ており， 今後ますます極東地域でのソ連大規模トローノレ船団の進出は促進されよう。

すでに， サンマ漁のトローノレ船団が， 三陸沖から銚子沖まで出現して，日本漁民の不

安をかきたてた前例もあり， この傾向は今後強まるばかりであろう。ソ連側も，この

ような膨張によって，各国の風当りが強くなる事は承知しており，そのため，①国際

的条約などに進んで参加する， ② 資源を枯渇させないため，多数回による資源管理方

式を自から提唱する， ③米国とは，とくに譲歩しながら協調体制をとる。一ーなど細

かい配慮をみせているという。

φ大型高炉の建設しきり

ソ連の鉄鋼企業体は， このところ，しきりに，大型高炉の建設に努力を集中してい

る模様である。とれまでは内容積2000m3の高炉が最大であったが，このほど，内容

積 2300m3のものが完成した。続いて内容積 2700m3の高炉を建設する計画も伝えら

れている。 これは内容積が大きい程，高炉の生産性が高いところから，投資効率の面

からも世界的に大型化しつつある傾向におくれまいとするソ連の計画担当者の意向を
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示したものであろう。

φ奇妙な誘かい未遂事件

ソ連大使館員ポクロフスキー書記官は， さる 3月17日夜，港区三田小山町のアパー

トで， コロンピア人，米人ら 6人と入りみだれて乱闘を演じたとの事であるが， 「こ

れは米国 CIAが仕組んだワナであり， ソ連大使館員をCIAが誘かいしようとしたも

のだJとして， ソ連は米国に抗議すると共に，日本政府に対しても適切な措置をとる

よう 4月14日要望してきた。 これに対し，わが国政府は単なる誤解にもとづく喧嘩と

みて，とりあげなかった。警察庁の調査でも誘拐未遂としての証拠をつかめず，しか

もポクロフスキー書記官が外交官特権をもっているので，刑事，民事いずれにもとり

あげる事はできなかったといわれる。

この奇妙な事件はウヤムヤのうちに幕となったが， 日本の当局のうかがい知り得ぬ

裏面で，米ソのみならず，世界各国の工作員達がスパイ取締り法規のない日本を舞台

に，激しい火花をちらして，わた り合っている証拠のひとつかも知れない。

φ米国，ココム小委で制限提案

政府筋によると， 最近，米国政府が，ココム（対共産圏輸出統制委員会〉小委員会

に対し， 「ヨーロッパ諸国や日本が共産圏へ輸出しているプラスチック押出機は戦略用

品目として役立つので，禁輸の措置をとるべきであるJと強硬な提案をおとなった由。

これに対し， 日本と英国は強く反対しているという。をくにわが国では最近，ソ連，

中共などへ向けて押出機の輸出がふえている矢先なので， もし米国の提案がとおれば

大きな影響をうけるものとみられている。

。イタリア，フランスの自動車メーカー，対ソ交渉中

ソ連のタラゾフ自動車工業相が4月中旬来， イタリアを訪問し，フィアット自動車

会社のパレツタ会長との閑に， ウクライナにフイアット組立工場を建設する契約につ

いて，話し合いをおこなっている。その金額は2億5000方～3億ドノレにものぼるとい

われ，ソ連が今まで西側と結んだ最高の契約になる模様である。

一方， これに対し，フランスのノレノー自動車も，ソ連に対しフィアットより有利な

条件を出して害1］り込もうとしているという。すなわち，フィアットの借款条件より低

利の 5.6%程度の金利条件を示していると伝えられる。

一（ 86）一 -340ー



シベリア開発（4月〉

φソ連原油輸入商談難航

4年度のソ連原油輸入商談は， グーロフ・ソ連石油輸出公団総裁が，出光興産，丸

善石油，東亜石油など， ソ連原油輸入各社に対し，最近，大幅な値上げを提示してき

たため，難航の色を濃くしている。各社は，中近東石油が次第に値下りしている矢先

に，ソ連側がこのような態度を示した事に不満を示している。値上の幅は，輸入量の

大きい出光に対しては1バーレ／レあたり15～20セント，輸入量の少ャ東亜と丸善に対

しては 1パーレノレあたり50セント程度と伝えられている。 これに対し，丸善と東亜の

両社は，ソ連の態度次第では，中近東原油に輸入計画を振替えることも考慮しており，

しばらく出光側とソ連側の交渉を見守っている状態である。

（注〉 これは，ソ連における原油生産の増加率が年々低下しているため，輸出余

力が減少してきた事と，それにもかかわらず，原油の輸出によって外貨を稼ぎ

たいという強い要請とが，重ね合わされた現象とみるべきであろう。

φ日ソ航空運航， 7月からか

22日の衆院外務委員会に参考人として呼ばれた松尾日航社長は，東京＝モスクワ聞

の暫定運航は，予定より約lヵ月おくれて， 7月中旬頃から実現するであろうと述べ

た。 これは商務契約の締結がおくれているためで， 5月中旬から再び代表団をモスク

ワに派遣して，未解決の点をまとめたい意向の様模。
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日 誌 く4月〉

1 日 v沿海地方の開発遅れ一一第23回党大会で沿海地方第l書記チェノレヌイシェフ

はその演説のなかで，同地方の経済建設の問題が未解決になっていることにつし、

て次のように指摘したJ沿、海地方では経済の各関連部門の聞のギャップが積み重

なっている。産業船舶の沿岸基地の発展が著しく立ち遅れ，港湾，冷凍設備の建

設がおくれ，強力な船舶修理基地が不十分なため，船舶のl部は外国で修理しな

ければならなくなっている。新しい5カ年計画のゴスプランの計画案だと外国で

修理される船舶の盈は減らないばかりか，増加することになる。このような正常

でない状態を是正しなければならない。沿海地方の経済を順調に発展させるため

には，極東における大きな燃料 ・電力基地の建設を完了することが必要である。

計画の深刻な欠陥から現在沿海地方へは毎年約100万トンの石炭を移入しており

それは現地産の石炭よりも 2倍以上高価であるばかりでなく，品質が悪い。しか

るにゴスプランと石炭産業省は沿梅地方の石炭採掘量の増加を少ししか予定して

いない。しかもここでは露天掘りを発展させることができるのだ。沿海地方では

定期的に国民経済に大きな損害を与える水害対策の問題が，最も深刻になってい

る。イマン河とクスリー河の支流に水利施設をつくることは，沿海地方に電力を

保障するためにも，水害問題の解決，農業の発展にも役立つであろう。またここ

に大きな稲作基地を作ることも研究しなければならない。極東には約900万ヘク

タールの沼、沢地があり，そのうち沿海地方には 100万ヘクタール以上もあり，そ

の半分は十分に稲作が可能である」。

’米国，ソ連原子力スパイ釈放一一－1950年に摘発されたソ連の原子力スパイ事

件の中心人物の一人ハリー ・ゴーノレドの仮出所が許可された。ゴーノレドは英国の

科学者フックス博士やローゼンパーグ夫妻らと共謀して，原爆に関する機密をソ

連に提供した科で，懲役30年の判決をうけていたが，今までに16年の刑期を終了

していた。

2 日 Vヤロスラブ採鉱冨化コンビナート一一ウラジポストーク建設総局の第34トラ

ストの建設者たちは，このほどヤロスラブ採鉱冨化コンビナートを稼動させた。

このコンビナー トは大きなホタノレ石の資源を基礎として作られたものである。コ

ンビナートはアノレミニユ｝ムやその他の工業のために製品を供給するであろう。

Vチュコト半島の樋トラクター隊の活動一一チュコト半島のアナドィイノレでは
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本日ツンドラ地帯を通る 500kmの輸送が終った。ペベクを出発した檎トラクター

の一回は深い雪と氷の上を走って将来の水銀鉱山“プラメンヌイ”に到着し，同

地の建設者たちに材料を提供した。そこの資源の開発によってチュコトの金，錫

タングステン鉱にさらに水銀が加わることになる。

V インド首相，ソ連訪問一一米英両国の訪問を終えたガンジー・インド首相は

2日夜，モスクワ市郊外のウヌコボ空港に着いた。空港にはコスイギン首相とグ

ロムイコ外相が出迎えたが，両首相はインドの食糧危機に関して援助の方法を検

討し合ったとみられる。

3 日 V沿海地方の住宅建設－StroitelinajαGazeta紙によれば，過去の七カ年計画

期間に沿海地方の建設・組立作業は 2倍に増加した。ほとんど200の工場が建設，

修理され，また操業にはいった。また七ヵ年計画期間に総面積459万6000m2の住

宅および農村では4000戸の家が建てられた。ウラジポストークだけでも150万m2

の住宅が建設された。

Vチムケン ト錫工場の拡張ー－StroitelinajαGazeta紙によれば，カザフ共和

国のチムケント建設トラストの労働者たちは，とのほどチムケント錫工場で硫酸

製造設備の第 2段を稼動させた。新設備はすでに生産品を出し始めた。

4 日 V ヱニセイ河を渡る第2の高圧送電線工事一一フ。ラクダのクラスノヤノレスク通

イ言員からの電話によると，エニセイ河を渡る第2の高圧送電線の組立工事が終っ

た。これはプラーツク水力発電所からくるものである。その電力は間もなくクラ

スノヤノレスク・アルミニューム工場およびその他の工場に到着することになって

いる。

’チュメーニ密林内のニつの新しい油田一一西シベリアのチュメーニの密林内

で第23回党大会中に，ダニロフスクとサイガチンスクの2カ所で新しく原油が噴

出した。ダニロフスクの油田を発見したのはシャイムの調査隊であった。そこは

シャイム＝チュメーニ石油ノξイプラインから60km離れたところにあり，またサイ

ガチンスクの油田はスウノレグゥト市から20kmのところにある。

Vソ連 ・北朝鮮貿易協定が調印一一1966年度の貿易協定が 4日，平譲において

調印された。この協定によると北朝鮮はソ連に鉄，圧延鋼材，各種特殊鋼材，非

鉄金属類，化学製品，業タバコ，果実などを輸出し，ソ連からは機械類，鉄およ

び非鉄金属，圧延鋼材，化学製品，タイヤ，油脂などを輸入する。

5 日 V 第23回党大会に報告された東部諸地域の成績ー一一SeliskujaDzizng紙によれ

ば，第23回党大会中全ソ各地の勤労者から作業遂行の成果について報告が行なわ
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れた。そのなかで，ウズベキスタン，コムソモリスク・ナ・アムーレ，ウラル鉄

道，ハバロフスク地方，タジク共和国のドゥシャンベ市，クラスノヤノレスク ・コ

ンパイン工場などの勤労者たちの成功に関する報告が行なわれた。

vクラスノヤルスク河港付近の住宅建設一一VodnnyTransport紙によれば，

クラスノヤノレスク河港駅付近河岸は年々急速に発展し，古い家屋のあとに高層建

築ができつつある。河港駅から近いところにすでに 5階建のピノレデ、イングができ

た。また今年は60世帯の住めるアパート 2棟ができ，それとならんでエニセイ河

航運従業員のために80世帯の住めるアパー トの建設が準備されている。

6 日 V レニナバドに新空港開設一一タジク共和国のドゥシャンべからの通信によれ

ば，スイノレ・ダリヤ河岸のレニナパド市において空港が営業を開始．した。硝子と

ベトンで出来た新しい空港はモスクワ，スベルドロフスク，ノボシピリスク， ド

ゥシャンべから到着した最初の旅客を受け入れた。

，ネステロフ氏講演一一日ソ親善協会は6日午後2時から，東京大手町の大和

証券ホーノレで講演会を開催したが，ネステロフ全ソ商業会議所会頭は次のように

述べた。

「ソ連は日本の大企業だけを相手にしていると指摘する向きもあるようだが，

現在でも日ソ貿易の 3割は日本の中小企業との取引きである。とくに沿岸貿易

は，相互に有利で、あれば， u、くらでも拡大の余地があるので，この分はとくに

日本の中小企業が活躍で、きる舞台であると思うJ

vソ連・アルジエリア貿易議定書調印一一モスクワ放送によると，両国間の貿

易高は昨年の約2倍になる由である。

7 日 ’モスクピッチ408用新工場建設一一ソ連の小型自動車モスクピッチ408型を生

産するために，モスクワ東方960kmのイズヘワスクに， 1970年までに年産10方台

の工場が建設されると，モスコフスカヤ・プラウダ紙が伝えているという。

8 日 V第23回ソ連共産党大会閉幕。

V ブラーツク＝ウスチ ・イリムスク開送電線工事ー－StroitelinajaGazeta紙

によれば，ブラーック水力発電所建設の労働者たちはウスチ・イリムスクで建設

中の水力発電所を結ぶ22万ボノレトの送電線を完成した。困難な地形のなかで建て

られた支柱は1300本で架線の長さは 750kmにおよび，鉄骨の支柱の代りに針葉樹

の木柱が用いられている。これによ って5000トン以上の鉄を節約できたといって

いる。現在電流が通じているのは218km固までである。

’オハ＝コムソモリスクの石油パイプライン工事一一サハリンのオハかちコム

一（ 90 ）一 -344-



シベリア開発（4月〉

ソモリスクまで600kmの石油パイプラインがあるが，現在これとならんで第2番

目の石油パイプラインが敷かれている。多くの地域ですでに第1番目のパイプラ

インにつながれ，原油の流量を増大している。タタール海峡をわたるポゴピ＝ザ

ラレフ半島の地区では潜水作業隊が活動している。水中に敷設される部分は 6km 

で，その最初の500mは近く水中に敷かれるはずである。

夕日 古都オムスク市の発展一一Izvestija紙によれば，オムスク市は250年の歴史を

もつ古い町であるが，近年急速に発展し，その新しい工場はイノレトゥイシ河に沿

うステップに広く伸びつつある。 250年を記念して現在モスクワの研究所では新

しい都市建設案が作成されており，同市は今後20年に75万人からほとんど 125万

人の人口になるであろうと予想されている。

V金沢市で日ソ協会第10回総会。

vウソリエ化学工場の拡張－Stroitelinα,jaGazeta紙によれば，イノレクーツ

クチMのワソリエ化学工場集団で，もう一つの炭化カルシウム工場が増設された。

11日 Vプラウダ紙，第23回党大会を論評－ 4月11日付のプラウダ紙は，3月29日

から 4月8日まで開かれた第23回党大会の成果を論じたが，その中で「条件がと

とのえば，新たな国際共産党会議を招集すべきであるJと述べ注目された。

vブレジネフ書記長，北ベ トナム労働党代表団と会見。

，ブレジネフ書記長，笹庸健北朝鮮労働党副委員長兼政治局員ら北鮮代表団と

会見。

V ソ連で焼身自殺一一モスクワ発の AFP通信によると，ニコライ某なるトラ

ック運転手がベトナム従軍を申請して許可を得られず，ジェルジンスキー広場で

焼身自殺した由。

v国際工業所有権保護協会（AIPPI），ソ連の加入を承認一一東京・永田町のヒル

トンホテルで総会をひらいている AIPPIはソ連の加入を全会一致で承認した。

これで AIPPIの加入国は63カ国となった。

Vソ連科学者， 104番目の元素確認一一タス通信によると，ソ連のドブナ綜合

核研究所は最近，原子番号104番目の新元素を，大型加速装置の中で発見し，そ

の化学的性質を確認したという。

（注〉 この元素は理論的には1964年から予測されていたもので周期表の第4属

に属する性質をもっと考えられていた。

’ソ連，南極捕鯨で割当て以上捕獲一一ノノレワェーのサンデフヨノレドの国際捕

鯨統計局から水産庁に入った連絡によると，昨年12月から今年4月上旬までの第
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20次南極捕鯨、で，ソ連が割当てワク以上に捕った事が判明した。との点に関し，

6月，ロンドンでひらかれる国際捕鯨会議で，ソ連側の説明を求めることになろ

う。多分これはソ連が実績を残すことによ って，第21次の捕鯨割当てワクを有利

にしようと狙ったものと考えられる。

V イシコフ漁業相に招請状一一坂田農相と赤城自民党政調会長は連名で，ソ連

のイシコフ漁業相に招請状を送った。これによって，イシコフ氏の来日はJほぼ

確実視されることになった。

12目 ’ナホトカ港に帰ったトロール船一－lzvestija紙によれば，このほどナホ トカ

港で大型トローノレ船「タジキスタン」号の歓迎が行なわれた。同船は800トンの

スズキを水揚げして帰港した。それは四半期の計画を 125%遂行したものであっ

た。船はしばらく休息の後，再び遠洋漁業のため出航する予定である。

Vモスクワ放送 “反帝国主義闘争では，中共と共闘可能”と述べる。

13日 ’中部アジア鉄道の防砂植林－Gudok紙によれば，中部アジア鉄道が通って

いる草原（砂漠〉では 1年のうち殆んど8カ月は雨が降らない。夏は非常な暑さ

である。このような条件下で防砂林の植林労働者たちはよく働いている。すでに

数万ヘクターノレに植林が行なわれた。今やサラノレ，サマノレカンド，チャノレジョウ

線区では列車は緑のなかを走っている。

14日 V ブラーツク林業集団の建設進む－ EconomicheskajaGαzeta紙によれば，

東シベリアのブラーツクでは新しい建設が進み，このほど年間12万5000トンのセ

ノレローズを生産するブラーツク林業集団の第2ラインの主な工場〈複数〉設備の

総合テス トが行なわれた。また住宅建設の第1・四半期の計画も超過遂行された。

Vニジニイ ・タギイル鉄鉱山の突貫作業一一ウラノレのスベルドロフスク州のニ

ジニイ ・タギーノレではウイソコゴノレスク鉱山局の労働者たちは第23回党大会を目

指してはじめた突賞作業をその後も引き続いて実施し，高い生産指標を示してお

り， 4月はじめからすでに計画課題よりも数千トン多い鉄鉱石を採掘した。最近

爆破作業員たちは 1回の爆破で60万トンの鉄鉱石を掘り返した。

V ソ連外相に正式招請状一一中川駐ソ大使は， 14日，ソ連外務省にクズネツオ

フ第一外務次官をたずね，グロムイコ外相夫妻に対する日本政府の正式招請状を

手渡した。

15日 V レナ＝マルコボニキレンスク鉄道建設の必要性一－Gudok紙によれば，イノレ

クーツク市で，同州党委員会課長 S.Karvauhovは東シベリアの輸送問題につい

て， 「マルコボの石油ガス地区， レナ河とピチム河流域の豊富な木材資源を開発
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するためには， レナ＝マルコボ＝キレンスク鉄道の建設と，さらに将来ママ，ボ

ダイボの採鉱工業地区を通じて東方に向う鉄道建設は重要な意義を有するように

なろう jと述べた。

vブラーツク ・アルミニューム工場の見通し一一Economicheskαjα Gazeta紙

によれば，ブラーツク ・アノレミニューム工場建設部長 V.Malovは次のように語

った。 「5カ年計画では 2億6800万ノレーフツレの投資が計画されている。昨年は計

画課題を2375万ルーブノレ相当遂行した。工場と予定の期限に稼動させるには，最

初の 2年間建設テンポを 2佑：に，その後は 3倍にする必要がある」と。

V チュメーニの巨大な天然ガス一一チュメーニからの通信によると，同地北部

は天然ガ、スが豊富で、あり，厚い永久凍土の下に大きなガス資源がよこたわってい

るo プール，タズの阿河の流域，ヤマノレ半島にはすでにガスの大きな資源が発見

された。すなわちチュメーニ地方はソ連における大きな石油ばかりでなく天然ガ

スの基地になるわけである。間もなくガスの採取量は年間1100～1200億maに達

する予定である。

，バルハシ＝サヤク鉄道建設工事一一Gudok紙によれば，カザフ共和国南部の

パノレハシ＝サヤク鉄道の建設に従事している第39号建設組立列車の労働者たちは

すでに 3月23日第 1・四半期の計画を遂行し， 131km自のレーノレを敷き終り，さ

らにその先きの路盤工事を進めている。

V ソ連船，オデッサ港からハイフォンへ一一北ベトナム向けの工業，農業機械

化学肥料等を積んだソ連船5隻が黒海のオデッサを出港した由。

16日 V マガダン州の資源調査－Seliskaj,αDzizny紙によれば，このほど極北に向

ってレボヤラクワアムスカヤ地質調査班の l団が出発した。今年はコノレイマとチ

ウコトカにおいては全部で 300の地質調査班が地下資源の探査を行なうことにな

っている。そのためヘリコプター，飛行機，自動車およびトナカイと犬の棒が用

いられ，なお徒歩でも移動しなければ‘ならなν、。調査員たちはマガダンリ‘l、｜の 6万

kr『

v欧州作家連，文学裁判に反対一ーさきごろ反体制作家として重労働の判決を

うけたシニヤフスキーとダニエノレ両作家の事件について，欧州作家連盟とソ連作

家同盟との問に意見の対立が生じ，調整はむつかしν

は↑！宇年欧州作家，連盟に力u入したばかりであるが，目下，欧州作家連盟のピゴレリ

；事務総長がモスクワを訪問して，文学裁判問題でソ連側と話合いを続けている。

"' 「ルナー10号」の観測結果発表－ 4月16日，モスクワの「科学者の家」で
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開かれた記者会見で，月ステーション「ノレナー10号」の観測結果が発表された。

との中で特に， （月に規則的な磁場が存在する事が証明された〉という発表が世

界の学者に驚きを与えた模様。

17日 ，パルナウル地方の農作業はじまる一－lzvestija紙によれば，西シベリアのバ

ノレナウノレ付近では，アノレタイの原野に春が来て雪が急速にとけはじめた。クウノレ

ウンダとノレゥプツオフスクのステップ地区で農作業がはじまった。 《スラプゴロ

ドスキイ》，《アノレタイ》，《タブゥンスキイ》などのソフホーズの機械係たちは春

蒔用起耕地を掘返えしている。

’党中央委，メーデー・スローガン発表一一この中で，例年トップにもってき

ていた中共への挨拶を， 5番目に格下げ‘しているのが注目された。

18日 vクズパスの新しい炭坑一一西シベリアのクズパスの新しい炭坑の一つ《トム

ワサウゴリ》トラストの《トムウシンスカヤ＝5=6》は毎月コークス用炭の採掘

量の増大テンポを伸ばしている。この炭坑は5カ年言｜画．の終りまでに日産8000ト

ン以上の燃料を国家に供出するだろうといっているo

v丸紅飯田会長，ソ連貿易相と会談ーーモスクワ訪－問中の市川丸紅飯間会長は

18日，バトリチェフ・ソ連外国貿易相と会談した。

19日 ，ッェリノグラード付近の大水害－ーカザフ共和国のツェリノグラード周辺は

イシム河氾濫で大きな被害を受けた。都市南西の草原は数10kmにわたって水没

し，種畜場や苗場が押し流された。しかも夜間コノレトン河では流氷が川の流れを

塞ぎ，シヨノレタンジン地区の《プリゴロドヌイー》と《アンドレーフスキー》の

両ソフホーズは水没しそうになった。

V中ソ新貿易協定調印一一協定の内容は不詳である。

V三菱商事，丸紅飯田， モスクワに支店開設一一今までダミー会社を窓口にし

ていた大手商社のうち， 4月19日に三菱商事， 4月21日に丸紅飯田が，それぞれ

モスクワに支店を開設する事になった。

20日 V シベリアの河船輸送の発展－Gudok紙によれば，ロシヤ共和国河川船舶大

臣S.Kuchkinは， 「イノレトクイシとオピ両河によって新5カ年計画期間に700万

トン以上の建設材料と石油ガス工業用の設備が輸送されるであろう。今年これら

の河川は60隻以上の自走輸送船と 120隻の国体貨物用と石油タンカー船が補給さ

れ，チュメーニ州の各地区からオムスクとノボシピリスクの精油工場へ約150万

トンの原油が輸送される予定である。エニセイ河の貨物輸送もノリリスクの採鉱

冶金コンビナートの発展にしたがって増大し，レナ河の輸送船隊もヤクート自治
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共和国，イノレクーツクナi、！および極北の急、速に発展する工業の需要に完全に応じな

ければならないJと語った。

vブリヤート自治共和国の石灰岩と白雲石一一 7カ年計画の期間に東シベリア

のブリヤート自治共和国の《タタールスキー・クリュウチ》で石炭岩と白雲石の

採掘がはじめられた。採石局の勤労者たちに同共和国の建設工業に必要な高価な

原料をますます多く供給している。

’モロゾフ国連代表，東独国連加盟支持声明を正式提出。

21日 V移住者を迎えるコルイマ一一Izvestij.α紙によれば，マガダン北方コノレイマの

遠い部落に移住者が到着している。ヤゴドヌイでは新しいデバート《デトスキイ

．ミーノレ》が開かれた。神J村のタウイスクではワイド映画劇場の建設がはじまっ

＋， 

V匿名 「宇宙開発グループ」にレーニン賞。

V物理学者3名にレーニン賞一一超伝導性合金理論を実証したギンスブノレク，

ゴノレコフ，アブリコソフの3人にレーニン賞が与えられた。この3人のほかに，

62年度のレーエン賞授賞者ランダウ氏の4人の頭文字をと った GLAG理論は世

界的に有名である。

22日 Vナザロボ火力発電所の拡張工事一－Gudok紙によれば，クラスノヤノレスク市

の西方にあるナザロボ国営地区火力発電所は約5年前に最初の工業用電力を出し

てから今日まで100億.KWHの電力を生産した。現在発電所はさらに拡張をつづ

け，全国的にも最も大きい50万KWのタービンの組立を開始した。

V ソ連，シリアへ経済援助一一訪ソ中のザイン ・シリア首相は22日，ソ連 ・シ

リア経済援助協定に調印した。これによると，ソ連はシリアのユーフラテス ・ダ

ム計画に対し，援助を与えることにな っており，その金額は 6億シリアポンド

（約540億円〉になるという。

23日 ’シゥシェンスコエの発展一一－lzvestija紙によれば，東シベリアのエニセイ河

上流のミヌシンスク南方のシゥシェンスコエでは，現在大きな計画で団地の改造

がはじまっている。その第1段は1970年までに終ることになっている。そこには

ホテル，三つの学校，三つの幼稚園，たくさんの新しいアパートが建設される予

定であり，山奥の小さなシベリアの部落は今や工業企業をもった大きな基地にな

ろうとしている。

’ソ連漁業相，訪日前に北洋視察か＿＿＿：.中川駐ソ大使から外務省に達した公電

によると，イシコフ・漁業相は， 5月下旬訪日する前に，ハボマイ，シコタン両
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島をおとずれ視察の上，訪日する事になった由である。

’ソ連・イタリア科学技術協力協定調印一一イタリア訪問中のグロムイコ・ソ

連外相は23日，ファンファーニ ・イタリア外相との聞にソ ・イ科学技術協力協定

調印をおとなった。

24日 Vハンカ湖付近の農業発展一－Gudoん紙によれば，沿海地方のハンカ湖〈興凱

湖〉に近いカーメン・ノレイボロフ駅にヤロスラブリナト｜からの移民団が特別列車で

到着し，現地住民の歓迎を受けた。移民団は早速この付近のソフホーズやコルホ

ーズで働くことになる。カーメン ・ノレイボロフの周辺はノ、ンカ谷がひろがり地味

肥沃で，大豆，小麦，そば，米などがよく出来る。すでに 100家族が入植し，新

しい 5カ年計画では 2倍の増産が見込まれている。

vウラジポストーク市の都市建設進むー－Izvestija紙によれば，ウラジポスト

ーク市の建設者たちは7カ年計画期間に100万m？.の住宅を建設し，それに12万人

の人々が住み込んだ。都市建設の 5カ年計画は順調にスタートしている。現在海

岸地区に9階建の建物が並んで建てられており，さらに近いうちに 16階建のビ

ノレ（複数〉の建築が計画され，この程その l区画の設計が市役所の承認をえた。

V ソ連 ・イタリア共同声明一一グロムイコ外相のイタリア公式訪問は23日で終

ったが，24日双方の共同声明が発表された。その中には 「完全軍縮と核拡散防止

に努力する」という項目も含まれている。

25日 V ソ日協会会長にネステロフ氏再選一一25日，モスクワでひらかれたソ日協会

第2回全国大会でネステロフ氏が会長に再選された。

V マクナマラ長官，ソ連の防衛能力について発言一一米国の国防長官マクナマ

ラ氏は25日の記者会見で次のような発言をおこなった。

「ソ連がどのような対ミサイノレ防衛組織を展開しようとも，それを打ち破り得

るかぎり，米国のミサイノレは有効な抑止力となろう」

V ソ連，太平洋ロケット実験予告一一タス通信によると， Y連は「4月25日か

ら7月31日までの問に太平洋上の半径的40カイリの二水域に向けてロケット発射

実験を行なう。二水域の中心はそれぞれ北緯37°14分，東経172。49’と北緯26°50’，

東径176。10＇である Jと発表した。

26日 Vケメロボ炭坑の能率向上一一プラウダのケメロボ通信員によると，プロコピ

エフスクの炭坑労働者たちは，期限前に 4カ月の課題を完了した。 111もとでは計

画よりも 3万5000トン多ν、石炭を供出し，コスト引上げによって 5万2000ノレープ

ノレを節約した。また《ポノレ，イサエフスカヤ・セベノレナヤ》水力坑の機械係たちは
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労働生産性を月産1人当り123.4トンまであげた。

’ソ連外相の来日は秋か一一ピノグラードフ駐日ソ連大使は26日午後4時，外

務省に下回事務次官をたずね，グロムイコ外相の5月訪日は日程の都合で困難に

なったと伝えた。グ外相の訪日は秋9月頃になるものと予想されている。

V衆院外務委「日ソ航空協定j承認ーーさきに調印された「航空業務に関する

日本国政府とソビエト社会主義共和国連邦政府との問の協定Jについて，衆議院

外務委員会は次のような付帯決議をつけて承認した。

付帯決議： 「政府は本協定発効後， 日ソ両国政府の合意に従って，両国指定航

空企業による東京とモスクワ間の国際航空業務の共同運営開始後，遅くとも 2

年経過したのちに，わが国の指定航空会社が，自主運航，すなわちその航空機

および乗組員による相互乗入れの国際的原則に基づく，国際航空業務の運営に

移行できない場合には，共同運営を打切ることもあるべしとの決意をもって，

自主運航移行への努力を強く要望する」

vジュネーブ軍縮会議一一26日の同会議で米国代表のフォスター氏は，ソ連の

全面完全軍縮案は非現実的なものであると批判した。

27日 vタシケントの地震－4月26日5時23分タシケントで震度7.5バーノレの地震

があった。これまで判明したところによると，主として旧式家屋の著しい数が倒

壊し若干の病院，学校，官庁および社会施設が破壊した。とくに二つの工場が

ひどい被害を受けた。 4人の死者があり， 150人が病院に収容された。

vソ連外相，ローマ法王に接見一一イタリア訪問中のグロムイ外相は，共産圏

の閣僚として，はじめてローマ法王パウロ六世に接見をうけた。この接見は今後

の共産主義とカソリック教との関係に，大きな影響を及ぼすものと予測されてい

る。

vゲロムイコ外相，ローマで記者会見一一全ヨーロッパ会議提唱。

vピノゲラードフ大使，佐藤首相と会談一一ノレナー 9号の月面写真およびコス

イギン首相の親書を手渡した。この際，ピ大使は口頭で，佐藤首相の訪Yを歓迎

する旨のコスイギン首相の伝言を伝えた。

2a日 ，ゥラジボストークから 《モルニヤ寸》を通じてテレビ中継放送一一4月25日

に打揚げられた通信衛星《モノレニヤーi》を通じ，ウラジオストークから直接，極

東地方の大きな工業と文化設備が全国にテレビ放送され，数百万の人々がそれを

見るととができた。

V西シベリア諸河川の航行開始一一VodnyyTransρOrt紙によれば，西シベリ
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アのイルトゥイシ河は4月中旬オムスク地区で，砕氷船《オピ》号の援助によっ

て水路が開かれた。 1週間の問にゼリョヌイ島からニコライエフカの原油積込桟

橋まで航行ができるようになった。またトゥラ河ではチュメーニから最初のディ

ーゼノレ船が氷を割って出航した。

’横浜貿易協組，発足一一対ソ貿易を促進するため，神奈川県の中小メーカー

と商社が協力して，協同組合を設立した。シルクセンターでひらかれた設立総会

には，ソ連側からも代表が出席し，約60社の加入が予定されている由。

29日 V タシケントを訪ずれたソ連首脳たち一一タシケント， 28日（タス〉は， 「本

日共産党書記長ブレジネフと首相コスイギンがクシケントから出発した。彼らは

タシケント滞在中ウズベクスクン党中央委員会幹部たちとjl：に地震災害の現地を

視察し，被害者の応急救援処置を決定したjと報じた。

V フランス大統領，ソ連大使と会談ー←ドゴーノレ大統領は29日，ゾーリン ・ソ

連大使を招き，約 1時間10分会談した。大統領はソ連外相グロムイコ氏が27日ロ

ーマの記者会見で提案した「全ヨーロッパ会議jについての，より詳しい説明を

求めたものと推測されている。しかし，大統領側近筋は6月に予定されているド

ゴーノレ大統領訪ソの打合わせをおこなったものであると述べている。

30日 vタシケント地震の救援状況一一タシケント， 29日発〈タス〉は， 「タシケン

トの地震災害救済のためワズベク共和国政府は応急措置を講じ，地震直後から

2722家族を被害地から新しい住宅または親戚に移した。なお被害地の倒壊した家

屋のそばに多くの天幕が建てられ，さらに2, 3日中に約1000家族が新しい住宅

に移される」と報じた。

Vカムチャッカ海員の社会主義競争一一VodnyyTransfJo付紙によれば，カム

チャッカの海員たちは，ディーゼノレ船《テノレメズ》号のイニシアチプで，メーデ

ーと最高会議代議員選挙を目指す社会主義競争を展開し，ディーゼノレ船《コブダ

レフ》《ゼヤレス》， 《カムチヤツカ レス》各号は氷をおかして数千トンの貨物を

極東の港に輸送している。

V極東河川の航行はじまる一－Gudok紙によれば，極東では本年の冬はおそく

まで続き，アムーノレとウスリーの両河はいつまでも氷に関されていた。しかし暖

かい揚当りのよい天候が続き風が吹いて氷はとけはじめた。アムーノレ河航運局春

夏の航行の旗が挙がった。ウスリー河では上流イマンまで，ディーゼノレ船が動い

た。そこから船はハバロブスクへ石炭を運んでいる。間もなくアムーノレ河は全流

域の航行が可能になるであろう。
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資料

Vベリア聞苑（4月〉

I シベリアの経済に，より早い発展のテンポを〈抄訳〉

1966年 Kommnist,No. 5 

科学アカデミー・シベリア支部

計数経済学研究所長代理，経宿学博士 B,Orlov 

残念ながらシベリアにおける工業の急速な発肢を予定した7ヵ年計画は完全には遂

行されなかった。計画によれば工業総生産高の地加テンポは，全国の8.8%に対して，

シベリアでは14%を達成しなければならない事になっていた。 しかし，実績は全国の

地加テンポと大差のない9%にすぎなかった。それはある程度，資本建設計画の誤算

の結果であるが， シベリア独自のものとされている工業の諸分野のみならず，工業全

体としても，その成長は誌－本フォンドの開発の立おくれと， 相互に関連する生産部門

の不均衡な発展のために，停滞を余儀なくされたのである。

7ヵ年計酒iでは，全国の国民経済に対して統制数字を上回る投資が行なわれたが，

γベリアへの投資額は計画よ Pも著しく少なかったし，配分された資材の消化も甚だ

不完全であった。それは，鉄，非鉄金属，化学，石炭および林業についていえる。全

国的にみると，シベリアへの投資配分は近年増加しなかったばかPか，かえって 1956

-59年間の11.6%から， 1960～64年間の11.4%へと若干減少さえした。

このような従来の傾向は是正されねばならないが，その場合，さまざまの理由から

シベリア諸地域における資本建設の相対価格は欧Yのそれよりも高価につくという事

実を考慮しなければならない。結局，このような支出の超過分は生産活動における日

頃の節約によってカバーナるほかはないのである。

II コスイギン報告（1966年4月5日〉

一一新5ヵ年計画に関する第包囲党大会の指令草案（要旨〉一一

1. 最初に7ヵ年計画（1959年～65年〉の遂行実績を報告すると工業総生産高は84

%，操業は14%，基本建設は49%増大した。国民所得は53%，基本生産フォンドは

1.9倍くうち工業は2倍〉培大した。

1. わが国の国防工業は国民経済の工業的，技術的成長を基礎にして，たえず全面

的に改怒されつつある。ソ辿陸海軍は現在強力な近代兵器をもづている。

1. 労働者，勤労者の全国月平均賃金は1958年には78ルーブルであったが，1965年
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シベリアIJH先 ct1 n) 

は95ープノレノレにふえた。 7ヵ1r:;n・rt1i『！Ifこ百IH1l1 農村に1700万の住宅が建った。

1. 7ヵ1Fiil・阿のlTfijfな日照m欽は也i白逆行された。 しかし，山11,i限工業，食1r,'1

工業の；！JH凶は完遂されなかった。党111央委3Jl 総会で農業の立ち遅れの原因が詳細に

検討され，欠陥を｜除去するためのJミ（イ，：（1り；＇1}

1. Jfr 5ヵ年計画の主要な経済的課題は科学 ・技術の達成の全面的な利用， 全社会

的生産の工業的発展，その効率と労働生産性の向上に基づいて， 工業生産の大幅増大

と農業の安定した高い成長確保し， その上に立って住民の生活水準の大幅な向上を

はかることである。

1. この課題を実現するため新5ヵ年計画では社会的生産物， 同氏所有｝，住民の尖

n収入のTfr1で）〕1i11＼・削より ？：：i＂、1,x.:Ll・テンポが予？とされている。社会的生産物の総生j}'f.r(:j

はlι依となる。 rn1民所付は38～41%出大し，人仁Il人当りの；k'n収入は 1.M1tとな

ろう。

1. われわれは米帝国主義が人類に強制している軍 Viii競φが有告でf白｜倹なことを，

くり返し主張してき允。われわれはこれまでと｜司慌に県なる社会/[ill庄の出－凶1111のjl勾II

共存の原則を推進する決意である。国際情勢の悪化にもかかわらず，侵略者を阻止し，

新しし‘位界戦争をl白避できるし，？とたそうしなければならない。

1. 最近｜：長.］］涼＇l}f弥は沼化している。米同はベトナムij民午をIJHM：し， rnz化させつづけ

ており， u、っ！広大するかわからt.;.U、状態なので，党中央委と政U:fは本5ヵ年よhiHJりjに

も引きつづき国防ブJを強化し， ロ略者がソ辿rn11疋の平fllな：U丹と勤労をi支出しようと

するなら，それを粉砕できる水準にソ連軍の威力を維持するであろう。

1. 7ヵ年計画では；iiりや誤算，アマチュアリスmムがみられ，経済的にみて不当な

目標が設定された例がいくつかある。そのため，本5ヵ年，n世（では 1rn）のfffi)II］で予定

されていた1970年の日偲をやや引き下げた目棋を定めている白

1. 新5ヵ年計四iでは者l)r¥Tと山村のIIllの木町的なit.!14の克服をすすめ， j：計十住民の

生活水準を都市住民の生活水準に近づける。

1. 国民福祉の向上は新5ヵ年計画の最重要な社会的課題であり， i)tlt；捌の年平均

増加率は前5ヵ年の65億ルーブルから110億ルーブルまで増大しよう。全工業のj成長

平を47～50%とし，生産手段は49～52%,irit1c手段は'13～46%の生産JN大をみこんで

いる。 1961～G51Fには生日左手段の：.l:.iJ日門大中は58%であったのにたu、し， WJ;l'i:手段は

36%にしかすぎなかった。

I. JJ；〔子

力発電，純粋ないし超純粋ないし超純粋物質の生産，電子計算機，合成物質などの部門にとくに重
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l＼がおかれる。

ト ゴモ｜孟l'ilt化というレーニンの考えは新 5ヵ年；！・TI11iにとっても決定的なものとなっ

ているO ・;tt力生産は約10%W1大される。このための主要なf上京は大m脱な発泊所の乱t

設である。 シベリアではエヱセイ阿部U1先にある世界最大のクラスノヤノレスク発m：所の
店設が完了する。また原子力発泊所の建設にもいっそうの拍車がかけられるだろう。

住民の電力消費量は1.6倍に，農村では3倍になろう。

l. 化学工業の発出にも日いテンポが予定されているが， 1 部の製品の生産量は以

前に採択された目標 crt=:: 1963{1?-12月の党，.j:I火安決定〉よりいく分下回る。これは化

学への注意が弱められらのを意味するのではなく，問題への現実的な態度である。以

前の日棋は支ls訟の設耐ii，能力をこえてャた。

1. 1l竪工業においては約 300の大企業の辿設と 100以上の操業中の企業の再装備が

予定されている。この分野での生産成長テンポは2.Hffとなる。 1970年には織り物95～

附（む平方メートノレ，メリヤス製，W116佑5000～17位5000点， j文グツ 6低1000万～ 6（，む：1000

万足の生 ru.が日｜－阿されている。

1. 食品工業：のJ=.ntt:iはl.tlff'iになる。 5ヵイド；11閣の終りごろには，食肉生産は19H5

l,1＝.の'180JJトンにたいして590～G20)jトンにまで州大される。

I. 農業分野での課題は農作物と畜産品の生産高をいちじるしく高めることであ

るけこれは！？乙rj.1央委日会：iJ1総会（J9H5liF.）の決定から1/.l発している。年平均の決業

総生産高はこれまでの5年間とくらべて25％増大する。年平均の穀類生産高は30％増

大し， 1 fむ（570071トンにする予定である（1961年～65fF.の年平均は i他3000万トン〉。

1 . 広大なソ連では全域に均一の農法を適用すべきではない。 とくに雑草の告がひ

どく，こi二峨の佼しょく・）凪化が広大な地域におよんでいる。処女地地方に梢：｝JIJの注芯－

をはらうべきである。

1. 19£16～701f,の1/IJのソ辿回民経済への投資制は3100£店ノレープノレが見込まれるが，

これはfrHsヵ年より47%多いD

1. 人r:r1人当リ実質収入は1966～70年に30%明大する。労働者の平均賃金は20%

まして， 5ヵ年百十回末には 115ノレーブノレとなろう。 コノレホーズ凡の協同経営からの収

入は35～40%的大しよう口減税』tinもつづけられ3 月詣＇.i70Jレープソレまでの賃金は免税

とすることが考えられている。

1. 5ヵ1v.・,1 FiR 中に都市に4億8000万平方メートルの住宅を建設し，農村には200

～250 万戸の京店をつくる予定である。これによって 6500 万人の住宅市'I'llが改：；！~＝され

よう。
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1. 1965年9月の党中央委総会で定められた新経済システムにはすでに労働者・，事

務員数30万人の企業が切りかえを終ったo 1967年には金工業労働者の3分の 1が新シ

ステムの下で働くことになろう。すでに新システムに移った企業の大多数は製品の実

現と利潤についての引き上げられた計画を遂行し，国家の予算収入をふやした。

1. 農業増産計画は完全に現実的なものであり， これはコノレホーズとYホーズへの

機械，化学肥料，電力の供給によって保証されるo農業での労働生産性は40～45%引

き上げられる。

1. 農業にたいしては生産建設と機械の文払いだけで410億ループツレの国家投資が

向けられるが， これはこの5年間におけるものよ P約2倍多い。またコルホーズ自身

もその経営拡大のため約300低ノレ－7・ルを投資することが予定されている。 コルホー

ズに供給される生産手段の価格引き下げが行なわれた。多数の操作物の買い付け制i格

が引き上げられたロ

m 第23図ソ連共産党大会決議（要旨） (1966年4月8日〉

1. 大会は党中央委員会の政治路線と実際活動を全而的に承認し， 中央委員会活動

報告に含まれた提案と結論に賛同する。

1. ソ速の外交政策が目的とするところは，仙の社会主義国とともに社会主義と共

箆主義給設にとって好ましい国際的条件を確保しz 社会主義諸国の統一と団結，その

友好と友愛を強め，民族解放闘争を支持して新興独立諸国との全而的協力を実現し，

社会制度の異る国の問の平和共存の原則をー賞して守札帝国主義の侵略的勢力にl祈

問とした反鰹を加え，人類を新しい世界戦争から救うことである。

1. ソ速における共産主義建設の国際的意義は全社会主義体構IJの経済，政治，防衛

力を強め，全世界への社会主義思想の拡大とその確認を助りる点にある。

1. Y連共産党は侵略者を制止し，新しい世界戦争を防止する可能性についての国

際共産主義運動の結論の正しさを確信する。

1. 世界における力関係は引続き社会主義と労働者運動，民族解放運動の側に有利

に変っている。それと同時に帝国主義侵略の強化と反動の積極化の過程が起った。帝

国主義の侵略的本質は変っていない。

1. 世界の簸兵の役割を果すもっとも反動的な勢力はアメリカ帝国主義である。ま

た西独は国際緊張の危険な根源地となった。

1. 国際情勢はすべての反戦，反帝国主義勢力の団絡を強く要求しているo

1. 大会は国際共産主義運動における意見の不一致を1957年と 1960年の周知の文書
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の原員ljに基づいて調整しようとする党中央委員会の路線を承認する。大会はマノレク

ユ・レーユン主義の原則的基礎に立って中国共産党との意見の不一致を調整すること

を目的とした中央委員会の実際的指置を承認する。マノVクス・レーユン主義者は右翼

ならびに左翼修正主義者・に対して妥協のない闘争を行なう。

1. ソ述共産党は兄弟党の大多数と同じく， そのための粂件が熱したとき共産党，

労働者・党の新しい国際会議を開催することを目的にかなったものと考える。

1. 共産主義の物J質的，技術的基礎をつくり，国の経詩的，防術的力をさらに強め

る党とソ述人民の戦いの重要な一段階をなすものは1966～70年の国民経済発展5ヵ年

計岡である。大会は今後5年間に人民の物質的福祉を一層高めることを必要と考える。

1. 大会はソjili国家を一層強化し， 社会主義的民主主義をあらゆる手だてを尽して

発展させることの重要性を強調するq

1. 党中央委員会は党生活のレーニン的基準と指導の集団性の原則を織格に守る路

線をとってきたロ 1964年10月党中央委総会は党の活動にとって，またわが社会が共産

主義への道をさらに一歩前進するために第一義的な意義をもっ出来事だったロ

〈注） 1964年10月中央委総会でフルシチョフ前首相が解伍されている。

IV 第23回党大会で採択された党規約改正〈要旨） (1966年4月8日〉

1. 中央委員会は総会と総会の問の党活動の指導のため従来の幹部会にかえて政治

局を選出する。中央委は中央委書記長を命ずる。

1. 大会と大会の問の時期に， 中央委は必要であれば党の政策の機の熟した問題を

討議するため，全述邦党会議を招集できる。

1. 大会は党機関の成員，党t且織の番記の吏新基

でなν、と考える。規約には党機関の成員の系統的更新と指導の継承性に関する原則が

機関選出の際に守られるベきだとの規定を残すべきである。

1. 入党者を推i憶できる党員の資格は党歴3年を5年に引上げる。 23歳以下の青年

の入党は共産主義青年同盟を通ずるものとする〈従来は20歳以下）。

1. 党は綱領， i郷りを破P，その行動によって共産党員の名誉を汚したものを除名

する。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向 （5月〉

5月の概況

5月の動きは，まず，例年の通りメ ーデーから始まった。メーデーには，

国際関係の緊張を反映してか，昨年姿を消 した軍事ノξレードがふたたび復活

した。

ついで，ブレジネフ，コスイギン両首脳をはじめとする要人達による外交

攻勢が各方面に展開され，日本に対しても，続々，閣僚クラスの訪問が日程

にのぼりはじめている。

一方，イタリアのワイアット社が，ソ連との聞に，自動車工場建設に関し

て高額の契約を結んだと伝えられたが，日ソ間の経済協力問題は，航空協定

の細部にわたる仕上げなどを含めて，除々に進展しつつあるが，そのスピー

ドは依然として緩慢である。そのためか，一部では佐藤首相訪ソの必要性を

とく声も聞かれる。

ソ連の国内問題では，新しいメ ンバーによる最初の党中央委総会が開かれ

土地改良に関する大規模な投資を決定した事が注目された。ソ連の指導部と

しては，農業の不振による食糧の自給不足こそ，ソ連経済の進展を阻む最大

のガンであるとして，これの克服に乗り出したものであろう。

メーデー

今年のメ ーデーも例年の如く，赤の広場でおこなわれたが，注目すべき点

は，昨年おこなわれなかった軍事パレードが復活された事である。昨年の発

表によると，今後，メーデ一行進と軍事パレードは切り離され＇ 5月9日の

対独戦勝記念日にのみ軍事パレードは実施されるようになろうという事であ

った。所がその後のクレムリン内部の力関係に変化が生じたためか，それと

も，国際情勢の緊迫化に刺激されてか，再ひ、軍事パレードがメーデ一行進の

主軸となってきた。そして，マリノフスキー国防相が演説をおこない，ベト
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ナム援助と国防カ充実を強調した。その他の点では，とくに変化はみとめら

れなかった。

党中央委員会総会開催

5月25日から27日まで， 3日間にわたって，新しいメンパーによるはじめ

ての党中央委総会が開かれた。その内容は，農業不振を克服するための根本

的施策の討議であったと伝えられる。

開会冒頭，アレクセーエフスキー土地改良水利相が演説をおこない，土地

改良問題について提案をおこない， 26日もそれに関する討議が続けられた。

さき頃の第23回党大会で採択された新6ヵ年計画の中でも，うたわれてい

たように，ソ連の指導部は，今まで耕地面積の拡大によって，単位面積あた

りの収穫の低さをおぎなっていた政策から，単位面積あたりの収穫を増大さ

せる集約農業へ体質改善をはかる計画を立てており，その具体的な問題につ

いて討議がおこなわれたものと見られる。

ソ連は最近，毎年のように西側から数百万トンにのぼる穀類の輸入を続け

ており，それがソ連経済の発展を大きく阻害している事は，衆知の事実であ

る。しかもそれが，国際環境の変化に対処するヌ連外交の動きを鈍くする一

因ともなっている。それゆえ，国際的な発言力を高めるためにも， 1日も早

く農業の不振を克服して，西側jに対する食糧依存から脱付出たいところであ

ろう。

また，工業の発展に伴う労働力の不足が目立ちはじめ，とくにシベリア開

発の現場における労働者の不足は，重大な問題となりつつある。そのため今

後ますます，農村からの労働力吸い上げが行なわれるであろうが，それは当

然，農業における生産性の向上とむすびつかねばならない。

結局，農業の後進性を克服し得るか否かが，ソ連の将来の発展を左右する

最大のきめ手であるといえよう。

総会は27日のプレジネフ書記長の結語演説で閉幕したが， 3日間の討論で

ソ連農業アカデミーのアスコチェンスキー書記，ノボセロフ建設相らが積極

的に発言したと伝えられる。

総会が採択した計画によると，今後5年間に土地改良のために， 150億ノレ
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シベリア開発（ 5月）

ーブルを支出し，今後10年間に，かんがい耕地を700～800万ヘクタール，干

拓地1500～1600万ヘクターノレを建設しようというもので，これによってj約

3500万トンの穀類増産を実現しようとするものである。

もし，との計画が成功すれば，ソ連は食糧の自給ができるようになるのみ

ならず，輸出余力もでてくるので，ソ連経済に与える影響だけでなく，国際

関係にも大きな影響を及ぼすであろう。

27日におこなわれた党中央委総会の決定は次の通りである。

一一粒穀その他の農作物の高度な，かつ安定した収穫をあげるための広範な

土地改良に関する決定一一－

1. 今後10年間に，かんがい地の面積を700万～800万ヘクターノレ，干拓地

の面積を1500～1600万ヘクターノレ拡張する。ソ連全体の土地改良総面積

を1975年に3700～3800万ヘクターノレにする。

1. 現在3 実施中のかんがい，干拓作業はヘクターノレあたり，経済性の高

い作物が生産できるように改善する。

1. 非黒土地帯の全耕作地，牧草地，牧場に石灰分の施肥を行ない， 1966

～70年の問に900万ヘクターノレの牧草地と牧場の根本的な土地改良をお

こない， 5000万ヘクタールの牧場の給水施設の改善を実施する。

1. 農地を工業建設用地に転換させる場合には，厳格な基準の設定が必要

である。各種の施設を建設する場合にはp 農業に適しない土地を先ずえ

らぶべきである。土地と水の利用，農地の保護に関する法例を設けるべ

きである。

1. 土地改良計画の実施にあたっては， 1965年 3月と 9月の党中央委総会

で採択された経済的措置を完全に適用する必要がある。

1. 工業従業員に対して，コノレホーズ，ソフホーズおよび水利施設に必要

な機械類，肥料，農薬などの増産に全力をつくすよう要請する。

ソ連首脳部の動き

第23回党大会終了後，ブレジネフ書記長，コスイ ギン首相らの首脳部は，

再び対外的な働きかけを活発におこない始めた。ことに，東西両陣営におけ

る分極化の傾向は，東欧諸国の自立傾向をつよめており，それが，東欧への
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統制力の再強化を狙うソ連の動きとの摩擦を大きくしているが，中でもルー

マニアは，半ば公然とソ連に挑戦する姿勢を示しはじめている。そのため，

ブレジネフ書記長はノレーマニア首脳と意見の調整をおとなうため，ブカレス

トを訪問した。

一方，コスイギン首相は第2回AA会議の流産，印 ・バ紛争，インドネシ

アの政局転換など一連の国際情勢の急転回のあとをうけて，アジア ・アフリ

カ圏への外交布石の一環としてアラブ連合を訪れた。

これらの動きは，来月に予定されているドゴーノレ大統領の訪ソなどともか

らんで，今後のソ連外交のあり方を示唆する有力な手がかりとなるであろ

う。

また，月末の30日には，ブレジネフ書記長がチェコを訪問して，31日の第

13回チェコ共産党大会に出席して演説した。その前の5月17日からブレジネ

フ書記長はソ連の極東地域を訪問して視察したが，これも北京に対する一種

の示威行動であったと受取れぬ事もなν、。

〔l〕 ブレジネフ書記長， jレーマニア訪問

5月10日，モスクワを出発してブカレストへ向ったプレジネフ書記長らの

一行は，チャウセスク・ノレーマニア共産党書－記長らノレーマニア首脳部と会談

に入ったが， 5月7日のルーマニア共産党45周年記念日にチャウセスク書記

長がおこなった演説の中で，相当にきびしい態度でソ連に挑戦したと伝えら

れている折から，とのソ連 ・ノレーマニア首脳会談は各方面の注目を浴びた。

チャウセスク書記長が7日におとなった演説の内容は，西側の報道によれ

ば，①東西双方の一切の軍事ブロ ック機構を時代錯誤として批判したこと，

②！日ルーマニア領のベッサラビアをソ連が奪い取ったのを暗に非難した事，

③コミンテノレンの指導を非難したこと，などが挙げられており，これが事実

とすれば，ソ連にと っては重大な問題というべきである。

ブレジネフ書記長は 3日間にわたって，チャウセスク書記長と会談した後

13日にモスクワへ帰ったが，その時発表されたソ連 ・ノレ←マニア共同声明に

は“意見の一致”という字句が含まれていないところから，両者の基本的な

意見の相違は解消されなかったものと推測されている。

このようなルーマニアの離反傾向にカを得て，周恩来首相も近くノレ←マニ
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アを訪れると伝えられているので，ノレーマニアはここしばらく東欧圏の渦流

の中心となった観があるo

（注〉 プレジネフ書記長のブカレスト訪問は，はじめ 6月の予定であったが，急

遮くりあげて訪問したものであるとブカレスト筋は伝えている。

〔2〕 コスイギン首相一行，カイロ訪問

5月10日午後零時40分，コスイギン首相夫妻，グロムイコ外相，スカチコ

フ対外経済交流国家委員会議長，ゴノレチコフ国防次官兼海軍総司令官などの

一行がカイロ空港に到着・した。これは2年前のフノレシチョフ前首相の訪問に

つぐ， 2回目のソ連首相訪問である。空港にはナセル大統領夫妻，アメノレ第

一副首相，ザカリア ・モへジン首相らが出迎えた。両国首脳は同日夜の夕食

会でそれぞれ演説したが，ナセノレ大統領が米国ならびに国連を激しく非難し

また中共を支持する演説をおこなったのに対し，コスイギン首相が，控え目

な態度で対米非難と中共支持を避けた点が注目された。

明くる11日から，ナセノレ・コスイギン第 1回会談が公式に開催され，終了

後，コスイギン首相はアスワン ・ダムを視察した。 12日夜はアスワン・ハイ

ダム第.1期工事完成2周年記念、集会がアスワンでひらかれたが，その席でコ

スイギン首相は約40分にわたって演説したが，その中で「社会主義国の援助

は西側諸国とちがってヒモがついていないJと述べた。

つづいて14日には，アレクサンドリアから約16kmはなれたマノレムーラの大

統領別邸で秘密会談が続けられた。ナセノレ大統領は米国からの 2億5000万ド

ノレにのぼる余剰農産物および産業開発資金援助をことわられた為，ソ連に対

し，その肩替りとして債務の張消しを求めたのではないかと推測されてい

る。

また，ソ連がシリアと最近親密になっているのに対し，シリアと競合して

いるナセノレ大統領としては，ソ連 ・シリアが余り親密になることを妨害しよ

うと欲しているのではなし、かとの推測もある。

翌日日，アラブ連合大統領専用ヨットでアレクサンドリア港からポートサ

イドへ到着した両国首相は，ヨット上で深夜まで会談を続けたが，この会談

にはアラブ、連合政府の要人達，モへジ首相，サダト国会議長，エザット海軍

司令官，リァド外相らも乗りくみ，ソ連側のグロムイコ外相らと会談した。
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内容は国際情勢とアフリカ， 中東情勢についての意見交換であ ったと伝えら

れる。

〈注〉 ソ連はアラブ連合がサウジアラピアと武力衝突をおこして，中東における

力のパランスがくずれる事をおそれているといわれ，その意味で，コスイ ギン

首相はシリアのノ〈ース党との和解をナセル大統領にすすめたと伝えられる。一

方，米国は 5月1日のナセル演説のあと，サウジアラビアが武力で侵略された

ときは，これを扱助すると言明して，ナセノレの演説に反発する姿勢を見せた。

コスイギン首相は，ともかく，アラブ連合のイエーメン内戦への介入に要

した戦費や，武器援助などについて，ナセノレ大統領に約束を与えたと伝えら

れる。

（注〉 一説によると，コスイギソ首相はナセル大統領に対し，対米非難の調子を

柔らげるよう忠告したという。その理由として現在，アラブ連合に食続援助を

なし得る闘は米国しかない事をあげ， 「遺憾ながら，わがソ連としては目下の

所，貴国に食縦援助をおこなう余力がなし、」と述べたと伝えられる。

ナセノレ ・コスイギン会談は17日午前の 4回目の会談で終了した。コスイギ

ン首相らの一行は18日，帰国の途についたが，そのあと，モスクワとカイロ

の双方で共同声明が同時に発表された。

この両国首脳会談は，第2回AA会議流産のあと，急転回しはじめたア フ

リカ，中近東情勢に対する両国の巻きかえしの意図が秘められていたとみら

れ両国とも一応の成果をあげたものとして満足の意を表明している。しかし

ナセル大統領は，表面上の対米強硬態度にもかかわらず，コスイギン首相が

同調を求めた「南ベトナムからの米軍即時撤退要求」については言葉をにご

して確答を与えなかったと伝えられる。

いずれにせよ，コスイギン首相のカイロ訪問は，今年 1月以来活発化した

ソ連首脳陣の一連の外交攻勢の一環をなすものであった。

＠ルーマニア，ソ連に挑戦

5月7日におこなわれたルーマニア共産党45周年記念日にあたって， チャウセスク

書記長がおこなったと伝えられる演説の内容は，公然とソ連に挑戦したものとして世

界の耳目を集めた。 しかも，との演説の中で，チャウセスク書記長がドゴーノレ大統領

に賛辞をょせたことも， ドゴーノレの訪ソをひかえて意味深長であった。

5月14日， ニューヨーク ・タイムス紙は米国政府がチャウセスク書記長の演説の全
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文を入手したと伝えたが，米国政府は2万語にのぼる演説の内容を慎重に検討してい

るという。 とくに， レーニン時代にまでさかのぼってコミンテルンによるソ連の内政

干渉を非難している事に，米国はおどろきの色を示しているという。これらの点から

ノレーマニアは，場合によっては， ワノレシャワ機構から脱退する意向を持っているので

はないかという観測を生んで、いる。一方14日のブカレスト発外電は，ノレーマニアは

“ワルシャワ機構を脱退しない”と約束させられたと伝えた。

続いて5月16日，モスクワ発の外電は， モスクワの消息筋の談として， 「ノレーマニ

アは他のワルシャワ機構加盟国に対して，《ルーマニアは， もはやソ連軍がワノレシヤ

ワ条約加盟国に駐留する必要はないと考える》と通告した」と伝えた。このような動

きは前々から東欧諸国の聞に底流として存在していたものであり， それだけに大きな

反響を呼んだ。ノレーマニア当局は，はじめ論評をさし控えていたが，18日，公式にこ

の風説を否定した。 しかし，モスクワの東欧筋は， 「ノレーマニアの提案は確実なもの

である」との確信を崩していないという。

このルーマニア提案が， ワノレシャワ機構の強化を狙っているソ連の立場を苦しくし

た事は疑をいれない。 5月20日のモスクワ放送は特に，ルーマニアとソ連の関係が，

平等互恵の関係に立って強化されてヤると述べたが， これも，ソ連の困惑を示すもの

のひとつで、あろう。

φブレジネフ書記長の極東視察

5月17日から 6日間にわたって， ウラジボストークなど太平洋沿岸地域を視察し，

各地でレーニン勲章の授与式などの行事に参列していたブレジネフ書議長は， 23日夜

モスクワへ帰着した。 ことに沿海地方では，陸，海の高級将校との間で数次にわたっ

て会談をおこなった点は，将来，中国との紛争の可能性を考慮してのことであろうと

観測筋は伝えている。

φ日ソ間の諸問題

〔1〕 第11進洋丸沈没で対ソ厳重抗議

5 fl 8日， クナシリ島沖で，ソ連監視船に追跡，衝空されて沈没し，乗組員の内6

名が行方不明となった進洋丸事件について，外務省は， 北洋の安全操業問題で、人命が

そこなわれた初のケースとして重視し，調査の上，厳重抗議する意向を定めた。ソ連

当局は事件発生後， 5日間も日本組I］への通告を怠っており，この点でも “人道上許せ

ない”と憤激を賀っている。
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(2〕 東京＝モスクワ空路

日本航空は日ソ航空協定にともなう商務協定の交渉をソ連側と続けていたが， 5月

20日，ようやく原則的な合意に達した。まだ，残っている問題点もあるが，東京＝モ

スクワ間の第一使は7月ないし8月に飛ぶものと予想されるにいたった。運賃は東京

＝モスクワ問で約20万円とみられる。 これで，東京＝モスクワをむすぶ空路は今まで

のコースに比べ，約130ドノレ安くなる。

〔3〕 外務省，首相に訪ソ進言

グロムイコ外相の訪日が実現すれば，情勢次第では佐藤首相の訪ソも実現する可能

性が生れそうである。ことに外務省筋では，たとえ領土問題の解決が無理でも， この

際，訪ソした方が日本の国際的地位を高める上でも有利であるとして， 首相に訪ソを

強く進言する意向のようである。これは大むね， 下回外務次官と北原欧亜局長の線で

進められていると伝えられ， これは国際均衡の観点から，ソ連との接近によって，日

本のウェートを増大させようという狙いをもつものとみられているc

〔4〕 日・ソ間学者長期交流実現か

政府レベノレで交渉が続けられていた日 .:J聞の学者研修員の長期交流については，

昨年末ようやく原則的了解が成立したが， 今年度の予算で認められたので，人選その

他具体的準備が開始された。人選は主として科学技術庁が中心となり，文部省， 外務

省がすすめているが5月中に人選を終了し， 6月にリストを送り，9月頃出発させる

予定であるという。人員は日ソ各々 6名ずつで，人文 ・自然科学の各分野から30才前

後の若手乞関係政府機関を中心に大学などから選抜し， 10ヵ月程度国費で互に留学

させる。 ソ連側は日本語研修など日本の研究を専門とする学者を派遣したい意向で，

日本側としては医学・農業気象関係の者を送りたい意向の模様であるc

日ソ間で今までも 2～3ヵ月の短期の視察交流はあったが，長期の交流ははじめて

のこころみであり，外務省としては成果があがれば定期的に交流したい考えであると

いう。

〔5〕 対ソ船舶輸出，困難

1966～19701:j'.の日ソ貿易協定にもとづく，船舶輸出の商談は，漸次具体化しはじめ

たが， 日本の造船会社は各社と も満腹の受注をかかえており， 1968:平 〈昭和43年〉ま

では，とうてい，期限内に納入することは困難と予想されるに到った。 とくに新造船

については， 68年までは船台がふさがっているため，引合いに応じられない現状であ

るそのため， ソ連側は強い不満の意を示している。

〔6〕 三井グ、ノレープ， ソ連技術使節団と会令
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さきに「日ソ技術協力協定」を民間ベースで絡んだ、三井グループは， ソ連の技術者

6名〈カレテッツ団長ほか〉を招き， 5月9日から東京で第1回会合を開いた。 この

日の会合には， 三井グノレーフ。から三井物産，東洋レーヨン，三井石油化学など十数社

が出席した。

[7〕 ソ連，ジェット旅客機の売込みはかる

超音速，超大型ジェット旅客機の就航を前にひかえ，米国のボーイング社とダグラ

ス社が日本へ猛烈な売込み競争を展開しているが，それにせり合うように， ソ連の航

空機貿易公団のカノレチェンコ総裁が来日し， イリユ｝シン68型ジェット旅客機などの

売込みを日航などを相手にはじめ，注目をひいている。

〔8〕 ソ連向けペレット ・プラント

ソ連は， わが国へ年産規模400万トンのペレット ・プラントの発注を考慮している

と伝えられているが，これをめぐって， 各社が受注工作を開始している。このプラン

トは黒海沿岸のクリボイログ鉱山に建設されるものといわれ， 引続き，シベリアや極

東の鉱山例えば， アムーノレ州のガリンスコヱ，ノ、パロフスク州のキムカンスクなどの

鉄鉱山にも設置される予想、であり，各社とも実績をつくるため奔走している。交渉の

相手は全ソ機械輸出入公団である。

争フィアットのソ連進出

イタリアのトリノからのロイタ一通信は， 5月4日， トリノにおいて，ソ連 ・イタ

リア聞に自動車工場建設 ・技術援助協定が調印された旨報じた。契約の規模は8億ド

ルにのぼり，資本主義企業と共産主義国との問で結ぼれたものとしては前例のない大

きさであるといわれる。工場はウラノレt也方に建設されるとみられており，生産車種は

フィアット 124中型車を， ソ連のきびしい気候と道路事情にあわせて堅牢化した車で

あり，日産2000台，年産70万台の能力をもっといわれ，イタリア側技術者の第1陣は

すでにソ連に到着したと伝えられる。

（注〉 5月5日付のイタリア共産党機関紙「ウニタ」はタラソフ ・ソ連自動東工

業相との記者会見記事を崎載し，次のように述べた。

1. ソ連に建てられるフイアット工場では，3万5000人～4万人の労働者を使

用する。

1. 工場の建設場所は間もなく決まる。それに要する工作機械設備は主として

ソ連，イタリアその他諸国から調達する。技術はすべてイタリアが提供する。

1. 工場建設資金は総額2000億リラ（3億2000万ドノレ〉である。

1. イタリアが供与する借款は，最初に工場設備の引渡しが行なわれてからの
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ち10年の聞に利息をつけて返済される。

φルノー公社，ソ連と交渉継続

イタリアのフィアット社が5月4日付でソ連政府と自動車生産協定を結んだ、にもか

かわらず， ノレノ一社はソ連政府との交渉を続ける意向を示している。モスクワのソ連

筋は新5ヵ年計画ではフィアット社以外の企業がソ連市場に進出することは困難であ

ろうと述べているとし、う。しかし， 1971年からはじまる次の5ヵ年計画では他社の進

出の可能性も生れてくるので，その時の地ならしとして， ノレノ ーは交渉を続けている

ものと考えられ， 5月23日， ノレノ 一社の代表団4人がモスクワを訪問した。ノレノ一社

は6日に予定されているドゴール大統領の訪ソに期待をよせているとも伝えられる。

一方，英国の BMC（プリテイツ、ンュ ・モーター〉もソ連進出を考慮して動きをみせ

ており， これらのおかげ‘でフィアットのプラント価格が安くなったと伝えられる。

（注〉 5月27LIモスクワ発の UPIは，ソ連が1970年までに，年20万台の生産を目

指すモスクピッチ自動車工場の拡張のための施設と技術を提供してくれるよう

ルノー社に要請したと伝えている。ソ連《科学技術》国家委員会はルノーとの

協力強化に同意したが，その中にはルノーがそスクワに自動車．サーピス ・セン

ターの設立で援助を与えることが含まれているとみられている。なお，ルノー

代表は25日モスクビッチ工場を視察した。

φソ連， トヨタに自動車プラン ト引合い

先般来，イタリアのフィアット， フランスのノレノ一両社と自動車製造プ。ラント導入

の交渉をすすめていると伝えられているソ連は， 4月末，駐日通商代表部を通じて「年

産50万台程度の規模の自動車工場の設計図を出してほしいJ旨， 申し入れてきたと，

5月2日， トヨタ自動車工業が明らかにした。 トヨタはこの引合いについてP 目下慎

重に検討中であり，近く正式の態度を決める予定であるという。

日誌 （5月〉

1 日 V メーデ一一一恒例のメーデー祭典は赤の広場で午前10時から小雨の中で行な

われた。レーニン廟の上にはプレジネフ， コスイギン，スースロフ，ポドゴノレヌ

イら現役首脳陣のほかに，ミコヤン，ブジョンヌイ元帥，ウオロシーロフらの顔

もみられた。昨年のメーデーで見られなかった軍．事ノξレードが，今年再び復活さ

れた。
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（注） 詳細は重要事項参照。

’アチサイスク多種金属コンビナートの労働生産性向上一一カザフ共和国ケン

クウのプラウダ通信員からの電話によれば，アチサイスクの多種金属コンピナー

トの労働者たちは，総合自走設備を用いて鉛鉱石の採掘で全連邦のレコードを作

った。労働者1人の労働生産性は計画のほとんど2倍になった。 4月中コンビナ

ートの労働者たちの約巧は高速度採掘方式を用いて好成績を挙げた。

2 日 Vポスコノフ ・ゴスパンク理事訪仏一一2日のロイタ一通信によるとパリの非

公式筋は，ソ連がフランスから大規模な自動車工場施設一式を買入れるかもしれ

ないと述べている。この工場施設は年産50～60万台の生産能力を持つものでフラ

ンス国営のルノー公社とほぼ同規模であるが，この交渉にポスコノフ・ソ連国立

銀行理事が目下フランスを訪れていると伝えられる。

Vアルマ ・アタのメーデ一一一lzvestija紙によれば，カザフ共和国南部のアノレ

マ ・アタ市のメーデー祝典は盛大に行なわれた。レーニン名称広場の上には銀色

に輝いたロケット型の気球が舞上P，それには《 5ヵ年計画》と書かれていた。

またレニノゴ、ノレスクの新しい亜鉛工場，チムケントの燐酸鉛工場，カラガンダの

新しい炭坑の報告が高く掲げられた。

3 日 ' 7月，ワルシャワ首脳会議招集か ？一一3日のモスクワ発AF Pは岡地の外

交筋が明らかにしたところによると， 7月にワノレシャワ条約機構政治諮問委員会

が，ルーマニアの首都プカレストで問機構加盟国首脳会議を招集するであろうと

伝えた。

V ツヱリノゲラード付近の春蒔作業一一フ。ラウダ紙によればカザフスタンのツ

エリ ノグラード付近では最近春の降雨があり農民たちを喜こばせている。各地区

のソフホーズとコノレホーズでは農作業は活気を呈している。《フクルマノフスキ

イ》 Yフホーズは今年 5万ヘクターノレ以上の春蒔を予定し， 76台の機構が休閑地

起耕のため働いている。

4 日 ’イタリアのフィアット社，ソ連と協定調印一一詳細は争特記事項参照。

V新ダイヤモンド産地発見一一プラウダのヤクーツク支局電話によれば，メー

デ｝当日，ヤクート自治共和国中に，レーニン賞受賞者として有名な V Shchukin 

氏を長とする地質調査隊所属の班が新しいダイヤモンド資源、を発見したという快

ニュースが伝わった。これには“第23回党大会”の名称がつけられたという。

，ゥスチ ・カメノゴルスク鉛・亜鉛工場の突貫作業一一アノレマ ・アタからの通

信によれば， レーニン名称ウスチ・カメノゴノレスク鉛 ・亜鉛コンビナートはメー
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デーを目指す突貫工場で，鉛を5月 1日は計画の145%, 5月2日には計画の120

%生産した。

5 日 ， 「月10号」の観測結果ー一一5日のモスクワ放送は，月の孫衛星となった「ル

ナ10号」の観測結果を発表したが，それによると，①月の温度は，赤道付近で昼

間100～1so0c，太陽が地平線に沈むと急速に冷えてー120。Cまで下る。②月の

磁場の強さはきわめて小さい。 ③月の表面は 「月9号Jの軟着陸した場所以外の

所でもやはり堅いことがたしかめられた。

V イルトゥイシ河の航行開始一一VodnyyTransport紙によれば， 4月末イノレ

トゥイシ河は完全に解氷した。ディーゼノレ船《アカデミク ・ショ カリスキー》号

は航行をはじめた。またオムスク溶からは6隻のタンカーが農村のためガソリン

とディーゼノレ燃料を積んで最初の航行についた。

，ァクチュビンスク化学コンビナートに勤労赤旗勲章一一 最高会議幹部会令に

よって，カザフ共和国のアクチェビンスク化学コンビナートは鉱物肥料生産の7

ヵ年計画を期限前に遂行し，新しい機械および先進的な技術を導入して製品の品

質を高めたことにより，勤労赤旗勲賞を授与された。この鉱物肥料は現在カザフ

スタンの農場左中央アジアの綿花畑で広く使用されている。なおコンビナートで

は近く粒状肥料の生産を開始することになっている。

6 日 ’東知事，訪ソ一一モスクワ市長の招きで東京都知事東氏はモスクワを訪問中

であったが， 5月6日，グロムイコ外相と会見した。その際，グ外相は夏頃日本

を訪問したいと述べたと伝えられる。また，それに先だち，ポドゴノレヌイ最高会

議幹部会議長とも会談した。

（注〉 グロムイコ外相は 7月29日来日の予定。

V トルクメン共和国の綿花作付終る一一プラウダ誠によればトルクメン共和国

の農民たちは本日綿の種蒔を終った。その面積は26万ヘクターノレである。との広

大な開拓地はカラクーム運河とハウズ ・ハンスク貯水池の周辺にひろがっている

という。

7 日 V通産相，日ソ沿岸貿易倍増を期待一一三木通産大臣は7日，長岡市で記者会

見した際，次のように述べた。

1. 13 y沿岸貿易は協定のワクを今年度10（旧万ドルに倍増したU、。このため

6月末ノ、バロフスクでひらく日ソ沿岸貿易見本市に期待をかけており，ジェト

ロも参加させる。資材の長期延べ払い輸出の見返りとして，北樺太の液化ガス

20億 maを新潟に輸入，帝石にやらせたい。

一（ 116）ー -278-



シベかア開発（ 5月〉

’カラガンダの合成ゴム工場に勤労赤旗勲章一一ソ連邦最高会議幹部会によっ

て，カラガンダの合成ゴム工場は勤労赤旗勲章を授与された。同工場は化学製品

生産の7ヵ年計画を期限前に遂行したものである。

8 B V第11進洋丸，ソ連監視船に衝突されて沈没，乗員 6人行方不明一一φ特記事

項参照。

vタシケント市の救済一一lzz,estija紙によれば，地震の災害を受けたタシケン

ト市の救援作業は着々その成果を挙げている。すでに本年の冬までに60万 m 2の

住宅の完成が見込まれ，商業サービスも市民を満足させ，日に 3回温かい食事が

天幕団地に配給され，さらに 600ヵ所に公共食堂が開設された。また24の診療所

ができ応援の医学生が奉仕的に働いてし、る。

9 日 v対独戦勝21周年一一 9日の記念日に際し， ．コーネフ・ソ連邦元帥は次のよう

にモスクワ放送で述べた。

①ミサイノレ兵器はソ連軍のあらゆる兵科に装備された。

②戦略ロケット寧はわれわれ軍隊の決定的な兵科である。云々 。

また，この日，各種ミサイノレの発射状況をテレビではじめて一般に公開した。

V 日航代表， 再び訪ソ一一日ソ共同運航の具体的とりきめのための日ソ商務協

定締結について，ソ連と折衝中であった日本航空は，近く 2回目の交渉を再開す

るため， 9日， 10人の代表団をモスクワへ派遣した。日ソ問でまだ合意をみてい

ない事項は①y連民間航空公社から共同で航空機をチャーターする際のチャータ

ー料金，②運賃のきめ方，③利益の配分方法などである。

日本としては，チャーター料はできるだけ安く，運賃はIATA （国際航空輸送

協会〉のとりきめの線に沿っで決め，利益配分については，北回り欧州向け日航

線への影響を考慮して日本に有利な配分方法を望んでいる。

V アルタイ地区のビート作付始まる－SeliskajαDzizny紙によれば，西シベ

リアのパノレナウノレに近いアルタイの森林・ステッフ。地区では多量の暖かャ雨が降

った。これを利用して農民たちは直ちにビートの作付をはじめた。アノレタイはシ

ベリアで最も大きなビート農場である。そこにはビートのため 6万5000ヘクター

ノレの畑が準備されているo

’タジキスタン南部の野菜取り入れ始まる－SeliskajaDz£zny紙によれば，

タジキスタン南部ではジャガイモの収穫がはじまった。冬期に作付したジャガイ

モは行届いた手入れによって例年よりも非常に早くみのった。この地方では野菜

の種類が多く，大根，ネキ＼キャベツに早生のキウリもあるつ《ワルゾプ》ソフ
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ホーズの農民たちは露天で、実ったキワリの取り入れをはじめた。

’ナホト力港に向う浮ドック一一VodnyyTransport紙によれば，デ、イーゼノレ

船《アドミラノレ ・ワシャコフ》号からの無線は， 「イリィチェフスク港からナホ

トカに向う浮ドックが3ヵ月で約7500哩を航行し，現s在南支邦海にあり，毎日ソ

ピエトの沿海地方のナホトカに接近しつつある。このドックは産業用船舶の修理

に用いられることになっているJとイ云えた。

10日 V コスイギン首相一行，カイロ公式訪問一一詳細は重要記事項参照。

vブレジネフ書記長，ブカレストへ一一詳細は重要事項参照。

Vショーロホフ氏来日一一ソ連のノーベノレ賞作家ミハイノレ ・ショーロホフ氏は

10日午後1時，横浜港着のソ連客船パイカノレ号で来日した。同氏は日本文芸家協

会の招きで来日したものである。

vタシケントに再び強震一一4月26日大地震に見舞われたタシケントは再び5

月10日に3回にわたって強震におそわれた。これは先般の大地震の余震と見られ

る。

V レニナバード絹織物工場の拡張一一タジク共和国のレニナバードからのプラ

クダ通信によれば，このほどレニナバード絹織物コンビナートで新たに第4番目

の織物工場が操業に入った。同工場は毎日アセテートせんい製織物を 4万mまで

生産することになっている。

11日 曹コスモス117号打上げ

Vオムスク化学工場の発明した耐久自動車タイヤ－SetiskajaDzizny紙によ

れば，オムスクの新しい耐久材料を用いた自動車のタイヤは良好な成績をもって

厳格な試験をノミスし，現在試作から公式にシリーズ生産にうつった。全国の各種

の道路で行なわれた連続テストは，このオムスクの石油化学工場の発明によって

タイヤは約lんの耐久性を増加したことを立証した。

V西シベリア西北部の鉄道建設一一新しい 5ヵ年計画ではイブデリ ＝オピとタ

フダ＝ソトニクの両鉄道の建設を完成することになっている。これらの鉄道は巨

大な石油，ガス，木材資源を有する西シベリアの広大なる地方をウラノレの工業中

心地に近づけ，シベリア北部の開発を急速に進めることになる。すでに列車は密

林の中を走り，新しν、駅や団地ができ，林業が発展している。建設隊の機械作業

班の労働者たちは昨年冬季オピの冠水地帯を通過する難工事を開始した。イブデ

リ＝オピ鉄道の建設は 350kmを進み，終着駅のセノレギンスカヤに近づきつつある。

12日 V クラスノボドスク精油工場に勤労赤旗勲章一一カスピー海東岸のクラスノボ
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ドスク精油工場は7ヵ年計画を期限前に遂行し，新しい種類の生産品を成功的に

開発したため，最高会議幹部会令により勤労赤旗勲章を授与された。

V カザフスタンの油脂植物作付一一プラクダのアノレマ ・アタ通信によれば，カ

ザフスタンでは油脂植物の種蒔がはじまった。その主なるものは亜麻とヒマワリ

で，昨年秋からよく準備された約20万ヘクタールの畑に蒔かれた。セミパラチン

スクとパブロダノレ両外！の農業も束力ザフスタン州、！のコルホーズとソフホーズのヒ

マワリ作付の経験を採用して作業している。

V砕氷船《レニングラー ド》号の活躍一一VodnyyT1・・ansport紙によれば，サ

ハリン湾では長く氷にとざされていた船舶を救出する困難な作業が開始された。

砕氷船《レニングラー ド》号は5月11日モスクワ時間の7時堅氷を破ってそスカ

リボ近くに在る船団のなかのデ、イーゼノレ電気船《ベンジナ》号に接近することに

成功したc

13 B V 人民日報，ショーロホフを攻撃一一13日付の人民日報は日本訪問中のノーベ

Jレ賞作家ショーロホフ氏を，革命の裏切者として激しく非難した。

（注〉 ショーロホフ氏は，これに対し， Iロシアには“犬が吠えても馬は歩く”

という諺がある」と諮った。このショ ーロ ホフの言葉に北京は激昂した。

人民日報がかかげた論文の内容は次のようなものであった。

「ショーロホフの裏切者の真面目一一

。ショーロホフの“静かなるドン”は， 58年に“ドクトノレ ・ジパゴ”でノ ーベ

ノレ賞の対象にえらばれ，フノレシチョフ前首相らの圧力で受賞放棄された故ノξ

ステルナークと同様， 10月革命を“非人道的”と攻撃している。

。ショ ーロホフは23回ソ連党大会で， 一部のソ連作家を“裏切者”と非難した

が，ショーロホフ自身こそ非難さるべきである。

0ソ連革命以来，ノ ーベノレ賞委員会は， しきりにソ連の作家を物色し， 33年の

亡命作家プーニンに賞を与え，ついでパステルナーク，ショ ーロホフに白羽

の矢を立てた。こうしたことからサルトルはノーベル貨を“東方の裏切者に

対する栄誉”と評し，自らはノーベノレ賞を拒否したほどである。

0米ソ合作による世界支配のフノレシチョフ修正主義路線の下で，ショーロホフ

は米ソ文化交流の急先鋒になっており，自ら革命に背くばかりか他の人の革

命を押さえつけようとしてし、る。云々J

V参院，日ソ航空協定承認一一日日午前の参院本会議で日ソ航空協定承認案件

は可決され2 成立した。
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V東知事，首相に帰国報告－4月以来，モスクワその他欧州各地を訪問して

11日帰国した東都知事は， 13日午後，佐藤首相をたずね，ポドゴノレヌイ最高会議

幹部会議長の言葉として次の点を伝えた。①近くグロムイコ外相を訪日させる，

②佐藤首相の訪ソを期待する， ③佐藤首相の訪Yが実現すれば，コスイギン首相

もそのあと訪日するであろう。

Vアンガルスク石油化学コンビナートに勤労赤旗勲章授与一一東シベリアのア

ンガノレスク石油化学コンビナートは石油加工と石油化学生産の総合的発展に関す

る7ヵ年計画を成功的に遂行したために，最高会議幹部会令により勤労赤旗勲章

を授与された。

V東部諸地域の春蒔状況一一東シベリアでは暖かい春が訪ずれ，イノレグーツク

州のコルホーズとソフホーズはこれまでになし、ほど順調に農作業を進めているの

西シベリアでは， しばしば雨とみぞれが降り農作業がかなり滞った。ノボシピ、／レ

スク州の南部諸地区では l年牧草と小麦の種蒔に着手したの

北部カザフスタンでも雨と雪のため寒さが長びき，現在気象はわずかに好転し

たばかりで，粒穀の種蒔にはなお10～12日かかる見込みである。 ツェリ ノYラー

ドとクウスグナイI刷十｜のl連の地区においてはまだ倉庫から種子の交換搬出が終

らず，クウノレガリジンスクとデ、／レジャピンスク地区の農場では運転手不足の・ため

トラクターや農業機械がJJ:っている。

14日 V イズベスチャ紙，CIAを非難一一14日付のイズベスチャは「CIA（米中央情

報局〉は学者たちの間からスパイを募集して，米ソ文化交流協定を利用して送り

こんでいるjと要ド英話した。

V ソ連向け洋服7万着受注一一大阪市のエフワン社はソ連雑貨輪出公団（RA-

ZNOEXPORT）から純毛紳士既製服7万着（5億4000万円〉を受注したと14日

発表した。同社はすでに受注した分と合計して 10万着を対ソ輸出することにな

る。

V 米ソ ICBM保有量一一14日，米当局は次のように述べたと伝えられる。

0昨年1年間にソ連のICBM（大陸間弾道弾〉 の数はごくゆるやかに増加し

現在約300基（昨年は270基〕を保有しているとみられる。

04月25日現在，米国は陸上のICBM904基，海中のポラリス576基 （ポラリ

ス原潜36隻〉を保有している。

0ソ連は約200基のミサイノレを発射しうる45隻の潜水艦を保有してν、るとみ

られている。
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’ヱニセイ河の航行開始一一一VodnyyTransport紙によれば，東シベリアのエ

ニセイ河の氷はしだいに解け，すで、に曳航用ディーゼノレ船《ドネーフツレ》号は最

・初の航行についた。そのあとを《オレグ・コシェボイ》号，《ゲネラノレ ・ワトゥ

テン》号の2隻曳航船も出航した。またディ ーゼノレ船《ザりフ》号は河岸部落の

ため小麦と砂糖などの食糧品を積んで出発した。

Vゼリョーヌイ ・ムイス＝ビリビン間高圧送電線工事一一一極東のマガダンから

のプラウダ通信員によれば，第15回コムソそん（共産青年同盟）大会を目指して

社会主義競争を展開していた作業班員たちは，ゼリョーヌイ ・ムイス＝ピリビン

間の高圧送電線建設のための突貫工事を計画よりも 5日間早く遂行した。

15日 Vイルクーツクに人工気候ステーション建設ー－Gudok紙によれば，ソ連邦科

学アカデミー・ シベリア支部のイルクーツク科学センターで，東部では最初のフ

ィトトロン〈植物試験用人工気候ステーション〉の建設がはじまった。その建物

の面積は約 2000m2で，内部には試験室および春夏秋冬の気象条件をつくる特別

室が設けられることになってヤる。 そこには強力なブレオン冷蔵庫の設備がもう

けられる。

V東部の諸企業に勤労赤旗勲章一一最高会議幹部会は，ヵザフ共和国のレニノ

ゴルスク多種金属コンビナート，西シベリアのノポクズネック・アルミエューム

工場沿海地方のスーチャン石炭コンビナート，カザフ共和国のイノレトゥイシ石炭

トラストに対し， 7ヵ年計画を遂行した功績により，それぞれ勤労赤旗勲章を授

与した。

16日 V長期宇宙飛行は有害か一一16日のタス通信は，グロウスキー教授ら 4人の字

宙医学者の論文を紹介したが，その中で「22日間の2匹の犬の宇宙飛行の結果か

ら判断する と， 無重力下の長期間飛行は人体の機能と組織に変化を与え，地球に

帰環後，正常に復するか苔か，まだ不明である」と述べ，と くに犬の骨格のカル

シウムが無重力下で相当盆，血液中に流失した点を指摘した。

’東部の企業に勤労赤旗勲章一一 プラウダ紙によればカザフ共和国のジェズカ

ズガン採鉱冶金コンビナート，同共和国のズイリヤノフ鉛コンビナート，東シベ

1.1アのチェリエムホボ石炭コンビナートは良好な成績をもって 7ヵ年計画を遂行

L，それぞれ最高会議幹部会から勤労赤旗勲労を授与された。

17日 V第15回青年共産同盟大会一一17Rから，コムソモノレの第15回大会が開催され

ブレジネフ書記長が出席して演説した。大会は22日までモスクワで続けられるが

れヵ国の各国青共代表が出席した。プレジネフ書記長はとくに，シベリア と極東
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シベリア開発（ 5月〉

開発における青少年の任務と使命を強調し，またその待遇を改善することを約し

たと伝えられる。

’コルホーズに月給制施行－ 17日付の発表によると，コノレホ｝ズ農民にも 7

月11日から一定額の月給を支給されることになったと伝えられる。これまで、は，

現金支給を行なわないコルホーズも相当に存在していたものである。

V ソ連，新型ミサイル開発か一一17日のロンドン発 UPIは， ソ連が海中に国

定された発射装置から，遠隔操作によって発射されるミサイノレを開発したと伝え

た。ただし，この兵器が実際上，どの程度まで完成し配置されているのか，ある

いはまだ開発中であるのかは，まだはっきりしていない。

vブレジネフ書記長，極東へ一一詳細はφ特記事項参照。

Vサハリン湾の救出作業を続ける砕氷船一一VodnyyTran学ort紙によれば，

サハリン湾で雑作業を続けていた砕氷船《レニングラード》号は， 5月14日氷に

とざされていた船舶2隻を救出した。堅氷から解放された《ペンジナ》号はナガ

エボに向v＇， 《クラスノゴルスク レス》号はウラジボストークに向って出発したP

なお砕氷船 《レーングラード》号に続いて砕氷船 《エロフェイ・ノ、パロフ》号と

《ハリトン ・ラパテフ》号も堅氷を破って 《ユジノサハリンスク》号， 《ラザレ

フ》号，冷凍船《ノミノレチースク》号，曳航船 《アノレグ、ウス》号， 《アトラス》号，

《スウォボ lごヌイ》号に向い接近しつつある。

曹極東の企業に勤労赤旗勲章一一最高会議幹部会はヤクート自治共和国の 《ヤ

クート・ ア／レマーズ》 〈ヤクート ・ダイヤモンド〉トラストと沿海地方のフノレス

タリヌイ採鉱冨化コ ンビナートに対しそれぞれ勤労赤旗勲章を授与した。

18日 V コスイギン首相一行，カイロより帰国の途につく

’ソ連政府，西独へ回答一ーさる 3月25日，西ドイツ政府が各国政府に送った

平和提案覚え書きに関して，ソ連政府は17日，西ドイツ政府に回答を送った。そ

の中でソ連政府は 8項目の提案をおこなった。

①一切の抜け道を許さない核兵器拡散防止条約の即時締結

②外国軍事基地の廃止と外国駐留軍の撤退

③NA’i、oC北太平洋条約機構）とワノレシャワ条約機構を含む軍事ブロックの

解体

＠東丙向ドイツの核兵器拒否に関する東独提案と中欧非核武装地帯設置に関

するポーランド提案の支持

(5）冷戦を終わらせるための東西聞の接触拡大
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(6）欧州安全保障問題に関する全欧州会議開催

(7）国連強化と東西両 ドイツの国連加盟支持

(8）欧州！の現実となった情勢を考慮に入れたドイツ問題の平和解決

v青年の軍事教練強化一一ソ連政府は18日付で， “増大する帝国主義の侵略”

に対処するため青年の軍事訓練を強化する決定を発表した。

19目 ’ソ連 ・ユーゴ新貿易協定一一ータンユグ通信は19日，ソ連とユーゴ、スラピアの

問に新貿易5ヵ年協定が調印されたと報じた。同協定によると，両国の貿易量は

26億ドノレと過去 5年間のそれの2倍以上にふえ，ソ連はユーゴに対し，鉱山施設

建設資材，農機具，自動車，石炭5万トン，石油5万トン，石油製品3万 トンを

輸出し，ユーゴからソ連向けには，繊維プラント，電気機械， 食品機械，船舶，

消費財を輸出する事になっている。

vブレジネフ書記長ウラジボス トーク訪問一ーァ本日ウラジボストークに，ブレ

ジネフ書記長が，国民経済の発展に好成績を挙げた沿海地方に対し，レーニン勲

章を授与するため到着した。飛行場には沿海地方第1書記チエノレヌィシェフ，地

方執行委員会議長クズネツオフ，太平洋艦隊司令官海軍大将アメリコ，極東軍管

区司令官陸軍大将パブ、ロフスキー等が出迎えた。

V マグニトゴ、ルスク冶金コンビナートーークラノレのマグニトゴ）レスク冶金コン

ビナートではこれまでに 1億5000方 トンの鋼鉄が生産された。第1号平炉の操業

開始後二れだけの鋼鉄を生産したことはソ連経済の発展にとって大きな貢献で‘あ

る。7ヵ年計画を期限前に遂行した精錬労働者たちは本年も新しい盛りあがりを

もって働いている。同型の平炉のなかで今年は第13号炉の作業班が最も高ャ労働

生産性を示し， 5月には約1000トンも計画以上の鋼鉄を生産した。

20日 V東京＝モスクワ空路，7月に第 1便か一一詳細は⑫特記事項参照。

vウラジポストークのレーニン勲章授与式一一プラウダ紙によればウラジボス

トークの 《ディナモ》体育場において，ブレジネフ書記長による沿海地方に対す

るレーニン勲章授与式が行なわれた。この式には沿海地方の最高幹部として，沿

海地方第一書記 V.E. Chernyshev，ハバロフスク地方第1書記 A.P. Shitikov 

サハリンスク州第1書記 P.A.Leonov，マガダン州、｜書記 S.A. Shaidurov，アム

ーノレ州第1書記 S.S.Avramenko，カムチヤ ツカ州第 l書記 M.A.Orlov，赤旗

太平洋艦隊司令官 N.N. Amelyko 海軍大将，極東軍管7司令官 1.G. Pavlovskiy 

陸軍大将らが出席した。

21日 V ソ連，アスワンダム費用値引き一一 21日付のカイロの新聞アノレ ・アハラム紙
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は，ソ連がこのほどアスワンダム用の施設の価格を3000万ルーブノレ（約120億円〉

引き下げるととに同意したと報じた。

V《バイカルレス》号の世界 1周航海一一ーVodnyyTransport紙によれば，極

東のディーゼノレ船《パイカノレレス》号は四つの海洋と数十の海を通過する航海を

完成した。昨年8月ベトロパブロフスク・カムチャッキーを出航した《パイカル

レス》号はコースをナガエボにとり，そこから貨物を積んで北梅の港ゼリョーヌ

イー ・ムイスに向い出発した。そこから北氷洋を通ってアルハンゲリスクに着き

今度は木材を積んでチウニスとアレクサンドリアに向け出発し，次にそこから綿

花を積んでトゥアプセに運び3 ついでオデッサからイタリヤに鋼板を輸送した。

そしてノボロシースクから野菜を積んでサハリンとカムチャッカに帰ってきた。

22日 , 180の企業が利潤導入一一22日付のモスクワ放送は，今年下半期から， 180の

企業を新しい経済制度〈利潤方式〉に切り替えると報じた。との中には機械，織

物，炭坑，石油採掘などの各企業が含まれている。今年1月以来，すでに43の企

業が新制度に移行している。

，ブレジネフ書記長太平洋艦隊を視察一一5月21日プレジネフ書記長はウラジ

ポストークにおいて，赤旗太平洋艦隊の親衛ミサイノレ巡洋艦《ワリャーグ》号を

訪問し艦内を視察し，乗組員の訓練をみた。その際副首相 V.N. Novikov，海軍

総司令官代理V.A.Kasatonov海軍元帥，赤旗太平洋艦隊司令官 N.N.Amelyko 

海軍大将および同政治部長 M.N. Zaharov海軍少将が随行した。

23日 , 70年までに新自動車工場建設一一ソ連政府は23日， 1970年までに，ウラノレ地

方のイシュフスクに年産30万台の能力をもっ，新自動車工場を建設すると発表し

た。新工場は，はじめモスクピッチの組み立てをおこない，ゆくゆくは新経済車

ジーマを生産する予定であるという。

24日 V コスモス119号打上げ

’サハリン漁業従業員の社会主義競争一一ユジノ・サノヴンスクからの電話に

よれば，サハリン漁業の先進的労働者たち一大型冷凍漁獲トロー／レ船《サハリン》

号，《タマニ》号，中型トレーラー船 《トベネツ》号，《レゲンダ》号， 《ポドリ

スク》号， 《ウノレウーフヲ号・，引綱船 《カノレーガ》号， 《コスモナフト ・コマロ

フ》号などの乗組員たち一ーは大十月革命50周年までに社会主義競争で5ヵ年計

画の最初の2年分の課題を遂行する約束をした。

V全金属製浮ドック，ナホトカ港に到着一一VodnyyTransport紙によれば，

黒海から太平洋への全金属製浮ドックの輸送航海は終了した。との大きな設備は

一（124）ー -286ー



シベ リア開発（ 5月）

極東の船舶を修理するために使用されるととになっている。デーゼル船《アドミ

ラノレ 、ワシャコフ》号，救助 ・曳航船《ゴノレデ、リプイー》号および船舶引揚設備

．から成る船団は5月22日ナホ トカ港に到着した。

25日 V 太平洋ロケット実験終了一一 ソ連の宇宙物体の着陸装置実験が終了したので

25日以後，北太平洋の一部水域の航行，飛行制限は解除された。

’党中央委員会開かる一一詳細は重要事項参照。

’正示外務政務次官訪ソ一一ソ連外務省の招きで， 25日午後，モスクワに空路

で到着した正示外務政務次官は， 26,27の両日にグロムイコ外相，イシコフ漁業

相， パ トリ チェフ外国貿易相，ロギノフ民間航空相らを訪問する予定。

V エピシェフ赤軍政治総本部長，作家を批半IJ－赤軍に対する党の目付役と じ

て重要な地位にあるエピシェフ上級大将〈政治将校で兵科将校ではない）は， ソ

連の作家に対し，その作品から“平和主義”を捨て去れと要求した旨， 国防省機

関紙クラスナヤ・スベズダ紙が伝えている。とくに，新世界 （NovyiMir）誌編

集長アレクサンド）レ ・トワノレドフスキーの最近の康j「別の世界のチオルキンJを

攻撃したという

Vモスクワ放送，ベトナム援助に言及一一25日付のモスクワ放送は， 「北ベト

ナムのタクパチャイ水力発電所のダム建設資材の発送が開始された。レニングラ

ードでは，すでに同発電所むけの水カタービンが完成しているJと述べた。

’ロストフのヨタモノ銃殺刑一一25日付のイズベスチャ紙はロフトフ市で傷害

事件をおこした19才のヨタモノに銃殺刑が言い渡されたと報道した。これはヨタ

モノの増加する傾向に対する警告措置とみられている。

’ゼーヤ河発電所の難工事一一ブラゴベシチェンスクからのプラウダ通信員の

電話によれば，極東で最初の水力発電所となるゼーヤ河の発電所建設者たちは解

永期の遅れを克服して，堤防の盛土工事を進め，流氷を押し止めることに成功し

た。

26日 ’オハ＝コムソモリスク問2本自の石油パイプライン完成近し－Gudok紙に

よれば，独ソ戦中に敷設されたサハ リンのオハからの古い石油ノξイプラインはコ

ムソモリスクのすぐ北にあるジョムギ駅で終っているが，現在オノ、からコムソモ

リスク に向う 2本自の石油パイ プライ ンの敷設は完成に近づきつつある。

27日 V ワルシャワ条約機構国防相会議一一27日，モスクワにおいてワルシャワ機構

の7ヵ国の国防相会議が開かれ， 7月の問機構首脳会談の議題を検討したと伝え

られる。＼
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V ソ連，ルノーにも施設提供を要請一一一φ特記事項参照。

V米国，ソ連へ漁業会談申し入れ一一27日，米国務省当局は，i 米国政府が向日

ソ連に対し，米領海付近で操業しているソ連漁船隊の問題と，魚族保護の問題に

ついて会談するよう申し入れたと発表した。

V ナルイン汚のトクトグゥリ水利施設の建設－ Gudok,紙によれば，キノレギス

共和国のトクトグゥリ水利施設建設者たちは，現在ナノレイン河の岩盤にいどんで、

いる。この岩盤に支えられた巨大なダムが作られることになっている。そこには

190億maの水をたたえる人造湖ができ，これによって約200万ヘクターノレの土地

が濯概され，水力発電所の四つのユニットは年間44億Kv¥弓王の電力を生産する予

定になっている。

28 B V タス通信，ハノイのミサイルについて報道一一一ソ連の報道人として，はじめ

てハノイのミサイノレ基地をたずねたタス特派員は， 「ミサイル基地のレ ・タン ・

カン副指揮官は， ミサイノレは殆んど百発百中だと語ったJと伝えているc

V コムソモリスク港5月計画を超過遂行－Vodnyy Transport紙によれば，

アムール河のコムソモリスク港は定められた期限よりも 5日早く貨物取扱量の5

月の計画を遂行した。彼らはまたソ連邦最高会議の選挙を目指す社会主義競争で

さらに高度の課題を果すことを約束している。

29 B Vオムスク合成ゴム工場の状況一－Gudo林氏によれば，オムスク合成ゴム工場

．はソ連邦における先進的な化学工場の一つで，そこの従業員の80%は中等教育を

修了したものであり， 5人に1人は大学または中等の専門教育を受けた専門家で

ある。シベリアのゴムは国内のタイヤ工場の大部分に出荷され，またポーランド

チェコスロバキヤ，ノ、ンガリヤ，ノレーマニヤに輸出されている。

30日 Vブレジネフ書記長，チェコのプラハ着

’モスクワ放送，原潜横須賀寄港を非難

V沿海地方のトナカイ養殖一一ウラジポス トークからのプラウダ通信員によれ

ば，斑点トナカイを養殖している《シジミ》と《マイへ》のごつのソフホーズは

沿海地方で一番早く袋角の切り取りを開始した。沿海地方のトナカイ養殖者たち

は今年国家に対しこの高貴薬の原料を約3000kg供出する予定だといっている。

31日 Vサハリン湾の船舶救出作業終る一一VodnyyTranspo付紙によれば，長くサ

ノ、リン湾の氷に閉じこめられていた多くの船舶は砕氷船《レニングラード》号，

《エロフェイ ・ハパロフ》号，《ノ、リトン・ラプテフ》号によって次々と救出され

ニコラエフスク港に向って航行し始めた。現在サハリン湾に残っているのは救援
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船《アトラス》号 1隻だけである。

V 日ソ民間航空協定， 6月中に調印か一一31日，日ソ航空会談のソ連側首席代

表ダニリチェフ氏は，タス通信に対し日ソ問の航空商務協定は，ょうやく双方が

歩みよって，見解の相違を克服しつつあるので， 6月中には調印できようと語っ

た。ソ連としてはこの航空路にTU114型機を使用する計画のようであるの

V フエドレンコ・ソ連国連大使，月の平和利用提案一一31日の記者会見で，フ

エドレンコ大使は， 「Y連政府は月の探険ならびにその利用についての国際条約

を早急に締結するため，この問題を次期国連総会の議題とするよう要求した書簡

をウ ・タント国連事務総長に手渡した」と述べた。とれに対し同日，米国務省ス

ポークスマンは，このY連提案を歓迎すると声明した。

V ソ連・ユーゴ共同声明一一 1週間にわたったグロムイコ外相らソ連政府指導

者とユーゴのニケジッチ外相との会談は31日終了し，共同コミュニケが発表され

た。声明は，社会主義陣営の強化じ緊張緩和のための努力を強調している。

V ブレジネフ書記長，チエコ党大会に出席一一第13回チェコ共産党大会は31日

フ。ラハで、ひらかれたが，ブレジネフ書記長はこの大会に出席し，アメリカ帝国主

義を非難する演説をおこない，とくにキューパに対する米国の挑発を非難した。

（注〉 米国務省スポークスマンは， 31日，キューパ侵攻計画についてのソ連と

キューパの非難に反論してこれを否定した。

このようなブレジネフの演説がベトナム問題がますます深刻化しつつある時にお

こなわれた事は何を意味するのか注目されている。あるいは，問題をすりかえる

ことによって，ベトナムの緊迫化から自をそらそうとしているのかもしれない。
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資 料

I シベリアから欧ソに送られるエネルギー

（乃・mxla 1966年 5月10日）

全連邦電力系研究所長 ivI.A .SarkisO¥' 

新 5ヵ年長l・闘では， 150万Vの山ff1（｛流送m：線の建設開始が予定されている。それ

はシベリアと北部カザフスグンから， ウヲノレと欧ソ中心部に向ヮて作られるL現在，

m究所としては， まず，カザフスグンのエキバストゥズから欧ソ中心部まで延長2500

kmの超遠距離，超強力送電線の建設案を作成している。

ソ連邦ではウラル以東の地域に石炭，石油，ガス，水力カ発電資源の約90%があり，

これに対して・；n力と燃料の全信：要者の約%は欧ソとウラルに集中している。京都諸地

域かられたソとウヲルヘ， 昨年度は標準燃料に換算して，約5000万トン分のフゃハラおよ

びチュメ一二のガスと石油， クズパスおよびカザフスタンの石炭が送られた。研究所

の計算によれば， 1970年までには京から削へ鉄道およひ’パイプラインによって送られ

る燃料は， 標準燃料にして毎年i｛窓トンに，また 1975年までにはl依5000万～ 1佑；

6000万トンに速するであろう。

・;uカについて言えば， 研究所の予測によると， 1980年までに京から商へ遠距離送信

線で年間2250倍KWHの電力が送られる事になろう。 これをねlj1-'(1也に建設された火力

発電所へ， シベリアの石炭を輸送する場合に比べると，年5{iむルーブノレ相当の節約に

なるJjf.が見込まれる。

シベリアと北部カザブスタンの筒炭を使用して， 各ユニットの出力30～50万KWで

出力300～400万KWの大きな熱ー氾力(Jt・給発泊所を建設する突の技制：rt1j可能性と、 経

済的~1J中の良さとは，すでに証明されてかる。

また？ イタトの資源地！又における総Jl..'i力約40007:iKWの発屯所群の建設と，そこか

ら iso万Vまたは， それ以上の；；・約：で， h主流送；1'/t線を建設する計四も予定されている

これらの送前線の第li大汁阿は， イタトとチェリヤビンスクを結ぶもので，その延：長

はが'12000kmである。

ヱキバストウズからタムボフまでの送＇ iii総には， 正：iさ32.5mの大きな鉄製の文相：

5000本以上が必要である。 このような米骨有の送抗級建設には大きな総合的科学的研

究が必要．とおもわれる＠
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（付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向 （6・7月〉

6・7月の概況

6・7月は日ソ問におL、ても，ソ連圏内においても，またソ連と西側諸国

との関係におし、ても，多事多彩な期間であった。

まず， IJソ問の問題をあげてみると，

6月17日 グリシン企ソ労組議長来日

6月19日 イシコフ漁業相来日

7月4日 コムソモノレ第 1書記パブロフ氏来日

7月24日 グυムイコ外相来日

7月29日 日ソ領事条約調印

など重要な人事交流と交渉がおこなわれた。とくにソ連共産党の政治局員候

補グリシン，グェ・ヴェ，の来日と，将来の成長株とみられるコムソモlレ第

1書記ノξブロフ，エス ・べ，の来日はソ連の党レベノレの対日政策の一端を示

すものとして注目された。また政府レベノレでは，日本と最も関係の深い漁業

相と，外相が来日したことも意義深いものがある。北洋における安全操業問

題は依然として困難な問題を含んでいるが，日ソ間に領事条約の締結をみた

ことは大きな成果のひとつとν、うことができょう。

西側その他との交渉では， ドゴール大統領の公式訪問が特筆されよう。ソ

連官民のドゴーノレ歓迎は熱狂的なものがあったo これに比べ，ウイノレソン英

首相の訪ソは対照的に冷たくあしらわれた。これら一連のものを列挙すると

6月20日 ドゴーノレ仏大統領訪ソ

7月12日 ガシジード｜］度首相訪y

7月16日 ワイルソン英国首相訪ソ

7月25日 ウ・タン ト国連事務総長訪ソ

7月'Z7日 パザス・イラク首相訪ソ

などがあるが，ガンジー，ウイノレソン，ワ ・タントの諸氏がν、ずれもベトナ
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ム問題の解決を中心にソ連首脳と会談したことは注目される。ドゴーノレ大統

領はより射程の長い感覚と構想、でソ連首脳と意見の交換をはかった模様であ

る。

ソ連圏内問題とソ連圏内の問題では次のようなものがあげられる。

6月2日

6月5日

6月6日

6月12日

6月17日

7月4日

7月6日

7月7日

7月23日

7月26日

ワノレシャワ機構国防相秘密会議？

シェレ」ピン書記，モンゴノレ党大会出席

ワノレシャワ機構外相会議開幕

ソ連邦最高会議代議員選挙

ワノレシャワ機構外相会議，難航して終了

プカレストにて東欧 ・ソ連首脳会議開幕

プカレスト首脳会議，難航後に閉幕

シェレーピン，消費産業担当責任者に任命されるとの噂

ひろまる

上半期工業実績発表

社会保安省設置

7月31日 コスイギン首相，退任の噂，ロンドンでひろまる

この外，手lj潤方式の採用にともなうさまざまな反応がソ連内部に発酵しつ

つあり，また，新5ヵ年計画のための財源措置として抽選っきの国債が発行

される点などが注目された。これらを概観すれば，ソ連と東欧における経済

上の諸問題がワノレシャワ軍事機構とコメコン機構そのものに重大な変質を与

えつつあることがうかがえる。そして，それは当然のことながら，クレムリ

ン内部におけるタカ派とハト派の対立を激化させつつあるとみられている。

つまり，ブレジネフ，シエレーピン，マズロフなどのタカ派と，コスイギ

ン，ポドゴソレヌイ，ポリヤンスキーなどのハ卜派が内外政策面で対立してい

ることは今までにもよくとりあげられてきたが，昨年後半以来，タカ派が優

勢となるにしたがってコスイギン首相の立場は苦しくなっていると伝えら

れ，一部ではコスイギン首相を退任させ，ウスチノフ書記を首相に就任させ

るのではないかという観測を生んだ。 (7月31日英紙オブザーバー〉

これにからんで， 7月はじめモスクワでひろまった「シェレ｝ピン書記が

消費産業の責任者に任命されるであろう」という喰が注目された。もともと
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タカ派の中心人物とみられているシェレーピン書記が民需産業の責任者にな

るという噂には奇異の感がもたれたのであるが，これは，ハト派がタカ派の

シェレーピンを抱きこもうとする工作であろうという見方を生んだ。しか

し， 一方ではソ連の重工業は今後余り大きな成長を望めないであろうし，農

業もうまくいく可能性は少ないところから，今後，一番成長する可能性のあ

る民需産業の責任者になることによって，ソ連人民のシェレーピンに対する

人気を高めようとするシェレーピン自身の深謀遠慮ではないかという観測も

生んでいる。しかし，結局この噂は今までのところ単なる風聞の域を出てい

ない。

全ソ労組議長グリシン氏来日

総評の招きをうけたソ連労組中央評議会議長グリシン，ヴェ ・ヴェ（党中

央委政治局員候補〉を団長とする労組親善使節団の一行6人は 6月17日午後，

特別機で羽田空港に到着－した。空港には，太田，岩井の総評幹部のほか，ピ

ノグラードフ駐日大使，日 ソ親善協会理事長－松本七郎氏夫人などが出迎えた。

グリシン議長は，ソ連の党の主要ポストを占める一人であり，今回の訪日

も，党レベノレの外交を推進する目的と考えられ，この点，イシコフ漁業相や

近く来日を予定されるグロムイコ外相らがおこなう政府レベノレの折衝を裏か

ら援護するためのものであろう。

グリシン氏は17日午後5時から宿舎の芝東京プリンスホテノレで記者会見を

おこなったが，その際，国際自由労連を非難したため，自由労連に加盟して

いる全逓労組の宝樹委員長や，自由労連東京事務所長落合英一氏らの反論を

まきおこした。これに対し，総評の太田議長は落合氏の反論に再反論して，

“国際儀礼に反する”と述べる一幕もあり，来日早々波乱をよんだ。

18日午前と午後，グリシン氏は総評および中立労連の主要単産委員長らと

意見を交換したが， 「日ソ労組交流委員会」を発足させ，具体的な交流計画

を作るととで意見が一致した。また，この際，グリシン氏は 「北洋の安全操

業問題は米軍の沖縄占領と深い関係があるJと述べた。ついで， 19,20日の

両日を京都方面の見物にすごした一行は， 21日，再び芝プリンスホテノレにて

①日本側8名（総評議長，同事務局長，同国際局長，総評加盟単産から民
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間，公労協，公務員の各組合代表1名ずつ，中立労連議長，同事務局長〉ソ

連側8名よりなる日ソ労組交流委員会の構成，②毎年l回，東京とモスクワ

で交互に会合するーーその他について意見を交換し一致をみたo また，炭鉱

災害の遺児のソ連招待などの交流計商もきめられた。

なお，グリシン氏は23日午前10時，ひそかに代々木の日共本部を訪れ，約

1時間にわたって日共幹部と会談したカ勺これは，最近，『t1共路線の制約下

から離脱しようと努力している日共に，側面的な援助を与えたものとして‘注

目された。この訪問に関しては，日共もソ連側も沈黙を守っていたが，今後

の日共の動きに少なからぬ影響をおよぼすものとして各方面から重視されて

いる。

グリシン一行は24日夕，芝プリンスホテノレにて，総評，中立労連の代表者

と共同声明に署名した。その要旨は次の通りである。

「ベトナムに対するアメリカの侵略は，世界平和に対する最大の脅威と

なっている。署名した双方は，ベトナム人民にひきつづき援助を送り，ベ

トナムに平和をもたらすため活動する決意を表明，すべての大陸の労働者－

と労組に，ベトナムに対する援助の強化と，世界平和に対する悶際的義務

を果たすようi呼びかける。日ソ両国の労働者，労組は，全面完全軍縮協定，

核兵器禁止条約などの締結につくしている諸国の努力を歓迎，社会制度を

異にする諸国の平和共存の原則と，反帝，反植民地主義の闘争を支持して

いる。

ソ連労組は，日本の労働者の原潜寄港反対，軍事基地撤廃の戦いを高く

評価している。双方は近年日ソ関係、が友好的に発展していることに満足，

この友好関係をさらに発展させ，交流をいっそう深めるため，日ソ労組交

流委を設けることに決定した。そして，日ソ労組の協力を強化するため，

労組代表団の交換のほかに，職場・の文化サークノレ，スポーツ ・チームの交

流などを決定，交流委の次の会合を， 1967年はじめモスクワにおいて行な

うことを決定した。」

かくて一行は 8日間の日程を終了し， 25日午前9時前，羽問発の特別機で

帰国した。

今回のグリシン訪日は，ソ連の党レベノレにおける対日了．作の一環を如実に
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示したものであったが，一応の成果をおさめ得たとし、うことができょう。

（注） 下回外務事務次官は7月2日午前， ピノグラードフ大使を招き，グロムイコ

外相の訪日に関する打合わせをおこなったが，その際，グリシン議長一行が日本

側労組代表と共に発表した共同戸明の中に，日本の外交政策や内政問題を非難す

るごとき言辞がもられていたことは長だ遺憾であると抗議し， 「グリシン氏一行

の来日に際し，特別機の乗り入れをみとめたことはわが同として特別の好意的配

慮であったにもかかわらず，このような行動があったことは迷惑である」と巾し

入れた。

（注） 日共は7月11日，グリシ γ氏の来訪をみとめた。これは社革新の内藤知周一

派の攻幣にこたえるという形で思野編集町長代即二の談話・として発表されたもので

ある。

イシコフ漁業相来日

かねて来日が期待されていたイシコフ漁業相は 6月19日，ソ連客船パイカ

ノレ号で、；横浜港へ到着した。政府は同氏を政府賓客として接遇する方針でのぞ

み，同漁業相との亥渉で，全北洋の安全操業（ハボマイ，シコタン両島周辺

の安全確保にとどまらず，北緯48度以南の全海域〉を確保すべく各省問の意

見を決定して符九うけたo 漁業相のH木における日程は次のようなものであ

った。

マ19日＝横浜着，マ20日＝坂田農相，椎名外相，赤城自民党政調会長らと

会談。夜は椎名外相，坂田農相共同主催のレセプション出席， 21日＝午前中

椎名外相，坂田農相との会談。午後，水産業界との懇談および赤域政調会長

との会談，マ22日＝午前10時，佐藤首相を訪問して敬意を表す。引続き漁業

施設見学。午後，ソ連大使レセプション，マ23日＝午前9時羽田発北海道へ。

疋午，札幌にて北海道知事訪問。午後9時半急行“まりも”で釧路へ。マ24

R＝到｜｜路，根室，ノサップ灯台，花咲港等を訪問見学， 2.5日＝午後1時釧路

発札幌へ，マ26日＝午前，札幌発，羽田経由で空路伊丹へ。午後，京都市内

見物，マ27日＝午前中京都見物，午後新幹線で東京帰着。夜，赤城政調会長

と夕食を共にしながら会談。マ28日＝椎名，坂田両相との最終会談，日ソ技

術協力協定に署名，共同コミニュケの発表。マ29日＝午前10時，パイカノレ号・

で横浜出帆，離日。

以上の日程の中で， 日木側とイシコフ漁業中日との問に数次の会談がおこな
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われたが，日本の政府案としては，昨年6月訪ソした当時の赤城農相がコス

イギン首相に提示した「赤城試案」を重点に押したのに対し，ソ連側は極め

てしぶい態度しか示さず，結局，安全操業の件はもちこしのまま，イシコフ

氏は離日した。この件は， 7月下旬来日を予定されているグロムイコ外相を

まって， “政治折衝”にもちこまれるものとみられる。

赤城試案の要点は①事実上，領土問題はたな上げにする，②ノ、ボマイ，シ

コタン周辺を平均3カイリの幅で囲み，その外側まで漁船の操業をみとめる。

（現在ソ連は12カイリ説をとっている〉③この水域への出漁漁船数は従来の

実績どおり約400隻とする。④この内容で暫定的な政府間協定を結ぶーーと

いうものであるが，これに対しイシコフ漁業相が示した対案は，①えとろふ

くなしり両島はもとより，ハボマイ，シコタン向島周辺海域の安全操業は領

海，領土問題がからんでくるので認められない。②貝殻島，水晶島周辺程度

の安全操業ならみとめてもよい，③領海12カイリ維持はソ連の原則であり，

これを縮めることは領土を縮めることに通ずるので，承認できなし、ーーなど

きわめて非妥協的なものであった。日本側はこれに大きな失望と不満を表明

したが，イシコフ漁業相は，さらにこの上，④水晶島周辺の安全操業をみと

めるかわりにソ連漁船隊の日本港寄港〈北海道，三陸沿岸のみならず，九州｜

各港をも含む〉を認めること，⑤ソ連の漁獲物を輸入すること一ーを要求し

てきた。このような一方的なソ連側の要求に日本側は政府，民間業界双方と

も激しい反援の色を示した。

イシコフ漁業相は22日午前，佐藤首相を儀礼訪問したが，その際，首相は

抑留されている全日本漁船員の釈放を求めると共に，安全操業問題で善処を

要望したが，イシコフ漁業相は「安全操業問題では私の立場で話し合える権

限のあるものと，そうでないものがあるが最善をつくしたいJと述べ，この

問題の背後に，ソ連軍部の圧力があることを暗示した。

結局，今回のイシコフ漁業相の来日期間中に得られた成果は，マ日ソ漁業

技術協力協定の仮調印，マ海難救助協定の改定，マ抑留中の58人の日本漁民

の釈放，マ日ソ漁業条約の改善更新一ーの4点で合意をみたことのみで，日

本が最も希望していた安全操業問題は結論をもちこし，またソ連漁船の寄航

問題も日本側の拒否にあった。
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いずれにせよ，イシコフ漁業相の来日は，日本側の一部の甘い希望的観測

を打ちくだき，日ソ聞の懸案は表面的な友好ム｝ドに幻惑されてはならぬと

いうことを如実に示したものといえよう。

日ソ技術協力協定および日ソ共同コ ミュニケの内容は次のようなものであ

った。

〔日ソ技術協力協定〕

【前文】 この協定は漁業資源の保存，増大および合理的利用，漁業技術

および水産加工技術の改良ならびに内水面における漁業生産力の向上の分

野における協力を促進することにより，日ソ両国の漁業の一層の発展に寄

与することを目的とするo

【第1条】 両政府は漁業に関する協力を促進するため，相互主義に基づ

きそれぞれの法令に従ってつぎの措置を実施する。

①学術上および技術上の情報および資料の交換。

② 漁業および水産物加工の実情ならびにこの分野における研究活動の

視察を目的の専門家の交換。

③ 共通の関心を有する漁業資源の共同研究の実施。

④ 水産当局およびその学術機関が行なう漁業資源の研究情動の調撃。

【第2条】 前記の諸措1置は毎年同国の水産当局により合意されたのちに

両政府により確認される漁業に関する技術協力年次計両に従って実胞され

る。

【第3条】 この協定は署名の日に効力を生じ， 3年間有効なものとする

が，発効の日から 2年を経過したのちには廃棄通告を行なうことができ，

協定はとの通告受領の日から 1年で終了する。

〔イシコフソ連漁業相の日本訪問にかんする共同コミュニケ〕

l. イシコフ ・ソ連漁業相は，日本政府の招待により， 1966年6月19日

から29日まで，日本を公式訪問した。同相は東京，札幌，根室，京都など

を訪問，佐藤首相と会見したのをはじめ，椎名外相，坂同農相，赤城前農

相と一連の会談を行なった。

1. 会談を通じ， Hソ両国が共通の関心を有する漁業にかんする問題に
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ついて有益な意見交換が行なわれ，双方は漁業の分野で協力関係、が近年著

しく拡大かっ多面的なものとなり，日ソ関係強化に寄与していることを認

めた。

1. 会談にさいし，北方諸島周辺水域における操業問題，海難救助協定

の運用改帯， 1956年の北西太平洋漁業条約の今後の運用，漁業および水産ー

物加了．の分野での学術および技術協力の発展その他の問題が取り上げられ

た。

1. 日本側は北方諸島周辺水域全般における日本人漁船員による操業に

ついての問題を提起，これにたいしソ連側は日本側の希望にそν、，貝殻島

地医の日木漁船による操業水域を拡大するための計爾を最も近し、将来，具

体的に検討する用意があるむね述べた。

1. 双方は，海上で遭難した人の救助のための協力にかんする［！ソ問の

協定の活fT・の事項の改替にかんし，近し、将来検討し，具体的借憶をとおこ

とに合意した。

1. 双方は，漁業条約がさけ ・ます漁業の秩序の維持に貢献しており，

その効力を存続させることが合目的的であることに意見の一致をみ，同問

題にかんし近い将来話し合うことを合意した。

1. 双方は，今次会談で取り上げられた問題のうち，合意をみなかった

ものについては，今後ひきつづきその解決のため協議を行なうべきことを

合意した。

1. 日ソ問の漁業分野における学術および－技術協力にっし、て，双方は協

定案に合意，仮調印した0

1. 双方は日ソ間の善隣関係強化のため，漁業の分野における協力を今

後とも促進する用意ある旨を表明した。

1966年G月初日

ゲロムイコ外相訪日

ソ連のグロムイコ外相は， 7月24日午後7時5分，ソ連政府特別機で羽田

着，来日した。同外相のほかにリージャ夫人およびスダリコフ外務省極東部

長，ザミャチン同新聞部長，オヨ三ジ三ヨフ同様東部日本課長－ら7人が随行
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してきた。空港には椎名外相，中川駐ソ大使，下回外務事務次官ら日本側関

係者のほか，ピノグラードフ駐日ソ連大使らが出迎えた。

グ外相はあくる25日午前9時半すぎ，外務省に椎名外相を訪問し，来日の

挨拶を述べるとともに，第 1回外相会談にはいった。この会談には，ソ連側

からグロムイコ外相のほかにピノグラードフ駐日大使，スダリコフ外務省板

東部長その他，日本側からは椎名外相のほかに中川駐ソ大使，下回外務事務

次官，牛場外務審議官，北原欧亜局長その他が山席し，午後零H寺5分に終了

した。

会談の内容は椎名外相の歓迎の挨拶のあと，①北方諸島周辺水域での操業

とりきめ，②日ソ関係のあるべき姿，③シベリア開発を合む日ソ経済関係，

とくに第2次シベリア調査問ができるだけ早く訪問できるように促進してほ

しいとの要請，④領土問題一ーーのJI慎に日本側の見解を述べ，これに対し，グ

flムイコ外相も見解を述べたという。しかし，グ外相は領土問題に関しては

具体的内脊に入るととを避け臼解決ずみ”です全せようとする態度た示し

た。

25日夜は，ホテル・ニューオータニで椎名外相主催の歓迎夕食会が開かれ

たが，その席で椎名外相が“ベトナムにおける一切の戦争行為をやめるた

め，日ソが影響力を行使すること”の必要を述べたのに対し，グロムイコ外

相は米国のベトナム政策を激しく非難し， “米国はベトナムから出ていくべ

きである”と述べ，対照的な見解の違いを示した。

第 2回日ソ外相会談は26日午後3時から外務省でおこなわれた。この日の

会談内容は，①ベトナム問題での見解は平行線，②核拡散，－核軍縮問題では

原則的に合意，③安全操業問題では，ソ連母船の日本寄港要求がくり返されh

交渉継続という線で一応合意ーーなどであった。

27 fiは午前10時35分から約1時間半にわたって首相官邸で佐藤首相！！との会

談がおこなわれた。との佐藤 ・グロムイコ会談では，①Flソ阿問外相の定期

協議を行なうことで合意，②北)j水域の安全操業につν、ては，今後も両i詞の

外交／レートで話し台いをすすめる，③ソ連漁船の日本省－港については今後両

国政府で検討する，④現在年間4億5000万ドノレにのぼっている日ソ貿易をさ

らに滑進する…・叩などで，怠見が…致し允が， 肢も重要な北方領土問題で、はグ
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ロムイコ外相は“従来の方針をャま変える考えはない”とはっきり拒否した

という。正午すぎから首相官邸で歓迎昼食会がひらかれたが，その席での挨

拶で，グロムイコ外相は“ソ連国民は佐藤首相のソ連公式訪問を待っている”

と述べた。

この日の佐藤・グロムイコ会談での最大の成果は「外相級の定期協議」を

きめたことで，これは，日本にとっても共産圏の国との定期会合をもつこと

は全く初めてのことであるとともに，ソ連にとっても自由圏の国との定期協

議はこれが初めてであり，その意義は大きいものがあると考えられる。

27日夜，外務省筋は25日の第 1回外相会談の折，ソ連側が「ソ連が打ち上

げた人工衛星を中継基地として，日ソ問で電波による相互通信の道をひらく

ような技術協力協定を結びたい」と提案した旨を明らかにした。これについ

ては警戒する向きと歓迎する向きの両論があったが，慎重に検討した結果，

拒否の方針が闘まり， 28日，外務省から発表された。正式の回答はグロムイ

コ外相帰国後，外交ノレートを通じておこなわれる予定であるという。拒否に

ふみきった主な原因は，①39年8月発行の「世界商業通信衛星組織に関する

暫定制度を設立する協定Jにわが国はすで、に加盟しており，共産閣をのぞく

47ヵ国も加盟していること，②ソ連はこの組織が米国の主導権のもとにおこ

なわれてν、るととを聖子戒し，共産閤諸問問で独自の衛星通信網を組織すべく

すでに実験をはじめている，③もし，日本が，ソ連の衛星通信網に入れば，

米ソ宇宙競争のまきぞえをくうおそれがあること，④現在，実験がおこなわ

れている米国のシンコム衛星による送 ・受信設備はほとんど日本の技術によ

ってリードされていることから，慎重な配慮、が必要であるーーなどの点があ

げられている。しかし，平和目的のテレビ中継なら，検討に値するのではな

いかという説も相当有力であるという。

一方，公的な会合以外でのグ外相夫妻は， 25日，川崎市の東芝TV工場を

訪れ，カラーテレビの組立て作業などを見学した。また， 26日，午前9時半

すぎ東京都庁を訪問して東知事に挨拶したほか市内各所を見物した。ついで

同じく 26日午後零時半から丸の内の東京会館で財界人と懇談した。そして27

日夕刻新幹線で京都につき， 28日は京都，大阪の各所を視察した。

29日，帰京したグロムイコ外相夫妻は午後，皇居を訪問し，両陛下に謁見
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した。そして，午後4時半から外務省で 「日ソ領事条約jに調印した。

かくして全日程を終了したグロムイコ外相とその一行は30日午前9時特別

機で、羽田発帰国の途についたが，外務省はこの日「グロムイコ ・ソ連外相の

訪Hに｜探しての日ソ共同コミ 斗ニケjを発表したu その内容は次の通りであ

る。

1. グロムイコ外相は，東京， 京都および大阪を訪問した。 ｜司外相は，

日本国に滞在中，夫人とともに，天皇陛下および皇后陛下から謁見を賜っ

た。同外相は，また佐藤首相と会見し，会談した。

1. グロムイコ外相は，椎名外相と 2固にわたり会談した。友好と相互

理解の精神のもとに行なわれたこれらの会談において， 日ソ両国間の諸問

題および両国が共通の関心を有する重要国際問題について有益な意見の交

換が行なわれた。

1. これらの会談を通じて，双方は， 1956年の日ソ共同宣言の精神にし

たがい，互恵平等と内政不干渉の原則に基づき，あらゆる分野における関

係を今後ますます発展させてし、くことが可能であるとの一致した見解に到

着した。また，双方は，このような日ソ両国間の友好善隣関係の増進が，

アジアにおける平和と安全の維持，ひいては世界の平和に貢献するところ

が大であることを認めた。

1. 交渉の結果， 1966年7月29日，東京において，日ソ領事条約の署名

が行なわれた。双方は，この条約が日ソ両国間のあらゆる分野における交

流を容易ならしめ，日ソ関係をさらに緊密化することに役立つことを期待

し，相互に領事館を設置するための交渉を速やかに開始することに合意し

た。双方は，日ソ関係をさらに恒久的に安定した基礎におくために，平和

条約を締結する必要があることを認め，これに関連し，それぞれの見地を

表明した。

1. 双方は，漁業の分野において協力関係が着実に発展しつつあること

を満足をもって認め，両国が世界の有数な漁業国として，今後とも協力す

る用意があることを表明した。双方は，この分野に関する若干の問題につ

き，相互の利益を考慮して，近い将来に，話し合いを継続することに合意

した。
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1. 双方は，近年両国間において，各種使節団の相互派遣，人の純米，

貿易，経済，科学，文化その他の分野における交流が順調に進展しつつあ

ることを認めた。このような交流は両国民の相互理解の増進に貢献するも

のである。

1. 双方・は，今後とも，科学および文化の分野における交流の発展のた

め努力することに合怠し，その具体的）j策につν、て今後協議を続けること

に意見一致した。

1. 双）Jは，東南アジアの情勢に関し，それぞれの立場を述べた。双方

は， llll際連合が真に有効な平和維持機構として発h益するよう，これを活－用

し，その権威を高めるため，相互に協力すべきことを合掌した。

1. 双方は，｜仕界の恒久的平和を確立するために， コ宵効な管理の下にお

ける軍縮の達成を促進する用意があることを表明し，また，第20回国際連

合総会の決議に述べられているとおり，核兵器の拡散を防止することが重

要であることを認めた。

1. 双方は，本年1月の椎名外相の訪ソおよび今回のグロムイコ外相の

訪日が，日ソ国交史上初めての両国外務大臣の相互訪問であって，両国関

係の今後の発展のため，大きな意義をもつものであることを認めた。なお，

双方は，日ソ問の問題ならびに双方がその解決に関心を有する国際問題に

ついて定期的に協議を行なうことを合意した。

この日ソ共同コミエュケの起草は双方の意見のくいちがし、のため，最後ま

で難航した。とくに， 「北方領土J「ベトナム」 「安全操業」の 3点は双方

とも容易に譲らず，結局北方領土に関しては e 「それぞれの見地を表明したJ

ベトナム問題では「東南アジア情勢について日ソが意見を交換したJ，安全操

業問題では「漁業の分野に関する若干の問題Jとすることでようやく落着し

たものである。

グロムイコ外相は帰国前夜の29日夜，泊者会見をおこない訪日の印象など

について諮ったu

いずれにせよ，今回のグロムイコ外相の訪日は，①日ソ領事条約の調印，

②外相級定期協議の開催で見解一致一ーというふたつの成果をあげたほかに

は， Lイ）領土問題での見解は平行線，（ロ）安全操業問題は継続審議，料核拡散，
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核軍縮ではおおむね見解一致，（斗ベトナム和平問題では見解対立ーーという

ようなしぶい結果に終った。しかし，グロムイコ外相が直接，その目で日本

の実情をみたことは今後に何等かの影響をおよぼすかもしれない。

（注〉 30日のモスグワ放送はグロムイコ外相の日本訪問の成果を高く評価する解説

を発表した。しかし， 31日の北京放送は例のごとしグロムイコ外相の訪日は新

しい反軍命の “米 日ソのや11聖伺盟”が事実上形成されたことを意味すると非難の

孟柴を述べてし、るυ

日ソ領事条約調印

7月29日午後4時37分から外務省内でかねてー交渉中であソたuソ領事条約

の調印式がおこなわれた。椎名外相とグロムイコ ・ソ連外相が，日露正文に

よる条約および付属議定書と交換公文にそれぞれ署名し，間5時すぎに式を

終了した。

日ソ領事条約は戦後，日本が結んだ 3番目のもので，日米，日英両領事条

約につぐものである。

ソ連としては，アノレパニアを除く共産圏10ヵ国のほかに，西独，オースト

リア，米国，英国，フィンランドとの聞に領事条約を結んでおり，自由圏で

は日本が6番目にあたる。

条約は①定義，②領事館設置 ・領事官などの任命，③特権・免除，④領事：

職務，⑤最終規定一一の5部43条からできており，その要綱は後述の参考資

料の通りである。この条約と議定書は両国で、それぞれ批准手続きを終えたの

ち，モスクワで批准書を交換し，その 1ヵ月後に発効する。有効期限は5年

間で，期限の 1年まえまでに廃棄通告がなければさらに効力を継続すること

になっている。

この条約では，わが国の主張が相当に通り，とくに北洋で日本漁船員を逮

捕拘紫した場合， 10ll以内に通報する義務を胤定し， U本人の保護を！手くす

ることができた点はー凡：の成果と渇えられている。

ドゴール大統領，ソ連公式訪問

かねてソ連を訪問する予定であったドゴール ・フランス大統領は全世界の
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注視を集めながら， 6月20日午後4時〈日本時間同10時〉空路モスクワのウ

ヌコボ空港に到着した。空港には，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長，コス

イギン首相はじめグロムイコ外相，マリノフスキー国防相，ゾーリン駐仏大

使，グレチコ ・ワノレシャワ統合軍最高司令官ら多数が出迎えた。

これらの尖況はインタービジョンでヨーロッパにテレビ中継された。

ドゴーノレ大統領は20H孜クレムリンで、開かれた歓迎夕食会で演説したが，

その概要は次のようなものであった。

「フランスは米国が果たす重要な役割を無視するものではなャ。しかし，

欧州ほ荒れ果てた分割状態から，実り多いひとつの集合体に戻すことが世

界の緊張をしずめ，変容させる重要な条件であると考える。

フランス ・ソ連両国は欧州全体がこれらの目的達成の道と手段について

同意に達するまでの間に，まず両国間で意見の一致をはからねばならな

い。私がブ連に来たのはそのためである云々J

ソ連側はドゴーノレ大統領との会談にあたってブレジネフ書記長がつねに首

席代表としてドゴーノレ大統領と向き合って席についたと伝えられる。

ついで， 21日には午前10時からクレムリン内で第 1回公式会談が， 22日も

同じように第 2回公式会談が両首脳部の間でおこなわれた。

大統領一行は，一方，モスクワ市庁を訪問し，パノレコニーから市民に向っ

て挨拶したり，パレエを鑑賞したりしたのち， 23日から 1週間にわたりソ連

内都市の訪問旅行に出発した。この旅行にはポドゴノレヌイ議長がつきそっ

た。訪問した都市は23日に西シベリアのノボシピノレスク，25日パイコヌ－，レ

宇宙基地， レニングラード， 27日キエフ， 28日ボノレゴグラードで，各地で盛

大な歓迎をうけた。とくに，未だ西側jの誰にも見せたことのないパイコヌー

ノレの宇宙基地で、人工衛星の発射を見せたことは，ソ連のドゴーノレ重視のあら

われとして注目をひいた。

ドゴーノレ大統領は29日モスクワ帰着後，ソ連首脳陣と第3回会談をひらい

た。そして30日夜， ドゴーノレ大統領とポドゴルヌイ・ソ連最高会議幹部会議

長は仏ソ共同声明に調印した。その要旨は次の通りであった。

仏ソ両国はクレムリンとエリゼ宮の間に“ホットライン”を開設するこ

とに決定した。これは必要と思われるさいは，いつでも意見やメッセ｝ジ
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が変換できるようにするためのものである。

1. 仏ソ両国政府は両国間の協議を定例的に行なうことに決めた。

1. 仏ソ宇宙共同開発協定は平和目的のための宇宙開発をめざした協カ

を規定している。

1. 仏ソ両国は領事協定を結ぶことに決めた。

1. 仏ソ両国政府は，ベトナム戦争を終わらせる唯一の道は外国による

ベトナム干渉を一切排除した， 1954年ジュネープ協定を基礎とした解決策

であると信ずる。

1. ソ連のポドゴ、ノレヌイ最高会議幹部会議長，ブレジネフ共産党書記長

およびコスイギン首相はν、ずれもドゴーノレ大統領の行なったフランス訪問

への招請を感謝の念とともに受諾した。

l. 仏ソ両国は仏ソ委員会を設立することになった。この委員会は少な

くとも年に 1度ノξリないしモスクワで交互に会議を開き，仏ソ両国間の科

学，技術，経済協定が確実に適用されるよう協議を行なう。

l. 仏ソ両国は欧州、｜の諸問題は欧州、！というワク組みのなかで検討すべき

であるということに意見が一致した。仏ソ両国は欧州問題解決への第一歩

は情勢の正常化であり，ついで、各国の独立を尊重しながら，すべての欧州

諸国間の関係を漸進的に発展させていくことでなければならないと信ず

る。

また，これと同時に，仏ソ問の“宇宙開発平和利用協力協定”および“科

学技術・経済協力協定”のふたつの協定が， クーブドミュノレピ、ノレ仏外相とグ

ロムイコ ・ソ連外相との聞で調印された。ことに宇宙開発協定は，ソ連のロ

ケットを使用してフランスの人工衛星を打ち上げることを原則的に決定した

ものである。

かくて公式訪問の全日程を終ったドゴーノレ大統領は， 7月1日，モスクワ

のウヌコポ空港から帰国の途についたが，このときも到着の時と同じく数十

万のそスクワ市民の見送りをうけた。

結論として今回のドゴーノレ訪ソは，具体的な面での成果は大したことはな

かったが，精神的な面における影響は相当大きなものがあったというべき

で，とくに221:J，モスクワ大学でドゴーノレ大統領がおとなった演説では，そ
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の格調の高さと巨視的な歴史感覚がソ連の青年に少なからぬ刺激を与えたと

考えられる。

米国や西独はじめ，西側諸国は今回の訪問を，非常な不安と期待をおりま

ぜた複雑な気持で見守っていたが， ドゴーノレ大統領がソ連との会談で， ドイ

ツ問題に関し一歩も譲らなかった事実をみて，“ドゴーノレは裏切らなかった”

と好感した模様である。

ドゴーノレ大統領の構想は，西側のみならず東欧闘にも大きな影響を与えつ

つあり，最近のルーマニアの動きなども， ドゴーノレの刺激をうけたものと見

られている。このような東西双方における多角化現象は今後ますますその色

を強めていくものと推測される。

（注〉 中共の新華社通信は 7月4日， ドゴール仏大統領の訪ソにふれ， 「ソ連はド

ゴール大統領との会談でもベトナム人民の利誌を売ったJと報じた。

〈注〉 仏ソ間の友好ムードにもかかわらず仏ソ聞の貿易量は微々たるものであり，

日ソ問の貿易量より遥かに少なし、。 1965年のフランスの対ソ輸出は 3憶4000万フ

ランにすぎなかった。しかし，今後，フランスの対ソ売込みは拡大の傾向をみせ

ると予想される。

印度首相訪ソ

ガンジー・ インド首相は 7月12日，ベオグラードから空路モスクワヘ到着

した。空港にはコスイギン首相，グロムイコ外相らが出迎えた。ガンジ一首

相はモスクワ滞在中に数回コスイギン首相と会談したが，主としてベトナム

問題に関する討議がなされたと推測されている。ソ連側はガンジ一首相の提

案した「ベトナム平和会議召集のイニシアチブをとることJには賛同しなか

ったもののようである。ガンジ一首相は 7月16日，モスクワを離れたが，こ

の日，ソ印共同声明が発表された。

また，ガンジ一首相滞在中の14日に歓迎集会がひらかれたが，この席でコ

スイギン首相は「北ベトナムの要請があれば，いかなることでも誠実に実行

するであろう jと強調した。

ウィルソン首相訪ソ

7月16日午後5時14分，ウイノレソン英国首相は空路モスクワに到着した。
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同首相の表向きの訪問目的は第 2回共同貿易見本市に出席するためとされて

いるが，実際の狙いはベトナム問題の討議であった。しかし，ソ連側の応待

は冷く，空港にはコスイギン首相，グロムイコ外相，クズネツオフ第一外務

次官が出迎えたが恒例の歓迎式もおこなわれず， ドゴーノレ大統領の訪ソとは

余りにも対照的であった。ウイノレソン首相は， 17, 18の両日，コスイギン首

相とベトナム問題の討議をおこなったが， 18日付のわ・ovda紙は英首相がま

だモスクワに滞在しているにもかかわらず，英国を批判する署名入り論評を

かかげる有様であった。ウイノレソン首相は19日朝，モスクワからロンドンヘ

帰着し，空港で「コスイギン首相とベトナム問題に関して 9時間にわたる激

論をかわしたが，成果はあげられなかったjと語った。今回のウィルソン氏

のモスクワ訪問につν、ては，英国の外交筋はもとより，モスクワ筋もパリ筋

も，はじめかち期待を持てないと予測していたが，事実その遇りの結果とな

った。これは英国がいまおかれている外交上の微妙な立場とともに，経済上

の困難などが英国の威信を低下させているためと推測される。

〈注〉 ウイノレソン首相の訪ソを取材するためモスクワ入りを希望していた 6人の新

聞記者（英国人2名，米国人4名）に対し，ソ連は入国を拒否したと伝えられ

る。

ウ・タン ト国連事務総長訪ソ

7月25日午後，国連事務総長ウ・タント氏はソ連公式訪問のためモスクワ

へ到着した。同日の Pravda紙は同氏のことを写真入りで報じ，その業績を

称賛した。ウ・タント氏は 3日間の予定を 1日延ばして29日までモスクワに

滞在し， 30日，パリ経由でニューヨークへ帰ったが，コスイギン首相はウ総

長に次期まで留任するよう要請したと伝えられる。ウ総長はモスクワ滞在中

ベトナム和平問題でソ連説得をところみたとみられるが，その点、では成果は

得られなかった模様である。

第7次ソ連最高会議代議員総選挙

4年目毎におこなわれるソ連最高会議代議員選挙は， 6月12日に実施され

た。選出された新代議員の数は1517人で，この新しいメンパーによる最高会
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議第 1会期は 8月はじめ招集される予定である。との新代議員による 8月最

高会議はソ連邦閣僚会議構成員を改めて任命することになっており，その際

コスイギン首相が再任されるか否かが注目される。また， 8月最高会議はさ

きの第23回党大会で採択され，目下，手直し中の新5ヵ年計画指令草案を承

認し，正式に法例化することになろう。

また，一部では，ソ連憲法の改正草案を審議するのではないかとも伝えら

れている。

今回の代議員選挙では，連邦会議767人，民族会議750人で，従来より74人

増加した。また，代議員の顔ぶれもかなり入れ変っている。

〈注〉 1. 一部消息筋は8月最高会議において， 《全連邦社会保安省》が新設され

るであろうと伝えている。

2. 13日のモスクワ放送は，Jli商会議選挙は有権者の99.94%約 l億4244万0862人

が投票した と報道した。

3. 7月末，英国筋はコスイギン首相退陣の可能性を予測する報道を流した。

ソ連， 上半期の経済実績

7月24日付の Pravda紙は，その前日，中央統計局から発表された本年上

半期（ 1～6月〉の経済実績を掲載した。全体として目立った変化は見られ

ないが，その大要は次のようなものであった。

0工業総生産 前年同期比増 8% 

エ ネノレギー

燃 料 産 業

鉄および非鉄金属

イじ 学 エ 業

機属械加製工作工業および金

林業，木材加工，
パノレプ，紙， 工業

建設材料工業

軽 工 業

食 ロロロ 工 業

文化生活必需品工
業
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シベリア開発（6・7月）

0電 カ 2660億kw時 前年同期比増 8%増

石 油 1億2850万トン II 9 グ

ガ ス 708億ma " 13 " 

石 炭 2億9300万トン II 2 II 

－内コークス炭 7080 II II 4 II 

銑 鉄 3470 II II 6 II 

鋼 4760 ,, II 6 II 

圧 延 本オ 3780 II II 8 II 

鋼 待回望＝ 7億4000万m II 9 " 

484万1000トン II 9 II 

鉄 鉱 石 7870万トン " 5 II 

鉱 物 肥 料 1710 " II 17 ,, 

農 来； 10万2.000トン " 5 II 

自 動 車 32万4000台 II 守 II

ト フ ツ ク 18万7000" " 8 " 

冷 蔵 康 102万9000II " 40 ,, 

洗 濯 機 188万H II 15 11 

。ソ連邦の人口は 7月 1日現在 2億3300万人を突破。

一一以下略一一

ワルシャワ軍事機構の苦悩

モスクワの東欧外交筋は， ワノレシャワ条約機構加盟諸国の外相会議が6月

6日からモスクワで開かれている旨を明らかにしていたが，会議ははじめの

3日間の予定が重大な意見の相違のため長びいてν、ると伝えられた。出席し

た国はソ連，ポーランド，チェコ，ノレーマニア，ブ、ノレガリア，ハンガリー，

東独の 7ヵ国であったが，会議は17日に漸く終了した。この11日間にわたる

異例の長期外相会議については， 17日のタス通信がはじめで公表したが，外

相会議の最終コミュニケも短いもので， 「会議は友好と相互理解の雰囲気の

うちに行なわれた」と述べ， 7月はじめノレーマニアのブカレストでワノレシャ

ワ条約機構政治諮問委員会会議がおこなわれることを明らかにしたものであ
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シベリア開発（6・7月）

った。このコミュニケには“見解の完全な一致”という請い文句が含まれて

いないところから，ルーマニアの投じた爆弾宣言が会議をかなり紛糾させた

ものと観測されている。

この外相会議に先だって， 6月 2日， ワノレシャワ条約6ヵ国の国防相が問

機構の再編問題で，モスクワに集合し秘密会議を開いているとロンドン筋か

ら伝えられてヤた。

一方，外相会議がモスクワで紛糾している最中の11日に／レーマニアの党書

記長チャウセスク氏は同国のピテスチで演説し，「NATOとワノレシャワ条約

機構は双方とも廃止すべきときがきている」また「すべての外国軍隊は他国

の領土から撤退すべきであるJと述べ，ソ連に挑戦する姿勢を示した。ブレ

ジネフ書記長は，この11日，念、いで外相会議に出席中のノレーマニア外相メネ

スク氏をよんで会談したが，ノレーマニア説得には成功しなかった模様である。

また，外相会議と並行して， 12日からは東ベルリンでソ連，ポーランド，

チェコ，東独4ヵ閣の悶防相会議が突然開かれた。西独のゲネラノレ ・アンツ

アイガー紙は14日のベルリン特電として，東独駐留のソ連軍（約20個師同〉

を削減し，極東方面の中ソ国境へ5個師団を配置換えする問題がとの閑防相

会議で検討されているらしいと報じた。

7月に入るや，クレムリンの首脳陣ブレジネフ，コスイギン，グロムイコ，

マリノフスキーらは， ソ連代表団として，ブカレストでひらかれるワルシャ

ワ条約機構加盟諸国政治諮問委員会会議に出席するためモスクワを出発し

た。ポーランドからはゴムノレカ第 l書記，チランケピッチ首相，ラパッキー

外相らが3日昼ブカレストに到着した。そして， 7月4日午後5時半（日本

時間5日午前零時半）東欧首脳会議は幕をあけた。東独からはウルブリヒト

第 l書記，チェコからはノボトニー第 1書記，ブルガリアからはジフコフ第

1書記，ハンガリーからはカダル第1書記らが参列した。

しかし，会議は冒頭から紛糾し，開会45分後に，ソ連とルーマニア以外の

首脳は深刻な表情で退場し，あとに残ったソ連とノレーマニアの首脳が3時間

にわたって会談を続けたが，両国首脳ともむつかしい表情で別々に会場から

帰った。

5日は午前10時から非公開の討議が開始された。そして 7ヵ国の首脳は
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シベリア開発（6・7月〉

「ヨーロッパの平和と安全を強化するための共同宣言jに署名した。この日

の会議について， 6日のノレーマニア共産党機関紙スクインテヤはトップ記事

で《5日のソ連東欧首脳会議でチャウセスク書記長が，他国への内政不干渉

の重要性を力説し，ソ連がワルシャワ条約機構諸国への支配を強化しようと

していることを攻撃した》と報じた。

6日は午前中，約3時間にわたって首脳会議がおこなわれた。会議はこの

日最終コミュニケを発表して閉幕したが，その中には， “友好と相互理解の

空気”をうたったのみで， “見解の一致”という言葉を含んでいなかった点

が注目された。

〈注〉 ユーゴの有力紙ポルバは， ソ連がコメコン（共産閉経済相互援助会議〉諸国

向けの原材料石油，などについて，輸出価格の大巾引上げを要求しており，その

見返りとして，東欧諸国からの機械輸入価格に世界市場価格を適用すると提案し

たと伝えた。従来までは世界市場価格より低い価格で東欧諸国の製品を買いとっ

ていたからである。しかし， ソ連からの原材料輸入にたよ っている東欧諸国にと

っては，原材料の値上りは深刻な重荷となってくると恩われ，この点でも， コメ

コン諸問の反対が予想されている。

いず、れにせよ，軍事機構，経済機構の双方で，ソ連と東欧諸－国との関係は

今漸く ，重大な岐路にさしかかっているとし、う感が深い。

φ対ソ船舶輸出難航

6月15日，政府が明らかにしたところによると， ソ連はモスクワの日本大使館へ，

f第三次貿易協定による船舶輸出（総計99隻〉が日本の造船業界の建造ブームのため，

船台がふさがっており， 41,42, 43年度中などの対ソ船舶輸出が間に合いそうもない

事jに関して抗議をよせてきた。政府，業界はこの問題について憂慮し，対策をねっ

ていたが， 容易にメドがつかず，推移が案ぜられてヤた。

とのような問題がおきたひとつの原因として，貿易協定締結当時，外務省が独走し

て，運輸省や造船業界と十分打合わせをおこなわなかった事もあげられてャる。

また， ソ連が自国基準で船舶を建造するよう強く要望しているのに対し，日本の業

界は日本海事協会の基準を使ヤたいと主張してU、る点も行きづまりの一因である。 さ

きに三菱重工がソ連から魚工船7隻を受注した際も， ソ連基準によったため，工期が

長びいた上，第1船の引き渡しでクレームをつけられ， 出血を強いられた苦U、経験が

あり，業界では， 面倒なソ連船の受注を敬遠する向きもでており，なりゆきは注目さ
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シベリア開発（ 6・7月〉

れていた。しかし，松原与三松船舶輸出組合理事長が16日， 中村運輸相に語ったとこ

ろによると， 1968,69, 70年の3ヵ年間で， 99隻全部を建造することでソ連側との一

応の諒解が成立した模模である。

φ天然ガス輸入交渉，難航

北樺太の天然ガス開発について，丸紅飯田グループ（丸紅飯田 ・帝国石油 ・石川島

播磨重工業など〉は 6月下句から再度モスクワで交渉を続けていたが，依然価格問題

をめぐって交渉が鮒充し暗礁にのりあげた形になっていると伝えられる。前回の交渉

で日本側は1000m3あたり FOB（本船渡し値段〉で10ドノレを主張したのに対し， ソ連

側は①ヨーロッパ諸国における天然ガス需要の増大，②東京ガス，東京電力が輸入す

るアラスカ天然ガスが16ドノレで、あること一一－などの理由で14ドルの線を閤執して譲ら

なかった。そこで今回の交渉では双方が歩みよって中間の価格をとろうとしたが， ソ

連側はかえって15ドノレに値上げを要求してきたため再び難航してヤるものである。

そこで日ソ両国政府間の政治折衝に持ちこむべし グロムイコ外相来日の際，椎名

外相を通じてソ連側に歩みよりを求める方針のようである。

。ソ連原油輸入交渉の推移

41年以降のソ連原油長期契約に関して， 出光興産はソ連石油輸出公団と交渉、を続け

ていたが， 6月になっても話合いは調整がつかず，結局，出光側としては今後l年契

約でその都度賀入れ最を決める方針を固めたようである。

出光興産は34年以降， 6ヵ年の長期契約を結び，この3年間は年間180～190万キロ

リッ トノレを引取ってきた。それは①価格が中東産原油より安いこと， ②硫黄含有率が

低いこ とーーなどの利点にもとづくものであった。 ところが，昨年以来収）中東産油が

値下りの傾向をみせはじめたのに対し， ソ連側は値上げ要求を打出してきたこと， （吋

ソ連産原油の硫黄含有率が若干上昇の傾向をみせはじめたことーーなど不利な点が出

てきたため交渉は難航を続けていた。

しかし， ソ連側は西欧市場への売込みに成功したこともあって，対日輸出の意欲が

薄くなっており，値上げ要求を引込める気配がないため，交渉はしばらく中断状態に

おち入っていた。

このような事態は，丸善石油，東亜石油など民族系各社にも微妙な影響を与えたも

のとみられる。

一方，このようなソ連側の熱意の低下は， チュメーニ油田の開発に関する日本の協
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シベリア開発（6・7月〉

力が期待できなくなった事の反映であるとも考えられている。

結局， 7月下旬に入って， 出光興産，丸善石油，東g[石油の3社はソ連側との合意

に達したが， 出光興産を例にとると，①数量は原油200万トン，重油50万トンとする，

②価格は今までの CIF建て1本から， ClF1 FOBの2本建とし，扱い最も半々とす

る，③契約期間は 1ヵ年とするーーとU、うものでFOBだて原油]00万トンのうち25万

トンは出光が配船することになっている由。また価格の両は， ほぽ前年なみに落つい

たものとみられている。

⑫ハバロフスク日本見本市開催

日ソ東欧貿易会， ジェトロなどの共催による日本沿岸貿易見本市は6月27日からハ

ノミロフスク市のスポーツ宮殿〈体育館〉で閉幕した。開会式は午前10時からはじまり，

日本側からは北村徳太郎氏（日ソ東欧貿易会会長）はじめ，千田 ・岩手県知事，互・

新潟県知事，吉田・富山県知事はじめ，ジェトロ関係者，在ソ円本大使館関係者，都

道府県の経済視察団など約240人が出席した。

ソ連側からは，貿易省艦東全権代表クゼンコ，ヴェ・グェ，全ソ糠東貿易事務所長

クレオピン，全Y商業会議所会頭ネフテロフ，エム ・グェはじめ地元のハバロフスク

地方知事チョーノレヌイ， ア・カ，ハバロフスク市長ドムニン氏らが参列した。

日本の出品は約1万7000点で，漁業用具，食料品，繊維製品， 円用品類，カメラ，

ラジオ，テレビなど各種にわたったが， とくに北海道からl11 r I県まで日木海沿岸の18

道県が売りこみを競い合っている点が注目された。一部では裏日本各県同志の足の引

っぱりあいも見られ，後進性を脱却しようとして苦悩している裏日本の実情を反映し

ていたと伝えられる。

（注〉 沿岸貿易の対象地域は極東だけであり， 人口僅か540万人で需要が少ないう

えにパーター制が障害になって，急速な伸びは期待されそうにない。

⑫グロムイコ外相，財界人と懇談

来日中のグロムイコ外相とその一行は， 7月26日午後零時30分から東京・丸ノ内の

東京会館で日ソ経済委員会足立正委員長（日商会頭〉ら財界人約40人と約1時間半に

わたって懇談した。 グ外相は足立氏の歓迎の挨拶のあと，次のように述べた。

「日本は世界で指おりの工業国，貿易国であり，日ソ貿易拡大の可能性は大きい。

RY貿易は過去10年間に10倍に達し，日本はソ連貿易にとって資本主義国ではフィ

ンランドに次ぐ第2のお客となった。新経済5ヵ年計聞はシベリア，極東開発に力
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シベリア開発（ 6・7月〉

を入れることになっており，日ソの経済協力はますます発展するだろうれ

しかし，｜｜ソの関係は経済だ、けにとどまるものではなし、。アジアには重大な緊張

が存在しており，これを除くためには，軍縮，核兵器禁止，核拡散の防止が必要で

．ある。日ソの友好は，この三つの目標に向って大きな役割を演じよう。ソ連は平和

的外交政策を続ける決心であるj云々 。

なお，この日のII.I席者は次の通り，

ソ連側 グロムイコ外相，スグリコフ外務省極東部長， ピノグラードフ駐日大使。

日本側 ▽官庁―下田外務次官，北原外務省欧亜局長，加藤外務省経済局長， 山崎

通産省通商局長

マ財界＝足立花日商会頭，相村甲午郎経団連副会長， 稲垣平太郎日本貿易

会会iふ佐藤喜一郎三井銀行会長，安西正夫昭電社長，大屋普三

帝入社長，水よ達三三井物産社長，中部謙吉大洋漁業社長p 河合

良成小松製作所会長，新井友蔵同和鉱業社長。

。第2次シベリア訪問経済使節団派遣打診中

外務省は， 新井友蔵同和鉱業社長を団長・としたシベリア訪問の経済使節聞を派遣す

る計闘をたて中J11駐ソ大佐を通じて6月はじめからソ連政府の怠向在打診しはじめ

た。

使節団は10名で， 石油，ガス，木材・，アノレミニワム，銅，錫，水力発電肥料，製紙

などの関連業界から実務家を選び， 主として商シベリア，東シベリア，サハリン，沿

海地方までの主要開発地点を見学したい旨，ソ連側へ申し入れていたが， 7月12日午

後3時半から外務省で椎名外相出席のもとに結団式を行なったo 団員の顔ぶれは，日

本港湾協会理事長天主主良吉，石油資源開発常務松沢達雄， 十条製紙常務西岡治三郎，

住友化学常務菅野弘， 三井金属取締役・鉱山部長金子正男，昭和電工取締役 ・研究開

発部長園田普，梅外鉱物資源開発取締役 ・総務部長大木恒，日本軽金属取締役生産部

長平川民郎，経団連産業部長菅元彦などの各氏である。一行は7月18日出発して8月

中旬に帰国する予定であったが， 7月14日モスクワの日本大使館からの公電により，

y連政府が“受入れ準備不足”を理由に訪ソ延期を申入れてきた事が判明して， 出発

は延期された。 ソ連側は 9月はじめには使節団の受け入れができるよう努力したU、旨

の意向を示していると伝ーえられる。

一方，これに関連して非鉄金属業界，紙パノレフ。連合会， 全国北洋材協同組合連合会

などは，第2次経済使節団の訪ソに期待をよせており， 非鉄業界としては①ウドカン
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シベりア開発（6・7)

銅鉱tiI開発の可能性，②テチューへ鉛 ・亜鉛鉱111 C沿海地方）の開発， ＠極東地域に

おける錫， タングステン，水銀などの開発， ④非鉄金属の探鉱・選鉱技術の交流ーー

などについての打診と提案を希望している。また，パルプ・北洋材関係業界は第2次

使節団を通じて，次の諸点の要望をソ連側に提示し，改善を求めたい意向である。

① ソ連材（一般材，パノレフ。材とも〉の輸出価格は上昇傾向にあり， 円本国内の同

樹種より割高であるのそれゆえもIii格決定に再考を要する。

② パノレフ。材は原則としてエゾ松， トド松を主体とする。

③ 従来から送り状と積荷内容の不....致による欠長，その他の品質事故が多く，早

念、に是正を要する。

④ ソ連産の挽材は規格と価格の而から， 同内需要にマッチしないだけでなく， H

木港湾地域の製材工場を圧迫することになるので原則として削除する。

⑤ 一般材，パノレフ。材とも材質は年々低下している。今後， 材質は生木健全材のみ

とする。一般材におけるエゾ， トドの短定尺材は長定尺材に比較して品質が劣る

ので極力減らす。

＠積111し；期間中は全積/Ji港でti.合U、検知が完全に行なわれるよう検収員の現地駐

在を認めること。

⑦ 各船ごとに買受側の希望する樹稀を積込むことの摘出HJ港前に必ず荷内容を寅

受{ftljへ連絡し．了解を求めるとと。

③全積仕i港における積込みの迅速化を図ることの ノグリキ？を，ラザレフ港，その

他アムーノレ）11のブロンゲ仰とジャオレ問の航路しゅんせつを早急に実施し， l港

にて満船積みができるように処置すること。

①契約交渉時にあっては，樹種別， 積出港別の輸出計画量を日本側へ提示するこ

と。

⑮駐日代表部で，苦情処理を合めた取引業務が円滑に行なわれるように配臆する

こと。

φその他の調査団

八幡製鉄と宮土製鉄などの高炉各社では， ソ連のクズネック炭の実情を視察するた

めy連からの招へし、状が到着しだャ，宮原正元富士製鉄室蘭製鉄所加工部長を団長と

する調査団一行7！（，を派遣したい意向のようである。宮原氏のほかに，八幡，日本鋼

管，神戸製鋼所， 川崎製鉄，住友金属て業からも技術担当者が各 1名参如1する予定で

あるの
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また，繊維製品輸出組合も9月初旬に初のソ連市場調査団を派遣することになって

いるとし、うd

⑫ソ連アルミ地金輸入

最近のアノレミ需要の急増のため， アノレミ需給事情は悪化の一途をたどっているが，

自由閤諸問はベトナム戦の影響もあって輸出余力を残していないので， わが国業界は

いよU、よソ連肢のアルミ地金の輸入にふみきった。すでに日本軽金属が英国のア／レミ

扱し、商社ブラング‘イズ担.：

ア／レキヤン．アジア ・リ ミッテッド社を通じてソ連産アノレミ地金約6000トンの輸入契

約を結んだと伝えちれる。

これは， Y連アノレミの輸入はあくまで間接輸入にしぼろうという業界の意向による

ものであり， そのため，日ソ貿易新5ヵ年計画の中からもアノレミ地金は除いたほどで

あった。しかるに， アノレミの需給がますます苦しくなったため，遂に昭和電工はソ連

からの直接輸入にふみきって，全ソ雑品輸出公団と交渉に入り 関係業界に波紋を投

じた。 しかし，直接輸入：訟は1000トン前後にしぼり，業界に大きな刺激をあたえない

方針のようである。昭和電工も 「今後も随意契約にしぼり，恒常的な輸入はしない方

針であるJと述べているO

。日ソ海運交渉，連帯輸送方式検討

このほどモスクワでひらかれた日ソ海運交渉において日本側はソ連および東欧向け

の貨物輸送について連帯輸送を行なおうと提案し， ソ連側もこれを検討すると答えた

由である。

これはソ連のヨーロッパ部と東欧諸国向けの貨物輸送で日ソが協力し， ナホトカま

では日本の船で運び， ナホトカからはシベリア鉄道経由でソ連西部と東欧まで運ぼう

というもので， スエズ・黒海経由のノレートより輸送時聞が短かくなると考えられてい

る。これは最近のシベリア幹線の輸送能力が向上したことと，欧y，東欧向け貨物量

の増大とから表面化したものであるが， 難点は輸送コストの面で，スエズ・黒海ノレー

トより高くつくことである。海運交渉に出席して帰国した運輸省海運局外航課長住田

氏も， 「シベリア経由の貨車運賃の高いことが問題である」と述べている。

その他，今回の日ソ海運交渉で具体化した懸案には次のようなものがある。

09月1日から日本＝ナホトカ航路の運賃を10%引上げる。

0来年 1月からパースタイム方式を採用する。
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〈注〉 今まではFIO方式で積みおろしの費用を除いて運賃を決めていたが，パー

スタイム方式は積みおろし費用こみで運賃を決めるものである。

0航路 ・運賃同盟の結成を両国で研究する。

0日本側はナホトカ航路に定期運航を守る。

その他，荷物のU、たみや抜き荷防止のため， ソ連製のコンテナーを使うよう提案し

たと伝えられる。

⑫ノサップ沖通過の安全保障

北海道の根室ノサッフ。1h甲と貝殻・水晶島との問の「ごょうまし、水道Jは，公海であ

るにもかかわらず， 敗戦後，ソ連側の不当な圧力のため航行の自由が脅かされ統けて

おり， そのため，樺太の木材を積んだ日本の貨物船は，一旦，宗谷梅峡を通って日本

海に抜け， 津軽、海峡を通って甜II路まで運ぶという不経済な廻り道を余儀なくされてき

た。 これに対し，漸く今年5月はじめ，わが国外務省を通じて「ごょうまい水道」の

航行安全を保障するよう要求してν、たが， ソ連政府もこのほどこの水道の安全を保障

すると連絡してきた。

（注〉 このような公海上の水道の安全を脅かし続けてきたソ連の不法行為が戦後20

年間も続いていた事は理解に苦しむ事実である。ソ連側の今回の安全保障は不法

行為の中止にすぎず，これを日ソ聞の取引条件にしてはならないものである。

φソ連材の輸入

ハパロフスクで開かれたソ連木材輸出業者会議に提出された報告によれば， 1967年

中に， シベリアおよび極東産の木材500方maを日本へ輸出することになるという。こ

れは従来の輸出量を大，tiに上回っているo そのため，ハバロフスク地方のワニノ港と

ラザレプl仰港の改修をおこない， 大規模な木材企業が設立される計画で、あるとクス通

信は伝えてν、るO

φコスイギシ首相，フィンランド公式訪問

6月13日からフィンランドを公式に訪問したコスイギン首相は， 同日の夕食会で演

説した。その際，ベトナム問題にもふれたが，直接米国の名をあげて非難することを

避け，おだやかな表現を用いたと伝えられる。ケツコネン ・フィンランド大統領も演

説の中で世界の紛争問題には簡単にふれただけであったという。 これは，フィンラン

ドがおかれている微妙な立場を示したものとして注目された。
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。社会保安省新設

7月26日付の Izvestija紙は社会秩序維持を目的とした社会保安省（ソ連邦＜社会秩

序保護＞連邦・共和国省〉を新設すると発表した。これは，最近増加の傾向にある不

良分子の暴力犯非に対し， きびしヤ罰則を加え，米成年者の非行に対しては保護者に

も行政責任を問うとし、うような惜践を執行する行政機関であり， 一・般響察の範囲に含

まれるものとみられる。この省の初代長官として，コムソモルの第1書記のパブロフ，

エスペがぬブJ視されている。 この措置は，党中央委，最高会議幹部会，閣僚会議

の3者が討議，採択したものであるが， 8 }jはじめの最高会議で法制化されるものと

みられる。

（注〉 コムソモル（青年共産間関〉第 1書記から党と政府のrド艇に抜慰された人物

には，シェレーピン，ア ，・エヌ，セミチャストヌイ，ゲェ ..::c.の向者があり，と

もに公安，統制機関の若手長官として敏腕をふる っていることを思うとき，ぷブ

ロフ背・共第 1書記の登用がもし実現すればシエレーピン ・グループの強化をもた

らすものと推測して間違いないであろう。これによって，政治瞥察と一般警察の

双方に，コムソモル出身の党務専従官僚が勢力をもつことになる。

＠カナダ小麦900万トン買付け

6月20日， カナダの小麦関係当局の発表によれば， カナダはソ連に約900万 トン

(8億カナダドル〉の小麦を今後3年聞に輸出する協定に調印したという。 これは 1

件の穀物取り引きとしては史上最大といわれる。調印はマクナマラ ・カナダ小麦庁長

官とマトベーエフ・ソ連穀物輸入公団総裁との聞で， 19日モスクワにおいておこなわ

れた。 900万トンのうち 3分の lは協定初年度に引渡され現金で支払われる。これで

1963年以来，ソ連がカナダから買い付けた小麦の量は 8億4800万ブッシェノレとなった。

〈注） フランスも 4月に40万トン， 5月に30万トン， 6月に入って30万トンと20万

トンと 2!!!Iにわたって， ソ連11,Jけの小変先却を発表した。

ゾ速はこれらの輸入小麦を主として極東や来シベリアへふりむけるものと予想され

る。それは， ｜吹プからシベリア鉄道で機東やシベリアへ小麦を輸送するより，カナダ

から輸入する方が運賃が安くてすむからである。そしてその分だけの小麦を欧ソから

東欧へ輸出し，東欧の機械類を輸入する方針と考えられる。たとえ外貨を使用しでも，

その方が今のソ連にとっては有利である。 というのはソ連は東欧の機械類を国際価格

より安く輸入することができるからである。
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φ新価格の実施近づく

Economicheskaj，αGazeta紙（No.24. 1966）は価格国家委員会の機械，設備価格局

長 A コシュータの論文を掲載したが，これによると，

Oタ」ピンなどの電力設備およひか通信機部品の新価格を今年7月 lHから実胞す

る。

O機械全般にわたる新仙格は1967年7月から実施されよう。

0新価格は現行価格より約7%低いものとなったりその理由は段近の技術革新によ

ってコストが下ったからである。

などの点があげられている。

このよ うな新価格の適用は，今後の各企業の運営に大きな影響を与・えるものと予想

される。 とくに， ．立地条件の悪い地方における企業体の収益が低下し，欧ソとウラノレ

地域の企業の有利性をますます大きくする事も考えられよう。

φ利潤方式漸次成果をあげる

ソ連経済の改革は急速に進行しつつある。 例えば， 7月 9日付のPravd，α紙などに

よれば、，今年1月，手lj潤方式に移った43の大企業のうち， 42企業までが， 第 1・四半

期中に良好な実績をあげたという。 とくに，新方式の採用によって「労働者の意識が

草命的に変った事Jを卒直にみとめている点が注目される。 また今までのノルマ制度

のもとでは，生産目標を出来るだけ低く出していた各企業の管理者達が，新制度に転

換して以来，生産計画を可能な限り大きく示し始めたともいう。とのような心理的な

変化が広汎な分野でおこりはじめた結果， 価格面の不合理を指摘する声がますます大

きくなりつつあり，原油のコストひとつを例にと っても， 「地域によって， トンあた

りの原油生産価格が 1.3Jレーフツレから31.4；レーフツレと， ケタ違いに大幅な仙格差がみ

とめられているJという不満の戸もでている。

また，手lj潤制度は重工業部門だけでなく，茶，煙払 ソーダ水などのような部門に

も及びつつあり小規模な企業は合併，統合されていく形勢にある。しかし利潤制度の

適用は当然のことながら立地条件の恐い企業体や， 老桁化した設備を多くかかえこん

でν、る企業体を不利な状況に追いこんでおり， とくに極東や東シベリア地域などの企

業体では真に採算のとれるものは存在しないといっても過言ではあるまャ。 このよう

な急激な変化は一方では，各企業体と11.1央の計幽．立案当局との間にさまざまの摩擦を

ひきおこす原因をっくりつつあるとみられるU

〈注） l. 5 H 15日付の lz-uestiju紙は，ソ連邦｜羽僚会議がゴーリ キー鉄道と スベル
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ドロフスク鉄道の管理を，新しい制度すなわち利潤方式に移行させる旨決定し

たと報じた。そして今年下半期におけるこの間鉄道局の実験の結果をみた上で

ソ連邦全鉄道の新制度採用が決定されるという。現在のソ連鉄道は中央集権i’1t1

な管理：IJllI支のもとに，艇めて非能率で無駄の多い運営をおこなっているとみら

れるので， 新経済方式の採用は注目するに値しよう。

2. モスクソ のデパート「グムJでは商品の販売，仕入れ， 在陣管理などの業務

を門出におこなう ため，電子計算機を滋入したと伝えられるo

φ上半期畜産実績

6月24日付の J>ra.vda紙に中央統計局の発表が掲載された。これは今年上半期の畜

産品質付計画の実施状況を示したもので，数字は次のとおりになっている。

買付量 前年同期比増加量 遂行率

家畜 389万5000トン 83万8000トン 127% 

1713万5000 II 112万8000 II 108% 

gp 73億5000万個 7億3200万個 113% 

(1966年6月20日現在〉

また，このような家畜，乳，卵の供出計画を期限前に遂行したのは， ロシアウクラ

イナ，白ロシア， リトアニア，ラトピア，モルダピアの諸共和国であると述べている。

〈注） 消息筋は，こ のような畜産品の超過供出は，今年も天候異変と災害の影響で

不作が予想されているので，飼料が不足する事を見こして各地のソフホーズやコ

ルホーズが急いで家畜頭数を減少させた事が原闘ではないかと見ている。それを

裏書きするように， 6月15日付のウズベク共和国党機関紙 PravdaVostoka紙は，

ウズベク共和国内のソフホーズやコ／レホーズが，雌牛のみならず子供をはらんだ

牛まで相当数， 庖殺して供出していると報じている。このように保有の雌牛を屠

殺している背後には，何等かの問題がありそうであるυ

φソ連，中共の，.整風Jを批判

7月4日付のモスクワ放送は次のように述ベて， 中共の「整風J運動の行きすぎを

t比半リした。
「社会主義的知識人を作る問題は10月革命に勝利を得た昆－初の日から，我々が直

面した複雑な問題であった。1918年レーニンは“ブ‘ノレジョア知識人を仕事に引き入

れることは当面の重要課題である。プロレタリアートが古いブノレジョア文化の遺産

なしにやっていけるという考え方は愚劣である。われわれは古い社会の文化の成果

のすべてと古い知識人の範験や知識を社会主義建設のため，あますところなく利用

しなければならない”と述べている。 レーニンは左翼共産主義の有害で恥ずべき態
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度を非難して“ブルジョア知識人を追放したり殺したりしてはいけない。との知識

人を改造して再教育しなければならない”と強調した。そして，衆知のごとく，レ

ーニンの賢明な政策は成功をおさめた。j

φソ連財務省，国債発行

ソ連財務省は本年7月から期間20年の抽選券付き国債－を発行すると発表した。 これ

は新5ヵ年経済計画のための財源措置のひとつと見られている。国債によって集まっ

た資金は工場，住宅，学校，保育所などの建設にあてられるという。 ソ連の国債発行

は， 1947年に20年期間の抽選券っきのものと， 1963年の国定利子っき国債11億ループ

ノレ（国家歳入予算の約1.2%）に続き，これで3回目である。

新国債は①10ルーブノレと20ノレーブノレの2種類で l組 1億／レーブ、／レ単位で発行され

(10組以上か？〉②貯金局で自由に購入でき，必要ならいつでも貯金局で換金できる。

③利子はつかず，すべて賞金の形で購入者に払われる。④抽選は毎年8回行なわれ総

発行額の3%が毎年支払われる。 ⑤賞金は免税，⑥賞金は20ルーブル券で、5000～40ル

ーブノレ，⑦第1回抽選は来年2月15日一ーというような内容である。

。立ち入り禁止地区の変更

ソ連外務省は7月下句， モスクワの日本大使館に対し， 《外国人立ち入り禁止地区

の変更》を通告してきた。これによると，

1. 極東の一部（カムチャッカ北方のマガダン州周辺〉が開放されたが，マガダン，

オホーツク，ニコラエフスク， コムソモノレスク市は依然閉鎖。アムーノレ，カムチ

ャッカ，サハリンなどの州も閉鎖のまま。沿海地方とハバロフスク州ではナホト

カ市とハバロフスク市のみ開放。

2. 東シベリアでは，ブリヤート共和国がパイカノレ湖東岸の幅50kmを除いて開放さ

れた。

3. 商シベリアとウラノレでは，ノボシビ、ノレスク市とカザン市が開放された模様。し

かし， トムスク，オムスク，クイブイシェフ，クラスノヤノレスク，アンガノレスク，

などは閉鎖のまま。

4. タジク共和国全域を開放。しかし，カザフスタン，ウズベク両共和国の一部，

パノレト海周辺地区，クリミア半島のシヱムフエロポノレ東方地区などが，あらたに

閉鎖地区に指定された。
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シベリア開発（6・7月〉

。国連宇宙空間平和利用委員会で米ソ案対立

わが国をはじめ米，仏，英， ソなど28カ国が参加している宇宙平和利用のための法

律小委員会は7月12日午後3時からジュネーブで開幕した。 日本側からは青木ジュネ

ーブ駐在大使が首席代表をつとめ，米国はゴーノレドパーグ関連代表， ソ連はモロゾフ

国連次席代表が出席した。委員会は7月初日夕刻までに“宇市条約”の米ソ草案本文

の逐条審議をほぼ終了し， 27臼から非公開の作業会議に入った。20日から始められた

逐条審議は米yの実用議歩によって予想外に進んだが，基本的な対立は依然平行線の

ままで解決のめどはつかないまま， l時間ぎれで国連総会へまわされることになったu

。英国，ソ連向け化学プラントの納期遅延

ソ連が英国に発注していた化学フ。ラントは相次ャで数ヵ月も納期が遅延したので，

ソ連の外国貿易省首脳の不信を買い， 今後，プロジェクト発注を日本とイタリアヘ切

替える方針を示唆していると伝えられる。

。ソ連，新元素発見

6月1日付でソ連はそスクワ郊外の「ドブナ統合原子核研究所j で1964年に発見さ

れた新元素（原子番号104）にクノレチャトプと命名した旨，発表した。

（注） ク／レチヤトフは， ドプナ統合原子核研究所の所長であったイゴール・グルチ

ヤトフからと った名であるという。

日誌 （6月〉

1 目 Vポドゴルヌイ，ハバロフスクで漬説一一最高会議幹部会議長ポドゴノレヌイは，

1日ハバロフスクのスポーツ宮殿において，ハパロフスク地方へのレーニン勲章

を授与する式典に出席し，官民に向つで演説したが，その中で，とくに極東にお

ける国境防衛の重要性を強調した。これはいうまでもなく，中共を意識しておこ

なわれたものと解釈されている。

V沿海地方漁業の社会主義競争一一 ウラジポストークからのPravda通信によ

ると，極東の漁夫たちは最高会議の選挙を目指す社会主義競争を広く展開した。

ラジオは勤労の勝利についての新しい通報をよせている。引網船《コスモナフト
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・レオノフ》号の乗組員たちは年度計画を遂行した。選挙当日までにさらに 600

トンの漁獲を達成すると約束している。

2 日 ’ワルシャワ機構国防相秘密会議，モスクワで開催か ？一一詳細は解説を参

出 υ

' 「月10号」観測終る一一月をまわる最初の人工衛星「ルナー10号」は4月3

日以来，観測電波を発信してし、たが， 5月30日でその通信が絶えた旨，タス通信

は伝えた。

’ソ連，サーベイヤーの成功を称賛一一2日のタス通信は，米国のサーベイヤ

ー1号の片面軟着陸成功を称賛した。

V中央アジア地域の中ソ国境緊張か一一 6月3日付Pravda紙は，カザフ共和

国党第1書記デ ・ア・クナーエフが6月2日おこなった最高会議選挙演説を掲載

したが，その中でクナーエフは 「われわれは，ある外国が多民族国家であるわれ

われ，の祖国を動揺させ，国内諸民族の不和を激化させようとしてν、る事実を知っ

ている。しかしそれは無益なこころみであるといいたい。云々Jと述べ注目され

た。これは，カザフスタンや中央アジアの諸民族に対し，北京の工作が活発化し

ている実情を示すものと見られている。

（注〉 5月30日付KomsomoliskajaPravda紙はタジク共和国党第l書記D・

ラスウロフが 「パミー／レの山岳地帯の少数民族を強制的に移住させる決定が下

された」と述べた事を報じている。これは，中共と境を接する地域一帯に無人

地帯を設けようとするこころみとみられる。

3 日 T lzvestjα 紙，椎名発言を批判一一3日付のIzvestija紙は，椎名外相が「日本

はベトナム戦争に関して完全に中立ではないJと述べた発言を引用して非難 し

た。

Vクズパスの軽工業建設一一－Stroitelinαjα Cαzeta紙によれば．，ケメロボ州の

レーニンスク ・クズネツキーでは年産2000万mの服地コンビナー トが建設されて

ヤる。第23問党大会の指令で示された軽工業の大きな工場の建物が14ヘクターノレ

の広場において建設を開始した。このような織物コンビナートは第2工場として

同じ規模でケメロボにもベーロボにも建設されることになっている。

V フルンゼの新しい航空路一一lzvestija紙によれば，今年の夏のはじめキノレギ

ズ共和国のフノレンゼにおいて， ニつの新しい航空路が開設された。 6月1日の昼

パミーノレの都”市オシからモスクワに向って《lL-18》が飛びたった。 また夕刻に

はフノレンゼ市にレニングラードから飛来した定期便が着陸した。
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Vウスチ ・カメノゴルスクの労働者アパート街一一カザフ共和国のウスチ ・カメ

ノゴノレスク市はプロレタノレスカヤ街沿いに急速に発展し，市街は面白を改め， l存j

！占，食堂，理．髪所を有する 5階建のアパートが立ち並んでいる。そこの新しし、川

住者・たちは，このほど操業を開始した。ウスチ ・カメノゴノレスク ・チタン ・マグ

ネシューム ・コンビナー 卜の冶金労働者，コ ンデンサ，機械製作，器具製作各二L

場の＇）＇；働者・である。

4 日 Vポドゴルヌイ，コムソモリスク諸工場を視察一一最高会議幹部会議長ポドゴ

ノレヌイは 3日コムyモリスクの諸工場および目下大きな採鉱冨化コンビナート建

設中のソノレネチヌイイを視察した。

5 日 V ウラジポストークの新しい住宅団地一ーウ ラジポストークからのプラクダ通

信によれば，チーノ、ャ湾が高台によって北および西－風からよく守られているとこ

ろに，さ らにーつのウラジポストークの地区ができた。 《プリモグラジダンプロ

エクト》研究所で設計された住宅団地の5階， 9階および12階建のアパー トには

近くに建設中のウラジポストーク火力発電所の建設者と電力労働者4万人が入居

するととになっている。

Vシエレーピン書記，モンゴル党大会へ出席一ーモンゴノレ人民革命党第15凶大

会は 6月11日開催されたが，この大会に出席するためシェ レーピン政治局員兼書

記が5日，ワランパートルへ出発した。この大会には北ベトナムも参加したが，

中共代表は参加しなかった。

V沿海地方に濯説用ダム－Seliskaj，αDzizny紙によれば，興凱湖の西側に流

れ込むシンツーノ、河に沿海地方で、は最大のダム建設工事がはじまってし、る。えん

提の長さは1200m,6000万maの水をため，これで米作農地を瀧慨する予定で，水

工技－術設備ができ上って操業をはじめるのは1968年だという。

6 日 Vワルシャワ機構外相会談，モスクワで開幕一一詳細は解説参照。

’ソ連首脳，佐藤訪ソを望む一一外務省は 6日午後，幹部会をひらいたが，そ

のi捺，最近帰国した正示政務次官の帰国報告をきいたが，正示氏の談によると，

同氏はモスクワ滞在中，非常な歓待をうけ，ソ連首脳部が佐藤首相の訪ソを心か

ら期待し歓迎している旨述べたという。

7 日 V ソ連，アジア開銀に参加か一一7日午前の参院外務委員会で椎名外相は「y

連はアジア開銀に参加するものと思うj と発言した。

T Pravda紙アジア閣僚会議で日本非難一一7日付の Pra-udaは「日本がソウノレ

のアジア・太平洋閣僚会議に参加するのは，南朝鮮の一味との共謀の結果であり ，
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日本の支両日腐がみずからえらんだ危険な方針のあらわれである」とのべている。

V ドゥシャンベの地震と地鳴り－Izも町tija紙によれば，タジク共和国のドゥ

シャンベで6月6日現地時間の13時50分地震があり，公営の建物および住宅で壁

が落ち棚から食器が落ちた。震動は始終地下のうなりを伴ない，30分以上続いた。

震源地はドゥシャンべから240km離れたアフガニスタン領内の地下約100kmのとこ

ろにあると測定された。

Vベテロパブロフスク機関庫従業員の重量列車運転－Gudok紙によればカ

ザ、フ共和国北部のベテロパプロプスク機関庫．の従業員たちは，本年8000の重量列

車を運転し，それによって200万トン以上の貨物を余計に輸送する約束している。

本年はじめから2500以上の重量列車を運転し， すでに計画よりも多く 120万トン

の貨物を輸送した。

8 日 Vタシケントの人心動揺一一ウズベク共和国の首都タシケントは相次ぐ地震の

ため物資が欠乏し，人心の動揺がおこり，各地で強奪事件や窃盗事件が頻発して

おり，6月8日付ソ連邦最高会議通報（Vedomosti Verkhovnogo Soveta SSSR) 

No. 23は治安強化のため特別法令の公布を発表した。

’コスイギン首相演説一一－8fl，モスクワのポリショイ劇場でおこなわれたソ

連最高会議代議員選挙集会のj市で，コ首相は「中国共産党の指導部および，その

他の共産党との問に生じた意見の相違は克服し得ぬものとは考えてャないけと演

説し“中共が自己の隊列をi世界共産主義と団結させる時がくる事を確信する”旨

述べたo

vブラック水力建設の技師募集－StroitelinajaGazeta紙によればブラック

建設ではアノレミエューム工場，林業集団，ブラーツク市， ウスチ ・イリム水力発

電所の各建設のため技師を募集している。条件としてこれらの就職者には極北地

区に准じた特典が与えられることになっている。

9 日 V社党代表団竹内氏一行，モスクワ着

v北ベトナム鉄道施設援助一一モスクワ放送は 9日， 「米空軍の爆撃で破壊－さ

れた鉄道を復旧するためにソ連から北ベトナムに鉄道用機械と設備が送られた」

と報じた。

’ILO理事にソ連代表，初当選一一ジュネーブで9日ひらかれた ILO総会で，

労働者側理事の選挙がおとなわれたが，定員12名中の l名としてソ連のピヨート

ノレ・ピメノフ全ソ労組中央評議会書記がソ連対メキシコの決選投票の結果， 4双

差で初当選した。ソ連の労働代表は今まで「自由な労働運動の代表者ではなν、」
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という理由で理事会から締め出されていたものである。

V フエルガナ州にレーニン勲章一一一フエノレガナ発のタス通信によれば，同地を

訪問したソ連邦党中央委政治局員マーズロフはウズベク共和国フェノレガナナ！”と対

し， レーニン勲章を授与した。マーズロフはフェノレガナmゴーリキー名称劇場に

おける祝典にのぞんで激励演説を行なった。

10日 Vアラブ‘連合に借款供与一一アラブ連合の政府系新聞アノレ ・アハラムは10日付

朝刊で，ソ連が1億6500万ドノレの借款を供与してくれることになったと報じた。

これは，さき頃のコスイギン首相のアラブ訪問の際，話し介われたもので，この

程確定したものとみられる。なお，ソ連はシリアに対してもューフラテス・ダム

の建設費 l億5000万ドノレの援助をみとめている。

Vコスイギン首相，フランス国防専門家と会談一一］（）日のモスクワ放送は，コ

スイギン首相がフランス高等国防研究所の指導者たちと会談したと報じた。

’ブレジネフ書記長演説一一12日に実施される最高会議選挙に関して， 10日ク

レムリン大宮殿において，ブレジネブ書記長は①欧州の安全保障問題，②ベトナ

ム問題その他について演説し， 「米国はベトナムで敗北を喫しており，国際的に

も孤立化の度合いを深めていると述べた。しかし，一方では平和共存の原則タ？も

再確認した。

V レナ河のツーリスト・シーズン始まる一一ヤクーツク市からのプラウダ通信

によれば， レナ河のオセトロボ港からボダイボの金鉱地に向 .... ）て旅客船《アレク

サンドル・ポポフ》号が1(的名以上のツーリストを乗せて，最初の航路につヤた。

これによってレナ河の今年度の旅行シーズンが始まった。 《アレクサンドノレ・ポ ‘

ポフ》号はボダイボから帰って向夜を迎えるためヤクーツクに向って出発するこ

とになっている。

▼チュメーニ州建設地区の選挙準備――チュメーニからのタス通信によれば，

同州の遠い僻地で数千の人々がイブデリ＝オピおよびタフダニソ トニク両鉄道を

建設し，ウスチ・パノレイク＝オムスク問1000kmの石油パイプラインを建設し，送

亀線工事を行なっている。最高会議の選挙のため新しくできたウライおよびスウ

ノレグ、クト市やその他各地に選挙区が設けられた。

Vブハラ州にレーニン勲章一一プハラ発のタス通信・によれば，同地を訪問した

ソ連邦党中央委政治局員マーズロフはウズベク共和国プハラ州に対しレーニン勲

章を授与した。同日ブハラ市サドリドジナ ・アイ名称劇場で州第 1書記ムノレタザ

エフ司会のもとに祝典が開かれ，マーズロフはそこで演説を行なった。
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11日 ’ルーマニア党書記長， 「軍事機構廃止」を演説一一詳細は解説参照。

’ブレジネフ書記長，ルーマニア外相と会談

V東欧公館長会議，ウィーンで開催一一外務省は，ウィ ーンでソ連，東欧地域

の公館長会議をひらいたが，結論として，

① ソ連との経済 ・文化上の交流は拡大してもよいが，国際共産主義への普戒

は忘れてはならない。

② 東欧閣の民族主議的傾向は注目すべきであるが過大評価はつつしむべきで

ある。

③ 東独の人民は西独との統合を望んでおり，東独の爆発的エネノレギーは特に

注目する必要がある。

④ 東欧諸国は日本との関係拡大に強い関心をよせているが，日本も受けて立

つべきである。

などの諸点で意見の統ーをみたという。

V工ニセイ河上流の大洪一一タス通信によれば， トウパ自治共和国でエエセイ

河上流に大洪水があった。これは昨年秋の降雨量が非常に多かったのと，本年春

棺林と山地の雪どけが急激であったためである。河川の水位は 7mも上孔流域

は多くの被害を受けた。目下救援部隊が動員され，住民は安全地帯に避難してい

る。

12日 V ソ連最高会議選挙実施

Vフルシチョフ前首相，投票一一一ソ連邦最高会議・の総選挙が12日おこなわれた

が，フルシチョフ前首相も自宅近くの投票所へ夫人と共に姿を見せたと伝えられ

る。フ前首相が最高会議代議員として投票した人物はコスイギン首相であった

由。

V コスイギン首相，フィンランド訪問一一ケッコーネン ・フィンランド大統領

の招きにより，コスイギン ・ソ連首相はフィンランドを公式訪問するため， 12日

夜，列車でモスクワを出発した。一行の中にはクズネツオフ第 l外務次官も混っ

てし、る。

Vノボシビリスク近郊電気列車の運行状況－ Gudok紙によれば， とのほど

ノボシピノレスク ・グラブヌイ＝ノボシピルスク ・ユージヌイ地区に建設された鉄

道では貨車編成の近郊電気列車も正常運転をはじめた。この鉄道の距離は約6km 

で計画の期限よりも若干早く完成され，これによってクズパスに向う列車．のダイ

ヤは改善され，各駅の作業は容易になった。
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Vオシ熱電気併給火力発電所一－lzvestija紙によれば，キノレギズ共和国のオシ

の熱電力併給火力発電所の第1ユニットは6月11日工業運転を開始した。とのユ

ニットの出力は2万5000kwで， その電流はキノレギズとウズベクスタンの統一電

力系に加入している。オシ火力発電所はキノレギズで怯天然ガスを使用する最初の

開放型の発電所である。

，テミルタウのカラガンダ製鉄工場一一カザフスタンの冶金基地テミルクウに

最近巨大な圧延フライス盤が稼動し，またソ連最大の冨化工場も完成した。数週

後にはここでカザフスタンの最初の銑鉄ができてから 6周年になる。その問工場

は多くの面で改善された。

13日 V イルトウイシ河船舶局の原油輸送一一オムスク精油工場の桟橋にメギオンか

ら石油を積んだ最初の伝馬船団を曳いてディーゼ、Jレ船《アカデミック・パブロフ》

号が着いた。この航路は予定の期限より 3日早く行なわれた。石油をおろした後

船は新しい航路についた。桟橋には次々と新しい船団がきている。イルトウイシ

河船舶局34簡の船団がこの夏活動することになっており， 1回の航路で12万トン

の原油を運ぶといっている。

v人工衛星 《モルニヤ＝ 1》による選挙のテレビ放送－lzvestija紙によれば‘

本日ソ連邦ではじめて通信人工衛星《モルニヤ＝ 1》を通じて全国の最高会議の

選挙人たちのため選挙区からのテレビ放送を行ない，ウラジオ市街，金角湾上の

船舶における投票状況が紹介された。

14日 ’18ヵ国軍縮委員会－ 6月14日ジュネーブにおいて6週間ぶりに軍縮委員会

が開かれたが，フランスはこれに欠席した。席上，ソ連代表ロシチン氏は， 「米

国がベトナムと西独で現在の政策を続けている限り，核拡散防止についての協定

は成立しえなν、」と述べた。

（注〉 6月22日Izvestija紙は「ソ連は米軍のベトナム撤退を核兵器拡散防止協

定の前提条件にはしていないJと述べ，ロシチン代表の発言を訂正した。

’ブレジネフ，北ベトナム覚書記レ ・ドクト氏と会見

vパイカル湖の養魚場建設一一Izvestija紙の，ウラン ・ウデ発のタス通信によ

れば，ブリヤート自治共和国閣僚会議は共和国内に三つの養魚場を建設する計画

案を承認した。その一つはオームリ（魚の名前〉の10億の卵を生産できる規模で

ノミイカル湖北部のベノレフニャヤ・アンガテ河口近くに建設される予定である。最

も大きν、養魚場はセレンガ河に作られ，その生産能力はオームリとチョウ鮫の卵

15億と予定されている。

一（166）ー -438-



シベリア開発 （6月〉

15日 ’サハリン特殊石油建設トラスト勤労者を募集－StroitelinajaGazeta紙に

よれば，サハリン特殊石油建設トラストは各建設局とトラスト機構内の作業のた

め，経験ある技師を募集している。また自動車クレーン機械係，パイフ敷設労働

者，掘搾機係をも募集している。これらにはすべて極北労働者と同様の特典が付

与される。志願はオノ、のサハリン特殊石油建設 トラストに出頭するよう指示して

いる。

16日 vワニノ＝真岡フェリボート設計を終る一一Gudak紙によれば，大陸の港ワニ

ノと樺太の港真岡（ホノレムスク〉聞に，フヱリボートによる連絡を実現する計画

があり，目下：フェリボートの設計作業が進められている。この連絡船に砕氷能力

をもたせワニノ＝真岡間1昼夜に 1往復させ，年中大陸と樺太を確実に連絡する

ことになっている。現在＇／，r,縮尺の模型がで‘きて，その試験が行なわれているとこ

ろである。

V トムスク油田の原油輸送開始一－lzvestija紙によれば，オピ河大洪水のため

沿岸の部落は水没し，漉地帯の密林は海のようになった。しかし汽船《アレクサ

ンドル ・マトロソフ》号は最初の．トムスク油田の桟橋から1840トンの原油を積ん

だ油槽伝馬船を曳いて間発した。現在トムスクで同州の油回開発を協議する会議

が関かれ，多くの学者，専門家が集まっているの

，北氷洋航路の状況一一アナドゥイノレ， 16日発のプラウダ通信によれば今年は

例年より早く北氷洋の海運が活動し始めた。ベーリング海では最初の船団のサ

イレンが響を立てた。プロピデ、エヤ湾に汽船《二コライ ・ミロノフ》号が入って

きた。同船は北方の労働者に対し工業商品と建設材料を積んできた。アナドゥイ

ノレ湾付近はまだ氷におおわれているので，砕氷船《シピリ》号が現場に急いでい

る。

17日 Vグリシン全ソ労組議長特別機で来日

Vワルシャ ワ機構外相会議終了

Vモスクワ放送，ルーマニア向けに軍事協力の必要を力説

，パルツェル提案拒否－Izvestija紙は17日， 「東西ドイツの統一後もソ連軍

の駐留に反対しないJと述べた西独キリスト教民主同盟．のパノレツェル副党首の提

案を拒否した。

V宇宙平和平lj用のソ連案一一関連代表部のソ連スポークスマンは 6月17日，記

者会見をおこない《宇宙の軍事利用禁止と平和利用に関するソ連側の国際条約草

案》を発表した。これは19ヵ条からなり，その前日，米国が発表した案とほぼ似

-439- 一（167）ー



シベリア開発（6月〉

た内容であるが，米国案は「天体もしくはその近く」に核兵器その他を配置しな

いことを提案したのに対し， ソ連案は f大気閣外Jとしてu、る点だけが異なって

いると伝えられる。

18日 V最高会議代表団カナダ訪問か一一18日，モスクワで発表されたところによる

とカナダ議会の招請によるソ連最高会議のカナダ訪問が具体化する模様である。

ソ連代表団の団長はポリャンスキー第 1副首相と見られる。

v仏ソ文化交流協定調印

V土地改良計画いよいよ実施一一一18日のタス通信は， 5月党中央委総会で採択

された土地改良計両が，開僚会議と党中央委によって，実施を決定されたと報じ

た。

Vコスイギン首相，フィンランドから帰国一一5日間のフィンランド公式訪問

のH程を終えたコスイギン首相は18日，空路モスクワへ：帰着した。

’ボダイボ金鉱操業開始一－Seliskaja.Dzizny紙によれば，イノレクーツク州ボ

ダイボに近い《スベトロム》金鉱が操業に入り，新しU、砂金採取洗鉱機が最初の

金を産tl11した。これは近年同金鉱で組立られた10番目の浮工場であるの レナ河は 。

豊富な砂金で ]00年以 l二の照史を有し，世界最大の産金地区として長期にわたり

しばしば記録を破ってきょこn 現｛£も若干の砂金採取洗鉱機が組立られているの

V トムスク州の油田開発 ・Pravda紙はその第1面にトムスク州の油田開発

を大きく取り..I::げて報道した内その要宵は次の通りである。

トムスク州のオピ河流域に近いソスニンスコ ・ソビ、エトスコ ・メドウヱーデ

ナ油田はソ連邦でも最大の油田のひとつになるだろうといい，最近アレクサン

ドロフスコエ地区に“トムスクネフチ” （トムスク油田）局が創設され，オピ

河右岸のストレジェウォエ村－では従業員の住宅団地の建設がはじまり，ナノレイ

ムは大きな電力基地となる。本年春オビ河の未曾有の大洪水で全般的に作業は

いちじるしく阻止されたにもかかわらず，試掘に成功した油井はすでに試運転

をはじめ，本年は 8万トンを生産する見通しであり，これはいまのところ大し

た量とはし、えないが，調査された埋蔵量と開発のテンポからみて， 1970年には

数百万トンの採油量になるであろうといつでいる。なおこの原油を送るパイプ

ラインの建設も計画されており，最初の 1本はウスチ・パノレイクを経て才ムス

クの精油工場に，これは1970年までに完成し，次の 1本は東へのばしてシベリ

ア貫通ノξイプラインに結ぼれることになっている。

v北氷洋航路第 1：船団集結中一一VodnyyTransport紙によれば， 6月 9日飛
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行機による氷状偵察をしながら， 《ニコライ・ミロノフ》号がプロピデニヤ港に

入った。第1船団《アムグエマ》号， 《カピタン ・ゴトスキー》 号，《タイガ》，

《アムーJレレス》号， タ・ンカー 《パスクンチャク》号が近く北氷洋航路の基地プ

ロピデニヤ港に集結する。この船団の誘導砕氷船《モスクワ》号は修理を終り，

砕氷船《ノ、パロフ》号，《シピリ》号，《レニングラード》号なども，アナドイリ

湾，クレスト湾に進出して，この方面に来た第 1船団の誘導砕氷に任じている。

vカザフ共和国ツェリノグラード付近の播種一一ツェリノグラー ド，18日（プ

ラウダ通信員によれば，カザフスタ ンの北西部処女地区では降雨があった。 クス

グナイ州のトボリスクとナウノレズゥムの地！ヌ．では 1ヵ刀の降雨量が標準ノノレマに

達した。ワリツク，カラスクスク，オクチャブリスク，およびその他の地区にお

ける播種は十分に水分をえた。粒穀作物の成長は早く，現在．雑草の除去が行なわ

れている。

19日 ，ィシコフ漁業相，来日一一解説の項参照。

’ソ連，ハリマン訪ソを拒否一一19日発行の米週刊誌ニューズクィーク陀よる

と， ソ連はこのほどベトナム問題討議のためノ、リマン無任所大使をモスクワに派

遣したいという米国の提案を丁重にことわったという。

20日 ，ドゴール大統領，ソ連公式訪問ー・ー詳細は解説を参照の

vソ連・北朝鮮問技術協力協定調印 一品モスクワ放送・は20日，クレムリン内で

.1966～1970年の繭品ノミーター取引協定および漁業分野における ソ連 ・北朝鮮両国

の協力に関する議定書が調印されたと報じた。

Vソ連 5個師団，極東へ移動一一一河独の有力紙ディー ・ウヱノレトは20日，モス

クワからの報道として， ソ連は中国との戦がおこることを懸念して東独から 5個

師団を極東へ移動させつつあると報じた。これによってシベリア南部と中央アジ

アにおけるソ連の兵力は44個師団にふえることになる。

vブラックの電力供給範囲拡大一一ブラックコタイシェ ト間252kmの送電線2

本目が50万ボルトの送電をはじめた。これでブラック水力発電所は総延長約4000

kmの12本の送電線で需要者と結ぼれることになった。

21日 Vカムチヤツカに向う 《ラズドリノエフ》号一一VodnyyTran.ψort紙によれ

ば，デ、イーゼノレ船《ラズ ドリノヱフ》号はカムチャッカに向い航行中である。船

には計画よりも多く 246トンの貨物を積んでヤる。本年 《ラズドリノエフ》号の

乗組員たちは17万ルーブルを予定以上に蓄積した。

22日 V ウスベクの山津波一一6月22日付Izvestija紙によれば，ウズベク共和国のフ
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エJレガナ盆地に，イスファイラム峡谷から，高さ 8mの山津波が襲い，甚大な被

害を与えたとU、う。とれは，急激な気温上昇による解氷のためヤシン ・ククリ消l

（海抜3000m）が溢れ出したためとみられている。

’ソ連，日本漁船員21名を釈放一一政府筋が22日明らかにしたところによる

と，ソ連政府は在モスクワ日本大使館に対し，抑留中の日本漁船員21名と，カム

チャッカ沖で遭難しソ連側に救助された日本漁船員13人を近く日木側に引渡すと

連絡してきた。

，ァナドゥイル金鉱ニュース一一 アナドゥイノレ， 21発のプラウダ通信によれば

第22閉党大会名称北級国金鉱の最も遠い地域で，大きな自然金塊が発見された。

その重量は835gもあって， そこの金鉱長は20年の作業経験においてこのような

純粋な自然金塊を発見したのは始めてだと語った。金塊はただちに国家に供出さ

れた。

23日 V砕氷船 《モスクワ》号ウラジボストークから出港一一VodnyyTransport紙

によれば， 6月17日予定の期限より早く修理を終った砕氷船《モスクワ》号はウ

ラジポストーク港から北氷洋に向って出港した。 《モスクワ》号にとってこれは

7回目の北氷洋航路である。この船は今まで、に氷海を通って約1000隻の輸送船を

誘導している。

V仏大統領ドゴ、－）レ，ノボシピルスクを訪問”一一ノボシピ、ノレスク発のタス通信

によれば，本日ノボシピノレスクにフランス大統領ドゴールの一行とソ連最高会議

幹部会議長ポドゴノレヌイが到着した。 トノレマチヱボ飛行場には什｜執行委議長セパ

スチヤノフ，科学アカデミ ー・ ノボシピノレスク支部議長アカデミー会員ラウレン

チヱフらが出迎えた。

24日 ’ノボシビリスクを訪問したドゴール一一ノボシピノレスク発のタス通信によれ

ば本日仏大統領ドゴールは重電気機械製作工場〈《シプエレクトロチヤジマシ》〉を

訪問した。これには最高会議幹部会議長ポドゴルヌイが同行した。 大型の複雑な

電気機械を製作している工場の労働者たちはドゴーノレを索奴！に歓迎した。なおこ ・

の日ドゴーノレはシベリアの科学センターであるアカデミー小都市をも訪ねた。

25日 V夕、リシン全ソ労組議長離日

Vモスクワでモンゴル墓参交渉ー一一モスクワ駐在のモンゴル大使ノレフサンチュ

ルテム氏は25日，中川駐ソ大使と会い， 「モンゴノレ政府は日本の遺族のモンゴノレ

墓参をみとめるJ旨連絡してきた。遺族団のモンゴソレ訪問は8月下旬になる見込

みである。
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v最高会議， 8月2日開会一一タス通信は， 25日，ソ連最高会議が8月2日に

開かれると報じた。

Vコスイギン首相，スエーデン訪問延期一一25日夕ス通信は，コスイギン首相

が7月スエーデンを訪問する予定は延期されたと報じたu

Vマンスフィールド議員談一一 米上院民主党院内総務は，25日の記者会見で「ソ

連はベトナムで戦争を終結させたいと望んでいるが，北京の非難を招くことをお

それで，主導権をとることをさし控えているものと私は確信しているj とのベた。

Vイルトゥイシ＝カラガンダ運河の大きな水利施設一一－SeliskajaDzizny紙

によれば，イノレトゥイシ＝カラガンダ運河の237km, カノレカマン付近で同運河最

大の水利施設の建設がはじめられた。そこにはこつの強力なポンプ・ステーショ

ンと 3億ma以上の水をたたえる貯水湖が出来ることになっている。水はイノレト

ゥイシ河の水位より280mの高さに引きあげられ，予備貯水として用いられるもの

である。

26日 Vシベリア極東の 7月の気象予報一一Izvestija紙によれば，ソ連気象センター

は7月の天気予報について次のよ うに語っている。

西シベリアでは西部は例年よりも 1～3度暖かく，東部では 1～2度低い。

東シベリアでは前半は34度までの暑さが予想され，後半には気温が急激に下

って冷気が訪ずれる。

極東では雨と奮をともなった曇天が続き，オホーツク海岸とサハリンならび

にカムチャッカでは秒速15～20mの強風が予想される。

v中央アジアの大洪水－lzvestija紙によれば，ウズベク共和国のフェルガナ

盆地を襲った洪水は数日をへた今で、もフェルガナ州、｜ばかりでなく，アンジジャン

州にも大きな災害を与えてし、る。ウズベク共和国を訪ずれた酷暑で激しい雪解け

となり，ナノレイン，カラ・ ダリヤおよびスイノレ・ダリヤ各河川を氾濫させ，中央

アジアの巨大な河川は平素の約lOf音にあたる毎秒3600m 3の水を流し，州に大き

な脅威を与えている。

Vオムスク市の青年デ一一一ソピ、エト青年デーに当りオムスク市から30kmのナ

デージダ森で多くの青年たちが祝賀会を開いた。

27日 ' ハバロフスク日本見本市開催一一詳細はφ特記事項参照。

，ヮフシ窒素肥料工場の建設－Pra・vda紙によればタジク共和国最初の大型

化学建設としてワフシ窒素肥料工場が目下しきりに建設中であるo ドゥシャンベ

の建設組立局 《yューズプロムモンタージ》は本年末までに工場の第1期の建設
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を完了することになっている。

’ソ連首脳力サeフスタン訪問一一ア／レマ ．アク発27日〈クス〉， ソ連共産党4

央委雪：記長ブレジネフと最．高会議幹部会議長ポドゴノレヌイは数日問カザフス夕ン

に滞在し，JUh1↑司首都の新建設およびアノレマ ・アタ州の農場－の揺－穂状況を視察し

た。

（注〉 この報道は実際lよブレジネフとポドゴノレスイらが仏大統制ドゴールをパ

イコヌールに案内してロケットの打上げを見せたことを自国民に秘匿したも

のである。

28日 V日ソ航空，第3回交渉はじまる ー一懸案の日ソ航空路開設のための商務協定

交渉が，再び281.Jから開かれたυ この商務協定は，大筋は妥結したが，まだ細目

について意見の一致をみない点が残っているためである。

Vチタ付近の産金上半期計画遂行一一Izvestija紙によれば，ソ速で最も大きな

産金コンビナー トの…・Jコであるチタ付近のバレーゾロ トは採金の上半期の計画を

期限前に遂行したと報告した。ここの産金コストはソ連で最も安価iであるといわ

れる。

V カザフスタン冶金工場で新しい転炉建設一一lzvestija紙によれば，テミノレタ

ウのカザフスタン治金工場では，転炉工場の建設がはじめられた。これは現在操

業中の平炉とならんで建設されるものである。転炉のブロックの一つ一つは最も

大きな平炉よりも多量の粗鋼を生産する予定である。

vゲリシン，サハリン訪問一一lzvestijα紙によれば，訪日を終ったソビエ ト労

組代表団長，党政治局員｛長補， 労組中央評議会議長V.Grishinは26日から28日

までュジノ ・サハリンスクを訪問し，団地において蒸気機関車車輔修理工場，デ

ノξート商業サービスコンビナー トおよび《サハリン》サナ トリュームを視察した

27日には同市において労組アクチブ集会が開かれたの

29日 Vイシコフ漁業相，横浜から離日

30日 ，イリ河の水利施設建設ー －lzvestija紙によれば，アJレマ ・アク付近のタスム

ウノレウン村イリ例谷で本日技術的調査がはじめられた。ここに北部天山山脈の水

源地から流れてくる水産豊富な急流の第2段爆布を利用してクウランパス水利施

設が建設される予定。

V全炭層採炭機輸入一一炭鉱の合理化につとめている松島炭鉱はごのたび，ソ

連から全炭層採炭機を輸入し，能率の向上をはかる計画と伝えられる。
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《 7 月》

1 日 ，ドゴール大統領，モスクワ発帰国の途につく

vプラウダ紙，団結呼びかけ一一 7Jj 1日付の Pravd，“紙は，中尉共産党創立

5周年にあたり，祝電とけ1ソ協力の歴史を強制した論文を掲載し，中ソ対立の解

消と団結を呼びかけた。

’ナルイン河の大洪水偽－－Izve必1ja紙によれば，今年1月キルギス共和国のト

クトグゥリスク水利施設の建設で，ナノレイン河を夕、ムで閉悲し，水流は岩盤を貰

ヤたトンネノレ内を流れは℃めていた。しかし最近天山111脈ti』央部に酷暑がおとづ

れたため，氷河が急激に解けて 2遡聞にわたる大洪水に見舞われたとャう。

，ヶメロボ付近にサービ、スの家－1’ra・vda紙によれば，西シベリアのノボズ

ネック地区のコステンコボ村に“サービスの家”が開設された。これはノボクズ

ネックのH常サービス用品製造コンビナートが建設したもので，縫製品および製

靴工場，理髪屋，写真屋，クリ ーニング屋，日用品修理所が設けられた。

V ノボシビルスクの師範大学団地建設一一Pravd，αによれば，ノボシピ／レスク

の東南部で師範大学団地の建設がはじまっている。そこはオピ河に近u、松林のな

かで20ヘクタールの広場に3500名の学生を収容しうる師範大学の建物集団ができ

る。アカデミー都市の弟と名付けられるこの師範大学団地はシベリアの教育およ

び科学センターのーっとなろう。

Vタシケントの地震続く一一2日付の Pra・vd，αによれば， 1日13時41分（現地

H寺間〉タシケント地震観測所は震度3～4の地震を記録した。震源地はウズベク

スタン首都中心の境界付近である。 4月26日以来同観測所は 525凶の地震を記録

した。確認されたデータによると震位：5を記録した 6月初日の地震の震源地は地

下約3kmの深さにあった。

2 日 Vタス通信，フランスの核実験を簡単に報道

Vイシム河に新しい鉄橋完成一一Cudok紙によれば，最近までシベリア鉄道

のイシム河の鉄橋は50年以上も前に造られた古いもので，ワガイからナヅイワエ

フスカヤまでの問はすでに以前から複線になっていたのに列車の運行はこの間単

線しか動いていなかった。しかしイノレトゥイシ河のこの支流に新しい鉄橋の建設

がはじまり， 400mの橋は 6月29日開通した。

V トルクメン共和国のネビト・ダゲの石油採掘成績一－Pravdaによればネビ
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ト・ダグ， 1日発（電話〉として， 《トルクメンネフチ》産業局は本年のはじめ

から計画以上に 5万トンの石油を採掘した。ことに 《クウムダグネフチ》産業局

の労働者集団は課題に対して 1万1000トン多く石油を採掘して大きな成功を収め

た。これは 1年間の採掘義務の2倍である。

3 日 Vベルミ市，遇5日制へ一一 7月3日付のPravd，α紙は，ウラノレのペノレミ市〈人

口75万〉では， 3日から全市で週5日出11が採用されたと伝えているo

Vクラスノヤルスク発電所建設者の約束一－Pravd，αによればクラスノヤノレス

ク水力発電所の建設労働者は，ソビエト政権50周年までに厳初の発電機〈複数〉

を稼動させる約束を行なった。

4 日 v米独立記念日レセプション一一4日モスクワの米大使館でひらかれた独立記

念日レセプションをソ連側首脳はこぞってボイコットし，出席しなかったと伝え

られる。

’ソ連政府，カンボジア支持声明一一タス通信によればソ連政府は「カンボジ

アが独立と中立を守るため努力している勇気を支持するJと声明した。

’ノボクズネックの週5日労働日制－Pravdaノボクズネックの冶金工場で

はすでに l年前から週5日労働日制を実施Lてきた。労働者たちは土曜日と日曜

日を密林の中の河岸や天幕部落で過ごした。釣の愛好家たちは本日解禁になった

トミ河の釣場－へ集まっている。

V ソ連 「日本見本市J来年は中止か一一ネステロフ全ソ商業会議所会頭は 4

日，ツ連が1年おきに裏日本の諸都市で開催する見本市を，来年は取りやめるか

もしれないと，北海道 ・裏日本代表の訪ソ経済調査団に語った由である。

v太平洋ロケット実験終了一－ 4日のタス通信は，太平洋上の所定の実験区域

に発射した運搬ロケットの実験は終了したので，太平洋上2水域での船舶，航空

機の航行禁止措置を向日づけで解除したと報じた。2水域の中心は北韓37°14’東

経176°10’および三｜じ緯26°50’東経176°10’であった。

V東欧首脳会議，ブカレストで開幕一一ソ連の首脳部は殆んど全員，この会談

に出席した。〈解説参照〉

v第2回日ソ青年友好祭，ソ連団員来日一一4月夕方，横浜入港のハバロフス

ク号でソ連代表団100名が到着した。団長はコムソモノレ（青年共産同盟〉第l書

記のパブ、ロフ，エス ・ペ氏である。

5 目 V ソ連青年代表団，記者会見一一5日午前11時から，芝のプリンスホテルでパ

プロフ，エス ・ベ団長以下103人が記者会見をおこなった。
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，天山山脈北麓の秋蒔小麦収獲見通し一一Pravdaによればヌ山山脈の北麓シ

ャンブウノレの東南タラス（キノレギズ共和国〉とチワ（カザフ共和国南部アJレマ ・

アタの西方〉の谷間の農場では1500台以上のコンパインが出動している。ノレゥ ゴ

フスキー地区の《ポドゴノレヌイイ》ソフホーズでは数万ヘクターノレにわたって作

付した秋蒔小麦《ベゾスタヤ 1号》をヘクターノレあたり 2トン以上を生産する見

通しである。

6 日 ，プロトン3号打上げ

V極東鉄道の状況－ Gudok紙によれば．，極東鉄道のビキンまではディーゼ

ノレ機車が，またウスリ ースク＝ウラジポスト｝ク聞は電気機関車が列車を索引し

ているが，この両釈の問では，まだいまのところノレージノ機関庫の蒸気機関車が

稼動している。これらの蒸気機関車の従業員たちは然料を節約しつつ，重量ノル

マを400トンも越える列車を運行しているという。

7 日 Vシェレーピンの噂一一 モスクワの権威筋は 7日，シェレーピン，ア・ヱヌが，

近く軽工業，消費財・生産の責任者に任命されるかもしれないと述べた由である。

ぐ注〉 この噂は結局， 具体化しないままに終 った。

Vウスリースクの油脂工場の拡張－Gudok紙によれば，ウスリ ースク油脂コ

ンピナー トで， 蛋白・燐酸塩濃厚飼料工場が操業に入り，最初の生産品を出荷し

た。これは濃厚飼料準備の際，追加蛋白として用いられることになっている。

8 日 V来秋には週5日制か一一タス通信は，1967年11月までに， 大部分の工場が週

5日労働制になろう と報じた。これはソ連労働組合中央評議会のプロ コホロフ書

記の談話によるものという。

V原水協，ソ連平和委代表との懇談を断る一保水禁国民会議（社会党，総評

系）の招きで来日中のソ連平和委員会代表団〈ワラジーミノレ・コパノフ氏ら 3人〉

は，日本原水協〈共産党系）に“懇談したい”旨申入れたが，原水協はこれを拒

‘絶した。

Vブレジネフ書記長，ブカレストより帰着

Vイルクーツクg,1,1南部の洪水一一Pravda紙によれば，数日間イノレクーツクナM

の南部で温かい雨が降り， サ｝ヤヌイでは積雪が急速に解けはじめた。アンガラ

河の左側の大きな支流イノレク ー ト， キ トイ， ベーラヤな どでは水位が3.5mまで

上がり，各部落は洪水の危険にひんしている。救援活動は速やかに行なわれ，《MI・

4》ヘリコプターが多数出動しつつあるという。

P 目 V ドブナ続合核研突所の成果一一モスクワ近郊にあるドブナの研究所で中性子
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の散乱振幅の測定に成功したと， 9日付のタス通信は伝えている。詳細は容易に

理解できそうもないが， ドプナ核研究所は今までにも各方聞の研究に成果をあげ

てきた有名な研究所である。

vソ連，米に抗議一一ソ連外務省は，モスクワ駐在米国大使館に覚書を手交，

さる 7日の米機のノ、，イフ汐ン爆撃の際，同港停泊中のソ連船クイブイシェフ号，

ソピエツク号， クスチノレクe号， コムソモノレ与すがロケット攻撃および銃撃をうけた

と抗議した。

V極東海運の補助商船隊不足一一VodnyyTransρort紙によれば，極東海運局

の作業にはなお少なからぬ欠陥が存在する。とくに補助商船隊（石炭船，曳船，

伝馬船など〉の補充が行なわれていなし、。この問題については毎年海運省に報告

されているが，事態は一向に改善されそうにない。この状況は新しい5ヵ年計画

でも続くものとみられる。

vウラン ・ウデ市の発展一一lzvestiJ“紙によれば， 300年祭を祝うブリヤー卜

自治共和国の首都ウラン ・ウデはソ連全人民の協力で著名なシベリアの工業セン

ターのひとつに変った。ここで生産される飛行機，重量自動クレーン，洗濯機《ベ

ノレカ》，各種器具および設備はソ連内の各地でも，また外国でも有名であるO

ウラン ・ウデにはソ連邦科学アカデミー・シベリア支部の研究所，若干の大学，

三つの劇場がある。また付近の森林内では新建設が行なわれ， 7ヵ年計画中に50

万mzの住宅が造られ，新しい街ができあがっている。

10日 V力ザフ共和国に銅センタ一一一カザフ共和国のアノレタイ山麓に新しい銅セン

ターが設置されることになった。これは目下建設中のニコラエフスコエ，オノレロ

フスコエ両地区の精鋼所を一つにまとめたものになる予定で，銅のほかに硫酸の

製造もおこなう予定であるという。

V フルウスタリヌイ錫鉱山新しい新技術を採用一－lzvestif.α紙によれば，沿海

地方のシホテ ・アリン山脈中にあるフノレクスタリヌイ錫鉱コンビナートはすでに

25年間も貴重な金属を採掘している。ここではソ連で最初に浮から錫を抽出する

ためのフロテーション方法を採用した。この津（かなくそ〉は従来，屑として捨

てられていたものである。この新しい方法は精選鉱の歩どまりを著しくさせた。

，ドゥシャンベ絹コンビナートの設備拡張一－Izvestija紙によれば，タジク共

和国の首都ドウシャンベ絹コンビナートの大きな織物工場－が操業に入った。この

工場内には 150の自動化機台が据付られている。これらの機台はモスクワ付近の

機械製作工場で造られたもので， 1人の女工が8台の機台を操作している。この
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工場の稼動によってコンビナートはタジキスタンの軽工業で最大の工場のーっと

なった。

11日 Vエフトシエンコとスタインベック論争ー一一米国の作家スタインベックは11日

付の新聞紙上で， ソ連の若手詩人エフトシエンコの公開状にこたえる文章を発表

した。エフ トシ．ユ二ン－コは ‘‘ベトナムi践争にス夕インベツクともあろうものが何故

反対しなν、のカ

対し，スタインベックは“）＇＼＂側だけを見ず，あらゆる戦争を否定するために手を

結ぼう”と答えているという。

vカナダ・ソ連問空路調印～ーーカナダとソ連は11日，モントリオールとモスク

ワをむすぶ空路（コペンハーゲン経由〉を開設する航空協定に調印した。モスク

ワと米大陸を直接むすぶ空路はこれがはじめてである。

vプラウダ紙の反論一一米機のハノイ，ノ、，イフォン爆撃に関して， 11日付の

Pravda紙は「米国はハノイ， ハイ’フォン爆撃に際し， あらかじめソ連に内密の

情報を流したと，虚偽の宣伝をおこなっているJと非難した。

V ソ連陸上チーム，訪米拒否一一今月訪米の予定であったソ連陸上チームは，

米国のベトナムでの行動に抗議して訪米をとり止めることを決めたと11日付のタ

ス通信は報じた。これに対し，米国務省のスポークスマンは米ソ文化協定の精神

を侵犯するものと非難した。

Vウラン・ウデ市の300年祭一一Pravda紙によれば，プリヤート自治共和国の

首都ウラン ・ウデはその300年祭を迎えた。パイカノレの東にあるとの都市はキャ

ラパンの通る細い道に並んだ小屋の部落から今は人口22万を有する近代工業中心

地になっている。最近の7ヵ年計画期間に数十の大きな工場が操業に入り，また

は改修された。祝賀会は新しい建設の中心で行なわれている。

Vアナドゥイル市の新しい住宅団地の設計一一11日付Pravda紙によれば， 7

)-j 10日，極東のベーリング海に而したアナドワイノレ市で、新しい住宅団地建設計画

が審議された。マガダンの《ダリストロイプロエクト》研究所の職員たちは，そ

こで苛烈な気象と永久凍土を考慮した建物の集団を建設するよう提案した。街路

は雪で埋もれないよう。猛吹雪が歩行を妨げないよう設計され，また商店や学校

ヘ屋下を通って行けるよう設計されている。

12日 Vガンジー印度首相，モスクワ着

’ソ連スパイ逮捕一一一米司法省は12日，退役陸軍中佐ウィリアム・へンリー・

少半｝レンを軍事機密を駐米ソ連大使館員に売り渡した科でFBIが逮捕したと
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発表した。ウェーレンは統合参謀本部に勤務中， ソ連大使館員セノレゲ、イ・エヂム

スキー陸軍武官補， ミハイノレ・シュマエブ 1等書記官に核兵器， ミサイノレその他

の情報を5500ドルで‘売り渡したもので，有罪となれば死刑はまぬがれないものと

みられている。

’ブ、ラゴ、べシチヱンスク市の新建設一一Cudοh

ンスク'rhでは，最近の2～ 3年問に数十のi高層住宅ができ上．り，また印刷所，ラ

ジオ局，電話局も開設された。現在新しい工業用および文化サーピス用の建物が

建設中である。アムーノレ河の洋も改築され，旅客用桟橋は鉄筋ベトンで高さ 6m,

長さ300mのものを建設中である。

Vイススイク・クゥリ湖両岸の送電線工事一一一日・αvda紙によれば， キノレギズ

共和国のイススイク ・クゥリ湖北岸のノレイバチェコチヨノレポン・アタ間高圧送電

線に送電が開始された。フ。／レジェワリスクからここへ向って組立労働ー有・が移動し

ている。年末までに湖の北側全域にわたる延長220kmの送電線が完成するο なお

湖の南j苧の電化工事も始まっている。

13日 Vジョンソン大統領，海洋共同調査呼びかけ一一13日，米国最大の海洋調査船

オーシャノグラファ一号の就役式にのそeんだジョンソン大統領はソ連に対し海洋

の共同調査をよびかける演説をおこなった。

，クズパスよりタシケン ト市の復興を救援一一Pravd，α紙によれば西シベリア

のクズパスの諸工場と建設現場の多数の労働者集団は，地震の被害を受けたタシ

ケント市の復興に協力しているo クズノ守スの工場は材料や設備を送っているばか

りでなく《クズネックジルストロイ》トラストの100名以上の労働者たちは， 5500

m2の住宅と1390人の児童を収容できる学校の建設にあたっている。

14日 Vコンパインの修理遅延一一SeliskajaDzizny紙によれば，カザブスタンのパ

ブ、ロダノレ州では小麦の収穫期に入ったにもかかわらず，コンパインの整備が大巾

におくれている。州全体で7310台の修理が必要であるのに， 7月10日現在でまだ

4090台しか修理がすんでいない。ベスカラガイ・ソフホーズではコンパインの%

が動かず，ジェレジンカ地区のプフホーズでは7月になるまで刈取りの準備を何

もせず， 85台のコンパインのうち僅か6台， 40台の刈り取り機のうち僅か11台を

修理しただけであるという。最も図った事は運転手の不足で，州当局は何人の運

転手が不足しているのか言明を避けている程で，人によると1500人不足している

といっている。バヤナウリの各ソフホ｝ズではコンパインの半分は運転手なしで

ある云々と述べている。
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（作〉 これは待遇や生活環境の不備のため，技術者が農村から逃げ出していく

ためで，機械破損の増大，修理遅延，機織要員の超過重労働，機械要員の逃

げ出しという悪循環を生んでいるものである。

vペテロパブロフスク ・カムチャッキーのビタミン工場一－SeliskajaDzizny 

紙によれば，カムチャツカのペテロパブロフスク漁業コンビナート内に建設され

たビタミン専門工場が最初の生産品を什i荷した。最新の設備をそなえたこの工場

は鱈の肝臓を 1.昼夜に12トン加工する能力があるo この原料から毎円国際単位で

2000～2500万のビタミンを生産している。

vケメロボへ学生建設隊到着一一SeliskajaDzizny紙によれば，西シベリアの

ケメロボでは，クズパスの大学（複数）と中等工業専門学校〈複数〉の1000人以

上の希望学生が6ヵ月の労働学期を開いた。シベリア冶金，クズパス総合技術，

ケメロポおよびノボクズネック師範の各大学の学生隊は，ビノレュリンスク富化工

場建設のため新都市ペリョゾアスキーに到着した。かれらは住宅，学校，クラブ？

商店，コノレホ｝ズとソフホーズの作業用建物の建設にあたることになっている。

15日 V西独閣僚訪ソ一一四独政府は15日，シュトfレテンベノレク科学研究相が来週レ

エングラードのドイツ建築展に出席するため訪ソすると発表したが，西独閣僚の

訪ソは10数年ぶりであるの

’仏ソ共産党首脳会談一一プレジネフ書記長は15日，ロシェ・フランス共産党

書記長と会談した。

vタジク共和国の大規模な濯灘設備寸ー－Pra1.1da紙によれば〉クジク共和国に

おいてワフシ瀧瓶システムの送水管網総延長4200kmが敷設された。これは綿花畑

10万ヘクターノレに水を供給している。瀧瓶地域の最大設備の一つはタシラパ ド盆

地を通じて設けられた送水管で，その長さは1200kmである。

16日 Vガンジー印度首相，モスクワを去る

vウィルソン英首相，モスクワ到着

V 日本漁船員13人を釈放・一一ソ連外務省からモスク ワの日本大使館に対し，日

本漁夫13人を引渡すむね通告してきたと， 16日，外務省が明らかにした。

V プチチイ島の蟹缶詰工場一－lzvestija紙によれば，最近オホーツク海の航海

図に書かれたプチチイ島には蟹缶詰工場があり，その原料はカムチャッカのコル

ホーズから送られてくる。年度計画としては， 5万個以上の蟹缶詰を生産するこ

とになっている。

V ブラック・アルミニューム工場操業開始一－Prav.白紙によれば世界最大の
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規模を目指すブラック ・アルミニューム工場の電気分解工場（第1期分〉が操業

を開始した。本日国家委員会は検収の公文書に署名した。今月中に最初のアルミ

ニュームが生産される予定である。

17日 Vソ連首相，英国商品見本市見物一一コスイギン首相は訪ソ中のワイノレソン英

首相とともに17日，英国商品見本市を見物した。

Vチムケント州穀物供出計画遂行ー－SeliskajaDzizny紙によれば，カザフ共

和国の最南部にあるチムケント州の農民たちは，第23国党大会と党中央委3月総

会の決定を実現し，穀物増産の課題を遂行した。 7月15日，州のソフホーズとヨ

ノレホーズは計蘭を上岡る10万トン以上の穀物を供給し，なおそれを続行中であ

る。

Vマグニトゴルスク冶金工場の拡張工事一－I'ra・vda紙によれば， 7月17日は

マグニトゴノレスク冶金コンビナートにとって，記念すべき Hであった。同日朝，

新しい巨大な高炉第10号が火入れ式を行なったのである。その容量は2014m~

この大きな高炉の稼動によって工場は拡張工事を完成することになるo

18日 Vソ連，北ベ トナムへミサイル増援か一一18日のロンドン筋は，ソ連が北ベト

ナムへ大量のミサイノレと，その設崖および操作のための要員を送・る準備た色、し、で

いると伝えた。また北ベトナムへのミグ戦闘機の補給増大も準備しているI札、

Vモスクワのベトナム支援集会一一一18R午後，クレムリ ンで各界の代表6000人

が参加してベトナム支持集会がひらかれた。

19日 ’アルマ．アタ市の高層建築一一一Praτ，da紙に

度6～7）地域にあるカ．ずフスグンの首．都ア／レマ．アクには最近まで4～5階建

のピルが建てられていたが，今は7～11階建の耐震ピノレが建てられることになっ

ており，すでに8階建の病院が建てられている。

20日 Vケメロポ工場へ新卒到着一一20日付Pravda紙によれば中等学校を卒業した

青年男女の最初のグループがケメロポ電気機械工場に到着した。工場ではこれら

の受入れ体勢がよくできており，作業実習場，理論教育のための教室なども設備

されている。本日全就職者に対し，目出度く工場への門鑑が渡された。

V中川駐ソ大使帰国一一グロムイコ外相の来日をひかえて，中川駐ソ大使は準

備と打合わせのため， 20日一時帰国した。そして21日夕t1J，外務省で記者会見し，

「ソ連側は個々の具体的問題の交渉よりも，首脳同土の接触と本院な意見交換を

重視している」と述べた。

21日 Vコムソモリスク市の北ベトナム援助機械製作一一 Gudok紙によれば， コム
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ソモリスク市の住民は北ベトナム援助のため努力しているが，現在岡市の《アム

ーノレリトマシ》工場は北ベ トナムから鋳造工業用の強力なユニットを製造する注

文を受けている。また同工場は，さらにニつの同様のユニットおよび六つの鋳型

製造機械の注文も受けている。

vジェズカズガン付近の銅鉱山一－Izvesti ja紙によれば，昨年夏ジェズカズガ

ンに近ヤノレゥドニク村でカザフスタ ンにおける最初の銅鉱山の自動野．坑が操業に

はいったが7月20日銅鉱石採出量の課題を2倍遂行したという。

22日 Vモスクワ放送，グ外相の訪日を論評一一22日の日本向けモスク ワ放送は，グ

ロムイコ外相の日本訪問に関して論評し，両国の善隣関係が一層促進されようと

述べた。

V ソ連 ・ハンガリー共同声明

V訪ソ米ジャズ楽団，予定変更一一モスクワの米大使館の発表によると，訪ソ

中の米ジャズ楽団に対し，ソ連側はモスクワ， レニングラード，アノレマ・アタで

の演奏会を中止させ，クラスノダーノレ，パツミ，スフミの地方都市に公演を切り

替えさせたという。変更の理由は説明されていないの

Vソ連，米テレビ社の撮影許可取り消し一一ニューヨーク発の外電は，米コロ

ンピア放送（CBS）は，同社が企画していたゾ連での 2本のテレビ番組撮影が，

国際情勢を理由に， Y連当局によって許可をと！？消されたと発表した由である。

23日 Vムヒジーノフ氏，復活一一一7月23日付の b::vestija紙によれば，］961年の第22

同党大会で失脚した元幹部会員兼書記のムヒジーノフが対外文化実流国家委員会

副議長として復帰した。

V中央統計局，上半期工業実績発表一一（解説参照）。

v米政府，ソ連の抗議を拒否一一米国政府は， 7月9日付のソ連の抗議を拒否

する旨の党書をモスクワの米大使館を通じてソ連政府に手交したと発表した。

〈注〉 ソ連政府は7月9日付で米機のハイフォン港爆撃の際，開港における ソ

連船が攻撃されたとして抗議していた。

vカザフスタンのサービ、ス列車一－Gudok紙によれば，ツェリノグラ ー ドか

らアルカノレイクに向ってサービス列車が出発した。との列車は車柄編成で， その

ほかには百貨店，靴修理工場，理髪所，診療所があり，また車内クラブもあって

講師と芸能班も乗車している。このサービス列車は鉄道従業員デーまでに沿線の

各駅を訪ずれることになっている。

24 B Vグロムイコ外相来日一一〈解説参照）o・
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v地熱発電所完成一一カムチャッカ半島には無尽蔵の地熱こ工ネノレギーがあるの

で，とれを利用した地熱発電所がはじめて完成した。

Vウラン・ウデ付近の部落の発展－Pravda紙によれば， かつて遊牧民の天

幕から煙だけがでていたブリヤート自治共和国のデデ ・イチェトゥイ部落は今や

小さな都市に発展し，その中心部には美くしい2階建の中学校，広ν、クラブ，ホ

テルと食堂，診療所，幼稚園が設けられ，新しい住宅も建設されている。コルホ

ーズでは幼児を出産した家族に優先的にアパートを提供する方針であるの

25日 Vウ・タン ト国連事務総長モスクワ着

Vアルマ・アタ市の情報計算機センター建設一一Pravda紙によればアノレマ ・

アタ市においてカザフ共和国の情報・計算機センターの建設がはじめられた。そ

こには鉄筋コンクリート，金属およびガラスから成る耐震構造の8階建の建物が

造られることになっている。

26日 Vマクナマラ長官，ソ連の脅威を語る一一パリでひらかれた NATO国防相会

議を終えて帰国したマ長官はワシントンで記者会見をおとない， ．「ソ連の欧州｜に

対する脅威は依然としてなくなっていないJと語った。

’ブラック ・アルミニューム工場生産開始一一－Pravda紙によればブラック ・

アルミニューム工場は， 7月25日モスクワ時間のll時，アルミエュームの生産を

開始した。電解工場の全設備が操業に入れば，これは世界で最も大きな工場の一

つになるであろう。

27日 v佐藤・グロムイコ会談一一（解説参照〉。

Vゲ口ムイコ外相，財界人と懇談一一（＠特記事項参照〉。

Vイラクのパザス首相，モスクワ着一一空港にはコスイギン首相以下要人が出

迎えた。パザク首相は軍事援助と経済援助問題について，ソ連首脳と会談する予

定であるという。

Vタイシヱトエウスチ ・クート，ウグ口ワヤ＝ナホト力鉄道の改造工事遅延ー

-Gudok紙によれば，《アンガノレストロイ》〈アンガノレ建設〉の電気工夫たちは，

タイシェト＝ウスチ・クート鉄道のケヅェムスカヤ＝コルシゥニハ聞の改造工事

の年度計画をようやく38%だけ遂行した。上半期にはこつの牽引電力用変電所と

二つの駅の組立工事を開始し得なかった。また極東鉄道のウグロワヤ＝ナホトカ

線の改造工事も不良な状態にある。

vウドカン山脈で新しい鉱物発見一一Gudok紙によれば，チタ州のウドカン山

脈ではかねて大量の銅資源が発見されていたが，このほど学者グループの調査隊
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はニつの不明な鉱物を発見した。そのうちの一つはザパイカル綜合科学研究所鉱

物学部長によって発見されたもので， 「ミロポリスキト」と名付けられた。また

もう一つの鉱物は 「ウドカニト」と名付けられたという。

28日 V極東鉄道コムソモリスク線区の貨物輸送成績ー－Gudok紙によれば，鉄道

従業員デーを目指して社会主義競争を行なっていた極東鉄道コムソモリスク線区

の従業員たちは期限前の7月27日に貨物荷役の7ヵ月計画を遂行し，機関車の利

用は改善され，労働生産性は4%向上した。月末までにはさらに計両以上1.0万 ト

ンの貨物を積載するであろうといっている。

，農繁期のイルトゥイシ河航運局の活動状況一一Vod11yyTransj>ort紙によれ

ば，オムスクナト！とチュメニナト｜の収穫期が近づき， イノレトゥイシ河航運局の従業員

たちは，農業貨物を運搬する仕事を最重要課題としているのとの春，かれらは第

1に燃料，肥料，機械および食績をコノレホーズとソフホーズに運んだ。かれらは

今収穫された穀物の運搬を準備中である。その輸送量は9月だけでも 8万7000ト

ンに達しよう。

29日 ’日ソ領事条約調印一一（解説参照）。

Vコムソモリスクに発明芸術館”一一lろ・avd.α紙によれば， コムソモリスク市内

にソピ、ヱト発明芸術博物館が開設され，市民たちは全国から集められた作品をみ

るととができた。博物館創設のイニシャチプをとったのはコムソモリスクの最初

の建設にあたった人たちで，彼らは現殺芸術家としてモスクワに住みながら，ソ

連全土に呼びかけて芸術品を集めることに努力したものである。

30日 Vゲロムイコ外相，特別機で離日

，ゥ・タント国連総長，帰途につく

V ソ連党中央委，秘密会議か？一一・モスクワの消息筋は，ソ連共産党中央委は

30日に秘密会議をひらき， 8月2日開幕の最高会議の運営方針をきめるため協議

したと伝えられる。

vソ連，海軍記念日一一30日の式典でマリ ノフスキー国防相は「軍事カの強化」

を強調した。

Vナホト力港に勤労赤旗勲章一一VodnyyTransport紙によれば，7月28日付

最高会議幹部会令によって，極東のナホトカ商港は7ヵ年計画の課題を期限前に

遂行し，新しい能力の開発と荷役作業の綜合的機械化を成功的に行なったものと

して， 勤労赤旗勲章を授与された。

V砕氷船 《モスクワ》号にレーニン勲章一一一VodnyyTransp01・t紙によれば，
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極東海運局の砕水船《モスクワ》号は，7月28日付最高会議幹部会令により，北

氷洋航路の貨物輸送の発展を保障する7ヵ年計画の課題を成功的に遂行したもの

として，レーニン勲章を授与された。

31日 ’英国筋，コスイギン首相の退任を予測一一英国の有名なソ連問題専門家 E.

クランクショー氏は，英紙オフ＊ザーバー紙に寄稿して，クレムリンの内部で強硬

派の圧力が高まりつつあり，民需尊重派のコスイギン首相が，退任する可能性が

濃くなっていると述べている。これはモスクワのきわめて信’頼しうる筋の情報で

あるという。

vソ連，原水協大会に参加せず一一31日のモスクワ放送は，ソ連はふたつの原

水禁大会のうち，社会党・総評系にのみ代表を派遣い共産系の大会には代表を

派遣しなャと報じた。

！ ウスリースクに新しいデパートー－1切りぬ紙によれば〉様東鉄道のウ スリ

ースク駅前広場に新しい百貨店 《エクスプレス》が開かれた。これはウスリ ース

ク線区では最も大きくて美くしいデノとートである。そとの設備はモスクワの工場

で作られたものである。
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参考資料

日本国とソピエト社会主義共和国連邦との聞の領事条約（要綱〉

第 1部 【定義】

第 1条 この条約の適用上必要な定淀〈「似市ft'i'iJ「領事官」「館長」「領事館職員」

事管轄地域」「国民」「船舶」）を設ける。

第2部【領事館の設置・領事官，領事館職員の任命】

第2条 派遣国は彼受悶の｜行l芯－をえて，（質事的を設問することができ，その設tn.場所，
領事仔il(l；区域の純聞は，合意により決定される。

第 3条 ⑦派遣問は， f店長・の任命に先だち，拡受同の［！U立を必要とし， 館長の任務閃

始に先立ち，領事委任状を提出しなければならない。②l接受国は，委任状が提出さ

れたときは，できる限りすみやかにl認可：！止をf!WJをに与えなければならなu、
第4条 CDil氏i自問1:t, 館長以外の領事官の任務開始に先立ち， その任命通告書を接受

国に提出しなければならない。②接受国は，任命通告書が提 11されたときは， 領事

職務の遂行の権利を認める適当な文書をできる限りすみやかに領 自官に与えなけれ

i:U仁l、〉なし、。

第5条政受悶l主，｛岡市ff行CJ）氏ィ'r'1をr'1f.Tifの｜明係：11日に.＠fllすらり

第6条 f.Jf'hプi'.nt,iJitu1ffil en !:RUミでれければな「Jない口

第7条 派遣国は，領事館職員の任務開始に先立ち，その氏名，国籍，職務について

抜！支店lに通告しなければならない。

第8条 派遣国は，領事官が領事館職員の任務が終了したときは， その行を抜受国に

通告しなければならない。

第P条 派遣国は，自国の国民であって， すでに接受悶にあるもの，または桜受悶に

旅行中のものを領事館l向日として任命することができない。

第10条 j京受図は，いつでも剖lrbを示さないで， 領事官，旬HJ館職員が受け入れ難い

ものであることを派遣悶に通｛~；－ずることができ，この通告を受けた場合，派i世田は，

その領才11:1：「3 似：，l干館！時日の壬｛述， 任務終γの引：｛伐をとらなければならなU、。

第11条 ①領事官が病気，死亡などにより執務不能となった場合は， 他の領事官，領

市町il政n.外交使節目1のm，＆凡などによる代行が認められ， 代行者・は，この条約に

基づく権利，特権免除，義務の適用を受ける。②この条約は，派遣国の外交使節団
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の飢：＜）f.剖iのW'PlfliTirVJにもj笹川され， 士た， i府i立周によD傾才Jf.市注I先のi差行の｛．花限を’り． 

えられた外3と・1:史rm厄iの1WiiJ父；：lt土3 この条約に法づく4医手Jj’午＿＇：・

支’けるo ③官p］！：職Iガを遊‘行する外交｛史；m匝iの十，Yf 只の外x半＇i'lWI立， j立im関係のiri法務

に関して接受国の民事管轄権に服する場合を除き，影響をうけない。

第12条接受国は仮事官の任務遂行， 特持免除の本有について十分な使立を与える。

第13条 m派泣闘は，旬刊i：的事務所および仮事官， 領事館職員の住居にあてる目的 0〕

ために必要なこ！：J山，五ll物などを， 接受国の法令が認める保有形式により，取得し， 1-i 

有し，賃借することができる。＠抜受悶討）みは， j)[j犯の土地， 述i1却などの入手をw
易にするrn:1nをとる。 ＠i）氏i立国は， 都Tb¥iI・ f1!1jなどの）Jlf/lllに！！日さなければならない。

第3部【特権および免除】

第14条 ①（珂引加には，同1;1.:，囚h1tなどを拠けrることができる。 W・附j止は，そのflJi;.,

自動車などに国章および国旗を掲げることができる。

第15条 :l:J."1 :・ 1丸不可μとする3

第16条市？PJi：公文:;l}=lt，不可伎とする。

第 l7条 CD似’Irfft'fは，本国政H:r. 1・1 rn1の外交｛iむ何ir-ilおJ：び似τi]f向1と通信する舵手1Jを有

ナろ＂ (i；官i’Jffil'iの公のj面nお.］：び公川J,.Jl:IJ央l:tI 不iiff-:"lとするn ③伝書便として公

JII J.jflJ持を，1輸送寸司るものは， 外交伝書便と 1ilじ椛平1｝，ヰ｝Hli:りf!.11主を：！；q-r-J-þÿ0‹(l 

第・18条①領事官

され石口（互filjj：目Jf!fr,・, 領事館職員およびその家族は， 接受悶の）fl]þÿN‹{¡ 轄権から免除さ

れる（） ③派遣国は，明示の通告により，前記の免除を放棄することができる。

第19条　①接受国当局は，領次官 領事館職員に対し， in:・aを行なうこと主張；i1iでき

るが証言のための日n1ui1m1'° inはとってはならない：＞ (Z)Jjl了日を安治する当局は， 領事館

の業務を妨げないような方法で証言を録取するよう取りはからう。③公務の純l別内

の事項についてのJiE・5・および自国の法令の鑑定人としての証言は， tslfできる。

第20条　領事官，fil'Pi1：向＇il附只， その家抜はl司！坊の役務その他の強制的役務を免除され

る。

第21条傾－・wnr,領事館職員およびその家族は，在留許可の取得，外国人登録を免除

される。

第22条 （［）派i世間は， 領事館の目的のために使用される不動産および動"i!去について担税

を免除される。②派遣国は，m! :tj Off1Q };5に関して徴収する手数：M－について干11税を免除

される。
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第23条　①領事官，領事館職員は，公の給与について租税を免除される。②領事官，

領事館職員はこのほか，間接税な租税， 私的な不動産の取得などに対する租税，

接受ill!1)-Jにj日（良がある組税，印紙税， JWI与，Htill産相続税などの一定植鋲のtill見合

｜漁き，一般に接受悶の租税を免除されるp

第24条死亡した領事’（rなどの!1i1Jt＇（｛については，相続税などが免除される u

第25条 ①派遣国は，領事館の公用品の輸入について関税を免除される。②領事官お

よび領事館職員は， 自己またはその家族の私用品の輸入について外交官などと同じ

川悦免除を受ける。③｜則悦免除による輸入！｜均l引の処分については， 政受！日法令が迎

）！］される。

第26条 領事官， 領事館職員は， þÿ˜�N‹1}・8; 1Jig広域内におし、て移助および旅行のl'iI Liを行

する白

第27条 この糸約により付陥免除t：－；吋1・7・るものは， J長受｜王！の法令時m：の；法務をftうの

第28条 iJ氏Jlt[:1], 領事官および領事館職員により所有される自動車などは第三者損害

に！日lする（利投にf・1・しておかなければならない。

第 4吉n【領事職務】

第29条 ①領事官は，領 þÿN‹,:t,: 1!111；区域内において， 条約に＃tJとするJ［，法務および接交回の

法令に反しないその他の領事職務を遂行することができ， また， j安受l主！の｜司訟を1!J.

れば，領事管轄区域外において職務を遂行することができる。②領事官は， fiJfth'. 

管轄区域内の当局と折衝することができる。③領事官は領事職務の遂行に関 Jillし手

数料を徴収することができる。

第30条領事官は，自国および自国民の時利，利誌を保；i史し，ならびに通if払文化な

どの関係の発展を助長することができるo

第31条旬’PH主虫，

でき，接受国は，派遣国国民と領事 [!ffとの1mのj並t i山1/Uを：fli!JllliしてはならないD

第32条 のJ史受！主qの立1f1jは， ti氏辿J:_r」II主II＼：の込kl,li, -J(,Jj売につき， ii'.,［＇ちに似；d°i'.fi＂にj且士；！

る。②領事官は拘禁中または服役中の自 国民の遅滞なく訪問し， これと辺｛はでき

る。

第33条　領事官は，国籍，身分関係事項に関する届け出の受理，旅券，査証の発給な

どの事務を行なうことができる。

第34条①イ（ff'.Jf官は，：8-f-1の；；正WJ，文）；の作成， ;1正191などの公証IYJ/J..'.'.Ji：務を行なうこ

とがでさる。②もっとも鉱受凶の当防は， i河川の；文」：Jc}・がj克受{JJにおいて仇iJUされる
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場合は接受｜司の訟令に反しない限度においてのみ， その効力を認めまた必要な場合

には，その文；；！？をi法t¥Uニ11：当なものとするj合胞がとられることがある。

第35条 接受国の当局は， 派遣国国民の死亡についての情報を領事館に通報する。

第36条 CDiM lt þÿVýn〔1J（が相続人ti乙{J｝立す執行内・を政さずに死亡したときは， J主党｜｝！

の関係当局はその旨を領事官に通報する。 ②領 '.j¥:fi・は， 必受問の司法ザi応の放l1l；の

;HW.B I＇すで， ｜’1 r.u1亡のi自1_1{,:</)・ ・ ・l!.'i'l'I切h. f与』・W,W J}IL 利益代表などを行なうことができ

る0 （江市if」,w1:n:t，一定の条f'に従って，自 国民の遺産を， 接受国に居f.l：してし、ない

他のl'.IIHf亡にj去ト1・ナるため受加することができるゆりなじw,:rþÿ0oÿ�力伝行ljIに死亡し1こ

自国民の金銭，物品

の遂行に関しては，接受国の法令および民事管轄権に服する。

第37条 f岡市什は， 接受国の法令により自 rn1芯またはそのU1・慌のために後見人または

1} J}I!人をi主任する必要が：I.：じたときは，適当な＇f5'・2：法受mlのj批判所に批加すること

ができる。

第38条 Cl）制：J;:・0;1訂正i事管轄区域の港にはいる自国の船舶に対し， すべての協力と

援助を与えることができる。②領事官は自国の船舶を訪れることができ，また，船

長および乗組員も自国の領事官と通信し，これを訪問することができる。③前記の

！［店前進行に問L, 領次官は，接受国当局の援助を要請することができる。

第39条 ｛漬：：J;:rrは，！当！flの船舶について， 見；Hl1:lの内部市頃の処理および接受囚の当日

との接触において， m.rりJ，あっせん，その他のt-rv限をとることができる。

第40条 接受国の当局が，派遣国の船舶上で強制措置をとろうとする場合には，領事

官に対し現場に立ち会えるように， その旨を通報しなければならず，領事官は立ち

合わなかった場合にも， そのとられた祁：悶についての情報を受けることができる。

第41条伶改受国のつi同は， i'IRJJ'.irtlの船舶のrs![蹴およびj盟諸般的_Iニの派遣国間民の財産

について領 事官に通報する。②接受国の当局は遭難船舶，その船上の生命， iH；主の

保護のためにとった措置について領事官に通報する。 þÿ$b˜�N‹[˜0oÿ� þÿ•ê(TI］のj位脱tl:}fili'l

およびその船上の自1 国民に対し援助を与え，また，接受国の当局の援助を要請する

ことができるυ （ffitf!t 官は，必要な場合には，遭難船舶またはその貨物について，

所有者に代わって必要な取決めを行なうことができる。＠世話！HJ:H11’lおよびその貨物

などの処分については肢受国内でのWi1'i:の場合を除いては，関税などを免除される。

箔42条 前記の船舶に関する諸規定は，航空機について準用される。

第 5部【最終規定】

第43条 ①批准書はモスクワで交換され，交換の日の後30日目の日に効力を生じ， 5 
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WIHJ効力を存続する。②白fJ；氾の有効JりJInni:,:i了の12ヵ月前に廃棄通告がなければ条約

はさらに継続して効力をも・ずる。そののちについては， 12ヵnの予告灼!HIJをもvて

脱皮：さjLない1;1iD引き続き有効とする。

日本国とソピエト社会主義共和国連邦との聞の領事条約の議定書（要綱）

CD ilNi位＇I企・11主IL己It)Ji包；1',li,」ruJ；号についての也＇di'.'

fi＇なオJiしるo

。）述fili, 拘禁された自 国民を訪問し，これと通信する領事官の権利は， 2 lJない

し，tnの1mに行使することができる。

。〉 逮捕，拘禁または服役中の自 Lfll止をiW川し， これと通信する領事官の権利は，

L [11111llりでなく，り｜きあtき行使することができる。

交換公文（要旨〉

ソビエト連邦側書簡

①ソビエト社会主義共和国述郊の当日が， i七四太平洋において，仮HiH具Jlljの以犯を

理由として，日本国民を逮捕し， またはその他の場合において拘烈したことについて

の在ソビエト連邦日本国大使館領事部への通報は， i刻・111または拘禁のH寺からlOH以内

に行なわれなければならなU、。②l:l木巨！大使館館市部只による九fi記の1:1本国民の訪日＼］

はその都度合意されるところに従って行なわれる。 'iiJdf；＇’m只と・1)fi;;i＇.の同氏との｜！日の Jill

信は，書簡または電報により行なわれる。 Cl0この：；i：；仰のし、かなる）Jliliも， i引i陥のMilJ I 1 

および漁業管理

なU、o

白木恨lj書簡

ソ述。i.,L！！・聞を受似し， この書簡に述べられた了解を確認し，かつ，ソ連側書簡と日

本側返簡がこの問題に関する両国政府間の合意を構成するものとみなすことに同意す

る。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

8月の概況

8月1日，党中央委総会が開かれ，ついで8月2日と 3日の両日にわたっ

て，第7閉ソ連邦最高会議第 1会期が開催された。との最高会議はフノレシチ

ョフ退任後，はじめて改選された新しい顔ぶれの代議員によって構成された

ソビエトであった。

この最高会議開幕の直前，ロンドン筋からコスイギン首相退任の噂が流れ

たりしたが，結局，コスイギン首相以下，全閣僚が留任し，最高会議幹部会

議長にもポドゴノレヌイが再選され，人事面の波乱は何もおこらなかった。た

だ，注目されていた新5ヵ年計商案は今回の会期には上程されなかった。と

れは，最終的な計画案がまだ完成しておらず，各方面で調整が続けられてい

るためと思われる。

一方，最高会議には九つの常任委員会が設置され，連邦，民族両院それぞ

れ， 9人の常任委員長を任命したが，その中で，連邦会議の外交委員長にス

ースロフ党書：記，民族会議の外交委員長にポノマリョフ党書記の両者が就任

した点が興味をひいた。その他の常任委員会の議長には，主としてコスイギ

ン ・ポドゴノレヌイ派と見られる経済官僚群が登用されている点は，クレムリ

ン内におけるタカ派とハト派の勢力ノミランスの上からも，充分注意してみて

おくべきであろう。昨年末にポドゴノレヌイが党の No.2の地位から最高会

議幹部会議長の椅子に祭り上げられ，党におけるコスイギン ・ポドゴノレヌイ

路線の後退のきざしをみせたのであるが，粘り強いポ iごゴ、ノレヌイは最高会議

に常任委員会を九つも設置して，最高会議の権力を強化することによって，

党中央部の独走をチェックしようとはかったものであろうか。今までの最高

会議は悶家の計商や予算に関して，これをチェックする権限を持たず，ただ，

党中央委の決定どおり拍手するだけのロボット集団にすぎなかった。しか

し，今後，最高会議が計画や予算についても修正を加える権限を得た事で，

-297ー 一（ ]91）ー



シベリア開発（ 8月〉

ソ連の国政運営上に少なからぬ変化を及ぼすであろう。も っとも，強力な党

の権力の前に，果してどれだけの機能を発揮しうるものか，その点，今後の

興味ある課題のひとつである。

いずれにせよ， ソ連の党と政府の指導者達は，タカ派左ノ、ト派の別をとわ

ず，当分は妥協と自重を続け，内外の難問題を地味な努力で克服しようとす

る線は崩さないであろう。

8月下旬から突然湧きおこった北京の紅衛兵さわぎに関しては，クレムリ

ンは表面にがい顔をしながらも，これによ ってソ連の党指導部の路線の正し

さが証明されたとして，かえって自信を深めた模様である。将来，米中聞に

武力衝突がもし勃発しでも，ソ連は介入せず傍観する可能性が大きいように

思われるが，ソ連の民間人にもそれを異としない気分がすでに出来上がって

しまったようであるo

日ソ関の諸問題は，かねてからの懸案が， 9分通りすすみながら，最終的

な点でなかなか結着せず，足ぶみをつづけている。この点，ソ連との交渉の

むつかしさを如実に示している。これは帝政ロシアの時代から一再ならず，

なめさせられてきた事で、あり，今にはじまった事態で、はないともいえよう。

党中央委員会総会開催

8月 1日，党中央委総会が招集され， 2日から開かれるソ連邦最高会議の

議題について審議した。そして，コスイギン首相の報告を承認した。この報

告は 2日から開幕の最高会議の議題に関するものであったと考えられる。

ソ連邦最高会議開催

8月2日午前10時（日本時間午後4時〉から第7回ソ連最高会議第 l会期

がクレムリン内の最高会議場で開幕したo

まず，連邦，民族両会議で，①資格審査委員会の選挙，②連邦，民族両会

議常任委員会（立法，外交，予算など）の選挙，③最高会議新幹部会令（複

数〉の承認，④最高会議新幹部会員の選出，⑤新閣僚会議の任命一ーなどの

諾議題を採択した。

続いて，午後4時（日本時間同10時〉から連邦 ・民族両院合同会議を開き．
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プレジネフ書記長の提案に基づいてコスイギン首相を再び首相（閣僚会議議

長）に任命し，新閣僚名簿を提出するように指示した。

コスイギン首相に関しては， 7月末日に英国のクランクショ ー氏が「コス

イギン首相が退任する可能性がある」とし、うモスクワの有力筋の情報を発表

していただけに，注目されてし、たが，この再任によ って，退任のl噂は打消さ

れた。しかし，内外政策の行詰りから，クレムリン内部に何等かの動きがあ

り，それがこのような風聞を生んだものと考えら才しる。

コスイギン首相の再任命に続いて，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長が演

説し，両院にそれぞれ九つの常任委員会を設置することを提案した。それは

①計画 ・予算，②工業・運輸通信，③建設・建設資材工業，④農業，⑤保健 ・

社会保障，⑥教育・科学 ・文化，⑦商業 ・サーピス業，③立法，⑨外交ーの

9委員会である。これまでは連邦，民族両会議に予算，立法，外交の 3委員

会，民族会議に経済委員会が置かれていただけであった。

会議2日目の3日午前10時からの民族会議および正午からの連邦会議では

前日の両院合同会議で，ポドゴルヌイ議長から提案されていた九つの常任委

員会の設置を可決した。この委員会には両院議員の約半数が参加している。

これらの委員会の中で最も注目されているのは計画 ・予算委員会で，これ

は最高会議への国家計画および予算案提出に先だって，その内容を分析 ・審

議できることになったことである。また，修正動議も提出できる。これは最

高会議としては当然すぎる権限の筈であるが，今までの最高会議は単なる飾

りものにすぎず，党中央委で決定された議案を無条件で鵜呑みにして，拍手

するだけの存在にすぎなかった。ところが，今回，はじめて最高会議に国家

計画や予算築をチェックする権限を与えたことは， ：ノ連の国政運営上の大き

な脱皮を示してし、る。7月20日付 Pravda紙は， 「共産党員間の見解の相違

は，人々の経験や知識や心理がそれぞれ具るように不可避であるJと述べ，

自由討議の必要性を強調した。しかし，ソ連の政治は，あくまで共産党が掌

握しており，最高会議の国政参与といっても，まだ，ごく限られたものにす

ぎないであろう。

向日午後2時からの両院合同会議ではポドゴノレヌイ，エヌ．グェ．を最高会

議幹部会議長（元首）に再選し，続いて前日再任されたコスイギン首相が党
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中央委の承認を得て提出した新しいソ連閣僚会議の名簿を全会一致で承認し

た。この名簿によると，閣僚の異動はなく全部留任しているが，新しく社会

保安省と連邦教育．省（担当大臣エリューチン．ヴェ．ペ〉の 2省が設けられ

ている。 （注：ただし， 社会保安省の担当閣僚はまだ任命されていない〉

また，最高会議幹部会議長に再選されたポドゴ、ノレヌイ氏は，自分に寄せら

れた信任に感謝すると共に，36人の幹部会メンバーを提案し， 全会一致承認

された。 （注：従来の幹部会員は33名であった〉この車宇部会メンバーの中では，

デミチエブ党政治局員兼書記や詩人のガムザートフらが抜け，新たにシェ

レスト党政治局員らが加わってし、る。 （注：幹部会は議長 I名，削議長14名， 書

記 1名， 会員20名から構成されており，20名の平会員に今Fil任命された者のう ち， 留

任9名， 走行任11名である）

休態ののち， 午後5時から開かれた両院合同会議で，コスイギン首相が今

後4年間にわたる内外政策につν、て施政方針演説をおこなった。この演説の

中で国内問題に関しては新5ヵ年計画の骨子について述べ， 66年から70年ま

での間に国民ひとりあたりの実質所得を約30%増大させる見込である事など

を明らかにしたが，その中で，新しい利潤方式に対するさまざまな障害がお

こっている事を指摘し，官僚主義を打破するように呼びかけていた点が注目

された。また，新5ヵ年計画の作成は近日中に完了し，最高会議に上程され

ようと述べた。外交問題では，①北ベトナムへの援助を惜しまぬ事，②中共

こそ米帝国主義に奉仕している事，③資本主義国との平和共存の必要性はま

すます増大している事一ーなどを強調した。

このあと｜司会議は 「ベトナム問題に関するー声明Jを全会一致で採択し， 2 

日間の会期を終了した。

以上， 2日間の最高会議を通じて感じとられた事は，種々の風説にもかか

わらず，コスイギン首相に対する最高会議代議員の人気は，きわめて高いと

い－う事であった。会議初日のコスイギン首相再任命の際の代議員一同の拍手

は，フルシチョフ退任以来はじめてといえるほど熱烈なものがあったと伝え

られる。これは，九つの常任委員会を設置して最高会議の権限を拡大するこ

とによって，自己の立場を強化したポドゴルヌイ最高会議幹部会議長と，コ

スイギン首相の連携が，かなり うまくいっている証拠と推測される。コスイ

一（ 194 )- -300ー



シベリア開発（ 8月〉

ギン＝ポドゴノレヌイ ・ラインが，従来クレムリンのハ卜派と見なされていた

線であるが，今回の最高会議は依然として，この派の勢力が行政機関とソビ

エト機関の主軸をなしている事を示レたといえよう u これはまた，最高会議

の九つの常任委員会に今後相当な発言力を持たせる事によ って，党の一部勢

力または個人が独裁的な権力を振うような事態を，慎重に制御しようとする

行き方を示しており，クレムリンの集団指導体制が漸次，安定したものにな

りつつあると考えられる。 しかし，党の内部では依然として，タカ派とハ卜

派の論争が続いているものと推測される。

今回の最高会議で、発表された主史：な人事は次のようなものであった。

＠最高会議幹部会議長一ー ポドゴノレヌイ，エヌ．ヴェ．（再選〉

。閣僚会議々長（首相〉一一一コスイギン，ア．エヌ．（再任〉

o最高会議 ・連邦会議議長一一スピリドノフ，イ．ヴェ ．〈再選〉

o最高会議 ・民族会議議長一一パレツキ人ユ．イ．（リトアニア共和国最

高会議幹部会議長，新選出〉

o最高会議幹部会副議長（14名〉

イグナトフP エヌ．ゲ．〈ロシア共和国最高会議幹部会議長，再選〉

コロトチェンコ，デ．エス．（ウクライナ共和国最高会議幹部会議長，再

選〉

コズロフ，ヴェ．イ．（白ロシア共和国最高会議幹部会議長，再選〉

ナスリヂノワ，ヤ．エス．（ウズベク共和国最高会議幹部会議長，再選〉

ニヤズベコフ，エス．ベ．（カザフ共和国最高会議幹部会議長，新〉

ヂ、オツェニツゼ，ゲ．エス．（クツレジア共和国最－高会議幹部会議長，再選〉

イスケンデロフ，エム．ア．（アゼノレパイ ジャン共和凶最尚会議幹部会議

長，再選〉

イリヤ、ンェンスカ．エフ．〈モロダピア共和国最高会議幹部会議長，再

選〉

カノレンベノレジン，ヤ．エ．〈ラトピア共和国最高会議幹部会議長，再選〉

クウラトフ，テ．〈キノレギス共和国最高会議幹部会議長，再選〉

ホロフ，エム．〈タジク共和国最高会議幹部会議長，再選〉

アJレチュニヤン，エヌ．ノ、．〈アノレメニア共和国最高会議幹部会議長，再
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選〉

クノレイチェフ， ア．（トノレクメン共和国最高会議幹部会議長，再選〉

ミユリセプ，ア．ア．〈エストニア共和国最高会議幹部会議長，再選〉

（注〉 リトアニア共和困の最高会議幹部会議長は民族会議議長に選出された為，

副議長か ら外されているυ 本来は剛議長は15名である。

o最高会議幹部会書－記ー一一ゲ、オノレガ、ッゼ， エム．ぺ．（クツレジア共和国選出

代議員，再選〉

o最高会議幹部会会員（20名〉

ポリシュヒン， ヴェ．イ．（ロシア共和国スベノレドロフスク州選出〉

ブレジネフ，エリ．イ．（党書記長〉

ブヂ、エンヌイ，エス．エム．（ロシア共和国カノレムイク自治共和国選出〉

ウオロシーロフ，カ．イエ ．〈モスクワ州選出，ソ連党中央委員〉

ダニヤロフ，ア．デ．（ロシア共和国ダゲ、スタン自治共和国選出，ソ連党

中央委員〉

ヂ‘ャラロブ，エム．（ウズベク共和国アンデ、ィジャン州選出〉

エゴノレイチェフ，エヌ ．ゲ．（モスクワ市選出〉

カブウン，グェ．エム．（ウクライナ共和国ウイニッキイ州選出〉

カサトキナ，ア．イ．（ロシア共和国ゴリキー州選出〉

コノトプ，グェ．イ．〈モスクワ州選出〉

クナエフ，デ.7 .（カザ、フ共和国アノレマ・アタ州選出〉

マシエロフ，ペ．エム．（自ロシア共和国ミンスク州選出〉

ミコヤン，ア．イ．（アノレメニア共和国選出〉

ヌリエフ，ゼ．エヌ．〈ロシア共和国パシキーノレ自治共和国選出〉

ヌテテグリネ，ア．デ.( 1-lシア共和国マガダン州、｜チュコト民族管区選

出〉

ベトロフスキイ，イ．ゲ．（モスクワ市選出〉

プホグァ，ゼ．ベ．〈ロシア共和国イワノウオ州選出〉

タベエフ，エフ．ア．（ロシア共和国タターノレ自治共和国選出〉

トノレステイコフ， グェ ．エス．（レニングラー ド市選出〉

シェレスト，べ．イエ．〈ウクライナ共和国キエフ州選出〉
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o連邦会議常任委員会議長（10名〉

計画 ・予算委員会（51名〉一一ロゼンコ，べ．ア．〈ソ連党中委候補p ウ

クライナ共和国副首相，ウクライナ国民経済会議々長）

立法委員会（31名〉一一ソロメンツヱフ，エム．エス．（ソ連党中央委員，

カザフ共和国党中委第2書記〉

外交委員会（31名）一一スースロフ，エム．ア．（党中央委政治局員兼書

記〉

工業 ・運輸通信委員会（41名）一一 リヤシコ，ア．べ．（ソ連党中央委員，

ウクライナ共和国党中委工業建設ビューロー議長〉

建設 ・建設資材委員会（31名〉一一ヒトロフ，エス．デ．〈ソ連党中央委

員，ロシア共和国ウオロネジ州農業党第1書記〉

農業委員会（41名〉一一スノレガノスエフ．ア．（ソ連党中央委員，白ロ

シア党中央委農業ビューロー議長〉

保健 ・社会保障委員会（31名〉一一ブロヒン，エヌ．エヌ．（ロシア共和

国チユワシ自治共和国選出〉

教育 ・科学 ・文化委員会（31名〉一一トラペズニコフ，エス．ぺ．（ソ連

党中央委員，ラトピア共和国選出）

商業 ・サービス業委員会（31名〉一一 コマロワ，デ．べ．（ロシア共和国

ブリヤンスク州農業執行委・議長〉

資格審査委員会（31名〉一一ロデ、ィオノフ，エヌ．エヌ．

0民族会議常任委員会議長（ 9名〉

計画 ・予算委員会（51名〉一一ヤスノフ，エム.7. Cソ連党中央委員，

ロシア共和国第l副首相〉

立法委員会（31名〉一一ニシヤノフ，エノレ．（ウズベク共和国党中央委書

記）

外交委員会（31名〉一一ポノマリヨフ，ベ．エヌ．〈ソ連党中央委書記〉

工業・運輸通信委員会（41名〉一一チョゴワッゼ，ゲ．イ．〈グノレ、フア共

和国第1副首相，グノレジア党中央委候補〉

建設 ・建設資材委員会（31名〉一一ーマニュシス，イ．ア．〈リトアニア共

和国党中火委 ・幹部会員〉

qo 
A
V
 

一（ 197）ー



シベリア開発（ 8月〉

農業委員会（41名〉一一カノレロスヴェ．ア．〈チュワシ自治共和国選出，

ソ連党中央委候補〉

保健 ・社会保障委員会（31名〉一一サリエヴァ，べ．（キノレギス共和国社

会保障大臣〉

教育・科学 ・文化委員会（31名〉一一ペイヴェ，ヤ．ヴェ．〈前民族会議

議長，ソ連党中央委員〉

商業・サーピス業委員会（31名）一一シチェロコフ，エヌ．ア．（ソ連党

中央委候補，モノレダグィア共和国副首相，国民経済会議議長〉

資格審査委員会（31名〉一一一ワーデソレ， ア．ペ．

0閣僚会議（内閣〉構成員一一（全員再任命，但し，新設の 2省の長官に

関しては任命の発表なし。後述の資料参照〉

o連邦会議代議員 767名（うち482名新人， 64.1%) 

0民族会議代議員 750名（うち533名新人， 70.1%) 

o再会議代議員合計1517名中，党員は75%の1141名，婦人代議員は415名。

（注〉 1. 新 5ヵ年計画の最終的な案は，まだ完成しておらず，今回の最高会議

には上程されなかった。これは，最終的な調整に手間どっている為と推

測される。

2. 連邦会議代議員のうち46:7%，民族会議代議員のうち45.3%が労働者

とコノレホーズ農民である。これらの代議員は，すべて党の推選によって，

l選挙区 1候補者とい うシステムで登場してきた人々であり，党の中堅

分子に比べ，全般的な質が落ちる事は否めまい。

経済改革の余波

目下，ソ連内の企業全般において新しい経済制度が採用されつつある事は

衆知の通りであるが，久しい間の惰性もあって，末端の行政機関や党機関な

どでは，新制度に関する理解の不足や，非協力を示す者が少なくない模様で

あるo また，一部ではいたずらに先走った態度を示して，保守的な分子の反

感を買っている向きもあるとみられる。

8月に入ってからの，いくつかの論説がこの辺の事情を暗示している。そ

れは，
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O 8月1日付 Pravda紙『実験の 2側面』

O 8月5日付Pravda紙『改良措置がもたらした半面』

O 8月8日付 Pravda紙『新方式の半年』

などの論評であるが，例えば， 8月lEl付の『実験の 2側面』と題する記事

によると，新方式の企業管理によって，資材の無駄は減少したが，例えばキ

エブ市の建設企業で、は新方式が部分的にしか行なわれていないため，実験企

業は新旧両方式の 2重の規制を受けるという立場に立たされている。しか

し，この両方式問の調整がうまくいっていない為，実験企業は非常に不利な

局面に立たされているという。そのため，一部の実験企業は，新方式を辞退

したし、とさえいっている由である。とくに，この苦境に拍車をかけているの

は，地方党官僚や計商機関の意識の低さのようである。 「キエフ市の建設企

業の実験の実情について，ウクライナ共和国の建設委員会の幹部連は一度も

見にきていないし，キエフ市ソビエト執行部（市役所〉も何等関心を示さず，

研究もしていない。ゴスプラン，財務省，中央統計局などは，もっと熱を入

れるべきであるJと述べている。

8月5日付Pravda紙の『改良措置がもたらした半面』によると， 「物質

的関心だけがすべてではない。組織され高揚された精神カの価値，それこそ

共産主義的信念である。僅か10ルーブノレの賃金の差異のために幹部労働者た

る者が，他工場へ流れていくという実情を何とみるか。残念なことに，物質

的刺戟と精神的刺戟の組合わせにおいては， しばしば，幼稚な結果しかもた

らされていない。ソビエト国家の全歴史は，社会の力による人間改造の歴史

であった。この道を後退させてはならない」と述べており，利潤方式のもた

らした副作用に対する批判がおこなわれている。

また， 8月8日付 Pravda紙は『新方式の半年』と題するレニングラード

15企業体責任者の座談会記事を掲載してU、るが，これによると， f新方式に

よって，原材料・が大巾に節約されたが，これをストックしておかないと，次

の注文がきたときの原材料入手に不安がある。実験企業が努力しでも，取引

き相手の企業体が！日方式で経営されているので，その“しわょせ”はみんな

実験企業の方へくる事になる。実験企業が苦労しているのに，上の機関はた

すけようとしてくれないJなどの意見が出されていた。
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これを裏書きするように， 8月3日の最高会議の席上，コスイギン首相が

おとなった演説の中で， 「改革途上の複雑困難な問題に直面して，明らかに

保守主義と不精さが頭をもたげかけているが，このよ うな官僚主義は断乎，

阻止すべきである」と述べている事も注目される。

一方，利潤方式の採用にともなって，未成年労働者の採用を忌避する企業

体が増大しつつあるという。未成年者は法律によ って労働時間が短かく，実

習期間が長く，企業の収益に損であるという理由からである。これが未成年

者の慢性的失業傾向と不良化の原因となっており，ソ連も西側諸国と類似し

た悩みをかかえはじめたという事ができょ う。

+tu1t4機突然訪日

8月11日午前11時58分，ソ連の大型旅客機TU（ツボレフ） 114型機が試験飛行のた

め，モスクワのシエレメチェボ空港から羽田まで7936kmを10時間50分で飛行して到着

した。

問機には， ソ連民間航空省のシュクリヤロフ技術局長はじめ45人が同乗してきた。

TU114は商業用機としては，現在世界最大であり，ターボプロップ・エンジン4基，

有料荷重；25トン，時速750～850凶，航続距離約1万凶である。

しかし，この試験飛行はソ連の方から一方的に突然「試験飛行をするJとひと言申

入れてきただけで，運輸省航空局も日航も， ソ連側の真意をはかりかねて困惑の表情

であったが， TU114は日本側の手続き未完了のまま羽田へ乗り入れてきた。このよう

な一方的な通告で航空機を他国へ乗り入れる事は当然不法といえるのであるが， 日ソ

協調の気運が高まりつつある現状から，日本の当局は敢てこれを黙過した形となった。

とはいえ，とのような重要な問題で完全な意志の疎通を欠くような事では， 将来の日

ソ航空運営が思いやられるとして批判の声が少なくない。 日ソ航空協定には「試験飛

行を5回実施できる」という条文があるので， ソ連側はこの条文にしたがって今回の

テストを実行したのであろうが，日ソ間ではまだ， 商務協定の面で最後的な話合いが

ついておらず，そのため日航はまだ， 日ソ航空路線の免許申請を航空局に提出できな

い有様である。それゆえ，航空局としては「申請にもとづく調査Jという正式の立場

から，今回のテスト飛行のチェックはできない事になり， すっきりしない形のものに

なってしまった。

一方，羽田へ到着したソ連民間航空省代表団一行は， その日の午後から，運輸省航
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空局，日航関係者と航空路，気象，通信などの技術的な諸問題の討議に入った。一行

は15日午前中も，運航と通信の2グループに分れて， 運輸省航空局幹部と話合ったが

その際，ソ連側は羽田が使用できない時の代替空港として， 三沢，松島，横田，名古

屋，板付の5空港中，二つの空港を要求したが， 航空局は名古屋空港を提供する旨回

答し，三沢に関しては在日米軍と折衡すると確約した。また，日本への進入経路は，

モスクワ＝ハバロフスク＝エジンカ（沿海地方〉＝＝新潟北方100マイル地点＝新潟＝大

子＝東京標識所＝木更津＝羽田ときまった。

また， TU114型機は，代替空港としての名古屋へ飛び，テストをおこなった。

シュクリヤロフ団長らは11日の記者会見で， 「出来るだけ早く 1番機を飛ばせたい」

と語った。 TU114は定期便の際には， 1等44席， 2等72席，合計116席で，ノンスト

ッフ。で東京＝モスクワを結ぶことになる。

13日午前10時からは，問機の内部が関係者に公開された。 日航関係者は日航のスチ

ュワーデスが乗りこむ関係上，内部の施設を熱心に調べたが，一応満足した模様であ

る。

問機は18日午前8時，日本側からの航空局と日航の関係者3人を同乗させて， モス

クワへ向って帰途についた。

このようなTU114型機の試験飛行にもかかわらず，その後の日ソ航空協定に関する

商務協定は依然として最終的な結論が出せず，東京＝モスクワ開を 1番機が飛ぶ時期

は目下の所，見通しが立たない有様で、ある。

φ北樺太天然ガス商談煮つまる

北樺太の天然ガス開発について， モスクワでソ連石油公団当局と 2度目の交渉を終

えて，この程帰国した丸紅飯田の重役の話によれば， 「ガス価格の交渉は相当煮つま

っており，年間20億m3を20年にわたって輸入することで合意した。早急にグーロフ石

油公団総裁を東京へ招き，価格調印にこぎつけたい」との事である。

価格交渉はソ連側がFOB（本船渡し価格） 1000 m3につき14ドノレを主張しているの

に対し，日本側は12ドルを主張して難航していたが，今回の交渉であと一歩の所まで

煮つまった模様であるが， ソ連との交渉は，あと一歩の点で停滞するのが常であるか

ら，今後の見通しは簡単ではないと思われる。

ガス価格が決まれば，バイプ・ラインや液化 ・気化工場などの値段， 納期を含む一

般協定の交渉に入る予定であるが， 日本側としては，ソ連の希望する肥料フ。ラントの

建設には協力しでも，肥料の輸入は受け入れられないとして，第 3国ヘ売り込む方法
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などを考慮している模様である。

実際的には，契約が成立してからガスの輸入開始まで約2年聞を必要とするとみら

れており，昭和44年（1969年）頃からの事になりそうである。

。 日ソ漁業，相互視察

さきに成立した日ソ漁業学術技術協力の第1年度計繭が， このほど大筋の合意に達

した。第 1年度実施の具体的内容は次の通りである。

Vサンマ漁業＝f-1本領114人， ソ連側3人の専門家がそれぞれ相手国の調査船＜n
本は水産J-j=の調査船北光丸， ソ連はサンマ調査船ベラミダ号〉に釆りくみ，北光丸

は北海道釧路の沖合約100カイリの水域（これまでH本漁船が掛業していない区域〉

を中心に40日間，ベラミグ号は北千島沿いの水域（予定）を中心に50日間資源調査

を実施する。

V トローノレ漁業主 日本側技術者4人がソ連の3600～3800総トン級大型トロール船

に乗くみ，北大西洋グリーンラ ンド沖合漁場におけるソ連トローノレ漁業の実態を視

察する。期間は40日間（8月28日からの予定〉。

’マグロ漁業＝ソ連側技術者6人が3人ず－＇） 2班に分かれ，太平洋，イ ンド？下に

出漁する日本の遠洋まぐろ漁船2隻（うち 1隻はソ連の希望により搭載型マグロ母

船）に乗組み，換業状況を視察する。期間は40日間， 実施時期は9～10月の予定で

あるが，出？魚、船の手配はまだ未定。

大体以上のようなものである。 ソ連のマグロ漁業は経験不足その他の理由で不振を

続けているといわれ， その打開策のひとつとして円本に協力を求めたものであるが，

日本側もソ連の深海トロール漁法に学ぶものが少なくないと見られるので，「相互主

義」の立場から，交流計四が具体化したものである。

。水産庁，外国漁船の寄港認めぬ方針

わが国はこれまで外国漁船寄港阻止のための措置〈圏内法など〉をとっていなかっ

たが，ここ 1, 2年ソ連の大型船団がたびたび日本近海に出漁リ しだいに勢力をふや

しているうえ，韓国も東シナ海から日本、海， 太平洋へと手を延ばし，今回ついに北洋

のさけ，ますなどの漁場に進出してきたため， 沿岸漁業保護のため寄港を認めない方

針を固め，関係各省庁の同意を得て， 政府の統一方針として外国漁船の寄港制限を実

施に移す意向を凶めた模様である。
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＠南氷洋捕鯨会議東京で開幕

南氷洋捕鯨の国別捕獲割当てを決める，関係4ヵ国（日本， ソ連，ノノレウェー，英

｜羽）会i議は， 31日からホテノレ・ニューオータニてe開幕した。 まず，議長にウオーノレ英

農林次官を選出したあと， 直ちに討議にはいり，各国代表が意見を述べた。

ソ連〈代表M • N ・ サクラチェンコ漁業次官〉は相変らず出漁国間の均等分配を主

張し，日本側がその捕獲能力の実態からみてさらに譲歩することを，期待しているノ

ノレウェー〈代表W・G・ソノレベーグ外務省経済局第6課長〉も， 一昨年－の第四次南鯨

の出漁船団数（同本7' ノノレク.:r.-4, ソ連4）に比例して， 日本46.66%，ノノレウェ

ー26.66%，ソ連26.66%とする f船団比例方式jを希望すると発言， 日本代表もかね

て提案している妥協案（日本の割当て比率を前協定の52%から48%に減らし，残りは

ソ連，ノノレワェーで適宜決める〉を再び持ち出した。

このため会議－の再開前と同様，依然として新協定成立へのメドは立たなかったが，

各国代表とも発言の際「最後のチャンスなのでなんとかまとめたいj との意向を表明

しており，特にソ連代表はこんどの東京交渉には 「いっさいの交渉権限と調印権限を

本国から与えられて山席しているJとの態度を文書の形でウォ斗，レ議長に提出， 弾力

的な姿勢で交渉に臨む態度を示してU、る由であるo

y連は f割当て率は出漁国で均等に分配すべきこと」を論拠に，日本， ノルウェ一

両国のシェア削減とソ連の比率引き上げを言ヤ張ってU、るわけだが， 日本側としては

全体の捕獲頭数が19次8000頭， 20次4500頭， 21次3500頭と減ってし、るなかで，出漁国

間の従来の害｜凶てを調整する必要は認める（日本は前協定の52%を48%に下げる）も

のの，ソ連だけが捕獲頭数をふやすこと（21次の場合，ソ連の主張する33%は1155頭

となり，ソ連の20次実績900頭より多くなる）は絶対に認められないとしている。

命 日ソ通信衛星の検討始まる

さきにグロムイコ外中目が来日した際，提案された「ソ連通信衛星を使って日ソ聞に

テレビ番組の交流を実施したいj という申し出に対し， 当初は外務省や郵政省の内部

に消極論が強く，実現の可能性は薄いと見られていた。その理由は6・7月合併号で

述べたように，米ソ間の宇宙競争に巻きこまれる事を警戒した為である。 しかし，最

近になって外務省は民間技術陣の参加を求めて，この問題についての検討を開始した。

これは，日ソ聞の交流を一層深める事によって，米国と中共に対する日本の国際的

発言力を増大させる事を狙ったものと解される。
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。 トヨタ，ソ連向けプラント見積り

トヨタ自動車工業は，さきにソ連の外国貿易省から引合いのあった年産能力50万台

の自動車フ。ラントのレイアウトについて，設計，見積り作業を急いでおり， 9月中に

も伊藤忠商事を通じて回答すると伝えられる。

との引合いは， 3月に東京で開いた日ソ経済合同委に出席のため来日したセミチヤ

ストノフ ・ソ連外国貿易省第 1次官がトヨタ工業を訪問，中JI！トヨタ工業社長に対し，

工場レイアウト，建設期間，所要資金の見積りを要請したもので， トヨタ側では両国

の国情のちがいや具体的条件が欠けているなどから， 当初は気乗り薄だったものの，

その後再度の要請があったので， 条件付きでそれに応ずるととになったものである。

条件は， ①現在トヨタが生産している水準の自動車工場を日本で建設するものとし

て計算する， ②電装品など外注部品の工場を除く，③一部機械は日本で生産せず，外

国製を別途輸入するーーなどをあげている模様である。

しかし， 8月15日付で， ソ連・イクリア間に結ばれたフィアット杜の自動車フ。ラン

ト建設の協定も， その内容は結局フィアット社の方に重い負担がかかる事が次第に明

らかになってきた。流石のイタリアもソ連との交渉には，不利な契約を呑まされた形

となっている。ソ連側は西側諸国の自動車メ ーカー数社を競合させて， ソ連の有利な

条件をひき出すという，いつもの通りの方法をとっている。現在， トヨタの他にフラ

ンスのノレノ一公団，英国のフリティシュ・モーター・コーポレイション， レイランド

・モータース，米国のフォード社などにもソ連は引合いを出していると伝えられる。

。ソ連，米沿岸専管水域で譲歩

米国務省は， 8月3日次のように発表した。

「先週モスクワで開かれた米ソ漁業専門家会議で，ソ連代表はソ連漁船が米太平

洋岸のオレゴン，ワシントン沖合で， 12カイリ以内に立入らず，また，サケを漁獲

しないよう政府に勧告することに同意した。J

これは，本年の春以来， Y連の大船団がオレゴ、ン， ワシントン沖合で漁獲をはじめ

たため，米沿岸漁民の要求で，ソ連漁船を12カイリ以内から締出すための法案〈パー

トレツト法）がすでに議会に提出され，今期中には成立の見通しが濃いとされている。

そのため，元来，沿岸12カイリ説を主張していたソ連も譲歩して，米国の要求を入

れた形となったもので，日本漁船も同じように， 米沿岸12カイりからは締め出される

事になる。この点， 12カイリ説に反対している日本としては苦しい立場におかれる事

になるが，すでに既成事実として，日本は， ソ連の沿岸12カイり以内からは締め出さ
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れている訳であり， しかも，最近，ソ連船団の方は北海道沖や三陸沖や銚子i1!1で， 3

カイリすれすれまで入ってきてサンマ漁獲その他の操業を行なっている。これは， 3

カイリ説をとっている日本の立場を逆用された形であり， fl本漁民の利益擁護のため

根本的解決が必要であろう。

〈？り この問題に関し，水産庁は次のような見解を持っている。①専管水域12カ

イリの設定は相手間の同誌が必要であり，一方的に設けるのは国際法違反であ

る，②しかし，米関でパートレツト法が成立すれば，従来からの日本漁業の実

績が確保されるような 2閃附協定の締結を米闘に申入れるーーなどの方針をつ

らぬく考えをかためており，すでに，さきの日米貿易経済合同委員会でも，ユ

ードノレ内務長官との問で話合いがなされたという。米国側も日本漁船の従来の

実績は一応尊重する方針のようである。

φ米国のソ連尊門家，議会に報告

米国の政府，大学，民間研究所のソ連問題専門家は 7月初日， 上下両院合同経済委

員会の外国経済分科委員会に， ソ連続済の現状にかんする；）.巻の研究報告書を提出し

た。この報告によると，ソ連経済は引続き発展してし、るが， その成長率は大幅に落ち

てU、る。

「1970年までに士業水準で米国に追し、つく」とフルシチ ョフ前首相は豪語したが，

こうしたととはいまのソ連ではもう聞かれない。

報告書はまた次の4点を結論としてあげているn

1. ソ連と米国の国民総生産のギャップは］958年いらい縮小してU、ない。

2. ソ連市民は労働者，消費背としてとれまでになく豊かであるが，いぜん手に

はいるものより欠乏しているものの方がはるかに多い。

3. 経済計画遂行の欠陥は経済学者の問に疑念を引起している。したがって，ソ

連経済は非共産主義諸国の市場経済に似たものにますます近づく可能性がある。

4. そうなった場合，ソ連の政体が民主主義制度に移行することはありえないに

しても，なんらかの変化が生じる可能性はじゅうぶんある。

過去8年間にソ連経済の成長率が半分に落ちたととについて， 報告書は次のような

現由をあげている。

l. 農業は何年間も悪天候に見舞われた， 2. 泊：午労働者の数が減った， 8. ソ

連経済の発展がこれ以.c.，労働，資本，原材料の投入を年々大震に鼎加するととが

できないところまできていた， if. )961年に国防負担を大幅にふやしたため市民経

済が圧迫されたーーなどである。
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φジュネーブ軍縮委員会休会に入る

1月以来続けられてきたジュネーフ軍縮委員会は，米ソの殺見が一致せず， これと

いった成果なしに， 8月26f:Iの会議を最後に休会に入った。このあとは国連総会にパ

ドンが引きつがれる事になる。 このような米ソの対立に対して第3閣の批判が高まっ

ており，スエーデンのミュノレダノレ代表は f米ソがそれぞれの理由で脱み合っているの

は自由だが，そのため肝心の核軍縮がストップされてはたまらない。 もともと核拡散

防止は，われわれ非核保有国の犠牲において現状を悶定化しようとする一方的措置に

すぎないのであるりときびしい発言をおこない，「この際核保有，非保有国の別なく，

両者が平等に義務と寅・任をわかち合う全而核停を実現させる方が望ましU、」と述べた。

スエーデ、ンはさる 5月に， 日本はじめ8ヵ国の非核保有国を招請して，ス トックホ

ルムで初の核探知クラブ専門家会議を開いたが， この 8ヵ国の側而的な圧力が米ソに

少なからぬ心現的動揺を与えた事は良いことであった。 今後，米ソとも地下核実験を

続けるn実が乏しくなった事は疑えず， ソ連の代表も不得要領の態度で中立諸国の不

満をかったとν、う。

φソ連外務省，中共へ覚書

北京において紅衛兵がソ連大使館前でデモをくりひろげている事に対し， y連外務

省はこのような「ぐれん隊による暴行と挑発」を匝ちに中止するよう要求する覚書を

発した。お月28日のソ連各紙はこの事を大々的に報道したが， モスクワでは紅衛兵運

動を，極めて危険な排外主義，孤立主義，氏族主義のあらわれで・あり， 共産主義とは

無縁のものであると考えているようである。

「文化革命」を非難

31日夜のそスクワ放送によると，ソ連共産党中央委員会は同日，

中共指導部の反ソ路線を非難する要旨次の声明を発表した。

「ソ連共産党中央委員会では，同志毛沢東の指導の下に行なわれ，中国当局によ

り発表された中共第11全会のコミュニケに重大な注意が向けられた。このコミュニ

ケから明らかなように，第11全会は園内問題を審議し，いわゆる“プロレクリア文

化大革命”につき決定を採択した。また，これと並んで国際共産主義運動の問題に

関する一連の声明を行なヤ，これと関連してソ連共産党とソ連邦に対する中傷的攻

撃を行なった。

第11全会の決定は，公式に中共指導部が今後ともその特殊な方針を， 1957年1960

文化大革命に至る

。 ソ連党中委，

－

v
 

：
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年の会議で兄弟諸党により共同で採択されたマルクス・レーエン主義路線に対立さ

せながら実施する窓!XIであることを実証した。全会の文書は，中；！t指導部が中共の

公式な政策としてその反ソ路線採択の手続きをとったことを示している。全会はソ

連共産党中央委員会および他の友党が提案した，ベトナムにおける米帝国主義の侵

略反対を含む反帝国主義の共同行動を事実上拒寄した。

すでに，長らく組織的に中国で行なわれているLi.ソ運動が，間全会後前ちに新し

い力をもって燃え上がりつつある事実は注目に航する。

中間指導部がソ速の米帝国主義との“除謀”， Y述における “資本主義復活”に

かんする成構をかくれみのとして，新たに中ソ関係を急激に悲化させようとしてい

ることがますます明らかになりつつあるの事態は北京政不正ソ連大使館付近で大衆的

暴行が組織されるまで、に至。た。

ソ連共産党中央委は，中共指導機関によって公式になされたこのような行為と芦

明が，国際共産主義運動の統一の事業，社会主義 ・民族解放，平和と民族の安全の

ための闘争の事業に損失をもたらす新しい重大な歩みを；意味していると考える。

帝国主義とj又苦手jに反対する共同闘争を拒存したことの責任と共産主義運動および

社会主義共同体を分裂させ，以帝国主義戦線を弱めようとする絶え間なし、試みにた

ヤする責任は，ことごとく中国共隊党指導部と中華人民共和国にあるo.I 

以上の声明にもみられるように，ソ連．共産党は中共を孤立化させて， ：社会主義陣営

におけるソ連の優位性を確立しようと努力しているようである。

＠東欧諸国，対ソ共同行動をとるか？

ウィーンからの外電によると， 東欧各国首脳は，最近，休暇あるいは非公式訪問の

形で相互に訪問し会談したが， 当地の観測筋はこの結果“実質的な東欧首脳会談”が

成立したものとみている。ノレーマニアのチャウセスク共産党書記長は， 7月7日から

8月16日まで休暇でルーマニアに滞在していたゴムノレカ・ポーランド党第1書記と何

回か会談したほか，この間8月4日から 8日までフツレガリアを訪問してジフコフ党第

1書記と話合っている。 また，ハンガリーのカダノレ党第1書記は8月 1日以降チェ コ

に滞在，カライ首相も13日東ベノレリンにでかけている。一方，ポーランドのチランケ

ピッチ首相は4日ハンガリーにおもむき， オハフ、国家会議議長（元首〉も 8月前半ユ

ーゴを訪問， またユーゴのスクンボリッチ首相は 8月中旬ブルガリアを訪れているの

しかも，とんどの一連の首脳交流でソ連が除外されているこ左と， ノレーマニアとハン

ガリ ーの動きが活発なことが特に目長ひく。

っυ
円
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ルーマニアはソ連の東欧支配に反対する立場を最近ますます強めており， ハンガリ

ーもそうした／レーマニアの態度を陰で支持するようになっているとの見方が一部で有

力になってきている。したがって，こんどの「東欧首脳会談」は，東欧諸国とソ連と

の関係について検討したと観測する向きが多くなっている。

一方， 7月初めルーマニアの首都ブカレストで開かれたソ連 ・東欧首脳会議で，ワ

ルシャワ条約機構の強化問題はじめ， ソ連と東欧諸国の聞にわだかまってヤた諸問題

が解決されないまま物別れに終って以来， 双方の関係には改善のきざしがいっこうに

みえない。むしろ，経済の凶では，ソ連が逆に東欧向け原材料価格の値上げを要求す

るなど，東欧に対する圧力を強めてきている。

これらの点から，東欧諸国がソ連に対抗して何らかの共同行動をとろうとしている

のではないかとの推測を生んで、いる。

；
！i
‘
 

φコメコン諸国の対ソ貿易量増大

コメコン諸国は最近， Y連からの分離化に努力しており， ノレーマニアなどにその著

しい傾向があらわれていたの しかるに， 1966～70年期間におけるY連＝東欧聞の貿易

協定によれば，その貿易量は実際には40～50%も増大するものと予想される。

これは， コメコン諸国が工業建設と生活水準の引上げに努力を傾けているにもかか

わらず，手持ちの両側通貨が少ないため， 結局，コメコン域内の貿易にたよらざるを

得ず，ソ連からの原材料（石油，鉄鉱石など）の輸入もますます拡大せざるを得ない

ためである。

ソ連は7月はじめのブカレストにおけるソ連 ・東欧首脳会談で政治的に東欧を引締

め，ソ連に癒着させようとする企図には失敗したが，少なくとも貿易上では東欧とソ

連の結び、っきは強化されてきた事になる。

だが，ソ連との貿易の拡大は必然的に西側へ売るものを減少させ， 経済交流を困難

にするので，西欧の技術を導入しようと望んでいる東欧諸国にとっては苦しい所であ

る。それゆえ，東欧とソ連の貿易量の増大は， 必ずしも東欧諸国の対ソ協調のあらわ

れと見るわけにはいかないようである。

一方，ソ連の方も， コメコン諸国向けの原油や鉄鉱石の供給を急速に拡大させる必

要に迫られており， そのための資源開発と輸送能力の増強措置に伴う財源措置に苦し

み，コメコン諸国に対し原材料の値上げを要求していると伝えられる。

φ交通大臣ベシチエフ，ベ．ペ．の談話
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8月7日付の Praψda紙は， ソ連邦交通省の長官ベシチェフの談話を掲載した。こ

れは，恒例の鉄道従業員記念日（8月7日）にちなんだものであるυ ベシチェフの諮

った内容は大略次の通り。

「わが鉄道の運輸量は1965年，ほぽ2兆トン ・キロメ ー トノレに達した。これは，

全世界鉄道運輸量の46%にあたる。

現在，わが国鉄道の全運輸量は88%，電気機関車とデ、イーゼノレ機関車によって行

なわれており，鉄道電化の総延長ではソ連は世界第1位である。しかし，機関車や

貨車の生産性の向上という点では光分の成績をあげていないu とくに引込線上に長

期間，貨車が滞留してヤるさまがしばしば見うけられる。

現在，鉄道の一部で実施されているリーベノレマン方式は，やがて新しし、成功をも

たらすと思う。ゴリキーとスベルドロプスクの阿鉄道総局管区は，すでに経済新方

式のテストを実施してから， 2ヵ月日を迎えている。

また，旅客サービス改善－のために，列車運行速度を速め，切符自動販売機を導入

する方針である。その他，観光地に一定期間滞在するツーリスト列車や，移動売店

列車なども運行されはじめている。云々j

日 誌（ 8月〉

1 日 V党中央委総会開会一一概況の項参照。

f lzvestija紙，「実務的に」と呼びかけ一一最高会議を明日に控えて， lzvestija

紙の社説は，最高会議の代議員達に「現実的で事務的な態度こそ新しいII寺代のス

タイノレである」と呼びかけた。

vモスクワ放送，最高会議議題を論ず一一iHのモスクワ放送は i11から開催

される最高会議で討議される！ソ連凶民経済発展新・5ヵ年計i国jの骨子について述

ベた。

1. 1970年までにy連工業の生産高は47～50%，農業生産法jは25%，それぞ

れ増大する見込みυ

2. 今後5ヵ年間に， ①闘民の物質的福祉と文化的生活水準の大riJ向上，②

工業と農業の一層の発展，③重工業と軽工業と食品工業の成長半を接近させる

ための一連の措置ーーなどの点に重心がおかれよう。
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3. これらの措置によって，労働者と事務員の賃金が20%以上引上げられ，

また，農民の現金収入と現物収入も平均35～40%増大する見込みである。云々 υ

v国連安保理で米ソ代表激突

Vマンスフィールド議員，ウィルソン訪ソを評価一一ーマンスフィーノレド米上院

議員は iU，ワシン トンでのインタービューで次のようにのベた。

「ウィノレYン英首相訪ソの結果は，いわれているようなH音u、ものではない。

ワイルYン首相はモスクワで，われわれのためによい仕事をしてくれた。ソ連

政府指導者が，だんだんとベトナム手i!Ijえの話合いを支持する方向に｜占jかつてU、

るというきざしがある。J

Vアムール河口に巨大な氷山一一日・'llυda紙によれば， アムーノレ測のMl-Iに巴

大な氷山が現われた。これは非常に珍らしい事である。この氷山はオホーツク海

から暴風によって流されてきたものである。しかし，海水と空気の温かさによっ

て氷山は間もなく解け，漁業に差しっかえなくなるであろうという。

V トウルガイのボーキサイト鉱山開発一一的・・avda紙によれば， カザアスタ ン

のアノレカノレイクには10年前初めて地質調査員の天幕が現われたので‘あるが，現在

すでにそこはひとつの都市にまで発展・した。この付近には，パプロダノレ ・アルミ

ニューム工場の原料となるトウノレガイのボーキサイ ト産地がある。まだ新しい鉱

山で，工業的開発がはじまったばかりであるが， 5ヵ年計画期間にもうひとつの

鉱山が開発されることになっている。

2 日 v第7回ソ連邦最高会議第 1会期開幕一一詳細は概況参照。

T Pravda紙，野菜輸送の欠陥を指摘一一2日付Pravda紙は次のようにのべた。

今夏は野菜の豊作であるが，例年の通り ，枢｜包材料の聞で困難に直面してい

る。東シベリアやウラノレ（スベノレドロフスク〉の木材工場は木箱供給の計甑を

満足に遂行した事がない。そのため，キウリは冷凍貨車で，あるいは袋づめに

して送っており，キャベツは無蓋貨車に山積みし， トマトは急ごしらえの木箱

で発送している。トマトの樹包だけでも 240万箱の木箱が必要であるのに，ま

だひとつも現地に着いてU、ないとU、う。このように，大量の野菜を腐らせてし

まうのは，国家の大損失である。結局3 モスクワの林業木林加工 ・工業省が直

接この問題に指示を与える外はなU、。

v原水協，ソ連系代表の参加で、もめる一－:J連系の国際青年組織，世界民主青

年連盟代表の参加をめぐって紛糾， 中断してν、た日本原水協（共産党系ほか〉 主

催の第12回原水禁世界大会・国際予備会議は，最終日の2日，前夜から続けちれ
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ている一部外国代表に対する了解工作がまとまらず，悶日午後1時すぎになって

も開かれなかった。

V原水禁ソ連代表来日一一広島，長崎で開かれる原水禁（社会党，総評系主催〉

の被爆21周年原水爆禁止世界大会に出席するため，原水禁の招きで，ソ連代表団

の6人が21:1斗；後4時横浜入浴のソ連客船 fハバロフスク号」で来Hした。

vキルギズのコルホーズ電化一一－SelislwjaDzizny紙によれば，中央アジアで

最も早く電化されたキ1レギズ共和国では，さらに高山の上にあるイススイク・ク

ー！） 湖のJtJ聞に作られた電力系が操業に入り，ククノレメントゥイ＝オイクル送電

線に電力が通じ，その結果，五つのコノレホーズが電化された。今年のはじめから

建設された送電線は500kmになる。新5ヵ年計画間に共和国内の全コノレホーズと

プフホーズが完全に電化されることになっている。

vイルクーツク水力発電所の近況－ lzvestija紙によれば， イノレクーツク水力

発電所は現在出力66万 kwで，アンガラ・エニセイ河水系の最初の水力発電所で

あるが， 5年聞に，困難なシベリアの条件下で建設に使用した支出を全部取りも

どした。発電所の労働者たちはソピエト政権50周年を目指す社会主義競争に参加

しており，また，今年12月までに経済の新方式に移る準備を完了するといってい

る。

，ャクーツク市の宇宙線研究所－ Pravda紙によれば， ヤクーツクでは，伝

統的な宇宙物理学者の会議がはじまった。ヤク｝ツクがこういう場所に選ばれた

のは偶然ではない。ここにはソ連邦科学アカデミ一宇宙線研究シベリア支部のト

ッフ。科学施設として宇宙物理学，気体学研究所がある。その所内には計算センタ

ー，宇宙線測定スーパー・モニタ一室および地下設備の研究機関などがある。

3 日 Vコスイギン首相，演説一一最高会議の 2日目の席上，コスイギン首相が演説

して， 「新5ヵ年計閣の作成は近Flq1に完了し，最高会議に上桂されようJと述

べ，まだ，新5ヵ壬1：.』，11・1西の内容について調整がすんて刊、なし、事を暗示した。演説

のうち，内政問題の骨子は次の通り。

0 1966～70年の間に， ソ連の凶民所得は38～40%培大し，工業総生産高は

お%増大し，国民i人あたりの実質所得は約j（）%増大する見込み。

0 国防力の強化のため，必要な措置をとる。

0 今年の6ヵ月間に， 30億／レーブノレ以上が超過生産され，約50万戸の住宅

が建設された。

0 農業と消費物資生産のために国民所得の蓄積の大さな部分を振向ける。
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しかし，重工業優先のカ針は変えない。

0 新しい経済指IJJ支は成功させなければならないυ 継似り 主義や官僚主義は

断乎排撃しなければならない。

0 今後とも賃金の刺戟的役割りを強めていく方針であれ農民の生活向上

にはさらに大きな措置がとられよう。

0 公務員の責任感と広範な大衆の積極性が今こそ必要である。

V第7回最高会議第 1会期閉幕

Vマガダン州に鉱山学校一－Pravda紙によれば， j長束のスワスウマン （マガ

ダン州）にスゥスゥマン鉱山学校が開校された。この極北の若い都市にできた最

初の111等工業専門学校では，本日入学試験がはじまっているυ 120人の極北の背

年たちは，金鉱開発科，鉱山電気機械科，鉱業企業計画科の三つの科に入学する

ことになろう。志願者はすでに200名を越えている。

Vイガルカ湾の氷を突破した木材輸送船団一一Pra叫ん紙によれば， エニセイ

湾をとざした厚い氷を破って河をさかのぼり，イガノレカ港に最初の木材輸送船団

が入ってきた。 《ワルダイレス》号・と《コグダ》号の 2隻は予定よりも早く，輸

出向けの高価な用材の積込みを完了した。 《コウダ》号は本年ポーランドでソビ

エトの技師の設計によって造られたものである。

' ハバロフスク市の文化宮殿建設一－Stroitelinaj.α Gazeta紙によれば，ノ、ノξ

ロフスク市ではシベリアと極東で最も大きい労組文化宮殿の建設がはじまった。

ベトン，硝子およびプラスチックでできた容積3万8000m3の建物のなかには沢

山のホーノレ，映画劇場，旅行者のための宿泊設備もある。建設はソビエト政権樹

立50周年までに完成する予定になっている。

4 日 Vフォード社長，訪ソーーモスクワ発の外電によれば，米フォード自動車会社

のミラー社長は， 5日間のソ連訪問を終え， 4日夜モスクワを出発した。ミラ一

社長の訪ソは隠密に行なわれた。

同社長がソ連外国貿易当局者と会談したことも，同社長・のrn発直前まで隠され

ていたが，このことはフォード社も他の外国自動車会社にならって，ソ連の自動

車工業建設援助を申入れたのではないかと推測されている。

ミラー社長の訪ソについて，ある筋は，ソ連政府の側からの働きかけによるも

のであると述べている。

5 日 V中共， 米ソ宇宙協力を批評一一北京5日発新華社電は，ジュネーブからの報

道として，国連宇宙平和利用委員会法律小委員会は，いわゆる月その他天体の「平
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和利用」についての「国際条約」の主要な条項について取り決めに達した，と報

じ，さらに次のように述べた。

0 これは， ソ連修正主義指導グループが，米国がたえずベトナム侵略戦争

を拡大しているときに，けんめいに米ソ協力して世界を支配する路線を実行し，

米帝国主義と大いに「平和的協力」を行なったもう一つの段取りである。

0 いわゆる「月その他天体の平和査察条約Jを締結するという提案は，ジ

ョンソン米大統領が5月，最初に提案したもので，すぐにソ連政府の積極的呼

応を受け，ソ連政府はさらに，米国提案と実質的差異のない自己の提案を行な

った。ソ連政府はこのとき「全面完全軍縮jなどを実現する方向に向かつて「重

要な段取り」を進めるよう，この面で取り決めに達することを希望した。

V ソ連紙 フイアツ ト社との契約紹介一－Sovietskaj.αRoss白紙が5日報じた

ところによると，ソ連自動車工業省はこのほどイタリアの自動車メーカー，フィ

アットの代表者と自動車工場建設契約と一般協定に調印した。この協定はすでに

5月初め結ぼれているが，今回はその細目を取り決めたものである。

同協定によると，新工場はボルガ河岸のクイピイシェフ州トリアッチ市に建設

され，年産60万台。工場は組立て，部品，技術補助，サービスの4部門から成り，

工場施設の設計，建設すべてイタリア人技師の手によって行なわれる。生産され

る車種は，フィアット 1, 2, 4型（4ドア， 4気筒， 1500cc）である。

V ソ連，再び対米抗議一一5日のモスクワ放送によると，ソ連外務省は同日，

ハイフォン港で行・なわれた米軍のソ連商船にたいする新し＂、挑発行為にかんして

米国政府に抗議する次のような覚え書きをモスクワ駐在米国大使館に送った。

0 7月9日のソ連の警告にもかかわらず，ソ連商船にたいする挑発活動が

続けられている。これは米国がベトナム民主共和国にたいする侵略を一層拡大

し，国際情勢を先鋭化させていることの証明である。米国政府はそのような方

針によって起こり得る結果にたいし重大な責任を自ら負っている。ソ連政府は

このような行為を即時中止する措置がとられるよう強く要求する。

0 米国軍用機は船舶航行自由の原則を乱暴に侵犯し，ハイフォン港に近づ

きつつあるソ連船舶の周闘を飛行し，船に向ゥて急降下し，入港および荷役作

業を妨害しようと試みている。

0 8月1日現地時間午後6時，米国の飛行機とヘリコプタ｝各1機がy連

船の周閣を旋回し，停船するよう要求した。

0 8月2日現地時間午前6時，米運用機はソ連船が係留されているノ、ィフ
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オン港の桟橋を銃撃した。この結果，ソ連貨物船メドウニ号は銃弾数発を受け，

乗員の生命は直接的な脅威にさらされた。

V米国，ソ連の覚書拒否－ーモスクワの米国大使館は，北ベトナムのハイ フォ

ン港でおこった米軍機のソ連商船に対する攻撃について抗議したソ連政府の8月

5日付の覚書をうけとる事を拒否し，ソ連外務省に送りかえした由。

’鉄道労働者，大量叙勲一一－Gudok紙によれば， 7ヵ年計画遂行に功績のあっ

た鉄道従業員に各種の勲章が授与された。それによると，社会主義労働英雄の称

号を与えられたもの46名， レーニン勲章601名，労働赤旗勲章 2044名，名誉勲章

7584名，勤労敢闘章5103名，勤労努力賞5102名の多数にのぼった0 ・とれは，ソ連

ーの産業規模．の拡大に伴って，輸送力の拡充が緊急な問題となってきた事のしるし

であろう。

vカザフスタン最大の粉現工場一一Pravda紙によれば， カザフスタンの処女

州（複数）の各乳製品工業の新技術導入は完了した。近く処女地方建設総局の国

家委員会は，コクチェタフ州のタインチャ駅につくられたカザフスタン最大の粉

乳工場を営業開始させることになっている。

V ノポシピルスクg,1,1の穀物輸送困難一一Pravda紙によれば， ノボシピノレスク

州はシベリアの変り易い秋の気候のため，収穫の最盛期は車が泥ねい化した道路

にはまって困難な状況にある。目下最大の心配は，かり取った穀物を手おくれに

ならないうち倉庫に運ぶため，全力を動員することにかかっている。しかし，輸

送力は州の全体にわたって非常に不足している。

る 日 Vモスクワ放送，核停を論ず一一6日のモスクワ放送は広島の21回原爆記念日

に関する解説で，次の上うに述ペた。

0 3年前，大気，宇宙，水中での原子兵器実験停止に関する国際条約が締

結されたが，これが核兵器完全停止への第一歩であったことは，すべての人の

理解するところである。

0 ソ連は現在の条件で，核兵器禁止を達成するための部分的方策が受入れ

られると考えている。現代のきわめて緊張した国際情勢は，根本的軍縮方策を

とる上であまり好ましいものではない。しかし，ソ連政府はそれでも，核拡散

防止条約とすべての核兵器の実験停止条約の締結という一連の主要な方策は実

現できると考えている。

vラスク長官，ソ連へよびかけ一一ワシントン発の外電によれば，ラスク米国

務長官は6日， 63年にモスクワで調印された部分核停条約の調印3周年記念日に
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あたり声明を発表し， 「ソ連が妥協の精神を発揮して米固との聞に核実験全面禁

止，核拡散防止，およびその他の軍縮問題について協定に逮するよう希望するJ

と述べた。

7 日 T Pravda紙，宮本演説を報道一一日共がソ速から離れて以来，しばらく日本共

産党に関しての報道をおこなっていなかった Pravd，α紙は， 7日付の紙面で宮本

ll Ji：書記長の演説（ 7月201:i付）を詳しく報道した。これは最近，日共が北京の

路線からも離れつつある事を歓迎するソー連;It産党の窓向を示すものであろう。

T Pravda紙，交通大臣ベシチヱフ，ベ．ペ．の談話掲載一一詳細は⑫特記事項

参照。

vベロボ国営地区火力発電所の建設状況－－－Pravda紙によれば‘，西シベリア

のベυボ（ケメロボ州〉にシベリア最大のベロボ国営地区火力発電所のターボ発

電機（複数〉が稼動を開始して以来40億kw/hの電力を生産した。現在この発電

所では， 3基の発電機が働いており，さらに第4番目の発電ブロックが建設中で

あるO

V アンガルスク石油化学の建設遅れる一一一Stroitelinajα Gazeta紙によれば，

アンガノレスクの石油化学建設は非常におくれており，計画では昨年末に営業の開

始を予定していたが，本年の第2四半期まで延ばされ，さらにそれを過ぎた現在

でも，わずかに3分の 2しかでき上っていなし、。ゴスプランはその原因を調査す

る必要があるといっている。

V トムスク付近の天然ガスー－Pravda紙によればン トムスク地区では掘井の

たびに天然ガスが噴出し，最近は最も大きな噴出があった。スレドニイ・ワシュ

ウガン村から20kmの地点で｝ま， 1昼夜に 55万m3のガスを噴出する新しい井戸が

設けられた。今までにlOfl司の井戸が掘られたが，そのうち6個はガスを噴出した。

セベυ・ワシュウガンのガ、ス資源は巨大なムイリジンスク・ガス床とならんでお

り，そこからクズパスとシベソア工業センターへガス ・パイプラインの建設がは

じまっている由。

Vオイミヤコニエの採金計画超過遂行－ Pravda紙によれば， ヤクーツク通

信として，極北のオイ ミヤコニエの鉱山労働者たちは，採金の上半期計画を著し

く超過遂行した。特に 6ヵ所の金鉱のうち《ポベ｝ダ》，《ネリカン》，《マノレシャ

リスキー》の三つの最も大きい金鉱は，国家に対し計薗以上の大量の金を供出し

た。

8 日 ， 「赤旗」ソ連の党を再評価一一日共は 8日の党機関紙「赤旗」で「ふたたび
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アメリカ帝国主義に反対する国際統一行動と統一戦線の強化について」と題する

無署名論文を 5ページにわたり掲載した。日共は，この中で，ソ連共産党指導部

がとっている現代修正主義には反対しながらも，国際共産主義の統一行動のため

には，ソ連共産党および指導部の存在を再評価して，共同の闘争をとるべきであ

る，と主張している。一方，ソ連を含む統一行動を拒否する立場に対しては「教

条主義，セクト主義Jとして激しく非難している。

v極東ニュースー－Pravda紙によれば， ウラジオストークから8月7日の日

曜日にソ連各地から集まった航海愛好家285人を乗せたツ｝リスト・ディーゼル

船《トウルクメニヤ》号が出航した。彼らは20日聞にわたり沿海地方，サノ、リン，

カムチャッカの各港を訪ずれ，また，千島列島の自然を見学することになってい

る。

トロイツコエ（ハバロフスク地方〉では， 2日間にわたりアムール河両岸地区

の少数民族ナナイ人たちの伝統的なオリンピックが行なわれてし、る。500人以上

の参加者は角力と弓の技術をきそし、，また，ダンスと唄で優れた芸能を見せたの

9 日 T Pravda紙，新型軍用機を紹介一一 9日付のPravda紙は雑誌「航空と宇宙飛

行」（Aviatsijai Kosmonavtica）の記者ナザロフ中佐のノレポノレタージュを掲載し

た。その内容は，大陸開戦略ロケットを積載し得る新型機の長時間飛行の模様を

伝えたものである。

' 「赤旗j紙，ソ連批判一一日本共産党機関紙「赤旗」の9日付の紙上で，編

集局次長増田貫ーは，ソ連を批判して大略次のように述べた。

「ソ連の党と政府の指導部が，佐藤内閣の対ソ接近を歓迎し，同内閣との関

係を改善しようとするのは，結果的に米帝国主義を美化し，対米追随路線を続

けるものである云々。」

V極東経済地区のぼう大な退蔵物資一一StroitelinajaGαzeta紙によれば，こ

のほどウラジオストークで退蔵物資の転売市場が開かれた。調査資料によると，

サハリンとカムチャッカをふくめた極東経済地区では， 1966年度において退蔵さ

れている貴重な物資は200万ノレーフソレ以上に達しているとみられている。

Vチュメーニ＝スウルグウト鉄道一部開通－Pravda紙によれば，建設中の

700kmのチュメーニコスウノレグゥト鉄道の最初の地区で列車の運行がはじまった。

チュメーニからタノレマンまでの鉄道は短かい距離ではあるが，商シベリアの湿地

帯で困難な工事で‘あった。チュメーニ＝スウノレグゥト鉄道は5ヵ年計画の最も大

きな建設である。
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V トムスク州石油・ガスの開発一一StroitelinajaGazeta紙によれば， トムス

クナHの石油とガスの開発はいまや重大な課題となっており，ワシュガンスコエの

ガス・石油地区のガス埋蔵量は数千億km汚に達するものと評価されている。また，

州内の油田は11ヵ所に発見され，そのなかでも，最も大きいのはソビエトスコヱ

油田である。州全体の石油埋蔵量は数十億トンと評価されている。トムスク州の

油田とチュメーニチト！の油田は総合的に開発すべきで，そのためにソ連邦ゴスプラ

ンのもとに単一の指導機関をもうける必要がある。また，開発促進にはトムスク

の大学（複数〉の教授たちが協力し， トムスクナIHζは悶有の建設工業基地を設け

る必要があるといわれている。

10日 Vソ連，ブラジルへ機械設備一一10日のモスクワ放送によると， ．ブラジノレを訪

問中のパトリチェフ ・ソ連外国貿易相は，このほどリオデジャネイロでソ連が

1966～69年に 1億ドノレの機械設備をブラジノレに供給する議定書に調印した。

Vタス通信，米機の南ベ トナム誤爆を非難

V ネリカン金鉱の採金成績一一Pravda紙によれば， ヤクート共和国の大きな

ネリカン金鉱山の労働者たちは， 5ヵ年計画第1年度の計画を期限前に遂行し，

すでに 4日間も計画以上の金を供出している。

Vソ連最初の地熱発電所－StroitelinajaGαzet，α紙によれば， カムチヤツカ

の南部でオホーツク海岸から13kmの所において，ソ連で最初の地熱発電所の建設

が完了しつつある。そこはパクジェトカ川の谷で，発電所の規模は小さく，わず

かに5000kwでしかないが，テストとしては重要な意義を有するものである。

12日 T Gudok紙， 油脂タンカーの停滞を指摘一一12日付 Gudok紙は次のように報

じた。

モスクワの油脂コンビナートには 200台以上の油脂タンカー貨車〈鯨油と植

物油〉が荷卸しを待機して停留しているが，コンビナートの現在の処理速度は

l昼夜僅か2～4台にすぎない。 〈注：これが事実とすると，現在の滞事をさ

ばくのに1～2ヵ月かかることになる〉この上，次々にタンカー貨車が到着し

つつある。そのため，コンビナートの引込線は貨車でいっぱいになり，動きが

とれなくなっている。このため，油脂は変質しはじめており，国家の損害は莫

大なものになってヤるo

V農業部門にも新制度採用一一12日のモスクワ放送によると，ソ連閣僚会議（政

府〉と全ソ労組中央評議会は同日，ソ連農民の労働意欲を高め倉IJ意士夫を一層発

揮させる目的で，これまで工業や建設労働者－の問で実施している社会主義競争を
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農業の部門でも行なうことを決め，全ソ農業社会主義競争実施に関する決定合採

択し，公表した。

この競争は二つに大別され，一つは地域別に各連邦共和国，自治共和国，地方，

州，地区， コノレホーズ， ソフホーズ聞で 1年間の労働の成果を競争する。他の一

つは農業関係官庁，公団に所属する企業や機関が専門別に成績を 4半期ごとに争

うもので，それぞ‘れの優勝者には優勝旗と賞金が与えられる。この賞金は計両を

超過達成した利益の中から支払われる。

T Pravdα紙，セメント輸送の欠陥指摘一一12A付の Pra7.1da紙は次のように報

じた。ェジエ・タギーノレ・セメント工場では，セメント用貨車の配車が円滑でな

いため， やむを得ず，石炭用無蓋貨車にセメントをパラ積みにして発送しているの

そのため，セメントは途中で風の為に飛散したり，または雨にあって石のように

固まってしまったりしている。

Vウラル河鉄橋完成－Gudok紙のアノレマ・アタ通信によれば，鉄道従業員デ

ーをまえに第476列車の橋梁建設者たちは， グゥリエフ＝アストラノ、ン’鉄道のウ

ラル河鉄橋建設を完成した。

V ソルネチヌイの錫鉱一一－P1・avda紙によれば， 極東のコムソモリスクか九数

十キロメートノレはなれた密林内で、大きな錫鉱床が発見されたの現在この地区に探

鉱冨化工場とソノレネチヌイ市が建設されている。同市内にはソルネチヌイ採鉱冨

化コンピナートの鉱山労働者が住む診ことになる。5ヵ年計画iの終りまでにここは

ソ連で最も大きい錫鉱産地になるであろう。

13日 ' 「日本の声」の保坂浩明，ヤルタで水死

vケメロボのプロコフィエフ炭坑の出炭成績良好一一Pravda紙によれば， ケ

メロボのプロコフィエフ炭坑第3号は，本年のはじめから山もとから国家計画よ

りも多く 7万トンの高品質コークス用炭を出荷した。

v建設トラストに勤労赤旗勲章一－Pravda紙によれば， ソ連邦最高会議幹部

会令により， 8月12日付をもって，ウズベク共和国建設省の建設トラスト第8号

とカザフ共和国建設省の 《アノレタイ鉛建設》トラストは勤労赤旗勲章を授与され

た。前者は精油工業，住宅および文化サービス建設，後者は東部カザフスタンに

おける非鉄金属生産基地の建設に関する 7ヵ年計画遂行の功績によるものであ

る。

14日 V タス通信，世界最大の粒子加速器を紹介ーーモスクワ州のセノレプコフの近く

に建設中であった700億電子ボルトの粒子加速器が完成に近づいている由である。
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加速器の本体は 1J司l500mの環状で，安全のため地下深く埋められており，荷電

粒子を入射する装置は直線型加速器で， 1億電子ボルトに及ぶという。現在，世

界最大のものは米国の 330億電子ボルトのもので，第2位はジュネーブの欧州共

司原子核研究所の280億電子ボルトのものである。日本では目下400億電子ボル ト

のものが建設準備中である。

Vタス通信，米国のルナ・オーピターを紹介一一14日午後11時（日本時間15日

午前5時）すぎのタス通信は次のように伝えた。

／レナ ・オーピターはグリニッジ標準時14日15時34分，逆推進ロケットを10分

間ふかして，その速度をゆるめた。そのカメ ラは潜在的に可能な月への上陸地

点を決めるため，月表面の撮影を始めるだろう。

Vチタ出Mのめずらしい鉱物－Gudok紙によれば，天然資源の豊富なザパイカ

ノレのチタ州の北部で，近年現地の地質学者たちは豊富な銅の資源を発見したが，

さらにここにp 最近若干の各種の鉱物が発見された。そのうち 2種類はスペクト

Jレでも化学分析でもわからず，モスクワの研究所に送られた。しかし，現地では

発見された場所の名前を付けてワドカニトと呼ぶことにしている。

’スイルダリヤ火力発電所建設開始－SteoitelinajaGazeta紙によれば， ス

イ／レダリヤ州、｜で中央アジア最大の天然ガスを燃料とした火力発電所の建設がはじ

まった。出力30万kwの第I号ユニットの操業開始は今の5ヵ年計画の終りと予

定されている。現在機械化された建設班は，ゴロドナヤ ・ステップ（飢餓の草原〉

で土工作業を行なっている。

V トゥヴア自治共和国創立45周年一－Pravda紙によれば， 本日トゥヴァ自治

共和国の勤労者たちは，同共和国創立45周年を祝った。この国は， 1944年ソ連邦

に加盟してから特に急速に発展した。

〈注〉 トクグァは元来，モ ンコソレの領域であったが，1944年ソ連はこれを併合

して，おのれの領土に編入した。併呑の理由はウラニウム資源の存在である

と伝えられている。

15日 ＇舎ス通信，フィアット社との契約を公表 一一15日夜のタス通信は， Y連外国

貿易省がモスクヲでイタ リアのフィアット社との聞に，総建設資金8億ドノレにの

ぼる自動車フ。ラントの取引き契約に調印した事実を初めて明らかにした。

パレッタ ・フィアット会長〈前社長）は，タス通信記者にたいし， 「フィアッ

トは約3億ドノレにのぼるプラントを供給し，この額について10年間のクレジット

を供与した」として“10年延べ払い”であることを示唆した。
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また，同会長は「オリベッティ社（電子計算機メーカー）など多くのイタリア

関連企業も，プラント建設のために参加しよう。年産60万台のうち40万台はフィ

アッ ト124( 4ドア， 4気筒，1200）だが，残りはソ連側と新しいモデルを開発

し，その生産に向ける」と注目すべき発言を行なったという。

Vラッセル卿へのコ首相の返書手交一一 ロンドン発の外電によれば，ソ連のワ

セフ駐英代理大使は，このほどコスイギン首相の書簡をイギリスのパー トランド・

ラッセノレ弗llに手交し， 3H寺聞にわたって会談したが，そのさい，ハノイからの要

請があればソ連は航空機を送ると言明した由。

V日ソ友好訪ソ団，出発一一米田新潟県評議長以下の 2641;は15日，ソ連客船

ウリッキー号で新潟港を出港した。

V トゥルゥン硝子工場の発展一一－Pravda紙によれば， 東シベリアの トクノレク

ン（イノレクーツク州〉の硝子工場では新しい電気炉が創業を開始した。同炉で作

られた硝子塊から年間約1900万本の瓶を作ることができる。この新しい電気炉の

創業開始は，この工場の発展のため重要な段階をなすものである。

16日 T 1970年までに超音速旅客機――ニコライ・バイコフ民間航空省次官は16日，

タス通信の記者に，ソ連は1970年までに 120人乗りの超音速ジ：にツト旅客機 TO

1必型機を就航させる予定であると語ったという。このTU144は，英仏共同製作

のコンコードに対抗するもので，最高時速2500kmで飛ぶ筈で，ヱンジンは尾部に

つくことになるとU、われる。

Vシベリア工業における要員不足一一StraitelinajaGa2eta紙によれば， シベ

リアでは有資格従業員の不足に悩んでいる。たとえば，本年アンガラ河流域の諸

工場では，5万8000～6万人の従業員を補充する必要があるにもかかわらず，最

寄りの49の学校からはわずかに l万1000～ 1万2000人しか卒業しなかったo また

ブラーツク木材工業集団，その他の木材化学企業がサ｝ピス部門の労働者数千人

を要求しているのに， l名も準備ができていない。アンガルスクの二つの学校か

ら毎年800名の卒業生が化学工業に送られているが， そのなかに工学的労働者は

1人もいない。 いまやこの地域においては‘学校の増設が急務である。

Vクラスノヤルスク地方農村の電化一－Gudak紙によれば，クラスノヤノレスク

地方の農村電化建設トラストの労働者たちはアパン地区の電化を完成し，47の村

落に安価な電力を供給し始めた。 トラストは現在， 1500km 以上の送電線と200以

上の変電所を操業に入らせた。建設者たちは，ソビエト政権樹立50周年までにク

ラスノヤノレスク地方の16の農村地区を完全に電化するといっている。
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V沿海地方の水害一一Pravda紙によれば，沿海地方の多くの地区では大洪水

があった。特にシホテ ・アリニ山脈の北斜面に大量の雨が降り，イマン河とその

支流の水位は著しく高まり， l部では>P常よりも 7～Sm上がった。洪水はイマ

ン市を襲い， 木林加工業，精肉コンビナート，煉瓦工場などの従業員団地は水浸

しになり， レソザボドスク市民たちも大きな被害を受けた。

Vコムソモリスク市の新しい団地－StroitelinajaGazeta紙によれば， コム

ソモリスクでは新しい岡地の建設が完成し，8月12日最後の64世帯のアパー トが

国家委員会に渡された。すでに 700家族以上の入居が終てコた団地では，発明芸術

陣物館，食堂，大きな食料品店が開設され，建設者たちは現符，児童コンピナー

トの仕上げ工事中である。

17日 ’コスモス衛星の資料，各国へーータス通信は17日，ソ連は今後コスモス科学

衛星から送信された資料を内外の気象台に送ることになったと報道した0. この決

定は，コスモス衛星が積載している高成能科学計器から得られた結果がよかった

ためにとられたものである。

V手IJ潤方式の成果一一－17日のモスクワ放送－によると，今年上半期（ 1～6月〉

のソ連国営企業の利潤に関するデータがこのほどモスクワで発表された。その要

旨は次のとおり。

0 利潤総額は］81億6000万ノレーフ、ノレ（約200倍、ドル）で，これは計両された

ものより 2億ノレーブ．ノレ多い。また，昨年の．上半期を 8%上回っている。手1］￥間総

額の 3分の 2は工業企業， JG%以上は運輸によるものであるの

0 ことしの初めに，経済改草の過程で，計繭化と経済的刺激を導入した新

方式に移された最初の43の企業では，利潤と労働j生産性の成長が工業全体の平

均より高いのは注目すべきことで，u、までは，すでに約800の企業が新方式に

よって活動しており，ここでは200万人が働いている。

Vソ連航空記念日一一マリノフスキー・ ソ連国防相は17RのY連航空記念日に

当たり発表した声明で，次のように述べた。

fソ連の飛行士は，自由を愛好するベトナム人民にたいし，米帝国主義が行

なっている侵略戦争を強く非難し，自尚と独力：を求めて戦っている兄弟を助け

る用意のあることを表明する。」

T Pravda紙，スカルノの名をあげず 一一17Fl付の 九・avda紙は，インドネシア

独立21周年の記念行事を報道したが，スカノレノ大統領に関して一言もふれていな

い点が注目されてU、る。ソ速は昨年の8月九OH事件以後もスカノレノ支持の態度を
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示してきたが，今問の報道ぷりから見て， スカノレノに見切りをつけたのではない

かという見方が強まっている。

Vコムソモリスク付近の送電線工事一一Gudok紙によれば，極東鉄道のコムソ

モリスク線区の電気工たちは，計画よりも 2ヵ月早く，エリパン＝第18号待避駅

間90kmの送協線を完成した。この設計はコムソモリスク篭プJ区の設計局によって

作られた。この送電線の操業によって，中間にある若干の採算のとれない発電所

を閉鎖することになった。

V力ラガンダ炭田の生産原価切下If－ー－I'ravど白紙によると， カザフスタンの

カラガンダの 《アバイクゴリ》トラストの第 1号炭坑は，期限前に8ヵ月の課題

を遂行した。カラガン夕、、炭田の坑夫たちは，すでに計画を超過する65万トンの石

炭を採掘した。そして， トン当りのコストを計画よりも 10カペーク下げた。これ

によって国家のために200万ルーブノレ以上を節約したことになる。

18日 f Trud紙，春日演説を紹介一一－1srJ付のソ連労働組合中央評議会機関紙 「トノレ

ード」は， fl木共産党機関紙「赤旗jに載った同党中央委幹部会員春J:LiE一氏の

演説をかなり詳しく紹介した。

この演説はさきの総評第九l同大会で春日氏が行なったものである。

v北ベトナムへ超音速機を提供一一18日付のそスクワ肱迭は，ソ連が北ベトナ

ムに対し，超音速機を提供していることを明らかにした。

19日 Vクナシリ墓参許可一一て外務省に］9日モスクワの「｜本大使館からはいった公電

によると，ソ連政府はこのほど同大使館に対し，日本人墓参同が23日から27日ま

でクナシリ島コ．ジノ ・クリリスク〈古釜布〉を訪問することを正式に承認すると

通告した。

V原水禁運動に呼びかけー－19日の Pravda紙は，日本の原水爆禁止大会につ

いてアレクセーエフ氏の論説を掲げ， 「現在の原水禁運動の分裂を清算する必要

があるJと強調した。

Vシヱレホフのアルミニューム工場の建設進むー－St1切tel仇α＇｝aGazeta紙に

よれば，シェレホフ（イノレクーツク州〉アルミニューム工場の電解工場の建物で

は最後の仕上げ作業が終了しつつある。組立・建設供業班は 1週間または 1週間

半後に操業開始を予定している。この第6番目の電解工場の完成で，第 1)I慎建設

が終了することになる。

20日 f lzvestiia紙， コスイギン首相の返書掲載一一英国のパートランド・ラッセlレ

卿あてに送られたコスイギン首相の返書が20日付の lzvestija紙に掲載された。
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それによると， 「ソ連は北ベトナムに対し，特・神的 ・物質的援助（必要な防衛手

段と：専門家を含む）を今後も与えるであろうJと述べている。

Vイルトゥイシ河航運局の設備改善状況F ーーVodnyyTransf,nrt紙によれば，

イノレトゥイシ何航運用は5ヵ年計四の終りまでに， 1960＇.年度に比べて l.7倍の貨

物を輸送する計両で， うち師、油は 2｛音となる予定である。貨物取扱量は 1.5倍以

上に増大し，輸送量の附JJnは船舶の増加によるよりも，効率と労働生産性の1,1］上

ならびに新技術の導入によって達1品される予定となヮている。

その準備はすでに大規模に開始され，各港の桟橋では，短期間に若干の移動ガ

ントリー，浮デ fーゼノレ・電気クレーンが稼動をはじめた。これによって， 5ヵ

年計両の初午－！交に荷積作業は8J%まで機械化されることになるo しかし，チュメ

ーニ船舶修理工場のコンテナ設備および新技術の導入と利用は，半年以上も遅れ

ている。

21日 ，ブレジネフ書記長，9月にユーゴ訪問一一211::lのベオグラード発の外電によ

れば，同地の外交筋が， 「9月後半，ブレジネフ書記長がユーゴを非公式に訪問

するJと述べた向であるの

V レナ河の筏輸送－・ ・---Pravda紙によれば， ヤクー トの苗：要な輸送－路であるレ

ナ河は， f見fl；肉rfi共和国の建設のためと，チクシ港へ数十の筏を送る突貫作業を

行なっているのユフチンスク左オレクミンスクの林業企業は，各2万 2000m3の

用材の大筏《シガーノレ》（複数〉を作って発送した。 チクシ階のl［［くから，さら

にレンスク林業の 1万 6000m司の大筏が合流した。

22日 Vイルクーツク州に黄色い雨－Praりdα紙によれば， イノレクーツク州のカチ

ゥグに21日，黄色い雨が降った。 6月州内各地域では乾燥した天気が続き，しば

しば吹いた強い風が塵挟と細かい砂を大気中に吹きあげた。そして，停滞してい

たこれらの砂ほこりが雨を黄色くしたのである。

vツンドラを通るガス・パイプライン－ Pravda紙によれば， チコ；メーニ州

北部において調査された天然ガスの埋蔵量は数千億d に達するものとみられて

いる。現荘，このガス床のグゥブキpンスク，タゾフスコヱ，ザポリャリエおよび

ウレンゴイスクのガスを欧ソに送るためのガス ・パイプラインの計画が作成され

ている。とれによると，ザポリャリエ＝欧ソ中心部のガス ・パイ プラインはツン

ドラと1J1地を通過し，オピf11T，セーベノレナヤ ・ドピナ戸I，ペチ汗 ラ河， ウイチス

グダ河を横断する予定である。

V ソ連，北ベトナムとの武器援助討議否定一一モスクワのソ連および北ベトナ
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1予権威筋は22日，先週末， 一両側通信社がハノイから流した「北ベトナムのファ

ン・パン ・ドン首相，ボ ・グ、エン ・ザップ国防相ら一行がモスクワを訪問，ソ述

政府と武器援助問題で話し合っているJとの報道を否定した。これら権威筋は，

北ベトナムの首相，国防相が最近モスクワに滞在していたかどうかにつν、ては言

明を避けたという。

23日 Vカザフ運輸建設トラスト一一一Gudok紙によれば，《カザアトランスストロイ》

〈カザフスタン運輸建設〉トラス トの従業員たちは3 管下の第 306建設 ・組立列

車の表賞10周年を記念した。この数年聞に労働者たちは300km以上の鉄道を建設

したが，そのなかにはテュリクパスエノレゴワヤ地区の複線工事，カラタウとジア

ヌイタス問の鉱山化学コンビナー トへの引込線工事がある。

24日 Vソ連，太平洋でロケット実験一一ソ連は R月26日から10月25日までの問に，

ミッドウェー島南西約402キロの北緯26。50', 西経176°10＇を中心とする半径 40カ

イリ（約74キロ〉の海域へ離陸補助ロケットを発射する旨，24日公式に発表した。

Vサケ35万ドル輸入一一24日のモスクワ放送によると，ナホトカのダリイ ント

ノレグと進展実業との問に新しい通商契約が調印された。これによると，総額:15万

ドノレの塩ザケや冷凍サケを輸入し，化学センイ，メリヤス製品．漁具などを輸出

することになる。

，ァバカン＝タイシヱト鉄道建設者を表賞一一Cudok紙によれば，アパカ ンアて

タイシェト鉄道の設計と建設，ならびに7ヵ年計画の課題を模範的に遂行した功

績により，ノボシビ、ルスク市の運輸建設者たちは勲章と記章を付与れた。その授

与式はノボシピノレスク市の《シプギフ。ロ トランス》（シベリア運輸設計〉研究所

の式場において行なわれた。

25日 V ソ連貿易相， 10月来日一一25日，外務省筋はソ連のパトリチヱフ外国貿易相

が10月10日頃来日する旨発表した。

l Pravda紙，体育掻興を論ず一一25日付の Pravda紙は党中央委と閣僚会議め

決定として，ソ連全国民参加のスポーツ振興策を報じた。これによると，都市で

も農村でもスポーツが大衆性を失なっており，小 ・中・大学もスポーツに十分な

関心をはらっていないと指摘している。

V墓参団，ヱラブ力着一一戦没者墓参のため，ソ連を訪れていたエラブカ墓参

団は，タターノレ自治共和国の首都エラブカに25日到着し，亡き肉親たちの基間基

に詣でた。

26日 V紅衛兵，ソ連大使館前でデモーーユーゴのタンユグ通信は北京からの通信と
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して， 26日夜，北京のソ連大使館前で紅衛兵が大デモをおこない，同夜ソ連大使

館で催されたカクテノレ・パーティーに山出しようとする各国の外交団が妨害をう

けたと報じた。

vジョンソン米大統領，米ソ協力呼びかけ一一26日午後，アイダホ州アノレコで

ジョンソン大統領は全米にテレビ中継による演説をおこなゥたが，その際，大統

領は「米Y共通の課題がν、かに僅かで，また，時聞がかかろうとも，米ソ平和協

力のあらゆる合蔵の分野を探究しよう jと米yの協力を呼びかけた。

V今秋，米ソ外相会談かー一一＇｝ シン トン発の外電によれば，米当局者が26日語

ったところによると，ラスク米国務長官は，グuムイ コ・ソ連外相と今秋ニユ｝

ゴークで，ベトナムその他の問題につき会談するものとみむれる。

ラスク長官とグllムイコ外相は， 9 )-J 20日開幕する国連総会に出席する予定だ

が，過去数年こうした機会をとらえて米Y双方に関心のある問題につき話し合う

のがならわしとなっている。米専門家の分析によると，米側はベトナム戦争につ

いて平和会議実現を目的とするさぐりをたびたび入れているが，共産側はなんら

弾力的な態度をみせていない。

一方，核拡散防止条約成立の見通しについては，これよりやや楽観的な見方が

出ている。今年のジュネープ軍縮会議は核拡散防止条約をめぐる米ソ双方の対立

のまま閉幕したが，米当局者は，双方が来年この問題で話し合いを再開すること

に合意をみた事実は，ソ速が核拡散防止に関心を持っている証拠であるとしてい

る。

v北方墓参団帰る一一北方墓参団の遺族代表39人，政府関係者，僧l肱，神父，

医師ら11人の一行50人を釆せた北大水産学部練習船「おしよろ丸J(1180トン〉

は，水晶島，色丹島，そして国後島の墓参の船旅を終えて26日午後101時根室港に

帰港， 27日午前7時から検疫をはじめ問8fl年までに家族や関係者に迎えられ，全

員元気に上陸した。

V ソ連首脳，パキスタン訪問かーーカラチ発の外電は次のように報じた。パキ

スクン外務省は261:l夜， ソ連のポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長，コスイギン首

相，プレジネフ共産党書記長が近くパキスタンを訪問することを明らかにした。

日取りは後jilJ発表される由。これは，今まで印度への援助にプJを入れていたソ連

が，パキスタンへも銭近して，バキメタンと北京とのむすびつきを弱めようとす

る工作であろう。

V 日本・モンゴル国交樹立，モスクワで交渉か一一｝モンゴ、ル墓参団に間行した
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外務省の秋保東欧課長補佐はモンゴノレ外務省のツエデン ・ツォー ドノレ東方向長と

国交樹立に関する打診工作をおこなった模様であるが，交渉、の場所として，モン

ゴノレ側はモスクワを指定した由である。

' 「赤い星J紙 （Krosna;o Z vezdα）少年愛国学校の創設を報ず一一ソ連倒防：訂

機関紙K印刷ajaZuczdc.ι紙は， コムソモノレ（青年共産同盟〉がソ述全土に少年

愛国学校を創設し， f米成作者に軍人を志望するように職業選定の方向づけをし

てやる」事になったと報道した。これは，週2回4時間程度の訓練をおこなう定

H与制の学校で，学賞’は無料，主として軍の将校が教官になるをいう。これは， Y

連青少年の平和ムードに不安を感じた党と軍の姿を示していると共に，中共の紅

衛兵などの激しい動きに刺戟された面もあるかもしれない。

vウスチ・イリム水力発電所建設工事開始一一－Gudok紙によれば，将来ウス

チ ・イリム水力発電所となる峡谷の少し上流の地点で大規模の爆破作業が行なわ

れている。建設者・たちはアンガラ河の中にあるロセノク品を基地として川に挑ん

でいる。品に｜むって長さ 700mのワイヤー7本がのばされ， 間もなく掘搾機やダ

ンプカーが運ばれ，ダムの建設がはじまることになっているo

Zl日 Vウルブリヒト，ソ連公式訪問一 一タス通信は東独のウノレプリヒト議長が公よ

訪問のため臼ロシアの首都ミンスクに到着したと報じた。

V トムスク付近ソフホーズのジャガ芋収種用機械eの研究－Pravda紙によれ

ば， トムスクの《トムスキー》ソフホーズの従業員たちは，Y速で最初にジャガ

芋栽培の新しい機械を採用し，その取り入れにも進歩的な機械の使用を会得した。

このほど20の州から機械係りが集まって，ジャガ芋収穫の新しい方法についての

ゼミナーノレが閃かれ， ソフホーズにおける機械の使用方法を見学した。

28日 V日ソ文化協力協定調印一－－28日付のモスクワ放送は， 27日モスクワで日本と

ソ連の；文・化協力に関する 5ヵ年間の協定がソ 1:1協会と flソ交流親善協会の代表者

によって調印‘された旨を報じた。この協定によると，社会団体，学術間体，青年

団体などの交流が促進される事になっており，とくに，H露iM凶諾の研究に重点

がおかれているという u

' 「ルナ11号」孫衛星となるか ？一一28日夜ソ連が打上げ．た月ロケット「ノレナ

11号Jは凡を凶る軌道に乗ったことは疑いないと英国のジョドレノレパンク天文台

のラベノレ古長は言明した由である。

, Pravda紙，北ベトナム・パイロットの訓練を報ず一一28日付の お・avda紙

は，目下ソ速で北ベトナム空軍のパイロッ トを超音速機によって訓練中であると
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報道している。

29日 V第 2次訪ソ経済使節団，9月3日に出発一一のびのびになっていた政府派遣

の第2次訪ソ経済使節団（団長，同和鉱業社長新井友蔵氏〉は9月3日，いよい

よ東京を出発して，コペンハーゲン経由でモスクワへ入り，その後，シベリア，

極東方国iを視察する：事になった旨を29日政府が明らかにしたω

Vソ連，北ベトナム操縦士を訓練中一一米肉務省スポークスマンは29日，北ベ

トナム空軍のパイロットがソ連で訓練をうけているというタス通信に関して次の

ように述べた。 「米問政府は，すでに北ベトナム空軍ノミイ u・ツト15～20名がミグ

21型戦闘機の操縦訓練をうけている事を数ヵ月前から知ってU、た。J

vバルハシ＝サヤク鉄道の運行一一 I'ravdα紙によれば， カザフスタ ンのパノレ

ハシ市から将来のサヤク鉱山に向って砂漠のなかに敷設された新しい鉄道は，パ

ノレハシ湖北岸f{}v、の新しい建設地に貨物を運んだ。 この鉄道の長さは 200km余り

で，終点サヤク駅では構内広場の工事が始まっており，ここから非鉄金属生産の

原料が出荷されることになっているの

30日 Vソ連，極東へ兵力増強一一30日ロンドン発のUPI電によると，ロンドンのあ

る権威筋は，ソ連が中共の脅威を抑止するために極東地域へ重装備の17個師団の

兵力とミサイノレ積載潜水艇の配備を完了したと伝えた。これらの師団の大部分は

中ソ国境にあり，戦闘体制にあるといわれる。

' ハバロフスク地方の穀物供出状況一一Pravda紙によれば， ハパロフスク地

方の農業勤労者たちは党中央委3月総会と第23由党大会の決定を遂行し，今年粒

穀の生産を増大して国家に対する売波計画を遂行した。 8月25日この地方のコノレ

ホーズとソフホーズは， 6000トンの小麦をふくめて8400トンの粒穀を供出した。

国家に対する穀物先渡しはなお続いてヤるυ

Vカザフスタン工業8ヵ月計画を超過遂行－－－I'ravぬ紙によれば， カザフス

グンの工業は期限前に，総生産と重要品目の大部分の生産の8ヵ月計画を遂行し

た。月末までに諸・企業は計画以上の，多くの鉄鉱石，セメン ト，アスベス ト，木

綿および絹織物，メリヤス，肉，動物油と植物油などの商品を生産することにな

ソている。

31 r-1 Vソ連，ウォーレン報告の配布禁止一四一米国のモスクワ駐在大使館は31日，次

の事実を明らかにした。ソ連政府は，ケネディ大統領暗殺事件に関するウォーレ

ン報告のロ シア語版をy連国内で配布することを取止めるよう米大使館に要求し

た。プ連側は｜ーウォーレン報告はプ連国民を中協する材料を含んでいるjと述べ
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た由であるo

vクラスノヤルスク海の出現近し－－・－Pravda紙によれば， クラスノヤノレスク

水力発泊所ではエニセイ測の水が流れる18の水門のうち10ヵ所が重い金属性の脱

で閉塞されたυ1967年の春までにこの10ヵ所の点門はさらにベトンで密閉される

ことになッているu 残りの8ヵ所の水門も狭められ，そこで待鎧のクラスノヤノレ

スク貯水湖の貯水がはじまることになる。

V ブラック・アルミ工場生産開始一一KrasnajaZvezda紙によれば，ブラック

のアノレミ ニューム工場は 1ヵ月前から生産を開始し，順調な操業を続けている。

生産品の1部は輸出に向けており，すでに 600トンがイギリスに輸出された。建

設工事は生産と並行して進められており，今年の革命記念日までに第 l期工事の

完成が予定されている。

Vソ連党中委，文化革命で中共非難一一詳細はφ特記事項参照。

V ソ連を含めた捕鯨会議開幕一一詳細はφ特記事項参照。
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資料

第15困モンゴル人民革命党大会

社会：J:：；迫悶家モンゴル人民共和国（192liド7）ヨ 11日立l!l司〉。而将U53.5万平方キロ（日

本の,1倍強），人口120万 （日本人口の約80分の l〕， tl(E〕の政党がモンゴル人民j'i空命党

(1921年3月創立

7とj邑．の党大会は， 去る日月 7I：！より 11日まで5日IIiiにわたり閃共和悶首都ウランパ

―トルで開かれた。39ヵ国の共産党，労働者党，革 6rJ民主党代表問1.U席。その内訳は，

ソ辿（党中央委i政治局只， r11央委合記シェレーピン主席代去），フツレガリヤ，北ベトナ

ム，京到しキューバ，ポーランド，ノレーマニヤ，北！日：，ノ、ンガリー，チェコ，ユーゴ，

オーストリヤ，アルゼンチン，ベルギー，ベネズエラ， l羽羽しギリシア， イスラエノレ，

):I)皮，イラン，スベイン，イタリー，カナダ，キプロス， レバノン，モロツコ， シリ

ヤ，米図，フィンランド，フランス，セイロン，チリ，スイス，雨アフリカ「平和と

社会主義の諮問題J紙代表，南ベトナム解放戦線，ギエヤ，ス｝ダン，以上38代表団

（序列は総てそンゴノレ人民11'i.命党中央委機関紙ウネン紙上による。記載されていない

39帯目の代表団は恐らくインドネシア共産党と推定される）。

本大会には3モンゴノレ人民地命党正党員および党民侠有li4万8570名の代表として，議

決権所有代議員708名，審議諮問権所有議員44名，計752名の内，病欠5名， よって

747名が出席。

「本大会の議j凶」¢妨 i書記ツェデンバルによる党 I火勢員会祁告，②党中央委政

治局員，書記モロムジャムツによる国家経済文化開発第4次5ヵ年

に｜羽ナる郊15回党大会のj目示￥1Wr, ③r11氏店主流委只長ツエレンナドミッ iごによる党q,

央監査委員会報告，④党の新鋼領の承認，⑤党規約の一部改正， ⑥党 i-Jt-!k；諸機関の選

11!" 

本大会はがl[G議題の各項目を夫々承認する決議を保択して6月11日閉会。閉会に先

立って党qi火妥民会安員75ぞ＂ fftM1諮員51名，党q1火監査委員会委員21名を夫々選出。

進出された党q1火長lよGn 11 ド1党q1;!k委第 l凶総会を：D日さ， 党役員の選出をおこなっ

た。

党中央委政治局只 ツェ・ドゲyレス／レン
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政治局員候補

党中央委第1在記

党中央委ill:記

N・ ジャグノごラノレ

D・マイド／レ

D .モロムジャムツ

s .ロブサン

J・サムポー

ユー・ツエデンパノレ

N・ ロプサンラプク．ン

B .ラノ、ムスノレシ

ユー・ツエデンパノレ

ツェ.rゲJレス／レン

N・ ジャグパラ1レ

D・モロムジャムツ

B・ ラノ、ムスyレン

党中央委・党統制委員会議長 N・ ロプサンラブダン

また，党中央監査委員会は6月11日会議を聞き， G・ パンダンを党中央監査委員長

に選出した。

「党大会に於て第1書記ツエデンパルが行なった報告より抜粋J

f党の新綱領の意義一一社会主義路設の完成j

党創立以来既に3回党綱領が改新された。まず， 1921年にf!jlj定された綱領は，国民

の解放，人民政権の樹立，社会生活の民主的改革を目的とした。 1925年の第4四党大

会で採択した綱領は，革命的民主化の段階に於ける党の基本的目標を明確にした。

1940年の第四回党大会で採択した第3次綱債は，社会主義的諮盤建設の目的を立案

指令した。モンゴル人民が歴史的短時日の内に封m主義から資本主義を飛び越えて社

会主義へ移行出来たのは党総路線の勝利である。

われわれは将に第4次の党綱領を承認しようとしている。新綱領は3部からなる。

第 1部は，モンゴノレを非資本主義－的路線によって発展させ， 封建主義から社会主義に

移行する過程におけるそンゴル人民の経験を検討し， モンゴノレ人民共和国における新

生活の建設は科学的マルクス・レーニン主義を実践的に立証した4J下を明械にし，新綱

領の中心ともいうべき第2部では， モンゴノレ人民共和国における社会主義建設の完成

に関して党の目標を明示して日く， 近代的科学技術の成果により社会主義社会の生産

力を全面的に発展させ，モンゴノレの経済力，社会主義文化を急速に発展させ，社会主
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義的社会保証を充実し，労働者の共産主義教育を促進し， 人民の経済生活と文化水準

を更に向上し，工業化， 農牧業の機被化その他により社会主義の物質的技術的基地の

建設に完成する事にある。現在わが国の経済生産市で工業は決牧業に遅れている。わ

が悶の社会主務工業が国家収入の50%以上を占める様になるには， }1!に約15年（5ヵ

年計阿を3日1)を必要とするだろう。 rmち， 1970年代の末にはモンゴノレ人民共和国は

工）盟国家となれるだろう。

「党の名称は変更しないj

党の新綱恨とlYJhl；して， モンゴJレ人民草命党の名称をモンゴル共産党に改名しよう

との提案がある。而iし，共産｝！：.，労働党の木質はその名祢が明確に表示するものでは

ない。

その党の本質t:t.一貫したマルクス・レーエン主義的政m,業級によって表示され

る。わが党の本質や虫nM? 国際労働運動， 国際共産主義迎旬Jは早くからわが党をそ

の一員として受入れている。 わが党の伝統的名称はモンゴノレ人民が経て来た歴史的諸

状態を明白に去現している。 この｛誌なJ]I!出から，現在，党の名称変更は不可避的ill要

事項ではないと党巴1.1火委－只会は考慮する。

「国際共産主義述!fyJについてJ

若し共通の敵に対抗するわれわれの時代の革命主力の統一行動が， 国際共産主義運

動上に生じた困難一一われわれが良く知っているーーに遭遇しなかったならは世界

の市命運動の成功は更に大きなものだったろうと見るべきである。 w－界の共産党，労

働党の圧倒的多数は，マルクス・レ｝ニン主義の基盤の上に！？舟乎立って，芯見の食迷

いをー抑し，共産主義運動の隊伍の団結強イじのため，根気良く闘っている。

ソ辿共産党始め， わが党を含むその他マルクス・レーニン主義諸党は厳正な自f!J!J,

m1.ι規祢を以て，諸国共産主義者の 1枚岩の団結を回復強也ナるため必要なすべて

の引をしている。モンゴノレ人民ホ命党を含む世界共産党，労働党の希望と努力にもかか

わらずこれ等諸党と中悶共産党， アルバニヤ労働党問の関係に重大困難が生じたヰi：は

われわれ皆知っている。中国共産党， アノレパユア労働党との訟見の相違をマルクス・

レーニン主義イデオロギーで一掃克服するためわが党は他の兄弟諸党と共に今後努力

するだろう口 Ellil際共産主義迎仰j上に発生している悲見の相巡を除去する問題に閉し，

わが党はソ;ill共政党，その他マJレクス・レ｝ニン主義諸ttと同ーの考えを有し， われ

われの運動の直面する重要諸問題及び隊伍の団結をマルクス・レーニン主義の基盤の

上に強化する問題を討議し，革命運動の戦術， 戦略を調整するため全共産党，労働党

の国際会議を適切なn抑制に召集する取に賛成する。
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「 外交j

現在モンコツレ人民共和国は世界の33ヵ凶と外交関係を有し， 20余川主！とj出荷関係を

有する。モンゴルの国際関係は日9t化され， 国際舞台に於けるモンゴ／レの；！；＂盟は年々 ｛； j

まっている。

「経 済J

牧畜の国，モンゴ〉レに）1主業をJ色、速に発miさせた結果， 現在では全国民の？日裂をみた

し，余剰農産物は輸出している。小麦生産高は国民1人当り385キログラムである。こ

れは：！切手の国民 1人当り4.00キログラムについでアジア共産凶では第2位である。また

国民 1人当りの家？持政訟は約20以。

1965年度の工業生産総額は企制にして！｝他3750万トゥグリク C1960W－広比 1.5借入

全人口120万の70%が政牧人口c

第3次5ヵ年aI・耐（1961～65）における股染と工業の投資比illは， ！；ミ牧業への投資

25.7%，工業部門への投資31.9%であった。 この工業投資の32%が食品力II工部門への

投資であった。

1964年度建設計画によれば，企投資額9位6300万トゥグリクの内33.1%が工業部門

へ， 13.3%がJ!注牧業に投資されている〈この数字でも判るように，工業化にill点が泣

かれている〉。

電力工業は急速に発展し，国民1人当りの泣力生産は1960年の142kwhに対し，1965

年度は412kwhとなった。

ソ述，チェコ，ポーランド等コメコン諸国の援助によって， ウランパートル北方の

ダノレハンに建設中の工場群は将来モンゴノレの一大工業基地となるであろう。また，ダ

ノレノ、ン東方にあるシャラゴーノレの露天加り炭抗は， モンゴノレの近代的工業建設にill聖：

な役割りを来すであろう。

「日本関係J

日本のm国主義者ー派が，アジアの独立諸国，民族解放闘争に反対する米帝の侵略

計画迷成のため日本を引ずり込んでいるのを見て， 過去の教m11を忘れ得ないモンゴル

人民は心配している。日本当局の危険な考えはベトナムにおける対米協力， 日本の再

軍備，日本店法の改正等にあらわれている。 1965年日除条約を締結して米帝の下に新

たな軍事的・政治的協力を推進して，極東の緊張を高めた:i:j下を強く非難ナる。一以下

略ー

（注） ソ辿共産党代表団主／／（！代表シェレーピンは，出陣共産主義運動に関述して

「現在われわれの時代において最も強く要求されているものは，共産主義Pit蛍
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シベリブ開発（8月〉

および世界革命勢力の81結と迎合の強化である」と述べた。

宅ンゴル人民共和国国民経済，文化開発第4次5均年計画（1966～70年〉

経済および文化開発にi到して，まず， q：物資生産而の開発では生産の基木的手［J許可を

約30％増加し，農産物生産を38％～40％，工業生産を70～80%夫々別注する。

②物資生産部門開発のため，投資額を過去5カ年に比較して8～10%, 国民経済の

生産資金を63％増加する。その内から工業に80％，農業2.4倍（原文通り。％か？），

運輸通信25％，建設14％増加。

労働生産性は1970年Ltには， 19654ド度比10%地力IIさせたャ。 この内，物資生産部門

の労働生産性はI2%を下廻わらなv・ようにする。

労働生産力は工業38～40%,J！込業30%，並区愉24%，建設30～32%明。

tl-:8tff：合，民t"i.. 計理，労働等の活用により利潤を促進する。③物問的技術〈機械）

的保給確保策として国民経済全部門の原料，物資，設備を絶えず保証し， 家荷飼料，

穀物の国家管理を高める。④労働者の物質的生活状態を高め，教育文化を向上させる。

（反社会主：；i友好訪問との凡弟的協力を強め， *1：会主将訪問の技術，経済ti助をさらに

効果的に利用して，相互貿易を発限させる。 この5ヵ年に外国向品貿易取引額を17%

j¥Y/)JI!する。⑪l主l民総消全部門の計却｜！，統計，航空f，説明，報告等を根木から改普する。

仔）国民総済のA阿立架， if1？与をJJ!に｛"Pl；刊するtn訓練する。生産に対する関心を捕すた

め，生産契約 0) 義務を強化する。社会主義生産競争を促進する。

この 5カ＂FJ！＇削の J

の水司r;• þÿŠ�1-¥lliiにV！慨をおく。

「農業」

伐産物の生産両を次の虫!Iく増産する。

肉1.5伐， LI土‘平手Ll.5f丸羊毛15%，殺lJITT1. 4｛音，ジャガイモ 2.9f弘町・菜2.7倍。

企投資制の約30%，即ち， 前期5ヵ年TI'!・Wiの投資額の2惜の金額をj民業の物質的・技

術（t!J],t地の拡充に投入する。

牧苗終．済の而では全生産を 30%他大させる。家111数を 7-9%増加させ， 2500～

2600万頭に迷せしめる。 このうち，羊を 9～10%，牛を14～15%，ラクダ1～2%, 

11 r羊2～3%，応 1%を惜別させる。 また，国営t足場・の家畜を25%，政栄合｛字社の家

五？を 9%J判別させる。羊毛の生産中を5.7%，搾乳1,tを20～21%増大させ，ラクダ毛，

山羊毛の生産率を向上させる。肉の国家口付けを20～23%，手Lf-i付げを15～18%，各

種羊毛n付けを 15%増大させる。 5ヵ年計画の終Pに改良混血稲の牛を 13JJ～13万
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シベリア！？日発（8月〉

5000!/Jlo改色羊を300～350万可｛，改J;.lI JI 羊を8万頭に達せしめる。

成業生産総額を60%以上LflJJ!Iさせ，全段地i町駅を2s%tW大させる。 このうち， 111党

農協の耕地面制は10%余， Jt；業合作祉の耕地而有｛は45%余り！N大させる。

へクターノレあたりの収税五1；を次のように明大させる。

平 均穀物

ジャガイモ

野菜

飼料 f日野菜

栽培飼料

9～ 10ツヱントネノレ（ l'/:r:ントネルi土100kg)

110～115 

150～H35 

1::30～1'10 

20～22 

tミ;tg物mrrの目限内訳はりくの通りである。

絞 物

ジャ j/イモ

野菜

飼料用 tt;l菜

園家調達の穀物

このうち，小去

5ヵ年計四中に，

トラクク ー

コンノfイン

7店気持ミLt識

羊毛刈取り電機バリカン

その他の機械を供給する。

「工 業J

ll 

曹

,, 

II 

32～'10% 

2.8～2.91計

2. 7-<L2" 

:3 ,, 

50～GO% 

'10～'15% 

:l500fi 

]500 II 

560 II 

1000介

1965年度に10億1900万トゥグリクであった工業の生産総額を， 1970年度には， 17依

5000方～18位4000万トゥグリタに前iめ， 工業の生産額の年目l成長Iiさを1966～70'if三を通

じて，平均11～12.5%に定める。 1970年における工業のJi心本（Y.J生産初日艇を次に示す。

'ii.£ 力（100万kwll年）

内，系統化された伯力

暖房用熱エネルギー（ＧＥＴカロリー）

石 ！丸（1000トン）

セメン卜（1000トン）

一（234）ー -3'10-

1965 1970 

21¥2.0 '130～，mo 

1G:L 1 :-m＇＞～；mo 

721. G þÿ�1�3�5�0ÿ^�1�4�0�0

989.5 2000～205{} 

100～130 



建築川レンガ（100万個）

鉄筋コンクリー！、（lOOO:v：：方メートノレ）

木 1;;!・(1000 II ) 

内，国・，tii：業

自動 1)1.(1000台〕

包（モンゴノレ遊牧民の使用するフ
エノレト天草の’n’組）用木材（1000戸）

i光神 奈 羊 毛 （1000トン）

不毛！拠織物（1000平方メートノレ）

フ ヱ ノレ ト(1000メートノレ）

長 靴（100万足）

i坊1f:;用ブエノレト靴（1000足）

J主純生産(loo万トゥグジク）

}1'.i.の外套・シ・ヤツ(1000枚）

)JII 工 肉（1000トン〉

手L.乳 製 品（100万リットノレ）

上質バター（1000トン）

、l
 
，r
 

ま 粉（1000 11 ) 

ン（lQQQ II ) 
。ノ、

'17. 3 

35.8 

248.7 

173.l 

5 

4.8 

7.9 

739 

445.8 

1.4 

263.4 

81.1 

71.9 

18.8 

9.7 

4.1 

76.3 

22.4 

ジベリア開発く8月）

110-130 

80- 90 

430..--450 

250～ 270 

6～ 7 

13...... 15 

12..-- 13 

1150～1250 

500～550 

2- 2.1 

400,..., 450 

us-120 

90～ 95 

55～ 62 

20～ 24 

4.3～ 5 

100～120 

35～ 39 

アノレコ－ ）レ（1000デカリッ卜／レ） ,1-tJ.3 140～ 160 

ビ ー ノレ（lQQ() II ) 164.9 400～ 500 

rn：力開発によって増加する新発泊力は7万kwで， この中には火力発電による 4万

2000 kwを含んでいる。 ウランパートノレTITの第3火力発信所を第1交代）I慎，第2火力

発泊所を第2交代jl闘にする。そして，セレンガニトブアイマク統一filカ系を建設する。

また，ダノレノ、ンニニウランパートノレ問に高圧送電話lを建設する予定である。

炭鉱はそれぞれ17トンの出炭能力のあるものを数ヵ所に新設する。石油生産量を

増加させ，精製施設の改良をはかる。

建設資材の生産額は1965年度に7300万トゥグリクであったが，1970年度には2.7倍の

2fむトゥグリクに述せしめる。ハン資料工場の生産能力を 2.9倍にして鉄筋ヨンクリ

ー卜！l:r1:を1.9f出こし， 石灰石を2f昔前皮し，郊 I，第2セメント工場をラインにつ

ける。また，上質レンガ工場の建設を完成する。

森林保護には特に注意し，年nn30万m:iの木材を供給する。木材力JI工生産量を40%増

加させる。峰工業生産高は1965{f[U・に：3位69207］トゥグリクであ。たが， 1970年度に
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シベリアrm発く8月〉

は55～60%増の5筒：7500万～ 5応9000万トゥグリクにi主せしめる。

食i日11JIIJ二工業生注目は196511ミ1f,[の2（，む7740万トクグリク ti:, J!)70{F]f[に｛士郎～90%

増の5佑～5億3000万トゥグリクに増産する。乳製品・バター工場をいくつか建設し，

バターのれをおめ，輸送方式を改怒ナる。

また生産を機械化し，労働者の技術を高め，労働組織およびノルマを合理化する。労

働管理方式を改苦し，：l)l労働の生産性を：m～40%1i'i!J：させる。工業（I:Tii'H1II i:¥脊を10%

近く引き下げ，工業における社会主義的i与V1'Jiを2｛許余りに明大させる。 5ヵ1ri1-m日,jI 

に，工業部門のために3600人の労働者達を工業技術専門学校で学ばせ， 一方， 700［）人

知1閉コ一スで尖

「運輪．通信J

鉄道輸送の貨物回転ネを5ヵイf.11¥]l乙22%附加させ， チiJJ¥i：のスぜード・アップをはか

る。機関wの務：動車！伴を；1＇.・；めて， 車輛回転率を増大させ，路線作業の機械化を向上さ

せ，労働生産性を12％増大させる。 1=1仰」Hの｜命送1における；till搬能率を33％増大させ，大

型トラックの利用をすすめる。

来存1Ji命送を15%W1大させ，名目r!Tの愉送能力な日める。そのため，パス・タクシーを

ふやす。抗手：貨物輸送を2.5前に， tile百三釆千千愉送を71～72%Jl;'J大させる。そのため，航

空機の数をWIJJIIさせ，航担路線のj之さをIS～l(j þÿÿ�JJ1：大し， ！や：愉の労相J生産性を：1！＞%前

め，述jミをJS%引下げる臼水上位li)i命を.-t9-so%M；大させ， U‘くつかの河川でi陥迭をIJll

始ナる。道路札t，；立を促進し， 5{J:1111にコンクリート均n些／kびアスブアlレ｜、舗装道路I35

km，砂利改1LG:lJJn350km，鉄筋コンクリート陥8:)0tn，ホM?i25oom在主l!設する。

I項目別概観J

国民経済に投入する基金は， 1961～19G5年に38佑GOOO万トゥグリクであったが，1966

～1970年には，約41信5000万～4211む5000万トゥグリクと決定するo この内， 1R要建設

にj)1J5ヵ年計画では24低9000Jj'トクグリクであったのを， 新5力1r-n+n1.ijでは29自：～29

iむ7500万トヮグりク（16～19%泊〉とする。

国民経済発展節4次5ヵ年rn・雨下における；m・建設目標に対する投資予定は次の通り

である。

Jl'.t: 実ミ

ili þÿŠ- r-t t1・

運輸・ j泊 1日

間業・公共食武

一（236）ー

12俗3000万～12位5000万トクグリク

l Of.iむ8000方～11{む JI 

80007i～900071 " 
'1 ｛む；90007:i～5｛息 世

9000万～ l(Q'. II 
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文化・科学・教育・保健

住宅・公共企業

その｛也の1m1111

-1 ｛.飢000万～ti@2000方

o {{!90007i～ 7｛怠

sono::u～9000万

IJ 

II 

II 

建設部門の労働生産性を30～32％向上させ，建設の価格を8％切下げる。

「人民の経済・文化水準の向上J

〔じ国民所1tl：を 1人出リ Hi～l7%Jfl大させる。そのためには，民業台作社に社会公共

経済部門から支給する現金所得を1.GH'.irに，公務民給与を：m%以上引上げる。策若年五三

額を20％以上引きあげ，年金扶助金を40％増額する

②国営および組合商業による日 ・,1r；泊吹物資の流通， j仮花を約；1G%, 公；？と食品の流通

を48％伸ばして，地方における消費物質流通の球速な増加を保証する。

（司悶2誌のJI引Hと股tt,tにkリ， S57J～5G万m.：：！の住宅を建設する。作アイマク〈？に j也

方行政区域名称，州や県に相当する）の中心地に25万ｍ²の床面積の住宅を建設する。

ぬ人民の教育システムを発展させ，学佼救背の｜付作と：lTを改？！？する。 19701，：.に小学

生総数は22万fiOOO人に泣するn ( 1 965年比45％増）

cI；足r行の放をs9%mやす“ 1965年には740人あたり1 /(1であったが， J970{j:には；，！）3

人あたり1名となる。

f必吠同！日IIJJ｝を7ヵffr,向！日！IIリミ両親57fjLfl／.存放を：l0%l円加させる。

内1その他一－附一

(it) ・l・ ンゴル共和r;;iの純前が木｜抗的に近代化されM；めたのは市 2þÿk!111：界大，，史俺

である。

1. I 9'18～52イド出 lrk 5ヵ1f-;i'j－阿

1953～571！三郎 2,k 5ヵfド計［ihi

1958～60午 3ヵイr=-;:"!" þÿu;

1961～65{!:: ti1 3次 5ヵ11:.J'I'阿

J9G6～7011;. us 4 ()< 5ヵイド；｜－阿

2. 01960年度PJ'.i｛予算

歳入

支出

0 I9Gl 年度国家子ll

版人

文川

0 l 9G21r. Ht [ic＼京了’rs

i＆ 入

文出

lOf.立6709万トヮグリク

lOf.CT:1959万 p

12fiむ2290万トワグリク

12依1940万 H

12億8524万トゥグリク

12m:so97万 H
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01963午皮肉宗千fi(

ほ入

交 Ill

01964年皮肉家予算

歳入

支 fB

01965:ff・皮肉京子＇tJ
成入

支 m
0 l96G年皮肉家予知：

硲入

文！H

13f{i:3490万トゥグログ

13LCT3G70万 n

14低4400万トゥグリク

14LCT3700万グ

14tCT8200万トヮグリク

14依7GOO万 ρ

]5位4300万 l・ρ グりグ

I Sf.む3500万 M

乃． トゥグリクの1日n11:t, 100トゥグりクが 22.5ループル， l米作！ドルが4ト

ゥグリクが公定であるが，観光旅客用の相I JJ,H .± IドJレがGトヮグリクのJ免ii
となる。従って， トヴグりク r:J:EI本門の60～90円に相当するQ

ソ連邦・闘僚会議新人事（第7次最高会議第1会期によって

新しく任命された顔ぶれ）

C:t JJ!I I別保〕（12名） J 9G61-p 8 jJ :J日付発令

ソ辿Jj）・ m1僚会活一議長（首相〉 コスイギン，ア.:r.ヌ．

ソ述n・｜倒僚会，誕一応Jil院長f¥:;J-11! （節 l副1J-rtW) マズロフ，カ．テ．

ソ連邦・閣僚会議―第1議長代理 （第 1M,1-nH1) ポリ・＼’ンスキイ，デ．ヱス．

ソ連邦・閣僚会議ー議長代理（副首相）・ゴスブラン議長 パイパコブ，エヌ.7J. 

ソ連邦・閣僚会議ー議長代理（副首相）・資材技術供給ー国家委員会議長 ドイムシツ，

グェ．エ．

ソ述邦・附僚会議一議長代理〈日11首相〉 エフレモフ，エム．テ．

ツ辺11n・I別僚会議一議長代理！ (MIJ首」：｜｜〉・；f］，学技術一国家委Il会議長 キリーリン，グ

エ．ア．

;Jj出fl【・ I別僚会議一議長代理（副首相〉 レセチコ， zム.，少.

ソi出J!S・｜別｛氏会議 ；議長代理1（而i首相〉 ノヴィユフ，ヴェ. :Lヌ．

ソitHs・IUJ僚会議一議長fu:m （副首相）・国家建設委員会（ゴスストロイ）議長 ノヴ

イコブ，イ．テ．

ソ辿n-1則的会議一議長代現 cM,n1-1=n) スミノレノフ， I リ．グヱ．

ソ辿ヂIS・j別僚会i；花一議－Rftm1cu,11,・1l1) ティホノフ， I ヌ．ア．
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シベリア開発（8月）

［一般閣僚・ソj巨大限〕（'181'1) 

ソJilifニ匹.航空工業制 デメンチェア，ペ．グェ．

ソ連邦・自動車工業相 夕ラソフ， 7.エム．

ソJiliJI）・外国貿易相 ノごトリチィエフ， zヌ．エス．

ソ述内l・ガス工業相 コノレトウノ 7，ア．カ‘

ソ連邦 .氏，m航空中日 ロギノブ，イェ，エ7.

ソ連邦・軽工業用ー食品工業用ー家庭器具用機械製作相 1ごイェニン，ヴェ，エヌ．

ソ連邦 • HiJ洋』1H!Fltll パカエフ，グェ．ゲ．

:J 連邦・国防工業用 ズグ.:r..レフ， Iス. 7. 

ソ連邦 • 一般機械製 f1斗：円 アアプナシェフ， zス．ア．

ソ連邦・器具製 þÿO\0ü•ê動化手段―管理組織相 ノレドネフ， カ．ヱヌ．

ソjiliJ:1【・交通行｜ ベシチェフ，ベ，ペ．

ソ連邦・ラジオ工業相 カノレムイ口フ， 1/ :r: .デ．

ソ連邦・中型機会製 þÿO\vø スラフスキイ，イ；r..ぺ，

Y i!l.Un・工作機械製作’ri:Ut］：業HI コストクソフ，ア．イ．

ソJilin・ill政 i泣1・5公J!.:・・ri：来：川険M11tnミt日 ノヴ；j・シエロプ，イエ. :i:ス．

ソ述ns.li:t船工業HI プトマ，ベ．イ ;r.. 

ソ連邦・トラクター―農業機械製作相 シニツィイン，イ．エ7.

ソ連邦・運輸建設相 コジょにブユコフ， イ;r.. ..:r.フ．

') j出J:I）・ m機械～！v1J1機械－ 運輸機械作相 ジガリ y，ヴ：亡．エフ．

ソ連邦・化学―石油用ー機械製作相 ブレホフ カ．イ．

ソ連邦・電子工業相 ショキン， 7.イ．

ソ連邦・電気技術工業相 アントノフ， 7.カ．

ソill!H）・山等－rlJ等－J!l－門教育tn エリューティン， グェ．ペ．

YJILU，店 ・地問中日 シドレンコ，ア．ヴェ

ソ連邦・保健相 ベトロプスキイ，べ.iJェ．

Y辿n・外務中n グロムイコ， 7.7. 

ソ連邦・文化相 フルツェゲァ，イヱ．ア.Ch.tD 

Y述JH. iJ需工業*'1 クヲソア，エヌ， zヌ．

Yj出｝：JS・林業ーパルプー紙一木村・｝JllブI：工業相l ティモフヱ:r.フ，エヌ．ゲ；r.• 

ソ述n・二｜：地改良『水利：，Jf. ;;j'':Jfl アレクセエプ・フスキイ，イヱ．イエ．

ソ）iliJI：・ ffrl)1：・特殊池波・]i：業tn t：’クボブキイ，エフ．ベ

円
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ソ連邦・食肉―乳製品工業相 アントノフ，工ス．ヱフ

ソ連邦・石油採掘工業相 シャシン，ウ・;r..デ．

ソ連邦・精油―石油化学工業相 フ1 ドロフ，ヴヱ．エス．

ソ；illns.医IIリ・Hn マリノフスキイ， :r..）レ．ヤ．

ソiiliJ[S・食1'd1::l：業キ｜！ ゾトフ， ヴェ．べ．

ソ連邦 • kl!投資材工業相 グリシマノフ，イ．ア．

ソ述Jl5. 漁業相 イシコフ， 7. 7. 

ソ述JIS• ；副三；J:ll ブース／レツェブ， エス．デ．

ソiilH1l）・決栄村｜ マツケグィチ，ヴェ．ヴ：に，

ソ連邦・商業省 ストクノレヱフ， ア．イ．

ソ連邦・石炭工業相 プラトチヱンコ，べ.;r＿ブ．

ソ連邦・財務相 Jl1レプPゾフ， ヴ;r.• -;r:フ．

ソj出flt.化学工業HI コスクン ！！＇フ，エリ. 7. 

ソ連邦・非鉄冶金相 nマコ，ベ．江7.

ソi削；B.欽治合.tll カザネツ，イ．べ．

ソitlUIS・ifOJ)Ji立化」｜｜ ネ，Iミrtジニイ，ベ.;r.ス

〔閣員，但しソ連大臣 Iこ才！：ず〕（ !) t,) 

ソJ!lUlSI別僚会話.;tli'i¥j主｜司京在日会；花氏一一ソ辿邦大同一ー コノレヱ1 ツ， 1 リ.::r.. 

ソ連邦・人民統制ー委員会議長 ヨワノフ，ペ．ヴェ．

ソ連邦閣僚会議・労働ー賃金 BJ lifil ・岡家安.n会議長 グォノレプブ＇ T.ペ．

ソj邸罰則僚会議・職業－技術教育一同家委只会，議長 プノレガコフ，ア．ア．

ソ述邦｜剖僚会議・林業l耳家委員会議長 Jレブツオフ，グェ．イ．

ソ連邦閣会議・対外経済交流ー国家委員会議長 スカチコブ，ヱス．ア．

ソ連邦閣僚会議付属・国家保安―委員会議長 セミチャストヌイ，グェ、イ .::i:.

ソ連邦閣僚会議≪全ソ農業技術公団≫総裁 ヱジェフスキイ，ア.7. 

列車邦・国立銀行〈ゴスパンク〉一役員会総赦 ポスコノフ，ア.7". 

ソ連邦閣僚会議付属・中央統計局長官 スタロフスキイ，グェ．エヌ．

〔加！況共和国首相〕（151,)

ロシア共和国・ l拡j僚会議一議長〈首相〉 ウオロノフ，ゲ．イ．

ウクライナ共和国・｜制限会議－；接KC首相1) シチェルピツキイ，ヴ：r.．ヴェ・. 

ドlロシア共和国・ I制僚会議・－－；議長（li・・HO キシ’z レフ，テ．十．

ウズベク共和国・！州市会議ー－；議長（首相） クルパノフ，エル．

一（240）ー -346-



シベリア問先（ 8月〉

力ザフ共和rm・rm僚会議一議長〈首相〉 ベイシェパエフ，エム．

グjレジ刊，j七手11I主l. HJ.]f庇会；波一i誕長 Ct/H

γ，ゼ／レパイジt，ンJI_：干1f1J• I別fl.で会i能一J能長〈首干U) γリノ、ノフ， ニ乙．エヌ．

リトワニア共和国 . l忠l杭f会；i盗一；高長〈首tll) シユマウメプJス，エム．ユ．

モ日グビアJl_::f川司・問僚会議一議長（削ゆ ディオルデ、イツア，ア．エブ．

ヲトグイプJt干Ill可・ i別附会議一議長（1可・中｜｜〉 ノレベン， グェ．ベ

キノレニ＼：.：＂ズJtf11D;I• I測点会議一議長（首相｜） マンベトフ，ベ．

グジ｝ク共手nl"ill・I別僚会i議一議長（首・」ll) カノ、 11ブ，ア．

ア／レノニアJVf川主1・1悶僚会l義一議長〈首1tll) ムラデーγン，ベ. ,・. 

トノレクメン共T11rn1・1別僚会議一議長（首相｜〉 ガプ¥jプ，エム．

エストニアJt.fll悶・ IP.I僚会議一議長〈一昨；H.1) クラウソン，ヴエーイ．

UIJ ソ辿JISi'Y þÿvøI ( 1名入加JV,lJ t手Ill臼「＇fmc1s名）， ソ辿JI：抗 11/tll r11・ þÿvø( 2名），

ソjf邦副首相 ( 9 f1), ソ.lliJl：大10:(1vlinistr SSSR) (48名）， 大1:1でない附n
(9名〉白
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

9月の概況

秋を迎えて，ソ連の豊作が伝えられたo しかし，埠：作に恵まれたのは，主

としてウクライナであって，シベリアやカザフスタンは思わしくなかったよ

うである。それ故，ソ連としては，極東や東シベリアへの小麦の供給は，ウ

クライナから陸路を運ぶより，カナダ小麦を船でウラジボストーク港あたり

へ運んで荷揚げした方が，安上りであるという所から，ソ連の小麦輸入はま

だ続くものと考えられよう。新5ヵ年計画における大規模な農業投資が真の

成果をあげてくるのは，数年先のことであろうから，天候の影響で左右され

るソ連農業の弱さは，当分なくならないであろう。

懸案の日ソ航空路線の開設も， 8月以降ソ連側が俄かに消極的になれ年

内就航は殆んど不可能とみなされるようになった。これは， 中ソ問の空気が

険悪化した“あふり”かも知れない。

シベリア開発調査の第2次使節団は，ウドカン銅山その他を視察して帰っ

てきたが，今後のなりゆきが注目される。しかし，北樺太の天然ガス開発問

題も容易に折合いがつかない現在の有様では，相当恨気のよい交渉が必要で

あろう。

ソ連の党と政府の首脳部は，中共の文化大革命の騒乱を好機に，東欧はじ

め共産｜覇諸国をソ連路線に結集させようと努力しつつあるが，慎重な内外政

策は依然として堅持されてヤるように見える。

第2次経済使節団訪ソの成果

同和鉱業社長新井友蔵氏を団長とする使節団の一行13人は，9月3日午後

10時半すぎ，羽田発の日航機で出発し， 5日モスクワに到着した。シエレメ

チェボ空港にはネステロフ全ソ商業会議所会頭兼Y日協会会長，スダリコフ

外務省極東部長らが出迎えた。そして， 6I:{午前中にソ連商業会議所幹部会
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シベリア開発（ 9月〉

を訪れ，セミチヤストノフ ・ソ連外国貿易次官と会談した。

一行はその後， 3週間にわたってソ連邦各地を視察した。主な視察地は，

ノボシピノレスク，イルクーツク，ブラーツク，ワドカン銅鉱山，ハバロフス

ク，ナホトカ，レニングラードなどであった。とくに，はじめの予定にはな

かったウドカン銅山にも， 12日にヘリコプターを手配して視察を許したこと

は，ソ連側の並々な らぬ熱意をうかがわせた。

一行は20日，モスクワで、パイパコフ・ゴスプラン議長らと会談したが， 24

日の記者会見で，新井団長は次のような注目すべき発表をおこなった。

o銅などのよ也下資源の輸出については，非鉄冶金省は難色をみせている

が外国貿易省は積極的といったぐあいに，ソ連内部でも意見が分かれてお

り，今後はゴスプラン（国家計画委員会〉を中心に調整を図ることになろ

フ。

o木材担当のチモフェーヱフ大臣との会見では，木材の品質，積取り条

件などについて話合うよう，日本から専門家を派遣してもらいたいといっ

ている。

一行は27日午後5時すぎ日航機で羽田へ帰着した。新井団長は空港で大略

次のように諾った。

oソ連側は日ソ経済合問委員会での議題を非常に重視しており，ことし

の3月に開いた際，ソ連側が示した石油輸送ノξイプや森林，木材の開発な

どの案件について日本側がこれまでいっこうに反応を示してこないため，

不満の意向を表明していた。このため，日本側から今後の日ソ共同による

シベリア ・極東地域の資源開発についての根本方針を，少なくとも来年6

月モスクワで開く予定の第 2回合同委までに固める必要がある。

o今回の訪ソの結果，具体的な商談にはいれるのは，さしあたり沿海州

の鉛，亜鉛，錫などの非鉄金属だが，いま日ソ両国で折衝中の北サハリン

（北樺太〉の天然ガスに続ν、て日ソ経済協力の案件として有望なのは，チ

タ州ウドカンの銅山開発である。ウ lごカン銅山は海抜約2千メートノレの山

に図まれており，輸送網などはまだ完備していない。ソ連側はこれまでウ

ドカン銅山に対し，延べ4万メートノレのボーリングと，延べ 2万5千メー

トノレの坑道を掘削したといっており，計画では年間2千万～4千万トンの
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鉱石を将来積出すことになっている〈鉱石の品位は 2%以上だから，少な

くも年間40万トンの銅を産出することになる〉。今後シベリア鉄道まで約

350キロメートノレ〈実際は700km必要とみられる〉の鉄道を敷設し，開発段

階にはいることになっているが，ソ連側は開発のテンポを早めるためにわ

が国の協力を得たいといっていた。

0モスクワでコスタンボフ化学工業相に会ったところ，（1）イノレクーツク

の岩塩を電気分解し，塩素10万トン，塩化ビニーノレ10万～20万トンの工場

を建設する，（2）ウラノレ地方とアフガニスタン国境に膨大な埋蔵量を持つカ

リ塩の鉱床を発見したが， 日本側が年間60～100万トン買付けてくれるな

ら共同で開発してもよい（開発費4千万ノレーブノレ〉， (3）ウランウデ近くに

新しいリン鉱床を発見したが，日本側の関心があれば調査，探鉱を進める

一ーなど日ソ共同開発の計画を提示してきた。

.0 また，ソ連側は日本との物資交流に主としてナホトカ港を使っていき

たい希望を持っているが，ナホトカ港拡張に日本の資材，技術を提供する

用意があるといっておいた。ウラジポストークやワニノ港は現在，軍港も

かねているが，将来は開放するといっており，軍事基地としての重要性が

薄れているような感じを受けた。

以上のように，今回の経済使節団は第2次の政府派遣のミッションとしてj

今まで誰もうかがい得なかったウドカン銅山を視察したことで一応の成果を

挙げたという事ができょう。

日本側としては，ウドカン銅山の投資が巨額にのぼり，かっ長期的な資金

回収になりそうだとの観測を持ったもようだが，ソ連側のゴスプラン筋も生

産物分与方式（PS方式〉一本ヤリを固執せず，輸出に力点を置いた通常貿

易のやり方を示唆したといわれる。同使節団訪ソを論評したタス通信も「ソ

連側は生産物分与方式を基調としている。しかし，他の協力の形〈複数〉を

も除外するものでなし、。日本側が提案を受諾する用意のあることを示せば，

日ソの経済交流は大幅な拡大に進むこととなろうjと述べている。しかし，

北樺太の天然ガス開発問題ひとつを例にとってみても，実際上の協定成立ま

でには，かなりの曲折を伴うのが常であるから，ウドカン銅山開発も，日ソ

協力が実現するまでにはかなりの時間がかかるものと予想される。
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第2次使節団の新井団長を除くメンバーはつぎのとおり。

o団員 天埜良吉〈日本港湾協会理事長〉，松沢達雄（石油資源開発常

務〉，西岡治三郎（十条製紙常務〉，菅野 弘（住友化学常務〉，金子正男

（三井金属鉱業取締役鉱山部長〉， 園田 晋（昭和電工取締役研究開発部

長〉，平川氏郎〈日本軽金属取締役生産部長〉，菅 元彦（経団連産業部

長）。

0その他随員4人。

北樺太天然ガス開発問題

9月15日，ソ連石油公団シュシパーノフ副総裁が横浜着のパイカノレ号・で、来

日したのに続き， 9月24日午後，羽田空港にソ連外国貿易省のスシュコフ対

自由国機械設備輸入局長ら一行11人が来日した。一行は，交渉が停滞してい

る北樺太の天然ガス開発問題について政府と交渉する予定である。この交渉

は，ガス価格の点と，輸出プラント延払いの点，および尿素肥料引取りの点

で難航しているものであるが， 10月中旬大阪で存円かれるソ連商工見本市に出

席するパトリチェフ外国貿易相の来日までには，妥結へこぎ、つけたい意向の

ようである。

来日した一行は，スシュコフ団長以下，ミヘエエフ技術機械輸入公団総裁，

ニコライエンコ工業品輸出公団総裁，ニチトキン外国貿易銀行副頭取，イワ

ノフ外国貿易省為替局次長などで， 26日，29日と日本側と会談を続けた。そ

れよりさきに， 19日午後，東京 ・渋谷の帝国石油本社で開かれた石油公団相

手の第1回会合には，日本側から林帝石社長，寺嶋丸紅飯田常務ら，ソ連側

はシュシパーノフ ・ソ連石油輸出公団副総裁，ザチニエフ東京通商代表部副

主席らがそれぞれ出席し，さきごろのモスクワにおける価格提示を受けて，

新たな価格の提案をするよう双方から求めたが，互いに譲らずに終わってい

た。そこで，帝国石油 ・丸紅飯田グループは26日午後，東京 ・芝高輪の高輪

プリンスホテルで，スシュコフ機械設備輸入局長ら11人の一行と初の全体会

議を開いた。この会議には，さきに来日して価格交渉に当っているシュシパ

ーノフ ・ソ連石油輸出公団副総裁らも出席し，交渉の段取りなどについて話

合った。
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同日の会議は友好的なふんいきの中で行なわれ，日本側は天然ガス価格交

渉と並行してパイプライン，液化フ。ラントなど開発資材の延べ払い輸出につ

いても，日ソ双方からなる分科会を設けて細目の詰めを行なうことを希望し

た。そして，全体会議は29日にも東京 ・芝の高輪プリンス ・ホテノレで開かれ，

同開発に関する基本線で意見が一致，ゼネラノレ ・アグリーメント（基本協定〉

を交換した。

同協定は日 ；ノ共同で、北樺太の天然ガス開発にあたるとν、う，これまでの両

国側の態度をまとめた抽象的なもので，形式的な双方の意思確認であった。

しかし，価格の面や，尿素肥料ひき取りの点では依然，見解は対立したま

まである。

東京ニモスクワ関空路，年内就航困難か

世界ではじtめてシベリア横断の定期航空路，東京＝モスクワ線の日ソ共同

運航は，日航とアエロフロートとの聞の商務協定交渉の再開がのびのびにな

っているため，果して年内に就航できるかどうか，危ぶむ声も出ていたが，

9月末，ょうやくソ連側からの返事が到着し，二，三の点で日本側の主張に

歩みよりをみせ，年内就航の意向をも示しているという。

こんど歩み寄ってきたのは，ソ連民間航空省から機材をチャーターすると

き，機材の整備がおくれ発着に影響をおよぼす場合のペナノレティー（罰則〉

など。このため，残る問題点は代理店契約のあり方，運航経費のとり方など

にしぼられている。

さきに第3次商務協定交渉が中断したのは，同様の使用機TU（ツポレフ）

114型機の性能，経済性がはっきりしないため， 日航とアエロフロートの収

入配分，問機のチャーター料などの話合いがつかなかったのが大きな理由だ

が， 8月に行なった問機の試験飛行で性能は予想以上によいことがわかった

と伝えられる。その結果，夏季の風の強いときでも東京＝モスクワ問を直行

できることが明らかになったo

日航としては，再び文書で日本側の主張を述べるとともに，引続き第4次

交渉を開いて解決したい考えだが，経費問題ーっとってみても，体制の違い

からくる意見の対立があるため，交渉の前途は楽観できないとしている。し

-369- 一（247 )-



シベリア開発（9月〉

たがって，年内に第 l便が就航できるかどうかは，なお・きわめて微妙な段階

であるという。

このように，はじめの熱意にもかかわらず， 8月以来，交渉が延引しはじ

めた理由は色々考えられるが， 8月末から湧きおこった紅衛兵運動などのた

め， 中ソ聞の空気が険悪となり，兵力の中ソ国境集結さえ伝えられている有

様なので，このような事が原因のひとつになっているのかもしれない。

今年の農業生産好調

近年，不作続きに悩まされていたソ連も，今年は欧露やウクライナ地方が

好天に恵、まれたおかげで，豊作を迎えたと伝えられている。しかし，シベリ

アや極東地域，およびカザフスタン地域等は，寒波や洪水のため，相当な被

害を蒙むった模様である。西側農業専門家筋の推定では，今年の穀物収穫は

1億3400万～1億4000万トン（昨年度は 1億2000万トン〉に達し，このうち

小麦は7500万トン（65年は6000万トン弱）を占めるであろうとヤう。これは，

l昨年（1964年〉の穀物1億5210万トン，小麦7420万トンの収穫にほぼ近い。

しかし，在庫が底をついている事と，来年以降の収穫について安定した見

通しがなく，依然として天候に支配される弱点を有している事や，極東とシ

ベリアが不作であった事などから，小麦を海外から買付ける必要は，まだ残

っていよう。

今年の豊作は，ある意味では，ブレジネフ・コスイギン政権がとった農業

振興政策の効果とも考えられる。しかし，どこまでが天候の影響で，どこま

でが政策の効果であったのか，今のところ判定は困難である。この点は今後

の農業実績の推移を慎重に見ていく事が必要であり，軽々に結論は出そうに

ない。

新5ヵ年計画では710億ルーブノレという巨費を農業に投資する事になって

おり，これが，新5ヵ年計画の終了する年， 1970年時点において，どのよう

な結果をもたらすであろうかという事によって，ソ連の将来の方向は大きく

左右されよう。

ソ連はこの数年の間，例年のように数百万トンあるいは 1千万トンにも及

ぶ小麦を西側から輸入してきた。このように，食糧という極めて重要な物資
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を資本主義諸国に依存しなければならないという点で，ソ連は大きな弱味を

露呈したのであるが，ソ連の指導部はこの意味からも，西側との平和共存政

策を持続せざるを得なかったのであるo 一方，ソ連農業の体質を改善し，そ

の本質的な後進性を克服するためには，多額の国家投資を必要とするであろ

うし，それを実施するためには，当然のことながら，重工業面の建設を削ら

ざるを得ず，ひいては通常兵力の削減もしくは現状維持を招来するであろう。

この政策は，クレムリン内のタカ派の反擦を買ったようであるが，しかし，

タカ派の主張する通り，通常兵力を強化し，重工業を重点視しようとすれば，

農業への投資は減少せざるを得ず，ソ連農業の近代化はますます困難になっ

てこよう。それは，西側への食糧依存を恒常化する事になり，むしろ，タカ

派の狙いから外れる結果を招くであろう。このような事情から，クレムリン

内のタカ派もハト派も，今のところ，地味で’慎重な政策を堅持して，工業と

農業の均衡化に努カを傾けようとしているのである。

だが，このような農村への多額の投資は，農民の所得を急激に拡大させる

であろうし，それは，農民層における消費物資需要を高めよう。農民達は，

今までのような低い消費生活にあき足らず，より高い消費生活を求めるよう

になるであろうから，消費物資生産の軽工業面も，ますます，拡大せざるを

得なくなろう。

このように，ソ連の将来を決するものは，農業の近代化に成功するか，否

か，の一点にかかっているように思われる。だが，ソ連農業の不振が，単な

る農機や肥料の不足や，国家買付け価格の低さというような事だけに起因し

ていたものであるのかどうか。むしろ，ソ連農民の心理的な後進性に重大な

原因がひそんでいたものではなかろうか。もし，そのようなロシア農民の心

理構造の後進性が，大きな原因のひとつになっていたのであるとすれば，そ

れを乗りこえるためには，西欧型／レネッサンスとは少し異ったソ連型／レネッ

サンスとでもいうべき，ソ連民衆の心理革命が必要であろう。

新 5ヵ年計蘭は，このようなソ連における人間像の革命と心理革命を準備

するための歴史的なひとつのステップになるであろう。

φブレジネフ書記長の東欧歴訪
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ソ連共産党中央委員会書記長プレジネフは， 9月19日プノレガリアを訪問したのち，

ユーゴスラピア，ハンガリアを歴訪して 9月初日，モスクワへ帰着した。 これは9月

上旬のツエデンパノレ・モンゴノレ首相とりノレブリヒト東独議長の訪ソのあとでもあり，

ソ連が再び積極的に東欧工作を開始した事を示している。

これは，ベトナム情勢の検討も含めて， 中共内部で巻きおこっている紅衛兵旋風や

文化革命の嵐に対する共産閣内部の反発的気分に乗じて， との際一挙にソ連派の路線

を強化しようとする企図が秘められていたのではないかと推測されている。

しかも，中共の非難の鉾先がアメリカよりも，むしろ， ソ連へ向けられつつある事

態をクレムリン首脳は重視しており，決定的な中ソ決裂に備えて， 外交的な布石を打

っておこうとしつつあると見てよいであろう。

． 日ソ問3交渉，来月からモスクワで開催

外務省筋が，このほど明らかにしたところによると，日ソ漁業条約， 日ソ海難救助

協定の改定，北洋安全操業・の確保の3点をめぐる日ソ交渉が， 10月から順次モスクワ

で始められる。 これにそなえ，外務省は，近く在モスクワ日本大使館を通じ，ソ連外

務省と予備的な話合いを始め，との結果をまって外務，農林，郵政，運輸各省と水産

庁の係官からなる代表団をモスクワに派遣し本格的な交渉にはいりたいとしており

早急に関係各省庁と協議を行なう予定であるo

この 3問題のうち， 12月中旬に期限の切れる日ソ漁業条約の改定については， 無修

正で延長 (10年間）の公算が強いが， 魚族資源の分配論一一日本側漁獲量の規制につ

いて，ソ連側がどういう提案をしてくるかが焦点となるものとみられる。

日ソ海難救助協定の改定については， 海難の際の通信連絡，救助方法についての改

善が中心になる予定で， すでにわが国は，ソ連に対し電信基地（送信所，受信所） 3 

ヵ所，補助ポスト 3ヵ所の増設， ソ連側が領海としている水域も含めた地点への海難

救助機，快速救助艇の乗入れ着水， ソ連側救助体制の整備などを要求している。

また，海難通報期限などについても， 条文上明らかにしたいとの意向である。

第3の北洋水域での操業の安全確保については， わが国は最低限 「赤城試案」の実

現をめざしている。 しかし，ソ連側が，ソ連漁船の日本寄港を求めてきたことから，

水産業界では寄港を認めてまで安全操業を確保する必要はない， との強硬な意見まで

出てきており，国内調整が必要となっている。

問題は，最近発生した韓国漁船の北洋操業開始が日ソ漁業問題にどうからむかであ

る。韓国は公海の自由を建て前に操業を積極的に進めようとしており， これをソ連が
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果たして規制できるか，また，わが国は対韓漁業協力を約している以上， これを押え

ることができるか， きわめてむずかしし、立場に立たされようとしているのこうした日

ソ斡3国の争いが表而化すれば， 米国などを中心とするFAO （国際食横機構〉の水

産局が，現在実施中の漁業資源調査を基に国際漁業会議の開催を提唱してくるおそれ

も考えられ，外務省筋では，国際会議ということになれば， わが国は捕鯨などの場合

と同じく， 全漁業にわたり一段と強い規制を力uえられるという最悪の事態に追込まれ

ることさえ考えられるとしている。

したがって，こうしたごとも含め外務省は， 早急に関係者間で北洋漁業についての

意見調整が必要だとしている。

。伊藤忠，ソ連と自動車プラントで協定か

モスクワの消息筋の語るところによると， ソ連は1970年までに年産30万台の能力を

持つ自動車工場を建設する協定につU、て， 伊藤忠商事との間で話合いを進めており，

消息筋ではこの協定の調印は間近いとみられている。 ソ連はこの目的のために，ウラ

ノレ西方のウドムノレト自治共和国の首都イジェフスクに工場を建設中で， 同工場は「ジ

マ」型を生産の予定であるが， 「ジ‘マ」型乗用車は， おそらくトヨタ自動車のコロナ

を原型とするものになろうといわれているの ソ連はこれらの諸計商が終る1970年〈新

5ヵ年計画の最終年）には年・産80):j"台の自動車生産能力を持つようになると見られる。

φ染色，仕上げプラント商談

伊藤忠商事はソ連から染色，仕上げプラント総額約200億円の引合いを受け交渉を進

めていると伝えられる。 この内容は染色，仕上げ、機械を含む染色，仕上げに関する各

種機器その他で，能力 1千万ヤー ドていどの工場設備一式。現在具体的内容につν、て

折衝しているが， 最終的に決るのは来年3月ごろになるだろうと同社ではみている。

ソ連向けの繊維機械の輸出はこれまで染色，仕上げ機械関係が中心で， 毎年増加の傾

向を示している。 とれはソ連側のこの種の機種生産が聞にあわないためとみられてい

るが，こんどのように一度にまとまった引合いを受けたのははじめてのケースで， 成

行きが注目さ．れている。同社ではすでに数阿， 代表をソ連に派遣するなど受注に積極

的な動きをみせている。

φソ連漁船，解禁目前に日本近海出漁

9月 1円，日本鮭鱒漁業共同組合連合会， 全国さんま棒受網漁業生産調整組合など
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関係6団体が，農林，運輸，外務各省などに陳情したが， なかでも竹内青森県知事の

陳情に代表される「ソ連漁船の激しい操業は日本漁船が厳重に守っている資源保護の

ための自主規制を根底からくつがえすので早急な調整措置を望む」との要望は新しい

漁業協定の必要性を示唆したものである。

北海道，東北の沿岸から40～50カイリにかけての持、場では，近年減少の傾向が目立

ってきたさんま，さば，いかの資源を維持するため， 漁期制限（さんまの場合，解禁

日8月1日〉，集魚灯の火力制限（集魚灯の光を強くすればするほど魚がよく集まるが，

乱獲の危険性が大きヤので，現在さんま漁の場合最大消費電力を30キロワットに制限

している〉など各種の閣内規制を行なっている。

ところが， 昨年から北海道釧路沖やさ陸沖などの漁場に進出してきているソ連のさ

んま船団（ 1万トン級母船を中核とし， 200トン ・クラスの独航船15～20隻で編成〉

は，早くも 7月初旬に色丹（しこたん）島沖で操業を始め， 日本漁船の解禁日以前に

日本滑必と同じ漁場に姿を現わしている。特にととしはさんま船のほか，さば漁業を

行なう巻き綱船の勢力がふえており，水産庁によると，現在釧路沖南東50カイリの漁

場で6～7隻（120～130総トン級）が操業中。 ソ連の巻き網船は集魚灯を備えてし、る

ものとみられ，日本漁船より格段と大きい船型とともに関係漁民に脅威を与えている。

。 日・ソ・ノルウェー捕鯨取決め調印

南氷洋捕鯨の国別捕獲割当てに関する 1年間の暫定取決めの調印式が， 8日午後4

時半から東京 ・霞ヶ関の外務省接見室で行なわれ， 日本，ソ連，ノルウェー3ヵ国の

政府代表が正式調印した。

との取決めは8月31日から東京で開かれた4ヵ国会議（出漁3ヵ国のほかに英国も

参加〉の結果， 6日に妥結したもので，来漁期（第21次捕鯨，本年12月～来年4月〉の

総捕獲ワク 3500頭（白ながす鯨換算〉の国別捕獲割当てを，日本1633頭（46.67%)

ソ連1067頭（30.48%），ノルウェー800頭（22.85%）と決めている。これで日本，ノ

ノレウギ一両国とも前漁期よりかなり割当てを減らすことになったが， ソ連は反対に頭

数をふやし， ノルウェーを抜いて日本に次ぐ世界第2の捕鯨国にのし上がることにな

った。

なお，この3ヵ国取決めは， 英国など非出漁国が新たに出漁する場合には失効し，

改めて協議することになってν、る。

。 日ソ共同地下探査計画中
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「日ソ両国で人工地震により，シベリア大陸治岸から日本海， 日本列島を経て太平

洋に至る広範囲の地下構造を調べよう」という大がかりな国際共同科学調査の計画が，

目下，両国の科学者の聞で進められている。この計画は，ソ連科学アカデミー地球物

理研究所長で、地球内部開発計画国際委員長のポストにあるベーノレソフ博士から， 日本

の地震学者で組織される爆破地震動研究ク勺レープ〈代表 ・浅田敏東大教授）に申し入

れがあったもので，調査は，海上の観測船の乗組んだ観測陣と， 陸上の観測陣が密接

な連絡をとりながら， 海中と陸上で・つぎ、つぎ‘とダイナマイトを爆発させて人工地震を

おこし，その地震波を船上と陸上の地震計でキャッチして，地下の地質構造を調べよ

うというもの。ソ連側は観測船4隻のほか， 日木国内にも観測陣を送りこんでもよい

といっている由である。

φ商社 ・造船ゲループ，対ソ窓口一本化

安宅産業一日本海重工，三菱商事ー林兼造船，東京貿易一新潟鉄工の商社，造船会

社6社， 3グ、ノレープは，来日中の全ソ船舶輸入公団の代表団〈団長V・D・カミンス

キー氏）と日ソ貿易協定にもとづく木材運搬船（1200総トン型） 40隻の輸出商談を進

めているが，このほど日本側の輸出希望価格を 1隻当り J.30万ドノレ（4倍、倒00万円〉に

統一することを決めソ連側に提示した。

木材運搬船の対ソ輸出商談は，本年1月に調印された「日ソ貿易 ・支払い協定J（期

間1966～70年〉にもとづくもので，同協定の「輸出入品目表jでは第2年度 (1967年〉

2隻，第3年度10隻，第4年度13隻，第5年度15隻，合計40隻を引渡すととになって

いる。造船ブームで満腹状態の大手造船会社がこの商談を敬遠したため，林兼，日本

海，新潟鉄工の中規模メーカーが， それぞれ商社と組んで受注することになったも

の。

各グループともとんどの商談は， ①ソ連恨ljが鋼材， エンジンなどについて日本国内

向けのものに比べてずっと品質〈規格〉の高いものを要求している， ②納期が長期間

に分割されているため，建造コストの値上りを考慮しておく必要がある，③ソ連側は

一部ソ連製の資材を使うことを要求， 毎年日本へ派遣する関係技術者の滞在費用も主

として日本側がもたざるを得ないため，間接費用がかさむ一一ーなどのリスク〈危険負

担）が予想されることから，輸出価格は国内向けのものより相当高い線で決める必要

があるとしている。

このため3 各クツレープがぱらぱらに商談を進めれば， ソ連側の値切り作戦の術中に

陥り，不利な価格で成約せざるを得なくなる可能性が強いので， 日本側としては，ま

-375- -( 253）ー



〆

シベリア開発（ 9月〉

ず受注隻数を安宅一日本海クツレープ14隻，三菱ー林兼クツレーフ。18隻， 東京貿易一新潟

鉄工グ、ノレープ8隻に害1］振り， 全ソ船舶輸入公団との交渉も窓fIを安宅にしぼったうえ

で，このほど日本側の輸出希望価格を提示したものである。

。 日ソ技術交流活発化

ソ連は昨年9月の機構改革で国民経済会議を産業別の工業省に組変え，化学，電

子，発電，機械，鉄鋼などの強化に力を入れているが， 産業技術［隔での立遅れを西欧

日本など近隣先進諸国からの技術導入で叫ん回しようという意欲も強く ，これが最近，

技術交流の活発化となって表面化してきた。

ソ速から来日した代表団はことしにはいってすでに7'8件にのぼっている。その

おもなものは高速鉄道車輔代表団， OGフ。ロセス（LD転炉からの不燃焼ガス回収装

置〉代表団，電子工業代表団，テフマシインポノレト（技術機械プラン ト輸入公団〉代

表団，蒸発器代表団，熱交換器，化学符器代表団，貯槽代表団， 大阪国際見本市代表

団一ーなどである。

これに対応して，わが悶からの代表団派遣も活発化しており，現在セメント代表向

が訪ソ中だが，すでに 1月にはy連向けとしては最初の電子工業代表団が， また， 6

月には医薬工業代表団，荷役，建設運搬代表団が訪ソしている。

φ不正輸出の貿易業者

神奈川県警外事課は22日朝， 兵庫県警の協力で東京都新宿区左門町20進展実業（松

崎武夫社長），神戸市長田区苅藻通4ノ2神港精機会社（藤高六助社長）と両社の社員

宅など計7ヵ所を外国為替およ砂咽貿易管理法違反の疑いで捜索， 関係書類を押収

した。

調べでは，進展実業は対ソ貿易を主とした貿易商社だが， 39年9月から去年6月ま

での聞に6固にわたって， ココムで共産圏への輸出が認められていないトランジスタ

ー製造機械の部品（14億8千万円相当〉を，通産大臣の許可なしに横浜，神戸両港か

らy速に向け不正に輸出した。

一方，神港精機はこの機械の部品製造をしているが，進展実業の不正輸出を知りな

がら，注文に応じて製造に当っていた模様である。

進展実業は部品をさらに細かく分け， 禁制品でないようにみせかけていたという。

。 日ソ東欧貿易会改組か
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日ソ東欧貿易会（会長北村徳太郎氏）は， かねて北村会長の辞意表明に伴う後任会

長人事や日ソ東欧貿易の新局面に対処する今後の問貿易会の方向を検討してし、たが，

28日の理事会までに一応の結論を出し， 10月上旬の総会で正式に決める予定であると

伝えられる。いまのところ同会を解散して「日ソ東欧貿易協会J〈仮称〉をっくり，

会長に堀江薫雄東京銀行会長，松原与三松日立造船会長らを迎える案が有力であると

いう。

日ソ東欧貿易会は37年に第1次訪ソ経済怯－節団， 翌年第2次訪ソ経済使節団を派遣

して日ソ阿国政府間の交渉の場を開いたのをはじめ，見本市の相互開催， 沿岸貿易協

定の取決めなどに大きな役割を果たしてきた。しかし日ソ東欧貿易が軌道に乗り，三

井物産，三菱商事など大手商社は直接交渉に乗出し， また，見本市にはジェトロ（日

本貿易振興会〉が， 日ソ経済合同委員会には経団連がそれぞれ乗出すなど，同会の業

務が次第にせばまってきた。 このため，この5月の理事会でも事業計画を検討した際

これまでのような 日Y東欧貿易会は必要ないとの声も／:Hてヤた程である。

これまでの常任理事会の経過によると， ①同会は今後，調査，諸協定， 苦情処理と

いった日,W；実務面での窓口機関的な仕事を主体にする， ②そのために，間会を一応解

散して新たに新組織を設立するーーとし、う公算が大きくなってし、る。

φ西カムチャッカ工船事業計画

北洋水産，伊藤忠商事は，西カムチヤツカ沖でソ連漁船から“すけそうだら”を洋

上買魚して魚粉（フィッシュミーノレ〉を製造する商カム工船事業の第3年（来年〉度

計画について関係方向と折衝していたが，貿魚量は本年度並みの4万5千 トンに据置

く方針を決め，近くソ連との交渉を開始すると伝えられる。対ソ交渉では，最近魚粉

の国内市況が弱含みとなっているため，原料魚の買付け価格（今年トン当り20ドル50

セント）の引下げを強く要求する意向で、ある。

。 ソ連経由海底ケーブル構想

国際電電会社の八藤副社長は9月14日，郵政省で新谷郵政相に会い， かねてソ連側

と交渉していた「日欧開通信幹線J （ソ連経由〉の建設計画について「年末ごろには

最終的取決めを結ぶよう努力することで原則的に合意に達した」と報告した。

との交渉は9月5日かち5日間，デンマークのコペンハーゲンで， ソ連郵電省，デ

ンマークのグレート・ ノーザン電信会社， 日本国際電電会社の3者間で行なわれたも

ので，最終的取決めが結ぼれれば， 来年早々に日本側とナホトカ問の 「日本海海底ケ
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一ブノレ」 （電話60回線以上同軸ケーフソレ型）の建設にとりかかり， 2年間で完成させ

る方針であるとヤう。

現在は，長崎ーウラジポストーク間に500カイリの海底ケーブノレがあるが，これは明

治4年にデンマークのグレート ・ノーザン電信会社が敷設したもので， 電信2問線分

だけなので，新しい 「通信幹線」建設のために数年前から話合いが続けられていたの

こんどの原則的合意で幹線建設は明るい見通しになったと， 関係者はみている。

この通信幹線が完成すると，ロンドン， パリ，ローマなどヨーロッパ各地と東京と

の間の国際電話は，ほとんど即時通話になり，電信サービスも改善される。

なお，梅底ケープ）レの日本側の起点は，新潟県直江津市が候補地になっている。

φソ連・中共間貿易

9月24日発表された19日5年貿易統計によると， 65年のソ連の対中輸出は前年にく ら

べて急増した。しかし，中国の対ソ輸出は同年もさらに減少した。

65年のソ連の対中輸出は 1償、7250万ノレープノレ（64年は 1億2180万ルーブル， 1ノレー

ブル＝400円〉に達し， 一方，中国からの輸入は2億0300万ルーブル（64年は2億円200

万ループノけとなっている。

1950年に，中ソ貿易が全挑だ、ったころは，中国からのソ連の輸入は 35億ループ、ノレ，

また，輸出は25億ルーブノレに達してU、た。

＠ソ連の鉄鋼生産設備拡張

ウィーンのVWDによれば，ソ連では鉄鋼業拡張計画によって1970年までに新高炉

13を建設するが， このうち8基が2700立方メートノレの容量のものとなるはずである。

さらに，酸素転炉30基，電気炉10基，連続鋳造設備43基，圧延設備27基，鋼管工場17,

コークス炉設備25の建設が計画されている。

鉄鋼業への供給のため新鉱山が開発され，年1億8300万トンの鉱石引渡し増加とな

る予定である。既存の鉱山，とくにクルスク地方の鉱石採掘も拡張されるが， この場

合，地下排水問題の解決が必要で， とくにクルスク磁気異常地域ではこの点で特別の

措置が必要である。 ソ連金属工業の現在の5ヵ年計画中の投資は 120億ルーブノレの予

定である。

φワルシャワ条約諸国合同演習実施

9月20日から22日までの3日間，ソ連，東独，チェコ， ノ、ンガリアの4ヵ国軍で編
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成された部隊が，チェ コ国防相ロムスキイ上級大将の統率の下， チェ コ南部のドイツ

国境近くで合同大演習をおこなった。 これは本年に入ってから 3回目の合同演習であ

った。

この合同演習は，あきらかにフランスのNAT O離脱の時機を脱み， また，ベトナ

ム戦局に対する一種の牽制の意図もあったと見られる。 しかも，今回の演習では空挺

部隊を大幅に使用して作戦が展開され，戦術核兵器を攻防とも，さかんに使用したと

伝えられる。このように，戦術核兵器が， ワルシャワ条約機構の合同演習でー・般的に

使用されるようになってし、る事は，充分に注目してよい現象であろう。

争重工業製品の卸売り価格来年から引上げ

9 月30日，ソ連政府は，来年半ば頃から，生産財の卸売り価格を11～12％引上げる

と発表した。これは，今までのような消費財を高く， 生産財を低く規制してきた価格

体系では，新しい利潤制度の実施がうまくすすめられない事などにその主な原因があ

り，ソ連の価格体系が， 漸く，全面的な再検討期に入っている事を示しているといえ

よう。

日 誌 （9月〉

l 日 f Pravda紙，ジョンソン提案を非難一一ソ連共産党機関紙Pravdaは1日の社

説で，ジョンソン米大統領が26日アイダホフォーノレズで、行なった演説をとりあげ

「ベトナムで戦闘をしながら，米ソ関係の改善などを口にするのは“偽善”であ

るJと非難，つぎのように述べた。

0このような提案はいつもの反ソ，反ベトナム，反共の言辞と結びついてさ

えいなかったなら意味あるものでありえたであろう。ジョンソン大統領は米ソ

両国の人々は “人生と歌と伝説を愛する点で共通している”と述べているが，

両国を引離す基本的な原則問題にはふれてヤなし、。

0われわれはとくに，世界のどこへでも武力で千渉する米国の警察政策のこ

とをいっているのだ。米悶はこのような干渉がその国家利益を満足させると信

じている。これではジョンソンの提案は “偽善”とν、うほかはあるまい。

Vウ総長辞意表明にソ連困惑かーーウ ・タン ト国連事務総長が再任拒否を表明
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したこ とについて，タス通信は 1日夜，エューヨーク発で簡単に報じた。

式符の論評はまだ見られなν、が，一様に“痛手”であると受取っている。

タス通信も「辞任を決心したのはベトナム解決に対する努力が実を結ばなかっ

たからであるJという総長の発言を引用している。ソ連は，東西間の“良心的な

橋液し”を失うことについてのマイナスをかみしめ，次期事務総長問題につU、て

頭を痛めてヤるものと観測される。

’ソ連首脳，北ベトナムへ祝電一一プレジネフ ・ソ連共産党書記長，

ン首相は， l司日北ベトナムに祝電を送り， 「Y連政府は戦争の新しヤ段階で必要

とされるすべての援助を与える措置をとっているJと述べた。

Vイルトゥイシ河の筏輸送終る一一VodnyyTransport紙によれば、，イルトウ

イシ何航運局の従業員たちは，期限前に筏曳行の計画を遂行した。ディーゼノレ船

（複数〉の140名の乗組員たちは複雑な気象条件下でオピ， コンダおよびタフダ

の各河川で木材伐の輸送に活動した。

Vイルトゥイシ複合金属コンビナートの新しい設備一一Pravc

ソ連公

コスイギ

ウスチ・カメノゴ、ノレスクのイノレトクイシ複合金属コンピナートで新たに《スキポ

ワヤ》竪坑が稼動をはじめた。この新しい竪坑では東部カザ、フスタンで最初の地

下粉砕自働積込み装置が設けられた。深い地下でレールの上を鉱石を満載した貨

車が動いている。これはカザフスタンの非鉄金層鉱業の新しい発展の一つである。

vウラル＝チュメーニ＝スウルグウト間高圧送電線の建設計画一－Pravda紙

によれば，全連邦電力網設計研究所ウラノレ支部は，最近チュメーニ＝スウルグゥ

ト問220kvの高圧送電線建設計画にもとっき，経路の現地調査を行ない，設計作

業を完成しつつある。この新しい送電線建設は5ヵ年計画のもっとも重要な課題

で，最初電力はウラノレからチュメーニ油田と中部オピ河地域の建設地区に送られ

るが，スウノレグゥト火力発電所（天然ガスを燃料とする）の建設が終ると，逆に

そこからウラノレに向ッて余った電力が送られることになる。送電線は1969年に操

業に入るよう予定されている。

V ソ連大使館員，追放一一米国務省は 2f:l，米国駐在ソ・連大使館のパレンチン－

A・ レビン3等書記官（科学担当〉の国外追放を発表した。問書記官が多額の金

で米国人から秘密情報を買ったことが追放の理由。

Vペベク港に大スタジアム開設ー－Stroitel仇ajaGazeta紙によれば，

ト民族管区のベベク港の住民たちは，最－近この地方で最初の大きなスタジアムの

開設を祝った。演壇には北極の港の海員，労働者，建設技師たちが立って演説し

チウコ
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fこ。

’キルギズ共和国の最高会議一一lzvestijα紙によれば， 8月31日終了したキノレ

ギズ共和国の最高会議は，畜産振興に関する地方機関の任務を審議した。また，

会議は常設委員会の仕事と代議員と選挙人の関係を重要課題としてとりあげた。

その他地方ソピ、エトの指導について共和国の最高会議幹部会と閣僚会議に対し，

多くの批判的意見が開陳された。

3 日 , Pravdα紙， 日共， 社党，総評を称賛－3日のソ連共産党機関紙Pravd，αは

「日本の運命Jと題する長文の論説を掲げ，そのなかで日本共産党，社会党，総

評を名ざしで，その民主闘争での功績を称賛するとともに，つぎのように述べた。

0反動の危険な策謀に対し，日本の民主勢力が対抗している。日本の民主勢

カは，全世界の進歩世論から支持されている。日本の共産党，社会党，総評は

米軍基地と軍国主義復活とに反対し，核兵器の禁止と独立，平和愛好，民主日

本を目ざす闘争の歴史に少なからず輝かしいページを書込んだ。

0現在，日本の労組は，ベトナム侵略をやめろとU、う米国政府あての要求署

名を続けている。米国の侵略に反対するストも準備されている。そうしてこの

戦いのなかで，とくに必要なのは，日本のすべての民主主義者の統ーと団結で

ある。広範な国民大衆の問では，日米反動の“連携”に対して，国内のすべて

の進歩勢力の連携を強化して対抗させるべきだとャう考えが深まっている。

’ソ連大使，北京への帰任見合せ一一ー北京駐在のソ連大使，セノレゲ、イ ・ラーピ

ン氏は，現在モスクワに帰っているが，モスクワの消息筋は「北京帰任は当分見

合わせとなるだろうJと諮ったと伝えられる。なお，帰任しない聞は代理大使が

職務を代行する。

ソ連のラーピン大使はじめポーランド，ノ、ンガリ｝，チェコ， Jレーマニア，東

独，ブ‘ノレガリアなど東欧諸国の北京駐在大使，それにユーゴの代理大使（ユーゴ

は中共に大使を送ってu、ない〉がみな申し合わせたように現在北京にν、ないのが

注目されている。

vベレイ金鉱の高速作業一一－l:westija紙によれば，東シベリアのチタ州の《ベ

レイゾロ ト》採金コンビナートでは， 今年3月採金作業で記録的な速度を打立て

た。31日聞に作業班は調査横坑を325m掘り進んだ。

4 日 V西シベリァ；台金コンビナートの設備拡張一一Stroiteli町ザαGazeta紙によれ

ば，ケメロボの商シベリア冶金コンビナートで，毎年新しい生産設備が操業に入

っているO 昨年ここの建設者たちは，薄桜！五延工作機械《250》の稼動開始を報告
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した。今年はシベリア拾金建設の労働者たちは，さらに新しい重要な勝利として，

9月2日針金生産工作機械《250》を操業に入らせた。

V西シベリア冶金工場の拡張工事一一Izvestija紙によれば，ケメロボの西シベ

リア冶金工場においては強力な鉄線工作機械が操業に入った。この設備のすべて

の主要な生産工程は機械化され，かっ自動化されており，年間数10万トンの鉄線

を生産することになっている。そのほか，さらに集塊工場の建設も急速に進めち

れ，また第2高炉，分塊圧延機および連続裁断機の設備もすすめられている。

6 日 Vソ連，太平洋ロケット実験終了一一6日のモスクワ放送によると，ソ連のタ

ス通信は，8月25日からロケット発射実験の実施にともない，航行禁止区域を太

平洋上に10月25日までの期限で設定していたが，実験成功のため6日これを解除

したと発表した。

，クラスノボドスクに新しいフェリーボー ト到着一一VodnyyTransρart紙に

よれば，クラスノボドスクに新造フェリーポート《ガミド ・スウルタノフ》号（デ

ィーゼル・電気船〉が到着した。この船は中央アジアのため各種の貨物を運んで

きた。新しい鉄道フェリーボートはパクーとクラスノボドスクの問のカスピ海を

定期航行するととになっている。

Vベーリング湾の小エビ漁－ Gudok紙によれば， ウラジボストーク発とし

て，極東の海洋冷凍トロール船団はアラスカ湾で，大量のバラ色のベーリング海

小エビ換、をはじめた。年末までに約10トンの小エピの水揚げが予定されている。

これによって作られた缶詰は国内でも大きな需要があり，また，輸出品としても

重要視されている。

Vタシケン ト地震地への鉄道貨物輸送一一Izvestija紙によれば，タシケント向

けの貨物輸送は日増しに増大している。タシケント分岐駅の荷物取扱作業は滞り

なく進められ，なかでも建設材料，工業および食料関係の貨物は優先的に取扱わ

れている。しかし， 1部に鉄道の滞貨があり，これについてウズベク共和国の人

民監視委員会は中央アジア鉄道当局に対し，厳重な警告を行なっている。

7 日 V東シベリア鉄道の穀物輸送－Gudok紙によれば，イルクーツク総局管下の

東シベリア鉄道では，今年収穫の穀物の輸送がはじまった。アパカン線区の職員

たちは，すでに所定の場所に向って，小麦を積んだ貨車数10輔を送り出した。鉄

道従業員達は農繁期の作業をよく準備した。

8 日 V北海道知事，ソ連当局と会談一一訪ソ中の町村北海道知事，横田根室市長の

一行は， 8日午前8時すぎレニングラードからモスクワに戻り，さっそく午前11
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時，ソ連外国貿易省にセミチャストノフ第1次官を訪れ，約1時間にわたり会談

した。この会談では，同第1次官が，日ソ沿岸貿易拡大に種極的な態度を見せ，

すでに決定している品目リストをさらに拡大する用意があると言明した由。

Vマリノ フスキー国防相，ベトナム派兵示唆一一モスクワ発の UPIによれば，

マリノフスキー ・ソ連国防相は 8日， ソ連がベトナムへ相当な規模の戦闘兵力を

派遣する可能性を示唆した。同国防相は多数のソ連青年がベトナムで戦うことを

志願していることにふれ， 「戦争はどこか遠くにあるのでなく，われわれが関係

しないわけにいかなし、j と述べたという。

v北氷洋航路の船舶ウラジポス トークに帰港一一VodnyyTranspo吋紙によれ
υ 

ば，ディーゼノレ船《ウノレゲンチ》号の海員たちは定期航路の課題を 106%遂行し

た。この船は北氷洋のペベクに貨物を運んだのちウラジポストークに帰ってきた。

タンカー 《オチャコフ》号も北氷洋航海を終ってウラジポストークに帰ってき

た。航海の予定計画は10昼夜短縮され，北極への貨物輸送を順調に遂行して感謝

されている。

Vアルタイの穀物収穫状況一一Gudok紙によれば， アノレタイの穀物生産地の

作業は終了に近づいている。ステップと山麓地帯においてはすでに450万ヘクタ

ール，つまり農地の総面積の86%が刈取られ，その4分の5は脱穀された。調達

所への小麦の流れは日増しに増大している。

9 日 V ソ連，ウ総長の再任支持一一国連安保理議長国であるソ連の代表部は9日，

①ソ連は去る7月に明らかにしたウ ・タン ト事務総長再任支持の態度を変えてい

ない， ②しかし，安保理が正式にワ・タント氏の再任を要望し，これを拒否せざ

るを得ない立場に同氏を追込んだ場合，安保理の威信にかかわる問題にもなる，

との理由から慎重な考慮をしている。 との態度を非公式に明らかにした。

f AA作家会議分裂一一このほどソ連のパクーで開かれた「ベトナム支援アジ

ア ・アフリカ（AA）作家会議」でA A作家会議の分裂が決定的となり，ソ連派

だけでAA作家会議第3回総会を開催する大勢となった。

A A作家会議のムノレシ ・サード ・エド ・ディン副書記長は，9日午後モスクワ

の対外文化交流国家委員会で記者団と会見し， ①A A作家会議第3回総会を来年

2, 3月ごろベイノレートで開く， ②総会準備会議を10月カイロで開催し，とれに

は作家会議書記局を構成する10ヵ国代表〈ガーナ，インド，インドネシア，カメ

ノレーン，中共，アラブ連合，ソ連，スーダン，セイロン，日本〉が参加する，③

作家同盟書記局をコロンボからカイロへ移し，新書記長・にユセフ ・エノレ・セパイ
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氏（アラブ連合〉を推すーーなどの諸点を公表した。

この決定によって，カイロの総会準備会議には一応北京派の書記局構成メンバ

ーも参加する建て前をとっているが，北京派が会議をボイコットすることは九分

どおり確かであり，その結果，ソ連派だげで第3回総会を開催する見通しとなっ

た。

，シベリア最初のゴム工場一一Pravda紙によれば， クラスノヤノレスクmに建

設中のゴム製品工場ではプラントの組立作業がはじまった。これはシベリアでは

最初の大きな工場で， 年間200万の手ンパイン用V型ゴム・ベルトを製造するこ

とになっている。その他，この工場はゴム・ホースと型作り機械をも作る予定で

ある。

10日 , Pravda紙，コメコン論評一一ソ連共産党機関紙fヤ・avd，αは10日，このほど終

ったコメコン〈経済相互援助会議〉執行委員会を論評，そのなかでソ連のコメコ

ン諸国との貿易は1970年までに66%増大すると報じ，さらに次のように述べた。

0機械，燃料，工業原材料，消費物資貿易は今後5年聞にとくに急速に伸び

よう。

0ブルガリアとコメコン諸国との貿易は91%，ノ、ンガリーは72%，ポーラン

ドは56%それぞれ増大しよう。

Vソ連，近く衛星船打上げか一一 米国航空宇宙局（NASA）のクエップ烏長

は10日「ソ連はごく近い将来，人間衝昼船を打上げることになろう」と述べた。

同局長はさきに，米国の宇宙活動に比べてソ連はすでに19ヵ月も人間衛星船を打

上げていなャが，それでもソ連は宇宙科学のいくつかの分野で米国よりも 2年も

リードしている，と語った。

vウルブリヒト，ソ連訪問一一11日のモスクワ放送は，東独のウルブリヒト社

会主義統一党第1書記兼国家評議会議長が10,11の両日，ソ連共産党中央委員会

の招きでモスクワを訪れ，ソ連共産党中央委員会でブレジネフ書記長と会談した

ことについて，つぎのようなコミュニケを発表した。

0両党指導者は現在の国際情勢の諸問題について意見を交換し，ブカレスト

宣言に述べているワルシャワ条約加盟諸国の共通の路線にそった欧州安全保障

の課題に大きな注意を払った。

0会談参加者は両党が欧州！の平和恒久化，社会主義共同体，世界共産主義・

労働運動の団結の強化に向けられた努力で一致しているととを満足をもって認

めた。
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！？ノレプリヒト第 1書記は11日，汽車でモスクワを出発，帰国の途についた。

V東京バレエ団モスクワ公演一一クレムリン内の劇場で， 1 IJから東京ノミレエ

団の公演が開幕し， 10日間公演したが一般に好評であった出である。

V力ザフスタン横断高圧送電線建設計画一－Pravda紙によれば， アルタイの

111からウラノレの草原までの広大なカザフスタンを横切る 500kv，延長2000kmの新

しい送電線の建設が計両されている。カザフスタンの電力建設者たちは，すでに

この送電線の一部であるエノレマークとツェリノグヲー ドの川市問の送電線建設設

計舎を受取った。 その延長は約400kmで，パブロダノレ ・エキバス トクズ工業中心

地の強力な熱電力側：給火力発屯所〈被数）の電力をカザフスタン共和国の中心部

に送るととになっている。

V アンガラ河流域の林業ソフホーズ、建設計画一一Pravda紙によれば， アンガ

ラ河の岸で，新しいカラブゥリ林業ソフホーズの建設がはじまった。これは 5カ

年計画でクラスノヤノレスク地方にできる大きな木材工業集団の新建設の一つで、あ

る。：豊富な森林資源を有するアンガラ河流域に将来できる鉄道線路に沿って広大

な作業が展開されることになっており，現在建設中のレショトクイ＝ボグチヤヌ

イ森林鉄道の沿線には四つの林業ソフホーズがで、きることになっている。アンガ

ラ河のj判乙建設を予定されてし、る林業ソフホーズの数は全部で13であるo

11 B V赤の広場で青年大集会一一11日モスクワの赤い広場で開かれ集会に約2万3

千人のソ連学生が参加し，北ベ トナムを支・持して「要請がありしだν、戦場に出か

け，勝利をおさめる」用意があることを誓った。

v東独，モンゴルの第1書記，赤の広場にーーウルブ、りヒト東独社会主義統一

党第1書記が11日，モスクワの赤の広場で行なわれた青年たちの大集会の前に現

われた。このほかツェデ、ンパノレ ・モンゴノレ人民革命党第 l書記の安もみられた。

V ソ連，超大型ロケット開発か一一一米ワシントン ・ポスト紙が11口伝えるとこ

ろによると，米国は最近ソ連が米国の月旅行ロケッ ト，サターン5型を上回る超

マンモス ・ロケットを開発中との情報を入手したといわれる。間報道は情報源を

明らかにしていないが，米国の偵察衛星が新ロケットのテス ト準備をとらえたも

ようだ、としている。

サターン5?]1ロケッ トは全長116メー トノレ，約3375トンの推力を持ち， 120トン

の重量を地球を閲る軌道に乗せ， 45トンを月へ送る力を持つことになっている

が，まだ打上げ実験は行なわれていない。現在米国の宇宙開発はこのサターン5

型による月征服にすべてをかけており，これ以上のロケット開発の計画は全然決
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まっていなν、。

このサターン5型を上回るソ連の新ロケットの目的について，同紙は，月以遠

の火星，金星旅行，または多数の宇宙飛行土を乗せた一大宇宙基地打上げ用では

ないかと推測している。米国は，昨年ソ速が宇宙観測用衛星プロトン〈重さ13ト

ン〉の打上げ用に使った新型強力ロケットの存在を 1年以上前から向じ偵察衛！f-.

により探知していたといわれるo このソ速の強力ロケットは，米国が本年末打ち

上げ予定のアポロ 3人釆り宇宙船に使われるサターンlB型ロケット（推プ）720ト

ン〉の 2倍以上の推力を持つとみちれていた。

T Pravdα紙，耐核戦車の保有を示唆ーーソ連陸軍の戦車軍司令官パベル ・ポノレ

ボアロフ将軍が11日プラクダ紙上で明らかにしたところによると，ソ連軍は核兵

器によって荒廃した地域で作戦することができる戦車（複数〉を保有しており，

これは核戦争下で地上軍の決定的要閣になるという。

同将・軍によると，これらの戦車は“強力な動く要さい”ともいうべきもので，

強力な火探と厚い防墜を持ち，高植にも耐えることができるため，長距離走行が

可能で敵に強力な打撃を与え，水陸両用，放射能汚染地域でも作戦できる。とく

にこの戦車の決定的なカは，核爆発の破壊的要因に完全に耐えうる点で，核戦争

が起こった場合，地上軍の決定的な戦力となり，他の部隊との協同作戦で敵を全

滅できることであるという。

Vモスクワ放送，南ベトナム選挙を冷評

V衛星打上げで仏ソ共同コミュニケ一一訪ソ中のフランスのベールフィット科

学研究 ・原子力 ・宇宙担当相は11日，ソ連当局者と仏ソ科学技術協力にかんする

協議を終り，双方は次の共同コミュニケを発表した。

1. 両国はフランスの人工衛星をy速のロケッ トによって打上げる問題の検

討を始める。これらの検討は，人工衛星の種類，衛星が積載する機器，打上げ

スケジューノレなどについて行なう。フラシスはまた， y速の人工衛星を使用し

て宇宙実験を行なうことになろう。

2. 両国は次の協力について合意に達した。 ①高エネルギー核物理の施設，

研究の共同使用， ②ソ連の通信衛星モノレニャ 1号の利用による宇宙通信実験，

③ソ連が採用したフランスのカラーテレビ組織を他の諸国にも拡大すること，

④石油探査，海洋資源調査面で‘の協力について協議するため年末に仏ソ委員会

を開くこと，その他。

Vブラーツク水力発電所建設者に勲章授与一一St1・・oitelinajaGazeta紙によれ
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ば，東シベリアのブラーツク市においてイノレクーツク州の党委員会と州の政府機

関の指導者たちは，最高会議幹部会の委嘱により，プラーツク水力発電所の建設

者たちに勲章と記章を交付した。団地のクラブでは党中央委員，イノレクーツク州

第 1書記 S.N. Schotkinが祝賀演説を行なった。

V トムスクの油田開発進む一一－Pravda紙によれば， トムスク外｜のアレクサン

ドロフスコエ村の桟橋から，さらに原油を積んだ伝馬船1隻が出発した。 トムス

ク州ではすでに 3万2000トンの原油をjJf_山した。ソ連最大といわれるこの油田で

は大きな作業が行なわれており，ストレジェボエ村には従業員の都市がで‘きょう

としているo オムスク＝ウスチ ・パノレイク問石油パイプラインは現在建設中で，

アレクサンドロフスコエニウスチ ・パノレイク問のパイプラインも同時に操業を開

始することになっている。これらによって，チュメ ーニと トムスクの原油は同時

に石油化学都市に送られることになる。

12日 V米国人，ソ連へ亡命一一12日のモスクワ放送によると，タス通信は同日，ア

メリカのベトナム戦争に反対するアメリカ市民，元カトリック宣教師のハロノレド・

コック氏の要請を検討したソ連当局が，このほど同氏のソ連への政治的亡命を許

可したと発表した。

vナホトカ＝日本間に海底ケーブjレ一一デンマークのグレー ト・ ノーザン電信

会社が， 日本本土 〈直江津〉とソ連のナホトカ問に海底通信ケープ、ノレを敷設する

工事を受けもつ事で，ソ連電信当局と日本国｜際電電の双方と交渉していたが， 9 

月12凹，原則的に一致したと伝えられる。ケーブルは同軸型ケープノレとよばれる

型のものである。

，ャクート自治共和国の採金成績一一Pravda紙はヴスチ・ネラ〈ヤクート自

治共和国） 11日発として，極北のオイミヤコンでは今年の採金作業が終末に近づ

きつつあると報じた。採金労働者たちは次から次と採金の年間課題の遂行に関し

て報告してきている。 《マノレシヤリスキイ》採金現場の労働者たちは 5ヵ年計繭

第 1年度の採金競争で課題の106%を遂行した。

13日 V ソ連 ・モンゴJレ党首脳会談－ 13日のモスクワ放送によると，ブレジネフ ・

ソ連共産党中央委書記長は同日，ツエデンパノレ ・モンゴ、ノレ人民革命党中央委第 1

書記兼モンゴノレ首相と会見した。

新開発表によると，双方はソ連，モンゴノレ両党および両国間の協力のいっそう

の強化の問題を討議した。また，双方が関心をもっ国際情勢の諸問題について意

見を交換した。
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Vクラスノヤルスク水力発電所用巨大な動輪の輸送状況一一 Vodnyy T1・・ans・

j>ort紙によれば‘，昨日レヱングラードの冶金工場で製作されたこつの新しい巨大

な動輪とその他の長－ぃ設備をクラスノヤノレスク水力発電所に輸送する複雑な作業

が完成された。との非常にむずかしい輸送を首尾よく遂行したのは，北海航運応

の 《ロジマ》号の乗組員たちである。ネパ河からエニセー何への航路の若干の部

分では河川と海の曳行船が，また，カラ海では1詩吟k船 《カピタン・ボローニン》

号が活動した。現在 《ロジマ》号はすでにディプノゴ、ノレスク（ク ラスノヤノレスク

北方〉に到着している。

14日 V漁夫12人釈放の通告一一ソ連外務省は14S，日本大使館にたいし，領海侵犯

不法操業のかどで抑寝中の日本人漁夫12人を22日に引渡すと通告した。

12人の釈放は町村北海道知事の訪ソ中，ソ連外務省スダリコフ極東局長が内示

していたもので，引波しrr.'J＇円，場所は近日中に通告される見込み 。

v西独，ソ連と貿易協定交渉一一西独政府は14日，ソ連との貿必協定を討議す

るため西独の代表団をそスクワに派遣すると発表した。この会議は10月3日から

始められる予定である。

V米平和部隊員逮捕一一ソ連外務省は14日， 「ソ連肖局は米平和部隊の勤務員

を国境佼犯の疑いで逮捕したJと発表した。逮捕されたのはイラン駐振の米平和

部隊員トマス ・R・lごーソン（24）で， 11日イラン国境付近のソ連領アンタラの

近くでソ連瞥備兵につかまった。

, Pravda紙， 「ルナ－9,10号jの成果発表一一ソ連のアレクサンドル・ピノ

グラードフ科学アカデミー会員，ユーリ・スノレコフ同準会員は14日の Pravda紙

上で，ソ連の自動ステーション“月（ノレナー）9, 10号”が月を探査した結果に

ついて次のように報告した。

0測定した月而の地域には，放射性元素をたくさん含んだ花こう岩のような

岩石は発見されなかった。これまで一部の科学者たちは，地球上にある岩－石の

テクタイトは月から地球に落下したものと信じていた。しかし，この中に含ま

れている放射性元素のウラン， トリウム，カリウムの量は，花こう岩中のそれ

とほぼ同最であり，テクタイトは月から落下したとは考えられない。

0 “月の大陸”のガンマ線の平均強度は，いん石のものと一致している。こ

のことは，月の創成期，つまり月が間体としての形を形成した時代に，その表

而は組成と構造がいん石と類似していたことを示していると信じられる。そう

して月の内部が放射性元素の分裂で熱せられ，表前がとけた。しかし，この過
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程は全体を包むb地殻を形成した地球とは違って，月では表面の一部分だけがと

けるという過程をと った。

0月面のある部分は噴出した溶岩で・おおわれ，この結果， “海”ができた。

この部分の岩石は地球上の玄武岩と同じ量の放射能元棄を含んでいる。とれら

はまだ最初の実験をしたばかりで，最終的結論を引出すには｜時期尚早である。

vムゥルガブ・ オアシスの機械化濯灘用水－Pra-vda紙によれば， トルクメ

ン共和国のムワノレガプ ・オアシスにおける水不足は，機械化庁l水のポンプ ・ステ

ーションで補われている。この人工の河の長さは46kmで，カラク ーム運河の水位

よりも高い地域の瀧蹴に役立ってヤる。

’中央アジア高山地帯の高圧送電線工事一一lzve:stij.α紙によれば，キノレギズ共

和国の山中では高圧送電線の建設が進んでいる。近年キノレギズとタジキスタンな

どの中央アジアの山岳地区における送電線の延長は数千キロメートノレに達してい

る。海抜4000mに達する高地の架設工事は多くの危険があり，また気象上の陣容

を受けるので，これについてキノレギズ共和国科学アカデミーのi向山科学研究所が

研究してν、る。

Vアムール河沿岸に新しい林業ソフホーズ一一Seliskaj,αDz,:zuy紙によれば，

ハバロフスク地方のアムーノレ河に近い絡林内で，スラピャンスク，パダリノ，サ

ンボリノの三つの高度に機械化された林業ソフホーズの建設がはじまった。かれ

らはシホテ ・アリニ山脈の森林内で，毎年50万msの用材を出荷することになっ

ている。この用材は主として筏東最初Jの木材化学工業であるコムソモリスク・セ

ノレロ ｝ズ ・厚紙コンビナー トで使用されることになっている。

。 15日 Vソ連の鉄道資材，北ベ トナム到着一ーハノイ駐在の中共外交代表団は15日夜

ソ連ならびに東欧諸国から送られた大量の鉄道資材到着を祝う北ベトナム政的；主

催の歓迎レセプシヨンをボイコツトし，また，アルバニア外交代表団も欠席した

由である。

さる6月，米機の猛爆撃によりハノイ，中共を結ぶ鉄道，道路が破壊されたた

め，北ベトナム政府は同盟国にたいし，ハノイ ・中共間の輸送は一時中止せねば

ならなくなるだろうと通告した。鉄道，道路が潤ー建されるまで，中共経由で輸送

される物資は中共側国境内に集積されることになったが，東欧諸闘が鉄道網再建

のため特別の援助を与えることを約束，この夏北ベ トナム代表団が東欧諸国を訪

問して機関車，車輔，資材など，主として鉄道施設の発注を行ない，それがこの

ほど到着したもので，それまでは中共技術者が鉄道建設を援助してν、た。
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V駐ソ米大使，帰国一一コーラー・ソ連駐在大使は15日，国連総会開会白fiにラ

スク米国務長官と打合わせするため空路ニューヨークに向かった。同大使は，ラ

スク長官とグロムイコ ・ソ連外相との間で行なわれる国連総会前の会合に出席す司

るものとみちれる。米ソのこの会合は，過去4年間国連総会前にもたれてきたも

ので，今回はベ トナム問題と核拡散防止問題が議題になろう。

V宇宙平和利用法律小委紛糾一一国連の宇宙平和利用法律小委員会で番t議され

ていた「宇宙 ・天体半和利用条約J案は15日の作業部会で，ソ述と，多数回の意

見が対立したまま調整がつかなかった。同小委は16日，中間報告を採択して議事

を終了するが，宇宙条約の締結は，これで総会後まで持越されることになった。

ソ連は12f.lの小委員会開会以来，衛星追跡についての平等な使宜供与を根本原

則として強く主張しつつけたが，小委員会構成国の多くはj ソ連の主張が一方的

すぎて到底受入れられないとし，双方・の態度は平行線をたどった。 しかし， 1乃円

に米国が他の重要な2点で，ソ連の主張に歩み寄り，小委員会には「ソ連はその

主張乞取引材料に使ったう えで、ひっとめるだろうJとの観測が強く流れていた。

だが，ソ連は15日に至っても「ソ連案の原則を受入れない限り， 一切の相違点の

討議には応じないJとの態度を明らかにしたため，ついに審議未了となった。

ソ連カ旬、う 「平等な便宜供与Jとは，ある宇宙国の衛星追跡になんらかの形で

協力した宇宙条約加盟周は，｛也の宇宙図の要求があれば同様の便宜を与えねばな

らないとν、うものである。これでは，米国に追跡データや，追跡ステーションの

敷地などを提供している図は，ソ連にも同じ使宜を図らねばならないことになる

が，見返りは期待できない。ソ連はどの国にも衛星追跡の便宜を与えていなν、か

ら，そういった義務は生じなし、。

プノレガリアとチェコを除く各国はこぞってソ連案の 「不半等j を非難， 日本な

ど近い将来に衛星打上げの可能性をもっ国は 「現在の非宇宙国に対して非常に不

利な差別規定」だと主張した。

，キルギス共和国の濯蔵用水網－Pra・v.d，α紙は， オシ14同発のタス通信とし

て次のように報じた。キノレギズ共和国南部における最も大きなアク ・ブゥリノ瀧

税用水の建設が終り，ベトンで凶められた32kmの水路を通って，アク ・ブウノレイー

河の水はアラパン谷の綿花農場に流れた。 この用水はアライ山脈に源、を発するす

べての河川をつなぐ水系の最後の一つであって，これらによって 5万ヘクターノレ

が瀧概されることになる。

16日 Vソ連・東欧連合演習始まる－19日から始まるソ連，チェコ，ハンガリー，
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東ドイツ 4ヵ国の連合大演習のため，16日，ソ連軍部隊がチェコ領内に移動して

きた。との大演習は第2次大戦後最大規棋の演習であり，ワノレシャワ条約機構統

一軍最高司令官グレチコ元帥〈ソ連〉が統轄すると伝えられた。

V ソ連，国連分担金拠出か一一国連東欧筋は16日，ソ連とハンガリ一両国は国

連平和維持費に対する自発的きょ金を近く行なう志向で・ある，と語った。問筋に

よれば，その時期は20口から始る総会の開会早々か，あるいは次の週のうちとみ

られる。

ソ連のこうした態度は，国連がその機能を果すべきであるとするソ連の主張と

合致するものであると同時に，ク ・タント総長の再任の意思を促し，さらに再任

を妨げているのは米国である，との印象を与えようとするねらいとみられている。

Vソ連首相，11月にインド訪問一一インド外務省のスポークユマンは16日，コ

スイギン ・ソ連首相がきたる11月に 1週間の予定でインドを公式訪問すると語っ

Tこ。

コスイギン・首相は滞在中， ピハノレリ＋｜に新しくソ連の援助で－建設されるボカロ製

鋼所の起工式に出席する予定。

v北斎展，モスクワで、開催一一北斎作品展が16日からモスクワのプーシキン名

称美術博物館で聞かれた。北斎の作品は日：本の各博物館の所蔵品および私蔵品の

中から選ばれたものであるo

なお，同日付のY連共産党機関紙フ。ラウダは「北斎は人民のために創作するこ

とを自分の使命とみていたが，一生この考えに忠実であったJと書いてU、る。

V スネジノゴルスク水力発電所建設開始－StroilelinajaGazet，α紙はディプ

ノゴノレスク（クラスノヤJレスク地方〉発のタス通信として，クラスノヤノレスク水

力発電所の建設者たちが，いま州内のもう一つの発電所建設現場に到着している

と報じた。彼らはー此界で最も北にある発電所の一つで、あるハンクイ水力発電所用

のプラントをスネジノゴ、／レスクに発送したばかりである。その輸送はエニセイ河

を下って行なわれている。

Vオムスクj1jilの穀物取入れ終る－ Gudok紙によれば，オムスクナ｜、｜の農場では

263万ヘクターノレの穀物取入れが終った。オムスクのトラクター逆転手たちがこ

のように早く収穫を終ったのは初めてである。農場は静かになり，コJレホーズと

ソフホーズの機械係たちの一部は明年のための春蒔起耕に着手し，すでにほぼそ

の半分を終った。

Vウズベキスタンの綿花取入れ状況－Gudok紙によれば，ワズベキスタンの
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綿花農場はJ農繁期を迎えている。ブ‘ノ、ラとホレズム， フェノレガ、ナとカラカノレパキ

ヤの広大なステップでは，綿尖を集める数百台のコンパインが饗を立ててU、る。

多くの結綿工場の需要に応じて中央アジア鉄道のフェノレガナ，カガンスクなどの

線区の鉄道従業員たちは綿花輸送の準備に取りかかっている。

17日 V米の海底爆破実験を非難－＇／速は 17日，アメリカが近く日本近海で行なう

海底爆発をふくむー述の実験をとりあげ，公海の自由に対する前例のない違法行

為であると非難した。アメリカの実験は， 9月中に千－島列島沖で、開始されるが，

これが自身に関する情報を入手するのが目的とされている。これについて，ソ連

通津島建設省新1・の「拍j上運輸」は「実験水域には， 300隻以上のy連漁船が操業

しており，アメリカの実験は，その操業を妨害するものである。また，千島列島

水域のアザラシの移動をもlfil'.f/:.'.するし，カムチャッカのビーバーにも危険を与え

るJとのべ1こ。

V ソ連の国連代表団一－＇／辿は 17日，国連総会に出席するグロムイコ外相以－ド

の代表団の顔触れを発表したが，この中にはセノレゲイ ・ラーピン中凶駐在大使も

含まれてν、る。しかし，発表は｜可大使の肩書きをはずしている。

Vクラスノヤルスク水力発電所へ除隊兵到着一－Pravda紙によれば， クラス

ノヤノレスク水力発電所の建設現場に，軍隊の現役勤務を終った兵隊たちが到着し

たυ 彼らの－fmは｜主大なダムの了．事に，また，その他はベトン工場（複数〉で，

さらにまた一部はデ‘ィグノゴノレスクの労働者住宅の建設に従事することになるo

ここで各種の建設機械の取扱いを習得した者は，さらにサヤノ ・シゥシェンスカ

ヤ水力発電所の建設におもむく事になろう。

18日 Vルノーもソ連進出かーーモスクワ発の外電によれば，フランスのノレノー自動

車公団の代表が，自動車生産設備の対ソ輸出契約の細目とりきめのため，近日中

にモスクワへ到者するという。輸出の規模は，さきに発表されたイタリーのフイ

アッ トと同じく 3億｜ご／レ程度とみられている。

v米国，ソ連に和平調停要請か一一 ゴーノレドバーグ米関連大使は18日の全米向

けテレビ放送で「米国は今週，グロムイコ ・ソ連外相に対し，北ベトナムを和平

交渉に参加させるため手を貸すよう要請することになろうJと言明した。グロム

イコ外相は国連総会出席のため訪米の途上にあり， 22日，ラスク米国務長官，ゴ

ーノレドパーグ大使と会談することになっている。

Vグロムイコ外相， ニューヨーク着

vジェレズノゴルスク・イリムスキイの建設－StroitelinajaGazeta紙によ

-(270)- -392・-



シベリア開発（ 9月〉

れば，イノレクーツク州、！のジェレズノゴ）レスク ・イリムスキイでは採鉱冨化コ ンビ

ナー トの第2次計itlfiを速かに稼動させるよう努力している。 コノレシゥノボ建設の

労働者たちはもっとも早く工事をすすめ，現在，建設組立作業を完成しながら新

しい生産力を営業に入らせる準備をしている。

19日 ’ブレジネフ書記長，ブルガリア訪問

V クラスノゴルスク木材風袋工場－ lぅ・avda紙によれば，市株－太のュジノ・

サハリ ンスクJllくのクラスノゴソレスク木材J!F,L袋コンビナートはサハリ ンリ十｜の漁業

工場－に各種のj民主連を供給する大きな企業である。現在ソ述最初の)ef{hft，利用風袋製

造の試験工場が建設されているO その；H・1担i能力は年間20万櫓．といわれている。

vプロコフィ エフスク炭坑のコークス炭一一わなも’da紙によれば， ケメロボ州

のプロコ フイエフスク炭坑で最も古い第 3-3－ピス竪坑の労働者たちは 《クズパス

ウーゴリ》〈クズパス炭田〉のレーニン勲章コンビナー卜で最初にと｜ふヵ）ヨ Jjl.く9

カJJ計・闘を逆行したQ 年のはじめから約8万トンの高品質のコークス炭を計画よ

り多く生産した。

20日 V アルタイ ・モーター工場の拡張一一－Pravda紙によれば， パノレナウノレのアノレ

タイ ・モーター工場では， 90および130馬力のエンジン結合用第3コンベヤーの

組立とテスト運転を終った。これらの新しいディ ーゼノレエンジンは，ボルゴグラ

ー ド，ハリコフ，アノレタイのトラクグー，伐採用および道路用の機械にJI]v、られ

る。

vシベリアに新しい船団一一－VodnyyTrmzsport紙によれば，河川船舶省の特

殊泌上誘導調査の大船団は困難な航海の後，サレハノレドに到着した。この船団の

なかには，イノレトゥイシとオピの航運用に配j寓される43隻の船がある。それは，

貨物船，曳航用ディーゼノレ船と汽船，波諜船，平底船である。これらの船をイノレ

トゥイシ河のデ、イ ーゼノレ船がオピ河の河1-1に沿って誘導した。間もなく第2船団

も到着する予定である。

21日 Vクラスノボドスク精油工場の拡張工事一一Gudok紙のクラスノボドスク通

伝によれば，精油工場は，最初の電極コークスを積んだ貨車（複数〉を発車させ

た。コークス製造装置は同工場の拡張工事で操業に入った4番.r-:1のものである。

工場ではガス ・フラク シヨン装置〈ガス分溜装置〉の建設も完成しつつあり，。こ

れは11月7日までに営業をはじめることになってU、る。

’ハウズ・ハン人工海の貯水始まる一－Cudok紙のアシハバド亀によれば，ト

ルクメン共和国最大のハクズ ・ハン人工海の貯水がはじまった。毎秒25m3の水
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がアム ・ダリヤ河からカラクーム運河を経てそこへ流れこんでいる。港翻jシーズ

ンの初めまでに，この人工海に 4億6000)jm3の水がたたえられることになって

いる。

vトクトグウリ水力発電所の建設工事一一P

（キ／レギ、ズ共和悶〉河谷で， トクトグゥリ水力発電所の建設が進められてν、る。

ナノレイン河の閉塞はすでに本年1月行なわれ，間もなく高いダムの建設準備に入

ることになっている。この発電所の建設が終ると，その電力はキノレギスばかりで

なく，ワズベキスタン，タジキスタンおよびカザフスタンの経済発肢をも助け，

また，貯水湖の水は200万ヘクターノレの土地を瀧i祝することになるとヤっている。

22日 Vルノー，対ソ自動車プラント輸出に仮調印か一ーモスクワ発のAF P通信に

よると，フランス国営自動車メーカー ・ノレノ一社のメゾン輸出部長は22日，同社

がこんご1週間以内にソ連側と自動車製造用設備およびノウハウ総額5000万ドノレ

の輸出契約に仮調印することになったと言明した。メゾン部長はY連側との会談

を終えパりに向け帰国を前に諮ったもので，仮調印はモスクワで，本調l'.:IJは10月

15日ごろパリで行なわれる予定である。ルノー社はこの契約と問｜昨にソ連自動車

業界と技術 ・科学協力5ヵ年契約に調印するという。

V米ソ外相，第 1次会談一一ラスク米国務長官は， 22日夜， ウウlレドーフ ・ア

ストリア ・ホテノレにグロムイコ・ソ連外相を招いて夕食を共にしながら， 31時間

にわたって会談した。

v北ベ トナムへ消費物資ーーモスクワの外電によると，ソ連消費者共同組合は，

北ベトナムにたいし， 180万ループル（ 7億2000万円〉相当の消費物資を無料で

供与する計画である。また，ソ連赤十字は21日，北ベトナムにたいし， 3万ノレー

ブ、／レ (1200万円〉相当の医薬品を送ると発表してν、る。

V北樺太天然ガス交渉進展せず一一－オヒサハリン天然ガス開発に関する日ソ間の

価格交渉は22日午後，東京 ・幡ケ谷の帝国石油本社で第3回会談を開いた。この

日も第 1,2回の会談と同様に，互いに相手のハラの探り合いだけにとどまった。

このため日ソ双方は，来週に予定している第4回会談に具体的に価格を提示でき

るよう努力することを申し合わせた。

V日航専務，商務協定について語る一一日本航空の朝田静夫専務は22日午後，

東京 ・丸ノ内の日航本社で記者会見し，ソ連のアエロフロート〈ソ連民間航空〉

と東京＝モスクワ線の共同運航を行なうための商務協定締結交渉について「すで

に90%以上の点で、意見がまとまっている。ソ連側は年内に 1番機を運航したいと
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してヤるので，対立している問題をなるべく早く解決，協定に調印したい」と語

った。

Vモスクワ放送，防衛庁視察団を非難一一22日のモスクワ放送は，防衛h二の公

式使節団南ベトナム派遣をとりあげ「日本はアメリカのベ トナム侵略に援助を与

えているばかりなく，侵略者がえた軍事的経験を利用しようとしているJと述べ

た。

▼平新艇事件でソ連から申し入れ――ソ連のロザノフ駐日代理大使は22日午前

lll時半，外務省に下回次官を訪問，北朝鮮政府からの依頼によるソ連政府の訓令

にもとづく申し入れであると前置きして 「北朝鮮の漁船平新艇4-034号の船体お

よび犯罪人を含む乗組員会：只を北朝鮮に引波してほしい」と口頭で要請した。こ

れに対して．下回次官は「平新艇事件は目下事実関係の取調べ中であり，結論を出

す段階にはなし、。処置が決まれば結論については事後にソ連大使館に通告する」

と答えたの

V進展実業，対ソ不正輸出で手入れ一一詳細は争I持：記事項参照。

' ハバロフスク，ラザレフ間貨物輸送一一VodnyyTransport紙によれば，デ

ィーゼノレ船 STニ・505号はハノミロブスクからラザレフ岬までの貨物輸送の第4凶自

の航泌を終った。この船はこれらの航海で2万ト ン以上のプラン卜，建設材料，

伐採火，石油パイプライン建設者，地質調査員たちのために食料を輸送した。

23日 V ソ連・ユーゴ首脳秘密会談一一ーベオグラード発の外電によれば，ブレジネフ

ソ辿

のとイ言じられているo ベオグラー ドの政治観測筋によると，チト一大統領の招待

によるブレジネフ書記長の3日間にわたる非公式ユーゴ訪問は，すべて秘密のう

ちに行なわれ，ブレジネフ・チトー会談は中共問題を中心とした共産陸｜諸国の情

勢に焦点が置かれるものと予想される。

V巨大な鋼管運搬車一一ーウィーンのVW Dによれば，ソ連は新しい鋼管用特殊

運搬車「フ。レティエボ 481Jを作り出した。この車は50トンまでの重い鋼管を輸

送でき，とくに石？Ill・天然ガス輸送管建設に使用される。車は八つの推進車輸を

もち，シベリアのような交通の似の悪い土地でも使える。動力車と付属車の問の

間隔は安全ロープの調整によ って大きくでき，長さ 48メートノレ，直径1.5メー ト

ルまでの鋼管を運搬できる。速力は空車の場合は時速55キロ，積荷の拶J合25キロ

出せる。メーカーはモスクワのガスストロイマシナ工場である。

V ソ連外相，国連総会で米国非難一一グロムイコ・ソ連外相は23日，国連総会
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本会議で一般討論演説に立ち，ベトナム問題についてfitiI.Iゴールドパーグ米l.klili

大使の演説で示された米側提案を 「米政｝（：Jのベトナム侵略弁護にすぎず，ワシン

トンがベトナム問題－の解決を求め，ベトナム人民への侵略をやめようと真剣に脅

えている証拠はなにも見出せなし、Jときめつけ．米国の行動を激しく非難した。

これに続いてグロムイコ外相は， ①20回総会で採択された不可侵と各国の安全：

保障と独立に対する宣言を再確認し版行する， ①国｜際エ！？荊1への脅威であるととも

に各国の独立と自由に圧力を加え，内政干渉となっているアジア，アフリカ，中 1 

南米にある外凶基地の排除と将来の設置を禁止する， ω核拡散防止条約締結への

障害となっているあらゆる行為を把持し，その早期実現を1i1ることの3提案をし

fこo

24日 Vソ連・ユーゴ共同声明一一22日からユーゴ訪w111・，のプレジネフ・Y連共産党

書記長は24同，チトー ・ユーゴ大統領兼ユーゴ共産主義者｜川出法：記長と共同コミ

ュニケを発表，ベトナム支J震を強調した。

V米ソ外相第2次会談一一一ラスク米悶務t三官・とグロムイコ・ソ連外相は，乙4↓I 

夕食をともにしながら，4時間半にわたって会談した。会談後，米政府当局者は

核拡散防：止条約妥結への新たな可能性が生まれたと諾った山である。

T lzvesfiia紙， インドネシア債権国会議を非難一一241:1付けのソ連政附機関紙

Iz・uestijαは，東京で終ったインドネシア債権｜王！凶際会議を恐かっ者のクラブと名

付け，次のようにのベた。

アメリカ，イギリス， ドイツその他の西方諸国は援助に名をかりで，インドネ

シアに対する一種の集団的な保護を打立てようとしてし、る。西方諸国はインドネ

シアのいまの経済問難と外債を，この国を伝統的な反植民地主義のブ＇.Tlfi・トからそら

せ，これを帝国主義的軍事ブロックに引入れるために利用している。

V ソ連国防省「第2次大戦史」発表一一ソ連国防省は24日“偉大な愛国戦争”

と題する新しい第2次大戦史を公表したか， 617ページにおよぶこの戦史は，フ

ノレシチ ョフ前首相によって“あわてふためいたそこっ者”ときめつけられたスタ

ーリンの功績を向く許制liし，フノレシチョフに時代誇張され，彼の没落とともに忘

れられようとしている，フノレシチョフの第2次大戦での役＇.l;-1)を再び描き出してい

る。

向舎はスターリ ンの功績について「彼への個人崇拝のため功績を彼が誇張した

が，ソ連人民の抵抗を組織し，勝利をもたらす上で功績をたてたJと主張，スタ

ーリンをしばしば実際の最高司令官として記述している。しかし，同時にスター
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リンがフィンランドの戦力を過小；ji附liし，フィンラ ンドとの“冬戦争”に失敗し

たとと，ヒ トラーがソ連を攻撃

いる。

V トムスク州の農業豊作一 －Pravda紙によれば， トムスク付近は非常な豊作

で，平均ヘクターノレあたり 1.8トンの粒穀を収穫．した。多くの優れた農場ではへ

クターノレあたり 2.5～：l.Oトンのl収手袋をあげたところもある。

V レナ河オセトロボ港従業員たちの活動”一ーVodnyyTran卯 1・t紙に上れば，

好成績で勤労赤旗勲立を受けたレナ河のオセトロボ下位。の従業員たちは，さらに計

阿よりも 8万トン多くの貨物を航行期の終りまでに輸送するとと，労働生五五’性を

2%あげ， コストを 1%下げ，計闘を越える利潤15万ノレーブノレをうることを約束

している。

25日 Vブレジネフ書記長，ブダベス ト到着一一ブレジネフ ・ソ連共産党書記長は25

n，ベオグラードからブダペストに到着した。

vジューコフ，スターリン批申ト－y述の英雄ジュコフ元（：iiiは25日，スターリ

ンは戦争中，モスクワの戦闘で重大なあやまちを犯したと非難した。

とれは25日発行されたソ述軍事雑誌 「軍事史J9月号の同願録（第2部〉のな

かで明らかにされたもの。向元111liによれば， 1941年11月，スターリンは！司元r.111お

よび戦争指導会議のメンパー，プノレガーニン将軍（後の首相〉の反対にもかかわ

らず，モスクワ郊外を包囲するドイツー市に反！壊するよう命令し， ソ連軍予備兵力

を消耗してしまったという。

VオJロ コムソモリスク 悶石油 パイプライン建設計画一－Izvestija紙によれ

tf，ハノξロブスクj也ブゴで， 《オム スク ・ネブテプロボド》（オムスク石．油ノぞイプラ

イン建設〉トラスト第 1建設組立応の労働者たちは，期限よりも早く 5ヵ年百｜・商

第 1年度の計画を完成した。コムソモ リスクへはオハからサハリンの石油が新し

い49kmの石油ノぞイプラインによって到着しはじめた。現ギ巨大践におけるおもなる

作業は完成し，続いてネベリスキー湾地区で・パイプラインが建設されつつある。

Vノボシビルスクリ1]11の粒穀収穫－I'ra・vda.紙によれば， ノボシピノレスクナト｜の

農業勤労者たちは，党中央委3月総会と第23回党大会の決議を実行し，本f午・粒穀

作物のよし、収穫を挙げ， l耳家に対する事矧均売rlHii珂を好成績で成功した。コノレホ

ーズとソフホーズはll57i5000トンのすI・阿におj・して， 1:15万7000トンの穀物を穀物

受入所に納入したの

26日 Vソ連 ・ハンガリア共同コミュニケ一一26日夜のモスクワ放送・は，プレジネフ

ヴ
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ソ連共産党書：記長のハンガリ ー訪問にかんする，ソ連・ハンガリー共同コミュニ

ケを伝えた。同コミュニケは，ベトナムにたいし全面的援助を与える用意を表明

している。

V北ベトナムへの輸出急増一一26日発行された 「1965年度ソ連外国貿易統111・レ

ビューJによれば，同年のソ連の北ベトナム向け輸出は前年度の4290万ノレーブノレ

から6740万ループノレへと2500万ノレープノレ（100億円〉もの急増を示している。 そ

のうち，ガソリンの輸出は641f・の126万2000ノレーブルから1:38万1000ルーブルにふ

え，軽油の輸出は99万2000ルーブルから 125万8000ループノレとなった。灯油の輸

出も66万ルーブノレから87万3000ルーブルに念噌している。

ソ速の北ベトナムに対する石油輸出がこのように大幅にふえたことにつヤて，

一部西側専門家は1965年2月から始まった米軍の北燥がもたちした被害が京大だ

ったことを示すものとみている。また，間前jはことしのソ速の不許II輸出は一段と

ふえるものと予想している。

Vブレジネフ書記長，モスクワ帰着一一一プ／レガリア，ユー ゴ，ハンガリー脈訪

の旅;f;_'ilを終了したブノレジネフ書記長は， 26日，モスクワに帰着した。

27日 Vア卜・バシ水力発電所の建設－Gudok紙のナノレイン（キノレギズ共和国〉通

信によれば，中央天山山脈の高嶺の山l挟に建設中のアト ・パシ水力発電所の建設

者たちは，本日アト・バシ河の新しい水路の開設を終った。岩盤を通して350メ

ー トJレの水路トンネJレがTきたのである。

28日 V平新艇事件処理通告一一外務省は28日午後3ll寺，ロザノフ駐日ソ連代現大使

を招き，北原欧亜局長から「平新艇事件」の最終的措置を通告した。

北原局長は「密入国の意思をもってわが国にはいってきた 4人は起訴猶予，他

の9人は不起訴処分とし，強制退去させることとなった。これらの船員がどこの

国へ行くかは本人の自由意思、にまかせており，すでにうち 4人はi韓国に向った」

「以上の日本政府の最終的結論を北朝鮮にも伝達されたν、」と述べた。外務省が

ソ連政府乞平新艇事件に関する北朝鮮の利益代表閣として扱ったことは注目さ

れる。

Vオイミヤコニエ金鉱の採金成績一－Pravda紙のウスチ ・ネラ〈ヤクー ト自

治共和国〉電話によると，オイミヤコニエ金鉱の労働者たちにとって， 9月の採

金成績は優秀なものであった。最近労働者たちは年度計画を遂行し，さらに年度

始めに約束した採金作業をしている。

29日 Vユジノ・サハリンスクの高圧送電線完成－Pravc.白紙によれば， ユジノ ・
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サハリンスクの国家委員会は高圧送電線を正常営業に入らせた。この送電線はテ

ノレペニエ湾の岸に建設中のュジノ・サハリンスク国営地区火力発電所とユジノ・

サハリンスク市を結ぶもので，その長さは240km以上である。

30日 V ソ連，AA決議案を支持一一フェドレンコ ・ソ連国連代表は30日，南西アフ

リカ問題を討議する国連本会議で，アジア・アフリカ（AA)52ヵ国提案の決議

案を支持するとのベ，チエコのプ‘スニアク外務次官も同様の発言をした。そのた

め，早ければ来週末に予想される間決議案の表決では，共産閤10ヵ閣が提案図に

向調し賛成哀を投ずることも考えられ，かりに棄権が多くとも，3分の2の多数

で決議案が採択されるこ とは確定的とみられる。

vソ連，地下核実験か一一スヱーデンのウプサラの地震研究所は30日朝j，ソ連

のセミパラチンスク地区（中央アジア）で行なわれたとみられる地下核実験を記

録したという。

vドゥシャンベの住宅建設一一－Seliskaj，αDzizny紙によれば， ドゥシャンベの

住宅建設コンビナー トは新しヤ耐震家庭の建設材料を大量に出荷しはじめた。こ

れらの設計はタジキスタンとトノレクメンの建築技師によって行なわれたものであ

るドクシャ ンベ市のザレチナヤでは，近年．新しい住宅地区が造られ，そこには2

万人が住んでし、るo

vバルゲッジン・ディーゼル自動発電所建設終る一－Pravda紙によれば， プ

リヤート自治共和国のパノレグクジン ・ディーゼノレ自動発電所の建設が終った。全

連邦科学研究所《セリヱレクトロ》の専門家たちが始動調整作業を行なった。 こ

の発電所はパノレグクジン谷の経済の電化に用いられるものである。
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（付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

10月の概況

今年の10月19日は日ソ国交回復10周年記念日にあたるところから， 日ソ双

方で各種の記念行事が実施された。この数年間のソ連の対日接近政策は次第

に安定したものになり， 日本側も積極的に日ソ協力に乗出す構えを見せはじ

めている。しかし，具体的な交渉では依然として遅々たる歩みしかみせてい

ない。いずれにせよ，ソ連の対日融和政策は，北京との不和から生じてきた

極東ソ連領境界の政治的 ・軍事的緊張を，いくらかでもやわらげたいという

意向に出ている事は明白であるし，新しい経済方式の適用がシベリアや極東

の開発投資計画に少なからぬ変化を及ぼしはじめている事も大きな原因であ

るから，今後数年の内には，日ソ間の提携は画期的な飛躍を見せるであろう。

一方，クレムリン首脳は米中接近の可能性を真剣に憂慮しており，それを

防ぐために再び米y接近ムードをかなではじめている。これは中ソ国境の頻

頻たる衝突事件の鳴が，単なる風間の域を超えている事の証左でもあろう。

園内的には大豊作が報ぜられているが，その反面， 利潤方式の採用にとも

なって，生産性向上の“しわょせ”として，大幅な人員整理が各企業ではじ

まっており，ソ連社会のもつ重大な弱点と矛盾が，ここでも露呈されようと

している。ソ連も中共と同じように内外ともに難問をかかえているようであ

る。

日ソ復交10周年

今年10月19日は昭和31年10月19日に日ソ共同宣言が調印され，日ソ国交が

回復してから10周年の記念日にあたるところから，日ソ両国政府はそれぞれ，

メッセージを交換した。

メッセージの要旨は次の通りである。

〔佐藤首相からコスイギン ・ソ連首相あてに送られた祝電〕
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日ソ共同宣言署名10周年に当り，衷心より祝意を表する。

過去10年間の日ソ両国の関係の推移を顧みるとき，経済関係の発展をは

じめとして，両国指導者の訪問交流，学術，文化，スポ｝ツの交流など，

日ソ共同宣言の署名当時何人も予想し得なかったような発展を示してい

る。とくに本年は，はじめて両国の外相の相互訪問がおとなわれ，両国政

府間において国際問題についての定期協議を行なうことがとり決められた

ばかりでなく，長年の懸案であった航空協定ならびに領事条約の調印が行

なわれた。

また，両国の貿易経済関係についても， 1966年から 5ヵ年の長期貿易支

払協定が調印され，第1回日ソ経済合同委員会が東京において開催され，

第 2次日本政府経済使節団が訪ソし，第2回ソビエト商工業見本市が大阪

において開催されるなど，日ソ両国にとって国交回復10周年を祝福するに

ふさわしい画期的な年となっている。

このような関係の発展が可能であったのは，日ソ両国がその政治信条お

よび社会体制の相違にもかかわらず，国連憲章の諸原貝IJを指針としつつ，

双方がそれぞれイニシアチブをとって友好善隣関係増進のため，お互に努

力してきたからに他ならない。

日本国民は平和愛好国家として平和に徹する外交を強く推進している。

不幸にして現下の国際情勢は人類の理想、からは程遠く，アジアにおいては

今なお戦火が続いている。このような国際情勢において，日ソ両国が両国

間の未解決の問題を解決し，その友好善隣関係をますます強固なものとし，

内政不干渉の原則の下に協力関係を深めていくことは極東における緊張の

緩和に役立ち，アジアにおける平和，ひいては全世界の平和の確立に大き

く貢献すると確信する。

〔コスイギン首相から佐藤首相あての祝電〕

両国の外交関係回復と発展の道を開いた日ソ共同宣言10周年にあたり，

閣下と日本国民に心からなる祝意を表する。

過ぎ去った10年間に，ソ連と日本との関係には積極的な進展がみられた。

とくに両国の経済，文化および科学技術交流の発展は目覚ましい成果をあ

げ，また，今後も明るい見通しをもっている。
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共同宣言署名10周年にあたって，日ソ領事条約の締結と，モスクワ二東

京間の直通航空路に関する協定の調印といった特筆すべき出来事があっ

た。また，ソ連と日本における経済協力委員会の設立および定例的なもの

となった見本市や経済視察団の交換も，両国関係における積極的な要素と

なっている。ソ連と日本の善隣関係が着々と発展強化され，両国国民の福

祉および平和と世界の安全に役立つ事を期待するものである。

〔椎名外相からグロムイコ ・ソ連外相あての祝電〕

過去10年間の両国国交の跡をかえりみ，最近両国関係が著しく緊密化の

度を加えるに至ったことは誠に喜ばしい。

本年初頭，私自身貴国を訪問する機会を得て貴国政府より温い歓迎を受

け，また，今夏には閣下を日本でお迎えし，相互に関心を有する諸問題に

ついて意見の交換を行ないえたととは，日ソ関係にと って画期的な出来事

であったと信ずる。このような両国間の人的交流が，相互理解の増進と，

友好善隣関係の強化にどれ程貢献したか，測り知れないものがあるものと

信ずる。

私は，両国が内政不干渉の原貝ljの下に，相互の立場を尊重しつつ，友好

善隣関係を一層強化し，もって両国間の諸問題をはじめ，アジアその他世

界の重要問題の解決のため，緊密に協力し うる関係を着実に築いて行くこ

とを念願とするものである。

〔グロムイコ・ソ連外相から椎名外相にあてた祝電〕

日ソ共同宣言調印10周年に際し，心からの祝意を申し上げる。共同宣言

の調印とともに，両国の関係には新たな段階がはじまった。過去10年間に

経済，文化，科学技術関係の発展および両国指導者間の個人的接触の確立

の面で大きな成果が成し遂げられた。

私は両国民の幸福と極東および全世界の平和のために，ソ連と日本との

善隣関係が今後とも発展していくことを希望するものである。

両国政府が交換した祝電は以上のようなものであったが，19日付のPravda

紙ならびに lzvestija紙その他各紙は一斉に記念論文と記事を掲載し， 「こ

の10年間における日ソ関係の進展は，アジアと世界の平和に貢献した」と評

価した。そして， 「今後の日ソ関係は，あらゆる面で安定した進展の時期に
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入ったjとし，また「今後，文化協定や平和条約の面で，日本がもう一歩積

極的な姿勢を示す事を希望するJと述べている。その一方では， 「日本の米

軍基地がベトナム戦に利用され，日本の経済がある程度ベトナム戦用物資を

供給していること」や 「日韓関係の新しい発展がアジア軍事ブロックの形成

をたすける可能性を秘めているJなどの点を指摘していた。

また， 19日夜の記念集会も，モスクワと東京の両都市ではなやかにおこな

われた。

とのようなソ連側の熱心さは東西両陣営の各国の注目をひい－たo とれはシ

ベリア開発など経済建設の面で，ソ連が日本にょせる期待が大きい事にもよ

るが，その一方では，北京との関係がますます険悪化しつつある現在の国際

情況下で3 ソ連が日本との国交の緊密化に大きい関心を向けざるを得ない点

があげられよう。

特に，最近のクレムリン首脳部は， 「米中間にひそかな“取引き”がおこ

なわれるのではないか」という危J躍を強めており，もし，将来かりに米中接

近というような，思わぬ事態の転換がおこる場合も考慮に入れて，日ソ提携

の強化とヤう布石を打っておこうとしているものであろう。しかし，日ソ問

の平和条約の締結を急ごうとすれば，未解決の北方領土問題が表面化してく

るので，日ソ双方とも，当分の間この問題は避けようとしているもののよう

である。

ソ連首脳部，米中接近を警戒

昨年夏以降，クレムリン内の力関係、が強硬路線のタカ派に優勢となった事

から，この 1年間，米ソ関係は冷却の一途をたどっていたが，今年の後半に

入って以来，クレムリン内で，米中の秘密裡の接近工作を懸念する動きが出

はじめている模様である。 8月最高会議で，九つの常任委員会を設置し，そ

の委員長に，コスイギン ・ポドゴノレヌイ路線のハト派とみられる人脈を主に

配置した時点から，再びクレムリン内の力関係が，やや，ハト派に有利に転

じたとみられるが，このような巻返しが成功した原因のひとつは，米中接近

への懸念であったと解釈される。つまり，ベトナム戦乱が長びくことによっ

て，米中間の対決が深刻化してゆけば，かつてキューパ危機という重大局面
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が転機になって，米ソ間に接近工作がはじまったように，ベトナム危機が転

機となって米中間に“取引き”と接近工作がおこなわれるのではないかと，

ソ連の首脳部は真剣に憂慮しはじめたと見られる。もし，このような米中接

近工作がすすみ，北京とワシントンの取引きで，ベトナム戦乱が急転解決す

るような事態になれば，中ソ国境への中共の圧力は一挙に増大することにな

るであろう。そうなれば， ソ連としては，東欧の兵力をさいて極東方面へ配

置しなければならなくなるであろうし，ことに中共の人海戦術的な方法によ

る民間人の大量越境事件が頻発するような事態になれば，到底，赤軍や国境

警備隊だけでは手がまわりかねるであろうし，民兵構想、による民間自警図的

組織を大々的に編成せざるをえなくなろう。（注， 1962年1年間におけるアムー

ル河，ウスリー河付近の中関人のソ連領への越境事件は 5千件にのぼったと いう。〉

それは，ソ連の極東，シベリア開発計画を狂わせ，また，通常兵力拡充のた

めの軍事予算増大を招くであろう。これは，経済政策面で新しい実験にとり

かかったソ連の進路に重大な障害をもたらすであろう。このよ うな観点から

クレムリン首脳部は，北ベトナムへの影響力を増大させると共に，北ベトナ

ムを説得して， 1日も早くソ連のイニシアチブによ って戦乱の早期終結をは

かろうと考えはじめたようである。 8月最高会議以降のクレムリン首脳部の

動きは，この方向を示唆しているよう に恩われる。ことに 9月なかば中共を

訪問した日本の自民党議員団一行に対し，陳毅外相が意外に柔い発言をし，

「中共は米国と事をかまえる気はない。中米関係の将来をとくに悲観はしな

いJと述べた事は，クレムリ ンに重大なショックをあたえたとみられ，早速

ソ連筋は， 「中共はソ連をしきりに非難しているが，自分の方こそ，ひそか

に米中直接取引きのヤミ工作をおとなっているではないか」と非難を開始し

た。

その一方，クレムリン首脳は， 再び米ソ接近工作を表裏両面で開始したと

みられる。このような微妙なソ ・中 ・米3者の関係は，今後のベトナム情勢

はじめヨーロッパの情勢に何らかの影響を及ぼすものと予想される。

ソ連の意図は，中共を狐立化させて共産圏内での完全な主導権をにぎり，

米国とベトナム和平で交渉する足場を固めることにあり，同時に米中の接近

を阻止することにあると見ることができょう。
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シェレーピン発言

10月・29日付 Pravda紙は党中央委政治局員兼書記のシェレーピン ・ア・エ

ヌがキノレギス共和国40周年記念式典に列席して，その首都フノレンゼ市でおこ

なった演説の内容を掲載した。シェレーピンはこの演説の中で，中共の文化

大革命を非難し，中共の指導者達が故意に中ソ問の分裂を深めようとしつつ

あり，そのことによって，事実上，ベトナムにおける侵略者をたすける役目

を果しつつあると述べている。

このキノレギス共和国の住民はそンゴノレ系の民族で，新喜重省やモンゴノレ一帯

にも分布しているキノレギス民族から構成されており，とくに新翠省と境を接

する立場上，この数年の聞に幾度か中共との聞に国境紛争があったと伝えら

れていた。そのため，この共和国一帯は，タジーク共和国とともに，ソ連に

おける最もきびしい警戒地域とされている。

このようなアジア系民族の加盟共和国をシェレーピンが訪れて，中国非難

の演説をおこなった事は多くの示唆を与えるものである。シェレ－ 1::0.ンはフ

ルシチョフ退陣以来，急速にその地歩を確立し，とくに北鮮，モンゴノレなど

に対する工作によって，これらの国から北京派を追放する事に成功している。

また， 1964年12月，アラブ連合を訪れてナセノレ大統領と密談したが，その結

果，アノレジェにおける第2回AA会議が流れたのではないかとの推測も生ん

でおり，また，最近における日共の北京離反も，シェレーピン機関の巧妙な

対日共工作が功を奏した結果であるとも伝えられている。

このような人物が，新覆省のすぐ西に隣するキノレギス共和国で，激しい北

京攻撃をおこなった事は，今後の中ソ関係を一層暗いものにすると予想され

る。そして，新覆ウイグル自治区にすむカザフ，キノレギス， ウズベクなどの

諸民族に対するソ連の離反工作も，今後ますます激化するものと推測してよ

いであろう。

＠史上最高の豊作か？

ソ連農業省のフォロシーロフ穀物総管理局長が6日言明したところによると， ソ連

の今年の穀物収穫高は 1億6000万～1億6500万トンで， 1ヘクターノレあたり13.3ツヱ

ントネル（ 1ツエントネノレ＝lOOkg）で，これは 1964年を約l千万トン上回るもので，
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史上最高であるという。

このような豊作の理由として次のような点があげられている。

① 天候に恵まれた事。つまり，今年は春のおとずれが早く， 6～7月の乾期に

雨量も多く，東部とカザフ，中央アジアが早ばつに見舞われなかった。そして，低

温が襲うことなしに暖かさが続いたことなどがあげられる。しかし，この反商，各

地でかなり大規模な水害があり，とくにエニセイ河やアムーノレ河ではひどい水害が

発生したと報ぜられていたが，この洪水の被害よりも，カザフスタンの処女地や中

央アジアが早害をまぬがれ得た利誕の方が大きかったのであろう。また，地域的に

は異常低温も報ぜられていたが，ソ連全体としては，恵まれた天候といえたのかも

知れない。

②肥料の供給が増大したこと。

③小麦p トウモロコシなど各作物品種の適地適作主義をとったこと。これは，

コルホーズやソフホーズの自主性が高められた結果，各農場の責任者が自主的な判

断で作付けし得たことによるものと思われる。

④ 農産物調達価格の引上げ，農業投資の増加，農民収入の増大，その他，現政

権のキメ細かい施策が功を奏して，農民の勤労意欲を高めたこと。

以上のような諸点が重なって，今年の豊作をもたらしたものと推測されている。 し

かし，このうち，天候の影響がどれ位の比重を占めていたのかが問題であり，果たし

て，今後悪天候に襲われた時，今年のような豊作を維持できるか否か，疑問視する向

きが多い。 ソ連の農業は，まだ悪天候を克服しうるまでには近代化されていないと思

われるからである。最近3年間の収穫高とヘクタールあたり収量は次の通りである。

収 穫 高 ヘクターノレあたり

1964年 11.4ツエントネノレ

1965年 l億2000万グ 9.4 II 

1966年 1億6000～6500万グ 13.3 If 

1970年 i 1億8000万トン（目標） ｜

10月9日夜，クレムリン宮殿でひらかれた初の農業労働者デーの席上， マッケピッ

チ，ヴェ．ヴェ．農業大臣は「本年の課題は完遂された」と述べた。 また， 10月15日

モスクワでひらかれたソ連・ポーランド友好集会の席でも， ブレジネフ書記長は，

「10月10日現在で7400万トン以上が調達された。これは史上最高であるj と述べ，と

くに単位面積あたりの収穫率が増大した事の意義を強調していた。このような新5ヵ
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年計画第1年目の農業の好調なすべり出しは， クレムリンの今後の内外政策に少なか

らぬ影響を与えるであろ う。 さきにひらかれた8月最高会議の直前，コスイギン退陣

の報が流れ， クレムリン内の微妙な動きを暗示したにもかかわらず，コスイギン政権

が最高会議代議員の熱狂的支持をうけて再任されたのも， とのような農業面の成果が

大きな支えになったと見ることができょう。

。手lj潤方式と解雇問題

ソ連経済に新しい経済制度として利潤方式が導入され，現場企業に大幅な自主性と

独立採算制を許した結果，労働者の人員整理も企業長の判断に委ねられる事となった。

ところが，従来の企業体は慢性的な人員過剰にもかかわらず， それが直接，企業の成

績評価にはつながらず，むしろ，多くの労働人員をかかえることによって， より多く

の資材資金を獲得するという官僚的しきたりに安んじていたのであるが，利潤方式の

採用の結果， 無駄な人員を整理して， 生産性を向上させなければ、，企業の成績が低下

する事になってきた。そのため，各地の企業体で，容赦なν、首切りがはじまっている。

10月23日付のお・avda紙でも，この問題をとりあげている。とくに注目すべきは，現

場企業長や管理部の恋意的専断や個人的感情にもとづく不当解雇がしばしば問題にな

り，解雇された労働者の現場復帰を要求する裁判が，相当多数にのぼっている事は注

目してよいであろ号。 ところが，ソ連の労働組合は党や国家の管理組織と一体になっ

ており，御用組合というより，むしろ，当局そのものであり，労働者の権利を保護す

る機能を全く有していない。 しかも， 「社会主義社会においては，使用者側と労働者

側！との聞に紛争がおこる事はあり得ないし，また，おこる筈がないJ という体制論理

が革命後，一種のタブー的権威をもって語られつづけてきた結果， このような労働紛

争に対する調整と救済是正の機能が， ソ連の社会には育っていなかったのである。

しかし，利潤方式の適用が今後ますます拡大され，企業における生産性の向上と採

算性がより一層要求されるようになる事は必至であるから， このような労働紛争は増

大の一途をたどると思われる。 これに対し，今までのような硬直した論理で，問題の

存在を無視したり，回避したりする事は到底許されなくなるであろう。 とすれば，利

潤方式の採用は，労働者の権利保護という基本的問題を， もはや，労働紛争が消滅し

た筈の社会主義国で，あらためて重大な社会問題として表面化させるであろう。 この

ように，技術革新が招く労働の質の変化と，新経済方式の採用が招いた労働の合理化

とは，今後のソ連の進路を大きく転回させる気配を見せはじめている。
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φ本年少カ月間の工業実績

10月23日付の Pra・vda紙は本年度9ヵ月間の実績を発表したが，その主な数字は次

のようなものである。

0 第3四半期ならびに 9ヵ月間の計画は期限前に完遂された。前年同期に比べ

工業生産高は8.3%増大した。

。電気および熱エネルギー 9%増

燃料工業 マ%n

金属（黒色，有色〉工業 9%" 

化学工業 12%" 

機械製作および金属加工業 12%" 

林業，紙パノレプ業 4 % " 

建設資材工業 10% II 

軽 工 業 9% If 

食 料 品 工 業 4%" 

日用消費物資工業 12%" 

。電 力（10億kw時） 369 前年同期比 108% 

石 油（100万トン〉 197 II 109% 

ガ ス（10億m3) 105 " l12% 

石 炭 (100方トン〉 439 " 102% 

内コークス用炭（100万トン〉 107 " 103% 

銑 鉄（100万トン〉 52.4 II 106% 

鋼 鉄（ II 72.0 " 107% 

圧 延材〈 ” 56.0 " 107% 

鋼 管（100方m) 1,118 " 109% 

II (1,000トン） 7,338 ，， 110% 

鉄鉱石 (100万トン） 120 II 105% 

鉱物肥料 (100万トン〉 25.9 " 115% 

自 動車（1,000台〉 501 " 109% 

トラック（ II 284 " 108% 

電気機関車（台〉 450 ，， 92% 

セメント（100方トン〉 59 t』 111% 

肉 ，， 3.7 ，， 111% 
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テレビ（100万台〉

ラジオ（ II ) 

電気冷蔵庫（1,000台）

電気洗濯機（ II ) 

その他は略する。

3.3 

4.1 

1,589 

2,854 

前年同期比 125% 

II 109% 

，， 136% 

『f 114% 

0 工業の労働生産性は5%増加し，利潤は10%向上した。

0 新しい計画立案方式と経済的刺激制度を採用した企業体では，販売高が11%,

利潤は20%以上，労働生産性は8%向上した。

φ共産圏9ヵ国首脳会議

10月10日，ポーランドのゴムノレカ第1書記， チランケピッチ首相らの首脳部はモス

クワに到着し，ソ連・ポーランド首脳会談をおこなったが， 15日の共同声明発表後も

ゴ、ムノレカとチランケピッチの両者だけはモスクワに残留していた。 ところが16日，ハ

ンガリーのカダル第1書記とカライ首相を首脳とする代表団が列車でモスクワに到着

し， 17日にはチェコのノボトニ一大統領， レナルト首相， 東ドイツのウルブリヒト第

l書記，シュトフ首相，ルーマニアのチャウセスク党書記長，マウレノレ首相， プノレガ

リアのジフコフ第1書記兼首相，また，遠くキューパからドルチコス大統領，ラウノレ・

カストロ第2書記兼副首相兼国防相， モンゴルのツヱデンパノレ第1書記らの代表団が

続々とそスクワに到着した。 とれはよって，かねてから話題にのぼっていた共産圏首

脳会談が， 7月のブカレスト東欧首脳会議以来3ヵ月ぶりに事実上閉幕したことが明

らかになった。これらの首脳陣には各国の国防相も参加していた事も注目された。

これら各国首脳は17日，夕食会をおこない， 18日から本格的話合いに入ったが， 20

日にはパイコヌーノレ基地でロケットの打上げ実験を視察した。との日，コスモス130号

とモ／レニア通信衛星が発射されたものと見られている。

一行は18日にもそスクワ郊外でタマンスカヤ親衛師団の軍事演習を見学したあと，

19日，特別機で宇宙基地へ向ったと伝えられている。

今回の首脳会談に代表を送らなかったのは，中共とアルパニアは別として，北ベト

ナムと北鮮だけであった。この会議で討議された議案は，

① 中共に対する取扱い

② ベトナム軍事援助増大の方法

③東欧からのベトナム義勇軍派遣

④ 世界共産党会議開催の当否
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などであったと推測されているが，一方では，マニラ会議にx'-t抗する示威的目的もあ

ったと思われる。 しかし，中共に対する破門的非難には依然としてノレーマニアが同調

せず，ポーランドはややソ連寄りで尻ごみし， チェコ，プノレガリア，東独とハンガリ

ーの4国が積極的賛意を表したのみであったと伝えられる。それゆえ， 22日午前零時

に発表された「社会主義諸国首脳の訪ソに関するコミュニケ」によると，あからさま

に中国共産党を非難する言葉は避けられており，また，会談という辞句も使用せず，

「話合いJという程度の表現を使用していた。そして，兄弟的雰囲気の中で広範な国

際問題を討議したことと，各種軍事施設および宇宙基地を視察したことがうたわれて

いた。

各国首脳は21日朝から帰国の途についたが，いずれにせよ， 中国における文化大革

命のあおりで， 中共に対する風当りが強くなっている現在， 8ヵ国の共産国首脳がモ

スクワに参集したことは，一応ソ連外交路線の成功とみられている。

9月24日のモスクワの消息筋によれば， 11月にもソ連・東欧諸国の首脳会談がひら

かれる模様である。これら一連の動きは， クレムリン首脳がベトナム和平をめざす努

力を本格的に開始したしるしとみられ， これは， 8月最高会議でコスイギン ・ポドゴ

ルヌイ路線のハト派がクレムリン内でやや優先になった事と無関係ではあるまい。ロ

ンドンの外交筋もソ連のベトナムに対する影響力が最近急に増大した結果， ソ速はし、

つでも北ベトナムを説得して和平に踏みきらせることができる体制を整えたと観測し

ているという。22日発表された社会主義諸国党・政府首脳の訪ソに関するコミュニケ

の内容次のとおり。

0 ソ連共産党中央委員会とソ連閣僚会議の招きにより， 1966年10月17日から22

日まで，ブルガリア，ハンガリー，東ドイツ，キューパ，モンゴγレ，ポ」ランド，

ノレーマニア，チェコの各国党 ・政府首脳と国防相がソ連に滞在し，これらの賓客の

ソ連圏内旅行にはブレジネフ共産党書記長，コスイギン首相以下のソ連党 ・政府指

導者多数が同行した。

（注〉 ソ連指導者の名前の中にマリノフスキー国防相は含まれていない。

0 兄弟諸党の代表は最新型の陸，空軍兵器を含むソ連科学・技術の成果を視察

した。各国党・政府指導者と国防相は宇宙基地を訪問し，各種の宇宙，軍事施設を

参観，ロケット（複数〉と宇宙飛行体〈単数〉の打上げに立合った。

0 社会主義諸国の党指導者，政府首脳〈とこでは国防相はあげていない）はソ

連滞在中，何回か会議および会談を行なった。これらの会議と会談の問に，各指導

者は関心のある国際政治の広範な諸問題について意見を交換した。
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0 ソ連共産党中央委員会とソ連政府は兄弟党指導者，政府首脳，国防相のため

夕食会を催した。

φ 10月革命スローガン， 中ソ冷却を示唆

恒例の10月革命記念スローガンは10月18日付の Prar.1d.α紙に発表されたが，この中

で，興味深い点は，今までアルファベット順を無視して第1位におかれていた中国人

民への挨拶が， ．今年から他の国々と同列にアルファベット順とし，第5番目に出され

ていた事であるo また，今まで必ず使用されていた「中国の偉大な人民」とし、う辞勾

から， 「偉大な」という言葉を抜いて，単に f中国の人民j としたこと，また，必ず

末尾に使用されていた「万歳」という言葉も今年は削られていた事など， 中ソ問の決

定的な冷却を示している点が注目された。 とくに，人類最高の智慧と称して，毛沢東

を神格化しつつある中共に対し， 「偉大なJという辞勾を使用しなくなった点は，毛

沢東思想、に対するそスクワの決定的な否定を意味するものであろう。

〈注〉 中国の順位は今年のメーデー ・スローグソの時かち第51号自におかれるよう

になった。

φ北樺太天然ガス問題

日ソ経済協力の第1号として，両国とも妥協の道を見出すベく交渉を続けている北

樺太の天然ガス開発の問題は依然， ガス価格と尿素引取りの点で，行詰りに逢着して

いる。

10月15日から大阪で開幕したソ連見本市の開会式に参列するため来日したロシア共

和国第1副首相ヤスノフ氏はじめ， セミチヤストノフ・ソ連外国貿易省次官らは， 10

月20日午前9時半から通産省の三木通産相と会談し， 「日ソ経済協力の第一歩として，

尿素問題を解決したいJと協力を求めたが，通産相は「尿素の引取りは日本の国内の

情勢から絶対に困る」と強く主張し，話合いは平行線に終った0・

そこで，まず価格の問題をさきに解決することになり， 20日午後，ス、ンュコフ外国

貿易省自由圏機械設備輸入局長，シュシパーノフ石油輸出公団副総裁， スパンダリア

ン外国貿易省東南アジア・近東局長の3人が通産省に山崎通商局長をたずね， 突込ん

だ話合いをしたが，通産側は， ①天然ガス価格は 1千msあたり12f'；レ80セント〈支払

期限，船積み後65日〉にする， ②尿素の引取りは三木通産相の示した第3国向け「あ

っせんJの内容を詰めるーーという歩みよりを示した。 これまで帝石側が出していた

価格は 1千msあたり12ドル50セント（支払い期限，船積み後125日〉であった。
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ところが， 21日，化学肥料業界代表が通産省に対L, 『北樺太の天然ガスでつくる

尿素を，第3国へ自発的に「あっせんJすることは， 日本の市場をあけ渡すことにな

り，日本の業界への影響が大きいので取止めてもらいたし、』と申し入れた。このため

尿素問題は完全にゆき誇るにいたった。

10月26日午前，帝国石油本社で，ソ連側代表と日本側との話合いの結果，価格の点

では FOBC積出し港本船渡し〉で 1千m313ドノレ，船積み後65日決済の線で一応了解

点に達した。 しかし，ソ連側は，我が国から輸出する機械設備の延払い利子率を，年

6.25%から， 5.55%に引下げるように希望した。そして，これらの諸条件が固まった

うえで，正式に価格を決定したと主張し，正式決定には到らなかったo・

これよりさき， 10月22日夜， ヤスノフ・ロシア共和国第1副首相やセミチャストノ

フ外国貿易省次官らは帰国したので， 尿素問題の交渉は一時中断される事となった。

）行は日本の新提案一一 「尿素を第3国へ自主的にあっせんするjーーをモスクワヘ

持帰り，検討することになった。

③来春，ゴスプラン議長招聴か

経済団体連合会，日本商工会議所など財界が組織する日ソ経済委員会は，外務省の

了解を得て，このほどソ連の経済開発の総元締めであるパイパコフ国家計画委員会（ゴ

スプラン〉議長〈副首相〉を来年3月ごろ日本に招く方針を決めた。これは日本の経

済界がシベリア開発に本格的に取組むため， ソ連の最高責任者と直接会談して，シベ

リア開発の具体的な進め方を話合うのが目的である。外務省筋はパイパコフ議長の来

日は先方も乗り気でほぼ確実とみてν、る。

9月に新井問和鉱業社長を団長とするシベリア視察団が派遣－されたが， その際，ソ

連側はウドカン銅山など外国人視察禁止区域の見学を許すなど， 予想以上の歓迎ぶり

を示し，同鉱山の開発計画に日本人技術者も参加してほしいとの提案も行なった。一

方，現在商談中の北サハリン・オノ、地区天然ガスの日ソ共同開発計繭にも積様的で，

逆に日本側に対して今年3月に関かれた日ソ経済合同委員会でソ速が提案したチュー

メン＝ナホトカ聞の石油バイプライン建設計画などに対して， 日本側が協力するかど

うかの返事を追っていると伝えられている。

このため，財界はrn日に東京 ・丸ノ内の東京会館で日ソ経済委員会を開き，新井同

和鉱業社長からシベリア視察の報告をきいた上で，財界としての基本方針を検討する

が， ①銅，カリ塩，岩塩，石墨，石油など鉱物を中心としたシベリアの資源は，今後

の日本経済の大規模化に応じて必ず必要となってくる， ②開発との見合いで重機械類
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の輸出ができる，③日中の国交回復が中国の高姿勢でむずかしい現在， ソ連と経済交

流を進めることが望ましい。米国も日ソの経済協力を黙認している， といった理由か

ら，すでに積極推進論に闇まっており，一部では日ソ経済委員会の拡充強化を提案し

ている。

ただ日本としては，資源そのものがほしいのにソ連側は銅鉱石より電気銅，木材よ

りパノレフ。といった半加工品の輸出を望んでし、ること，ソ連の計画は大規模で息が長く，

延払い条件など日本の私企業で手に負えない面があり，財界としては，ソ連首脳とこ

れらの点についてきめの細かい話合いをしたいと望んでいる。

.ソ連大阪見本市聞く

日ソ両国の貿易・親善関係の増進をねらった第2回ソビエト商工業見本市は， 15日

午前9時半から大阪市港区の国際見本市会場で開幕した。会場内の特設劇場で聞かれ

た開会式には，日ソ両国の関係者約1千人が出席， ヤスノフ ・ロシア共和国第1副首

相が，拍手のうちに， 屋内展示場入口のテープを切り，会期12日間の“ショ ー”がス

タートした。

r 開会式は駒村日本貿易振興会（ジェトロ〉理事長の司会で行なわれ， まず，悶理事

長のあいさつに続いて山本通産事務次官が三木通産相の祝辞を代読，つぎ、にヤスノフ

・ロシア共和国第i副首相が「ソ連と日本は身近な隣同士」と日ソ両国の友好と貿易

拡大を強調したあと，コスイギン首相のメッセージを代読した。この見本市は，去る

36年8月，東京 ・晴海の第1回見本市から5年ぶりのもので，21の貿易公団から約

8500点が展示された。成約は前回の約6千万ドノレをかなり上回るものと期待されてい

る。

φソ連ゴム・ベルト界の現状

ゴム・ベノレト工業会でさきにソ連へ派遣したゴム・ベルト事情視察団（団長榎並正

一阪東調帯ゴム社長〉は， 10日聞にわたる現地視察を終え， 10月半ばに帰国した。

一行の日程は， ソ連のゴム研究所をはじめ，レニ。ングラード，キエフ，クノレスクな

ど主要ゴム製品工場視察と同時に，国家科学技術委員会，雑貨輸出入公団各首脳と懇

談したが，榎並団長は，①ソ連のベルト工場，製品が，外観をほとんどかざらず実用

一点ばりであり， この点日本国内メーカーのこんどの課題である，②ベルト・コード

は人絹が主で，ナイロン，テトロンなど化織はほとんど使われていない，③放射能利

用によるゴム変化などのゴム研究が盛んであるなどについて， あらまし次のような感
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想を語った。

0 今回の訪問は，貿易国として人的な接触を深めたいというのが主目的である

だけに，輸出商談はしなかった。まず，視察工場としては，レニングラード，キエ

フ，クルスク各工場を回った。各工場に共通していることは，材料としてレーヨン，

ナイロンなど化繊使用がほとんど普及していないということだ。これは近い将来望

めるだろう。それに工場，製品とも外観は雑で，実用一点バリというのが目立つた。

この分だけ品質＼価格に反映させるということで，こんご日本の国内メーカーに課

せられた問題といえるようだ。

0 タイヤ研究所では，ラジアノレ・タイヤに大きな関心を示している。 ｜司研究所

では，すでに普通タイヤのコストを100とした場合110に当るラジアノレ・タイヤで実

験走行12万5千～14万キロ（普通タイヤ10万キロ〉実走行で12万5千キロ（同8万

キロ〉という実績を出してヤる。こんごのソ連タイヤは，このラジアノレ分野での動

向が注目されよう。

0 ゴム研究所では，ゴムの基礎研究をはじめとして，オゾン酸化放射能利用に

よるゴム変化の研究が盛んである。日本ではこうした研究があまりないのが現状。

やはり注目される点だ。

0 ソ連国内の事情から，全体のベノレト生産量，消費量実態はつかみにくいが，

各工場単位での事情をうかがえたことは大きな成果である。こんごの技術交換とい

うことは決めてこなかったが，人的な接触によって両国交流を図るべきだとの意見

が一致した。

争 トヨタ， ソ連向け自動車工場設計図送付

トヨタ自動車工業は，ソ連の駐日通商代表部，貿易省，全ソ自動車輸入公団などか

らの依頼で，年産50万台クラスの乗用車工場の設計図を作成していたが， このほど伊

藤忠商事を通じてソ連にこの設計図を送付したと伝えられる。

設計図の内容は明らかではないが，完全な流れ作業方式にしたがった工場配置をと

り，各工程に採用すべき機械についても説明，必要な材料はグリソン（アメリカ産）

の自動歯切り盤以外はすべて日本1廷でまかなうことができるとしている。建設期間は

30ヵ月と推定，所要資金は数千億円になるとみている。

ソ連はすでにことし5月，イタリアのフィアット社との聞で， フ社がソ連園内に年

度72万台の工場を建設するという契約を結んでいるが， これとは別に，シベリア方面

にトヨタ型の新工場をつくりたいとの意向を示しているという。
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φソ連の貿易銀行，スイスに設置

スイスのチューリッヒ市の金融街に，設立資本金1千万フラン（約8億 3千万円〉

のソ連銀行「ボスホード貿易銀行」がいよいよ閉店する段取りとなった。設立の準備

にあたった人物は，ソ連の銀行官僚アノレベルト，エコラエピッチ，ベリチェンコで，

「この銀行の目的は，ソ連とスイスならびに他の西側諸国とのあいだの貿易拡大をは

かることにあるj と述べていると伝えられる。

しかし， Y連の大きな目的のひとつは， 世界最大の金の仲介市場たるチューリッヒ

でロシア金を売却することにあると消息筋はみなしている。在来の伊lでは，主として

ロンドンのモスクヲ・ナロドニ銀行と， バリの北部欧州商業銀行というふたつのソ連

系銀行が中心になって，西側市場での金の売却と貿易決済を担当してきたのであるが，

スイスの銀行法の利点を利用して3 チューリッヒにもうひとつのソ連系銀行を設立し，

より一層の活動を計画してし、るのであろう。

一方，スイスには沢山の金融機関があり， 欧州のどこの国よりも金利が安ャ点もソ

連の狙いのひとつとみられている。

スイス連邦銀行評議会は， この銀行の設立を許可する際，この銀行がソ連によって

完全に支配されることを防止するため，経営陣にスイス人を送りこむことを義務づけ

た。そして， 3人の銀行理事のうち2人と， 5人の重役陣の中 3人はスイス人で占め

られることになっている由である。

このようにスイス政府が神経を使っている理由は， この銀行がソ連の国際的情報機

関の拠点として利用される事を懸念しているためであるという。 スイスの銀行そのも

のが，全世界に大規模な情報網をはりめぐらしている事は有名であるが， それだけに

なおさら，ソ連の動きに敏感なのであろう。

. マニラ会議の反響

10月24日からマニラで開かれたベトナム参戦国会議に対して， モスクワの政府や党

筋は，好戦国会議という名を投げかけて罵倒した。そして25日付のマニラ会議共同コ

ミュニケに対し， Pra・vda紙やモスクワ放送などは一斉に，「侵略拡大の続行を示すも

の」として非難した。そして，当初18日に予定されていたマニラ会議が， マルコス比

大統領の提案によって24,25日に延期されたことは，米国が内外の困難に直面してい

るしるしであると観測し， 日本でさえマニラ会議への参加を断わり，また，ジョンソ

ン大統領の訪日にしても， 「マニラからの帰りに日本に立寄ってもらいたいとは，今

のところ考えていないJという遠回しの口上でジョンソン大統領の来日を断わった事
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実を重く凡ているようである。

。米ソ航空交渉再開

1961年以来中断されてν、た米ソ航空協定交渉が再開されるはこびとなった。 3日，

米国務省はこの旨を発表したが， これは9月下旬，ニューヨ｝グで2回にわたりおこ

なわれたラスク・グロムイコ会談で決まったもので，早速，バン・アメリカン航空の

代表がモスクワを訪れ，ソ連のアエロフロート代表と航空路線，規則，通信，旅客機

の安全性その他について話合いを始める模様である。これによって，来年娩春までに

はニューヨーク＝モスクワ問の新空路が開設される運びとなろう。

これは，米ソ間に少しでも多くの合意点を持とうとする両国の姿勢を示すものとし

て注目されている。

φ英ソ外相会談

ブラワン英外相は 8日午前10時半〈日本時間同日午後1111寺半〉，ソ連の国連代表部を

訪れ，グロムイコ.＇｝連外相と l時間20分会談した。

この会談後，ブラウン外相は「非常に率直に意見を交換したj と諮ったが， 6日英

国のブライトンでの演説でブラウン外相が予告したように， グロムイコ外相にジュネ

ーブ会議再開のため協力を要請したかどうかは言明を避けたが，グロムイコ外相は「時

期尚早」の態度を変えなかったものと推測されてU、る。

ブラウン外相はまた「双方が関心をもっ問題と世界問題を広範聞に話’合った。わた

しがニューヨークを去る前に再会する可能性は除かれてはν、ないJとも述べた。

..コーラー駐ソ米大使の証言

10月4日の米上院外交委員会の公聴会で，米国の駐，ソ大使コーラー氏が証言をお

こない，要旨次のように述べた。

0 ハノイ，ハイフォン港の封鎖を米凶が強化すれば，ソ連との軍事的対決を招

くであろう。ソ連は，封鎖は非合法だとして抗義しよう。また，海路によるハノイ

への補給を引統き強行しようとするであろう。これは危険な措置である。ソ連はベ

トナム戦争でソ、ノイ支援を誓約しているので，補給をつづけざるを得ない立場にあ

』ア

Q。

0 ソ連は多くの技術者をハノイに派遣している。北爆強化によって，これら技

術者の間に死傷者がでれば、重大な危険が生じることもあり得る。
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0 米軍の北ベトナム人口密集地帯への爆撃は，ソ連指導者に重大な問題を提起

することになろう。

0 いまのところ， Y連がベトナム戦争の平和解決を仲介する見込みはない。ソ

連政府をいろいろ説得したが，かれらは仲介に立つ権利はないといっている。ハノ

イの気持が変わらない限り，ソ連がいまの立場を変えることはないだろう。

コーラ一大使はソ連首脳部と親しい間柄にあるので，同大使の証言は間接的にソ連

首脳部の立場と意向を伝えたものと解されている。

日誌 （10月〉

1 日 ，国慶節に祝電一一ソ連共産党中央委員会，最高会議幹部会，閣僚会議は， i:1-1

国の第17回国慶節にあたり祝電を送った。

最近，紅衛兵運動をめぐり中ソ関係は極度に悪化しているが，この祝電はこの

ような事態にありながらも，最低限の国家関係は維持すべきだとのソ連側の意思

表示と解され， 「帝国主義がベトナムへの犯罪的戦争を拡大 しているとき，社会

主義陣営の統一と団結がかつてないほど必要とされる」といい，また， 「ソ連人

民と党は中国の革命闘争，国家建設などすべての局面で忠実な友であったし，今

後もそうである」と強調している。

特徴的なのは，毛沢東党主席，蜜lj少奇国家主席など中国首脳の名前が列記され

ておらず，あて名には中共中央委員会，国家主席ならびに全国人民代表大会常務

委員会があげられている。

V トムスク州油田の近況ー－EconomickeskaiaGazeta紙によれば， トムスク

州内には石油とガスの資源が16ヵ所発見された。昨年ここに《トムスクネフチ》

〈トムスク石油〉という最初の石油産業管理局ができた。今年はその管内で8万

トンの原油を採取する計画がたてられている。新しい石油産業ができたソスニン

スコ・ソビ‘エトスコ ・メドグデフスク油田は，特に石油の埋蔵盆でも，また石油

採取発展のテンポでも有名である。

Vアムール河航運局の航行計画遂行一一VodnyyTransport紙によればアム

ーノレ河の航運局の従業員たちは，貨物輸送の10ヵ月計画を， トンとトン・キロメ

ートノレで，期限よりも10日早く遂行した。彼らは今年度の穀物，塩および木材を
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輸送する計画をすでに終った。

ー一

Vボダイボ付近で大きな天然金塊発見－Pravd，α紙によれば〉ボダイボ（パ

イカノレ湖北端東北約300km）付近にある《レンゾロト》トラストの《ラドストヌ

イイ》金鉱の労働者たちは，重量5.5kgの大きな天然金塊を掘り出した。このよ

うな重い天然金塊は，最－近の 3年間に初めて発見されたものである。

2 日 V中ソ国境衝突か一一 2日付けの英独立系日刊紙オブPザーバーによれば，ソ連，

中国の軍隊はことしの夏いらい，両国国境の最南端にあたる新騒，アフガニスタ

ン国境近くで衝突を続けており，その規模もこぜりあいの範囲を越えたもののよ

うだといわれる。

Vアムール河流域も緊張か一一 2日夜モスクワに伝えられた未確認の外交情報

によると，さきごろ中ソ国境付近で，中ソ間で問題になっているソ連領の対中国

返還を要求する中国民間人のデそが行なわれたといわれる。同情報は，アムール

川沿いの地域では一部ソ連政府出先職員の撤収が行なわれたと伝えている。また

中小国境で、大ま矧葉な衝突があったという西側に伝えられたウワサを裏づけるもの

はこの情報にはなャが， 1280キロにわたって中ソ国境をなすアムーノレ川で，ソ連

海軍の艦船が中国側から発砲されたケースがあることが明らかにされている。

v北ベトナムでミサイル訓練一一ソ連国防機関紙「赤い星JKrasnaja Zvezdα 

紙は2日付の紙面に，北ベトナムから帰国したソ連教官のインタビュー記事を掲

載したが，これによると，ソ連将校が北ベトナムでミサイル要員の訓練をしてヤ

ることと，それら訓練専門家が米軍機の攻撃に見舞．われたことを明らかにしてい

る。

’中央アジア鉄道の節約運動－ EcononiichesluiiaGazeta紙によれば， トル

クメン共和国のアシハパド市機関庫の機関士たちは，本年のはじめからディーゼ

ノレ燃料を 300トン以上節約した。また，合理化運動者の提出した80以上の考案が

生産現場に普及された結果， 2万6千ノレーブ、ノレ以上の節約が行なわれた。これは

全中央アジア鉄道の最もよヤ手本である。

’ノボシビルスクの電気重量機械工場の記録的成果一一Pravd，α紙によれば，

ノボシビノレスクの《シブエレクトロテヤジマシ》（シベリア電気重量機械〉工場

では，第3四半期の作業成果が独得の記録を打立てた。 1ヵ月間にサラトフ水力

発電所用の三つのターボ発電機と巨大な水力発電機が組立られた。

3 日 Vソ連・北ベトナム閉経済協力協定一一3日付のタス通信によると，このほど

モスクワでソ連と北ベトナム聞に経済協力の一層の発展に関する協定が調印され
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た模様である。この協定は北ベトナムに対する新無償援助と追加借款の供与を規

定している。それと同時に， 1967年度の両国間商品交換協定も調印された。協定

には訪ソ中のいタン・ギ北ベトナム副首相とノピコフ ・ソ連副首相が署名した。

ノピコフ副首相は調印にあたり，これらの協定が両国間の友好，協力関係の発

展に寄与すると信ずると誇り，さらに次のように述べた。

「ソ連と他の社会主義諸国は，ベトナム人民を困難の中にほうってはおかな

い。この点に関しては侵略者たちも既に感じとっており，彼らも幻想はもちえ

まい。ソ連はベトナムにおけるアメリカの侵略を強く非難し，南北ベトナムで

その侵略行為を無条件に停止するよう要求してU、る。ソ連政府は北ベトナム政

府および南ベトナム民族解放戦線（ベトコン〉の提案しているベトナム解決の

計曲Iを全面的に支援する。ソ連はアメリカとその｜司盟国の政策の侵略性の増大

を前にして，反帝戦線の隊列の団結を固めるため最大の努力を払ってν、る。調

印された諸協定は，全ソ連国民がその国際的義務を遂行するためにいささかの

努力も惜しまないことを如実に示している。ソ連はベトナム戦争の新段階に関

連して高まりつつある必要を考慮して，ベトナム人民に今後も必要な援助と支

援を与えるであろう。」

これに対しギ副首相は，ソ連の大きな援助に深い感謝の念、を表明するとともに，

「北ベトナム上空で約1400機の米機が撃墜されたのは， ベトナム人民の革命

的ヒロイズムによる勝利であるばかりでなく，兄弟諸国および社会主義陣営の

援助の結果であるJと述べた。

V米国務省， 「赤い星Jの報道論評－ 2日付の「赤い昼」の報道について，

米国務省は次のように論評した。

「米国の得た情報では，ソ連ミサイ／レ専門家の任務は北ベトナム兵の訓練に

限定されている」

このような米国務省の論評は，ソ連の直接介入という印象をめぐい去るために

なされたものと見られている。

V米ソ航空交渉， 5年ぶりに再開一一詳細は＠特記事項参照。

’静止衛星準備中か一一3日，モスクワで公式に発表されたところによると，

ソ連は南半球，アフリカとアジアを直接結ひやつける静止通信衛星の打上げを準備

中である。これは，モスクワ東方約40キロのシテルコボにあるソ連宇宙通信ステ

ーションで開かれたペーノレフィット仏科学研究 ・原子力 ・宇宙担当相歓迎会の席

上， フォノレツチェンコ ・ソ連通信研究所長が発表したものである。同所長はまた

298 -346-



シベリア開発（10月）

席上， Y連がモスクワから約200キロの地点に予定されるソ連国内および諸外国

との宇宙通信－網調整のための大宇宙通信センターを現在建設中であることを明ら

かにした。

vウスチ・バルイウ＝オムスク問石油パイプライン工事－Pravda紙によれ

ば，シベリアのウスチ ・パルイク＝オムスク問石油パイプラインの建設は，密林

のなかで工事を進めているのこのパイプラインは，チュメ ーニ州北部の大きな油

田とオムスク精油工場を結ぶものである。数千の建設労働者たちはウスチ ・パノレ

イク＝オムスク問の石油パイプラインの建設を，ソビエ ト政権樹立50周年祝典ま

でに完成する計商を決定したの

4 日 V仏ソ，カラー放送議定書一一仏ソ両国は4日，ソ連の通信衛星モJレニヤ lを

用いてモスクワ， メリ聞のカラー ・テレビ定期放送を間もなく開始する議定書に

調印した。

T Prov白紙，スーダン声明掲載一一ソ連共産党機関紙プラクダは4日，“世界

の共産主義運動の統ーを強化するためにη 世界共産党会議を開催する構想、を復活

した。

プラウダ紙はスーダン共産党の声明を転載する形でこの構想をむしかえしたも

ので，スーダン共産党の声明は，中共を非難するとともに国際会議を開く好まし

い条件が生まれていると述べ，結論として， 「共産党員のみならず，民族的，進

歩的勢力の現在の最高の任務は社会主義陣営における中共指導者の分裂工作が生

んだ諸結果を解消させることにある」と述べている。

V英外交筋の観現11-10月4日付の産経特派員電によると，ロンドンの外交筋

は中共のセ場が悪くなった結果，ソ連は中共の非難を意に介せず，ベトナム和平

への努力をおこな うことができるようになったと観測している由である。ことに

最近，北ベ トナムに対するソ連の軍事影響力が俄かに増大したとみられ，ソ連は

いつでも北ベトナムを説得しうる立場に立ったとみられているという。

曹モスクワでコメコン執行委－ 4日からモスクワでコメコン（経済相互援助

会議〉執行委員会が， jレーマニアのラドレスク副首相を議長として開かれた。 こ

の会議は，今年からはじまったソ連のヵ年計画と各国の計画の調整とみられてい

る。

Vコーラ一大使，上院で証言一一争特記事項参照。

' 「ルナー11号」作業完了一一タス通信によれば， 8月28日に月を回る軌道に

打上げられたソ連の月衛星ノレナ－11号は， 1日最後の送信を終え，すべての調査

-347- （加9）ー



！・

シベリア開発（10月〉

計画を終了したの地上との交信が行なわれている問にノレナー11号は月の周聞を

277周し， l:i7凶にわたり，地球上の観測所に多くの科学情報と軌道要素を送信し

てきたとν、う。

V レーニン賞は今後，2年毎に－4日のモスクワ放送によると，ソ連共産党

中央委員会と閣僚会議は同日，科学 ・技術，文学 ・芸術部門のレーニン賞および

ソ連国家賞を新しく設けたむね次のように決定した。

0 レーニン賞＝2年に l度レーエン生誕日（ 4月22日〉に授与する。授与

数はsoC科学 ・技術25，文学・芸術5）とする。賞金は各1万ルーブル。

0 ソ連国家賞＝毎年10月革命記念日（11月7日〉に授与する。授与数60（科

学 ・技術50，文学 ・芸術10）とする。賞金各5千ルーブノレ。 1967年より実施す

る。

V力サ会フ共和国の穀物供出計画超過遂行一一Gudok紙によれば，カザフ共和国

のコルホーズとソフホーズは国家の穀物増産のため大きく寄与し， 1660万トンの

粒穀を売渡し， 1966年度の計画を著しく超過遂行した。このような大量の穀物を

供出したのは今までにない事である。売渡した穀物のうちには高品質の小麦 1方

4433トンがある。

’河川船舶用ジャイロスコープ航法器－Pravd，α紙によれば，ノボシピノレス

クの水運技師研究所の学者たちは，河川船舶のジャイロスコープ回転指示器を研

究した。この器具を用いると，河川の屈折区間通過に最も重要な所定の角速度で

運行することができるといっている。

Vアジジクルトスク採鉱冨化コンビナート－EconomichskajaGazeta紙によ

れば，中央アジアの中部タジキスタンでアジジクノレトスク採鉱冨化コンビナー ト

の建設がはじまった。 これは，水銀原料とその製品の重要な供給者になるであろ

う。

5 日 Vソ連，宇宙平和条約修正案提出一一行詰り状態にあった 「宇宙・天体平和利

用条約j問題をめぐって， 5日，ソ連は従来の主張を修正した新しい条約案を国

連事務局に提出した。その内容はまだ公表されていないが，米国代表部のスポー

クスマンは， 「ソ連側の修正案を歓迎するj と述べた。

V ノボシビルスク付近勤労者たちの労働生産性引上げ呼びかけ一－Pravda紙

によれば，ノボシピ、ノレスク州のオク チャブリスク地区の勤労者たちは， ソピエト

政権50周年を目指し労働生産性を7ヵ年計画の達成より 12%多く引上げることを

決定した。ザヱリツオフスク地区の勤労者もこれに呼応して労働生産性をあげる
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計画を立てた。

6 日 V駐ソ米大使にトンプソン氏再任かー一一ジョ ンソン米大統領は6日の記者会見

で，米ソの平和共存強化に著しい貢献をした元駐ソ大使ルエリン ・トンプソン氏

（現国務省無任所大使〉を再び駐ソ大使に任命する意向であることを発表した。

これは，対ソ平和共存への米国の意思を再確認したものといえよう。

同氏の後任には，現在米州、l機構への米大使を勤めているエノレズワース・パンカ

一氏が任命された。

V英の6項目拒否一一6日付，モスクワ放送（英語〉は，ブラウン英外相が労

働党大会で提案した，ベトナム平和解決6項目案を“受入れがたい”ものとして

拒否した。

V 月条約で譲歩一一ソ連は宇宙・天体平和利用条約草案について 3点の大きな

譲歩を行なったことが6日明らかにされた。ソ連の譲歩した 3点はつぎの通り。

0 宇宙追跡ステーションの利用＝ソ連はさきに条約調印国間の絶対的な互

恵主義を主張してν、たが，これを放棄し，調印国は平等の基盤にたって，この

項目で必要とされるすべてのことを検討しなければならない，とだけ要求して

いる。

0 月および他の天体にある宇宙船，施設の査察＝アメリカは事前に筋の通

った通告を行なうことを条件に査察を許ずべきだと主張していたが，ソ連はこ

れに同意した。

0 条約の解釈をめぐる紛争＝修正案によると， Y速は，交渉，調査，調停，

仲裁その他平和的手段で意見の相違を解決すべきだとしている。

V西シベリア冶金工場の拡張工事一一Pravd，α紙によれば，西シベリア冶金工

場では，次から次と新しい建設目標が操業に入っている。最近は10月革命記念日

前の社会主義競争で，第2の大森最高炉が順調に建設されつつある。

7 目 V米大統領，対ソ呼びかけ一一一ジョンソン米大統領は7日午後，ニューヨーク

の全米論説委員大会で，欧州外交に関する重要演説を行ない，アメリカの政策目

標として， ①NATO（北大西洋条約機構〉など大西洋機構の近代化と強化， ②西

欧の統合， ③東西関係の改善，の 3項目を掲げ，とくに東西関係については，せ

まい共存でなく，広い“平和的交流”を提唱し，欧州、！における東西軍事カの漸減

をソ連に呼びかけた。

ジョンソン大統領はこの演説で，平和的ドイツの統合のために和解の努力を呼

びかけ，米ソ領事条約批准，東西貿易法案成立促進を再公約するとともに，次の
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ような東西関係改普のための新たな7措置を発表した。

①非戦略物資数百品目の輸出統制緩和，②米輸出入銀行の輸出信用保証をポ

ーランド，ハンガリー，フ、ノレガリア，チェコの4ヵ国にも拡大する， ③国務長

官はポーランドの対米負債減免につき検討する， ①輸出入銀行がソ連，イタリ

ア合弁のフイアツト自動車工場への輸出融資に応ずる， ③米ソ航空機相互乗入

れ交渉を進め，観光の拡大をはかる， ⑥欧州，アジアの共産諸国への旅行制限

をさらに自由化する， ⑦米ソの衛星撮影写真の交換拡充。

さらにジョンソン大統領は， 「アメリカは西方の阻止力を弱体化させはしない

が，中欧におけるソ連の軍隊の削減は，西欧への脅威の程度に影響を与えるだろ

う。変転する情－勢に基づいて，双方の兵力水準を漸進的かっ均衡のとれた方式で

減らしうるなら，新たな政治的環境を徐々に形成する助けになろうJと，抽象的

ではあるが，中欧の段階的な東西軍事力削減の構想、を提唱している。

V タス通信，米大統演説を報道一一タス通信は7日， ジョンソン大統領が行な

った対欧外交演説を伝えたが，その中で東西軍事力の相互削減提案については何

も報じなかった。向通信ワシントン電は，ジョンソン演説が東西関係の改善呼び

かけを行なっていると伝えているのみで，ジョンソン大統領が，西側同盟国と対

応してソ連も在欧兵力の削減を検討するよう呼びかけた点については，イ可も言及

していない。

V中国人留学生の退去要求一一ソ連関係機関は7日，相互主義の原則によって，

ソ連の教育施設および研究施設にいる中国留学生の養成，訓練を中止する決定を

採択した。これら中国人の退去は10月中に行なわれる。この声明は同日，ソ連高

等 ・中等専門教育省から中国大使館代表に伝えられた。

中国側はこの9月，相互主義の原則を一方的に侵害し，中国にいるソ連留学生

と訓練生の養成，訓練過程を：阻止し， 10月10日までに帰国するよう命じた。7日

発表されたソ連の声明によると，ソ連側は，中国領ljが学生交換再開の道を開けば，

相互主義の立場で学生，大学院生，訓練生の交換の再開問題を考慮する用意があ

るとしている。高等・中等専門教育省の声明の要旨は次の通り。

ソ連と中国間の1956年7月5日の文化協力協定と1966年の文化協力計商に従

えば，学生，大学院生，教員の交換は相互主義の原則の上で実施されなければ

ならないということを考慮して，ソ連高等・中等専門教育省、とソ連科学アカデ

ミーはソ連の教育施設，研究施設での中国人の養成，訓練の中止を決定したこ

とを中国大使館に通告するものである。ソ連側はこれら中国人が10月中にソ連
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から退去することを望んでいる。

T Pravda紙，エクアドル声明掲載一一ソ連共産党機関紙 Pravdαは7日，国際

共産主義運動における“分裂と意見の対立”を克服するため，世界共産党会議の

開催を要求したエクアドル共産党中央委の声明を掲載した。同声明は中国と，中

閣が現在行なっている文化大革命を強く非難するとともに，世界党会議の開催を

呼びかけている。

とれは， 4日のスーダ．ン声明の掲載につづくもので，ソ連の党が，世界共産党

会議をひらく決意をますます悶めつつある証左とみられる。

V アルトゥイシタ＝ポド、パス鉄道完成近し一一－StroitelinajaGazeta紙によれ

ば，クズパス運輸建設トラストは，けわしい山地を通っ．て数百kmの鉄道を敷設し

た。現在労働者たちは，アノレトウイシタ＝ポドバス鉄道建設作業を完成しようと

している。新しい鉄道は最も近距離で，クズノミス冶金ヨシピナー トと西シベリア

製鉄工場を結び付けることになり，炭坑からの石炭搬出も促進されるであろう。

Vオムスク市付近農村の農業従業員デー準備一一Pravda紙によれば，オムス

ク市付近の農業従業員たちは，今年から初めて制定された農業従業員デーを準備

している。同地方は，今や黄金の秋が訪ずれ，美しい山野は素晴らしい収穫を挙

げ，国家に対し l億1400万プードの良質穀物を売渡し，大きな現金収入を得てい

る。

8 日 ’モスクワ放送，米大統領演説を論評一一8日のモスクワ放送は， 7日の米大

統領提案について次のように論評した。

0 最近，ジョンソン大統領をも含むアメリカの政治的指導者たちのいく人

かは，現在の最も大事な問題を東側とともに調整する道を発見したいと何回か

話した。

0 しかし，国際世論はこの声明の誠意を疑っている。こうした疑ν、は当然

のことで，実際平和共存は東側との協力の希望を口にするだけでは足らない。

こうした声明を裏付ける具体的な行動を示さなければならない。平和のため，

緊張解消のため現実的な行動が行なわれない限り，協力の声明が空ごとにすぎ

ないという疑いは解消されない。

0 東西の協力とは，まずこうした協力を妨げている原因を取除くことであ

る。

’英ソ外相会談一一詳細はφ特記事項参照。

Vウスチ・パルイク油田の状況一－Pravda紙によれば， ウスチ・パノレイクに
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地質調査員たちが来たのは 5年前であるが，いまやそこのネフテユガンスク村に

は，数千－の労働者が生活し働いている。中部オビのこの豊富な油田からウスチ ・

パノレイク＝オムスク問の強力な石油パイプライン建設工事が始まっているのであ

る。

9 日 Vモスクワ放送，新彊の情勢を報ず一一9日のモスクワ放送によると，同日の

ソピ、エツカヤ ・ロシア紙は，文化革命運動が新譜省へ飛火していると，次のよう

に述べている。

新謹省では党活動家，学者，文化人がその地位をを追われ，いわゆる反共分

子，反社会主義分子として激しい批判を加えられている。この人たちは毛沢東

思想、に反抗し，ソ連に共感を寄せていると非難されている。

T Prav白紙， 「赤旗」記事転載一一 9日のソ連共産党機関紙Pravぬは，「レ

一三ン左文化遺産の問題，教条主義と分派活動の克服のためにJと題する日共の

「赤旗Jの記事の要約をのせた。この記事は山村房次氏が赤旗に寄稿したもので，

レーニンのプロレタリア文化革命と文化遺産に関する言葉を引用し， 「フ。ロレク

リア文化は社会が獲得した知識を一層発展させるものであり，過去の文化を破壊

するものではないjとのべている。

プラウダが赤旗の記事をこのように大きく転載したことは，文化革命の問題

で， 日共の主張がソ連共産党の主張と全市的に一致していることに非常な満足を

抱いていることを示すものであろう。

Vポドゴルヌイ最高会議議長病気一一オーストリア政府は 9日，ソ連のポドゴ

ノレヌイ最高会議幹部会議長が健康上の理由で、オーストリア訪問を数日間延期した

と発表した。

Vスパスク・ダーリニイ市の慰霊祭－Pravda紙によれば，沿海地方のスノミ

スク・ ダーリニイで，本日労働者の大集会が行なわれ，この町が自衛軍と外国の

干渉軍隊による占領から解放された44周年を記念する式典を行なった。墓地では

スパスク襲撃に参加した人民革命軍の勇士たちの英霊のため記念碑ーがたてられ，

ウスリーの密林から縦の木が移植された。

，ヶメロボの人造せんい工場一－StroitelinajaGazeta紙によれば，ケメ ロボ

でカプロラクタム生産綜合設備が操業を開始したのは 4年あまり前の事である

が，今のところ，その製品はアルタイスクの人造せんい工場とその他の国内の企

業に送られている。しかし，市の東部には絹織物工場も出来ており，ラクタムの

白粉はそこで良質の布地となるであろう。建設の8ヵ月計画は超過遂行された。
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10日 ’米大統領， ゲ口ムイコ外相と会談一一ジョンソン米大統領は， 10日午後5時

（日本時間11日午前6時〉から 1時間45分にわたって，グロムイコ・ソ連外相と

ホワイト・ハウスで会談した。会談後，ホワイト・ハウスのスポ｝クスマンは，

実務的なふんい気の中で，両国が相互に関心を持ついくつかの間題について，率

直かっ広範囲な討議が行なわれたと述べた。

なお，会談には，アメリカ側からラスク国務長官， トンプソン新駐ソ大使とロ

ストウ大統領特別補佐官，ソ連側からドブ）レイヱン駐米大使が出席した。

V コ首相，仏科学相と会談一一コスイギン ・ソ連首相は同日クレムリンで，訪

ソ中のフランスのベールフィット科学研究 ・原子力・宇宙開発相と会談した。会

談ではソ仏両国間の経済，科学関係の一層の発展をめざす共同の措置の可能性な

どが討議されたと伝えられる。

Vヤクートの採金シーズン終る一－Pravda紙によれば， ヤクート自治共和国

のオイミケコンに冬が来て採金作業は終った。今シーズンは稀にみる良好な成績

であった。インジギルカの全金鉱は， 10月革命49周年を記念する社会主義的義務

を超過遂行した。国家はヤクート金鉱労働者から計画より 9%多く金を受取っ

た。

11日 Vイデオロギー専門家会議一一11日のタス通信によれば，ソ連共産党中央委員

会の招集したイデオロギー専門家たちの会議が，目下モスクワで開かれている。

司会は党政治局員候補のデミチエフ書記で，マルクス ・レーニン主義と共産主義

モラノレの確立に関するものとされている。

V米国務省スポークスマン声明一一米国務省スポークスマン，マクロスキー氏

は11日声明を発表したが，声明の内容次の通り。

0 われわれは「米ソ両国は核拡散防止条約締結を促進するため合意に達し

ようとつとめてし、る」とのグ、ロムイコ外相声明に同意する。米大統領が核拡散

防止条約の締結に繰返し強い関心を表明したことは周知のとおりである。

0 米ソ両国はジュネーブ軍縮会議の共同議長団としてこの問題を徹底的に

討議してきた。重要懸案は残ってν、るが，グロムイコ外相が討議は継続すると

述べたととを留意すべきであろう。若干の誤解が除去されたといってもよいと

思う。

0 われわれはソ連外相との討議の内容を北大西洋条約機構（NATO）に全

部報告することになろう。もちろん，同盟国のすべてと十分協議をしないまま

この問題で合意に達することはない。
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Vジェトゥイガリンスク・アスベスト ・コンビナー ト一一一Economicieska.fa

Gazeta紙によれば、，カザフスタンにおいて， かつて無人のステップ（箪原〉で

あったシュノレタンダ河の岸において，《カザスベストストロイ》〈カザフスタン ・

アスベスト建設〉トラストの労働者たちは，昨年ジェトゥイガリンスク ・アスベ

スト・コンビナートの第 1/l頂を操業に入らせた。この労働者の集団は絶えず生産

のテンポを早め，今年は計画よりも 1千トン多いアスベストを生産することを約

束した。

Vウラジポストーク船舶修理工場一一Voduyy7 ran.ψort紙によれば，極東海

運局のウラジボストーク船舶修理工場は，岡市の先進的な企業の一つである。こ

この労働者たちは10月革命50周年を目指して作業の質を改善し，コストを引下げ

る努力を行なっている。

Vブラゴベシチヱンスク付近の金鉱ーーの・avda紙によれば， ブラゴベシチェ

ンスクに近い《オクチャプリスキー》金鉱では， このほど重さ 2.5kgの天然金塊

が発見された。8月中旬から今日までの間に，ここでは109個で総重量15.25kgの

天然金塊が発見された。ここは人煙稀れなガリ ・フトラヤ[PTの谷である。

12日 V米，ソ連圏向け輸出緩和一一米商務省は12日，ソ連および東欧諸国向けの非

戦略物資約400品目の輸出制限を緩和する措置をとった。 とれは，ジョンソン米

大統領がさる7日，ニューヨークで行なった発言にそった措置で，同大統領は

「緊張を緩和し貿易を促進するため，東西問の貿易制限は緩和されよう j と諮っ

Tこ。

この輸出制限緩和措置はまた，中共およびその同盟諸国をいっそう孤立化させ

ることに役立つと見ちれてし、る。

12日から制限緩和措置の適用を受ける商品としては，織り物製品， 一部金属製

品および機械，食料品，化学原料および製品，各種製造工業製品などがある。

今回の措置によって，これらの品目は商務省の事前の特別許可を受けなくとも

東欧諸国へ輸出できるo

Vニューヨーク・タイムズ紙，米ソ接近の兆を報ず一一10月12日付のNewYork 

Times紙は，最近の米ソ接近の兆について述ベ，両国間のムー ドが好転しつつあ

るととを歓迎している。

Vグロムイコ外相，帰国の途に一一国連総会に出席したあと，米政府首脳など

との会談を終えたグロムイコ外相は， 12日午後，ニューヨーク発の特別機で帰国

の途についた。
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vウゲロワヤ＝ナホトカ鉄道電化遅れる一－Gudok紙によれば，極東鉄道のウ

グロワヤ＝ナホトカ問 180kmの鉄道の電化は遅れている。計画によれば， 9月中

に全線の組立作業をはじめなければならないところ，架線の支柱は3分のlしか

できていない。

’アルダン金鉱の建設－StroitelinajaGa泌 ta紙によれば，ヤクート自治共

和国のアノレダンかお近いところに産金地があり，そこでニジネクラナクスク採鉱

富化コンビナートの第lll頂の建設が終ヮた。 10月革命50周年を目指す社会主義競

争に参加しているアノレダン建設トラス トの作業班は，計画を超過して作業をすす

めている。

Vホルムスクへの高圧送電線工事一一Gudok紙によれば，《ポス トクシプエレ

クトロセチス トロイ》〈東シベリア電力網建設〉 トラストの機械化作業班は，サ

ハリンで最も困難な高圧送電線の一つの敷設に着手した。との送電線は州の中央

部を西部最大の港ホノレムスク市と結び、つけるものである。ホノレムスク市はタター

ノレ海峡に設けられるフェリ ーボートの終点である。また，同市はソビエト政権樹

立50周年までに新しい送電線によって電力を受けることになっている。

13日 V米大統領，ソ連首脳の訪米を希望一一ジョンソン米大統領は13日の記者会見

で，ソ連最高首脳の訪米を歓迎する旨，グロムイコ外相に伝えたことを明らかに

した。

V ソ連代表，国連政治委で妥協一一米ソはじめ各国代表は，核拡散防止を優先

討議することに意見が一致した。

V夕、ロムイコ外相，東ベルリン立寄り

V新井団長，帰国報告一一日ソ経済委員会（委員長＝足立日商会頭）は13日午

後，東京丸ノ内の東京会館で開かれ，第2次訪ソ経済使節団の新井団長（向和鉱

業社長〉の帰国報告を中心に，今後の運営方針について検討した。

この結果，業界代表による常任委員会を設け，日ジ経済協力の円滑化を凶るこ

とをきめた新井団長を通じて交渉したパイパコフ ・ゴスプラン（国家計画委員会）

議長の訪日は来春実現することが明らかになった。

▼ケメロボ州のアルトゥイシタ＝ポドバス鉄道建設進む――Pravda紙によれ

ば，ケメロボ州、iの《クズパス ・トランスストロイ》〈クズパス運輸建設〉 トラス

トの建設者と組立者たちは，延長 130km以上のアルトゥイシタ＝ポドパス聞の新

しい鉄道を建設している。との工事では， トミ河の急流に二つの大きな鉄橋がか

けられ，また，長さ 1km以上のトンネルが造られることになっている。 工事は順
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調に進み，このほどアノレトワイシタ＝エノレナコボ区間を労働者を乗せた列車が通

った。この新鉄道は《ザプシブ》（西シベリア冶金工場〉の金属を直．接アノレタイ

とカザフスタンに送ることになる。建設者たちはソビエト政権樹立50周年までに

この鉄道を正常運転に入らせる計画を決定した。

14日 Vソ連外国貿易相，来日取りやめ一一一パトリチェフ外国貿劫相は15日から大阪

で、開催される第2[ffJ y連商工業見本市の開会式に出席するため，日本政府の招き

で随員7人を伴v＇，来日する予定であったが，病気のため訪日を q:1止し，かわり

にロシア共和国のヤスノフ第1副首相が，セミチヤスノフ外国貿易省第 1次官，

ネステロフ商業会議所会頭ら団員9名とともに14日午後4時すぎ，特別機で羽田

へ到着した。一行は向7時，空路大阪へ向い， 15日午前9時からの見本市開会式

に出席した。

Vゲロムイコ外相，ベルリン訪問一一グロムイコ ・ソ連外相は14日，東ベルリ

ンにおいて， ウルブリヒト議長と会談したが，すべての問題について完全な合意

を得たと発表された。

Vコスモス129号打上げ一－14日，タス通信は同日ソ連が人工衛星コスモス129

号を打上げたと発表した。同衛星には科学機器のほか，軌道要素測定のためのラ

ジオ ・システムが装備されている。

Vソ連学者，宇宙船打上げをほのめかす一一スペインのマドリ ードで開かれて

ヤる国際宇宙会議で，ソ連のオレク・ガゼンコフ教授は14日，ソ連は近いうちに

新しb、人間宇宙飛行を実施するであろうと述べたと伝えられる。

Vアンガルスク市の住宅建設進む－Pravぬ紙によれば， シベyアの新都市

アンガノレスクでは革命記念日を前にして多くの人々が新築アパートに入居した。

数階もある大きな家に石油化学従業員，建設労働者，学校の先生，商業およびサ

ービス従業員たちが転居した。建設者たちは15棟，総面積5万6千 m2の建物を

完成するといっている。その中にはチャイコフスキー指の9階建の美しい建物が

三つある。

15日 Vブレジネフ書記長演説一一ブレジネフ ・ソ連共産党書記長は15日，モスクワ

のクレムリン宮で行なわれたソ連 ・ポーランド友好集会で演説した。この中で問

書記長は， ①欧州での東西関係の改善を提案した7日のジョンソン米大統領の提

案は人をあざむくものであり，米国が東西関係改善を望むならば，米国はまずベ

トナム戦争という重要な障害を取除くべきである， ②米国は北爆を停止し，ベト

ナム人民に対する侵略戦争をやめるべきだ，③中共は北ベトナムの戦争努力に対
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する援助を妨害している， ④核兵器拡散防止の国際条約が実現する見通しはよく

なってきている，の諸点を強調した。

また，次のように生産実績について演説した。

「今年に入って9ヵ月聞に，工業生産高は昨年の同期より 8.3%ふえた。経

済改革はますます広く実施されており，それは国民経済によい影響を与えてい

る。

最も大切な農産物の自給ということは，わが国では完全に保障された。 10月

10日現在で新しい穀物は7400万トン以上調達された。このように大量に調達さ

れた事は，わが国でかつて一度もなかった。ことに収穣率の向上によって穀物

の調達量が相当ふえたとし、う事は極めて大切な事である。云々。J

V米国，ソ連と西独問題で妥協か一一信頼すべき西独筋の情報として，外電の

伝えるところによると，米国政府はグロムイコ外相が10日，ワシントンを訪問し

た際， NATO核戦略の新機構「マクナマラ委員会」について新たな妥協案を示

した模様である。これは西独を NATO核戦略に接近させないようにするという

保証を与えることを狙ャとしたもので，グロムイコ外相もこのような性格の「マ

クナマラ委員会」なら受入れてもよいと示唆したと伝えられる。

f Pravda紙冬期飼料の不足を予想一一15日付のPravd，α紙は，冬を迎えて，

飼料が不足気味のため，各地域で牛乳の生産が低下しはじめてし、ると述べた。そ

して，冬期飼料の準備に各地のコノレホーズかソフホーズが充分の努力を払ってい

ないと非難した。

Vソ連・ポーランド共同声明一一タス通信によれば＇， 10日からモスクワで開か

れていたソ連，ポーランド両国党，政府首脳会談は15日，クレムリン宮で最終会

談を開き，共同声明に調印した。

今度の首脳会談ではソ連，ポーランド両国の協力，国際情勢および世界共産主

義運動の主要課題を討議した。

Vルノー，契約一一ノレノ 一公団は15日，ソ連のモスクピッチ自動車工場に5千

万ドルの援助を契約に調印した。

ノレノ一公団は，モスクピッチ工場が現在の年産10万台を1970年までに倍増する

という近代化計画を援助する。

V ソ連大阪見本市開く一一φ特記事項参照。

V夕、口ムイコ外相，モスクワ帰着一一国連総会に出席したグロムイコ外相は，

東独経由で15日帰着した。
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vウズベク共和国のチャルワク水力発電所の建設状況一一Pravda紙によれば，

ウズベク共和国のチノレチク河の峡谷ではチヤノレワク水力発電所の工事が進行し，

高さ168mのダムができ上りつつある。ダムの上流には大きな湖が出来， 20億m司

の水はタシケントのオアシスの乾いた農地15万ヘクターJレを潤おすことにな。て

いる。発電所の総山力は60万kwの予定で、ある。

Vフレブトワヤ＝ウスチ ・イリムスカヤ鉄道建設開始一－G似 lok紙によれば，

東シベリアのフレブトワヤ＝ウスチ ・イリムスカヤ間の新しい鉄道建設がはじめ

られた。労働者たちは住宅を建で，密林を切開き，自｛動車道路をもうけた。同時

にフレブ、トワヤ駅も改築された。 10月には建設者たちは最初の 5kmの路盤工事を

行なった。現在建設組立列車158号－の労働者たちはレールを敷き初めたところで

ある。

16日 ’ハンフリ一副大統領談ーーハンフリー米副大統領は16日， ABCテレビとの

会見で，当面の国際情勢について一一米国のベトナム侵略が続く限払米ソ関係

の改善はあり得なし、－ーというブレジネフ・ソ連共産党書記長の強硬演説につい

て次のような見解を明らかにした。

ソ連は再びベトナム和平へのトピラをとざしたわけだが，他の分野において

は，いまなお米国と協力する用怠があるものと信じる。領事，民間航空，貿易

拡大，宙宙空間の平和利用などの諸問題，とりわけ核拡散防止条約の実現につ

いては，ソ連側に米国なみの熱意があると思われる。ソ連側の発言は中ソ間の

争いと関連させて考え℃みる必要がある。

v北京放送，米ソ同盟を評す一一16日の北京放送によると，同日の中国共産党

機関紙人民日報は， “米ソの全世界的大結託”と題する評論を損げ，ジョンソン

米大統領が7日ニューヨークで、行なった演説〈ソ連に西側諸国と同様な方法で欧

州、｜のソ連兵力の削減を考慮するよう呼びかけたもの〉について論評し，この演説

は事実上米ソ同盟が存在していることを示していると述べた。

' バルナウル市付近に港紙用の人工湖mー－Pravda紙によれば， このほどバノレ

ナクノレ市近くで大きな爆破作業によって， l度に2万 ma以上の土壌が堀返えさ

れ，その穴が水に満たされた。この人工湖の付近にはオノレホフスキー・ ソフホー

ズがあり，この水によって、湛概されることになった。 大爆破による人工湖の建設

は普通の方法によるよりも非常に安く出来た。

17日 ’ナホトカ経由対日原油積出し一一政府筋が17日明らかにしたところによる

と，ソ連政府はこのほど日本にたいし，同国産の原油を来年夏からナホトカ港経

一（310）一 -358ー



シベリア開発（10月〉

山で年間250万トンていど輸出したいと提案してきた。これは9月に訪ソした政

府派遣第2次経済使節団（団長，新井友蔵同和鉱業社長）を通じ提案されたもの

で，新井団長がさる12日；椎名外相に帰国報告を行なったさ川政府側はソ連産原

油の輸入増大を原則的に了承した。

わが国はソ連産原油をこれまで黒海経由で年間 120万ト ンていど輸入している

が，日本海経由は初めてで，関係業界では， ①ソ連原油には公害の原因になる硫

黄分が少なハ ②輸送費のコストが安ャーーなどから，積極的に受入れる考えで

ある。

また， l原油を横山すナホトカ港の整備はことし中に完成の予定で， l司港はすで

に商港，漁業，材木港を完成，石油港の次には鉱石港も計画されている。こうし

た状況からみて，ソ連が同港を将来対日貿易の中心とする考えであることはうた

がU、なく，現在は軍港となっているウラジポストークも， 2～3年後には商業港

として開放される可能性が強いと観測されている。

V ソ連首脳，年内訪仏かー←モスクワの信頼できる筋の17日の情報によると，

ソ連首脳は12月末フランスを訪問しよう。これは， 7月ドゴール大統領が， y連

を訪問した答礼として行なわれるが，ポドゴノレヌイ最高幹部会議長，コスイギン

首相，プレジネフ共産党書記長が訪問することになろう。

18日 V仏，ソ連右油買付け一一フランスの石油調査開発会社は18日， y連の石油450

万ト ンを明年1月 i日から69年末までに買付けると発表した。この買付けは64年

貿易協定を基礎にして行なわれる。

’米下院，対ソ貿易法案否決一一米下院は18日，ワシン トン輸出入銀行に対ソ

連圏貿易の商業信用をまかなう権限を与えるとの提案を反対167，賛成121で否決

した。

T 10月革命スローガン一一18日朝のモスクワ放送は，ソ連共産党中央委員会が

発表した恒例の10月革命記念日のスローガンを発表した。その中には，日本国民

に対する挨拶も含まれてヤる。また，米国民に対しても「世界大戦の阻止を目的

として，米ソ両国間の協力を拡大しよう」とよびかけている。

V発表日ソ国交回復10周年レセプション一一日ソ国交回復10周年を迎えて，財

界では足立日本商工会議所会頭，植村経済団体連合会副会長ら財界首脳が18日

夜，東京 ・紀尾井町のホテノレ ・ニューオークニにヤスノフ ・ロシア共和国第 1gilj 

首相，セミチャストノフ外国貿易省第1次官，ネステロフ全ソ商工会議所会頭を

招ヤて歓迎レセプションを開いた。
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Vソ連文化相，壬スクワで日本記者団と会見一一19日から訪日の途にのぼるフ

ノレツェワ文化相は， 18日，日本人記者団と会見し次のように語った。

「日ソ文化交流の可能性は無限である。日本政府当局者や文化界の指導者達

と，この問題について話合うつもりであるが，特にこれとし、った具体案は持っ

ていかない。ほかにも京都や奈良の古文化財や，美術，能，歌舞伎，宝塚歌劇l

などを見たいと思っている。J

Vモスクワ放送，首脳会議を報ず一一18日のモスクワ放送は，モスクワに参集

した社会主義諸国首脳の動静については一切沈黙をつづけていたが，午後10時

〈日本時間19日午前4時〉の定時ニュースの時間に“解説”の形ではじめてふれ

「ソ連を親善訪問した社会主義諸国首脳の会合は社会主義共同体の団結強化をう

ながす」と要旨次のように述べた。

0 ソ連を親善訪問した社会主義諸国の政府首脳，国防相，友党指導者の会

合，会談，意見の交換は社会主義共同体諸国の同結の一層を強化をうながす。

社会主義諸国の一致団結は現実的な力であり，平和と国際安全保障の最も重要

な要因である。

0 欧州、｜の平和が確保されたことに社会主義共同体の第一の功積がある。

0 レーニン的平和政策に忠実なわれわれ諸国は，核拡散防止，欧州諸国平

和会議の招集， 他国における外国軍事基地の撤廃，他国の内政にたいする不干

渉など，機の熟した国際問題解決の具体的計画を出し，諸国民の安全保障と平

和強化のため最も積極的な役割りを果たしているが，これは現在の国際情勢の

下においてきわめて必要なことである。

T lzvesfiia紙 「日本からの手紙」掲載一一18日付のイズベスチャ紙（夕刊）は

訪日中のトルクノフ編集局長，同紙東京特派員チェクホニン両氏による「日本か

らの手紙Jを載せた。その要旨は次の通り。

0 冷戦のさ中に鳩山元首相はソ連との関係樹立が必要だと結論した。彼は

みずからモスクワに乗込み，日ソ関係を正常化した。日ソ関係でのこの10年間

の成果を見れば， 1956年10月19日の意義はいくら高く評価してもし過ぎること

はない。

0 それは日ソ間の貿易，文化，政治の発展によい基礎をつくったばかりで

はなく，極東の政治的気候の温暖化をもたらした。

0 日ソ貿易はこの10年間に10倍になった。これはけっして頭打ちにはなっ

ていない。 1966年は日ソ関係の他の分野にもよい知らせをたくさんもたらし
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た。日ソ航空協定の調印，両国外相の相互訪問，領事条約の調印がそれであり

いずれも両国の相互理解を深めるものであった。

0 いま日ソ聞では毎年3万人以上のソ連人が日本を訪れ，同数の日本人が

ソ連を訪問している。 「鉄のカーテン」などという作り話はアワのように消え

てなくなった。日本と日本の知識人がトノレストイ辰の開催を待ちこがれている

こともつけ加えよう。同展の外国での最初の開催国が， トノレス トイを知り愛好

する日本だったことは偶然ではなU、。

0 日ソ間の理解が深まったことは，この10年間の総決算の一つであるが，

ソ連国民にと ヮて理解に苦しむことがある。日 ソ間にはまだ平和条約，文化協

力協定が出来ていないからである。といっても，われわれはけっして日本をせ

かしてν、るのではない。

V ソ連最南端の河港へ到着した曳航船《ブレスト》号一一－Pravd，α紙によれば，

クズベク共和国の最南端，アフガニスタンとの国境にあるアム ・ダリヤ河の河港

テ／レメズに，新しい曳航デ、イーゼノレ船 《ブレスト》号が到着した。この船は航行

困難な秋のアム ・ダリヤ河を大きな波操船，消火船および約30隻の平底船を曳い

てきた。この《ブレスト》号はその他の船と同様にアム・ダリヤ河の中流にある

チャノレジョウ市で建造されたものである。

19日 V日ソ復交10周年一一詳細は解説参照。

V 日ソ経済懇談会開かる一一市ソ経済委員会（委員長＝足立正氏）の植村経団

連副会長，永野富士製鉄社長ら財界首脳は， 19日，東京 ・丸ノ内の東京会館へヤ

スノフ ・ロシア共和国第 1副首相（ソ連商工業見本市代表団団長）， ヤミチャス

トノフ外国貿易第l次官，ネステロフ全ソ商業会議所会頭を招き，日ソ経済交流

の促進につν、て懇談した。席上， 第2回の日ソ経済合同委員会を来年6月，モス

クワで開くことに合意したほか，スベリア開発の見返りとして，日本の必要とす

る木材と木材加工品を輸入することで，意見が一致した。

この懇談会で，日本側は， ①シベリア開発にPS方式〈機械の延払い輸出と見

返りに開発資源を動入する〉を活用することは反対しない， ②しかし，見返り品

にパルプ，紙製品，尿素など不必要な最終製品は図るから，木材，銅鉱石，石油

など原材料を輸入したい， ③チューメニの石油パイフ。敷設は資金と期間がかかる

ので，結論は出ていなν、が，来年の日ソ合同委員会までに考えをまとめておく，

①ウドカンの銅資源を活用したいーーなどの点を強調した。

y連側は， ①見返り品を原材料だけで支払うことは同意しがたい， ③木材，丸
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太，製材で支払うことは検討したいp ①シベリア開発は両国の経済発展のために

プラスになるが，開発の方法には双方の考えを調整するのがよいーーなどを主張

した。

また，ネステロフ会頭はとくに発言を求め， 「日本で開かれる万国博に参加す

るよう招待され・たので，委員会を設けて検討し，参加することになろう j と参加

の意思を明らかにした。

V万国樽参加をソ連に呼びかけ一一日本万国博協会の新井事務総長は19日，大

阪の国際見本市会場で開かれている「ソ連商工業見本市」にコンスタンチン ・ス

モリヤーノフ団長を訪問，万国博へのソ連の参加を呼びかけた。

新井事務総長は 「ソ連の参を加確信して，よい場所を準備してし、る。帰国後，

政府に参加を進言してほしし、Jと申入れ，ス団長は「ソ連の進歩した姿を全世界

に知らせる機会として博覧会は大いに利用したいと考えているjと答えた。

.，ソ連の作家グループ，築地市場視察一一来日中のソ連作家ワシリー・アクシ

ョーノフらモスクワ在住の作家達10人は， 19日早朝，築地の中央卸売市場を見学

した。

Vルーマニア首脳，モスクワの北斎展へ一一18日から共産圏首脳会議が開催さ

れていると伝えられるさ中，ノレーマニアのチャウセスク書記長とマウレル首相は

19日午後l時半からモスクワのプーシキン博物館で開催中の北斎展を観覧した。

モスクワの外交筋は19日朝，各国首脳が空路パイコヌール基地へ向ったと伝えて

いただけに，ルーマニア首脳の動静は注目された。

Vセミパラチンスクで地下核実験一一スエーデ、ンのウプサラの気象観jJJ.llmは19

日，ソ速が中央アジアのセミパラチンスク実験場で行なった地下核実験を記録し

た。

この地下爆発は向日グリニッジ標準時午前3時58分（日本時間午後零時58分〉

ごろに行なわれ，震度はマグ、ニチュード6.1。

Vパブロダール・アルミニューム・アルミナ工場の生産成績－Pravd.α紙に

よれば，パブロダーノレ〈カザフ共和国〉の新しいアルミニューム・アルミナ工場

の労働者たちは，今年の第3四半期中に総生産計画を 3%以上遂行した。また，

労働生産性向上とアルミナの原価引下げ計画をも超過遂した。同工場はこれによ

って， 30万ルーブノレ以上の経費節約を達成した。

v北氷洋の本年の航行終る－lzvestija紙によれば，北氷洋のチェリュスキン

仰を本年航行期の最後の船団が出発した。この船団は新しい強力な砕氷船キエフ
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号によって導かれているの北氷洋は全前的に新しヤ氷におおわれ，零下20。で，

船団の航行は非常に困難である。エニセイ河下流イガ／レカからも 4船問が出発

し，これは合流してムルマンスクに向う予定である。

Vヤクーチヤのダイヤモンド開発功労者の記念塔建設計画一一Pravda紙によ

れば，今から11年前に西部ヤクーチャの人煙稀れな密林内に作られたダイヤモン

ドの都市ミノレヌイは，国家に対し大量のダイヤモンドを供出し，その名は全世界

に知れてU、るのこのダヤイモンド産地開発に功積のあった人々のため，ソビエ ト

政権樹立50周年までに共和国として，高さ25mの記念塔を同市の最も高いところ

に建てるととになった。

20日 Vソ連文化相フルツヱワ女史来日一一20日午後7時，羽田着の飛行機で，ソ連

の女性文化大臣フノレツェワ，エ．ア．が来日した。

v世界動力会議，来年はソ連で一一東京 ・芝のプリンス ・ホテルで開催されて

いた世界動力会議は，世界57ヵ国の専門家約1千人が熱心に討議を続け， 20日に

終了したが，来年はソ連で開催される事になった。

v国連総会政治委で米ソ協調一一国連総会第 1（政治〉委員会は20日から「核

拡散防止条約の締結を拒む行為の除去」（ソ連提案， のち米英も共同提案国とし

て参加〉など軍縮6議題の審議を開始，冒頭，フェドレンコ ・ソ連代表とゴール

ドパーグ米代表が，核拡散防止が緊急に必要であることを強調する演説を行なっ

fこ。

フェドレンコ代表はそのなかで， 「核拡散防止条約を審議した18ヵ国軍縮委で

抜け穴を作ろうとして条約成立を妨げたのは米国であるjと非難したが，続いて

「この問題は現在いくらかよい傾向が見える。われわれはもちろん，これを歓迎

する。核拡散防止の問題解決に努力しているという米国の責任ある当局者の保証

が，具体的行動で裏付けされることを期待する。それによって，すでに近い将来

にあるとみられる合意を可能にするだろうJと，最近伝えられるこの問題の米ソ

の接近を裏付けるような柔軟な発言を行なって，この前を突破口とする軍縮の進

展に期待する各国の注目をひU、た。

一方，ゴールドパーグ代表は， 「条約成立まで持込めなかったジュネーブ18ヵ

国軍縮委も成果がなかったわけではない」と， ①集団核防衛取決めは核拡散につ

ながるものではない， ②平和な核活動に保証を設ける必要性の理解，③平和な核

爆発という特別な問題の理解，④核兵器貯蔵と運搬手段の増大を食止め，縮小さ

せる方法の探究，の4点で進展が見られたことを強張， 「グロムイコ ・ソ連外相
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が述ベた言葉にわれわれは，元気づけられているj と，ソ連の意欲を積極的に評

価して核拡散防止を笑現したハとの熱意をのぞかせた。

V新型ロケットを誇示一一20日のモスクワ放送によると，ソ連帯戦略ロケッ ト

部隊総司令官クノレイロフ元師は，このほど新聞記者とのインタビ、ューで，ソ速で

最近，新型の強力および超強力ロケットが開発されたことを発表した。

同元師はさらに，ソ連が数年前から行なってヤる太平洋へのロケット発射実験

は高度の命中率を示したと強調し，大陸問ロケットは実際上，無制限の射程を持

ってヤるので，外部から侵略を受けた場合には，第 1発から地球上のいかなる地

点にある目標にも命中させ得る，と述べた。

' ふたつの人工衛星発射一一パイコヌーノレ基地で、は20日，共産圏9ヵ国首脳の

見守る中で， コスモス 130号とモノレニア 1号通信衛星のふたつの衛星が発射され

た。

通信衛星モノレニア 1号の主要目的は，テレビ，電信電話の長距離送受信を実験

し，開発することにあるという。

総合計算センターの最初の報告によると，モノレニア 1号の遠地点は北半球の3

万9700キロ，近地点は南半球の 485キロ，軌道傾斜角度64.9度で，当初の周期は

11時間53分である。同衛星は，テレピ送受イ言装置および長距離複回線無線通信装

置などを積んでし、る由である。

’ 《アムールスタリ》の設備拡張一一Pravda紙によれば，コムソモリスクの

《アムーノレスタリ》（アムーノレ精鋼工場〉では， 連続鋳鋼設備の組立がはじまっ

たこれは高さ 9階建のピノレにも等しい大きな設備である。

，ォムスク精油工場の発展一一Pravda紙によれば， オムスク精油工場で最初

の設備が操業を始めたのは11年前のことである。現在この工場はソ連で最も大き

い工場のーっとなった。そして，今もなお建設が続いている。最近の l年半だけ

でも工場は見違えるほど変った。石油蒸溜塔が建てられ，合成濃厚酸素製造設備

ができつつある。

21日 V沿岸貿易成約一一北海道と富山，新潟両県の代表は21日，大阪市港区のソ連

見本市会場でソ連の極東貿易事務所との問で輸出入合計116方ド）レの沿岸貿易契

約に調印した。日本側の窓口は進展実業。これは同見本市の沿岸貿易としては初

めての契約である。年初来の日ソ沿岸貿易は輸出入合計で約750万ドノレにのぼっ

ているので，これで，当初の目標である 1千万ドルの達成ができる見通しとなっ

？こ。
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この日の契約の内訳は，北海道がエピなどの海産物1.00万ドル，木材3万 3750

ドノレを輸入する一方，婦人ゴムグツ 3万ドノレ〈約2方5000足〉を輸出する。新潟

県は木材6万7500千ドノレ，首山県は木材3万3750千百ドノレをそれぞれ輸入する。

' ハバロフスクへ 2隻の冷凍船一－Gudo紙によれば、，ハパロフスク港へ，こ

のほどチェコスロパキアから新造冷凍船が到着した。もうひとつの冷凍船も極東

の港マゴを出港し，ハバロフスクへやってくることになっている。はじめて2隻

の河川用ディーゼル船が砕氷船の助けをかりで，北氷洋，ベーリング海峡，オホ

ーツク海の困難な航海後，アムーノレ河口に到着したのである。

Vアルタイ ・トラクター工場の発展－Pravd，α紙によれば， アルタイ地方の

ノレゥブツオフスクにあるアノレタイ ・トラクグ工場の労働者たちは，今年の生産計

画を期限前に遂行する約束をした。本年の革命49周年までに無限軌道高速トラク

ター 《T・4M》（130馬力〉の国家テストを終る予定であり，来年のソビエト政権

50周年までに新しい17コの流れ作業の自動化ラインを作る予定である。

22日 ' 「ルナー12号J打上げーータス通信によると，ソ連は22日，無人月ロケット

“ノレナー12号”を打上げた。発表によれば， 「人工月衛星の実験と月と，その近

辺の宇宙の探査をさらに進めるためJとされてU、る。ノレナー12号に積まれた無線

は正常に作動し，連絡が保たれているという。

この打上げに先だち，ソ連は月衛星を地球に帰還させるのではないかというi噂

さが流れていた。なお， ソ連はさる 4月にノレナー10号， 8月にノレナー11号を月を

回る軌道に乗せている。

ノレナー12号は順調に進めば，モスクワ時間25日夜〈日本時間26日午前〉月の近

くに達する。

Vモルニア 1型 4号の性能一一ソ連が20日打上げた通信衛星モルニア 1型4号

には，テレビ ・カメラが積込まれており，気象衛星としての役割も果していると

22日，ソ連紙〈赤い星〉が報じた。

この衛星は遠地点4万km，近地点485kmの軌道をまわっているが，これには広

角レンズと望遠レンズ，各種フィノレターをつけたテレビ ・カメラが積込まれてい

て，地球の雲や地形を撮影し，地上へ電送して来ている。

vウスチ・パルイク＝オムスク問石油パイプライン工事の状況一一Pravda紙

によれば，西シベリアのウスチ ・パノレイク＝オムスク間延長 1千kmの石油ノξイプ

ラインで緊張した作業が行ーなわれている。これは 5ヵ年計画の突貫工事である。

建設者たちは今まで作業を北から南へだけ進めていたが， 10月初めから強力な掘
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さく機械がオムスクから北へ向って溝を掘り始めた。現在，地区の中心地ワガイ

付近でも作業がはじめられている。

23日 f Pravda紙，9ヵ月間の工業実績発表一一φ特記事項参照。

f Prav白紙，労働者の解雇問題を論ず一一詳細はφ特記事項参照。

v北京放送，ソ連非難一一23日朝の北京放送によれば〉同日の中国共産党機関

紙人民日報は， 「米ソがクツレになって演ずる新しい東のミュンへンをあばく Jと

題するオブザパー署名の評論をかかげ， 「ソ連指導グループはいま米帝国主義が

“爆撃で和を迫る”陰謀を実現するのを助けている。ソ連は米軍の即時撤退に一

言もふれず“爆撃停止”をしゃべっているが，これはソ連指導部が米帝国主義と

共謀してベ トナムの革命をしめ殺す恥知らずの行動であるJと激しくソ連を非難

した。

Vソ連大使館前で紅衛兵デモ一一23日夜，北京のソ連大使館周辺に多数の紅衛

兵が詰めかけ， 「現代修IE主義者は出て行け」と叫びながら道路沿いに大使館ま

で反ソ ・スローガンをはりつけ大使館に出入りする自動車の通行を妨害した。

▼アムール州の大豆豊作――Seliskaja Dバzny紙によれば，極東のアムーノレ州

のコルホーズとソフホーズは党中央委3月総会と第23回党大会の決議を遂行し，

今年は大豆のよい収穫をあげ，期限前に国家売渡計画を遂行した。調達所へは計

画よりも 3万8千トン多く， 27万3千トンの大豆種子を供出し終った。

V ウズベキスタン農村の電イヒ一一SeliskajaDzizny紙によれば，ウズベキスタ

γでは最初の三つの地区一一スレドネチノレチク，レーニンスク，ホドジャアパグ、

の全面的電化が完成した。 国家電力系から安価な電力がコノレホーズとソフホーズ

の修理工場の総べての設備を動かしはじめた。今年のはじめからコルホーズとソ

フホーズの 5万5千世帯に電灯がついた。－短期間に 3700kmの送電線が建設され

た。

24日 f Pravda紙，日本共産党への挨拶掲載一一ソ連共産党中央委員会から日本共産

党第10回党大会にあてた挨拶が24日付のPravda紙に発表された。

V赤十字援助でソ中合意一一24日ジュネーブで発表されたところによると，ソ

連，中共両国は北ベトナムの戦争被災者にたいする国際赤十字の援助物資の輸送

能力の拡大について同意した。国際赤十字委員会の緊急発表によると，ソ連，中

共同国政府はソ連赤十字と中国紅十字の勧告に基づきとの措置を承認した。

f Prav白紙，畜舎の不備を指摘一一24日付のPravde紙は，農村における建設

が予定通り進んでいないと述べ，とくに家畜を収容すべき畜舎の不備を指摘し，
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この原因は労働力の不足にあると主張している。

V ナホ トカ港の拡張工事進む一一Pravda紙によれば，ナホ トカ港の拡張工事

のため《ダリモノレギドロストロイ》（極東海運建設〉トラストの労働者たちは，

重量ダンプカーを次から次へとアスタフィエフ岬へ移動させている。それはナホ

トカ港の断しい埠頭を作るため土壌を運んでU、るのである。第211慎工事の建設は

全速力で進められており，四つの新しい埠頭はすでに稼動を初めた。

vベトナムへ80隻一一25日のモスクワ放送は，今年に入ってから80隻のソ連船

がペトナムへ援助物資を運んだと伝えた。

' ）レナー12号，孫衛星軌道に乗る一一タス通信は25日，ソ連がさる22日に打上

げた月ロケット「ルナー12号Jは，グリニッジ標準時25日午後8時47分（日本時

間26日午前5時47分〉月をまわる軌道に乗り，順調に働き続けてν、ると発表した。

これより先，英ジョドレノレパンク天文台は，ソ連の月ロケットが軌道に乗ったと

発表したが，その時間までタス発表と同じである。

．／ 

V レナ河， オピ河， アムール河各航運局の航行計画超過遂行一一Vodnyy

Transport紙によれば， レナ河航運局は 10月8日貨物輸送の航行計画を遂行し

た。なかでもオセトロボとヤクーツクの二つの港の従業員たちは荷役作業の課題

を著しく超過遂行した。なお，オビ河航運局は10月16日，アムール河航運局は10

月14日，それぞれの貨物輸送の航行計画を期限前に超過遂行した。

26日 V 中国入学生，レーニン廟に詣でる一一さきに帰国を命ぜられたソ連留学中の

中国入学生の一団（女子学生8人を含む50人）は， 26日大きな花輪をもって赤の

広場のレーニン廟にやってきた。しかし，ソ連の警官がレーニン廟の扉を閉じて

しまったので，学生等は3時間にわたって警官はじめソ連市民と論争したが，結

局，警官が代理で花輪を捧げることに同意して引あげた。

V ゾーリン大使， ドゴール大統領に接見ーーソーリン駐仏大使は26日， ドゴ－

Jレ仏大統領を訪問した。信頼できる筋によれば、，ソ連最高首脳のフランス訪問に

ついて話合われたという。同筋によると，コスイギン首相は12月に，ポ ドゴノレヌ

イ最高会議幹部会議長とプレジネフ党書記長は来年4月に訪仏する模様で，いず

れもさる 6月から 7月にかけてのドゴール大統領の訪ソに対する答礼になるはず

だという。

Vヤクート綜合大学の歴史－Pra-uda紙によれば， ヤクート綜合大学創立以

来10周年を迎えた。現地住民の約3500人がここで教育を受けてヤクート共和国の

国民経済の専門家になった。 この綜合大学の前身は師範大学で，それは民族文字
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が始めて出来てから17年目の1934年に創設されたものであった。

27日 ，地下核実験一一米政府原子力委員会は27日， Y連が同日ノパヤゼムリア実験

場で強力な地下核実験を行なったと述べた。

曹コ首相，12月に訪仏一一ソ連政府が27日夜発表したことろによると，コスイ

ギン・ソ連首相は12月前半にフランスを公式訪問する。

Vイルクーツク州農民の穀物国家売渡良好一一Pravda紙によれば，イJレクー

ツク州、！の農民は党中央委3月総会と第23回党大会の決定を実現し，国家に対する

穀物売渡計画を遂行した。穀物受付所には49万 8千トンの粒穀が運び込まれた。

州内のクイトウン，ジミン， トウノレン，ニジネウージンスク，イノレクーツク，ブ

ラック，エヒリト・ブラガックおよびウソリスクの諸地区は最もよい月比五責であっ

Tこ。

Vイルトウイシ河航運局の計画遂行一一 VodnyyTransport紙によれば，イノレ

トゥイシ河航運局の労働者たちは，期限前の10月7日貨物輸送のための航行計画

を完遂した。彼らは原油および石油製品，材木，塩，石炭，セメント，金属およ

び建設材料を輸送する課題をなし遂げた。 1965年度に比較して，輸送量はトンで

10%, トンキロメートルで17%増大した。航運局はチュメーニからオムスクへの

原油輸送，チュメーニ州、｜の石油とガスの労働者に対する工業製品および食料品の

補給を達成した。

Vアルマ・アタ市の変貌一－Pravda紙によれば， カザフ共和国のアノレマ・ア

タ市はほとんど 1階建の建物だけで，最近の l, 2年間でも 4階以上の建物は耐

震上危険とされていた。しかし，建築学の発展は新しい丈夫な建設材料を作るよ

うになり，市内の団地では次第に高層建築が現われるようになった。たとえば，

ゴーゴリ街では7階建の住宅， 8階建のホテノレ， 11階建の官庁が出来つつある。

28日 V ソ連外務省，北京に抗議一－28日付Pravda紙は，北京のソ連大使館前にお

けるデモ隊の乱暴に対するソ連外務省の抗議声明を発表した。

, Pravda紙，中共のミサイル核実験を小さく報道

Vブラゴベシチヱンスク市の高層建物一一Pravda紙によれば，極東のブラゴ

ベシチェンスク市はいまや新しい家でいっぱいになろうとしてヤる。その計画は

とのほどロシヤ共和国ゴスプランの会議で承認されたばかりである。レニングラ

ードの専門家たちは，ブラゴベシチェンスク市の改造計画で大多数の建物を 5階

またはそれ以上のピノレにすることを提案した。 1970年の終りまでにここの住宅地

は100万m3を越えるであろう。
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29日 ’ミルヌイ ・ダイヤモンド工場一一Pravda紙によれば，ヤクート自治共和国

のダイヤモンド産地ミノレヌイでは，このほどソ連最大のダイヤモンド採取企業で

ある新しい選鉱工場第3号が操業に入った。それはアルミニュームとガラスで‘出

来た14階建の建物でi国内および諸外国のあらゆる優れた経験を取り入れてい

る。国家委員会は設計者，建設者，組立労働者および営業関係者の作業に対し，

最高の評価を与えた。

30日 Vハバロフスク線区の輸送計画超過遂行－Gudok紙によれば，極東鉄道のハ

ノミロフスク線区は期限前に貨物取扱いの10ヵ月計画を遂行した。 10月末までには

さらに20万トン以上の国民経済の生産品を補足的に発送するであろう。

Vマカト＝マングイシラク鉄道完成近し一－Gudok紙によれば，カザフ共和国

のカスピー海北端に近いマカト市とマングイシラクを結ぶ鉄道の建設は終りに近

づきつつある。総延長770kmのうち，幹線と駅構内線を合せて 710凶は完成され

た。路盤工事とその他の施設の不完全なところは取除かれ，全線通信設備も運営

を開女台できるようになっている。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

11月の概況

11月7日には恒例の革命記念行事がおこなわれたが，この式典のさ中， 2 

!illにわたって中国側の来賓が退場するという幕がみられ，中ソ間の雲行きが

ますます険悪さを加えていることを示した。その他， 11月中には，活発な外

交攻勢が展開された。そしてベトナム問題と地下核実験問題以外の点では，

かなりの面で東西融和の進展がみられた。とくにソ連の西ヨーロッパに対す

る外交攻勢は活発であった。

とれは，ソ連の軍事的重点が欧州、｜から中ソ国境へ移りつつある現在，ソ連

の戦略体市IJそのものに構造的な変化が生じつつあるとみられ，これにともな

って， 外交戦略の面も，今まさに一大転回点にさしかかッている事を示唆し

ているもののようである。

第49回革命記念日

恒例の革命記念行事は， 11月6日夕刻午後4時から，クレムリン大会議場

で開かれた祝典をもって幕をあけられた。この記念集会ではベリシェ・ソ連

共産党中央委員会政治局員兼党統制委員会議長が報告演説をおこなったが，

その中で激しく中国の指導部を非難攻撃した事が注目を集めた。その要旨は

次の 3点に集約されよう。 「①米国がベトナム侵略を拡大しつつある現在の

状況下では米ソ聞の関係改善はありえなν、。②ソ連は平和共存の線にそって

日本，イタリア，カナダなど諸国との関係改善を進めている。③中共は国際

共産主義運動の分裂を促進し，帝国主義を利する行動をとっている。文化大

革命はマルキシズムとも社会主義とも全く無縁なものである一一。」この演説

に場－内から拍手が湧いたが，列席していた張徳群中共臨時大使は席をけって

退場した。

あくる 7日，午前101時から赤の広場で恒例の軍事ノfレードがおこなわれ，

ロケットの誇示などがおこなわれたが，関兵したマリノフスキー国防相は，
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パレードに先だって，米国のベトナム侵略を非難すると同時に，ベトナム支

援に共同行動をとらぬ中共を激しく非難する演説をおこなったo そのため，

来賓として参列していた中共の臨時大使と武官団は再び一斉に退場した。

同日付の Pravda紙ほ各国の党，政府からの祝電を掲載したが，中国から

の祝電は載せなかった。 （注，中国はソ述指導部の名前をあげず，単に党宛の祝電

を発したと伝えられている〉また，軍パレードは昨年の革命記念日や， 今年の

メーデーの時と殆んど同じ内容で，新しいものは見えず，地味な感じであっ

たと伝えられる。

同日クレムリン宮でひらかれた祝賀レセプションではブレジネフ書記長が

挨拶して，革命後49年間の業績を讃えた。

今年の革命記念行事全般の印象は，ソ連が依然，平和共存政策を変更する

気のない事と，その反面，北京どの関係がますます険悪化しつつある様を如

実に示していた。これは，新しい経済政策を含めて，ソ連の国家と党が新し

い時代の要請に適応して， i斬次，体質を変えようとしつつある事のしるしで

あろう。

活発な外交戦の展開

ソ連首脳部は最近，西側や東欧諸国に対して，活発な外交攻勢を展開しは

じめているが， 11月中にもさまざまな動きが見られた。

0首脳部の動きとしては，まず， 11月14日から開かれたブノレガリア党大会

にブレジネフ書記長を団長とするソ連代表団が出席したことが挙げられよ

う。プレジネフ書記長はこの大会で演説して，中共指導部を批判すると同時

に，世界党会議の開催の必要をカ説した。これには一部のソ連派の党が賛意

を表したが，はっきりした態度を示さぬ党も少なくない有様で，世界党会議

をひらきたいというクレムリンの狙いは，容易に実現されそうにもない。

0同じく 11月14日，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長は多数の随員をした

がえて，オーストリアのウィ ーンに乗りこみ，オーストリア政府の首脳部と

数日にわたって会談した。 このウィーン会談の狙いは， EECの準加盟国に

なろうと努カしているオーストリア政府に圧力をかけて， EECへの接近を

断念させようとする点にあったo ソ連とオーストリア首脳間の会談は結局，
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意見不一致のままに終った模．様である。ソ連としてはオーストリアをあくま

で，政治的にも，経済的にも，中立の立場に引きとめておこうと考えている

のであるが， オーストリアとしては， EECの飛躍的な発展を指をくわえて

眺めていては，オーストリアの経済的不利を招くばかりであるとして，自国

の経済体質の向上と改善のために， EECに是非接近したいと考えている訳

で，両者の一致は当分困難であろう。

011月16日はワオロノフ ・ロシア共和国首相を団長とする最高会議代表団

が英議会の招きでロンドンを訪れた。

0また11月25日には，ハンガリ一党大会出席のために再びブレジネフ書記

長が団長となって，プダペス トへ出発した。そして28日から開かれたハンガ

リ一党大会でも世界党会議の提案がなされたが，これは現在のソ連指導部が

何とかして，世界共産党会議を招集して中国共産党に対する共同姿勢を明確

なものにさせたいと希望しているためであろう。

0一方，中国を訪問していたPravda紙政治解説委員長・ピクトノレ ・マエフ

スキーを団長とするソ中友好協会の訪中団一行は，中共側のいやがらせに立

腹して11月19日，予定を打切っでソ連ヘ帰国するという一幕もあった。

0外国からの訪問客としては次のような人々をあげる事ができる。 11月 1

日， ドルチコス ・キューパ大統領。 9日，マーチン・カナダ外相。 13日，リ

ング・ノルウェー外相。 15日，パーシオ・フィンランド大統領。 17日， ドブ

レ・仏蔵相。 22日，プラワン・英外相。

このうち，カナダ外相と英外相のモスクワ訪問は，主としてベトナム問題

解決の可能性を打診する目的があったとみられる。ソ連としては， 8月最高

会議以後，ベトナム戦乱の早期解決に乗出す意欲を示しはじめているようで

あるが，しかし，その壁は中々厚く，今までのところ，画期的な進展はみら

れないようである。

0 ドブレ仏蔵相の訪ソは，さきのドゴーノレ大統領訪ソの際提案された仏ソ

間の貿易技術協力を推進する目的であったと伝えられる。また仏ソは 9日付

でパリ＝モスクワ〈エリゼ宮＝クレムリン宮）聞にホット・ラインを設置す

る協定に調印したが，これは数週間内に通信可能とみられている。これは欧

州をめぐる情勢を緩和させようとするソ連の政策を示すものであろう。
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0ブラウン英外相のモスクワ訪問は最も重要視された。英外相とソ連首.fl阿

部との会談は23日から25日まで3日間続けられたが，ベトナム問題と地下核

実験問題とし、うふたつの焦点をめぐる英ソの意見交換も結局，大きな収穫を

あげることなく終った。しかし，一部では，今回の英外相の訪ソによって，

ソ連がベトナム問題の早期平和解決を内心では希望している事があきらかに

された点をひとつの収穫として指摘している。

0米ソ問では，民間航空協定が成立し，また宇宙平和利用条約の問題でも

一応の諒解に達したと伝えられる。北京は早速，この点をとりあげて米ソ狗

れ合いを攻撃した。

以上のようなソ連外交の活発な展開は，西ドイツの政変や，中共内部の混

乱などを踏まえて， ソ連が積極的に世界情勢に対処しようとしている事を意

味している。

日ソ間の諸交渉と取引き

日ソ間の経済協力に関する諸交渉は，色々の曲折を経ながら徐々に進んで

いるが，そのうち主なものを挙げると次のようなものがある。

1. 北樺太天然ガス開発問題

さきに来日して以来，北樺太のガス回開発の協力問題で日本側と接渉して

いたソ連外国貿易省のシュシコフ・自由圏機械設備輸入局長と，在日通商代

表部のグバノフ首席は11月2日午前，三木通産相を訪れ，これまで交渉上の

難点になっていたコムソモリスク肥料工場の建設計画を中止する旨の本国か

らの訓電を伝えた。とれによって日本は経済協カの見返り物質として，尿素

肥料を引取る必要がなくなった訳で交渉上の難問題のひとつが解決した訳で

ある。

一方，植村経団連副会長も 5日，札幌で、佐藤首相に会って， 「北樺太天然

ガスの共同開発について早く決着をつけるようJ要請した。

政府としても， 8日の閣議終了後，三木通産相と福田蔵相が首相をまじえ

て日本側の最終態度を検討したが結論にいたらなかった。その原因は主とし

て， 「輸出入銀行の資金繰りの点から総額1億8千万ドノレ（648億円〉の対
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ソ延べ払い融資はむずかしい」と大蔵省側が難色を示 した事である。ついで

10日にも通産 ・大蔵前省の意見の調整がはかられ，一応最終的な政府案を決

定した。そして， 11日午後， 三木通産相はシュシコフ氏その他ソ連側代表を

招き，日本債IJの最終態度を伝えた。その内容は①総額1億8千万 F＇；レのうち，

消費財は輸銀の資金繰りの関係で大幅に圧縮する。 （との消費財はソ連が現

地で換金して工事費の支払いにあてようとするもので， ソ連側は 6千万ドル

を希望していた〉輸銀の融資は 1億2千万ドノレとする，②延べ払い期間は 3

年間の据えおき期間をふくめて 8～9年間とする。③延べ払い金利は平均6

%強とする。④頭金の支払いは要求しないーー などであると伝えられる。

三木通産相はソ連代表に対し「政府案は丸紅飯田＝帝国石油グループに詳

しく伝えてあるので，早急に民間ベースの交渉をまとめられるよう希望する」

とソ連側に述べた。

一一一一・・ ．かくて，交渉、は再び民間ベースにもどり， ソ連｛員IJ代表と丸紅＝帝石グノレー

プとの交渉が再開されたが，ソ連側は延払い金利について，依然不満を示し

た。はじめ日本側は 6.25%の金利を主張したのに対し， ソ連側が5.5%を要

求してきたので，それを考慮に入れて日本側は 6%強の線まで譲歩したので

あるが， ソ連側は 6%以下を依然として要求している。

また， PS方式のやり方についても意見がくい違った。 ソ連側は完全な輸

出入リンク制を考え，か りに事故が発生して，日本へのガスの輸出がとま っ

た場合は，それだけソ連の日本への機械代金の延払い分をおくらせることを

主張して，事故でガスの輸入が止ま ったときの保証を求める日本側の見解と

対立した。

かくて早急の解決は無理とわかったので，一旦交渉を打切り，来春モスク

ワで交渉を再開することとして，シュシコフ氏ら代表団の一行は22日午後，

羽田発のパンアメリカン機で帰国した。

以上のような経過をみると，難関は金利の問題と，ガスの引取り保証（ソ

連は20年を要求している〉の問題と，事故でガスの輸入が途切れた時の保証

の件など 3点であるといえる。

なお，本交渉の中断期間中にも，天然ガス開発にともなう機械設備（ガス

液化工場 ・1万 5千トンの専用タンカー ・オハ＝コルサコフ問850kmおよび
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オハ＝コムソモリスク問500kmのパイプ ・ライン ・ガス採掘機械など）に｜羽

しての商談は継続されることになっている。

2. 技術交渉の使節団来日か ？

さきに， Y連邦科学技術国家委員会の招きで訪ソした小山長規元建設相ら

建設行政の専門家や建設業者の一行は，ソ連各地を視察して10月中旬帰国し

たが，ソ連側の科学技術，建設関係者との聞に種々の意見の交換が見られた

模様で，近くゴスストロイ（国家建設委員会〉の第一副議長はじめ数人の使

節団が技術交流の目的で来日する予定であると伝えられる。これにはわが建

設省も全面的に協力する方針を決めており，電源開発とくにダム建設や電子

計算機を使用した工程管理方式などについて， ソ連側はかなり積極的な交流

の意欲を示しているという。

ソ連では電子計算機を使用した経済管理や工程管理の技術が西側に比べて

かなりおくれているので，ソ連の科学技術国家委員会がとくにこの方面での

技術導入を熱心に考慮するのは当然と思われる。しかし，具体的に日本の建

設業界や電力業界がシベリア開発に協力して利益をあげ得る方法は慎重に検

討すべきであり，今までしばしば見られたような，単なる引合いだけで，設

計や技術面の創意やアイデアを盗まれるというような粗漏のないよう注意す

べきであろう。

3. 日ソ沿岸貿見本市

日本沿岸貿易振興連合会会長北村徳太郎氏は16日，東京虎の門の霞山会館

で記者会見し，クゼンコ ・ソ連外国貿易省極東全権との間に日ソ沿岸貿易見

本市の相互開催の話を進めていることを明らかにした。それによると， 1967

年イ lレクーツクで日本が日本沿岸貿易展を開催することで合意をみており，

沿貿連がジェトロにその実施を申し入れている。また， 1968年春には日本の

3ヵ所で，ソ連の極東貿易事務所〈ダリイントノレグ〉がソ連極東物産展を開

催する方針であり，開催地としては，北海道1ヵ所のほか，秋田，石川， 鳥

取，島根の 4県から 2ヵ所をえらぶ方針であるという。また， 1967年 6月に

は日ソ沿岸貿易の専門家会議がナホトカでひらかれる予定である。
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4. 化学業界にも生産分与方式提案

さきに訪ソした第2次経済使節団〈団長 ・新井友蔵同和鉱業社長〉に対し

て，ソ連のコスタンドフ化学工業相から，日本の化学業界と連繋して PS（生

産分与〉方式により，①塩化カリ，②りん酸，③塩素および、ビニーノレモノマ

ーの企業化を行なうことを提案してきた事が， 11月中旬明らかにされた。

この内容は①トノレクメン共和国内に豊富に産出するカリ資源をソ連側が供

給し，日本側が境化カリにして肥料の原料にする。設備は年間 60万～100万

トンの規模とし，必要・な資金は約 160億円前後の見込み。②東シベリアのブ

リヤート自治共和国の首府ウラン ・ウデ地区の燐鉱石から，燐または燐酸の

中間製品に し，日本へ輸入する。③イノレクーツク地区に無尽蔵にある岩塩を

原料として，塩素または塩化ビニーノレモノマーを生産するーーという三点で

ある。

これらの企業化の進め方は，日本側が現金で50%出資し，残る50%を設備

で提供し，原料はソ連側が給供，製品は日本が輸入するという構想、である。

日本の化学業界としては， りんく燐〉とカリの大口需要者として，有利な

原料確保にかねてから努力しているので，ソ連との企業協力が実現すれば，

安定した原料手当てができるとみて，乗り気をしめしている。

そこで，化学業界の代表機関である日本化学工業協会〈会長安西正夫氏 ・

昭電社長〉が中心になって，ソ連側の提案を検討し，早急に結論を出す段取

りであると伝えられる。

5. パルフ。業界，窓口一本化

ソ連ノミノレフ。材の輸入交渉は毎年年末から本格化するが， 42年度に関する交

渉も，アクラトフ ・ソ連木材輸出公団副総裁が近く来日するので，まもなく

開始されるものと見られる。日本の紙ノ勺レフ。業界としては， ソ連ノミノレフ。材の

価格が年々高くなることに不満をもっており， 41年度の場合も価格問題で難

航したが，業界が結束して商社を支援した結果， 40年度に比べ，A材〈エゾ

松， トド松〉で 1m3あたり 1ドノレ50セント安（40年度価格CIF19ドノレ10セ

ント） B材（カラ松〉で 1ドノレ20セント安（同14ドノレ45セント） C材 （広葉

樹〉で 1ドノレ20セント安（同12ドノレ95セント〉に引下げることに成功した。
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このよう にソ述材－は例年価絡の点で難航するので，業界でもソ連材にがjす

る関心がかなり低下しているともいわれる。

しかし，今年は景気の回復にともなう閣内木材市況の高騰を反映して，価

格が41年度なみであれば， 4年度の数量33万maをかなり上まわることも予

想されている。

そこで，一部商社が独走して結束を乱すおそれもあるので業界としては，

42年度も41年度と同じように窓口を一本化すると共に，結束を強化して商社

を支援し，有利なイ1lfi格で、交渉をまとめる方針であると伝えられる。

6. 来日ソ連代表，工作機械大量買付けか ？

ソ連スタンコインポノレ ト（全ソ機械輸出入公団〉副総裁イグナチェフ氏を

団長に，数名の専門家を含む代表団が，先月末，日立精機，三井精機，安宅

産業，日綿実業4社の入国保証で来日し，目下，工作機械の買付け商談をお

こなっている。今回の商談は 2ヵ年分を一括して貿付ける方針といわれ，金

額的にも1000万ドル程度は期待で、きると見られている。

ソ連と しては，新5ヵ年計画の実施にともなう設備機械として， 日本の工

作機械の優秀性をみとめて大量買付けの意欲を示しており，とくに自動車生

産用の専用工作機械の買付けにも積極的であるという。しかも，今までとか

く障害となっていたソ連製工作機械の見返り輸入問題札今回はかなり弾力

的で，従来輸出量の30～40%の見返り輸入を要請していたソ連が，今回は10

～15%にとどめている模：様で，この点も交渉が楽であるという。

ただ，現下の内外需要の活発化によって，業界は多くの注文をかかえてお

り，ソ連への納期がいちじるしく延びる可能性がつよいといわれる。 この点

でソ連側の納得をとりつけうるか否かが今回の商談成否のポイントになって

いる模様である。

7. 日ソ聞の宇宙通信提案か

11月16日，タリジン通信省次官はタス通信の記者に「ソ連は，関心をよせ

ているすべての国と，宇宙通信の開発で協力する用意があるJと述べ，また

日本の専門家がソ連の通信衛星モノレニアを使用して宇宙通信を行なう方法に

一（330）ー -288-



シベリア開発（11月〉

ついての捉－案を現在起草「11であることを明らかにした。そして「モノレニア衛

Eζは米国の通信衛星よりも10倍も強力な発信器を持っているので，地上のア

ンテナあ小型ですみ，経費も節減できる。またモノレニア衛星はソ連と 日本，

キューパ，米国を含む北半球および、東南アジア諸国との，多チャンネノレの電

信，電話，写真電送通信を確保できるJと述べたと伝えられる。

8. 日ソ東欧貿易会， 改組か

日ソ東欧貿易会は前会長の北村徳太郎氏がさる 9月辞任したのを機会に，

全面改組される見通しと伝えられる。現在，この貿易会の会員は貿易商社32

社をはじめ繊維関係などのメ ｝カー10社，その他為替銀行，海運会社など合

計71社であり，業種的に片寄っていることや，大会社でも未加入のものが多

いことなどが，かねて問題になっていた。その上，ソ連および東欧圏相手の

貿易交流がここ 1～2年の間に急速に拡大してきた結果，今までの日ソ東欧

貿易会のような草分け的なあっせん業務の役割りは既に終ってしまったとい

える。とれらの理由から11月25日午後，日本橋の横浜銀行ピノレで会員総会を

開き，発展的に解散することを決定した。

かくて，日ソ東欧貿易会は昭和30年 4月に発足して以来，11年間の業績を

残して，本年12月末をも って解散し，新構想、のもとに再発足する事になった

が，新会長には東銀会長の堀江薫雄氏のよび声が高い。

9.. 対ソ輸出不正事件

さきに対ソ向け禁輸品のトランジスター製造プラントを，部品をパラパラ

にして品名をすりかえ，非合法に輸出していた進展実業の不正事件を取りし

らべていた神奈川県警は， 11月14日午後，通産省の貿易振興局輸出業務課長

補佐砂越明を収賄の疑いで逮捕した。これはココムで禁ぜられている戦略物

資乞外国貿易管理法や外国為替法に違反して輸出していた進展実業の取締

役から依頼されて，便宜をはかったという疑いによるものである。

争パリ＝モスクワ間ホット・ライン

フランス政府とソ連政府は11月9日， パリとそスクワを結ぶホット・ライン設置の
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協定に調印しに、このitG_fil通信線の設問は， さきにドゴーノレ大統領が訪ソした際に決

定していたもので；;Ii，るο i）＇，ツ ト・ライ ンはオーストリアを通過する予定であり，この

冒8日付でウィ ーン駐在の仏ソ阿国大使から， オーストリア政府へ通告がおこなわれ

た。通信は数迦1/1]1乏には可能になる予定といわれる。

φソ連，ミサイル迎撃体制展開か

米国のマクナマヲ｜羽防長官は11月lOf;I, テキサスチ｜｛で次のように述べたと伝えちれ

る。

0 ソ速が米悶のミサイノレに対する防衛のため都道ミサイノレ迎撃休tBIJを展開し始め

ようと努力している無視できない証拠がある。

0ソ連の動きはともかくとして，米国のミサイノレ，航空機がゾ速の防衛陣を突破

して浸透してゆく能力は，過去15年間全く疑問はなかったし，現在もない。

0ソ連迎撃ミサイノレ体制の有効性を評価するのは非常に困難であるが，それは有

効だと想定しておいた方が無難であろう。今後のわれわれの ICBM（大降聞神道弾〉

開発と展開はこの想定の上にす．つであろう。

日 誌 （11月〉

1 日 Vブレジネフ書記長，北京非難一－11月 1日，クツレジア共和国の首都ツピリシ

でプレジネフ書記長は，激しい中共非難の演説をおこなった。

，ャクート自治共和国の発展－EconomicheskajaGazeta紙によれば，ヤク

ー ト自治共和国の毛皮生産量は現在全ソ連邦の15～20%をしめており，その約バ

は白狐，また70～80%はテンと白兎である。学校教育はヤクー ト国営大学， 17の

技術専－門学校， 629の小学校があり， 共和国全体で4人に 1人は学んでヤる。 ま

た，ソ連邦科学アカデミー・ シベリア支部のヤクート出張所と16の科学研究所が

ある。

Vブリヤー ト自治共和国の学校一一Pravda紙によれば， ブリヤート 自治共和

国のサヤン山脈の麗に近いトゥンキン・アイマークのクイレンスク中学校は創立

150周年を迎えた。 ソビエト政権ができるまで，この中学校は小さな寺院の檎ー家

の学校であったが，現在ここでは牧畜業者，農民，猟師の子弟約 I千人が学んで
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ν、る。

教員の40名は現地出身で大学卒業の記主主を持っている。この山地にはすでにこ

のほか6つの中学校と10の8年制学校がある。

V西シベリア冶金工場の建設状況一－Econo川 icheskajaGazeta紙によれば，

西シベリアのケメロボ州の西シベリア冶金工場の建設は進んでいる。建設者たち

は革命49周年を円指して組立工事を急いでおり，蒸気ステーション第 2/l原の壁板

の組立を行なっている。彼らは重要辿設目標を予定の期限前に完成する といって

いる。

2 日 V コムソモリスクの肥料工場建設中止一一北樺太の天然ガス開発について交渉

するため滞日中のシュシコフ ・ソ連外悶貿易省、機械輸入局長らは2日午前llU寺，

通産省に三木通産相をたずね，開発計画にもりこまれてU、たノ、パロフスク州のコ

ムソモリスク・ナ ・アムーレの肥料工場建設を中止すると通告した。この結果，

この工場で生産される尿素を日本側が引取る必要はなくなる事になった。

V ソ連政府・留学生問題で中国へ抗議一一ソ連高等中学専門教育省は伺日，中

｜羽の留学生の交換問題について， i-1I国へ2度目の抗議声明を発表した。

「ソ連はさる10月7日の声明で相互主義にもとづく留学生交換再開問題を検

討する用意がある事を声明したが，中l五l側はこれに対し，反ソ的侮辱行為の連

続でこたえ，しかも今，北京で発生している反ソ行動に油をそそぐために利用

している。J

Vケンタウ市の鉱山労働者宮殿一－StroitelinαvaGazetα紙によれば，カザフ

共和国のケンタク市で鉱山労働者の宮殿の建設が始まった。ガラスとベトンで出

来たこの建物には，二つの大きなホーノレとサークノレ活動のための室が出来るこ と

になっている。

3 日 Vソ連大使，ウィルソン英首相と協議一ースミJレノアスキー駐英ソ連大使は 3

日， ウイノレソン首相を訪れ，コスイギン首相の訪英について15分間会談した。

V トルクメン共和国のカラクゥムイの新しいガス床一一－Pravda紙によれば，

IW日トノレクメンのガスはワラノレの各都市と工業センターに送られはじめた。かつ

てカラククムイのキャラパンの通った道にはガス井戸のタワーや団地ができ，こ

こから年末までに約 1億m3のガスが送り出されることになっている。 5ヵ年計商

の終りにはこの新しいガス床のガスの生産量は60(怠maに速するものとみられて

し、るO

4 日 V米ソ航空協定に調印一一米ソ11,11の・u正怯航空路をuu放する協定は4日ワシント
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ンで調印された。調印は トンプyン新駐ソ米大使とロギノフ・ソ連民間航空相lと

の問で行なわれた。ニューヨーク＝モスクワ問の直接相互乗入れが実際にはじま

るのは来年春の観光シーズンからとみられている。

Vソ連，拒否権行使ーーーソ連は4日の国連安保理で，イスラエノレ，シリアのl司

境紛争防止措置の強化にシリアの参加を求める決議案に対して拒否権を発動，同

案を葬り去った。この決議案には米英仏を含む10ヵ闘が賛成し，決議案可決のた

め必要な京数911:tを上If!!っていたが， ソ連の拒否権で敗れた。ソ連の拒否権発動

は今回で105回目である。

Vヤンタル 1号打上げ－ 4日のモスクワ放送はソ速がこのほど新型のガス ・

プラズマ ・イオン ・エンジンを積載した自動研究室“ヤンタノレ（こはく＝税泊〉

l号”を打上げ‘たと次のように発表した。

0ソ連は大気の上層において新型エンジンの実験を行なった。ソ連では地球

物理学的ロケットによって，自動研究室 “ヤンタJレ1号”が打上げられた。こ

れにはガス ・プラズマ ・イオン ・エンジンが積載されてν、る。新型のエンジン

は，大気の上層における操縦飛行に広い見通しを聞くものであるo

0 “ヤンタノレ1号”から入手されたテレメーター情報は，との独特のエンジ

ンの作動に関する貴重な資料をもたらした。 100ないし400キロメートノレの高度

における “ヤンタノレ1号”の飛行結果は，科学的に整理！されたあとでソ述科学

アカデミーから発表されるの

Vブラック ・アルミニューム工場の拡張一一Pravぬ紙によれば東シベリアの

ブラックでは針葉樹林内に巨大な建物ができた。これは新しい5ヵ年計画の手始

めとしてできたブラック ・アルミニューム工場－である。すでにアルミニュームの

生産を始めてから 4ヵ月になる。革命49周年まえに電解工場の第2の建物が活動

を始めた。ソビエト政権樹立50周年までに第 3と第4の建物も出来上ることとな

っている。

V コムソモリスク製鋼工場の設備拡張－StroitelinajaGazeta紙によればコ

ムソモリスクの《アムーノレスタリ》 （アムーノレ製鋼工場〉では最近巨大な井戸の

設備が完成した。現在深さ30mの大きな長円形坑内に連続注鋼設備が組立てられ

ている。この 5ヵ年間にさらにもう一つの平炉が作られることになっている。

Vアルトゥシタ＝ポドバス鉄道の建設一一Pravda紙によれば，新設のアルト

ウイシタニーポ｜ごパス鉄道の建設は終りに近づきつつある。建設者たちはソビエ ト

政権，50周年までに運営を始める約束をしている。 トミtriJを渡るニつの大きな 700
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mの鉄橋， 1200mのト ンネノレも作られた。この鉄道の目的は，西シベリア冶金工

場の鉄をカザフスタン， クラノレおよびアノレタイに送ることにあり，またケメロボ

州の炭田の開発を促進することににある。

V ワフシ河の閉塞－Iz・oestija紙によれば，タジク共和国のヌレク水力発電所

の建設者たちは，プワリサンギン渓谷で大爆破作業を行ない，ワブシ河を閉塞し

た。河の水は山を負．いて設けられたトンネノレを通っているの

5 日 Vソ連極東軍増強か ？一一5F-1伝えられた外交情報によると，ソ連は中共との

国境警備強化のため，さらに陸軍数個師団を極東地域に移動させた。ソ連は岡地

域にすでに17個師il1iを配置しており，この増強によ って総兵力は完全装備の25万

人に達したものとみられる。

情報によると，新たに配置された部隊はソ連の他の地包；から移動したとみられ

ているが，東欧に配置されてν、た兵力がさかれたとの証拠はない。今度のY連軍

の移動は明らかに中ソ国境における緊張激化のためである。

v陽子加速器稼動開始一一ソ連共産党機関紙フ。ラクダが5口報ずるところによ

れば，ソ連最初の直線型陽子：/Jn速器がモスクワの理論実験物理研究所で動きはじ

めた。この力11速器は2500万電子ボノレトと， 30ミリアンペアの電流エネノレギーをも

った陽子の流れをつくりだす。これはそスクワ近郊ドブナにある統合原子核研究

所のシンクロファゾトロンでつくられる 1ミリアンペアの電流に相当する。

Vシベリア各地方の農業成績一一－Pra-vda紙によれば，革命49周年を迎えてク

ラスノヤノレスク地方のコルホーズとソフホーズは，ジャガ‘芋の国家売渡し年度計

閣を遂行し，調達所に10万 5千トンのジャガ芋を納入した。またアノレタイ地方の

農業従事民たちも，ビートの国家先渡日l・iilliを遂行し，製糖工場と調達所に7l)j8 

千トンのビートを納入した。

Vベリシヱ政治局員演説一一ベリシェ ・ソ述共産党q..1央委政治局員兼党制委議

長は6日，クレムリン大会宮殿で閃かれたソ連10月革命記念日前夜祭で演説，半

世紀にわたるソ連革命の成果と内外路線の現状についてふれ，懸案諸問題を解決

するための全欧会議の開催を呼びかけた。

また，さらに次のように述べた。

0予備的計算によると，新5ヵ年計闘の初年度に当たる6fril：・に， y速は鉄鋼

9700万トン，石油21）む6千万 トン以上，？底力約5500｛志キロワットIIキを生産する

だろう。

○本来の穀物の収穫量は，49年間のソ連史上最高であった。11月 1 IJまでに
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政府は約7500万トンの穀物を質上げた。

V中ソ科学技術協力議定書調印一一中ソ科学・技術協力委員会の第15凶総会が

10月31日から 6日まで北京で開かれ，1966年下半期と1967年上半期におけるjiL,j凶

問の協力議定書が調印された。

V革命記念日に各国の祝電一一－6卜！のモスクワ放送によると， 10月社会主義革

命49周年記念日(11月7日）にあたり，ソ連首相にあてて東独，ハンガリー，チ

ェコ，モンゴ、ノレ，ユーゴ，ポーランド，ブノレガリア，北朝鮮，北ベトナムの各国

指導者から祝屯が寄せられた。またガンジー・ インド首相，ジョンソン米大統領，

セクー・ トーレ・ギニア大統領らからも祝電が送られてきた。

’スターリン評価微妙一一ソ連政府機関紙イズベスチャは6日 「スターリン元

首相が19411.ド11月7日， ドイツ箪がモスクワからわずか32キロのところまで迫ッ

ているなかで革命記念日の軍パレードを決行したことは彼の｛牟大な勇気を示すも

のだ」との論評を掲載した。スターリン元首相はこれでl週間内に4凶賞讃され

た事になる。

これについて消息筋は，ブ連史におけるスターリンの地位を，彼自身がっくり

出した“神格”と，フノレシチョフ古fJ首相時代の“犯罪者”のij1間的地位に規定し

ようとする動きが出始めたものと解している。

7 日 Vブレジネフ書記長，演説ーー7日， クレムリン大会議場で行なわれた10月革

命レセプションでブレジネフ書記長は大路次のように演説した。

0わが国の勤労者は，わが党とソ連政府の政策を一致して支持している。党

と国民の団結は，国の前に提起された，すべての複雑で責任ある課題をりっぱ

に解決するための確実な保証である。

0わが国の国際的地位は不動である。ソ連の平和政策，社会主事組上－同体の団

結と威力に対する絶えざる配慮，諸国民の民族解放運動に対する変らぬ支持な

どが，世界におけるわが国の権威を高めた。こんにちソ連は，いままでにない

ほど平和と社会進歩を目ざす諸国民の闘争の最先頭に立っている。

Vマ国防相演説で中共武官団退場一一ソ連10月革命第49回記念式典は例年の通

り， 7日午前10時から赤の広場で開催されたが，この式典の席で、マリノフスキー

国防相がおこなった訓示の中に中共指導部を非難する辞句があったため，列席し

ていた中共武官団は退場した。

V北京のソ連革命記念日一一ソ連10月革命記念日の7日，北京では紅衛兵ら約

千人の中悶人がソ連大使館へ反ソ ・デモをかけた。夜は同大使
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臨H年代理大使主催の祝賀レセプションが開かれ，中国側からは陳毅副総理兼外交

部長，事II沫若氏らが山席したが，あいさつどころか乾杯さえなく，白けきった レ

セプションに終始したと伝えられる。

Vマリノフスキー国防相，布告一一ーマリノフスキー・ ソ連国防相は7日の10月

社会主義革命49周年記念日にあたり布告を発表，その中で「米侵略独占グループ

のあやまちから国際情勢が悪化し，新しνャ世界戦争の脅威が憎大しているJと警

告し，さらに次のように述べた。

0米帝国主義者はベトナム人民にたいし，血なまぐさい戦争をしかけてい

るo 西独軍国主義者たちの政策は平和への重大な脅威をはらんでいる。

0ソ連の平和路線は，米帝国主義者を先頭に立てた世界の反動勢力によって

激しい抵抗を受けてU、る。ソ連は国｜坊力をさらに強化するために最新近代兵器

を装備するなどあらゆる必要な措置をとってし、る。ソ連軍は常に祖凶防衛の体

制にある。 ソ連軍は社会主義諸国の友軍との密接な軍事同盟のもとで，いかな

る侵略をも撃ち砕く用意がある。

Vソ連，ベトナム停戦を望むか ？一一ーハリマン米無任所大使は， 7 Hロンドン

の米大使館で記者会見し，次のように述べた。

0ブラワン英外相が近く訪ソすることはベトナムの平和への見通しに役立つで

あろう。ソ連がジュネーブ会議の共同議長国である英国の外相と会談するの

を望んでν、るのは喜ばしい事である。

0 Y速は公然と認めてはいないが，しかし，Y連はベトナムの戦闘の継続から

{11Jの利益も得られなャ事から，戦闘の停止を望んでいる。しかし，中国には

戦争を継続することで利益があるのだ。

可函シベリア冶金工場の誌張工事一－Stroi tel inajαGαzeta紙によれば，ケメ

ロボナHノボクズネックの西シベ少ア冶金工場の従業員たちは，重要建設目標の一

つである中央石炭選別工場を完成した。

V イブヂリにテレビ中継所一一－Prαvda紙によれば， クラノレのイブデリrliでは

テレビ中継所が完成した。ソ連最北のイグリム＝セーロフ問ガスパイプラインの

建設者，北緯60度付近で働く猟姉たちはテレビでモスクワの赤の広場の観兵式を

見ることができるようになった。

8 日 V通産，大蔵両相，北樺太開発問題で協議一一三木通産相は8日の閣議後，l涜

l付で福｜必蔵相とあい，北械太の天然ガス日ソ共同開発をめぐる円本｛員ljの態lit：を協

議した。この結果，この101:1までに，開発に必要な関係プラントの延払い金額，
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阿期間，金利など具体的な内容を決定し，同日rt1にシュシコフ ・ソ場畑貿Mt,'

自由圏機械設備輸入局長を相いて提示することで意見が一致した。佐藤首相iはこ

の三木，福田会談に遅れて出席「天然ガス開発は前向きで解決してほしいJとな

向を明らかにした。

Vモスクワ放送，中共を論評一一8日付のモスクワ放送は10n革命49周年記念

の解説で「中国共産党の隊列復帰を信ずるj と大略次のように述べた。

0残念なことに，中国指導者は特殊の立場をとって，帝国主義，とくに米国の

ベトナム侵略に反対する共同行動についてのいっさいの提案を拒否し， jズ帝

国主義闘争の統一戦線をつくる代りに，政治闘争のほこ先をソ連その他の社

会主義諸国にl向けかえ，国際共産主義運動で、の分裂活動を強めている。

0こうした行動はきわめて危険で－あり，帝国主義と世界の反動勢力に大きく仕

えるものである。われわれは中国の共産党員が再び帝国主義に反対する戦い

の隊列に加わる時期がくることを信じている。

Vフィリピン，ソ連との外交樹立考慮か一一 7日付のマニラ ・タイムズ紙によ

れば，フィリピン政府は， 1q＝.以内にフィリピンとソ連の問に外交関係を結ぶと

とを考慮＂＇であり，まず手はじめに文化交流から始めて，その後に外交関係に移

行する計画の模様である。

’仏蔵相，月末に訪ソ一一ノミリの公式筋は8日， ドフレ仏蔵相が今月後半モス

クワを訪問することを明らかにした。訪ソの目的は貿易，経済，科学技術協力に

関する仏ソ委員会の第1回会議に出席するためであるという。

V米紙，ソ連地下核実験の灰洩れると報ず一一8日付の NewYork Tirnes紙は

10月'2:1日ノバヤゼムリヤ地方で行なわれたソ連の地下核実験の後，放射能灰が部

分的核実験禁止条約に違反して国境外に洩れた疑いがあると伝えた。

この事実は米国の航空雑誌「Aviationweekjが fy連核実験の放射能灰が欧州、！

極東などで米側によって観測された」と報じていたものだが，これをNewYod?. 

Times紙記者が8[::I，米原子力委員会に質問したところ，同スポークスマンは放

射能がソ連国境外で探知されたかどうかについて，確認することも否定すること

も拒んだという。

同紙はが・J1メガトンに達したと推定される今回のソ連地下実験で，完全に地下

の放射能を放山させない措置は技術的に困難であると指摘したのち，前述のよう

な米政府の態度について①ソ連の実験が中国の実験に引続いて行なわれたため，

中国の放射能灰とソ連のそれを識別することは技術的に困難であること， ②米国
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がささにおとなったネパ夕、‘で、の尖験の際，放射能が外部に洩れたときに，ソ連が

：事．を荒立てなかったという借りがある事，③米ソ航空協定など最近の米ソ接近の

ムードを，ここで後退させたくない との配慮がはたらいた事ーーなどの推測を加

えている。

9 日 Vパリ＝モスクワ間 “ホッ ト・ライン”調印一一詳細はφ特記事項参照。

V高空用ステーション，気球で実験一一9日のモスクワ放送・は，ソ速でこのほ

ど重さ7600キロの高空用自動ステーションを装備した気球を約20キロの高度に上

げて調査を行なう実験に成功したとつぎのように報じた。

0 y速では興味深く複雑な実験がこのほど成功裏に完了した。9日前， Z主誌

7600キロの雨空用自動ステーションを装備した気球が飛ばされた。天文学用の

総合的機器を備えたこのステーションは，約20キロの高度に上げられた。この

ような実験は世界で最初のものである。

0ステーションには望遠鏡，太陽撮影用の機器が装vHiされてヤた。飛行の全

期間を通じ望遠鋭の全装置，テレビ，テレメーター装置は正常に作動した。

vカザフスタンの農業と工業ニ斗ース一－Pr.仰向紙によれば、カザフスタン共

和国は悶家に対し，］（）億プードの穀物を供出した。共和国の各地から供山計画超

過遂行の報告が集まっている。カラ タクでは採鉱コンビナー トの労働者たちは燐

鉱石5万トン以上を生産した。パブ、ロダーノレのアノレミニュ ーム工場ではアノレミナ

生産の新らしい工学的ラインのテストが始まった。

10日 ' 「赤い星j紙，豪記者の記事掲載一一北ベトナム{Jtl］からベ トナム戦乱の取材

をおこなっているオーストラリアのワイルフレッド ・バーチェット記者は，10日

付のKrasnajαZ.vezda紙に寄稿し， 「ベ トナムで米軍はベトコン相手に依然と

して苦戦を続けている」と伝えた。

V ソ連，迎撃ミサイル体制展開か一一 φ特記事項参照。

V ソ連人工衛星，再び分解－ 101=i孜， NASA（米航空宇宙局〉のスポークス

マンは「ソ連は11月2日，秘密複に人工衛星を打上げたが，これは宇宙で18の破

片に分解し，そのうち12個はまだ軌道に残っているが，他の6破片は8日に消滅

した」と述べた。さ る9月17日に打上げた人工衛星も52個に分解し，そのうち 9

破片がまだ、軌道を回っているとヤう。

T NATO理，対ソ輸出緩和一－NATO（北大西洋条約機構〉盟事会は101］，大

I l径鋼管の対ソ，文、nu欧諸国禁．輸の措置を解除した。

V仏政府，ソ連首相の訪れを発表一一10トl，プランス政u:i-・はY述のコスイギン
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首相が12月1日から 9日までフランスを公式に訪問する予定であると発表した。

V宇宙平和利用で米ソ合意一－10日，国連の信頼できる筋によると，米ソi州；時

国連代表は宇宙平和利用に関する条約の草案全文について合意した。

同筋によると，ソ連が当初のソ連案の修正を提案していらい，数週間にわたっ

て両国間で非公式な会談が続けられてきた。双方は月その他の天体上の宇宙施設

ができた場合，そこを訪問する権利について譲歩し，また関係諸国による追跡基

地網の利用および条約調印国を国連非加盟国を含むすべての諸国にひろげるとと

も譲歩した。

この条約草案は関連宇宙平和利用委員会の全メンバーによ って共同提案され，

国連政治委および関連総会で、東西緊張緩和の重要－な例証として全会一致で採択さ

れることになると見られるま

Vコスイギン首相，カナダ外相と会談一一10日，クレムリ ン宮殿でコスイギン

首相はカナダ外相と友好的な会談を行なった。この会談にはグロムイコ外相も同

席したと伝えられる。そのあと，両外相の会談が別個におこなわれたが，ベ トナ

ム和平の問題にもふれたと推測される。

Vクラスノボドスクにもう一つの火力発電所一－Pravda紙によれば， トノレク

メン共和国のカスピー海のhさにあるクラスノボドスクの熱 ・電力併給火力発電所

第2号の第2ブロックのユニッ トのテストが始まった。発電所建設者たちは設備

組立工程期間をまる 1ヵ月短縮するため非常に努力している。この火力発電所は

すでに西部 トルクメニスタンの企業や住民地に数百万KWHの電力を給供した。

v極東最大の廃熱利用強力タービン－Gudok紙によれば，極東のハバロフス

ク熱 ・電力併給火力発電所での廃熱利用強力タービンの組立が始まった。このよ

うな10万KWという強力なタービンはいまのところ極東のこの種火力発電所のと

とにもない。新しいタービンは電力生産を著しく増大するばかりでなく，ハバロ

フスク市の廃熱利用施設を完成させることができる。

’チュメーニ＝スゥルグゥト鉄道工事－Gudok紙によれば，チュメーニ＝ス

クノレグゥト間700kmの鉄道の建設者たちは， タフダ河を渡る鉄橋の橋脚のコンク

リート打込みをはじめた。この作業は新しい鉄道で最初の最も大きい技術設備を

造るものである。この鉄橋の建設はイノレトゥイシ河の大鉄橋建設のための独特な

大きい予行演習となるであろう。チュメーニ＝ トポリスクの200kmの区間は革命

50周年までに運営を始める予定である。

11日 Vロンドン筋，ソ連極東軍の増強を報ず一一 ロンドンの拡産闘問題専門家，筋の
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間では，今やソ連が東独駐留軍20数個師団のうち，かなりの部隊を引揚げて極東

の中ソ閤境に送りこんでおり，アルーノレ河沿いの前線だけでも 6個師団が展開を

終っているーーと信じられているという。

Vコスイギン首相， 1月訪英か

Vカナダ外相，記者会見一一訪ソ中のマーチン ・カナダ外相は11日，モスクワ

で記者会見をおこない，次のように述べた。

「ベ トナム問題では双方の立場の主張以上の突込んだ話合u、をしたが，国際

緊張緩和に努力すべきであるという点で一致した。またベトナム情勢の如何に

かかわらず将来，核問題，宇衛問題，欧州問題その他で進展が認めるという確

信を持つことができたJと楽観的見通しを述べた。

また，この席でコスイギン首相とポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長を明年カナ

ダのモントリオールで開かれる万国↑専に招待したことを明らかにした。

’チュメーニ＝オムスク問石油パイプラインの 1部完成－Gudok紙によれ

ば， ウスチ ・パノレイクエオムスク問パイプラインの始めの区間に石油が通りはじ

めた。この区間は25kmという僅かな長さではあるけれども，建設者たちにとって

は，湿地と密林のなかを通る困難な試練であ った。ウスチ ・パノレイク＝オムスク

問パイプラインの全線は革命50周年までに完成する見込みである。

，ァルマ ・アタ市の高層建築－StroitelinajaGazeta紙によれば， カザフ共

和国の首都では従来，地震をおそれて 4階以上の建物を建てなかったが，今年は

コンムニスト大通りとゴーゴソ街に耐震7階建のアパー トが造られ，続いて11階

の建物の建設も始まった。

V中央アジア最大のガス資源開発一一日前，da紙によれば，最近中央アジア最

大のダJレワジン ・ガス床から50kmのカラクームイの中心部において，ノミノリレドク

地質調査班はこの地医に大：誌の天然ガス資源のあることを探知していたが，この

ほど《トルクメンプウノレネフチ》（トルクメン油田搾井〉トラストの第6搾井班

は第 1号－ガス井戸を掘った。このガス資源、はコユンと呼ば‘れ1昼夜に50方 m主の

ガスを生産した。

Vチタ市の発展一－lzvestijaff,誌によれば，最近のチタ市には高層住宅の団地が

沢山できている。美しい映画劇場《ロジナ》， ザノ〈イカノレ鉄道局， 地質調変局，

4階建の《ザノミイカリエ》ホテノレがある。ケノン湖の岸にはザパイカノレの最初の

発電所であるチタ国営地区火力発電所が建設され，そこには大きなチタ布地コン

ビナー トが建設されている。また市内には医科大学，師範大学，高等党学校があ
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り， 5ヵ年；n-阿の終り までには総｛t工業大中が開校するごfづとであるのその他10の

中等工業専門学校と数百の小中学校があり，大きな病棟と研究所をも った病院l.-J・I 

地がある。

V孫文百年祝賀集会でソ連代表退場一－12日，北京でひらかれた孫文生誕百作12日

ノレガリア，

の祝賀集会で周恩来首相が「ソ連指導者はレーニンと偉大な10月革命によって示

された道を裏切った」と非難した際， ソ述代表はじめ東欧代表（ポーランド，

チェコ，東独，ハンガリー，モンゴノレ〉は退場した。

ユーゴの外交官は席にとどま司た。

ゃフ

しかし， アノレノミ

13日

ニア，ノレーマニア，

Vヤクート自治共和国で巨大なダイヤモンド発見一－I'rm・,cla紙によれば，ヤ

クー ト自治共和国のミノレヌイ市にある《ヤクゥタノレマズ》 （ヤクゥート・ダイヤ

モンド〉トラストの選鉱コンビナートで重量106カラットの大きなダイヤモンF

が発見された。これを拾いあげたのは，マリア・コネンキナという女労働者であ

るのこの天然ダイヤモンドは彼女の名を取ってマリアと名付けられた。ダイヤモ

ンド《マリア》はy連邦ダイヤモンド工業史上最大のものである。

v加・ ソ共同声明－5日間の訪ソ同程を終えたマーチン・カナダ外相は，

グロムイコ外相と；l-t・1司コミュニケを発表した。その内容は， ①両外相はでき

るだけ早急、に核拡散防止条約を締結するよう提唱する3 ②指導者間の定期協議を

行なう， ①グ、ロムイコ外相は適当なH寺期にカナダを訪問することに同意した。 伊

ソ連は近u、将来モントリオーJレ市に総領事館を開設する一ーなどであった。

13 

日，

V塩化力リ，りん酸など生産分与方式でー一一シベリア開発の一環として， ソ連

は日本の化学業界に生産分与方式で塩化カリ，りん酸，塩素，塩化ビニールモノ

マーの企業化をおこなう事を提案してきた。詳細は③特記事項参照。

Vビロピジアンのメリヤス工場一－Pravda，紙によると，ハパロフスク地方の

ピロピジアン ・メリヤス工場は，共産主義勤労の労働者の集まりである。この工

場の製品は需要者が非常に多い。工場は11ヵ月の生産計画を遂行し，約3万着の

メリヤス上衣を余分に供給した。

V極東の製材工場一－StoitelinαrjaGazeta紙によれば，

フスク家屋建築コンビナー トでは，最近毎年5000maの角材と板を生産する新し

い工場がLI.I来た。同様の工場は現在サハリンのポロナイスクと，

スクでも建設されつつある。

アムーノレ州のシマノ

またコムソモリ

Vウスチ・パルイク＝オムスク問石油パイプラインの工事進む－Pra7.1da紙

によれば，

ー（ 342）ー

チュメ ーニ油田のウスチ ・パノレイクからオムスクに至る延長1000km巨人
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jてのソ）車長大のつ石油パイプラインは深い潟地，抑lおよびinfを通って敷設されてし、

る。パイプの直径は imである。このパイプラインが出来るとオムスク精油工場

へ原油の川が奔流するようになるであろう。すでにカノレカテエボ村までの長さ30

kmのパイプラインに原油が入っている。

建設者たちは来年の航行シーズンまでに，ウスチ・パ／レイクからデミヤンスク

まで延長部4kmのパイプラインの第 1)I頂を稼動させる？府富を決定した。そこから

チュメーニの原油をタンカーと原油積込伝馬船でオムスク精油工場まで運ぶこと

になっている。

14日 T 12丹15日，ソ連最高会議招集一一第7次最高会議－の第2会期が12月15日に初

集され，明年度予算の承認その他の議題が提出される模様。しかし，懸案の新5

ヵ年計画案は上提されないものと見られている。

vブレジネフ書記長，ブルガリア党大会で演説一一l4日，ブノレガリアの首府ソ

フィアで開催された第9同ブ、／レガリア共産党大会の席上，ブレジネフ書記長－は要

旨，次のような演説をおこなった。

0 共産主義運動は本来，国際主義的なものであり，兄弟党がよりよく相互

に理解し合い， jfしい政治路線を練るための国際党会議の招集を， 1連の兄弟

諸党が提唱しているのは偶然ではない。

0 米帝国主義の侵略に反対する世界戦線は強化拡大されている。ベトナム

に対ーする社会主義諸国の援助は，米国の侵略が終るまで続けられるであろう。

0 中国指導部は党と国家の政策を狭い民族的な目的に従属させ，世界草命

運動の共通の利益を無視している。だが我々は中国国民と，その党が社会主義

共同体と世界共産主義運動の隊列に復帰するものと確倍している。

これは，同大会でジフコフ ・ブノレガリア党第書記が， ソ連の意を汲んで世界党

大会の開催を提案したことにこたえたものである。

Vソ連，南ベトナム通貨買付けー－14日付のサイゴン発の外電は， ソ速がベト

コン支援のために，南ベトナムの通貨ピアストノレを買付けている。その金額はこ

の半年間，週平均50万ドノレで，サイゴン，香港，またはバンコク，ベイルートを

経てハノイに送られてν、ることが現地調査によって確認されている。南ベトナム

でピアストルを買付けているのは中国系のベトナム人で単なる商売としてやって

いるにすぎない。このピアストルは香港へ密輸されて外貨に変えられ，これカ、i香

港の自由相場を通じてベイノレートへ送られ，ととでそスクワの銀行のベイノレート

支店に買取られる仕組みになっている。南ベトナムでは税関も警察も取締りはい
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U、力日i成なものであり，ヂf'iIiνど無力て・｝）るといわれる。

Vボドゴルヌイ議長ウィーン到着一－＇.／：連長 高会議幹部会議長ポドゴノレヌイ

はチーホノフ副首相ら38人の大がかりな一行を率いて， 14日ウィーンに到着した

名目は59年9月のシェルフ大統領のソ連訪問に対する答礼とし、う事になってし、る

が，実際はオーストリア現政権が EECの准加盟を積駆的に推進している事に対

し，これを阻止する目的を持っているとみられる。ソ連元首のオーストラリア訪

問はこれがはじめてである。

v対ソ不正輸出事件一一対ソ輸出にからむ不正事件の嫌疑で通産省貿易振興局

輸出業務課長補佐が逮捕された。争特記事項参照。

’コスイギン首相，来年2月訪ソか一一ウイノレソン英首相は14日，英下院でコ

スイギン首相が来年2月6日英国を訪れると発表した。

f NATO事務総長， ソ連の脅威衰えずと強調一一14日の NATO議員会議でブ

ロジオ NATO事務総長は「西側に対するソ連の脅威を過少評価することは危険

である」と響告した。またノ、ツセノレ独国防相も「ソ連隠と西方との現在の関係改

善の動きを過大視することは危険であり，ソ連軍の配置からみても，たやすく西

欧に接近しうる態勢にある」と述べた左伝えられる。

Vマガダン市付近の山に住宅等建設－Pravda紙によれば，マガダン市付近

でi険しい山の頂上へ2台のトラクターで、チュコトの部落から機械係たちが登って

きた。彼らは704mの高さへ貨物を運んだのである。 トラクター憶は山へ組立家

屋を運び，そこへラジオ中継所を設けた。この中継所ができてから，東のツンド

ラのチュコトの部落民の間の通信連絡が開始された。

15目 ’ソ連，オーストリアに警告一一オーストラリアを公式訪問中のポドゴノレヌイ

最高会議幹部会議長は，15日オーストリア側首脳と 3時間にわたって第1回会談

をおこなったが，その時「オーストリアが EECに加盟すれば、， これは政治的中

立政策を危うくするおそれがあるj と警告した。

Vコスイギン首相，フィンランド首相と会談一一訪ソ中のパーシオ ・フィンラ

ンド首相を招いて，コスイギン首相は15日，昼食会を開いたが，その席上，コ首

相はケッコーネン ・フィンランド大統領の提唱した北欧非核武装地帯構想、を支持

すると述べた。

V人民日報，米ソ結託を非難一一15日付の人民H報は「米ソ核邸主の取引き」

と題して，核拡散防止条約締結を主張するソ連主脳部を非難した。

曹チュメニg,111の住宅建設遅れる－Izve納戸紙によれば，チュメニ州のスラド

一（344）ー っ“
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コフ地区．においては，午校と病院の職只のために， 131王の家が建てられ教員およ

びI隊員の100家族以上は， ソフホーズや他の組織から提供された住宅に住んでい

る。人民監視委員会の調査の結果，住宅建は計商未遂行に終札また若干の同地

では日用品や燃料の入手に閤難を感じているo それが原肉で3年間に 102名の教

員と 7名の医者が逃げ去った。

Vクズイルクウム運河の工事始まる－Pravda紙によれば，カザフ共和国の

チャングノレイ水利建設者たちは，同共和国最大の潜瓶用水路の建設に着手した。

このクズイノレクワム運河は荒野をうるおし，大きな米作地を作るものであるの5

ヵ年計岡の終りまでにその而積は10方ヘクターノレに逮するとみられている。

vキルギズ共和国の綿実収穫－Pravda紙によれば，キノレギズ共和国のオシ

州のコルホーズとソフホーズは綿実の高い収穫を挙げ，国家に対する売渡計画を

よく遂行した。調達所へは， 17万7千トンの綿実が運び込まれた。国家に対する

綿実の売渡しはなお続いている。

16日 ’日ソ見本市相互開催決定一一争特記事項参照。

Vソ連は記者退去を静観か ？一一北京駐在の6人のソ連人特派員のうち， 3人

に対して，北京政府が退去令を出したことについて，ソ連は当面，静観の態度を

とるものとモスクワの消息筋はみている向である。

Vソ連最高会議代表団，ロンドン入り一ー ウオロノフ ・ロシア連邦共和国首相

を団長とするソ連最・高会議代表団の一行は16日，英国会の招待を受けて空路ロン

ドンに到着した。

V タりジン通信次官，日本との宇宙通信協力に言及一一争特記事項参照。

vジェレズノゴルスク＝ウスチ・クウト高E送電線工事一－fravda紙によれ

ば，東シベリアのジェレズノゴノレスク＝ ウスチ ・クウト間の新しい電線工事の準

備作業が始まった。この高圧送電線によって，ジェレズノゴノレスクに入るプラッ

ク水力発電所の電力はさらに東へ，レナ河のj羊へ向って進むことになる。これが

できるとシベリア最大の河川港ナセトロボの電化を容易にし， ウスチ ・クウ ト市

に電力を供給できるととになる。

17日 V仏ソ商業会議所設置案受諾一一ソ連政府は17日，フランスが提案した仏ソ商

業会議所設置案を受諾した。これは訪ソ中の1ごブレ仏蔵相とキリ ーリン ・ソ連副

首相との話合いで決められたものである。

’米国，ソ連国際見本市に公式参加一一米海外情報局は17日「米国は来年5月

ソ連での国際見本市に初めて公式に参加することになったJと発表した。これは
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来年5月16日から 2週間ひらかれる食料加工，包装，輸送設備の国際見本市で米

国から16社が参加する見込みであるという。ソ連ではこれまで米国産業のlF1D！凡

木市は何回かひらかれてきたが，米関が悶際見本市に参加するのは，これがはじ

めてである。

V カスピ海沿岸に淡水製造原子炉一一17日のクス通｛言によれば，プ連はカスピ

海沿岸のシエプチェンコに海水から真水をつくるための原子炉を建設中である。

完成すれば1日15万トンの供給能力をもっという。

’ソ連，国連平和維持強化に反対一 －＇）速はフランスど共に17日の国連総会木

会議で，もし総会が平和維持機能に関する決議案を採択すれば，国連に再び危機

をもたらすだろうと警告した。この決議案は，さきに特別政治委を通過したもの

で，国連の平和維持活動に関する33ヵ国委員会に対して平和維持活動の財政支出

方法を検討し，次期総会に報告することを求めたものである。

v北氷洋沿岸の気温下がる－Pravda紙によれば，北氷洋の沿岸：は気温1～

2度に下り，所々に大量の降雨があり，みぞ、れが降った。この気象の変化は日本

の上空で生れた台風が2回にわたってチゥコト半島を通過し，とのような気温の

変化をもたらしたもので， トナカイの飼育に脅威を与えている。

Vベゴワトの鉄工場一－Pravd，α紙によれば， ウズベク共和国のスイルダリヤ

河岸にある大きな工業中心地ベゴワトは中央アジアの鉄工場と呼ばれている。こ

こに作られた工場の設計上の能力は， 20年間に 3.5倍，鋼材の生産は約11倍にな

っている。ベゴワトはウズベクに完全な冶金時代を招来した。

18日 T Pravda紙，世界党会議開催主張一一 18日付Pravda紙は，次のようなブガー

リン編集次長の論文を掲載した。

0 多くの兄弟党が最近，世界党会議の開催を主張している事は偶然ではな

U、。

0 現在，懸案の諸問題に関して，兄弟党が共同で解決にあたり，共同の見

解を樹立すべき必要はますます高まっている。

0 中共はベトナム支援の共同行動を拒否し，米帝国主義はベトナム侵略を

続けているが， ソ連および社会主義諸国のベトナム人民への支援は米国の侵略

がやむまで続けられよう。

0 ソ仏協力は両国の利援に合致しており，欧州大陸の平和確立にとって重

要な因子になろうとしている。 （注， コスイギν首相の訪仏について述べたも

の〉
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v世界党会議支持国20ヵ国に一一タス通信によればプノレガリア党大会で18日ま

で・に20ヵ国が世界党会議の開催を支持しているという。

v地下核実験一一スエーデンのワプサラ地震研究所は18日午前511寺58分（日本

時間同日午後零時58分〉ソ連の中央アジア ・セミパラチンスク地方での地下核実

験にみるとみられる震動を記録した。

Vマングイシラク油田の状況－ lz・vestijak4えによれば，カスピ海岸のマングイ

シラク半島の油田では，毎昼夜7千～ 8千トンの原油を発送している。とれは11

月はじめの指標の 1.5倍に当る。マングイシラクの！原油は，はじめてマハチカラ

に入った。採油能力の増大はなお続けられ，マングイシラクニクゼニ問では50の

新しい井戸が操業に入った。

V力ラガンダ冶金工場の肥料生産－fravda紙によれば，カラガンダ冶金工

場においては，最初の燐酸アンモニアが生産された。新しい肥料はわが国のコー

クス化学工業で作られる硫安アンモニアよりも 3.5倍の窒素を含んでいる。燐酸

アンモニアは，コークスガスのアンモニアと燐般をもとに作られる。とれは科学

者たちの 3年間にわたる研究の結果成功したものである。

vビロビジアンの靴下メリヤス工場－StroitelinajaCazeta紙によれば，極

東最大の靴下メリヤス工場が，ユダヤ自治州、｜の中心ピロピゾアンに建設されてい

る。その第 1/1阪の生産能力は年産2000万足の靴下で，第2)1院はメリヤス下着900

万着と予定されている。

19日 Vモスクワ放送， 「東南アジア農業開発会議」非難－ 19日の日木向けモスク

ワ放送は， 12月東京で聞かれる予定の「東南アジア農業開発会議Jに関連して，

これは米国の侵略方針に盲従しているものであると非難した。

vシニャフスキー釈放の陳情一一19日付の Ne・w Y orll Tim白紙は，イリヤ・エ

レンブノレグら Y速の作家63人が，今年3月，反ソ作品出版の罪で・服役中のアンド

レイ ・シニャフスキーとュ－Y・ダニエノレの釈放方をソ連政府：に陳情したと報じ

ている。エレンブノレグ、らは，その陳情書：の中で「検察側は両人の作品が反ソ自りで

あることを証明しておらず， 2人の投獄はきわめて危険な前例，ソピエト文化の

進歩をはばむ脅威となる」と述べ，両人が釈放されれば〉彼らが引受け人になる

と述べた由である。

’lzvestijα紙も世界党大会開催主張一一19日付のソ連政府機関紙 Izvest'lja紙

は，ポリヤノフ；語名の論文を掲載し， 「最近の中IJ.l指導部は，ベ トナムばかりで

なく世界各地で軍国主義者，新植民地主義者たちを弱気づけている。このよ うな
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行為は階級の敵にしかできないものであるj と述べ，世界党会議の開催は「11.'j：代

の要請」であると極言した。

V米ソ，宇宙条約で協議続行一一モロゾフ ・ソ連国連大使は，ゴーノレ｜ごパーグ

米 ・国連大使と19日非公式に会談し，宇宙条約問題について協議した。

Vコスモス132号打上げ一一19日，人工衛星コスモス132号が打上げられた。衛

星の周期は89.3分，遠地点は280km，近地点は207km，赤道面への軌道角度は65°

である。

v仏ソ共同委近く初会合一一訪ソ中のドプレ仏蔵相は19日，仏ソ間の貿易およ

び技術関係緊俗化に関するソ連首脳との4日聞にわたる会談を終了した。発表さ

れた最終コミュニケによると， 6月のドゴール大統領訪ソの際妥結した協定に基

づν、て設置された経済 ・技術協力関係を推進するための，仏ソ共同委員会を来年

単々に開くことになっており，またコミュニケは阿国間の新たな貿易増大を振進

するためあらゆる努力をすることを強調している。

, Pravda紙，再び世界党大会開催を強調

v太平洋ロケット実験一一ソ連政府は11月初日から1.2月初日までの！間に太平洋

水域でロケット発射実験を行なうと発表した。実験水域は南緯0°5分，西経163°

45分を中心とした半径72kmで，との期間中の正午から午前0時まで船舶，航安機

は同水域および上空に立寄らないようにソ連政府は各国へ要請した。

V ソ連訪中友好団，引上げ一一19日のタス通信によれば，中国を訪問していた

ソ連の友好代表団は，中国側の妨害やいやがらせに逢ったため，予定を打切って

同日空路帰国の途についたという。代表団はJ>1・avda紙の政治解説委員長ピク ト

ル ・マエフスキー氏を団長とする中ソ友好協会の一行で約2週間，中国に滞在し

た。

V トルクメン共和国の綿花収穫－｝ヤa・vda紙によれば， トルクメン共和国の

農民たちは， 5ヵ年計画の第l年度に綿花の豊作を達成した。彼らは国家に対し

すでにG2万トン以上，つまり計画よりも15万トン多い綿実を供出した。全地区が

国家の指令を超過遂行をするという，かねてからの目的が道成され， 274の農場

のうち 260の農場が計画以上の供出を行なった。

20日 Vモスクワ放送，世界党会議よびかけ一一20日の日本語のモスクワ放送は， ド

ミトリエフ解説員の解説として，世界党会議の必要性を強く主張した。モスクワ

放送が世界党会議問題を主張したのは3 ・フノレシチョフ退陣以来はじめての事であ

る。
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Vポドゴルヌイ議長，ウィーンでインタビュー一一オーストリア訪問中のポド

ゴノレヌイ ・ソ連最高会議幹部会議長は帰国に先立ち， 20日のテレビ ・インタビュ

ーで，次のように述べた。

0 いかなる形にせよ，オーストリアが EECと手を結ぶことは，経済だけ

ではなく，政治的にも特定の関係を持つことになり，オーストリアの中立に反

する。

0 オーストリアはその中立政策強化のためソ速の援助をあてにしてよν、。

Vモスクワ放送，日米合同演習非難一一20日付・の日木向けモスクワ放送は 「最

近おこなわれた日米合同演習は，日本がベトナム戦争で米国を精神的 ・政治的に

支持していることを意l広－してν、る」と非難した。

' 「赤い星ji紙来年はじめの宇宙船テスト示唆一一ソ連国防省機関紙 Kra-

snaJαZ.vezda紙は， ウオスホー ト宇宙船の予備テストに参加した人物とのイン

タビューを掲載し，来年恥々，新型の宇宙船のテストがおこなわれることを示唆

した。

Vウスチ・力メノゴルスク鉛 ・亜鉛工場に優勝赤旗勲章一一Pravda紙によれ

ば，カザ、フスタンで，一番最初に経済の新方式を採用したりスチ ・カメノゴ、／レス

ク鉛 ・亜鉛コンビナー トの労働者たちは，鉛，亜鉛，カドミワム，銅，硫酸など

の品目で100万ノレープノレを計画以上に生産した。この高い生産成績に対してソ連

邦閣僚会議と労働組合中央評議会の優勝赤旗が授与された。

vブラック・アルミニューム工場－ StroitelinajαGazeta紙によれば，ブラ

ック ・アルミニューム工場で第 1治解工場が操業に入ってから 3ヵ月半経った。

すでに第2電解工場も完成したといわれ，アノレミニュ ームの生産は2倍となっ

fこ。

vカムチヤツカの漁獲競争ー一ーの・a:vda紙によれば，カムチャッカの漁夫たら

は今年50万トンの漁獲を日:i-11す社会主義競争を行なっている。この競争で号！網船

《コスモナフト ・レオノフ》号は長も優秀な成績をあげた。年度計画の2770トン

に対してすでに5600トンーを水協げしている。向型のサハリンの引網線《オデッサ》

号も昨年の成績をオーバーした

21日 Vポドゴルヌイ議長，ウィーンから帰着

，モスクワ放送，西独州選挙論評－ 21口付のモスクワj次送は， j!_ljド.（ツ，バ

イエノレン州、！のナHi議会選挙の結果について，次のように論汗した。

fI!!.1°独のバイエノレンナl十日丸 201－＇，州議会の選 挙がおこなわれ，西独で新ナチ

門
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ズムが成長しているという思わしくない兆候が明らかにされた。その結果，問

家民主党は初めてこの州議会に15の議席を得た。パイエノレン州はヒトラーが初

めて政権についたところである。 これはソ連はじめ各国が，西独ナチズムの復

活を懸念している事の正しさをあらためて立証した。

V ソ連 ・オーストリア声明一ーポドゴノレヌイ・ソ連最高会議幹部会議長のオー

ストリア公式訪問終了にともない21日，両国共同コミュニケが発表された。要旨

は次の通り。

0 両国は欧州大陸における平和と安全保障強化の問題を重視し，欧州の安

全を保障し，欧州の協力を発展させる問題を討議するための欧州会議の招集問

題を話合った。両国はこの種の，よく準備された会議は，欧州および全世界に

おける情勢の改善にとって大きな寄与となることを確信する。

0 阿国はドイツ問題に関して，それぞれの見解を述べ合った。両国は対独

講和問題の解決は，すべての関係閣の安全保障問題を考慮：せねばならぬことを

指摘した。

22日 V英外相，レニングラード着一一22日，モスクワに到着のごr,定であったプラケ

ン・英外相は，モスクワ空港が濃霧にとざされたため， γ’:;:i：を変更して22日夕刻

レニングラードに到着し，深夜から急行列車「赤ャ矢j号でモスクワへ向った。

V中ソ国境，緊張か？一一22日付 NetvYo1・htimes紙は次のように報じた。

0 ワシントンの消息筋はグロムイコ ・ソ連外相が米当局者との会談で，核

兵器を着々たくわえつつある中国におjし，ソ速が重大な関心を抱いていると繰

り返し強調した。

0 2, 3の米高官によると，ソ連は中国のミサイノレや核弾頭実験を探知す

るため，中国との国境に特殊情報部！｜滋や，情報装置を配置したという。これら

の部隊は以前は米国の軍事活動の情報収集にあたっていたものである。

0 ソ連はまた最近数ヵ月間に中ソ国境地帯に国境替備隊と正規軍師団を増

強したと伝えられる。

0 10月，グロムイコ外相がワシントンとニューヨークで米当局と会談し，

広範な世界の諸問題を討議したが，その際しばしば中国問題の討議をむし返し

たといわれる。これらの会談の内容を詳しく知っているある当局者はここ数年

の米ソ会談のうちでは最も卒直で，客観的で，イデオロギーを離れたものであ

ったとイ云えているω

V ソ連代表，帰国一一北樺太のオハ油聞の開発計聞の交渉で、米日中であったソ
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述代表，シュシコフ外悶貿易省輸入局長は交渉を中断して， 22日午後6時羽田発

のパンアメリカン機で帰国した。（争特記事項参照〉

V チュメーニ油田関係の輸送建設状況一－EronomichrskajaGazeta紙によれ

ば，シャイム＝チュメ ーニ問 438kmの石油パイプラインはすでに操業に入り，こ

れによって 100万トン以上の原油が送られている。プゥンガ＝セーロフ＝ニジニ

イ・タギノレ間のガスパイプラインの第 1J艇の敷設は終った。イヴデリ＝オビ鉄道

建設者たちは，イヴデリ＝コンダ問 220kmのpZ問を正常運転に入らせた。タフダ

コソトニクとチュメーニ＝ トポリスク＝スウノレグートの両鉄道は順調に建設され

ている。チュメーニ＝トポリスク＝スウノレグー トおよびチュメーニ＝ウライのお

圧送電線建設作業も行なわれている。 トゥラ，イノレトゥイシ，コンダおよびオビ

の各河川における新しし、港の建設も続けられている。J

V《アムールスタリ》の設備改造－Pravda紙によれば，級東のコムソモリス

ク市の《アムーノレスタリ》 〈アムール製鋼工場〉においては，《450》機台の大修

理が終った。また加熱炉と多くの重要設備が改造され，主要エンジンの能力が強

化された。これらの作業はすべて《アムールスタリ》の労働者自身の手で，短期

間に行なわれた。

23日 V地下核停 「査察」拒否一一訪ソ中のブラウン英外相が提案した「地下核実験

禁止協定ゆきづまりを打開するための新提案jを，グロムイコ外相は事実上拒存

したと伝えられる。英外相は地下実験の厳格な査察制度をつくるため米，英，ソ

の科学者が来月ロジドンで会談することを提言し，これによって協定成立をさま

たげている査察問題のゆきづまりを克服しようと提案したものである。これに対

し，グロムイコ外相は米英ソ 3国に限定されたものでなく，ジュネーブ軍縮討議

のようなものの推進に興味を示したといわれる。

Vソ連，インドネシアの対ソ債務の返済延期に同意一一モスクワ駐在のインド

ネシア大使館のスポークスマンは23日， 「ソ連政府はとのほど，巨額の対ソ債務

の返済を延期してほしいというインドネシアの要請に同意した」と言明した。イ

ンドネシアの対ソ債務は約12億ドノレト推定されているが，その大部分は昨年のク

ーデターまでに供与された軍需品であるという。

, Pravda紙，中立的共産党に警告一一23日付のPravdα紙はポル トガノレ共産党

の指導者アノレパロ ・クニヤノレ氏の論文を掲載し，国際共産主義運動の団結回復の

ために積極的な行動をとることを避けている共産党に対し， 「このような態度は

分裂の拡大を助けるものだ」と警告した。これはソ連共産党の立場を代弁させた
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ものも考えられるの

’英ソ外相会談はじまる一一φ特記事項参照。

V米国務省，NewYork Times紙の記事を否定一一23日付の NewYork Times 

紙は，その前日，同紙が報過した中ソ国境情勢に関すを米ソ協議に関する記事を，

米国務省が否定したと報じた。

Vソルネチヌイの錫生産一一Pravda紙によれば，J悔東のコムソモリスクに近

u、ソノレネチヌイ採鋼富化コンビナートは，最も安価な錫を生産している。この地

医は錫鉱の豊寓な資源を持っている。コンビナートでは先進者の努力によって鉱

石からの金属分離は100%の率で行なわれている。

V レッチホフスキー炭坑の操業開始ー－StroitelinajαGazeta紙によれば，沿

海地方で，はじめてのレツチホフスキー炭坑は，完全能力で操業に入った。この

極東の石炭産業の計画能力は著しく超過され，毎年高品質の禍炭100方トン以上

を生産することになっている。レッチホフスキー炭坑は高度に機械化された企業

である。

Vカラガンダ・モメント工場の生産計画遂行一－St1・oitel£najaGazeta紙によ

れば，カザフ共和国カラガング州のアクタウのカラガンダ ・セメント工場の労働

者たちは，11月17日完成品生産の11ヵ月計画を遂行し，年度のはじめから 110万

トンのセメントを出荷した。

24日 V ソ連，英国にゴムプラント発注一一英国の機械設備建設会社サイモン ・ハン

ドリング・エンジニアス社は， ソ連園内にゴム工場1工場を設備する金額400方

英ポンドの注文をうけたとロンドン発外電は伝えている。

V コスイギン首相， 12月1日パリ訪問予定一一フランス政府は来月 1日にソ連

首相が訪仏すると発表した。

Vクズネック；台金コンビナートー－Pra・vda紙によれば，ケメロボ州のクズネ

ック ・冶金ゴンピナー トは第3四半期の好成績によって，ソ連邦閣僚会議の優勝

赤旗が授けられた。シベリアの冶金労働者たちは，木年約2方ト’ンの銑鉄，数千

トンの粗鋼と鋼材を計画以上に供出した。

25日 V英外相，コスイギン首相と会談

V新型乗用車生産の予定一一25日のモスクワ発外電は，ストロキン・ソ連自動

車工業相の発表として，ソ連がここ 1年以内に従来の 「ボルガJ裂に代る新型乗

用車の生産に入る予定であると伝えている。

V 日ソ東欧貿易会，解散にきまる一一ソ連および東欧との貿易の窓口として活
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躍してきた日ソ東欧貿易会は12月31日付で解散し，新構想、で再発足することに25

日の定例総会で決定した。

v英外相，帰途につく一一23日にモスクワ入りして以来，ベトナム和平打診を

おこなっていたブ、ラウン英外相は，結局和平工作に失敗したまま， 25日，モスク

ワを出発して空路帰国の途についた。

vブレジネフ書記長，ハンガリー訪問の途に一一28日から開かれるハンガリ 一

社会主義労働者党大会出席のため，ブレジネフ書記長を団長とするソ連代表団は

25日モスクワを出発し，プダペストに向った。

V「赤い星J，日本の核装備化を論評－ 25日付の国防省機関紙 Krasn勾aZ・v-

ezda紙は，日本の第3次防衛計画について次のように論評した。

0 第 3次防衛計画の目的は兵器の近代化と旧型兵器の更新である。

0 現在日本の防衛力は陸上兵カ17万＼軍用機1300機，蹴艇合計14万トン，

ロケット部隊がある。いずれにせよ，日本は1955年以来ロケット兵器製造に来

出し「ペンシノレ型ロケットJ実験から始め，いまや間体燃料の大型多段式ロケ

ットを製造するまで、に至った。最近実験に成功したミュ ーi型 i号ロケッ トは

米国の戦略ロケット ・ミニットマン級のものである。

OA P記者によれば，日本はたった数ヵ月で原爆を製造できる。そして日本

は1967年以後 1～2年で米ソに次ぐ強力な核ロケット有所閣になろうと述べて

いる。

0 日本の当局者は 「日本は核武装しなν、Jと声明してTるが，すでに同本

がこの危険な境界線に近づけられていることはすべてが物語っている。 云々 。

V ブラック市の建設作業班に優勝旗一－StroitelinajαGazeta紙によれば，ブ

ラック市の建設組立トラストj喝の労働者たちは，市内で第 1地に年度計画を遂行

した。第 3四半期の好成績によ って，彼らは労働組合州委員会の優勝旗を授けら

れた。またブ？ラックとウスチ ・イリムの両水力発電所の建設に従事している各ト

ラス トの作業班も期限前に年度計画を遂行した。

vクラスノヤルスク水力発電所労働者の社会主義競争－Pra:vdα紙によれば

クラスノヤノレスク水力発電所の建設労働者たちは， 10月革命50周年を目指す社会

主義競争で，作業のテンポを挙げ，毎必夜夕、‘ムの堰段に600m3のコンクリ ー トを

打ち込んでいるo

vチムケント燐灰塩工場の拡張ー－－Pravda紙によれば，カザフ共和削のチム

ケン ト燐Ek塩工場において， 3重燐酸底生産の新しし、工場が営業を開始する認i1J
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をえた。

26日 V宇宙平和条約案，米ソ調整なる一一国連の消息筋によれば，モロゾフ・ソ連

国連大使とゴールドパーグ米・国連大使との聞に宇宙平和利用条約案について基

本的に意見の調整ができたので， 12月中旬，国連総会第1C政治〉委員会に提出

される見通しとなった由である。

Vコルイマ半島の科学研究所建設－＇／：＇ravda紙によれば，極東マガダン州、｜の

コノレイマ半島のセイムチャン村と並んで地震研究所の建設が始まった。州内では

この建設の外に，ソ連邦科学アカデミー ・シベリア支部北東総合科学研究所の新

しい建物の建設も始められた。

27日 , Prov白紙， 再び毛路線を激しく非難一一幻日付J-'ravda紙は「中共でおこ

っている諸事件について」と題する－長大な無署・名論文を掲載して， 8月の中共11

中総会の決定に対し，全面的な攻撃を加えた。しかも「毛沢東と，そのグループ．！

と呼びすでにし，同志という言葉を使っていない有様で，もはやクレムリンは毛

沢東派に見切りをつけ，反毛沢東派の拾頭を期待している事を明らかにした。

Vクラスノヤルスク付近ソフホーズに中央暖房設備－Stγ・oitelinajαGazeta.

紙によれば，クラスノヤノレスク建設トラストの第234機械化作業班は《エメリヤ

ノフスキー》ソフホーズにおいて，熱蒸気配管網をもった大きなボイラーの建設

を完了した。ソフホーズの修理工場，事務所，食堂および100戸以上の労働者住

宅がこの中央暖房の恩恵を受けている。

Vフルンゼ名称南部採鉱冶金コンビナートの設備改善一－Pr，αvda紙によれば

キノレギズ共和国のフノレンゼ名称南部採鉱冶金コンビナートの合理化運動家と発明

家たちは，約300の新しい機械を生産設備に導入した。この新しい方式によって

鉱石の富化作業は，年間1万3千lレーフツレまで、節約することが可能になったと伝

えている。

V新外務次官任官一一 ソ連政府は28日付でコズイリヨフ，エス・ベ・前イタリ

ア大使を新外務次官に任命した。同氏は職業外交官で1957年から66年5月まで駐

伊大使をつとめた。

Vハンガリ一党大会にブレジネフ書記長出席一一28日からはじまったハンガリ

一社会主義労働者党第9回大会に，ブレジネフ書記長を団長とするソ連代表団も

参列した。

29日 V ピリピン原子力発電所建設一一Pra・vda紙によれば，マカダン付近のチュコ

トのツンドラの上で大きな爆破工事がひびいている。これは極北で最初］の原子力
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発電所の工事が始められたのである。原子力発電所は永久凍土の上にできるので

建設者たちは，まずその上層部の土壊を岩盤まで取除く作業を行なわなければな

らない。これは非常に大きな作業量であって， 1万m2の地面から20万maの土壌

を取除く必要がある。このピリピン原子力発電所は四つのブロックからなり，設

計の総出カは数万KWになる。

vバイパシン水利設備の工事進む一一わ・avda紙によれば，タジク共和国のワ

フシ伊Jの岸における大きな施設の一つであるパイパシン水利設備は，カラタク山－

脈を質ぬく 7kmのトンネノレ工事を進めている。このトンネノレを通じて水はヤパン

谷地の乾燥した地方へ送られてくることになっている。 10月革命50周年までに，

この設備のはじめの部分が営業を開始する予定である。

30日 Vマグニトゴルスク冶金コンビナートの生産効率向上運動－Pra:uda紙によ

れば， ワラノレのマグニトゴノレスクの製鋼所の第3薄板圧延工場においては，技術

者たちは生産の効率をあげる個人的な計商を作成した。現在コンビナートの 700

名以上の：専門家がこのような計画をもっている。
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（付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

12月の概況

12)-:f 12 Hに党中央委員会総会がひらかれ， 15l:-lからは第7＠最高会議第 2

会期が開幕じた。そして明年度の経済計画と国家予算築を討議採択した。発

表された予算案をみると，明年度を国防費が11倍、ノレーブ、ノレも増加し，鉄鋼企

業への投資も20%増大されるなど，再びクレムリンの潮流が，重工業重視，

軍需尊重の線を濃くしてきた事を示している。

一方，今まで地味なあっかいを受けていたブレジネフ書記長が60才の誕生

日に際して 「ソ連邦英雄」の称号をうけた事は，フノレシチョフ前首相でさえ，

「ソ連邦英雄」の称号をうけたのは70才であ った事を思うとき，やや唐突の

感をまぬがれない。これはブレジネフ書記長へ権力を集中させようとするこ

ころみかもしれなャ。そして，これは中ソ関係の緊迫化に何らかの関連があ

るのではないかと思われる。

中ソ関係は悪化の一途をたどり， l中ソ国境での武力衝突のII憶もしきりに流

れており，中火アジアの各共和国の新聞は，国境付近の住民に軍事訓練が強

化されていると伝えている。このような事態に関して，クレムリン首脳部は

深甚な憂慮と苦悩を味わっており，コスイギン首相はフランス訪問の際にも，

卒直に，この懸念をフランスの首脳部に語ったと伝えられている。

ソ連の首脳部は， このため， フランス， トノレコなどとの接近を深めると共

に， ドイツやアメりカに対する非難もできるだけ差し控え，ベトナム問題の

解決にも，裏では相当真険な考慮をはら っているかに見うけられる。米ソ聞

に宇宙平和利用条約の合意が成立したのも，その一端のあらわれであろう。

反面，極東方面へのソ連軍事力の重点配置にともなって，久しく絶えてい

たソ連機の「東京急行」使も復活したと伝えられる。とれはソ連領から飛び

立ったソ連偵察機が，わが本土沿いの太平洋沖を，関東地方の沖まで飛来す

るものであるが，これなども，中ソ国境の緊張にともなう現象のひとつであ
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ろう。

いずれにせよ，中固との不和は，ソ連の国家経済の立案に深刻な影響を与

えているとみられ，新5ヵ年計画が，いまだに最終的な仕上げをみないのは，

ベトナム戦乱より，むしろ中ソ関係の悪化が投じた波紋のためであったのか

もしれなャ。

党中央委員会総会開催

8月党中央委総会後， 4ヵ月半ぶりに12月12日，クレムリンにおν、て党中

央委員会総会が開催された。議題として取り上げられたものは①ソ連外交政

策および世界共産主義運動の団結を目指すソ連共産党のたたかい②1967年度

ソ連国民経済発展に関する国家計画③1967年度悶家予算ーーの 3議題であっ

た。

とくに総会の冒頭，①の；議題に関してブレジネフ書記長が報告をおこなっ

た。モスクワの消息筋によればプレジネフ書記長はこの報告演説の中で、，「な

ぜ世界共産党首脳会議を聞き，世界共産主義運動から中国共産党を弧立させ

る必要があるか」について理由を説明し， 「世界党会議開催の機が熟しつつ

あるJとくり返し力説したという。しかし，一方ではソ連の呼びかけに対し，

満足できない回答を脊せてきた数ヵ国の党があることも指摘したと伝えられ

る。

総会は13日にも統行されたが，同日，議題をすべて採択して閉幕した。②

と③の経済発展計画と国家予算案は15日から開かれる定例最高会議に上程さ

れた。しかし，今回の総会でも新5ヵ年計画原案が議題として提出されなか

った事は，いぜんとして党と政府の内部で新5ヵ年計画案にともなう資金，

資材の配分の回で、調整がつかず，最終的な計画案を決しかねていることを示

している。

総会は閉幕にあたって「ソ連の外交政策と世界共産主義運動の団結をめざ

すソ連共産党のたたかいについて」の総会決定を発表した。これは「毛沢東

とその一派」を名指しで激しく非難したものであり，中ソ関係が最悪の状態

に進みつつあることを示している。総会決定の中では，ザ1jえば，

1. 中国での最近の諸事件や中国共産党中央第11回全体会議の諸決定は，
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毛沢東とそのグノレープの大国主義的反ソ政策が新しい危険な段階にはい

ったことを証拠立てている。

1. 中央委総会は現在の中国指導者の反レーニン的見解と大国主義的，民

族主義的路線を断固として暴露し，マノレクス ・レーニン主義と 1957年と

1960年のモスクワ会議により作成された総路線を擁護する闘争を強化す

るととを必要と脅える。

などのようにきびしい口調が目立ったが，これは 8月31R付の党中央委の中

凶共産党首脳部非難の戸明より，数段も険悪なものを感ぜしめた。さきのお

月31Aの声明には「毛沢東とその一派」というような名指しの非難は見当ら

なν、からである。

なお総会は，さきに死去した党中央委書記ノレダコフ，ア．べ．の後任とし

て，ソロメンツェフ，エム．エス． 〈党中央委員，最高会議連邦会議立法委

員会議長〉を選任した。

第7回ソ連邦最高会議第 2会期開催

8月の第 1会期jのあとをうけて， 12月15日から最高会議の第 2会期が幕を

あけた。しかし，今回の最高会議は閉幕に先立って，さる 8月最高会議のと

き設置された常任委員会が1967年度の予算案と経済計画案を事前審議し，700

人にものぼる常任委員（民族，連邦両院それぞれ 9委員会をも っている〉が

熱心に政府やゴスプラン側の説明を求めて検討し，とくに東部開発のテンポ

を早めるように多くの提案を行なったことが注目された。従来の最高会議が

単なる名目上の議決機関にすぎず，党や政府の原案をチェ ックする権限をも

っていなかったのに比べ，今次の最高会議はその点で、闘期的な新機能を：果し

たといえよう。常任委員会は12月12日までに予備審議を終了したが，これは

12日から党中央委員総会が開かれたこととも関連がありそうである。つまり，

最高会議常任委員会の予備審議を経てから，予算案と経済計画案が党中央委

総会に提出されたものとすれば，まさにソ連史上，特筆さるべき変化で、ある。

また， 12月14日には，連邦，民族両院の元老会議が開かれ， 15日からひら

かれるソ連邦最高会議の日程を確認した。

かくて，最高会議（第7回第 2会期〉は15日午前10時からクレムリン大会

円
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議場で民族会議，午前11時から連邦会議が開幕，それぞれ，

①1967年度国民経済発展計画

②同年度国家予算および65年度決算

③最高会議幹部会令の事後承認、

の3議題を採択した。

続いて正午から両院の合同会議に入札パイパコフ高IJ首相兼ゴスプラン（同

家計画委員会〉議長の明年度経済発展計両報告と，ガノレブ、ゾフ蔵相の明年度

予算に関する報告演説が行なわれた。その内容の要旨は次のようなものであ

った。

〔パイパコフ報告〕

1. 66年度の経済発展には最近2年間に党と政府がと ってきた経済管理方

式の改革措置が大幅な役割を果した。

1. 66年度はすべての共和国と，すべての省（林業省を除く〉が目標を先

遂した。その結果国民所得の増大率は計画を上回って 65年度に比べ，

7.4%の増大となった。また工業総生産高は8.4%の増加となり，計画:If/

加率 6.7%を大幅に上回った。そして今年の超過遂行生産の増額は5（）億

／レーブノレとなる。

1. 工業の労働生産性は 5%増大し，原価引下げによる節約額は15億／レー

フ、ノレに達した。

1. 66年度は新しい工業管理方式への切替えの年であったが，すでに 578

の企業が新方式に切替えを終り，良好な結果をあげている。

1. 66年度は農業面でも大きな成果があがり，特に粒穀と綿花の成績が良

好であった。

1. 66年度には，労働者と事務員の実質平均賃金は 3%，コノレーホーズ員

の収人は14%，国民ひとり当りの実質収入は 6%，それぞれ増大した。

1. 明年（67年度〉の経済計画の主目標は，一一O技術的進歩と社会的生

産構造の改変を保障する工業部門の優先的発展O農業（集約化と物質的

基盤の強化，収穫率と畜産生産性の向上〉の一層の発展一ーである。ま

た一一O各経済部門の技術水準の向上O重要建設への重点投資ーーにも

努力が払われよう。
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1. 明67年には，国民所得の面では 6.6%, 国民ひとり当りの実収入では

5.5%，それぞれ滑加が見込まれている。

1. 明67年度の工業総生産高は，全体では7.3%，生産財は7.5%，消費財

は6.6%，それぞれ増大が予定されている。

1. 明67年度の農業総生産高は， 4%の増大を見込んでいる。

l. 明67年計画の特徴，電力，機械製作，化学，鉱業，石油化学工業

などが，工業全体のIP-・均指加テンポより高ν、テンポ（ 9～11%）で発展さ

せられることである。例えば，電力は明年 1年間で10%の増大となる0

1. 鉄鋼部門に対しては，明67年度においては20%の投資増をおこなう。

明年の鉄鋼生産高は l億0210万トンまで引き上げられ，圧延鋼は8600万

トン（ 6%増〉，鋼管は1050万トンの予定である。

l. 明年度は化学工業の面でも躍進が見込まれており，プラスチック18%,

化学繊維 9%，化学肥料.8 %, 日用化学製品19%以上，それぞれ増産の

計画である。

1. 農業商では，土地改良事業への大幅投資のほか， 28万8千台のトラク

ター， 15万台のトラック，などを農業用に供給する予定である。農村地

帯には25万6千キロメートルの送電線が建設され，来年末までには殆ん

どコルホーズとソフホーズ，および農家の90%が電化されよう。また肥

料の供給も 9%増大しよう。

1. 明年度の労働生産性は工業面で5%の増加が見込まれており，生産増

力日総額の70%はこれによ って実現されよう。

l. 明年度の住宅，都市公共施設の建設には66年度より 11.8%多くの資金

がまわされ，住宅は9340万平方メートル（今年より14％増）が建設され

よう。

1. 66年度において計画を達成できなかった企業は全体の17%に達した。

そして，繊維，建設資材などの部門で品質不良のための在庫が10億ルー

ブノレに達している。

1. 明年度の外国貿易の伸びは， 6 % （社会主義国とは 9%）を予定して

いる。

1. ゴスプランは目下，新5ヵ年計岡の作成を終りつつあり，近く党中央

-Z69-・ 一（日(11）「
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委と閣僚会議に提出す‘るであろ う。

〔ガルブゾフ報告〕

1. 67年度予算は歳入1101億ノレーブノレ（66年度より31億ルーブル増〉，歳出

1099億ループ、／レ，歳入超過は 2億ルーブルとして提出される。

1. 67年度の悶防賀’は11億ノレーブ、ノレ増大し， 145億ノレーブ、Jレとなる。これ

．は歳出総額の13.2%で、ある。ソ連は今後とも悶際緊張緩和に努めるが，

現存，の同際情勢を湾慮して党中央委員会と政府はソ連同防力の一層の強

化のために必要な措置をとり，国防費の増額をおとなうことを余儀なく

されている。 (tr:,66午皮肉防関は134促；ルヶブルで歳出総有iの12.8%)

1. 経済諸企業の手IJ潤は1967年度に，年間 13%以上の増大を示し， 467億

ノレープルとなり，取引税総額は 406億／レーブノレの予定で，住民税歳入は

96億／レーブノレが見込まれている。

1. 支出のうち国民経済費が 469億ルーブノレで，予算外を含めた国民経済

に対する支出の総額は， 46億ノレープノレ増加して， 865億ルーブノレとなる。

1. 1965年 9月の党中央委総会の決定にもとづν、て，66年中に673の企業が

経済管理の新方式に移行したが，これらの企業には会工業従事者の10%

以上にあたる 250万人が働いている。67年度は新方式へ全産業を切り替

える決定的な年になろう。

1. 工業投資は66年度より 7.3%増大する。そのうち電カ，冶金，機械製

作，化学，電子工業などの主要重工業部門への支出は，工業全体に対す

る支出額の42%を占めるo 軽工業，食品工業，消費材生産部門には52億

／レーブノレが阿されるが，これは66年度より 19%の明加である。

1. 農業に対しては， 135億ルーブJレが支出されるが，その大部分は農業

の集約化を促進するための基本建設にまわされる。また，コノレホーズ員

に対する最低保障賃金制移行のための国立銀行の長期クレジット供与額

も増額される。

1. 明年度の基本投資額は 413億ループ、／レとなろう。

1. 社会文化費は429億ノレーブソレで，今年より S.2%増大する。国家社会保

険には，この うち124億ルーブノレがまわされ，国家年金には予算から112

億ルーブノレが因される。

一（362）ー -270ー



シベリア開発（12月〉

以上の報告を終ったあと休憩に入札午後4時半，両院別の議事を再開した。

あくる19日も会議は， 1967年度の国民経済計画と国家予算案の審議を続行

したo

また， 17日の最高会議も午前，午後それぞれ両院別の会議を開いて審議を

続けた。モスクワからの外電によると，この日，米関の国会議員および4人

の女性平和主義者が，午前中の連邦会議議場に姿を見せたと伝えられる。こ

れは今までにない異例のことである口

19日午後，最高会議は民族，連邦両院の合同会議を開き， 1967年経済計画

と予算案を可決し，最高会議幹部会令の事後承認，新憲法起革委員会の改組

拡大の承認，などをおとなって， 4日間にわたる会議の幕を閉じた。との日

の会議では満60才を迎えたブレジネフ書記長に対する祝いの言葉を連邦会議

議長スピリドノフがおこない，ソ連邦最高会議の名において「ソ連邦英雄J

の称号がおくられ，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長からレーニン勲章と「金

星」章が授与された。続いて，パイパコフ・ゴスプラン議長が結びの演説を

おこない 「諸委員会の提案を入れて，消費財生産計商の原案を一部修正し，

総額 l億2840方ノレーブノレ端額することを決定したJと述べた口この結果，毛

製，fi，，綿製品が350万メートノレ，皮靴100万足が原案より増産される。

また歳出は原案より 1億2000万ノレーブノレ増額されたが，その分は議員提案

により，公共サーピス，娯楽施設，学校，病院などの部門や，幼稚園，社会

文化施設の修理費に当てられる。最終的に決定した1967年度国家予算は，歳

入1102億4992万5千ノレーフ、ノレ，歳出 1100億1502万 1千ルーブノレ（国防費 145

億ノレープノレ，総額の］3.2%）となったn コスイギン首相は演説をおこなわな

かった。

今川の最高会議を通じて，特に注目すべき点は次のような諸点にしぼられ

よう。①重工業重点主義へ再び戻ったこと②歳入増加分の約%に及ぶ11億ノレ

ーブノレも国防費を増大させたこと③新5ヵ年計画の最終仕上げがおくれ，第

1年度の終りになってもまだ提－出されなかったこと④最高会議の開幕前に，

常任委員会が予算案を事前審議したこと⑤最高会議で外交演説がなされず，

外交面の決議もなされなかったこと⑤ブレジネフに対する個人崇拝的傾向が

若干あらわれてきたととーーなどであろう。
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19日の最高会議で選任された新憲法起革委員会のメンバーはブレジネフ以

下97名である。

（注〉 12月20日付 Pravda紙に発表された67年度歳出内訳は，閤民経済費479億1707

万ルーブル，社会文化費429億1826万 7千ループル，闇防技145億Jレーブル，行政

費14億3493万8千ルーブル，合計1057億7027万5千ルーブルとなり，歳出総額の

1100{1芭1520万 1千ルーブノレより ，42億4492万 6：：；「：ルーブノレ少し、。 この差額は子備

費と見なすべきかも知れないが，説明が加えてないので， J柁抑lの外はなし、。

コスイギン首相，フランス訪問

12月 1日，モスクワを出発したコスイギン首相は空路， パリへ到着した。

そして，同日午後4時30分から， ドゴール大統領との第 1[0の会談が，エリ

ぜ宮で行なわれた。また，これと並行してクープドミュノレビ‘ノレ・仏外相とグ

ロムイコ・ソ連外相の会談も開かれた。仏ソ首脳会談の主要議題は，まずド

イツ問題であったが，双方の見解にはなお相当な隔たりがあったとみられて

いる。

2日，両者の第 2回会談がおこなわれた。話題は前日と同じく，欧州、！の安

全保障の問題であったとみられる。その後で，キリリン ・ソ連副首相，グロ

ムイコ外相，ポンビ｜手ー仏首相， クープドミュノレピノレ仏外相， ドブレ仏蔵相

らが出席して拡大会談がおこなわれた。

同夜，パリ市庁でおこなわれたレセプションで演説したコスイギン首相は－

「全欧州の安全保障のために，西独の核武装を許してはな らない」と述べた。

しかし，消息筋の伝えるところによると， 2日の会談で lごゴーノレ大統領は

「米ソ間ですすめられている核拡散防止協定に対する調印拒否と，東独承認

反対Jの意向を示したといわれ，またコスイギン首相も「現状でのドイツ統

一促進に反対するJ立場を確認したと ν、う。コスイギン首相はフランスに核

拡散防止協定に参加するよう熱心にすすめたと伝えられるが，その反面，核

兵器面での西独に対する絶対差別的な態度を少し柔らげ，少なくとも《西独

がNATO（北大西洋条約機構〉の核兵器委員会（マクナマラ委員会〉に参

加すること には目をつむる》という態度をフランス側に示唆したという。ま

た，ソ連が熱心に提唱している「欧州安全保障会議」の開催に関しても， ド

ゴーノレ大統領は「すべての関係国が参加し， しかも参加国間に最低の合意成

一（364）ー -272ー



シベリア開発（12月〉

立の見込みがなければ，との種の会議は意味がないばかりか，危険性さえ含

まれる」として強い留保的態度を示したという。

そのほか，キリリン＝ドブレ会談で，①ノ々リとモスクワに仏ソ商業会議所

の設置，②両国の実業家の接触を制度化する方針ーーなどについて合意が成

立し，また，両国間の貿易，技術協力を促進するために＠工業パテントの保

護⑪産業情報の定期交換の企業協力計爾の起草一一ーのための三つの合同作業

グノレーフ。を設置することに同窓したという。

;3日， コスイギン首相は午前中，ソノレボンヌ大学を訪れたあと，外交記者

協会主催の昼食会にのぞんで，記者団の質問にこたえ， 5項目のソ連外交方

針を述べた。その後，コスイギン首相はフランスの地方旅行に出かけたが，

7日再びパ リに帰り， 8日ドゴーノレ大統領との最終会談をおとなった。また

8日午後8時20分から30分間，フランス国営放送を通じて演説をおこなった

が，それは主として欧州の現状を尊重しようという趣旨のものであった。

あけて 9日，仏ソ共同声明が発表された。この声明は長文のものであった

が，その中でとくにドイツ問題をとりあげなかったことは注目された。これ

は，西独新政権の新しい外交路線に注目し，当分その動きを見きわめようと

いう点で，仏ソ聞にある諒解ができたものと推察されるからである。また一

部の噂では，フランスのきびしい対米非難をソ連の方が押さえたともいわれ，

共産圏内部で大きな変化がすすみつつあるという印象を示したという。また

コスイギン首相は，中共の将来の国際政策に非常な懸念の色を示して，フラ

ンス当局に強い印象を与えたとも伝えられる。一方，西ドイツの新ナチ運動

に関しては， コスイギン首相のきびしい主張に対し， lごゴール大統領は，

「ドイツ民族主義には，もっと柔軟な考えでのぞみ，それに風の通る穴をあ

けてやる方が必要だ」と述べたという。また，フ・ランスは核拡散防止条約は

批准しないことをはっきり表明したといわれる。その理由は「この条約は大

国の優越感を混存させるだけの，まやかしの取決めにすぎなν、Jという点に

ある口

かくてコスイギン首相とその一行は， 9日朝ノ々リを出発して帰国の途につ

いた。

この仏ソ首脳会談に関して示した各国の反応はさまざまであったが，英国
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は「仏ソ問に大きな進展はなかった」と結論してヤる。また，西ドイツ政府

は9日孜．の戸明で， フランスが東西関係改普のためにつくしている努力を称

賛した。そして， ドゴーノレ大統領がドイツ問題でソ連に譲歩しなかった事を

知って， ドゴーノレへの信頼をむしろ深めた模様であるo 米国は今回の仏ソ会

談で，ベトナム解決方式について何らかの考えの変化が，仏ソ両国に徐々に

おこりつつあるのではないかと，その）訴にあるものを汲みとろうとしてし、る

と伝えられる。中共は10日パリ発の新華社電として，「コスイギンはソ連の

立場がp フランスより後退している事をさらけだした」と批評した。

日ソ間の交渉と諸取引

12月に入って，各方面の取引交渉がすすめられているが，その主なものに

は次のようなものがある。

l. ソ連木材輸入交渉

全ソ木材輸出公団のアクラトフ副総裁を迎えて， 11月からおこなわれてい

たソ連木材の輸入交渉は，いよし、よ大づめに入ったが，一般材，パルプ材と

も平均価格は 7～ 8%値上げの線が出されており，紙ノ勺レフc業界が強い不満

の色を示している。そのため，取引き量はかなり減り，引取り辞退もでるの

ではないかとの見方もでていたが，結局，国内市況の高騰にあふられて， 1 

立方メートノレあたり， 41年度より樹種平均で 1ドノレ52セント高， 75万立方メ

ートノレの線で、妥結する模様。

2. 対ソ工作機械輸出交渉

10月中句以来スタンコインポルト（全ソ機械輸出入公団〉との間で，意欲

的にすすめられていた工作機械の輸出商談は，ソ連側がまたもや，会輸出量

の6～15%にあたるソ連製工作機械の見返り輸入を要求してきたため，業界

はその受入れ対策に悩まされた。ソ連製工作機械は，精度，性能とも日本製

に劣り，しかもアフターサービスも悪ν、ため，園内では販売できず，窓口商

社は今までも在庫品をかかえて苦しんでおり，結局，見返り機械は殆んど輸

出メーカーの負担になる形勢である。これでは事実上，輸出価格の値引きと

同じことになるので，この問題が解決されなν、以上，対ソ工作機械輸出の飛

躍はのぞめそうもないとみられていたが，ソ連側も再び態度を軟らげp 相当
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有利な条件で工作機械28億円の輪山契約が成立したo

3. ネクラーソフ氏誇演

ソ連邦ゴスプラン付属生産力研究会議議長－ニコライ ・ネクラ－:Jフ氏は，

12月8日東京 ・大手町の日経ビ〉レで 「シベリアの経済開発の現状と将来につ

いてJと題する講演会をおこなったが，そのq:.iで「シベリア，極東の開発は

すでにソ速の正業発展百十闘に組みこまれているが，ま／ご初期の段階でこれか

ら巨額の資金が投下されよう 。しかし，開発には 5J十九 101¥とし、う時間が必

要で，すぐ日本が希望する原料を供給するのはむずかしいjなどの趣胃をの

ベた。

また， 12日には東京 ・丸の内の経団連会館で，植村会長のほか，永野面士

鉄，安西昭電社長らが出席して懇談会をひらし、たが，この席でネクラーソフ

氏が 「Oヤクーツクのヤクーチャ南方に強粘結炭と鉄鉱石が発見された。こ

れは将来，対日供給が可能である。 0北シベリアは氷点下70度にも下ること

があるので，超低温用の機械と機械油がほしャが，日本が提供してくれるこ

とを希望する。 0シベリアの余剰電力を日本へ供給することも可能であるj

などの点、を述べた。

4. 日ソ領事条約，細目交渉はじまる

7月29日調印された日ソ領事条約にともなう細目の交渉が，モスクワの日

本大使館とソ連外務省との問で始め られている。とくに総領事館の設置問題

では，日本はナホトカとハバロフスクを希望しているが，ソ連の方は多分，

大阪と札幌あるし、は新潟を望むものと見られている。日本としては来年はじ

めにはナホトカ総領事館を，来年夏前にはハバロフスク総領事館を設置した

い意向で、ある。

5. 旭化成，シリカリチート解約

旭化成はさきにソ連と技術提携して， I昭和幼年以来シリカリチートの国産

化をおこなってきたが，生産効率が悪し、ため，技術導入梨約をこのほど解約

した。そして西独のへーベノレ社から技術を導入して新しい建材を発足させる

模嫌。
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日誌 （12月〉

1 日 Vコスイギン首相，空路パリへ到着

v仏ソ首脳，第1回会談。

Vタス通信，自民党大会批評－＇.） 連は佐藤総裁の再選を予想していたので，

特別な反響は見せておらず，型通りの批評をおこな。た。

V仏ソ首脳，歓迎夕食会で演説

V プロコピエフスク炭坑の年度計画遂行一一P1・“-vda紙によれば，西シベリア，

ケメロボ州の《クズパスウーゴリ》〈クズパス石炭）コンビナートのプロコヒ。エブ

スク炭坑《コクソワヤ＝ 2》〈コークス用炭第2号）の労働者たちは， 5ヵ年計画

第1年度の課題を；37fl早く遂行した。労働生産性は11.3%向上し，石炭のトン些

りコストは47カベーク引き下げられた。

Vオピ河の航行停止一一 VoclnyyTransport紙によれば，西シベリアのオビ河

は11月初句航行を停止した。すべての船舶は桟橋に集められ，冬季でも荷役を続

け，来年の航行開始期には即時に出港し，スウlレグートの労働者と地質調査研の

人々に荷物を運ぶ準備をするといっている。

Vアムール州の採金業－Pravda紙によれば，極東の《アムーノレゾロト》（ア

ム←ノレ採金〉 トラス トの七つの優良砂金採取洗鉱機は順調に突貫作業を続けてい

る。厳寒にもかかわらず，浮遊工場はオクチャプリスク，ソロピエブスク，セレ

ムジンスクの各採金場でそれぞれ年度計画を遂行した。

2 日 V仏ソ首脳，第2回会談

V ソ連3 北ベ トナムへ建設機械供給の契約調印。

’ソ連，海外基地廃止決議案の国連提議取下げ。

Vジューコフ元帥に 「ソ連邦英雄J称号一一ソ連邦最高会議幹部会令によって

ジューコフ元帥は70才の誕生日に英雄の称号を贈られた。ジューコフはIi.党分子

として追放されていたが最近名誉を回復したもので，その政治的背景が注目され

ている。

Vコスイギン首相，パリ市庁で演説一一訪仏中のコスイギン首相は2日，パソ

市庁で演説して次のように述べた。

1. 仏ソ両国が協調，友好関係にあるときには，両国のみならず全欧州の安

全保障が一層強化される。しかし，第2次大戦前夜のように仏ソ両国の関係が
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動揺し，疑惑が深ま っているH寺は，侵略者がそのす｜・1l!.!iを失現する機会が大きく

なる。

1. 欧州の現状は満足すべきものではない。核兵端に刻する要求とIPJll寺に，

戦後の国境に対する改定要求が出されているため，欧州、｜における戦後の均衡と

平和がくつがえされる脅威は依然として残っている。

1. 西独のバイエノレン，へッセン阿川lにおける最・i［の選挙の結果は，設大の

楽観主義者にと ってさえ瞥戒信号である。

1. 欧州安全保障の1唯一の恒久的基盤は現在の境界，とくにオーデル ・ナイ

セ線の不可侵性と，西独の核兵器接近否認である。

V タス通信， 「北京の愚連隊（フリガン）J非難

V ウ・タント国連事務総長の再イ壬にソ連決定的役割りを自認。

v極東の冷凍トロール船の期限前計画遂行一一－Prα-vd，α紙によれば，ウラジボ

ストークを根拠地とする冷凍トローノレ船《トノレドウイエ・レゼノレブイ》号と大型

冷凍トローノレ船《イテリメン》 －目・は期限前に年度の課題を遂行し，同じく《ニコ

ライ ・オス トロフスキー》号もその社会主義的義務を遂行した。

3 日 ’ソ連外務省， 三木外相就任に好感。

’コスイギン首相，ソルボンヌ大学で演説一一3日午前おこなわれたこの演説

でコ首相は， 「欧州、！の経済力はアメリカに劣らぬJと述べた。

Vタス通信，日本の総選挙予想。

V コスイギン首相，パリで記者会見一一プランス訪問I干のコスイギン首相は 3

Iゴパリで内外記者・団と会見して次のよ うに述べた。

1. ベトナム問題は現在最大の国際問題である。米政府が共産側の条件でベ

トナム和平に応じない限り，米ソ関係は改菩－されない。

1. 世界のいかなる勢力もこつのドイツの存在を消し去ることはできなν、。

1. Y速と中共との関係はきわめて複雑であるo われわれの立場を知りたい

と思うなら，最近の pパwda紙に目を通されたい。

1. 核兵部の拡散には仏ソとも反対であるが，その方法では耐｜週間の見解に

閃きがある。

1. NATOが解消されるなら，りノレシャワ条約機構も解消されよう。

1. 欧州安全保障会議開催の機は熟してν、る。米国をこれに参加させるか否

かは，欧州諸国がきめればよい。

' ハバロフスク造船所で、鉄製転馬船を作製一一VodnyyTransport紙によれ
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ば，ハパ＼Jフスク造船所はこのほど平版の河川用完全鉄製の伝馬船を造ったω こ

れはアムーノレ河には最初の船で、ある。甲板のjよさはパレー・ ボーノレの 2チームが

同時に試合できる面積をもっている。ハバロフスク造船所では今後のこのような船

を沢1.11造り，アムール ・セノレロ ーズ厚紙コンビナー トとコムソモリスク市の工場

へ石炭と木材を運ぶことになっている“

4 日 ’仏ソ首脳会議，核拡散防止条約で見角午..殺せずυ

Vモスクワ放送， 「仏ソ共存jを礼議。

5 日 V新ソビエト憲法準備か一一一5日付 Pr仰向紙は 「新しい店法が来年発表さ

れよう jと報じた。 〈注，現惣法は1936{1'-12月改定されたもので，スターリン態

法とよばれる。〉

v北ベトナムへ，ミグ戦闘機60機供給一一米誌、 Ne・wsweekはソ連が最近
北ベトナムに対し， 60機以上のジェット戦闘機を供給したと報じたが，国務省筋

はその情報を入手していないと言明している由。

Vソ連，在韓米軍の撤退を国連に提議。

v極東鉄道の貨物輸送成績一－Gudok紙によれば，極東鉄道のコ；ムソモリス

ク線区の従業員たちは， 12月4flをもって貨物発送の年度計.iJ!tiを遂行し，年末ま

でには計画課題を超える30万トンの貨物を積載する見込みである。第4凶半期に

おける貨車の生産性は計画よりも 14%，また蒸気機間車の労働生産性は4.3%そ

れぞれ高められた。

Vアムール河のマルイシェフ船舶修理工場一一・Vodny y Tran学urt紙によれ

ば，極東のアムーノレ河のナナイ（小数民放〉部落シカチ ・アリアに近いマ／レイシ

ェフ水路付近はかつて深い詰林であったが，いまやマノレイシェフ船舶修理基地と

して有名になった。そこには闇体貨物と石油を輸送するアム｝ノレ船舶局の修理に

当る大きな工場地帯ができており，船員団地には2千人以上が住んでいる。

Vサルイジャク錫鉱床一－Pnzv白紙によれば，カザフ共和国で地質調査班が

発見したサノレイジャク錫鉱床は，キノレギズの山地と カザフスタン南部にわたる数

百回の地帯に広がっており，その開発の将来性が注目されている。そこには錫鉱

の外にタングステン原鉱と高価な稀少金属もあることが確認されている。

6 日 Vモスクワ放送，来年度国家予算を報道一一ー詳細は解説の項参照。

’コスイギン首相，リヨン市会で談話一一訪仏中のコ首相は， 6日，リヨン市

で， ドゴーノレ大統領をソ連へ再招待したと語った。

Vモスクワ市党第1書記，戦勝祝賀大集会でスターリンに論及一ーヱゴノレイチ
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エブ ・モメクワ市共産党第 1：書記は 6上I，クレムリン大会議場で閃かれたそスク

ワi政勝祝賀大集会の席上演説し，独ソ戦の指導者として，スターリンの名を淡々

として挙げたが，会場から拍手がおこ ったと伝えられる争とれは，11月1日のグ

ノレジャにおけるプレジネフ減税で，スターリンの名をあげたことなどから，ソ速

の新rn導部がスターリンの！客観的Jギ佃iを定着させようと考えているしるしと見ら

れる。－ . )j，この演説でコ：ゴイチェフは 「ソ速を第一の敵とする毛沢東とその－

rJ1x」を激しく攻撃し，満場の」1'1-rをうけたυ これはij1ソ同境緊阪の折から，ソ連

｜主｜民の戦；志士l1HJiを1H.ったキャンベーンとみられている。

V中ソ国境で軍事衝突か一一モスクワの西側駐在武官筋が6［］明らかにしたと

ころによれば， 1ヵ月位前，中共の｜副党瞥備隊が中央アジアで越境し，ソ連国境

警備隊と衝突，ソ連側に負傷者2～3人を出したとし、う。

，中央アジアで住民に軍事訓練一一－6日付のカザフスタ ン，タジーク，キノレギ

スの各共和国の新聞は中国との国境地帯で，住民への軍事訓練が強化されている。

ことを報じた。

Vコスイギン首1札 三木外相に就任の祝電。

vボドバスニアルトゥイシタ鉄道の建設－EconomicheskajaGazcta紙によ

れば、，凶シベリア，ケメロボ州のノポクズネックから近いところで延長 130kmの

ポド、バス＝アノレトゥイシタ鉄道が建設されてν、る。この鉄道は鉄鉱石と石炭を豊

富にj主／JIするハカシヤ地区をカザフスタンおよびウラノレと結ぶものである。建設

者たちは革命50周年までにこの鉄道を営業に入らせる予定だといっている。

7 日 V日ソ航路交渉，東京で再開か一一日本航空はこのほどアエロフロ ー ト（;J述

民間航空）に対し，東京＝モスクワ間空路開設について交渉を，東京でひらき

たい向申し入れたと， 7f:l，モスクワの外交筋が明らかにした。

T Fra・vdα紙，重ねてLil界党会議の開催を強調。

V仏ソ首脳，最終会議。

，ァルマ ・7J市のモンゴル文化デ一一－-SeliぬψιDぇi;:;101紙によれば，カ

ザフスタンの首都アノレマ ・アタでは！，長大なモンーゴ、ノレ文化の日が似され， ウランパ

ートノレから歪lj若した作家と芸術家はアノレマ ・アタの市民たちにモンゴ、ノレの芸術を

紹介した。彼らはまた市内の工場を訪ずれカザフ共和国の学者，文化人と；＠見の

交換をした。

8 日 v外務省中ソ関係を分析一一12月 1日から 3日間，ストックホノレムで聞かれた

ソ連問題担当官会議における「中ソ対立J分析の結果が， 8日外務省から明らか

-279- 一（371）ー



シベリア開発（12月〉

にされた。これによると「毛ー林路線が続く｜娘り，中ソ附の対立は角r1t消しなャj

と結論を山した4剣援。しかし，ソ速が考えてヤる国際共産党会議の開催はq，立派

の動｜占jなどからも，ソ連の思惑通りには進展しそうにないと見ている。

Vコスイギン首相，訪仏の公式上I程を終了。

vゴスプラン付属生産力研究会議議長，東京で講演一一φ特記事項参照。

V米ソ宇宙平和利用条約で合意一 一ジョンソ ン米大統領は8日，米ソi両国が壬jぐ

山平和i条約草案について合意したと発表した。この草案によれば， 「Jjおよびヰ：

宙の人工施設を含む他の天体について，すべての国に立入りの自由を保証するJ

という立入り査察を相互にみとめ合ったことは，大きな進歩ということができよ

フ。

（住〉 この条約は12月7r.1の凶述総会政治委員会で全会一致可決された。

v沿海地方の採金業一－Prαvela紙によれば，極東沿海地方のイマンに近ャ金

鉱では採金シーズンが終った。ここの採金業はすでに100年の歴史をもっている。

現在アルセニエブ市に近ャタヨジカとウラリスキーの地区で二つの新しい金鉱の

開発がはじま った。そこからは明年中に金を産出するはずである。沿海地方にあ

る五つの金鉱では新しヤ自動化された洗鉱設備が活動している。

V極東鉄道沿線に電灯普及一一Gudok紙によれば，極東鉄道の沿線では187の

主要な建物が本年のはじめまで電灯がつかなかった。そのうち95の建物は本年中

に58の建物は明年中に電灯をつける計画であるが，そのためには95kmの電灯線と

40の変圧桜と54のマイクロ発電所を建設しなければならない。この問題はコムソ

モリスク地区とウスリースク線区で最も凶難な状態であった。

9 日 V コスイギン首相，フランスより帰国。

v仏ソ共同声明発表一一解説の項参照。

V米国務次官，対ソ連圏貿易促進を論ず一ーカツツエンパック米国務次官は9

日夜， 「米政府はソ連および東欧諸国に対する貿易障壁を取り除くため，東西貿

易関係法案を成立させるよう年議会に要請する」と述べた。これは前議会で不成

立に終った法案を再提起しようというものであり，米政n:J：の意欲を示すものとい

えよう。

Vルウドヌイ市の発展ー－P1・avda紙によれば，カザフ共和国クスタナイ州の

鉄鉱床ノレゥドヌイ市では建設が進んでいる。鉱山労働者たちは新築の鉱山労働者

の宮殿で新年を迎えることになっている。新築のアパートができ今年約1千家族

がここへ入居した。
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' J¥／＼ロフスクの通信衛星経由テレビ受信設置一－Str，οitelinajaGazeta紙に

よれば，サハリン：機械化建設トラλ 卜の機械係たちは州の中心にモ只クワから通

信衛星を経てテレビを受｛百するステーションを設ける広場の計凶をはじめた。極

東の人々は間もなくモスクワのテレピを終始見ることができるであろう。

V コクチエタフ ・ステッフ。の花嵐岩床一－Gudo！？. 紙によれば，カザフスタン

のコクチェタフから北方にひろがるステップにおいて，地質調査班はこのおi金の

資源を含んだ広大な花i前科床を発見した。

10日 Vタス通信，農業生産報道一一1011のタスによれば，＇，66年の農業総生産は推定

約615｛怠ノレーフツレで，これまでの最高記録であった侃年の約560億ループノレを10%

上回ったという。

V新華社，コスイギン訪仏を論評一一パリ 10日発の新華社篭はコスイギン首相

のフランス訪問を論じて， r:1連の立場は，仏ソ共同声明でベトナムでの米国の

侵略を非難せず，米軍のベトナム撤退を要求しなかったことにも示される通り，

さきにベトナムからの，米箪撤退を要求したフランスの立場より一歩後退してい

るJと；汗しfこ。

V シヱレーピン書記，毛沢東非難一一ソ連凶防省機関紙「赤い星jKra.snajα 

Z.vezdα紙は10日付で，ソ連共産党中央委員会政治局員兼書記シエレーピン，ア・

エヌ ・が9日，クレムリンでおこなった演説の内容を掲載した。

1. 毛沢東およびそのグルーフ。は，大国主義的， kレーニン主義的路ノ線をた

どり，｜羽際共産主義運動の団結を妨げている。もし，彼等の妨害がなかったら

ベトナム人民の勝手I］をよ？められ，犠牲者数もはるかに少なかったで‘あろう。

1. 毛沢東とそのグ、ノレープはソ連共産党はじめ諸友党に対し，共産主義運動

史上，前例のないほど公然たる敵対闘争を強化してU、る。そして高慢にも毛沢

東思想をマルクス ・レーニン主義の最高峰と宣言し，いわゆる文化大革命を国

外にまで拡大しようとたくらんでいる。

l. また毛択東とそのグノレープは党幹部に報復行為を1JIIえたり，」I.；／主主義背

1o1qオ｜を解｛本しようとしている。

V陳毅， 「米ソの攻撃恐れぬJと語る一一リオデジャネイロ発のAF屯によれ

ば，ブラジノレの弁護ー土が北京を訪問して陳毅外相に会見した｜民陳外相は次のよ

うに述べたという。

1. ソ連は中ソ国境に東欧から13個師団の兵力を移動させた。しかし，我々

は米ソの攻撃を恐れない。
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1. 米国は中出l人民を破鎖するため，ソ述の支持を件て“湘；たな神聖[iiJn¥1.”

を結成する可能性がある。

1. われわれはY速を米国の潜在的な味方とみなしている。ソ速は米Mとと

もに世界の支配を企図している。 （以下目？？）

T lz.vestija紙ガス輸送管の建設報道一一lOIJ付の Tzvestij“紙は， q・1火アジ

アのトルクメン共和国からモスクワまで，総延長3040㎞のガスバイプラインの建

設がはじまった符報じてし、るυ これは世界で続長・のガスパイプラ インとなろうと

いう o

v極東海運の状況一一 VodりyTran.ψort紙によれば，サノ、リ ンのホノレムス

ク市の文化宮殿で極東海運；：,jサハリ ン支局職員アクチブ集会カ可mされ，参加者は

5ヵ年計繭第1年度の成果を審議した。その結果船員多数に政府の賞品を授与し

Tこ。

成績良好で知られてャるナホトカ港の船舶修理I!工場は本年もまた計間課題を超

過遂行した。

11日 Vマリノフキ一国防相，引退の！脅。

’コーラー ・米国務次官代理演説一一前駐ソ大使のコーラー米政務担当悶務次

官代理は11日，フロリダの在郷軍事会支部大会で演説し，「ソ連の指導部は，西

側との和解より，西側同県の解体を区1ることにより大きな興味を示している」と

述べ，ソ連指導部が依然イデオロギーの支配下にあることを忘れないよう響告し

た。

’マンゲイシラク油田の好成績一－Pra・vdα紙によれば，カスピ海にのぞむマ

ングイシラク油田の労働者たちは，原油採取年度計凶を期限前に超過遂行し終っ

た。国家は計画よりも 8万トン多い原油を受領した。

Vユジノ・サハリンスクの鉄筋コンクリート建設材料工場－Stroitelinaja

Gazeta紙によれば，サハリンのュジノ・サハリンスク市ではこのほど鉄筋コン

クYート建設材料・工場の建設がはじまった。ここから運輸建設のために毎年3万

m3の製品が出荷される。

12日 ’党中央委総会開催一一解説参照。

v最高会議両院常任委員会，予備審議完了。

vモスクワ放送，中共文化革命を批判一一12日付のモスクワ放送は， 3固にわ

たる連続解説の中で，次の要旨の文化革命批判をおこなった円

1. 中国の指導者の目標は中国経済の発展を早めるために，いまの低ν、生活
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水準を岡定化したままで，一定の経済力を持つことにある。何百万人もの中国

の労働者・に一切の欲望を押さえさせる生活様式は，たとえそれが必要でなくな

った場合でも中国人の恒久的な特質とならなければならなャという考えを暗示

し，生活を改善するあらゆる望みは罪悪であり ，ブノレジョア思想、の復活である

との考え方に人々を慣れさせようというのである。

1. 文化革命と呼ばれる大衆運動で，中国の労働者階級が指噂的な役詐iほ果

たしていないばかりか，事実上参加を許されていないことを市．なる偶然として

はならない。

1. 注目されるのは， 一部指導部の手先にすぎない紅衛兵の不法に対し，住

民が粘り強い抵抗を示してν、るととである。紅衛兵のピラや目撃者の報道から

も知られる通り，紅衛兵と，党委員会や権力機関の擁護に立ち上った労働者と

の流巾．の衝突事件は， u、ま中国で行なわれていることに対するお働者の態度の

現われを明白に示している。

’経団連，ネクラソフ氏と懇談会一一解説参照。

V反応器，計量槽などソ連向け大量受注一一神鋼ファウドラーは12日全ソ技術

機会輸入公団からグラスライニング製6300リットル反応器，計量槽，圧力瀘過器

など総額4億円を受注し，来日中の｜司公同スミノレノフ部長とこの程調印した，と

発表した。

’オリベッティ社，ソ連に2工場建設か一一イタリアの事務機械メーカーのオ

リベッティ社の代表は12Fl，モスクワでソ連に 2工場を建設するための交渉、を始

めた。この工場では事務近代化のためソ連が特に欲しているタイプライター，計

算機，鎖孔機などを生産する予定で，建設資金は400億リラ（232億円）で，オリ

ベッティ村：はソ連tflJJに技術情報を提供するとともに払・術援助を与えることになる

ものとみられるの c n：，オリ ベッテ ィ,t＿／；には米関のゼネ ラル ・エレクトリヅクヵ：

資本参加1しており，大J引＊子計算機がもし ソ連へ流れるようなとき，米国がどの

ような反応を示すかrt月されている。）

v国連総会，ソ連案を修正可決一一国連総会第 1 (i政治〉委員会は12日，ソ連

提案の 「内政不干渉宣言の実施促進に関する決議Jを修正したうえ，賛成99，反

対O，棄権2 （英国，マルク）で可決した。ソ連ははじめ米国のベトナム政策を

非難する目的でこの案を提附したが，中南米諸国を中心とする42ヵ閣は「共産主

義国の破壊工作非難Jをも盛りこんで「他国の現存する体制を暴力によ って変え

または他国の市民間の闘争に干渉することを目的にした武装介入，破壊工作，テ
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シベリア開発（12月〉

ロ行為，その他の間接的な形の干渉の停止」と修正したものである。

，ゥスチ・バルイク＝オムスク問石油パイプラインの建設状況一一Pravdα紙

によれば，商シベリアのウスチ ・バノレイク＝オムスク問，石油パイプラインの建

設者たちは，現在密林のなかにパイプを敷設している。そとには労働者のため新

しい団地ができ，ヘリコプターと何処でも通れる特殊自動車が連絡に当っている。

’ソフガワニ市に忠霊塔－Prα・vda紙によれば， －概東のタターノレ海峡にのぞ

むYフガワニTliに忠霊t茶が建てられた。これはそスクワ防衛戦で戦死した極東lJ'i

身の兵士たちの功績を記念したものであるの

13日 V党中央委総会，閉幕

V文化省機関誌“老舎”らの自殺を報ず一一ソ連文化省機関誌「ソ連文化」は

中国の作家，老舎，女優臼楊，京滋lj俳優周信芳ら著名な文化人3名が，和：衛兵の

暴行に杭議して自殺したと報道した。

’全ソ機械輸出入公団代表団，羽田発帰国

vソ連 ・東欧貿易会 〈仮称〉設立準備委員会一一従来の日ソ東欧貿易会を解散

して，新しい会を再編成しようという趣旨で，東京大手町の経団連会館でソ連・

東欧貿易会（似称〉の設立準備委員会が開かれた。同会では来年1月中頃設立総

会をひらき，初代会長に東京銀行会長堀江葉雄氏を選ぶことを内定した。

v中央アジアのアム・ダリア河の輸送量超過遂行－Vodnyy Tran.ψort紙

によれば中央アジアウズベク共和国のアム・ダリア河上流でアフガニスタ ン国境

の近くにあるテノレメズ港の船員たちは，今年水位が低下して浅瀬と中外｜が、沢山で

きたために非？？；な困難にあったが， 5ヵ年計商初年度の計画を約10ヵ月で遂行し，

t当り コストを 6%引き下げ，労働生産性を計画より 11.8%ほど多く向上したo

v東シベリア南部の鉄道建設－Gudok紙によれば，東シベリアのアバカン＝

タイシェ ト鉄道の建設者たちは，このほどミヌシンスク付近の鉄橋を開通した。

現在彼らは未来の巨大な発電所であるサヤノ ・シウシェ ンスク水力発電所に通ず

る新しい鉄道の建設地に移動した。そこへは橋捺建設者も到着し，発電所近くで

は自動車道，鉄道兼用の橋梁が建設されつつある。

14白 ，ソ連，太平洋ロケ ット実験終了。

v最高会議阿｜涜の元老会議開かる。

’モスクワ消息筋，来年，月到着を暗示一ーソ速は来年の革命50周年記念日ま

でに，宇宙飛行士を月に上陸させるべく努力していると 14日，モスクワの消息筋

が諮った。そのため，宇宙関係には必要な最大限の資金と資材が供給されている

一（376）一 d品
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シベリア開発（12月〉

由である。

V中ソ国境にソ連軍20個師団一一一NATO（北大西洋条約機構）司令部に14日入

った情報によれば，ソ連は緊迫した中ソ国境への兵力増派を急いでおり，向方i国

には現在約20個師団が配置されていると推定されている。

V改築されたハバロフスク駅－ Gudok紙によれば，ノ、ノミロフスク駅の改築

工事は完成した。駅前広場は従来の 3イ音に拡張され，旅客のため二つの広い作介

室ができた。それにはー悶：子のため4'.Ji:;Jlj室も設けられている。設備のととのったホ

テル，荷物一時預かり所，食堂，レストラン，親切な案内係もできている。

Vウスチ・バルイク＝オムスク問石油パイプライン工業の状況－ Stroitelina-

ja （；α：：：eta紙によれば， ウスチ ・バノレイク＝オムスク問石油ノぐイプラインの建．設

は今まで中部オピの石油資源から密林を経て南に向って建設されていたが，最近

これに向ってオムスクからも建設班が進んで‘きた。 l千キロメートノレのパイプラ

インの南の部分はオムスグ精油工場から出発してし、る。ことで、は今ノミイプの熔接

が始ったばかりである。

15日 V第7回ソ連邦最高会議第2会期閉幕

' ソ連政府，米国のハノイ爆撃を激しく非難。

vブラック水力発電所の18番目の発電機始動す＿＿＿＿＿.：.Gudok紙によれば，東シ

ベリアのブラック水力発電所では18番目の発電機が始動し，同発電所の出力はこ

れで300万5千kwとなった。（tt，建設計悶では22万 5千kwの発電機22基，総出力

450万kwとなっている）

V中央アジアに人工湖アンジジャン海一－Cudok紙によれば，ウズベク共和

国のタシケントに近ν、カムプイラワ！、渓谷において長さ 850mの巨大なベトン製

ダムの建設が開始された。湖底となる古い部落は強力なプノレドーザによって取り

払われ，住民たちは新しャ問地に転住した。そこに中央アジア長傑の人口湖アン

ジジャン海がI.LI来，その7kは米作，タバコおよび粒穀畑を被i慨することになるn

16日 曹最高会議2日目の討議続行。

V宇宙条約案を共同提出－ 16日，国連政治委員会に，ソ連は，米，英，仏な

ど＇.37ヵ悶と共同で「宇宙平手11利用条約案」を児玉りこ提案した。この条約案は1963

年の悶連総会決議案に基づき，ことし 5月にジョンソン米大統領が早・期締結を喝

え， 6月16日に，米ソそれぞれ別個に草案を国連に提出したがP その後，米ソ問

の交渉の結果，基本的に合意に達したものであるo

’チュメーニ＝スゥルゲゥト問送電線建設始まる－ StroitelinαjaCazeta紙
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シベリア開発（12月〉

によれば，ウラノレ送電線トラストは，チュメーニ＝スクルグゥト問送電線工事を

開始したり延長700kmの送電線はオピ河に沿う拘林，数百の源地と河川を横切っ

て設けられる。この大規模な送電線の支柱の高さは15階建の建物に等しい。

Vノボシビルスク鋳造機械工場一－Gudok紙によれば，新しい鋳造機械とそ

の他の設備を生産する専門の大工場である《シブリトマシ》ノボシピノレスク了ー：IJ)i

はY連ばかりでなく悶外でも有名である。現在そこでは《7200》型の阿部j化コン

ベア ・ラインの生産が完成しつつあり，これによって宥干の自動車工ンジン部，fi,

の製造一貫工程が行われることになっている。

’ウスリースクの機械製作工場で、家庭用冷蔵庫製作一－StroitclinαvaC似 ：eta

紙によれば，極東のウスリースクの機械製作工場では家庭用冷蔵庫の大きな製造

工場が建設されている。とのほど総延長 700mのコンベア ・ラインの組立が終っ

た。《オケアン型》冷蔵庫の製作は明年から始まる。

17日 ，最高会議，予算採択一一最高会議3日目の口｜ー｜午前10時から連邦会議，q：後

2時から民族会議をそれぞれ開き，明年度の国民経済発展計画案と国家予算案を

審議したの

V米関会議員ら，最高会議に姿を見せるの

’トボリスク付近の建設ー－Vod11yyT，・ansρort紙によれば3 西シベリアの

トポリスクでは鉄道がのばされ，イノレトゥイシ河に鉄橋ができかかっている。来

年は近代的な河港の建設がはじまり，鉄道からの石油積かえ設備がつくられる。

そこには 8ヵ所の機械化桟隔ができ，年間 150万トンの貨物を取り扱う機械が備

えつけらjもることになっている。

’ソコロフスコ・サルバイ採鉱富化コンビナート年度生産計画完遂一一Prm.0α

紙によれば，カザフ共和国のウラノレに近しソレードヌイ市より， ソコロフスコ・サ

ノレパイ採鉱富化コンビナートの労働者たちが商品鉄鉱石産出の年度計画を完成し

たと報告している。6その：需：は1250万トンで昨年の康問量よりも 110万トン多い。

これらはウラルの冶金工場へ出荷された。

18日 vブレジネフ書記長に “英雄”称号一一 ソ連最高会議幹部会は18日，ブレジネ

フの60才の誕生日（19日〉に当たり，

’新経営方式，700企業で成功一一18日付のモスクワ放送は，経済改革後 l年

目にあたって，その成果を発表したが，それによると，新経済方式に移行した企

業700が着実な成果をあげたとし、う。

’宇宙条約，関連で可決。
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シベリア開発（12月〉

vウスチ・バルイク＝オムスク間石油パイプライン建設進展－Pravda紙に

よれば，チュメ ーニ油聞のクスチ ・パノレイク＝オムスク問石油ノtイプラインの建

設は進み， 春の航行期まで寸こパイプラインはウスチ ・バノレイクからデミヤノフメ

キーに達し，そこからはタンカーで各工場に運ばれる予定である。

vパプロダル・ アルミニューム工場一－Pravda紙によれば，カザフ共和国の

パブロダノレ ・アノレミニューム ・アノレミナ工場の第1J艇はとのほど計画の能力に達

した。現在は;n2J艇の始動を準備中で，談合iiiの総介テストがはじめられたο 多く

の設備はすで、に秘義)jを開始し，委員会はユニッ トの作業のi向い慣を認めてャる。

1少日 V ソ述最高会議閉幕。

T New York Times紙，中ソ緊迫を解説一一－1911什の Nen1Yori<. Times紙は

次のように述べているO

1. 綾近，ソ連人は紅衛兵をヒトラー ・ユーゲントになぞらえ，毛沢米政権

をフ ァッ ショとよんでいるという。

1. もし，中ソ戦がおこれば，ソ連国民はナチス ・ドイツに対する戦ャのア

ジアj；反と受けとるであろう。

l. クレムリ ンは， 251F前スター リンがヒトラーのソ連攻撃をかたくなに信

じなかったために払った高価な代償を覚えているo

vウ ・タント国連事務総J長，ソ連大使と会談。

，最高会議，新憲法起草委員会選任-62年 4月以来，英集を検討していた委

員会について， 19日の最高会議は，97名の新委員を選任して発表した。委員長は

ブレジネフ党書記長である。

V ブ、ハラ市南方に大きな天然ガス床一一Pr，似 1da紙によれば，クズベク共和国

のブハラ市南方80kmにあるカラククリ＝チョーノレノエ ・オーゼロ地下之にガス床が

発見された。デンギズクワリニーチェトビョ ーノレトワイの天然ガスj産地はカ ラクゥ

リ・ガス地帯のlI l心である。少しiJiJにもここではウノレタブゥラク，クゥルタクお

よびクプムゥクのガメ、資語；（が発見された。地質訊j査はなお統けられてヤるo

20日 Vコスイギン首相， トルコ訪問一一コスイギン首相は，グロムイコ外相らの代

表団をひきいてアンカラへ到着した。今回の訪問は，昨年8月のウノレギュプノレ ・

トノレコ首相（当時〉のモスクワ訪問に対する答礼であるが，ソ連首相のトノレコ訪

問は，第2次大戦後はじめてであり，ソ連 ・卜／レコ関係の好転の契機になるもの

として注目されている。コ首相はデミレノレ ・トルコ首相と第1凶の会談をおこな

った。
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V力ザフスタン諸企業の新しい経済システムへの移行－Economicheskajα

Gazeta紙によれば，このほどアノレマ ・アタで経済改革の会議が開かれた。カザ

フスタンではすでに14の工業企業と 5の自動車企業が経済の新方式に移った。こ

のなかには， ウスチ ・カメノゴノレスク亜鉛・鉛工場，パノレハシ採鉱冶金コンビナ

ー ト，カラプ，fンダ合成ゴム工場，チムケン ト・セメント工場，ゾロトウシノ鉱山

管理部，《ツェリネネノレゴ》〈開拓地電力〉管理部，アノレマ・アタ《ジェトウィス

ゥ》製靴工場・などが含まれている。彼らのうち11の企業はすでに良好なる成績を

収め，製品の先さばきと手lJ1伺に関する計画を超過逆行をした。

21日 V ソ連 ・l、ノレコ首相第2回会談。

Vアルバニア党機関紙，ソ連の親中共派誕生を報道一－）＇； レバニア勤労党＇ 1－＇火

委員会機関紙 fゼリ ・イ・ポプリト」は21日 「ソ連に親qリUJ1ミの紘織が秘密裡に

誕生し，革命的共産主義者〈ボノレシェピク〉と自称しているj と伝えている。そ

して同派がソ述内でク レムリン現指導部を非難するパンフレットを配布したと報

じている耐である。

v西独政府 fソ連占領地域j （東独を指す〉 の名称変更か一一－UH，ボン縦j成

筋は東独を「もう一つのドイツJと呼ぶようになろうと諮ったと伝えられる。

曹モスクワ北方に秘密宇宙基地 ？一一21日付のNewYork Times紙は，モスク

ワ北方640kmのプレセックは今までICBMの基地であったが， 3月以来，コスモ

ス衛星の打ち上げ‘にも使用されているらしいと述べてし、る。ソ速はすでにカプス

チン ・ヤーノレとチュラツムの2宇宙基地を有しているが，第 ：iの基地を持った理

由としてリ〉高純度で、あるためアラスカやグリ｝ンランドの米ミサイノレ響戒綱にひ

っかからずに偵察衛星を打ち上げられる②ミサイノレ迎撃ミサイノレ兵器のテストを

隠すために使っている。＠米のミサイノレ攻撃から工業地帯を守るのに理惣、的であ

る①偵剣年ω．に；最適な倣軌道に打ち上げるのに好都合である一ーなどの点があげ

られているυ これは英国の高校生のアマチュア寸：宙研究家がはじめて探知lしたも

のというω

，月ロケ ット「ノレナー13サJ打ち上げ.0

' rコユモス137号J打ち上げ。

vソ連の地下核実験探知の新方法を米国が開発一一米国防省当局者は21日，米

国はソ連の地下核実験を探知する新方法を開発したと語った。これは自然地震と

核爆発による人工地震との違いを判定する方法であるという。

vラスク米国務長官，ミサイル防衛網でソ連と交渉を言明一一ラスク長官は21
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日の記者会見で， ABMシステム〈ミサイノレ防衛綱〉設置について，2月のジュ

ネーブ会議で対ソ折衝をおこなうであろうと述べた。米国としてはABMシステ

ムで，再び米ソ問に軍備競争がおこらないように米ソの協定を望んでいるといわ

れる。

V トルト・グゥリ・ダムの建設一－Sehskaj，α Dzizn紙によれば， キルギズ

共和問の南部イスプァラ河の谷ではトノレト ・ゲウ！） ・グムの建設が行なわれてい

る。ベトンで閲主れた貯水消！の 10（；むm:1の水は長い間荒地となってU、たパトケン

谷の I7i 2千ヘクターノレの：lてj也を紘瓶できることになるの

22日 V新国防次官任命一ーソ連政府は22日付で，キリノレ・モスカレンコ元帥を悶防

次官に任命した。これは軍最高首脳部の人事異動の前ぶれで、はないかとみられて

いる。

・ , Prαv白紙 「労働規律の引締めJ発表一一22日付のめ・avda紙は「党中央委員

会よりJと題して， トクラ州の工業企業と建設企業の労働者たちに対する社会主

義的労働が認作の司｜｜練を検討した党中央委の決定を発表したο とれは全国の党と政

府の機関に勧告されたものである。

’マンゲイシラクの都市シェフチェンコ一一－Prαvda紙によれば，カスピー海

の岸にひろがってし、る，マングイシラク油阿労ポ勤者たちの都市シェフチェンコで

は，最初の8階建のアパー トが完成し，さらにその近くに 9階建のホテルが出来

ることになってヤる。第4団地では7階建の大型ブロック製アパートの基礎工事

が終った。高j脅建築にはエレベーター，空気調節設備が作られることになってい

る。

23日 v英天文台長，ソ連の月旅行計画について語る一一英国のジョドレノレパンク天

文台のラベノレ台長は， 23Fl, 「ソ連は人間を）1に送りこむがIに，遠隔操作で月面

上に完全な基地を作るかもしれない」と述べ， 「y速は人間の宇宙飛行について

械j交に性意深かったこと，重量］（）トンの重衛星を打ち上げる能力をもっているこ

とJなどの理由をあげ， r1911年はこの点で露大な進展－がみられるかも知れない」

と指摘したと伝えられる。

’ソ連外務省，中国へ抗議ーーさきに北京駐在のソ述人記者3人を25日までに

帰悶させるよう中国政府がy連へ要求したことに関し，ソ連外務省は23日付で「中

国の要求は社会主義諸国間で前例のないものであり，ソ連外務省は必要な場合，

適当な手段をとる権利を留保するj と抗議した。

, Pravda紙，前日の党中央委決定を解説一一23日付の Pra:vda紙は22日発表
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された労働規律引締めに関する党中央委の決定を解説したが，それによると［ト

ウラ州の化学工業部門は第3四半期に，労働者と職員の怠慢のため， 1日当り数

万／レーブ／レの損失を招ν、た。このような労働規律の乱れは他の多くの工業部門に

も見うけられるJとして， 「党中央委はトウラ州の党と政府各機関に対し，労働

者・と職員の＊青神教育に力をいれるよう命令した。科学技術の急激な発展と，工業

と農業の生産規模の拡大，新しν、工業管；理方式の導入，などの事態に直而してい

る現－1，・の段附におし、ては、労働規律の振興は不可欠の条例：で、あるJと強調してい

るH

V ビリュイ水力発電所建設進む一－Pra・ucla紙によれば，ヤク ー ト自治共和国

のダイヤモンド産地にピリュイ水力発電所が建設されている。このほど建設者た

ちは楓進夫の平で郷緑岩に貫かれた河の新しい水路を閉塞し，ビリコ．イ ・ダムの

貯水がはじまった。］%71ftj:qここの発電所は工業電力を発電する予定である。

曹ハバロフスク空港の新しい郵便局一－Pra・vda紙によれば，本日航東最初の

ハバロフスク空宇佐郵便局が開設された。その建物はモスクワのシェレメチエポ空

港の郵便川と同じ型の設dI・で，ガラス，鋼材およびコンクリートで出来ている。

広いホーノレでは自動機械が動いており，毎日 600万部以上の各種書簡が発送され

ることになってし、る。

24日 V来年3月，東京＝モスクワ間一番機就航か一一外務省筋は24日，日ソ航空協

定にともなう商務協定の大筋がほぼ合意に達しそうな見通しなので，来年 3月初

旬，東京＝モスクワ航空路に一番機が就航することになろうと示唆した。

’ソ連法律家協会， 「ベ トナムにおける米国の犯罪調査委員会」設置。

V ソ連記者3人帰国一一中国にいるソ連人記者6名のうち 3名（タス通信アル

スラノフ，イズベスチャ紙コシコフ，コムソモリスカヤ ・プラクダ紙プロシェン

スキー〉がさきにlド同政府から通告された要求にもとづいて帰国の途についた。

V 日ソ貿易交渉，明年1月からモスクワで開幕予定一一24日付の政府発表。

’ロンドン ・タイムス紙「核拡散防止条約で米ソ合意」と報道。

Vルナー13号，月面軟着陸成功一一 ソ連としては2度目の成功であるo

vパチッキー，ベ ・エフ ・陸軍上級大将，国防次官に任命。

T Pravda紙， ソ連核開発の歴史公表一一24日付の Pravc.白紙はモスクワのク

ノレチャトフ原子力研究所のアレクサンドロフ教授のソ連核開発史を掲載した。そ

れによるとソ連は1946年ロ月25日，初めて核分裂連鎖反応に実験用天然ウラン黒

鉛原子炉を使って成功したことがあきらかにされた。ソ連の原爆実験は1949年9
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Jjが段初であったから，最初jの実験成功から 3年後に核爆弾の開発に成功したこ

とがわかる。

V ブフタルマ水力発電所の人工湖一一 Vodnyッ Transρort紙によれば， プJザ

フスタンのイノレトゥイシ何のプアタノレマ水力発電所｝ti＇水湖には 400億maの水がた

たえられ， 500kmにのぼるカザフスタン最大の海となっ、た。 この海は向H寺に重要

な水路となり，航行シーズンには50万トン以上の燃料，建設材料，穀物が輸送さ

れfこU

Vツェリノグラー ド州のトラクター修理計画完了一－Pravda紙によれば，カ

ザフ共和国のツェリノグラー ドザ1・！の機械係は期限前にトラクター修理の4半期計

umを遂行し，予定よりも1230台多ャ8千台の準備を完了した。Yフホーズの修理

工場では広く修理の流れ作業が胤いられ，部品の再生も行なわれている。

25日 V 月面写真公開一ーモスクワ ・テレビは25日，ノレナー13号・から送られてきたJ-J

面写真を公開した。これは月前．にホコリがないことを示しているとν、う。

，ヵザフスタンの畜産成績良好一－SelislwjaDzizny紙によれば，カザフ共和

国の農民たちは党中央委3月総会と第23回党大会の決定を実行し，期限前に畜産

品調達の国家計画を遂行し 4万 1千トンの家高と 1万2千トンの乳と3700万個の

卵と 1800トンの羊毛を国家に売り渡した。

26日 ’モスクワ放送，再び中共非難一一26日付のモスクワ放送は次の趣旨の反毛沢

＊キャンペーンをおこなった。

1. ここ数年，毛沢東とその一味は＇ IJ分の大｜￥｜半義的肝心に心を』しし，お

のれのへゲ、モニー掌握と野心の実現にだけ努めてきた。

1. 毛一味の外交政策は，大躍進の失敗や経済の混乱など，切実な諸問題を

解決する能力がないことを，埋め合わせるためのものである。 （以下略〉

' f）レナー13号」月面をボーリング一一「J:I而に軟着陸したノレナー13号は，月

面の硬さと密度を測るため，重要な尖験を開始した」と26日のクス通信は報じて

いるu

' 「ノレナ－13忠・」刈jgj＇パノラマ写真’占送 。

Vカムチャッカ漁業の好成績一－Pravda紙によれば，サハリンのペトロパプ

ロフスク ・カムチャッキ｝からの通信は，同地の漁夫たちは期限前に漁獲の年度

計画を遂行したといっている。彼らは45万トン以上の魚を水揚げした。本シーズ

ンに最優秀の成績を収めたのは，新しい世界記録を打ち立てた、海洋引網漁船《コ

スモナフト・レオノフ》号，コルホーズの海上工場《セログラズカ》，大型冷凍ト
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ロー／レ船《イテリマク》号，《キューノミ》号－，《ポスホード》ザなどの漁夫たちで

あるo

27日 V ソ連穀物生産，史上最高一ーマッケピッチ農相は27日，；記者会見をおこなν、，

「196lfl'-の殺物1l:.i>k.l；＼；は l億7100万トンに迷LP ヘクターノレあたり 13.7ツエント

ネノレ（ J.ツエントネ；v==lOOkg）であり，これまでの最高記録を樹立した。しかし，

ソ連としては今後2年間は商｜吹から小去を宍うことになろう！と述べたυ

Vコスイギン行中11, トノレコから州・lfJo

vソ連．トルコ共同声明発表一一 コスイギン〆首．相玖〉卜Jレ：：1公ぶに・；I

たり，払；の：泣：？守のJじ｜叶芦明が発表された。

l. 双方は両国の関係を完全な平等，内政不交渉，領土保全の相互尊重の原

則に立って発Mさせる用意があることを声明した。

1. 双方はq，来が平和と安全保障の地帯となるよう努力することを確認する

とともに，国連がその機能をさらに効果的に果たすため，これを強化すべきであ

る旨を芦j明した。

1. 双方は）954年のジュネーブ協定をベトナム問題調整の基礎とみなすとと

もに，ベトナム人民に自決権が与えられるべきであるとみなしている。

1. コスイギン首相はトノレコのスナイ大統領，デミレノレ首相がソ連を訪問す

るよう招待し，満足をもって受諾された。

Vモスクワ放送，中共の外交政策非難－ 27日付－のモスクワ放送は「中共指導

者は，アジア，アフリカ， rlI南米諸凶の若い独立凶のJxitj1：凶主義的気分を晃子、用し

て，内政に対する乱暴な干渉をおこない，かえってアジア，アフリカ諸国との外

交的結びつきを弱めた。Jと述べた。

’駐．ソ ・米新大使トンプソン氏，就任の宣誓。

曹人工衛星でソ連・キューパ通信一－27日の付のモスクワ放送は，人工衛星を

利用して，モスクワとキューバriaの述絡をするための通俗ステーションを建設す

る取決めが行なわれた。

v国境侵犯者逮捕一一27日付の KonムmmoriskajaPravda紙は東部国境（ q 1 

ソl主l拭（でソ連領に侵入した外凶人 l名（中国人か？〉を逮捕したと伝えた。こ

れは10月の 2名を加えて， 3人目の逮捕者である。

V新しいアムール河鉄橋建設計画一一 Gudok紙によれば，新しい5ヵ年計画

で，コムソモリスク地区におけるアムー／レ河鉄道橋の建設が予定された。これが

できるとクタール海峡のフェリー ・ボートとともに，サハリンとの直通鉄道連絡
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ができることになる。

’ノボシビルスク船舶修理工場の冬期作業一一Vodnyy1'1双山;port紙によれ

ば，ノボシピ〉レスク船舶修理工場の従業員たちは，すでに11月中に総生産高の年

度計画を遂行した。たた、商品生産の 1部だけが未完成で、絞ってヤるが，突然来襲

した12月中何の零下40°じ～45°じの寒さのため露天作業は伴.ii:.のやむ’なきにヨさっ

た。

28日 ’ソ連船，大連港から強制退去一－28日の北京放送によれば，大辿港に停泊q,

のY連船ザゲ、／レスク・号が， lU港の！探，港湾規則jに違反したとして，大述港湾政督

官は次の処分を発表した。

l. 同船船長ナウモフは歓迎されざる人物であり，即刻中国から退去させ，

今後，中国のいかなる港にも立入りを許さない。

1. ｜司船事務長に厳重普告の処分をとる。

1. 同船を強制JW港させる。

’コスイギン首相，来年2月訪英一一28日，ロンドンで発表されたところによ

ると， コスイギ、ンー首相は 2月6日から13日まで訪英する予定であるとし、う。

Vソ連・ハンガリ ー原子力発電所建設協定一一28日，ハンガリーの首都ブダペ

ス トにおいて， ソ連，ハンガリ 一両国の代表は，出力80万キロワットの原子力発

電所建設のための協定に調印した。操業開始は1975年の予定。

－’タス通信，中共の核実験を簡単に報ず一一句これに関するタス辿伝の報道は僅

か 3行であった。

，タジク共和国新年度の資本建設計画ー一－Gudok紙によれば，このほどタジ

ク共和国の首都ドクシャンベで開かれた最高会議において決定された1967年度予

算は，資本建設費約2佑 3千万ノレーブノレを支出し，これによ ってヌクレク水力発

電所， レガノレ ・アノレミニューム工場，ヤパン電気化学工場およびジジクルー ト採

鉱治金コンビナート，テノレメズ＝クウノレガン ・チュベニヤノくン鉄道をkll；没するこ

とを予定した。

29日 'f f赤い星」毛路線を非難一一29日付の111防省機関誌 K.1-a:mtり・aZ.vczda WiUま

要旨次のような論説を掲載した。

l. ソ連軍人は全ソ連人民とともに， ，.，J凶共産党指導部の路線について；足感

せざるを得なU、。

1. ソ連軍人は現下の中共内における中共人民解放軍の役割りと，箪に対す

る党の路線に疑問を抱いている。
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1. 中国共産党指導部が，単を自己の反レーニン的，反ソ的，大凶主義的方

針を実現するための道具にしようとたくらんでいることは明白である。

1. 毛沢東とその側近は，党の役割りを無視し，軍に重点をおいている。

1. 毛沢東とその側近は，軍を自己の道具にするため，軍の統帥部と政治部

の徹J説的な粛正をおこなった。

1. 中国共産党指導者は，軍反マルクス主義的冒険的方針にそった任

務を_lj・えようとしつつある。

l. q:1）七の指導者は前々から党を軍の生徒とみなしている。

1. Ill共人民解放軍は文化革命の道具のひとつになり下った。

1. 中共軍人の頭には毛仰人への狂信的忠誠と，民族主義と，排外的愛｜当主

義がたたきこまれている。

1. 中共指導部はソ述と米｜到が同じものであると中共軍人にf言じこませるた

めあらゆる手段を使っている。

1. ソ連軍人は，中共人民解放軍を反ソ政策の道具に変えようと狂奔してい

る中共指導部の方針に憤慨せざるを得ない。

1. ソ連がもし，ある国との戦争にまきこまれても，中共の支援はあてにで

きないことを我々は知っている。

l Pravda紙も中共指導者を非難

30日 ’ 「jレナー13号Jの観測計画終了一一グス通信によればJJ itiiに着陸したソ連の

科学ステーション「ルナー13号Jは所定の観測作業を終了したが，月の土壊は地

球と類似していることが判明したという。

Vザ、バイカル重合金属コンビナート－ Pravda紙によれば，東シベリアの

チタ州のボノレジャから 120km付近の山地にあるアカトゥイの重合金属鉱は数10km

の地域にわたって開発されている。ここの採鉱冨化工場からは毎日亜鉛と鉛の特

選鉱を積んだ貨物自動車が山発している。ここにはザパイカノレ重合金属コンビナ

ー トがあるのである。

曹タイシェト＝ レナ鉄道の電化完了一－Gudok紙によれば，タイシェト＝レ

ナ鉄道の屯化作業はケジェムスカヤからコノレシワニハまでの最後の 150kmの区間

の作業を完成した。この新しい区間は昨日営業を開始し，電気機関車は鉄鉱石を

積んだ最初の貨物列車を コノレシウニハ駅から出発させた。これでタイシェ ト＝コ

ルシウニハ間延長552kmの電気作業が終ったことになる。

31日 V ソ連政府，新年のメッセージ発表。
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’英国のベトナム和平打診不成功か一一モスクワの外交観測筋は， 「梅秘に連

絡をつみあげてゆかなければ，英国のベトナム和平提案は単なる願いごとに終ろ

う」と ，ソ連の政府がとれを拒否する可能性が多いことを示唆したと伝えられるo

vマ力ト＝シェフチヱンコ鉄道運転開始一－Pravda紙によれば，本日国家委

員会はマカト＝シェフチェンコ間延長704kmの新設鉄道を王常運転に入らせた。

これによって，カスピ―海東岸の油田マングイシラクは鉄道によって全土と結び

つけられた。現地時間の午後211寺，マカトillCグリヱフ外｜）において建設者の祝

賀ミ ーティングが開かれ，カザフスタン共産党のグリエフ州首1J書記がこれに列

席した。
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8. 29 I少年率併訓l敏学絞殺Ill

8. 3L Iウ唯一 νγ級告占の配布然It

9. 20 Iソ迷 ・＊飲合同柄拘
ー22

JO. 29 シェレーピン書記，きるぎすで中共批判

11. 1 I鉱49阿革命ii.！念n。中共武官ら退場

12. 6 中央アジア住民に軍事訓練。中央アジア国境で中ソ

武力衝突の噂

12. 12 I：党中央餐.u会総会
～13 I 

12. 1s I第 7回最高議第2会期開催
～19 I 

12. 29 I「語、い収J紙，毛路線を批判

1 9 6 6 年のシベ リア 開発年表

軍E 5耳

1. 1 I食材物鏑引下げ

1. 1 Iチュメ ＝＇－＝ スルグウト間鉄Jli建設機備隊鈴

l. 5 I Guclok紙，ハバ a7 ；，..タ地方の新5n年計鴎紹介

l. 71 プヲーツタ林貴重集問，セルローズの生~開始

1. 20 Iクルップ社，号スタヲ支店閉鎖

1. 23 Iチ＆メ エ州ベ Faゾーポ地区のガスパイプライ；；jj,I続
i完7

1. 29 I北部シベリア鉄逃建設計図発表

2. 2 I 65年度経済統計宛表

2. 7 Iイグリム＝セーロフ問ガスパイプヲイ Y完成

2. 19 I 新 5 ，年計何事E，党中央会で承~さる

a. 6 Iモスタヲ量主悲外3):i;J!, tシベリ 7視祭

3. 12 I Guel。k紙，極東開発針耐を総介

3. 28 Iレs ノプルス 夕張鉛工場操業開紛

4. 1 Iシベ日ア，極東への投資削減か P

4. 211 m 1四半期実績発袋

4. 24 Iザーベルマ γ教授，労働者の犠理機帆

4. 25 Iサイパ不ティッタスの3学者にνーユン’A’授与
ι23 Iシベリ 7，板東の河川，航行開始

s. 4 Iフィアッ I・ t土，ソ連進出

s. 17 Iコルホーズに月給制実施

6. n IエS セイ河上海大洪水

6. 20 Iカナダ小炎釣900万 トγ紛入

6. 26 I中央7ジ7で大洪水

1. 1 Iγzνーピ Y，刑事を建築怨~資伐・者に伝命か？

1. 9 I ;t1J澗方式漸次実績を栃げる
7. 23 I上早期経務笑続発表
7. 26 Iプヲ ーツタ ・7ルミ z ウム工場倣然倒始
8. 9 Iチュメーユ＝スルグクト鉄道－ft革開通
8. 12 I農梁部門にも新経涜方式縁)ff
8. 16 I治海地方，大洪水
9. 24 Iソ述 ・中共貿易さらに減少
9. ao I盤工業鰻品の卸売鋪絡，来年から引下げ
10. 6 I史よ段i硲の量豊作か
10. 15 lルノー社． ソ連進出
10. 23 11騨廠問題，波面化
10. 23 I 9 ，，月間のm 奇策総発談
11. 11 Iチs メー＝＝オムス タ附パイプヲイ：，，－部完成
12. 1s I新5ヵ年計画最終型軽，厳術会織によ喧！されず

-191 
12. 1s Iプラーツク水力発電所， 181昨日の発電機始動
12. t8 I薪経済方式， 700企ヨ躍で成功
12. 30 Iタイクエト＝レナ鉄道常化完了
12. a1 Iマカト＝シェフチェ γョ問（700k僧）鉄道開通

日 ソ 関 係

1. 14 I日ソ航空協定仮偶印

1. 11 I日ソ貿易協定仮調印（41～45年〉

1. 1s I維名外相訪ソ。航空E，貿易商協定疋式調印
～22 I 

2. 21日ソ文化協力計局成立〈ロソ綴轡協会〉

2. 7 I極東の天然ガス開発で協力をソ迷へ申入れ

3. 1 I日ソifl/.!l交沙問：務

3. 14 I n ＇／航空商務交渉開始

3. 14 I第1問円ソ経済合同会議開催
-231 

3. 22 I日ソ治品質劫合問会滋，新潟で闘訓E
3. 29 I日ソ文化協力計画成立〈日ソ交流協会〉

4. 12 I t(l!Olelロソ漁業焚渉妥結

5. 8 I鈴Jl迎洋丸ttill:で対ソ厳重抗犠

5. 10 Iシ舗ーロホフ来日

s. 13 I人民日報，来日中のv，ーロホフ非穆

6. 1s I対ソ船創始lll緩航

6. 11 Iグ世シγ企ソ労組議長来口

6. 19 Iイシヨフ漁業稲来円

6. 21 Iハバロフスク日本見本市開幕

7. 4 I ＂ムソモル l'!lli暗記バプロフ来II

1. 24 Iグ”ムイョ外相来日

1. 29 I日y奇｛事条約調印

7.下旬 ｜ソ連応対！， 1年契約で200万トン倫入か

8. 11 I Tull4機．突然来日

8.中旬 l日ソ漁業側7i視察集合。な

8.中旬 ！日ソ通信徹底の検町、tはじまる

9. 1 Iソ連漁船団，期限前に日本近絡に山！／！.＼で業者陳情

9. 3 第2次経済使節団訪ソ
～'J:l I 

9. 16 I北1'f民，モスタヲで側俄

9. 22 I進展突然．対ソ不，E鎗Hlで品UHる

10. 19 I Aソ彼炎十周年

10.下旬 ｜トヨタ，ソ述へ向動車工場設計悶送付

10. 1s Iソ連大阪見本市開幕

JO. 21 I治J;!fU占契約（116万ドル〉成立

10. 22 I北神太天然ガス商談，難航して来年へもちこし

12. 1 日ソ航空路就

12. 8 Iネタラー γフ，東京で議回i

ます 外 関 係

1. 31ハバナ!lll悶AAA L会議開催
～15 I 

1. 4 Iタシケント会議
～10 I 

1. 71ジエレーピy書記一行．ハノイ紡l自j
～13 I 

I. 12 Iプレジネフ::lJ1 ；！｝記，－｛；ンゴノレwr::i
～17 I 

1. 13 I；米ソロ脳， シャ λ トリ向l度11綿の葬儀にII¥鰍

2. l 1アフガン首相訪ソ

2. 2 I ＂スイギ γ首相 f非按悩は致事院しないJと宵．宵

2. 12 I i!!i独大使館員 1名と記者2名に退去命令

2. 1s I小ソ友好｜司態相互援助条約16縛午．

3. 19 I米ソ新文化協定側印

4. 4 Iソ巡 ・北朝鮮貿易協定調印

4. 21 Iグロムイコ外相イタ V7紡l伺
～23 I 

4. V I ?" oムイヨ外相，ローマ法T:Iこ接見

s. 10 Iプνジネフ併記長，ルー守＝－ 7 l/;I日1

s. 10 Iコλ イギY前相，ア手プ述合紡l羽
～18 I 
s. 31 Iプνジネフ泌記：九チぉヨ党大会出席

6. 2 Iワルシ十ヲ機櫛，肉紡相絡術会践？

6. s I・ンェレーピγ；’i.rc• .t, Yゴル党大会tEa前

6. 6 Iワルシャヲ軽量紛外相会i波蝶鮫
～17 I 
6. 13 Iコスイギγ首相，フィ Y予：， J'訪問l
-18 I 

6. 20 I i:ゴール大統依，紡ソ
～7. 1 l 
1. 4 Iプカレλ トのソ述耳ll!i;ti脱会議様鉱
～61 

7. 12 Iガンジー印！！Hi相訪ソ

1. 16 Iウイルソ－.，；民泊栴防ソ

7. 25 I ＆・t,＂／ト問主 E総r.:li!P

8. 26 I紅衛兵，北京のソ巡大使館ヘデそ
!l. 19 Iプレジネフ J}記長，東欧各凶!I!訪
～26 I 

10. 10 I共銀閣9，，悶宵脱会縫
11. 4 I米ソ航空協定調印
J1. 14 Iプνジネフの記長，プルガリア党大会111/i市
11. 14 Iポドゴルヌイ一行，ワィ ーγ訪問
u. 15 Iフイ Y 予Y ド大統領，紡ソ
11. 16 I最高会縫代l<IDl，ロンドγ紡問
u. 11 I i:プレ仏蔵相，紡y
11. 22 Jプヲク γ英外相訪ソ。 1!＇／外相会主主
11. 28 Iプレジネフ21記長，ハγガリア党大会出席
12. 1 I :i；，.イギγ首相．フヲソス訪問
12. 20 I ＂；えイギ Y首相， トル 2訪問



アジアの動向国別シリーズ

アジア諸国の政治 ・経済 ・社会の動きを的確に把握

する基礎資料として刊行している月刊「アジアの動向J

の1966年 1月から12月までを，各国毎 l冊にまとめ、

巻頭に1966年の回顧，総、目次，年表を追録したく国別

シリ｝ズ〉のご利用をおすすめしますo

1964年 1965年 1966年

韓 国 321頁 256頁 268頁

中 国 品切 519 

イ ン ド 244 241 257 

イ ン ド シナ 324 263 267 

フィリピ ン 167 173 274 

タ イ 247 240 332 

シンガポ ーノレ
374 242 196 

インドネシア 303 296 251 

ピ ノレ て司「 269 325 387 

ノぞキスタン 406 品切 354 

シベリア開発 283 386 387 

く国別シリーズ〉 定価 800円 は部数僅少のためア

ジア経済出版会（東京都新宿区市ヶ谷本村町42TEL（代表）

353-4231）に直接お申し込み下さい。

アジアの動向 〔シベ リア〕 1966

昭狗42年3月15日印nil c 1967年
昭和42主手3月25日発行

定価 800円

発行 所 アジア経済研究 所
東京都新宿区市ヶ谷本村町42

印刷所

製本

包括東京3日局4231（代表）

株式会社第二印刷所

株式会社月｝清製本所
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